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海 人 草 の 純 粋 有効 成分 ミ と サン ト 
ニン ミ & ミ を 最も 効果 的 に 配合 し 、 
最高 度 の 駆虫 る ……… 


多年 の 研究 と 最新 の 技術 が うん だ 応 虫薬 マク 
ニン S は 、 そ の 高い 衣 虫 率 が 多数 の 臨床 実験 
で 実証 され 、 そ の 上 副作用 が な く 、 の みや す 
い 虫 下 し と し て 好評 を えて いま す 。 

マク ニン S は 、 夜 ね る まえ か 、 ま た は 朝 お き 
て すぐ の むだ け で 、 下 剤 を の まな く て も 、 確 
実に 回 虫 を と る と こと が で きま す 。 


団体 用 お よび 学童 用 マク ニン S は 、 
集 団 で 、 高い 駆虫 も ち 、 布 に 
便利 な の で 集団 昧 虫 最適 で す 。 


価格 る 特に の で 、 学校 、 工場 
会 非常 な 好評 を えて いま す 


(包装 ) 人 一 人 分 〉 80 円 ・6 ]50 円 
団体 2 100 (大 人 100 人 分 


大 市 東 区 道修 町 藤沢 薬品 東京 ・ 福 ・ 
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トキ ソプラ 


スマ に 関す る 研究 


(2) 実験 動物 と し て の gpc 系 マタ ス の 週 合 ょ び 


性 別に よる 感受 性 の 差 に つい て 


石 井 俊 小 林 昭 夫 小山 
能 田 三 由 小 宮 義 孝 
国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 


微生物 対 実験 動物 の 関係 の うち , 後者 の 側 に 求め られ 

る 因子 と し て は , 動物 の 種類 , 系 統 , 性 , 年 令 , 飼料 , 
お ょ び 管 理 状態 な ど が 挙げ られ て いる 。 以 上 の 諸 因 子 の 
う ち 動 物 種 に つい て 著者 ら は 前 報 (小林 ら , 1959) に お 
いて , トキ ソプラ スマ の 接種 実験 に と 用 いら る べき マウ ス 
に 関し て 当時 入手 の 容易 で あつ た dd/Y, gpc, C57 BL/6 
お よび CEFW の 4 系 統 に つい て 比較 を 行い , gpc 系 マウ 
ス を 最適 な も の と 認め , 以後 すく な く と も マウ ス の 生存 
日 数 , 採取 腹水 量 , ある い は 貝 数 に 判定 基準 を お く 実 験 
に は gpc 系 マウ ス を 使用 する こと こと と し た 。 

机 余 の 因子 の うぅ うち, 飼料 と に つい て は 前 報 に も 述べ た 如 
く 特 定 の 飼料 ( す リ ェ ン タル 固 型 飼料 NM F) の み を 使 
用 し , 飼育 管理 に 関し て は 高温 多湿 な 感 夏 の 候 を 除け ば 
ほな さく 一 定 な 陣 境 条件 を 保持 し 得る の で , 当面 の 検討 すべ 
き 因 子 と し て の マウ ス の 週 合 と 性 に つい て 実験 を 行 つ 

な お 本 実験 に 先立ち , 生理 食塩 水 浮 蓄 虫 体 の 室温 保存 
に ょ る 感染 能 (トキ ソン プラ スマ の マウ ス 腹 腔 内 接種 に ょ 
り , と これ を 上 感染 致 氏 せ し め る 能力 を 意味 する 。 以下 同 
断 ) の 検討 を 予備 実験 と し て 行 つ た の で 併せ て と と に 
報告 する 。 

I. 予備 実験 . 生理 食塩 水 浮 虫 体 の に 対す 

る 保存 の 影響 に つい て 
トキ ソプラ スマ は 生理 食塩 水 で 稀釈 浮 放 さ れ た 場合 比 


TosHIlo ISHII, AKI0o KOBAYASHI, TSsUTOMU 
KOYAMA, MITSUYOsHI KUMADA and YosHI- 
TAKA KOMIYA: Studies on Toxoplasma (2) 
The influence of age and sex of mice on suscepti- 
bility to toxoplasmas (Department of Parasitology, 


National Institute of Health, Tokyo) 


(昭和 34 年 5 月 20 日 受領 ) 


較 的 速 か に その 感染 能 が 低下 する た め , その 接種 実験 に 
あ た つ て は 可 及 的 速 か に 行う べき で ある と いわ れ て いる 
(Jacobs, et al 1952 : 柳沢 , 1957 : 渡辺 ら , 1959 う 。 し 
か る に 今回 著者 ら が 企図 し た マウス の 週 合 と 性 の 検討 に 
関す る 実験 に , 各 週 合 マ ウス の それ ぞ れ に 雌雄 を 用 いとこ 
れ を 同時 に 行う と き は , その 接種 に あたり 相当 長 時 間 を 
要する こと と が 想像 され る 。 従 つて , 接種 開始 時 と 同 終 了 
時 と で は 接種 する トキ ソン プラ スマ の 感染 能 に 差 が 生じ , 
こと これ が 観 祭 の 際 の 主 な 判定 規準 と な る マウ ス の 生存 日 数 
に 影響 を 及ば すこ と と が 当然 考 へ られ て くる 。 し か も こと の 
トキ ソプラ スマ の 感染 能 の 低下 の 実態 は ), メジ ウム の 性 
状 , 稀釈 度 お よび 温度 に 関連 し た 問題 で あつ て , 上 記 諸 
氏 の 実験 結果 を その まま 著者 ちの 今回 企図 する 本 実験 に 

て は め る こと と は 出来 な い 。 そ と で , 本 実験 に 先立つ て 
生理 食塩 に 稀釈 (80,000 =/cc) し , 室温 に 保存 し た 
場合 の トキ ソプラ スマ の 感染 能 の 時 間 的 推移 に つい て 検 
討 す る 必要 が 生じ , こと に 予備 実験 と し て と りあ げた 。 

実験 材料 と 方 法 

トキ ソプラ スマ は 前 報 の 通り 選 了 株 で gpc 系 マウ ス 
に 4 日毎 に 継 代 さ れ て きた も の で ある 。 こ とれ を マウ ス の 
腹腔 より 採取 し 直ちに 0.8522 生 理 食塩 水 を 以 て 80,000 
コ /cc (マツ ウス に は 後述 の 如く 0.83ml 宛 注射 する の で マ 
ウツ ス 1 匹 当 り 24,000 ご と な る ) に な る よう に 稀 秋 し て 
実験 に 供し た 。 

マウ ス は gpc 系 マウ ス の 4 ~5 週 令 の ? ゅ の み を 30 匹 
用 い , と これ を 5 匹 宛 6 群 に 分 け , 第 1 群 は 上 記 の トキ ンプ 
ラス マ 稀 釈 液 を 調整 直後 (マウス の 腹腔 より 採取 後 20 分 
ーー( 以 下 20 分 群 ), 第 2 群 は 採取 1 時 間 後 (以下 1 時 間 
群 ), 第 3 群 は 2 時 間 後 (以下 2 時 間 群 ), 第 4 群 は 4 時 間 
後 (以下 4 時 間 和 群 ), 第 5 群 は 8 時 間 後 以下 8 時 間 和 群 ), 


本 研究 は 文部 省 科 学研 究 費 の 補助 に ょ よ つ た 。 と こと に 記し て 謝意 を 表す る 。 
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第 6 群 は 24 時 間 後 (以下 24 時 間 群 ) に これ ぞ れ 上 記 冬 釈 
液 の 0.8 ml 宛 を 腹腔 内 に 注入 し た 。 な お この と き , 各 
群 5 匹 の マウ ス に 接種 する に 要 し た 時 間 は それ ぞ れ ほ く 

8 分 で あつ た 。 

トキ ソプラ スマ 稀釈 液 の 24 時 間 に 旧 る 保存 中 の 温度 は 
20~22C で あつ た 。 

観 宗 は , マウ ス の 死亡 に 至る まで の 日 数 に つい て 各 和 群 
と も それ ぞ れ 12 時 間 間隔 に 記録 し , 同時 に トキ ソプラ ス 
マ に ょ よる 死亡 で ある と と を 確認 する た め 擦 取 腹 水量 と 同 
腹水 中 の 虫 体 数 を 前 報 と 同様 の 方 法 を 以 て 計量 し 判定 の 
補助 に 資 し た 。 

成 

第 1 図 お よび 第 1 表 に 示す 如く , 20 分 群 と 1 時 間 群 で 
は 全く 差 は 見 られ ず , 2 時 間 群 で 生存 日 数 が 約 半 日 延長 
する 傾向 を 認め た 。 す な は ち , 20 分 群 お よび 1 時 間 和 群 の 
9522 信 頼 限 界 は と も に "7.14 日 之 m 之 6.46 日 , 90% 信 頼 限 
界 は 7.06 日 之 m 之 6.54 日 で あり , 2 時 間 群 の それ は , そ れ 
ぞ れ 7.68 日 之 m 日 , お よび 7.61 日 m 7.19 日 で 
あつ た 。 いい か えれ ば , 5~10% の を 以 て すれ 
ば こと の 間 に 有 意 の 差 を 認め 得る こと に な る 。 4 時間 和 群 で 
は 1 例 が , 8 時 間 群 で は 4 例 が , 24 時 間 群 で は 全 例 が 生 
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筆 1 図 生理 食塩 水中 た i# け る 
トキ ッ プ ラス マ の 生 残 性 


虫 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 第 6 


第 1 表 生理 食塩 水中 た 抄 け る トキ ッ プ ラス マ の 生 
残 性 (接種 < ウス の 生存 日 数 , 採取 腹水 量 
よび 同 腹 水中 の 貝 体 数 ) 


採取 腹水 量 腹水 中 の 貝 
保存 時 間 生存 日 数 (ml) 体 数 (万 ) 


7.0 0.35 1807 

7.0 0.40 12461 

20 分 7.0 0.65 8267 
6.5 0.95 7920 

6.5 0.57 7943 

7.0 0.35 4807 

7.0 0.70 12247 

1 時間 6.5 0.43 11782 
7.0 0.50 1663 

\ 6.5 0.75 9844 

0.80 4465 

7.0 0.35 18006 

2 時間 7.5 0.68 13211 
7.5 1.00 5200 

0.00 7140 

8.0 0.75 16613 

8.0 0.50 14858 

4 時 間 8.0 0.82 23589 
\、 8.0 0.60 10134 

8 時 間 
12.5 0.40 5321 

24 時 間 


残し , 保存 時 間 の 経過 と と も に 感染 能 が 減退 し て ゆく の 
が 明らか に 認め られ た 。 同 時 に と れ ら の 群 で の 死亡 例 は 
前 3 群 に 比 し て 生存 日 数 に 延長 傾向 が み ら れ る よう で あ 
つた 。 4 時 間 以 後に 接種 し た 8 群 で 多 死 に 至ら な か つた 
マ ャ ウス が 出 て は いる が , こと これら は 全 例 と も 一 過 性 の 食 
思 ・ 飲 思 の 不振 , 直立 , 運動 不 活 どの 症状 を 
し た こと と か ら , 感染 一 発症 一 硬 過 と いう 経過 を 一 応 た ど 
つた も の と 思 は れる 。 ま た とれ ら の 症状 も 24 時 間 群 で 最 
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も 軽く , 浮 放置 時 間 に 応 じ て 体 の 感染 能 が 減退 
し て いく の が うか が は れ た 。 


括 


以上 の 予備 実験 か ら , 上 述 の 実験 方 法 に ょ る 接種 実験 
に は (1 う トキ ソプラ スマ の 採取 稀釈 後 1 時間 以内 に 所 
定 浮 湊 液 の 調整 ・ 接 種 な どの 全て の 操作 を 完了 し な けれ 
ば 安定 し た 成績 が 得 ら れ な いこ と と , (2 う マウ ス 5 匹 の 
接種 に ほ ゞ 383 分 を 要する と と , (838) う し か も 所 定 稀釈 濃 
度 の 虫 体 浮 蓄 液 を 調整 する た め に は ほ ゞ 20 分 を 要 す と こと 
が 分 つた 。 


1. マウ ス の 週 令 お よび 性 別に よる トキ ソプラ スマ 


トキ ソン プラ スマ 材料 お よび 浮 導 液 の 調整 , 接種 方 法 , 
観察 な ら び に 対照 群 の 処置 は 前 報 お よび 予備 実験 と 全く 
同様 に 行い , 且つ 全 マ ウス へ の 接種 を 1 時 間 以 内 に お 
め た 。 

マウ ス に 関し て は , 予備 実験 の 結果 は 時 間 的 制約 を , 
つま りう り 接種 可能 な 頭数 の 制約 を 意味 する 。 し た が つて 同 
ーー source の 虫 体 を 用 いて 行う 同時 実験 に と は , お よそ 40 
~50 匹 の マウ ス を 用 いる の が 限度 と な つて く る の で その 
よう に 計画 し た 。 す な は ち , 週 信 に と よ る 差 の 比較 試験 に 
は gpc 系 マウ ス の 838, 4, 5, 6, 7 お よび 8 週 信 の 
? を 各 週 5 匹 づ つ を 使用 し , 性 別に よる 比較 試験 に は 同 
じ く gpc 系 マウ ス の 5 お よび 8 週 の を 5 
つ を 同時 に 使用 し た 。 な お 各 群 に つき それ ぞ れ 5 匹 づ つ 
の 対照 群 を お いた 。 


成 


3 週 合 マ ウス は , の 実験 群 で 5 匹 中 4 匹 が , 他 の 3 
群 (? の 対照 群 , $ の 実験 群 お よび 対照 群 ) で それ ぞ れ 
5 匹 中 1 匹 が 注射 ショ ッ ク に より 死亡 し 極め て 不安 定 で 
あつ た 。 こ と の 成績 は 4 週 令 以 上 の マウ ス の 場合 と は 別 の 
観点 か ら 考 察 す べ きも の と 考え , 表 か ら 除 外し た 。 

1. マウ ス の 4 へ ~8 週 合 と よる 生存 日 数 の 差 を みる 
と , 全 例 が 6 ~7.5 日 の 間 に 死 亡 し , 各 週 の 群 平 均 は 
6.8,。 6.7, 6.4。 6.7 お よび 6.6 日 を 示し 極め て 近接 
し た 成績 が 得 ら れ た 。 し か も を も 952 信 頼 限界 は 全て 重複 し レ 
4 ~8 週 に 下 つ て の 週 合 と ょ る 感受 性 の 差 は 認め られ な 
か つた (第 2 図 お よび 第 2 表 う )。 

同様 に 採取 腹水 量 は 0.385~1.75ml の 間 に 分 布 し , や 
> ゝ 個体 差 に よる 開き が 認め られ た が , 和 群 平 均 は それ ぞ れ 
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0.92, 1.44。 1.13,。 1.15。 お よび 0.90ml を 示し こと れ に 
も 有意 の 差 は 認め られ な か つた (第 3 表 う 。 

風水 中 の 虫 体 数 に つい て も 同様 で , 特に 一 定 の 傾向 を 
云 * す る と と が 出来 な い 。 ま た こと の 場合 は 個体 差 が 特記 
目立つ が , と これ は 採取 に あつ た つて の 技術 的 な 問題 と , 
前 報 に 記載 し た 腹腔 内 の 病理 的 性 状 の 差 が 大 きく 関連 し 
て くる も の と 思わ れる ( 表 4 表 )。 


4 (68) 
5 (67) 
] 
6 (64) 
] 
(67) 
] 
“ 
8 — (866) 
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第 2 図 各 週 令 そ マウ ス の 生存 日 数 


2。 性 別に よる 生存 日 数 の 差 は , が 5 週 群 の 平均 
6.7 日 , 8 週 群 の 平均 6.6 日 に 対し , $ は それ ぞ れ で".1 日 
お よび 7.2 日 で や や 延長 する 傾向 が 認め られ た 。 し か し レ 
その 952 信 頼 限界 は 全て 重複 し 有意 の 差 と は 云え な い 
(第 2 図 お よび 第 2 表 )。 

採取 腹水 量 お よび 同 腹 水中 の 貝 体 数 の 何 れ に つい て も 
それ ぞ れ (, 8) う の 間 に 差 を 認め る と と は 出来 な か つ 


\ 
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第 2 表 接種 後 の マ ウス 生存 日 数 第 4 表 腹水 中 の 虫 体 数 (単位 : 万 ) 
ご クス 4 5 週 6 週 7 週 8 ご 4 週 5 週 6 週 7 週 8 
5:5 8112 3230 + 12578 11158 
2 6325 4444 3216 17294 3536 
3 60 F565 3 74 4558 4200 17651 15464 
。 4 6D 4 16561 5203 2394 6708 + 
5 5 24588 7119 8408 10091 46240 
標準 偏差 0.40 0.25 0.49 0.51 0.37 標準 偏差 7262 1350 2314 4200 16241 
1 8.0 6.5 1 13580 3600 
2 6.5 6.5 2 9118 17738 
3 7.0 7.0 3 8720 12710 
s 4 7.0 8.5 4 10020 17775 
5 7.0 7.5 5 4089 14391 
平 均 | 7.2 9105 13243 
標準 偏差 0.49 0.75 標準 偏差 3039 5203 
十 : 虫 体 は 証明 で きた が , 腹水 量 が 計量 で きず , 貝 
の 計 不能 で あつ た も の 。 従 つて 統計 処理 か 
ら は 除外 し た 
性 別 4 5 週 6 7 週 8 
と の 上 成績 と 基 い て マ ャ ウス の 週 合 お よび 性 に ょ る 感受 性 の 
0.90 1.75  —*1.50 1.35 を 検討 し た 。 
トキ ソプラ スマ は 生理 食塩 水 の よ うな 簡単 な 無機 塩類 
の 溶液 中 に と り 出 され た 場合 , 比較 的 早く その 感染 能 を 
- で は 
5 0.50 1.20 1.75 1.10 0.40 は 
中 で は 数 時 間 後に は 明らか に その 感染 能 を 失う と 云 い , 
os 柳沢 (1957) は 食塩 水中 に お ける 滋 離 ト キン プラ スマ の 
生 残 状況 は 10! 管 で は 4 時 間 ま で は 減少 する 感染 能 
1 1.00 1.00 を 有する が , 10 稀釈 科 で は 1 時 間 に し て すでに 感染 能 
2 1.85 1.30 を 消失 し た と 報告 し て いる 。 ま た 渡辺 ら (1959) は 生理 
3 1.00 1.10 食塩 水中 で 10~15 時 間 で 完 会 に 感染 能 が 消失 し , さら に 
$ 00 0:75 稀釈 倍数 の 大 きい も の 程 早 く 感 染 能 を 失う こと を 述べ て 
平 均 1.24 1.05 と れ ら の 現象 は 全て トキ ソプラ スマ 浮 液 の 稀釈 濃 
標準 偏差 0.334 0.179 度 , 保存 時 間 お よび 保存 温度 に 関連 する も の で ある が だ が, 
*・. 死後 変化 基 し く 採 取 計 量 不 能 で あつ た る も の 線 括 的 に 見 れ ば 濃度 は 濃い 程 。 また 温度 は 或 る 程度 低 し 
従っ て 統計 処理 か ら は 除外 し た 方 が 感染 能 の 保持 と は よい よう に 見 受け られ る 。 い ずれ 
に も せよ 比較 的 短 也 ち に 感染 能 は 減退 ある い は % 
た (第 3 表 第 4 表 )。 う に 感染 能 は 減退 ある い は 消 
a 失 す る と と を 示し て いる 。 
総括 な ら び に 考察 著者 ら は 80,000 っ /cc , 20~20°C 保存 で 1 時間 
予備 実験 と し て 0.85 食塩 水 に 稀 析 浮 湊 さ せ た ト キン 以内 な れ ば トキ ソン プラ スマ の 感染 能 に 差 が 認め られ な い 
プラ スマ の 感染 能 の 消 退 状況 を 時 間 的 に 観 守 し , 次 いで と いう 結果 を 得 た が , と これ は い は ば 了 予備 実験 的 な 意味 を 
(4 
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も つも の で , 濃度 や 温度 に 関す る 検討 の 詳細 は 後日 に 譲 
る が , お お むき ね 上 記 諸 家 の 成 績 と その 傾向 を 一 に する ぁ も 
の と 思わ れる 。 

の 4 ~8 週 の 血 囲 で は 週 信 こと よる 感受 性 の 差 は 認め 
られ な か つた 。 

一 般 に 実験 動物 の 病原 体 に 対す る 抵抗 性 は 常に 幼 合 の 
も の より 成熟 し た も の の 方 が 強い と いう の が 通則 と な つ 
て いる (田嶋 , 1956 う 。Donovick (1949) は 結核 菌 に 対し 
4 へ ~ 6 週 信 で は 差 は な く , 10~12 週 で や や 生存 日 数 が 長 
く な り ,。 6 カ月 マウ ス で 更に 長く な る と 述べ , また 楽 
谷 (1955) は C57BL/6 を 用 い 結 核 菌 の T C50 株 に 対し 
4 ~8 週 の 範囲 ご は 差 が な く , 268 株 で は 4 週 の も の が 
や や 早く 死 内 こと を 人 述べ て いる 。 原虫 に つい て は Green- 
berg (19583) が Plasmodium berghet に つい て 1 ~12 カ 
月 令 の マウ ス を 用 いて 幼 令 マウ ス の 生存 日 数 が 短い こと 
を 挙げ て いる 。 

一 方 マウ ス は ほ く 3 ヵ月 で 成熟 し , その 寿命 は ほ く ゞ 1 
年 で ある こと か ら み る と , 著者 ちら は 比較 的 幼 令 に 属す る 
範囲 の マウス を 用 いた が た め に 週 合 と よ ょ る 差 が 出 て と な 
か つた も の と 思わ れる 。 し か し と れ は , マウ ス を 使用 す 
る に あ た つ て の 実際 面 か ら , すなわち 一 般 に 感受 性 や 育 
成 技 術 上 の 問題 を 考慮 し た 上 で 通常 4ー5 週 マ ウス が , 
また 時 に は と れ ら ょ りや や 成長 し た マウ ス が 用 いら れ て 
いる と いう 面 か ら 一 応 4 ~8 週 の る の を 検討 すべ く こ と の 
範囲 の も の を 実験 に 供し た の で ある 。 ま た マウ ス の 成長 
曲線 は 生後 6 週 頃 ま で は 急増 を 示し , 7・8 週 に な る と 
や や ゃ 緩慢 に な つて くる と と か ら , 成長 の 極め て 時 盛 な 時 
期 と , や ゃ 緩慢 に な つた 時 期 と を 比較 する 意味 を も 兼ね 
た も の で あつ た 。 

何れ に も せよ ょ , さら に 広い 範囲 の 年 令 層 に つい て の 上 比 
較 を 行え ば , 年 令 の 増加 と と も に マウ ス の 抵抗 性 , つま 
り 生 存 日 数 は 或 る 程度 延長 を 示す こと も 想像 され る 。 と 

意味 する 。 そ し て 若 し そ の 差 が 明らか で ある な ら ば , 
は より 鋭敏 な 反応 を 示し 有利 な 場合 が ある か も 知れ と 

みた の で ある 。 こ の 場合 は 実験 群 , 対照 群 と も 接種 直 
ks こ 注射 ショ ッ ク に ょ より 死亡 する も の が あり 所 期 の 目的 
を 達する こと は 出来 な か つた 。 と れ は 和 注射 量 を 4 週 以上 
の も の と 同 量 の 0.8ml と し た た め や や 過量 で あつ た こと 

と に よる も の か も 知れ な い 。 3 週 目 は 丁度 マウ ス の 離乳 
期 に あたる 点 , また 苑 細 で ある 点 な ど 飼 育 管理 上 や や 困 
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難 な 点 は ある が , 注射 量 や 虫 数 を さら に 検討 すれ ば , と 

の 3 週 ャ ウス は 多く の 興味 ある 問題 を 含ん で いる と 思わ 
れる 。 

次 に 性 に ょ る 感受 性 の 差 に つい て 田嶋 (1956) は 「 概 
し て 細菌 , 原虫 に 対し て は の 方 が 抵抗 性 が 強い 傾向 の 
報告 が 多く 見 られ た 」 と 述べ 多く の 報告 を 引用 し , 「 い 
ずれ に し て も ーー つの 感染 に 対し て 性 別に より 抵抗 性 に 差 
が 見 られ る 場合 が ある こと は 確実 で , あら か じ め 性 別に 
よる 差 を 検討 する こと な し に と? と を 一 つの 実験 に 混 
用 する こと と は 避け る べき で あろ う 」 と いつ て いる 。 ト キ 
ソプラ スマ に 関す る と の 種 の 報告 は 見 られ な い が , 原虫 
で は Greenberg (1953) が Plasmodium berghei に 関し 
て の 方 が 生存 日 数 の 長い こと を 報じ て いる 。 著 者 ちら の 
実験 結果 か ら は , る の 方 に 生存 日 数 の 長い も の を 含み , 
平均 こと し て は や や 延長 する 傾向 を 示し て いる が その 信頼 
限界 は 重複 し 有意 の 差 と は いえ な いよ ょ よう で ある 。 し か し 
と れ も 限 られ た 週 令 の も の に つい て で ある の で , と これ か 
ら た くち に 性 別に よる 差 を 速 断 す る こと は 許さ れ な い の 
は 勿論 で ある が , し か し 明らか な ら ず と は いえ 束 に 角 $ 
の 方 に 延長 傾向 と フレ が み ら れ , 両者 は 全く 同質 の も の 
と は 言い 切れ な い 点 か ら , すく な く と も 雌雄 の 混用 は 避 
ける べき は 当然 と 思わ れる 。 ま た さ 8 の 方 に 僅か な が ら 人 分 
散 が 大 きい 傾向 が 見 られ る と と は , と の 種 の 実験 が 均一 
性 を 要求 する 点 か ら , その 使用 に は や を ゃ 難 が ある の で は 
な か ろう か と 思わ れる 。 


要 約 


1. 保存 時 間 の 経過 に ょ る 生理 食塩 水中 の トキ ン プラ 
スマ の 感染 能 の 減衰 状態 を 検討 し た 。 

トキ ソプラ スマ を マウ ス の 腹 ら 取 し , 0.852% 生 
理 食塩 水 に と 80,000 =/cc に な る よう に 稀釈 浮 湊 し ,20~ 
22°C の 室温 に 保存 し た 場合 , 1 時 間 以 内 の 保存 で は 感染 
能 の 減退 は 見 られ ず , 2 時間 以上 の 保存 で は これ の 減退 
が 明らか に 認め られ た 。 

4。 65。 6。 お よび 8 の に トキ ッ プ 
攻 液 を 接種 し , 生存 日 数 , 採取 腹水 量 お よび 同 腹 水中 の 
虫 体 数 と つい て 比較 し た と こと ころ, 伺 れ に つい て も を も 各 週 令 
間 に 差 を 認め な か つた 。 

8.。 マウ ス の 性 別に ょ る 感受 性 の 差 に つい て 検討 し 


と の 場合 , 両性 間 に 特に 著しい 差異 は 認め らち られ な か つ 


A 
し 
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た が , 6 に や や 生存 日 数 の 延 長 傾 向 と 成績 の 変動 が 示さ 
れ た 。 

4。 以上 か ら , トキ ソプラ スマ の 接種 実験 た に際し , 上 
人 述 の 実験 条件 で は , 腹水 採取 後 1 時 間 以 内 に 所 定 稀釈 液 
の 調整 , 接種 な どの 全て の 操作 を 終了 すべ きこ と と , また 
マ ャ ウス と し て は 4 ~8 週 合 の を 使用 すれ ば ょ いと 思わ 
れる 。 


稿 を 終る にあたり, マウ ス の 供給 に 種々 御 便宜 を 賜 わ 
っ を 予 研 部 今泉 部 長 な ら び に 関係 各位 に し 厚く 感 
謝 の 意 を 表す る . 
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Summary 


1) The effect of storage of toxoplasmas in physi- 
ological saline solution on their infectivity was 
investigated. 

The suspension of Toxoplasma gondit (RH strain) 
was prepared from pertioneal fluid of previously 
infected mouse, and was adjusted by dilution in the 
saline solution (80.000/ml.). After 20-minute, 1-, 
2., 4-, 8- and 24-hour storage at 20-22°C, the 
suspensions were inoculated intraperitoneally into 4- 
week-old female mice of gpc strain. 

When the inoculations were performed at 20 
minutes and 1 hour after removal of parasites from 
the host, there was no difference between these two 
series of mice in the survival time. It could be seen, 
however, that the survival time of mice infected with 
suspension after 2-hour storage prolonged by a half 
day. After 4 or more hours, the infectivity of stored 
parasites decreased considerably. 

2) Effect of age of mice on the susceptibility to 
toxoplasmas was investigated. 

For this purpose, 4-, 5-, 6-, 7- and 8-week-old female 
mice were inoculated with toxoplasma suspension. 
There were no significant differences in the survival 
time of mice, quantity of peritoneal fluid and the 
number of parasites in the fluid among all of them. 

3) Effect of sex of mice on the susceptibility to 
toxoplasmas was investigated. 

No marked differences were observed between male 
and female in the development of infections. But it 
seems that the male showed a little tendency to ex- 
tend in survival time. 

4) Above these findings indicate that all the hand.- 
lings of inoculation should be completed within one 
hour after the removal of organisms from the previ- 
ously infected animal, and 4- to 8-week-old female 
mice of gpc strain may be recommendable for the 
inoculatior. 
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広島 県 産 コ ウ モ リ 寄 生 吸 虫 及び ラウ レル 氏 管 作用 に 関す る 
一 考察 に つい て (1) 


渡 辺 


日 本 寄生 虫 病 研究 所 (所 長 


(昭和 34 年 5 


まえ が き 


広島 県 東端 の 深 安 郡 一 帯 は 神辺 町 を 中 心 と し て 県 北 よ 
り 来 る 芦田 川 と 岡山 県 より の 高屋 川 が 合流 レ , 古来 日 本 
住 血 吸 虫 楼 息 地域 と し て 有名 で あり , 又 同 時 に 高橋 , 横 
川 両 吸虫 も 高 率 に 検出 され 吸虫 類 研究 の 重要 地帯 を な し 
て いる 。 著者 は 本 地域 の 川 や 池 の 河 躍 子 及び モノ アラ ガ 
イ に 今 ま で 二 , 三 未 知 種 の セル カリ ア 及 び メ タ セ ルカ リ 
アァ を 調査 し て お り , 是 れ が 発育 史 を 究明 せん と 数 年 間 己 
類 や イタ チ 等 の 獣 類 の 調査 , 実験 を 繰返し 遂に 昭和 33 年 
1 月 より 本 校生 物 班 生 徒 の 協力 に と ょ り 該 地帯 の コウ モリ 
数 10 体 を 得 , その 寄生 吸虫 を 研究 する 事 が 出来 た 。 

現在 まで 日 本 産 = ウ モリ 寄生 吸虫 に 関す る 多く の 研究 
文献 ある も 未だ 充分 で な い 屋 み が あ る 。 基 の 理由 と し て 
コウ モリ の 棲 師 場所 が 特殊 で あり, 冬 と 夏 と 場所 を 移動 
する 事 , 長期 飼育 困難 で 感染 実験 等 に 基 だ 不都合 で ある 
事 等 で あろ う 。 幸い 8 種 の コ っ ウ モリ ょ より 数 種 の 成体 吸虫 
を 検出 し た が , 研究 不 充 分 の も の を 除き 6 種 を 報告 す 
る 。 此 の 中 に は 新種 と 思わ れる も の も ある 。 人 金 て Lect- 
thodendriidae KU Plagiorchiidae に 属す べき も の で 今 
後 の 発育 史 に より 種 を 明らか に し た い 。 

沿 ラ ウレ ル 氏 管 の 作用 と に つい て の 生体 観察 も 行 つ た の 
で 其 の 知見 を も 併せ て 報告 する 次 第 で ある 。 


検査 材料 及び 方 法 


1958 年 1 月 より 2 月 に か け て 広島 県 深 安 郡 一 帯 の 洞穴 
ペッ び 貯水 池 の 樋 門 溝 内 に 冬眠 中 の キク ガシラ コウ モリ 


AKIRA WATANABE : Studies on trematode para- 
sites of bats in Hiroshima Prefecture, with some 
reference to the function of Laurer’s canal (1) (Ni- 
ppon Research Institute for Parasitic Diseases, 
Hiroshima Prefectural Kan-nabe Upper Secondary 
School, Hiroshima) 


昭 


順 一 ) 広島 県 神辺 高校 


月 25 日 受領 ) 


(Rhinolopus ferrum-equinum n. TT.) 5 匹 , コキ ク ガ ン シ 
ラ ( cornautus c. T.)12 匹 , び ヤ マコ モリ (Nyctalus 
maximus a. Th.)20 余 匹 を 捕獲 , その 内 肛 各 部 を 0.8~ 
1.0 食塩 水中 に て 韻 検 し 寄生 状況 を 検査 し た 。 尚 同一 
の 洞 祥 内 に キク ガシラ と ニコ キク ガ シラ を 発見 し た が 前 者 
は 個々 x に, 後者 は 集団 を な し て 冬眠 し て いた 。 何 れ も 密 
内 で 保温 に 注意 し た が Rhinolopus 属 の も の は 2~4 日 
で 死亡 する の を 見 た が ヤマ ャ コウ モリ は 比較 的 長く 7 日 以 
上 生か す 事 が 出来 た 。 誠 検 は クロ ロホ ルム で 麻酔 し , 死 
記し た も の は 死後 1 日 を 経由 も の で 行い , 取出 し た 吸虫 
は 全て 3 6 フォルマ リン 水 に て 固定 , 軽く 圧 平 せる 標本 
で 検 鏡 , 計測 し た 。 


検査 成績 


寄生 状況 

8 種 の コウモリ と を も 発見 せる 吸虫 は 全て 小腸 上 部 即ち 
胃 と 小腸 移行 部 辺 に 集中 し , 下部 で は 全然 見 られ な か つ 
た 。 価 れ も 小 腸 粘 膜 組織 に 吸着, 中 に は 2 個体 お 互い に 
腹 吸 磐 で 他 の 体 に 吸い つき 離れ 難い も の 二 , 三 例 あつ 

どの コウ モリ に も 寄生 率 キク ガシラ で 
コキ ク ガ シラ で 1002%%~802 ( 皇 獲 場所 に ょ り 相 違う , ヤ 
マコ ウツ モリ で 100% で 必 ら ず と 言 つ て も よい 程 或 種 の 中 
虫 が 見 られ た 。 但 レー 匹 の 宿主 に 寄生 する 貝 体 数 は 小形 
種 で は 10 ~20 又 は それ 以上 , 最も 大 型 の 種 で 2 る ~ 3 で あ 

沿 コ ウッ モリ の 性 別 と 寄生 虫 と の 関係 に つい て 考慮 すべ 
き 点 は 認め られ な か つた 。 

寄生 吸虫 の 形態 構造 

形態 学 的 研究 と ょ り 6 種 に 区 別 さ れる の で 便宜 上 A~ 
F『 種 と 仮称 し て 説明 する 。 尚 計測 値 は 平均 値 を 示し 単位 
は mm (ミリ メー トル )。 
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中 A 種 : (Fig. 1, 2 参照 ) 

キク ガシラ コウ モリ の 寄生 種 で 全部 で 2 個体 得 た の 
&。 

1。 外形 ・ 長 編 形 で 体 表 に 微 刺 あ り , 前 方 密 。 後方 


2.。 大 き : 体長 3.5~3.7。 体 約 0.7。 コウモリ 腸 
寄生 吸虫 と し て 大 型 種 に 属す る 。 

8.。 : 口 は 体 の 前 端 部 腹面 に あり 形 
0.22 x0.20~0.19 で 筋肉 性 構造 。 腹 吸盤 は 口 吸盤 と 同質 
性 で 円 形 0.18 x0.16。 口 と 腹 吸盤 の 比 は 約 1 : 
0.65。 

4.。 消化 器 : 口腔 , 咽頭 , 食道 , 腸管 に 区 別 さ る 。 口 
腔 は な 口 吸盤 内 に あり 。 咽 頭 は 略 球形 0.09 x0.09。 食道 は 
長き 0.2。 腸 管 二 岐 し 左右 略 同 大 同 長 で 殆 ん ど 尾 端 に 達 
す 。 a 

5.。 排 洪 器 : 体 の 前 端 咽頭 の 両側 辺 ょ り 後 方 に 走る 左 
右 各 一 条 の 排 洪 主管 は 是 れ より 分 岐 せ る 多く の 枝 管 を 出 
し し て 網状 を つつ 排 上 隅 に 開口 する も の 
の 如く 排 洪 旨 は Y マ 字形 と 思わ れる が 色調 明らか な ら ざ る 
た め と , 子宮 の た め 明 ら か に 認め 難し 。 

6.。 雄性 器 , 輪 精 管 , 貯 精 陰 区 
別 さ る 。 は 左右 斜め に 相 前 後 し 形 , 前 
0.14 Xx0.18。 後 0.15x0.18。 精 管 は 両 の 背 内 
側 り 直 線 状 に 出 で 左右 合流 し て 精 後 体 に 
口 。 貯 精 包み claviform で 腹 吸 盤 の 左側 に 
あり , 長 さ 0.41 ~0.43。 精 bipartite で 大 きい 部 
分 は 長 さ 0.19~0.2, 小 さい 方 は 0.04~0.05。 

雌性 生殖 器 : , 卵黄 腺 , 卵黄 輸 管 ラ ウレ ル 
氏 管 。 メーリス 腺 , 子宮 , 受精 電 等 区 別 さ る 。 

は 腹 吸盤 後方 右側 に あり 直 径 0.195~0.2。 
卵黄 腺 は 多く の 小 胞 腺 より な り 腸 分 岐 点 と 上 腹 吸盤 の 中 間 
より 体 の 左右 後 端 に 広く 分 布 。 ラウ レル 氏 管 は 卵 梨 より 
出 た 輪 卵 管 が 直ぐ に 受精 井 に 接続 する 所 より 出 て 後方 に 
走り , 下 半 部 は 左 に 転 走 す 。 メ ー リ ス 腺 は 卵 形成 腔 周囲 
に 存 し , 子宮 は 卵巣 , 両 塵 丸 の 間 を 曲折 し て 走る 。 

8, 卵 : 広 椿 円 形 で 黄 褐 色 , 小 著 あり , 大 き さ 0.038 
へ ~0.04 x0.02~0.023 で 中 に ミラ シン ジウ ム を 蔵 す 。 

吸虫 B 種 : (Fig. 3 人 参照) 

コキ ク ガ シラ コウ モリ 寄生 種 で 或 る 洞 容 で は $3 共 
100% の 寄生 率 で 今一つ の 洞穴 で は 80%。 寄生 吸虫 数 は 
1 宿主 に つき 約 10~80。 

1. 外形 : 長 西洋 梨 型 で 体 表 の 刺 は 見 られ な い 。 生 時 
上 下 に 著しく 伸長 する 。 
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2。 大 き さ : 体 長 1.5。 体 巾 0.7。 

3. : 口 吸盤 は 体 の 前 端 腺 面 に あり, 状 で 
0.07x0.06 で 筋肉 性 構造 。 腹 吸 0.05 x0.045 で 口 
と 同質 性 。 

4.。 消化 器 : A 種 と 同じ 部 分 より な る 。 咽 頭 殆 ん ど 球 
形 0.02x0.02。 食道 の 長 さ 0.3。 腸 管 左 右 に 分 岐 し 
で 同形 同 大 で 長 さ 0.2, 0.07 で 前 端 で 終る 。 

5。 排 : A 種 と 同じ 主 管 を 認め 排 V 字 
形 な る も 成体 で は 色調 明らか な ら ず 2。 

6. 生殖 器 : , 輸 精 管 , 陰 区 別 さ る 。 
左右 相称 的 位置 に ちり 球 状 又 は 形 で 両者 略 同 形 
同 大 0.15x0.18~0.13 x0.15。 輪 精 管 は 両論 内 側 よ り 
出 て 左右 合 し て 略 直 線 状 と な り 更 に 陰 世 格 に 開口 。 陰 芋 
広 円 形 で 0.18 x0.27, 中 に せる 陰 蔵 す 。 
genital pore に spine を 認め ず 。 

7.。 雌性 器 : A 種 と 同じ 部 分 に 区 別 さ る 。 は 
上 腹 吸盤 の 後方 , 略 正 中 線 よ り 右 側 に 偏 し 椿 円 状 球形 0.1 
x0.12。 ラ ウレ ル 氏 管 の 長 さ は 屈曲 せる た め 正 確 に 期し 
き も 0.2~0.25。 受精 円 形 0.05 x0.02 で 中 に 精 
充満 し ん に 運動 す 。 

8. : 円 で 褐 色 で 小 あり , 大 き 0.028 
~0.027 Xx0.015 x0.017。 中 に ミラ ジュ ウム を 蔵 す 。 

吸虫 C 種 : (Fig. 4, 5 参照 ) 

ヤマ コウ モリ 寄生 せる も の で 1 個体 より 3 匹 を 得 , そ を 
の 中 1 匹 は 誤 ま り て メス で 両断 せり 。 寄生 率 10~15%。 

1. 外形 : A 種 と 略 同 形 で ある が 頭 部 は A 種 に 比 し て 
生 巾 広く 後部 に 従い 次 第 に 狭く な る へ ラ 形 。 生 時 運動 緩 
慢 で 体 表 に 微 刺 あ る も 災 閉 な ら ず 。 

2. 大 き さ : 体 長 4.5~6。 体 巾 1ー1.2 (最大 部 )。 
恐らく コウ モリ 腸管 寄生 吸虫 類 中 最大 の 部 類 に 入る と 思 
わる 。 

8. 吸盤 : 口 吸盤 は 体 前 端 腹面 で 0.8 x0.24。 腹 吸盤 
は 0.8 x0.2 。 何 れ も 筋 肉 性 構造 を 時 す 。 

4. 消化 器 : 口腔 , 咽頭 , 腸管 に 区 別 さ れ , 食道 を 欠 
く 。 口腔 は 口 内 に あり 。 略 球形 0.15x0.15。 
管 は 咽頭 下部 より 左右 に 殆 ん ど 直 角 に 分 れ 次 いで 体 の 両 
端 を 略 真直 に 尾 端 近く まで 達 す 。 

5.。 排 : A 種 と 同じ 排 主 管 及び 枝 管 を 認 る 
排 形態 は その 色調 な ら ざ る た め 観 困 な 
り 。 恐らく YY 字形 と 推定 さる 。 

6. 雄性 生 殆 器 : A 種 と 殆 ん ど 同 一 形態 。 論 丸 は , 略 
同形 同 大 で 形 0.5x0.8 ~0.25, 精 管 は 両 の 
前 端 生々 内 側 背 側 よ り 左 側 に 向い 直線 状 に 出 て 合流 し 貯 
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精 下端 部 に 開口 する と こと A 種 と 同様 。 陰茎 A 種 
と 同様 claviform な る も 更に 大 で 長 さ 約 0.54, 巾 0.12~ 
0.08, 下部 に 大 小 二 室 に 分 る る 時 精 旨 を 有 し 夫 れ 夫 れ 長 
さ 0.24,。 巾 0.12 と 長 さ 0.07, 巾 0.08 の 大 き さ 。 上 部 に 数 
回 大 きく 屈曲 せる 細長 き 陰 茎 を 含み 上 端 genital pore と 
な り 子 宮口 と 接続 。 

7。 雌性 器 : A 種 と 同様 区 別 さ る 。 は 腹 吸 
の 直ぐ 後方 0.045 の 距離 に あり , 略 球形 0.87x0.37。 卵 
黄 腺 は 腹 吸 後 端 よ り 尾 端 近く 形 0.87 x0.37。 卵黄 腺 は 
腹 吸 磐 後 端 より 尾 端 近 くま で 左右 に 分 布 。 ラ ウ レル 氏 管 
の 長 さ 0.17 ~0.2, 管 と 受精 接続 部 より 前 半 後 方 
に 後半 左側 に し つつ 走る 。 子宮 は 両論 の 間 
を 曲折 し つつ 走る 。 受精 形 0.07x0.04。 

8.。 卵 : 広 形 で 褐 色 0.032~0.038 Xx0.015 ~ 
0.02, 小 著 を 有 し 中 は ミラ シ ジ ウ ム 。 

吸虫 D 種 : (Fig. 6, 7, 8 参照 ) 

ヤマ コウ モリ 寄生 で 得 た る 貝 体 数 少な く 僅か 2 匹 に 及 

1. 外形 : 広 椅 円 形 で 体 表 に 刺 な し 。 

2. 大 き さ : 体 長 2.8 へ 2.5。 体 貼 1 ~1.5。 そ や 大 形 
に 属す 。 

83. : 口 吸盤 は 体 前 端 腹 面 0.13 x0.14。 は 
0.18 x0.19 で 体 の 前 リ s 附近 に あり 。 何れ も 筋肉 性 構造 。 

4.。 消化 器 : 口 腔 , 咽頭 , 食道 , 腸管 に 区 別 さ る 。 咽 
頭 略 球形 0.06 X0.06。 食道 の 長 さ 0.3。 矯 粒 に 充 さ る 。 
腸管 左右 に 分 れ 各 腸 脚 は 左右 卵黄 腺 の 直前 で 終り 長 さ 
0.6 ~0. 75。 

5.。 排 器 : 主管 は A 種 と 略 同 様 。 排 字 形 ? 

6. 雄性 生 殆 器 : A, C 種 と 略 同 形態 で 同 部 分 より な 
る が 貯 精 喪 は 二 室 に 分 れず , 誤 丸 は 略 左 右 相 称 的 位置 に 
あり 体 の 後方 リ り :, 左右 委 黄 腺 の 後 端 に 位置 し 殆 ん ど 同 
形 同 大 の 形 0.31 x0.18~0.80~0.18。 陰 
claviform で 腹 吸 盤 を 左側 ょ り 囲み 長 さ 0.52~0.53, 巾 
0.15。 

7。 雌性 生殖 器 : 各 部 分 の 形態 と 位置 は A, C 種 と 多 
少 相 違 あ り 。 卵巣 は 略 正中 線上 に ある も 生 時 体 の 運動 に 
ょ り 左 右 に 移動 す 。 尚 腹 吸盤 と 卵巣 の 間 に Fig. 8 に 見 
ら る 如き キチ ン 質 構造 より な る と 考え ら る 鍼 曲 部 あり , 
略 縦 に 重なり 合い 一 見 7 ~ 8 の 小 吸 盤 が 並ぶ が 如き 観 を 
す 。 そ の 意味 不明 。 は で 0.21x0.24。 
腺 は 左右 腸 脚 の 下端 より 両 宮 丸 の 前 半 部 まで 体 の 左右 に 
分 布 し , 尾 端 に まで 達せ ず 。 受精 旨 は 長 椿 円 形 で 0.045 
“0.017。 子 宮 は 両 の 間 に い 体 後半 部 に 広 


く 分 布 す 。 

8. 析 で 黄 褐色 で 小 著 あり 0.03 ~0.028 x0.018 
~0.015 

吸虫 E 種 : (Fig.9, 10 参 照 ) 

ヤマ コウ モリ 寄生 種 で 寄生 率 80 で 1 宿主 に 対す る 本 
種 吸虫 数 約 10~25, 又は それ 以上 。 

1. 外形 : 球形 は ダル マ 状 で 口 の 存する 先 
や や ゃ 狭 窪 す 。 体 表 に 微 刺 認 め ず 。 

2.。 大 き さ : 体 長 1.1~1.05。 体 巾 0.82~0.9。 その 
比 略 1 : 0.74~0.85。 

3. 吸盤 : 口 吸盤 は 体 前 端 腹面 , 略 球形 で 筋肉 性 構造 
0.15x0.15。 腹 吸盤 は 生 時 接し て 圧迫 され て 
円 形 に 認め られ る 事 あ れ ど 略 球状 0.07x0.07 で 筋肉 性 構 
造 
4. 消化 器 : 口 腔 , 咽頭 , 食道 , 腸管 に 区 別 さ る 。 咽 
頭 略 球形 0.03 ゞ 0.04。 食道 は 一 回 大 きく 未 曲 し 長 さ 0.2, 
巾 0.175。 腸 管 左右 に 殆 ん ど 180° に 開き , 各 腸 脚 は 短 
か く , 両論 の 中 央 先端 で 終り 長 さ 0.19~0.12, 
巾 0.07~0.08。 

5. 排 洪 器 : A 種 と 略 同様 口上 骸 盤 の 下端 より 咽頭 , 食 
道 の 両 側 を 蛇行 する 主管 は , 小 分 枝 を 分 ち つ つ 排 池 電 上 

に 開口 。 排 字形 で 両脚 略 両 の 後 端 近く に 
接近 し 左右 略 同 長 同 帖 0.5x 0.1 で 黒色 l 題 粒 に 充 さ る 。 

6. 雄性 生殖 器 : 形態 及び 部 分 は B 種 と 同様 。 亭 丸 は 
左右 相称 位 に あり 同 形 同 大 体 の 前 方 に , 陰 と 
同じ 高 さ で 卵黄 腺 の 後方 に 存 し 球形 叉 は 広 椿 円 形 0.18 x 
0.18~0.16 Xx0.18。 は 両論 の 中 間 に あ り 広 
形 で や や 傾き 0.12X0.28, 中 に 太 き 数 回 必 曲 せる 陰茎 を 
蔵 す 。 生殖 口 に genital spine を 認 む な 。 輸 精 管 は B 種 と 
同様 左右 内 側 上 部 ょ り 出 で 相 合流 し 陰 部 に 
口 。 貯 精 め ず 。 

7. 雌性 生 B 種 と 同一 形態 , 部 分 より な る 
(Fig. 11 参 照 )。 は 陰 下部 正中 線 よ り 右側 に 
あり , 椿 円 形 0.12X0.28。 卵黄 腺 は 両論 丸 の 前 方 に あ 
り , 左右 輸 管 は 陰茎 の 両側 に 沿い て 相 合 流 
し 受精 管 接 合 部 に 開 ラ ウレ ルル 管 は 上 記 接 
合 部 より 後 方 に と 出 で 更 に 左側 に 蛇行 し 長き 0.2。 

メー リス 腺 は 形成 腔 を 囲ん で 分 布 す 。 受精 長 
形 0.04~0.045 x0.025 ~0.03, 中 に 精 充満 し 活 
運動 す 。 子 宮 は 両 下部 より 尾 端 まで 属 曲 転回 
て 分 布 , 右側 淡 黄 色 , 左側 黄 褐 色 。 子宮 始 端 部 は 筋肉 性 
に 富み 卵子 は 少 い 。 

8.。 卵 : 長 椿 円 形 , 黄 褐 色 で 小 著 あり 中 は ミラ シ ジ ウ ツウ 


1 
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> 
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。 大 きき 長径 0.0325~0.03。 横 径 0.0175~0.015 

同じ く ヤ マコ ウ モ リー 匹 よ り B 種 と 同形 態 の 吸虫 12 体 
得 た 。 

1. 外形 : B 種 と 酷似 し 西洋 型 型 。 体 表 に 刺 な し 。 

2.。 大 き さ : 体 長 1.32~1.50。 体 巾 0.52~0.8。 

8. 吸盤 : 口 吸 磐 0.09x0.1。 腹 吸盤 球形 0.06 x0.06。 

4。 消化 器 : 咽頭 球形 0.045x0.045。 食道 の 長 さ 0.19 
~0.18。 左右 腸 長 さ 0.21, 0.09。 

排 器 : 排 字 形 , 色調 認め ず 。 

6. 生殖 器 左右 相称 位 で 腺 の 上 部 に あ 
り 同形 同 大 0.18x 0.165。 円 形 0.22 x0.19 
genital spine 認め ず 。 

7。 雌性 生殖 器 : 卵巣 0.16x 0.1。 受精 0.02x0.05 
ラウ レル 氏 管 の 長 さ 0.2~0.27。 卵黄 腺 は 左右 直下 
に あり 状 。 

卵 : B 種 より 少く 長く 形 0.0325~0.03 X 
0.0175。 


分 類 学 的 考察 


吸虫 A 種 : 本 種 吸虫 は 特に 陰茎 形 態 り 
Plagiorchis 属 に 入る べき も の で ある が 食道 を 有 し レ し, 寄 
生 部 位 が 主として 小腸 上 部 で ある 点 よ り P (Lepo- 
derma) mauris (Tanabe, 19229) と 相違 し , 然 も を それ が 
Nyctalus maximus aviator に 寄生 する の に 本 種 は Rhz- 
nolopus ferrum-eguinum n. . を 自然 宿主 と する 。 外 
形 及 び 食 道 を 有する 点 や 両 吸盤 の 比率 が 約 1 : 0.65 で あ 
り , 卵黄 腺 の 分 布 状 況 より 7(Ogata, 1941) に 最 
も 酷似 し , 卵 の 大 きき 及び 腸管 の 長 さ 等 か ら P thinol 
ohpi (Park, 1939) と も 区 別 さ れる 様 で ある 。 P fu7 の 
卵 の 大 き さ は 33.4~86.6xX20.7~22.8g で ある が 本 種 
の も の は 388.0~40.0ux20.0~283.0g で 多少 の 相違 あり , 
何れ に し て も 本 種 の 発育 史 不 明 に つき 種 の 同定 は 困難 の 
様 で 今後 の 研究 に 期し た い 。 

2.。 吸 虫 B 種 : 本 種 吸虫 は 雄性 生殖 器 形 態 よ り 明 ら か 
に Lecithodendrium 属 に 入り 卵黄 腺 が 失 丸 の 前 方 に あ 
る 点 及 び genital spine を 欠く 点 よ り Prosthodendrium 
亜 属 に 入る べき も の で ある 。 体長 と 体 市 の 比率 が 略 1 : 
0.5 で , 卵黄 腺 の 位置 と 房 状 の 形態 等 の 諸点 より エ . 
ovatum (Yamaguti, 1989) に 最も 近い が genital spine 
を 有 さ な い 点 が その 主 な 相違 点 で ある 。 本 種 も 発育 史 不 
明 に つき その 研究 を 徒 つ て 種 の 同定 が な さる べき で あ 
る 。 
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3. 吸虫 C 種 : 本 種 は 特に male genital organs の 形 
態 よ り Plagiorchis 属 に 属す べき は 明らか で ある が その 
自然 主 が ヤマ コウ モリ で , 食道 を 欠く 点 何 れ ょ り も 選 
477s (Tanabe, 1922 う と 酷似 する が , 虫 体 が 著しく 大 き 
く より 2.5 倍 特に の 大 きき さき で は が 0.08~ 
0.0867 x0.02 ~0.023 (平均 0.032x0.021) に 対し 本 種 
は 0.032~0.038 x0.015 ~0.02( 平 均 0.0325 x0.0175) 
で 明らか に 相違 し , ラウ レル 氏 管 の 長 さ も 前 種 で は 約 
0.08~0.092 な る も 本 種 で は 約 0.17~0.2 で , 恐らく 新 
種 ら な ん と 推定 され る が 遺 尼 な が ら 発育 史 不明 な た めそ 
の 断定 を 避け た い 。 

4. 吸虫 D 種 : 本 種 は 特に cirrus pouch の 形態 より 
Plagiorchiidae に 属す べき も の と 思わ れる が 腹 
と の 間 に 分 す る 点 4stzotrema 属 に 近い が , 
腸管 が 短 か く 卵黄 腺 前 端 で 終る 点 相 違 す 。 尚 腹 吸盤 と 卵 
巣 の 間 に 介 する キチ ン 質 性 の 所 鉢 状 構造 を 有する 点 , 属 
名 の 検索 に 久 す る も の で 是 れ も 発育 史 の 究明 と 共に 今後 
の 研究 に 期し た い 。 

5. 吸虫 種 : 本 種 は 諸 部 盆 の 形態 より 明らか に Le- 
cithodendrium 属 に 入り 更に 卵黄 腺 が 誤 丸 の 前 に あり , 
genital spine の 存在 より Acanthatrium 属 に 限定 すべ 
きも の 。 貝 体 殆 ん ど spherical で 体長 と 体 貼 の 比 は 1 : 
0.74~1 :0.85 で 明らか に L. ovatum(Yamaguti, 1939) 
と 異な り LZ.o. は 1 : 0.55 で 然 も Ogata (1941) に よれ 
ば 「 ヒ ゲ ナ ガト ビ ケ ラ 」 Stenopsyche griseipennis M. を 
その 中 間 宿 主 し て metacercaria を 得 ,「 ハ ッ カ ネズ ミ 」 

「 ア ブラ カウ モリ 」 に 発育 実験 せしめ た 所 , 是 れ が Z. 
ovatum に 発育 する 事 を 確 め た が 著者 は 1959 年 5 月 よ 
り 深 安 郡 一 帯 の 「 ゲ ンジ ボタ ル 」 Laciola cruciata Kk び 

「 ヘ イケ ボタ ル 」 lateralis より 被 を 得 
ネズ ミ 」 no7vegicus var. albinus に 実験 し , 本 種 
吸虫 と 酷似 の 貝 体 を 得 , 「 カ ヵ カワ = ナ 」 に 寄生 する 本 種 の 
Xiphidiocercaria の 一 種 が ホタル の 幼虫 に 感染 し meta- 
cercaria と な り ヤ マ ャ コウモリ で 成虫 と な る 事 を 略 確定 し 
た 。 詳細 は 続報 に て 発表 する が 上 述 の 理由 より 一 新種 と 
見 な し 其 の 形状 より 仮り に Acanthatrium rotundum 
Asada et Watanabe sp. nov. と 命名 し た いと 思う 。 

6. 吸虫 F 種 : 塵 丸 直 下 に 卵黄 腺 が ある と と , genital 
spine を 欠く 事 よ り 狭 義 の Lecithodendrium 属 に 入る べ 
きも の で 形態 に お いて は Lecithodendrium japonicum 
(Yamaguti, 19839) 及び Acanthatrium lageniforme 
(Ogata, 1945) に 酷似 する が 何れ も genital spines を 有 
する 点 及 び 卵 の 大 きき に 相違 あり 。 何れ に し て も 本 種 の 
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発育 史 不 明 に つき 今後 に 期し た い 。 


ラウ レル 氏 管 の 作用 に 関す る 一 考察 
1. 従来 の 知見 : 二 生 類 の ラウ レル 氏 管 の 作用 は その 
構造 の 同様 色々 の 説 が ある 。 


即ち 五 島 (1891) 等 は 単 生 類 の 生殖 腸管 と 二 生 類 の 
Laurer's canal と は 相同 で ご ある と な し レ , 前 者 の 作用 と 同 
様 , 余分 の yolk 及び sperm の 排出 を その 職能 と な し 
特に 後者 を その 主 な あ も の と し て 単 生類 の 騰 と の 相同 説 を 
向 定 し て いる 。 小泉 (1953) 等 は 単 生類 と に お いて その 輸 
卵 管 の 一 部 が 体 表 に 開口 せ ず 消化 管 に 連絡 する 事 よ り 過 
剰 の 卵黄 細胞 等 を 消化 管 に 移し 再度 , 体 の 養分 に 供 さ れ 
る な らん と の 推定 の 下 に , 基 れ に 相当 する Laurer’s canal 
も 上 述 の 如き 排 洪 作用 を な す と 解釈 し て いる 。 何れ に し 
て も その 職能 は 未だ 明確 で な い が 著 者 は マウ モリ 寄生 吸 
虫 を 研究 中 , 略 上 記 の 説 を 裏付け る 観察 を な し た の で 報 
告 す る 。 

2.。 材料 及び 方 法 : 主として ヤマ コウ ツモ リ 和 寄生 吸虫 
種 ( 仮 種 名 Acanthatrium rotundum sp. nov.) を 使用 
し , 宿主 を クロ ロホ ルム で 麻酔 し , 取出 し た 生鮮 小腸 上 
部 を 0.822 食 塩水 を 入れ た シヤ ャ ヤー レ に 移し , 必要 に 応じ 
一 匹 ず つ ス ポイ ド で 貝 体 を 分 離し 生理 食塩 水 で 封じ た 標 
本 で 鏡 検 し た 。 プ レ パ ペラ ー ト の 食塩 水 は 乾 燥 に 伴い 虫 体 
は 次 第 に 圧 平 され Laurer'’s canal は 見 易く な る が 適時 
食塩 水 を 補給 し 長 時 間 (3 ~ 5 時 間 以上 ) の 生体 観 祭 を 
数 回 繰返し 行 つ た 。 

硫酸 液 過 光 線 を 使用 し 倍率 は 油 置 で 900 倍 ~ 
1,500 倍 に 調節 し た 。 

8.。 観察 結果 : 本 吸虫 の Laurer's canal を 中 心 と する 
female genital organs は Fig. 11 の 如く 観察 され る 。 

イ 況 ………・ 本 観察 で 先ず 成熟 卵細胞 が 1 箇 
つ か ら 輸 に 放出 され 卵 形成 に 送ら れ , 続い て 
左右 節 巣 輸 が 腹 吸 盤 後方 で 合流 し て 一 本 と に な る 附近 に 待 
期し て いた 卵 黄 細 胞 が 連続 的 と 5~" 個 卵 を 追う 様 に 送 
られ 卵 を 取り 囲む 様 に な る 。 以 上 は 正常 な 場合 と 思わ れ 
る が 長 時 間 の 観察 中 , 時 々 , 卵 梨 か ら 殆 ん ど 連 続 的 に 5 
~ 6 箇 の 卵細胞 が 放出 され る の が 見 られ , 此 の 時 卵黄 細 
胞 は 特に 多数 送ら れる 事 も な く 5 ~10 箇 で あつ た 。 此 れ 
は 明らか に 異常 と 考え られ る が 何れ の 場合 で も 卵 及び 争 
胞 は ー 但 受精 入る 様 で 両者 は 精 の 運動 に よ つ 
て 該 井 内 で 星 ん に 左右 上 下 運 動 を し て いる の を 常に 認め 


Cr) 卵黄 細胞 の 排出 …… 一 且 受 精 電 内 に 入 つ た 卵黄 
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細胞 は や が て 卵 形成 腔 及び 輸 卵 管 の 方 へ 移動 する か の 如 
き 運 動 を 数 回 繰返し た 後 そ の 中 の 一 部 が 遂に Laurer's 
canal に 入り , 為 め に 該 管 の 内 腔 は 著しく 膨大 し , 徐々 
に 管 口 に 移動 し (Fig. 13) 遂に 管 外 に 卵黄 細胞 群 が 排 
出さ れる (Fig. 14 う 。 排 出 時 間 は 20 分 ~ 1 時 間 で 生活 力 
な 時 程 早い 様 で ある 。 れ 等 排出 細胞 に は 依然 
と し て 粒 が 残存 する 様 に 認め られ な た 。 こ と の 
排出 現象 は 虫 体 が まで 1 ~ 8 回 位 見 られ た 。 
成 腔 に て 既に 卵 毅 が 形成 され た 無色 の 一 卵 が 見 られ る 。 
叉 精 系 の 排出 現象 は 全く 認め られ な か つた 。 

4. 考察 : 以上 の 観察 と ょ より 一 応 Laurer'’s canal よ 
り 卵 黄 細 胞 が 排出 され る 事 は 明らか で ある 。 
此 の 点 に 就 い て 次 の 考察 が な され る 。 

( イ ) 卵黄 細胞 が 一 箇 ず つ 放 出さ れ 其 の 卵 暖 形成 及び 
卵黄 形成 に 略 一 定数 (5 ~7 箇 ) 送ら れる 様 に 大 体調 委 
きれ て いる も の の 当然 卵黄 細胞 が 出来 る 事 は 推測 
され , それ が その まま Laurer's canal に ょ り 体 外 に 排 
出さ れる 事 は 可能 で ある 。 

(rm) 本 観察 中 , 長 時 間 の の た め 体 に 及ぼ ばす 
境 が 不良 と な り , し ば し ば より の 放 象 に 異常 が 
起り 卵 と 卵黄 細胞 の 量 的 均衡 が くず れる た め に 路 黄 排出 
現象 を 認め る と すれ ば Laurer’s canal の 卵黄 排出 は 常に 
見 らち れる 正常 な 機能 と 云う ょ り 此 の 様 な 陣 境 不良 の 結果 
生ずる 病 的 作用 と も 考え られ る 。 此 の 点 に つい て は 更に 
研究 を 要する が 少な く と も 本 観察 中 , Laurer'’s canal の 
他 の 作用 は 全然 認め らち ら れず, Fig. 12 の 如く 其 の 内 膝 が 
不明 で 僅か に 管 口 を 有する 点 で その 管 の 様相 を 察する の 
み で ある が 一 旦 卵 黄 細 胞 群 が 入る と 大 きく 内 膝 膨 大 し 徐 
々 に 管 口 に 移動 し 宛 も それ が 本 来 の 機能 で ある 事 を 疑わ 
し め な い 。 本 観察 で 一 見 一 旦 受 精 入り て 受 
精 し , 後 , 卵 形成 腔 に 向う 様 に 思わ れる 。 以 上 に ょ より 
Laurer's canal の 作用 に 関 レ ー 応 五島 , Loose, 及び 小泉 
等 の 説 を 裏書 きす る も の と 信ずる 。 


要 約 


1. 三種 の っ ウ モ リ 寄 生 吸 虫 

キク ガシラ コウ モリ 寄生 A 種 吸 虫 は Plagizorchis 属 に 
入り 既知 種 (Ogata, 1941) に 最も 酷似 する が 特 
に 卵 の 大 き さ に 難点 あり , 基 の 発育 史 決 定 の 結果 , 種 の 
同定 が な さる べき も の と 信ずる 。 

コキ ク ガ シラ コウ モリ 寄生 B 種 吸虫 は Lecithoden- 
drium 属 Prosthodendrium 亜 属 に 入る べき も の で 此 れ 
も 既知 種 に 該当 すべ きも の 見 当ら ず 発 育 史 の 結果 を 待つ 
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べき も の と す 。 ヤ マコ ウ モ リ 寄 生 吸 虫 と し て C, D, E, 
F 種 の 四 種 を 発見 し , C 種 は Plagiorchis 属 に 入り 体制 
略 (Tanabe, 1922) に 酷似 する が , 体 著 レ 
く 大 で 虫 卵 の 大 き に に も , 相違 あり 新種 と 思わ れる が 発 
育 史 不 明 。 D 種 は Plagiorchiidae 科 に 属す べき も の で あ 
る が 卵黄 腺 の 分 布 は 4stiotrema 属 に 近い が 府 丸 の 位置 
及び 腹 吸盤 と 間 に 介在 する キチ ン 質 性 構 造 
等 より 所 属 名 は 不明 で , 双発 育 史 も 不明 。 互 種 吸虫 は 
Acanthatrium 属 に 入り L. ovatum(Yamaguti, 19839) 
に 近い が 発育 史 に 関し 前 者 が ホタル (Luciola 属 ) を 中 間 
宿主 と する 点 , 及び 略 球状 で ある 点 等 より 一 新種 と し て 
仮 う に Acanthatrium rotundum Asada et Watanabe sp. 
nov. と 命名 する 。『F 種 は その 体制 略 Lecithodendrium 
Japonicum (Yamaguti, 1939), Acanthatrium lageni- 
7orme (Ogata, 1945) に 近い が 卵黄 腺 と 亭 丸 の 位置 , 
genital spines の 存在 及び 卵 の 大 きき 等 に 相違 点 あ り 狭 
義 の Lecithodendrium に 和 人 る が 発育 史 不 明 。 

2.。 ラウ レル 氏 管 作用 

ヤマ コウ モリ 寄生 一 吸虫 の 生体 観 作 より 卵黄 細胞 の 排 


出 機能 を 確認 し その 他 精 系 等 の 排出 は 認め な か つた 。 
稿 を 終る た に あたり, 文献 の 閲覧 及び 御 指導 を た まわ つ 
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橋 諸 生 徒 た 敬意 を 表す る . 
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Summary 


As a results of studies on digenetic trematodes of 
bats in Hiroshima Prefecture, 6 species of them (A-F) 
were found, all from upper parts of the small intes- 
tines of 3 kinds of bats (Rhinolophus ferrum-equinum 
n. T., R cornutus c. T. and Nyctalus maximus a@. 
Th.), and some information concerning the function 
of Laurer’s canal was got through its microscopic 
observation in its living state. 

6 stpeices of parasitic flukes of bats : 

l. A species (Fig 1: 2); Belongs to Plagiorchis, 
parasitic in R ferum-equinum n. T. Very similar 
to P fuji (Ogata, 1941) in the ratio in size of suckers 
and the presence of esophagus, but somewthal dif- 
fernt in egg’s size. (P. f. 33,4~36,6 20,7~22,3 gp, 
A species 38,0~40,0 Xx 29,0~23,0 gp). Its life his- 
tory is unknown. 

2. B species (Fig 3): Belongs to Lecithodendrium 
(Prosthodendrium), parasitic in R. ornutus c. IT. 
Life history is unknown. 

3. C species (Fig 4, 5); Belongs to Plagiorchis, 
parasiticin NV. m. a. Th No esophagus, and similar 
to P. muris ( Tanabe, 1922) in its general organization, 
but quite different in size of body and egg Seems 
to be one of the largest intestinal parasites of bats in 
japan. Body size; 4,5~1 Xx 1~1,2 mm. Life history 
is unknown. 

4. DSspecies (Fig 6,7,8) ; Belongs to Plagiorchiidae, 
parasiticin NN. m. a. Th. lIts generic diagnosis seems 
to be difficult in that the intestinal limbs are short, 
terminating in front of vitellaria, and testes, juxta- 
posed, and the presence of peculiar somatic formation 
with the appearance of small suckers in the acetabulo- 
ovarian zone (Fig 8). 

5. E species (Fig 9,10) ; Belongs to Acanthatrium, 
parasitic in N. m. a. Th. Quite similar to L. ovatum 
(Yamaguti, 1039) but different in body size and inter- 
mediate host (L. O.; Stenopsyche griseiyennis M., 
E species ; fireflies (Ludiola c., L. 1). A new species. 

6. F species; Belongs to Lecithodendrium, (no 
genital spines, and vitellaria, posterior to testes. Life 
history is unknown. 

On the function of Lourer’s Canal : 

The function of Laurer’s canal seems to exclude 
extra yolk cells and none other than it. (Fig 13,14) 
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Explanation of plates 


The anterior half of fluke the CSpeices, 
A) parasitic in Rhinolophus ferrum-equi- 
num n. T. 

The posterior half of the same flukeCSp. 
A) 

The fluke (Sp. B) parasitic in R. cor- 
nutus c. T. 

The anterior half of the fluke CSp. C) 
parasitic in Nyctalus maximus a. Th. 
The posterior half of the same flukeCSp. 
C) 

The anterior half of the fluke (Sp. D) 
parasitic in Nyctalus m. a. Th. 

The posterior half of the same fluke (Sp. 
D) 

The peculiar somatic formation, with the 
appearance of a series of small suckero 
in the acetabulo-ovarian zone of Sp. D 
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Plate II. 
Fig. 9 The fluke (Sp. E) parasitic in N. m. 
Fig. 10 The anterior half of the same fluke CSp. 
E) 
Fig. 11 The femal genital organs, including the 
Laurer’s canal, of Sp. E 
Fig. 12 The Laurer’s canal of Sp. E 
Fig. 13 The Laurer’s canal, on the way of its 
exclusion of extra yolk cells. 
Fig. 14 Extra yolk cells, just outside of the pore 
of the same canal. 
Abbreviation 
CP Cirrus pouch 
A Acetabulum 
(0) Ovary 
RS Receptaculum seminis 
Laurer's canal 
OT Ootype 
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(1) 実験 的 並び に 臨床 的 騰 ト リッ コ = モー ナス 症 に 於 ける 
二 , 三 の 応 に 就 い て 
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慶応 義塾 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 (主任 松林 久吉 教授 ) 


(昭和 34 年 5 月 30 日 受領 ) 


言 


騰 ト リコ モー ナス (以下 vw と 略 ) の 免疫 血清 学 的 

究 は 近年 純 培養 法 が 確立 され て 以来 盛ん に 行わ れる 様 
に な つた 。1932 年 Riedmtiller は 含有 料 を 以 
て モル モッ ト を 免疫 し 補 体 結合 抗体 を 認め た が (山県, 
1958 に よる), 培養 虫 体 を 用 いて 系 続 的 研究 を 行 つ た の は 
人 (1985) が 最初 で ある 。 その後 Trussell (1946 は 
初め て の 無菌 培養 虫 体 で を 免疫 Microag- 
glutination を 報告 し た 。 引 続 い て 中 林 (1952) は Trr- 
chomonas fetus (以下 也 f と 略 ) の 純 培 養 虫 体 で 家 
麹 を 免疫 し Agglomeration, Agglutination を 比較 検討 , 
山県 .(19583) も vw 及び ナ の 純 培養 虫 体 で 夫々 の 
免疫 学 的 特異 性 を 証明 , そし て 石井 (1955〕 及び 網野 
(1956) は ッ wv の 免疫 学 的 性 状 に 就 て 観 宗 報告 し て い 
る 。 

然し 征 ら , vw の 診断 的 免疫 血清 反応 の 価値 に 関し 
て は 現在 尚 示 だ 確定 的 な も の が な く , 種々 の 報告 も 一 致 
し た 見 群 に 至ら 妨 現状 で ある 。 即ち , Wendlberger は 
1936 年 也 w. の 細菌 随伴 培養 の アル コー ル 抽 出 抗原 を 用 
い 感 染 騰 の 症状 の 程度 に 一 致し て 補 体 結合 反応 は 感染 婦 
人 32 例 中 22 例 陽性 , 非 感 染 婦 人 は 全 例 陰性 と 云う 結果 を 
得 た と 述べ て いる < 山県 1958 に よる)。 其 の 後 , Trussell 
& Wilson (1942) は 無菌 培養 虫 体 の 生食 水 浮 族 抗原 で 
の 補 体 結合 反応 で 感染 婦人 47.272%6, 非 感染 婦人 16.55 
2 で あつ た が 性 り 検 す る と 有意 の 差 を 認め 
な いと 述べ , 本 症 に お ける 補 体 結合 反応 の 診断 的 価値 に 
関し て は 否 定 し て いる 。 近 年 に 至り , McEntegart(1952) 

HIROSHI ARAI: Studies on Trichomonas vaginalis. 

(1) On immunological reactions in the experimental 


and clinical trichomoniasis (Department of Parasito- 
logy, School of Medicine, Keio University, Tokyo) 


( 16 ) 


は 感 作 赤 血球 疾 集 反応 を 以 て 可 成 り 良 好 の 成績 を 報告 し 
て いる 。 その 他 , 皮 内 反応 は Wendlberger, Trussell 
(1947, 真柄 他 (1956 う 等 に ょ り 試 み ぁ られ た が 何れ も 診 
断 的 価値 は 認め られ ず , 血清 の 沈降 反応 に お いて 真柄 ら 
(1956), 森 1956) が 抗原 の 改良 を 行え ば 或 程度 の 価値 
が ある で あろ うと 推論 し て いる 。 更 に 森 (1956) は 患者 
の 感染 帯 下 で 沈降 反応 を 試み て いる 。 

私 は 本 実験 で , ゃ ゥ . 実験 感染 動物 血清 に 就 て 導 塊 反 
応 , 補 体 結合 反応 , 感 作 血 球 深 血 反 応 を 行い , 併せ て 感 
染 帯 下 で 北 塊 反応 を 実施 し た の で 此処 に 報告 する 。 


I. 実験 動物 血清 で の 塊 太 応 と 体 結合 応 


実験 材料 並び に 方 法 

実験 に 使用 せる ゃ ゥ . 株 (B) は 浅見 (1952) の チ ス 
チン プイ ヨン 培地 に 300 代 以上 無菌 的 に 継 代 培養 保存 せ 
る も の で ある 。 

免疫 血清 を 得る た め に は マウ ス 筋 内 に 虫 体 を 接種 し て 
感染 を 起 さ せる 方 法 と , 生 虫 体 を 反復 し て 家 束 静脈 内 に 
注入 し て 免疫 する 方 法 と の 二 法 を 用 いた 。87*C48 時 間 培 
養 し た wv を 減 菌 生食 水 で 無菌 的 に 数 回 洗 浴 し 標準 の 
血球 計算 磐 で 虫 体 数 を 算定 し た 後 動 物 に 接種 し た 。 
即ち ,。 マ ウス (体重 12gm 前 後 ) で は 左 大 有 部 を 抜 毛 
し , その 下肢 筋 に 0.8 ml ( 虫 体 数 約 180 万 ) を 1 回 筋 
内 接種 , その 後 , 毎週 5 匹 よ り 心 採血 し る その 非 働 性 血清 
に 就 て 導 塊 反応 及び 補 体 結合 反応 を 行 つ た 。 同時 に 実験 
の 都度 各 2 匹 の 健康 マウ ス 血 清 を 対照 と し て 用 い 1 週 ょ 
り 21 週 に 経過 を 観察 し た 。 , 家 (体重 3.0~ 
8.5 kg $ う で は 予め 2.0ml の 前 採血 を 行い , その 人 後 , 
耳 静 脈 ょ より 毎 回 1.0ml ( 生 貝 体 数 約 200~350 万 ) を 訪 
日 5 回 接種 し た 。 勿論 家 移 で は 虫 体 の 接種 に よ つ て 感染 
は 起 ら な い 。 第 』 一 第 V 接種 前 に は 夫々 2.0ml の 採血 
を 行 つ た 。 即ち , 各 家 兎 は 5 回 の 接種 と , 前 採血 を 含 如 
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6 回 の 採血 後 , 最終 接種 後 10 日 目 に 全 採 血 し , それ ら の 
働 性 清 に 就 て 及び 補 体 結合 を 実施 し と し て 
毎回 健康 家 束 血清 を 用 いた 。 

免疫 反応 の 術 式 は 次 の 通り で ある 。 

反応 

原 Agglomerinogen or Agglomeratinogen は 48 
時 間 培 養 虫 体 の 生食 水 浮 芳 訪 ( 約 1000 万 /m り で ある 。 
小 試 験 管 に より 10※X,20X,40 メ x…… と た 非 働 
性 血清 0.25 ml と 原 3 滴 和 の 上 ホー ル グ ラ ス 
上 に 1 滴 取 り カ バー グラ ス で 被 つ て 387°C で 30 分 , 1 時 間 
後に 判定 し た 。 陽 性 の 判定 は 次 の 基準 に 従 つ た 。 8 ~5 
個 の 虫 体 が 疾 塊 し その 他 に 単独 原虫 も 多数 認め られ る 時 
を て 十 ), 6 ~10 個 宛 淫 塊 し 他 に 尚 少数 の 単独 原虫 の 存在 
する 時 を ( ,10 個 宛 以 上 の を 示し 他 に 単独 原虫 が 
極め て 少数 在 る か 又は 存在 し な い 時 を ( 世 う と し , 疾 塊 価 
は て ( 十 ) を 示す 最高 血清 稀釈 倍数 で 表わし た 。 対照 と し 
て 採 つ た 生食 水 に お いて 訂 々 2 個 , 稀 に は 3 個 の 虫 体 の 
自然 北 塊 の 見 られ る 事 も ある 。 

補 体 結合 反応 (C.F.T と 略 ) 

溶血 素 , 補 体 及び 抗原 の 力 価 測定 法 は アメ リカ 陸軍 和 軍 
医学 校 法 (細菌 学 実習 提要 , 1952) に 基 い た 伝 研 変 法 に 
準じ た 。 本 試験 に 際 し て は 被 検 血清 を 2 倍 階 段 稀釈 法 で 
稀釈 し 各 管 に 抗原 4 単位 , 補 体 2 単位 を 加え 温浴 中 に 
837C 1 時 間 後 , と 2 ヒッ ジ 球 浮 と 3 単 
位 含 有 の 溶血 素 血 清 稀釈 液 を 等 量 に 混和 し た 感 作 血球 液 
を 加 へ 更に 87*C30 分 置い て 判定 し た 。 対照 群 と し て は 血 
清 対照 , 血球 対照 , 補 体 対照 , 正常 抗原 対照 , 陽性 面 清 並 
びに 陰性 血清 対照 を お いた 。 上 記 対 照 群 に 異常 を 認め な 
い 時 に 被 検 血清 を 入れ た 管 の 溶血 の 程度 に 従い , 0 ( 完 
全 不 溶血 ), 1, 2, 3, 4 (完全 溶血 ) の 記号 を も つて 
記載 レ 1 以下 を 示す 管 の 最高 血清 稀 柏 倍数 を も つて 抗体 
価 と し た 。 

補 体 結合 反応 に 使用 する 抗原 は 次 の 如く に し て 作成 し 
(1) 超 音 波 処 理 抗原 : 充分 に 数 回 洗 浴 し た 生 原 虫 を 
超 音 波 管 に 入れ 超 音 波 (960 kc) で 処理 し た 。 560W15 
分 (完全 に 破壊 う , 380W 5 分 ( 極 く 少数 生 残 ),200 W 6 
分 。 187W 4 分 (少数 生 残 ), 100W 6 分 (全く 破壊 され 
ず ) の 各 方 法 で 処理 し 各々 マー ゾ ェ = ン の = リ 。 容量 を 加え 
氷室 24 時 間 保 存 後 40,000 r.p.m 15 分 超 遠 沈 レ 上 清 を 抗 
原 と し た 。 

(2 う アル コー ルル 抽出 抗原 : 洗 浴 生 原虫 に 純 ア ルコ ー 
ル を 加 へ 1 日 数 回 振 日 後 同様 に 超 達 上 清 を 抗原 
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附図 説明 


1. 北 反応 陰性 (一 ) 


反応 が 張 い 時 は 血清 が 高 濃度 の 試験 稿 で は 不 規 則 な 原 
虫 塊 を 形成 する 。 


さも 。 

(C3) 凍結 融解 抗原 : 洗 浴 生 原虫 を 三角 コル ベン 中 に 
入れ アセ トン 二 ド ライ アイ ス (一 30°C) 及 30°C 温 水中 に 
反復 10 回 投入 し 虫 体 を 完全 に 破壊 し 以後 前 述 と 同様 の 廊 
法 で 抗原 と し た 。 


(17 ) 


ス 
] 
] 


第 1 表 超 音 波 処 理 抗原 ; 1100 V, 170 mA 


(187W) 4 分 
抗 原 和 
32 4 
第 2 表 アル ュー ル 抽 出 抗 原 
抗 
抗 
対 
4 
0 
第 4 表 自然 融解 抗原 
抗 
抗 
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第 5 表 加熱 処理 抗原 


2 4 8 

( 20 0 0 0 4 4 
4 
4 


(4) 自然 融解 抗原 : 洗 浴 生 原虫 を 氷室 (4 °C) に 10 
晶 間 1 日 数 回 振 湯 し 放置 し 以後 同様 の 方 法 で 抗原 と し 

(5) 加熱 処理 抗原 : 洗 浴 生 原虫 を 100C 重 湯煎 中 で 
80 分 加熱 し 冷却 後 同 様 方 法 で 抗原 と し た 。 

以上 の 抗原 価 測定 に は 前 記 方 法 に ょ る 同一 家 兎 免疫 押 
清 を 用 いて 力 価 を 比較 し た 。 

叉 , 抗原 作成 に 際 し 従来 大 量 の 原虫 を 得る 事 が 困難 で 
あつ な た が , 次 の 方 法 に より 簡単 に 虫 体 の 大 量 を 培養 し 抗 
原 調製 に 用 い 得 た 。 即ち , 容量 300cc の 減 菌 三角 さ コルベ 
ン に 約 880ml の 浅見 培地 (人 血清 50ml を 含む ) を 入れ 
虫 体 を 継 代 す る と 48 時 間 後に 底部 に 雲 雪 状 の 大 量 の 貝 体 
が 発育 増 殖 する 。 

実験 成績 並び に 結果 

補 体 結合 反応 に 用 いた 抗原 は 前 記 の 如く に し て 調製 し 
た 抗原 に つい て 抗原 性 を 比較 せる 結果 , 比較 的 に 加熱 処 
理 抗原 が 優れ て いた の で 貢 後 の 実験 に は 之 を 用 いた 。 各 
種 抗原 の 比較 と つい て は 第 +~ 5 表 に 示す 。 但 し 超 音 
音波 処理 抗原 は 最も 抗原 性 の 高い 例 の み 記 載 し た 。 

A. 感染 マウ ス 血 清 を 用 いて の 涯 塊 反 応 及び 補 体 結合 
反応 に 就 て 

マウ ス 筋 内 に 虫 体 を 接種 し 感染 を 起 さ せ た 際 の 病変 所 
見 は 次 の 様 で ある 。 接 種 後 2 週 で は 5 例 共 局 所 に 腫 服 が 
見 られ た が 外部 より 波 動 は 触れ な か つた 。 3 ~ 4 週 に 至 
る と 全 例 肛 瘍 形成 し その 大 いさ は 1.0x1.0 に 達する も 
の も あり 外部 ょ り 波 動 を 認め る 。 5 週 に は 5 例 中 1 例 の 
瘍 は 自 潰し 排 , 6 週 に 全 例 が 排 し た 。・ 岩井 
(1957〕 は 筋肉 接種 に より 一 部 の も の は 自 潰 する と と 無 
く 膜 瘍 は 次 第 に 縮小 し 吸収 され た 例 を 報告 し て いる が , 
本 実験 の 接種 虫 体 数 は 岩井 の 例 ょ より も 大 量 な の で 全 例 排 


(18 ) 


34 年 12 月 (1959)】 


肝 に 至 つ た も の で あろ う 。 又 , 彼 は 鏡 検 で 活動 性 の 虫 体 
が 見 られ る と 述べ て いる 。 そ その後 , 次 第 に 治 
経過 を た どり 10 週 で は 腫 張 の み で 硬 結 を 伴 つ た 。15~20 
. 週 は 外見 上 は 硬 結 の ある 腫 大 を 量 し 内 部 は 臓 韻 の 痕跡 で 
ある 厚い 結 締 織 層 に 箇 わ れ た 乾 酷 様 塊 を 残す の み で あつ 

(1) 幣 塊 反 応 に よる 接種 マッ ウス の 抗体 産生 過程 の 観 

前 の 術 式 こと ょ り 37*C30 分 及 1 時 間 後 判定 し た 。 
価 は 1 時 間 値 は 30 分 値 に 比 し 1 管 低 い 場合 が 多 か つ た 
が , て の 後 1 時 間 半 , 2 時間 で は 殆 ん ど 差 を 認め な か 
つた 。 従 つて 第 6 表 で は 1 時 間 値 を 以 っ て 示し て ある 。 
接種 後 1 週 で 既に 被 検 例 5 匹 中 8 匹 は 820x 他 の 2 匹 
は 160x を 示し た 。 3 週 よ り 蘭 次 上 昇 し て 6 週 に お い 
て 最高 値 に た 。 即ち 5 中 4 匹 は 10240※x 他 の 1 
は 5120x を 示し , 10240x を 示し た 中 の 1 匹 は 30 分 値 は 
20480 メ で あつ た 。 10 週 で は 1 例 は 640x, 他 は 夫々 
160Xx, 320 Xx を 示し 15 週 , 20 週 に 至る と 1 例 の 40 x 
の 他 は 80~160 Xx を 示し た 。 と の 実験 の 対照 例 は 6 週 に 
-40x を 示し た 1 例 の 他 は 総 て 10~20x で あつ た 。 即 ち マ 
ウス 血清 中 に も 自然 導 塊 素 が 存在 する こと を 示し た 。 最 
高 の 疾 塊 価 を 示し た 6 週 で は 全 例 共 接 種 部 位 の 病変 は 其 
. だ 著 明 で あつ た 。 

(2) 感染 ャ ウス 血清 で の 補 体 結合 反応 

前 項 の 如き 術 式 にょ る C.F.T は 何れ も 満足 すべ き 結 
果 は 得 ら れ な か つ な だ 。 即ち, 1 ~10 週 に 至る 被 検 群 50 匹 
は 対照 例 と 同じ く 全 例 険 性 で あつ た 。 15 週 で は C.F.T 
を 行わ な か つた が , 20 週 お いて 5 例 中 4 例 が 僅か に 最 
小 稀釈 倍数 の 2 x 陽性 を 示し た に 過ぎ な い 。 そ の 陰性 の 
1 例 の 淫 塊 価 は 80 x で, 接種 部 位 は 固い 結 締 織 層 を 形成 
する の み で あつ た が 弱 陽 性 例 中 3 例 は 淫 塊 価 は 160X 2 
例 , 80X 1 例 で 局所 の 結 締 織 層 の 内 部 に 乾 酷 様 塊 を 含み 
他 の 1 例 は 80x で 局所 の 所 見 は 無く 開腹 せる に 肝臓 は 
思 凸 不平 に 腫 大 し 大 き な 数 個 の 臓 瘍 を 形成 し て いた が 芝 
は 接種 に 際 し て 誤 つ て 腹腔 に も 注入 し た の か も 知れ な 
い 。 

以上 の 実験 より マウ ス に vv. を 筋 内 接種 する 事 に よ 
り 淫 塊 反 応 は 早期 か ら 著 明 に 発現 し , 北 塊 反応 に 遅れ て 
僅か で は ある が C.F.T 値 の 上昇 も あぁ る 事 が 判っ つた 。 即 
ち , 区 筋 内 接種 に より マウ ス 血 清 中 に 多量 の 北 塊 素 
と 少量 の C.F.T 抗体 が 産生 され る 。 

(B) 家 兎 免疫 血清 を 用 いて の 導 塊 反応 及び 補 体 結合 
反応 
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第 6 表 TT vaginalis 接種 < ウス の 凝 塊 反 応 
に ょ よる 抗体 産生 過程 の 観 和 


A 
& 
5120 1 3 1 
26 あい 1 
1260 
as 1 1 
3kcl 3 3 3 
数 20 (2Y (2) (1 ) 1) 
2 (1) ) 


: 数 字 は 被 検 マ ゥ ウス 数 
( ) 内 数 字 は 正常 マッ 数 


補 結 反応 


反応 


第 1 図 家 免疫 ょ る 反応 
及び 補 体 結合 反応 

前 記 の 6 回 に 及ぶ 採血 と より 得 ち られ た 夫々 の 血清 の 淫 
塊 及 び 補 体 結 合 反 応 値 の 推移 は 第 1 図 に 示し て ある 。 

(1 う 凝 塊 反応 に ょ る 抗体 産生 過程 の 観察 
検 例 4 例 中 の 2 例 の 前 採血 血清 は 他 の 2 例 は 
80x を 示し 正常 血清 中 の 自然 北 塊 素 の 存在 を 現 わ し た 。 
接種 後 2 日 目 , 即ち 第 直前 の 第 で は 
No. 11, 12 は 淫 塊 価 の 著 明 の 上 昇 を 見 た が 以後 は 各 例 
共 滞 次 上 昇 し 最終 接種 後 2 日 目 の 第 V 血清 で は 1280 メ x~ 
640x で 全 採 血 血清 で は 3 例 (No. 7 ,11,12 う ) は 10240 
XxX, No. 9 は 2560x で あつ た 。 各 実験 の 際 の 正常 血清 対 
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| | 
10 
No. 9 ©O——O 
No.11 O—-—O 
No12 O---O  ----- 
10240 
5120 
で 2560 
_/ 
1280 
し 
倍 < 10 
名 
所 
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第 7 表 感 作 赤 血球 溶血 反応 の 術 式 
対 試 
3 4 
20x NaCl Sol. NaCl Sol. 0.5 作 球 陽性 血清 陰性 血清 
0.5 正常 血球 0.5 感 作 血 球 0.5 常 血球 0.4 感 作 球 
1 時 間 
判 定 (~) (~) (—) (—) (=} ( ) (—) 


照 は 常に 40~80 x で あつ た 。 

(2) 家 疫 で の 補 体 結合 反応 

前 項 の 方 法 に ょ る C.F.T で は No. 7 の 前 採血 血清 
で は 2 x の 陽性 を 示し た が 他 は 総 て 陰性 を 示し た 。 5 回 
の 接種 に こと ょ り 各 例 共 値 が 上 昇 し た 。No. 9 で は 第 IV 採血 
血清 後 全 採 血 血 清 千 32X 陽性 と 変化 無く , No. 11, 12 は 
第 WV, V, 全 採 血 血清 と 回 を 重ね る に つれ て 上昇 し た 
が , No. 7 の み は 第 V 血 血清 より も 全 採 血 血 清 の 方 が 
陽性 価 は 低く な つた 。 

以上 の 実験 より 見 て , 家 加 に vy. を 静 注 接 種 し , そ 
の 免疫 血清 で の 両 反 応 は マウ ス 筋 注 感染 血清 を 用 いた 実 
験 に 比較 し 両 反 応 が 略 々 平行 し て 上 昇 す る 結果 を 得 た 。 
No. 9 に お いて 全 採 血 血 清 の C.F.T 価 が 82X の 最高 で 
あり 年 ら 組 塊 反 応 で は 他 よ り 低 い 2560 x を 示し た と は い 
え , 全 例 を 通じ て 両 反 応 の 価 は 略 々 平行 し て 接種 昌 に 上 
昇 し た と 云え る 。 動物 に vw. の 大 量 を 反復 静 注 する とこ 

に より , Parasitemia を 発症 し た と 同様 の 状態 に 成り 
得る 事 が マウ ス で の 筋 内 感染 の 共 と 異 っ つた 成績 が 得 ら れ 
た 原因 と 考え られ る 。 t 


家 清 及 び 者 を 用 いて の 
作 赤 球 溶血 友 応 


I. の 実験 結果 の 如く に 大 量 の 虫 体 を 反復 静 注 に ょ つ 
て の み 著 明 な C.F.T 抗体 の 発現 を 見 る の で は , 局所 に 
寄生 する の み の 感 染 婦 人 血清 で C.F.T が 特異 的 に 陽性 
に 表 わ れ る 事 は 先ず 期待 出来 な いと 想像 され る の で , よ 
り 鋭敏 な 反応 と 云わ れる 加熱 処理 抗原 を 用 いて の 感 作 赤 
血球 溶血 反応 を 試み た 。 

実験 材料 並び に 方 法 

6 匹 の 家 麹 の 5 回 の 静 注 接種 後 10 日 目 の 全 採 血 血 清 及 
び 14 例 の 騰 リコ モー ナス (以下 ト 症 と 略 ) 婦人 


清 に 就 て 行 つ た 。 

感 作 赤血球 溶 反応 の 術 式 

抗原 と し て は 如 替 処理 抗原 を 用 い , 抗原 に よる 感 作 と 
免疫 血清 及 補 体 の 自然 溶血 素 吸 収 の 為 の 赤血球 と し て ヒ 
ッ ジ 赤血球 を 用 い , Mg 食塩 水 で 洗 浴 使 用 し た 。 抗原 に 
よる 血球 の 感 作 方 法 と し て 次 の 如き 方 法 を 用 いた 。 即 
ち , 5 倍 稀釈 の 加熱 処理 抗原 2.0 ml に 洗 浴 沈 湾 血球 
0.1ml を 加え 87°C の 恒温 槽 中 で 2 時 間接 触 さ せ て 感 作 
し た 後 , 生食 水 で 5 ~ 6 回 充分 に 洗 浴 し 20 ml の 生食 水 
に 浮 湊 せ し め て 0.5 2% 感 作 血 球 浮 液 と する 。 同時 に 
0.5% 正 常 血球 浮 蓄 液 を 作り 対照 と する 。 

免疫 血清 及び モル モッ ト の 補 体 は 多少 の 自然 溶血 素 を 
含有 レ し て いる か ら 芝 を 除去 する 必要 が ある 。 被 検 血清 を 
非 働 性 と し た 後 , その 1.0 ml に 同 量 の 生食 水 と 洗 浴 血 
球 0.2ml を 加え , 1 時 間 室 温 放 置 後 遠 沈 し その 上 清 に 
更に 0.2 ml の 洗 血球 を 加え 上 の み 静 か に 拓 
室温 に 830 分 放置 の 後 再 び 遠 沈 し , その 上 清 を 吸収 抗体 と 
し 試験 に 際 し て は 2 倍 稀釈 血清 と し て 使用 する 。 補 体 は 
数 匹 の を モル モッ ト の 血清 を 混合 し その 1.0ml に 等 量 の 
生食 水 ( 基 に 予め 0°C 近 くに 冷却 〉 と 洗 浴 血球 0.2 ml 
を 加え 4 "C10 分 後 遠 沈 , その 上 清 に 更に 血球 0.2 ml を 
加え 4 C10 分 放置 後 再 び 遠 沈 し て , その 上 清 を 吸収 補 体 
(2 倍 稀釈 補 体 ) と し て 本 試験 に 際 し て 10 倍 稀釈 補 体 と 
し て 使用 する 。 と の 補 体 は 4 で に 保存 し 8 ~ 4 時間 以 貼 
に 使用 する 必要 が ある 。 

術 式 及び 採 つ た 対 を 表示 する と 第 7 表 の 如く で あ 
る 。 即ち , 小 に 0.1ml の 血清 列 (10x 2 
を 作り , 0.2 ml の 感 作 赤血球 浮 加え 更に 10 倍 
釈 補 体 0.05 ml を 添加 充分 に 混和 し 38 で"C 1 時 間 恒 温 槽 に 
置き その 後 判定 し た 。 判定 方 法 は 完全 溶血 を 起 し た 最高 
血清 稀釈 度 を 以 て 溶血 価 と し た 。 対照 と し て は 血清 対照 
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第 8 表 家 兎 免疫 血清 に ょ る 凝 塊 反 応 , 補 体 結合 反 
応 , 感 作 赤血球 溶血 反応 の 比較 


No. 2 2560 (0) 8 160 
5120 (0) 16 640 
免 | 々 7 80)10240 (2) 16 640 
9 (40) 2560 (0) 32 5120 
清 | (40)10240 (0) 16 1280 
"12 (80)10240 (0) 16 320 
対 13 80 0 0 
14 80 0 0 


: 免疫 最終 接種 後 10 日 目 の 全 採血 血清 
数 字 は 血清 , ( ) 内 数 字 は 前 採血 
は 正常 家 血清 

と し て 0.522 正 常 な 血球 浮 蓄 液 を 用 い 被 検 血 清 ① と 補 体 
⑧⑨ の 自然 溶血 素 が 完全 に 吸収 さん て いる か を 見 , 補 体 対 
駒 ② と し て 被 検 血清 を 加え ず 補 体 中 の 特異 的 抗体 の 有無 
を 見 , その他 血球 対照 , 陽性 及び 陰性 血清 討 ⑨ を 置く 。 

実験 成績 並び に 結果 

(A) 免疫 家 吉 血 清 で の 感 作 赤 球 溶血 反応 及び それ と 
疾 塊 , 補 体 結合 反応 と の 比較 

騰 ト 症 感染 婦人 血清 に 就 い て 同 反 応 を 実施 する 前 に 家 
束 の 全 採 血 面 清 と つい て 三 法 を 比較 し た 。 その 結果 は 
第 8 表 に 示す 。 

No. 2 血清 は 他 の 被 検 血清 に 比 し 接種 虫 体 数 は 少数 
(毎回 約 50~100 万 ) で ある 。 こ と の 表 よ ょ より 観察 する と 深 
血 反 応 価 は 略 々 C.F.T 価 に 平行 する 様 で あり , 凝 堪 反 
応 価 は 他 の 二 法 と は 平行 せる 価 を 示し て いな い 。 前 採血 
血清 で は No. 7 のみ が C.F.T で 弱 陽 性 を 示し た が , 
溶血 反応 で は 被 検 群 6 例 及び 正常 家 宮 血 清 2 例 の 全 例 共 
陰性 で あつ た 。 
以上 の 結果 より 感 作 赤血球 溶血 反応 は 三 者 の 中 , 最も 
信頼 出来 る 免疫 反応 と 思わ れ 少 く と も 同一 性 質 の 抗原 で 
行 つ た C.F.T ょ り 優 れ た 免疫 反応 びあ ろう 。 

ト リコ モー ナス 婦 人 血清 で の 感 作 赤血球 
血 反応 
溶 面 反応 は 第 9 表 に 示す 如く 騰 帯 下 中 の 虫 体 が 鏡 検 
⑤9 例 , 鏡 検 Q 培 養 ⑤ 3 例 , か つて 鏡 検 ゆで る つた が 数 
回 の 治療 で 現在 両 法 で ご で ある 2 例 及 び 2 例 の 現在 既往 
共に 陰性 例 の 計 16 例 に 就 て 実施 し た 。 対 婦 と し て No.9 
の 陽性 家 清 及 び No. 13 の 陰性 家 を 用 いた 。 
その 結果 は 被 検 例 は すべ て 陰性 で あつ た 。 


863 


第 9 表 ト リュ モー チ ナス 婦人 血清 の 
作 赤 血球 溶血 反応 の 結 


鏡 検 陽 性 9 
( 鏡 検 (一) ) 陽性 3 9)14 
治 療 中 2 


対照 ( 鏡 検 , 培養 (一 )) 2 


即ち , 動物 実験 感染 に 比較 し て 人 間 で の 感染 で は 局所 
的 感染 に 終る 為 , 血 中 の 抗体 産生 は 乏しい も の と 思わ れ 
る 。 従 つて 前 述 の 如き 他 の 免疫 反応 と 同様 に 感 作 赤面 球 
溶血 反応 の 価値 も 動物 実験 感染 で は 意義 を 有する が 血清 
診断 学 的 に は 期待 出来 な い 様 で ある 。 


局所 寄生 性 の 原虫 で ある vw. に よる 動物 実験 感染 で 
は , その 血清 中 に 免疫 抗体 の 産生 され る 事 は 前 述 の 諸 実 
験 の 如く 明らか で ある 。 然 ちら ば 感染 局所 の 分 泌 物 で ある 
感染 婦人 帯 下 中 に も 当然 感染 虫 体 に ょ る 局所 抗体 が 存在 
する で あろ うぅ 事 は 否定 し 得 な い 。 そ と で 比較 的 に 簡単 に 
実施 し 得る 北 塊 反応 を 以 っ て 局所 帯 下 中 の 北 塊 素 の 有無 
を 検索 し た 。 

実験 材料 並び に 方 法 

被 検 帯 下 は 某 産 婦人 笠 外 来 を 訪れ た 主として 膝 ト 症 の 
疑い ある 婦人 , 若干 の 他 の 主訴 を 持つ 婦人 及び 妊婦 の 計 
条例 より 採取 し た 。 

膝 帯 下 は 全 例 鏡 検 後 陰性 の も の に は 浅見 培地 で 無菌 的 
培養 検索 を も 併用 し て 確認 し た 。 検索 法 と し て の 培養 法 
が より 正確 ご ある 事 は 既に 知ら れ て いる 。 

膝 帯 下 の 採 取 は 次 の 如く に し て 行っ つた 。 即ち , 1.0ml 
の 無菌 生食 水 で 膝 内 部 を 洗 共 し 出来 る 限り 採取 , その 後 
8000r.p.m 10 分 遠 沈 後 上 清 を 原液 と し て 実験 た に 供し た 。 
被 検 帯 下 は 原液 より 2 x 2" に 倍数 稀釈 し 血清 の 散 塊 
反応 と 同様 の 方 法 で 奨 塊 原 を 添加 87C 1 時間 で 判定 し レ 
た 。 陽 性 及び 陰性 対 照 と し て は 免疫 家 兎 血清 及び 正常 家 
束 血 清 を 用 い , 同時 に 生食 水 浮 海 液 も 用 いた 。 判 定 方 法 


は 前 の 場合 と 同様 で ある 。 し 実際 問題 と し て 
検 帯 下 は 個々 の 場合 において, 』 に 又 濃 度 の 点 で 甚 し レ 
い が あぁ あり それ に 1.0 ml し た 


[原液 」 な る も の る も, 渡 度 の 点 で は 決し て 一 様 で は あり 
得 な い 。 判 定 に 当 つ て は と の 「 原 液 」 で の 成績 で 陽性 か 
陰性 か を 決定 し た 。 併 し 多く の 場合 , 陽性 の も の は 8 倍 
乃至 16 倍 まで 陽性 を 示し た 。 

実験 成績 並び に 結果 


( 


| | 
と 
に 
(3 
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第 10 表 ト モー テス 感染 婦人 下 の 塊 反 応 


反応 
虫 体 鏡 検 培養 計 総計 陽性 率 
(+) (=) 
+ 
(+) 


* 鏡 検 陽性 で あぁ つた が 治療 で 陰性 た な つた を 例 

被 検 帯 下 打 例 に 就 い て の 北 塊 反応 の 結果 は 第 10 表 に 示 
す 。 

ゃ . 陽性 27 例 の 内 訳 は , 鏡 検 P17 例 , 鏡 検 培養 ① 
8 例 , 及び 虫 体 が 認め られ た 為 治療 中 の も の で 現在 は 両 
法 共 に 虫 体 は 認め られ な い 2 例 で ある 。 と の 虫 体 陽性 群 
で は 8 例 中 の 2 例 た の 性 を 認め た の み 
で 25 例 は 散 塊 反応 陽性 , 陽性 率 92.5% で ある 。 

鏡 検 培養 共 Q は 20 例 で , その 中 2 例 は 北 塊 反応 陽性 を 
示し 陽性 10.0 あつ た 。 

即ち , 反応 陽性 27 例 中 ⑧25 例 , 2 例 で あ 
り と の 虫 体 陰 性 2 例 中 の 1 例 は 既 応 摩 の 無い 妊娠 例 で 他 
は 既 応 果 は 不明 で ある が 臨床 的 症状 は 勝 ト 症 を 疑わ し め 
る ぁ の で その 人 後 反復 培養 し 経過 を 観察 し た 。 と の 結果 は 後 
述 す る (治療 実験 第 4 例 反 応 陰性 20 例 で は . 
例 , 例 で あつ た 。 

被 検 帯 下 和 7 例 中 既 応 歴 の 明らか な も の 11 例 に 就 て 観 宗 
する と その 中 10 例 は 鏡 検 培養 の 何れ か で 虫 体 が 検出 され 
義 塊 反応 も 陽性 で あつ た が 1 例 の み は 培 養 で 虫 体 は 検出 
され た が 疾 塊 反応 は 陰性 で あつ た 。 叉 , 妊娠 例 は 12 例 あぁ 
つた が て その 1 例 は 鏡 検 培養 共 O 〇 で 問 塊 反応 陽性 で あつ た 
が , 残り の 11 例 は 虫 体 は 検出 され ず 肖 塊 反応 も 陰性 で あ 
つた 。 つ まり 妊娠 が この 反応 に 特別 の 影響 を 与え る 事 は 
無い 様 で ある 。 

次 に 涯 塊 反 応 陽性 27 例 中 の 4 例 に 就 て 治療 に ょ る 虫 体 
と 本 反応 の 出現 消失 経過 を 観 侍 し た 。 治療 方 法 は ペ マニ = ギ 
ン 及 び ト リコ マイ シン 騰 錠 を 用 いた 。 4 例 中 No.2 以 
外 は 騰 ト 症 の 既 応 貯 を も 有 し て いる 。 

第 1 例 : 初診 時 鏡 検 反応 , 治療 後 Tv 
に な つた が 洗 塊 反応 は 尚 ⑧ で 月 経 後 培養 に より 貝 体 を 検 
出し 反復 せる 治療 で 虫 体 は 消失 する が 2 ヵ月 の 中 に 度々 
培養 た と たよ つて の み 貝 体 が 検出 され た 。 と の 例 で は 北 塊 反 
応 は 常に 陽性 で あつ た 。 

第 2 例 : 数 回 の 既 応 歴 を 有 し 初診 時 鏡 検 ①, 北 塊 反応 
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①, 治療 後 体 Q に な つた が 培養 と 塊 反 応 を 行 つ 
た 所 , 虫 体 消失 後 8 ヵ月 目 に 再び 培養 の みお と な つた 。 
て の 間 常 に 漂 塊 反応 は 陽性 で あぁ つた 。 

第 3 例 : 初診 時 臨床 症状 及び 自覚 所 見 は 無く 培養 で 虫 
体 を 検出 し た 。 そ の 時 涯 塊 反 応 も お $ で ある 。 治療 後 虫 体 
は 消失 し た が 肖 塊 反応 は 陽性 で あり 月 経 後 再び 培養 の み 
①, 再び 治療 で 消失 し た 。 そ を その後 1 ヵ月 間 数 回 の 培養 で 
も 虫 体 Q で 導 塊 反応 は 次 第 に 弱く な つて 来 た が 反応 が 陰 
性 に な る 前 に 観察 は 中 止 さ れ た 。 

第 4 例 : 初診 時 騰 ト 症 の 臨床 症状 を 有 し た が Candida 
albicans 鐘 培養 共に , 反応 も 陰性 で 
あつ た が 1 ヵ月 後 同様 の 主訴 で 再び 来 診 虫 体 は 検出 され 
ず 塊 反応 ゆで あつ た の で その 人 後 2 ヵ月 に 11 回 の 観 侍 を 
し た が 常に 虫 体 は 陰性 で 北 塊 反応 は 陽性 で あぁ あつ た 。 と れ 
に より Candida 症 に ょ つて 類 属 反 応 が 起 る 事 も 考え ら 
れる 。 


考 接 並び に 総括 


マウ ス が vw に 対し て 極め て 感染 性 の 高い 事 は , 
Schnitzer (1950 う . 岩井 (1957) 等 の 虫 体 接種 実験 で 既に 
知ら れ て 居り , 叉 , それ に 依り 抗体 の 生ずる 事 は 生活 虫 
体 を 接種 し て 発症 防 舞 実 験 を 行 つ た Kelly et al (1954〉 
の 報告 で 明らか で ある が , 著者 の 行 つ た 本 実験 に お いて 
も 筋 感 染 マ ウス 血清 を 用 いた 義 塊 反応 の 結果 は ゃ ゥ 接 
種 に より 血清 中 に 著 明 な 北 塊 素 の 生ずる 事 を 示し た 。 

Trichomonas 類 の 淫 塊 反応 は 1935 年 , 登 倉 と より 始め 
て 研究 され , 家 血清 中 で の 生 体 は 
花 状 の 集 塊 を 形成 する と と を 観 侍 し て いる 。 其 の 後 , 中 
林 (1952) は ナイ 家 兎 免疫 血清 で 詳細 に と の 現象 を 観 

察し Trichomonas の 導 塊 反応 成立 に 関し て 最終 的 な 知 
見 を た 。 そ し て 正常 に ぁ も 自然 塊 素 が 存 
在 し , 生食 水中 で も 往々 2 個 位 の 非 特異 的 北 塊 の ある 事 
を 記し た 。 

と 同様 に を 以 っ て し て も 反応 を 生 ぜ し 
め る 事 は 当然 推察 され る 事 で あり , ッ ゥ v. 感染 動物 血清 
を 用 いた 本 実験 に お いて も 赤 , 生 貝 体 静 注 家 更 血 清 に お 
いて も 生 体 の 反応 成立 を 証明 し 得 た 。 
正常 家 び マ ウス 血清 中 に . の 自然 塊 素 の 存在 
する 事 が わか つた 。 

の C.F.T は Riedmiiller (19823 に ょ り C.F.T 
抗体 の 発生 を 認め られ て 以来 , 種々 の 液 性 抗原 を 使用 し レ 
て 登 倉 (1985), Trussell (1946 , 石井 等 1955), 網野 
(1956) 等 に より 追試 確認 され た が 血清 診断 学 的 に 之 を 
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用 いた 場合 の 成績 は 報告 者 に より 異論 が あつ て 実用 化 の 
域 に て いな い 。 

加熱 処理 抗原 を 用 いて の C.F.T の 結果 は 生 虫 体 を 静 
脈 内 に 注入 し た 家 束 免疫 血清 で は 第 1 図 に 示す 如く 著 明 
な C.F.T 抗体 の 発現 を 見 た 。 併 し 征 ら 筋 内 接種 せる マ 
ウス の 血清 で は 可 成 り 遅 い 時 期 に 始め て 弱 陽 性 を 呈 し た 
に 過ぎ な か つた 。 即ち , と この 事実 は 実験 動物 に 大 量 の 虫 
体 を 反復 静 注 する と Parasitemia を 起 し た と 同様 に な り 
血 中 に 一 時 的 に 抗体 が 産生 され る 為 と 推察 され , この 点 
に 就き 網野 (1956) も 免疫 血清 で 行 つ た 各種 
の 免疫 反応 の 結果 , 実験 的 に も 生じ た 抗体 は を の 持続 は 
一 過 性 で あり 比較 的 速 ま か に 減退 する と 記述 し て いる 。 
以上 の 如く 実験 感染 で 大 量 の 虫 体 を 静脈 内 に 注入 し た 時 
の み 一 過 性 の C.F.T 抗体 を 産 性 し , そし て 16~382X と 
云う 低い 陽性 価 を 示す か の みみ で ある な ら ば , 局所 感染 で 
ある 膝 ト リコ モー ナス 症 の 患者 血清 に 就 て の 加熱 処理 抗 
原 を 用 いて C.F.T を 行 つ て も , その 成果 は 多く は 期待 出 
来 な い 事 は 当然 想像 され る 。 其 くし て 少く と も C.F.T 
に 優る 鋭敏 な 免疫 反応 が 必要 で あろ う と 云う 観点 より 加 
熱処理 抗原 を 用 いて 感 作 赤血球 溶血 反応 を 試み た 。 

に 対す る 抗体 を 含む 血清 と の 問 に 特異 的 な 抗原 抗体 反 

応 に 基く 赤血球 凝集 反応 を 起す が , Middlebrook (1950) 
は 更に 本 反応 系 に 補 体 を 加え る 事 に より 新しい 形 の 深 
反応 を 行い , 従来 の 溶血 反応 と 区 別して hemolytic mo- 
dification of the hemagglutination test と 呼ん だ 。 彼 は 
と の 抗原 の 本 態 に 就 い て 多糖 体 で あら うと 推定 し た が , 
その 化学 的 本 態 は 未だ 必ず し も 明確 びな い 。 と の 感 作 赤 
血球 溶血 反応 に 用 いる 抗原 の 性 質 に つい て 進藤 (1956) 
は 必ず し も 多糖 体 抗原 だ けが こと の 反応 の 因子 抗原 で な 
礁 それ 等 抗原 物質 の 赤血球 表面 に 吸着 する 難易 が 問題 と 
な る と 人 述べ て いる 。 vw. で 始め て 感 作 赤 血球 疾 集 反応 
を 試み た McEntegart (1952) は Fuller (1988), Lan- 
cefield (19883 う の 行 つ た 多糖 体 抽出 法 に 基く 抗原 を 用 い 
感染 婦人 84 6, 未 感 梁 婦 人 6 2。 男子 6 %, 男女 小児 0 
26 に 陽性 と 云う 良好 の 成績 を 報告 し て いる 。 真 柄 (1959) 
に れ 石井 も 最近 Middlebrook-Dubos 血球 集 反応 
で 良い 結果 を 得 た と 云う 。 又 , 橋本 (1954)〉 は レプ トス 
ピラ 症 で 加 熟 処理 抗原 を 用 い 感 作 赤 血球 溶血 反応 の 成立 
を 観察 し て いる 。 

の 生物 学 的 , 生化 学 的 性 よ り 体 は 比較 的 多 
量 の 多糖 類 を 含有 し て いる 事 は 野村 (1957〉 の 細胞 化学 
に ょ る 証明 , 或いは 松元 (1955 う の 貝 体 成 分 の 分 体 と ょ 
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つて 明らか で あり , 人 後者 は 虫 体 の 総 痴 は 10.5~12.4 に 
達する と 云う 。 加 熱処理 抗原 を 調製 する 際 , 洗 浴 虫 体 を 
加熱 し 超 遠 沈 せ る 時 , 熱 影 細 に ょ り 含有 され る 蛋白 成分 
の 大 部 分 は 租 固 し 除外 され , その 上 清 中 に は 多糖 体 性 質 
の も の が 比較 的 多く 残存 する で あろ うと 思わ れる 。 こ と の 
抗原 を 用 いて 同一 家 疫 血 清 に 就 い て 及 補 体 結合 
反応 と 本 法 を 比較 し た 結果 は , 第 8 表 に 示す 如く 本 法 が 
前 二 波 の 免疫 反応 より 信頼 度 の 高い 優れ た 方 法 で ある 事 
を 示し た 。 併 し 年 ら 感 染 婦 人 血清 で は 陽性 反応 は 全く 現 
われ ず 臨 床上 血清 診断 学 的 に は その 価値 は 基 だ 否定 的 で 
あつ た 。 

vw. は 本 来 局 所 寄生 性 原虫 で ある 為 , 感染 局所 の 寄 
生 虫 体 数 は 実験 感染 に 比 し 甚だ 微量 で で あり, それ 故に 血 
中 の 抗体 産生 が いも の と 思わ れる 。 上 述 の 感染 
wv. を 尿道 感染 させ た 男子 患者 の 血清 中 に 抗体 を 見 な 
か つた と 述べ て いる 。 然 ちら ば 局所 寄生 性 な ら ば 当然 寄生 

る 。 近 年 森 (1956) も この 点 に 着眼 し 惑 染 婦 人 の 帯 
を 報告 し て いる 。 本 実験 中 の 感染 帯 下 の 修 塊 反 応 の 結果 
,。 と の 推測 を 明らか に 証明 し た も の で ある 。 即ち , 帯 
下 中 の 了 ゥ 陽性 の 基準 を 単に 鏡 検 の みお か ず に 総 て 培 
養 結果 こ 基 いて 分 類 し て 感染 帯 下 で 92.522, 非 感染 ^ 帯 下 
で 10.022 の 陽性 率 を 示し た 事 は 前 記 McEntegart の 成績 
に 劣ら ぬ 好 成績 と 云え ょ う 。 

4 例 の 陽性 者 の 継続 観 祭 で 第 4 例 は Candida 症 に ょ 
り 非 特異 的 疾 塊 反応 を 示し た も の と 思わ れる が , 他 の 3 
例 で な つて も 塊 反応 陽性 で あり 培養 を 反 
し た 所 遂に 虫 体 が 検出 され た 事実 は 興味 が ある 。 貝 体 消 
失 治 秩 の 判定 を 鏡 検 に 頼る の み で は 不 確 実 な 場合 が 多い 
事 は 云わ れ て いる が , と の 諸事 実 よ り 膝 ト 症 の 治療 に は 
帯 下 の 疾 塊 反応 の 陰性 化 と , 帯 下 中 の 貝 体 消失 の 両者 を 
以 っ て 完全 と 決定 する 事 が より あ る と 思わ れ 
る 

結 論 

免疫 家 束 血清 , 筋 接種 マウ ス 血 清 , 感染 婦人 血清 及び 
帯 下 に つい て 純 培 養 vagznalis の 江 塊 反応 , 補 体 結 
合 反 応 , 感 作 赤 血球 溶血 反応 を 実施 し た 。 

1. . ゃ . 生 体 を マウ ス に 内 接種 し , , 家 
静脈 内 注入 する 事 に ょ り , その 血清 中 に 著 明 の 奨 塊 素 を 
生ずる 。 正常 マウ ス 及 び 家 血 清 中 に も 少量 の 自然 北 塊 
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素 が 存在 する 。 

2.。 vw 生 虫 体 を 大量 反復 静脈 内 注入 する 事 に ょ り 
家 加 血 清 中 に 補 体 結合 抗体 が 一 時 的 に 産生 され る が , マ 
ウス 筋 内 接種 で は 遅れ て 生じ その 抗体 は 微量 で ある 。 

8. 処理 抗原 を 使用 し で 始め て 行 つ た 作 
赤血球 溶血 反応 は 動物 実験 で は 北 塊 反応 , 補 体 結合 反応 
より 信頼 度 が 高い 特異 的 な 優れ た 免疫 反応 で ある が , 患 
者 に つい て の 血清 診断 学 的 価値 は 無い 。 

4.。 感染 婦人 下 の 反 応 は , 感染 帯 下 92.5%2, 非 
感染 帯 下 10.022 の 陽性 率 を 示し , 将来 騰 ト リコ モー ナス 
症 の 補助 診断 の 一助 と し て 役立つ で あろ 3 。 

稿 を 終る に際し 御 る 御 指 導 御 校 を た を 松林 
久吉 教授 並び に 浅見 敬三 助教 授 た に 厚く 御礼 を 申し 上 げ ば 
る 。 有 叉 , 実験 に 種々 御 接 助 下 さ つ た 小池 医学 士 , 大 浦 医 
学士 に 感謝 す る. 

本 論 六 の 一 部 要 臣 は 第 27 回 , 28 回 日 本 寄生 虫 学会 総 
会 及び 第 38 回 慶応 医学 総会 に 発表 し た . 
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Summary 


Agglomeration test, complement fixation test and 
hemolytic modification of the hemagglutination test 
were tried with sera of mice and rabbits which were 
inoculated with T. vaginalis. In mice, trichomonads 
were inoculated into muscles where the organisms 
grow and produce abscess. Five mice were killed 
every week for 21 weeks and sera obtained from 
them were tested for the presence of antibody of 
those reactions stated above. In rabbits, trichomonads 
were inoculated intravenously 5 times with 2 days 
intervals,. Blood was taken before every inoculation 
and also 10 days after the last inoculation. 

Trichomonads used were growing in bacteria-free 
cystein-bouillon-serum medium. The inoculum conta- 
ined 1.8 million trichomonads in the cases of mice 
and 2.0-3.5 million in the cases of rabbits. 

In the agglomeration tests of mouse sera, the titre 
began to rise 1 week after the inoculation and attained 
the maximum Jevel (1:10,240-1 : 20;480) 6 weeks 
after the inoculation to become almost normal at 
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about 20th week. The CF tests with same sera 
gave almost negative results, the titre attaining only 
1:2 at the 20th week. 

In the agglomeration tests of rabbits sera, the titre 
began to rise 2 weeks after the first inoculation and 
attained mostly 1 : 10,240 when the whole blood was 
drawn 10 days after the last inoculation. In the CF 
tests the titre became gradually higher by each inocu- 
lation and attained 1:32 in the last examination. 
Titres of agglomeration and CF test run almost parallel 
line in the rabbit sera. 

The hemolytic modification of the hemaggulutination 
test was also tried with the rabbit sera. This test 
gave much higher titre than CF test giving mostly 
1:640 or 1 : 5,120 while CF titre were mostly 1 : 16 
or 1:32, though both titres run parallel. As this 
hemolytic modification of hemagglutination test looked 
like prospective, it was carried out with 14 human 
sera obtained from cases of Trichomonas vaginalis 
infection. They, however, all gave negative results. 

The agglomeration test with infected leucorrhoea 
was carried out. Among 27 trichomonas positive 
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cases 25 were positive, giving a titre varying from: 
1:6 to 1:32. Among 20 trichomonas negative 
cases, only 2 gave a positive result. 

Four cases of T. vaginalis infection were treated. 
with penicillin-carbarson or trichomycin and the: 
agglomeration test was made repeatedly during the 
treatment. In two cases the trichomonads disappeared. . 
by the treatment, but they reappeared very often in 
cultures during 2-3 months of the subsequent inves- 
tigation. The agglomeration reaction was always. 
positive. In the third case the treatment seemed to 
be successful and the trichomonads were never found 
after the treatment, the agglomeration titre became: 
gradually lower. The investigation, however, had to 
be discontinued before the titre would have become 
negative. In the fourth case, trichomonads had never’ 
been detected, though the agglomeration always gave: 
positive results. This case had the candida infection 
which might have been the cause of the positive: 
reaction. The agglomeration test with patient’s sera 
looks prospective in determining the presence or 
eradication of the trichomonad infection. 
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(2) 腹 腕 内 感染 マッ タス 腹水 に よる 凝 塊 反 応 


新 井 博 


大 浦 


慶応 義 聞 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 (主任 松林 久吉 教授 ) 


(昭和 34 年 5 月 30 日 受領 ) 


前 の 論文 (1959 中 で ト リコ モー ナス ( 以 下 症 
と 略 ) 感染 婦人 帯 下 と , Trichomonas vaginalis (以下 
ッッ と 略 ) の 純 培養 生 虫 体 と の 間 に 塊 反応 Agglo- 
meration が 成立 し , 併 も その 陽性 率 は 感染 婦人 の 92.522 
に 達し 将来 勝 ト 症 の 補助 診断 法 の 一 つと し て , こと の 反応 
は 役立つ か も 知れ な い 事 を 示 し た 。 こ の 事実 を 動物 実 
験 で 再 検討 する 為 に 本 実験 を 行 つ た 。 

即ち , 小動物 ( 家 モル モッ ト , ラッ テ ) の に 
純 培養 也 vw を 感染 せしめ , その 帯 下 で の 洗 塊 反応 を 追 
試せ ん と 試み た が , 多く の 研究 者 (Bland et al. 1932, 
Bonestell 1936, Trussell & McNutt 1941, 及び Trussell 
G94n に よ ょ れ ば Dock, Marconi, Bykhovsky et al. 等 ) 
の 報告 と 同様 に と , とこ れ 等 諸 動 物 の 勝 内 に は vy. の 感染 
は 成立 し な か つた 。 

そ と で 既に Schnitzer et al (1950), 岩井 (195?) 等 
に ょ り 記 述 さ れ た 如く 腹腔 接種 で 確実 に 感染 し 肝臓 間 の 
形成 や 腹水 の 貯溜 の 生ずる マウ ス を 用 い , その 腹腔 洗 浴 
液 を 以 つ っ て 北 塊 反応 を 実施 し 感染 と 反応 の 経過 を 観察 し 
。 

実験 材料 及び 方 法 

1. 小動物 騰 内 接種 実験 : 実施 動物 と し て 2 匹 の 成熟 
家 兎 (3000 g ), 2 匹 の ラッ テ (150 g) 及び 3 匹 の モル 
モッ ト (850 g)〉) を 使用 し た 。 接 種 前 に それ 等 の 動物 の 
粘 液 を 前 以 っ て し た 。 即ち, 中 に 白金 の 小 
を 深く 挿入 し 1 白金 耳 量 の 騰 内 容 を 採取 し 生食 水 で 疹 抹 
標本 と し て Trichomonas 類 の 検索 を し た 。 と れ 等 か ら 


は Trichomonas 類 は 発見 され な か つた 。 


HIROSHI ARAI and HIROSHI OURA : Studies on 
Trichomonas vaginalis (2) Agglomeration test with 
peritoneal fluid of mice infected with T. vaginalis 
(Department of Parasitology, School of Medicine, 
Keio University. Tokyo) 


接種 虫 体 は 浅見 培地 に 400 代 以上 継 代 保 存 せ る B 株 で 
37"C48 時 間 培 養 後 洗 浴 する 事 無く 遠 水 し 800 万 /ml の 貝 
体 を モル モッ ト , ラッ テ で は 0.1 ml, 家 加 で は 0.2ml 
宛 ピ ペッ ト で 騰 内 深く 注入 , 約 10 分 間 下 半身 を 幾 分 高く 
静 置 し て 後 飼 育 箱 に 戻し た 。 そ の 備 毎 日 騰 分 泌 物 を 2 白 
金陵 宛 採取 し , 各々 培養 と 鏡 検 に と 用 いた 。 初回 接種 後 16 
日 目 に 再 接 種 を 行い 同 方 法 で 再び 観察 し た 。 その他, 2 
匹 の 家 兎 , 2 匹 の ラッ テ , 5 匹 の モル モッ ト に 同 操作 の 
虫 体 を 1 白金 耳 量 の Strept. virid. び Staph. aureus 
と 共に 接種 し 同様 の 方 法 で 観察 し た 。 

2。 上 接種 マウ ス の 腹腔 洗 の 塊 反応 : 
20 匹 の マウ ス (i5g) の 腹腔 内 に 87?C48 時 間 培 養 の 洗 浴 
虫 体 50 万 /ml の 1.0ml を 腸管 の 損傷 を 避け る 為 に 先端 
を 多少 鈍 に し た リリ 針 で 注入 し た 。 始 め は 貯 滴 せ る 腹水 
を 採取 する 目的 で あつ た が , 接種 後 5 及び 10 日 の 試験 宰 
刺 で 20 例 共 腹 水 は 認 め ら ちら れ な か つた の で , 接種 後 2 週 目 
ょ り 実 験 を 終了 し た 12 週 迄 の 間 に 10 匹 の ャ マウス の 各々 ょ 
り 6 回 腹 膝 洗 浴 液 を 採取 黄 後 の 実験 に 供し た 。 即ち , 
1.0ml の 無菌 生食 水 を 注射 器 で 腹腔 に 注入 し 逆 に 引い 
て 採取 せる 0.5~0.6 ml の 洗 浴 液 を し , 沈 湾 そ 
の 都度 培養 し , 上 清 を 原液 と し て 2 Xx 2" に 倍数 稀釈 レ 
凝 塊 反 応 を 行 つ た 。 北 塊 反応 の 方 法 は 前 報 と 同じ で あ 
る 。 同時 に 健康 マウ ス 2 匹 を 同一 方 法 で 経過 観察 し 対照 
と し た 。 12 週 に 至り 生 残 せる 9 例 の 接種 マウ ス を 必殺 開 
腹 し , 肝 肛 瘍 形成 部 分 及び 虫 体 の 為 と 思わ れる 腹腔 内 の 
他 の 病変 部 分 を 総 て 培養 基 中 に 無菌 的 に 投入 し , 虫 体 の 
生存 の 有無 を 観察 し た 。 


実 葵 成績 並び に 結果 


1. 小動物 騰 内 接種 実験 
モル モッ ト , ラッ テ , 家 兎 共 接 種 翌日 の 鏡 検 で 極 く 少 
数 の 不 活 浴 に 動く 虫 体 を 発見 し た 。 併 し 征 ら 膝 分 泥 物 の 
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第 1 表 腹腔 接種 < ウス の 腹腔 液 の 
反応 の 経過 並び に 沈 湾 の 培養 , 腹腔 内 病変 


及び その 培養 結果 
塊 反 応 の 経過 12 週 
及び 他 で の 
2 3 5 8 10 12 週 の 病変 培養 
No. 
3 64 32 64 64 1 + 
416 16 16 16 8 8 一 2 一 
。 5 32 16 16 16 16 16 一 数 価 一 
。 716 16 16 16 8 8 + — 
16 16 16 16 16 3 休 
® 16 16 — 
10 16 16 + — 


— 


対 
2 8 16 8 8 


: 〇 は , 腹 湾 培養 で 虫 体 検出 例 . 
人 ム : No. 3 腹膜 に 接し て 株 が 1 個 


No. 4 小腸 壁 に 2 個 
No. 5 胃 後 部 に ” 数 個 
No. 8 小腸 壁 に 接し て 3 個 


増加 は 認め られ な か つた 。 ラッテ, 家 第 2 日 目 に 
体 は 鏡 検 培養 共に 陰性 で あつ た が , モル モッ ト 腔 内 容 の 
は 第 2 日 , 第 3 日 に は 不動 性 の 虫 体 を 散見 し た が 培養 
で は 増殖 し 得 な か つた 。 て その後 は すべ て 貝 体 は 見 られ な 
い 。 初 回 接種 後 16 日 目 の 再 接種 の 結果 も 同様 で 感染 は 不 
成立 に 終っ つた 。 

Staph. aureus, Strep. virid. を 同時 に 接種 せる 実験 
で は , モル モッ ト に お いて 接種 後 5 日 目 迄 少量 の 肝 性 分 
泌 物 を 認め 鏡 検 で 多数 の 肛 球 が 見 られ た が , 虫 体 は 第 2 
日 に は 不動 性 と な り そ の 後 は 陰性 で あつ た 。 家 兎 , ラッ 
テ は 接種 後 2 日 目 に は 腔 分 必 物 も 少量 で 肛 球 の 存在 以外 
に 虫 体 も 検出 され な か つた 。 大 部 分 の 動物 の 膝 分 泌 物 中 
の 細菌 は 接種 後 1 週 後 の 細 菌 は 接種 後 1 週 後 の 単 染 色 鏡 
検 で 殆 ん ど 確 認 出 来 な か つた 

所 見 

を 腹腔 接種 後 2,。 3, 5, 8, 10 及び 12 週 の 腹 
腔 洗 液 で 行 つ た 塊 反 応 の 経過 , 各 培養 結果 及 
び 病 変 部 の 培養 結果 を 第 1 表 《 ER 


869 


即ち , 凝 塊 反 応 の 陽性 価 は 64x が 最高 で あつ た 。 多く 
は 第 2 週 或 い は 第 3 週 に お いて 夫々 の マウ ス で の 目 高 佐 
を 示し 貢 後 次 第 に 低下 する が 最初 か ら 高い 価 を 示さ ず , 
その 人 週 それ が 続く も の も あつ た 。 第 2 週 の 液 
沈 湾 の 培養 の 結果 No. 8 , 8 , 9 の マウ ス で は 貝 体 陽 
性 と な り , その 中 838, 9 で は 夫々 64 メ x 及び 32Xx と 云う そ 
の マウ ス で の 上 最高 価 を 示し た 。 又 , 第 3 週 に お いて も 3, 
9 が 貝 体 陽 性 で , この 時 期 に お いて も 尚 腹腔 中 に 生 虫 体 
の 存在 し た 事 を 示し た 。 第 5 週 以後 の 沈 湾 の 培養 で は 虫 
体 の 増殖 は 何れ に お いて も 見 どれ な か つた 。 第 12 週 に 至 
つた 時 は No. 3 が 信 j 然 64x の 値 を 示し た 事 を 除い て 健康 
対 照 マウ ス の それ と 殆 ん ど 差 は な い 様 で あつ た 。 対照 試 
験 は 正常 マウ ス の 腹腔 洗 共 液 中 に も 4 ~ 6 x に 及ぶ 自然 
疾 塊 素 の 含ま れる 事 を 示し た 。 従 つて 最高 16x の 値 を 示 
すし た 4 例 (No. 4,。 7, 8, 10) で は 炭 密 に は 抗体 の 
産生 を 決定 し レ 得 ぬか も し れ 閣 が, それ 等 に お いて も を も 全 経 
過 を 見 る と 対 照 に 比べ て 幾 分 高い レベ ル に 在 る 。 

第 12 週 の 観察 後 , 生 残 せる 9 匹 の マウ ス を 必殺 開腹 し 
腹腔 内 の 病変 に 就 て 観察 し た 。 9 匹 中 6 匹 の 肝臓 に 明 ら 
か に 肝 認め た が その 6 3 匹 は 64 x, 1 は 
x, 2 は の 最高 の 価 を 示し て ぉ り 成 
の 認め られ な か つた 例 に は 64x と 云う 高い 値 を 示し た 
も の は な い 。 の 肝 は No. 3 を 除い て は 酷 性 
ii sone ト で 触れ る と 出血 する 事 な 
く 簡単 に 剥離 し その な の 明らか な 軽度 の な 
つた 。 そ の は 押せ ば つ ぶれ る が 多少 の 硬 さ を 有 
する 程度 で ある 。 No. 2 , 7 , 9 で は 肝 左 主 葉 前 面 に 各 
1 個 , No. 1, 10 は 肝 右 主 葉 前 面 に 各 1 個 存在 し た 。 
No. 3 の 肝 肝 瘍 は 肝 左 右 主 葉 前 面 に 各々 1 個 あ るり その 所 
見 は 前 述 の 5 匹 と 全く 異 つ た 。 即ち , 大 いさ は 同じ で あ 
る が 選 平 で ピン セッ ト で 肝 実 質 よ り 容 易 に 剥離 し 得 ず 無 

。 No. 3 は 肝臓 瘍 の 他 に 腹 側 腹 膜 に 接し て 移動 性 の 栗 
ず 固 い Kapsel を 有 し た が 内 容 は 同様 の 乾 酷 性 物質 で あ 

No. 4 , 5, 8 の 3 例 の 肝臓 に は 肝 間 及 びそ れ 等 の 痕 
跡 を 思わ し め る 病変 は 欠 除 し た が , No. 4 は 小腸 壁 に 附 
着 し て 2 個 , No. 5 は 胃 後 部 大 綱 に 附 着 し た 移動 性 で あ 
る 数 個 , そし て No. 8 は 小腸 壁 に 接し て 簡単 に 遊離 し 得 
る 3 個 の 夫々 No. 3 の 腹腔 に 見 られ た と 同様 の 硬い 乾 略 
様 塊 が 存在 し た 。 以 上 の 各 例 より の 肝 及 び 有 上 腹腔 内 の 病変 
部 を 全て 無菌 的 操作 の も と に 取り 出し , 内 容 物 を 夫々 浅 
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見 培地 で 培養 観察 し た 結果 , No. 8 の 肝 肝 瘍 部 分 を 投入 
し た 培地 は 2 日 目 よ り 貝 体 が 増殖 し 鏡 検 で 確認 し 得 た 。 
他 は 総 て 培養 5 日 目 に 継 代 培 養 せ る も 陰性 で 虫 体 は 検出 
され な か つた 。 


者 接 並 びに 総括 


従来 , Trichomonas vaginalis の 動物 接種 実験 は 多く 
試み あれ 皮 下 , 腹腔 及び 筋 内 接種 に 関し て は 成功 の 報告 
は 多い が , 内 接種 実験 に 関し て は 和牛 , 豚 , 
猿 , ラッ テ , モヤ モッ ト , wood rat, 猫 そ し て 
ウス 等 に 就 て 多く の 研究 者 に より 試み ぁ られ た に も 拘ら ず 
僅か に 猿 に お いて 1936 年 Vasquez Colet et al. CTrussell 
1947 に ょ る ), Kessel & Gafford (1940)、 及 び Trussell 
六 McNutt (1941) 等 が 感染 に 成功 し た に すぎ ず , 他 の 
接種 動物 は 全て 不成立 に 終っ つた 。 併 し 征 ら 同じ Tricho- 
monas 類 で ある TT. foetus で は Trussell & McNutt 
(1941) が 牛 で , Kradolfer(1954) に こ にょ れ ば MacDonald 
が 1948 年 , Morgan et al. が 1949 年 家 束 で , そし て Kra- 
dolfer (1954) は へ ハム スタ ー で 成功 し て いる 。 と の TT ッ ぁ . 
感染 不 成 功 の 原因 と し て ラッ テ で 試み た Bland et al. 
(1932) は 等 の 動物 の 何れ の も 自然 に 発 
生 す る と 云う 記録 の 無い 事 か ら 不 感染 に 終る の は 当然 で 
ある と 云い , 更に ラッ テ , モル モッ ト , 家 束 で 試み た 
Bonestell (1986 ) は 下 等 動物 の 膝 の グリ コー ゲン の 次 除 
に ょ る も の で あろ うし , それ に 加え て 人 体 騰 pH が 酸性 
で ある に 反し て 動物 の それ は アル カリ 性 で あり , 例え ば 
ラッ テ 7.0, モル モッ ト 【『.2, 家 を 示す 事 も 原因 
の 一 つ に な る と 推論 し て いる 。 即ち , 区 み の 増殖 に グ 
リコ ー ゲ ン の 占 $ る 位置 の 大 きい 事 は 既知 の 事柄 で あり 
岩井 の は 小動物 の 広範 な 接種 実験 の 結果 は 
臓器 特異 性 を 有する と 考え られ , そし て 感染 臓器 の うち 
虫 体 の 時 盛 な 増殖 が 見 られ る 筋肉 , 肝臓 が 多量 の グリ コ 
ー ゲ ン を 有 し て いる 事 は , この 原虫 が 増殖 に 多く の 糖 質 
を 必要 と する 事 に 関係 が ある と 思わ れる と 推論 し て い 
る 。 

現在 勝 ト 症 の 発症 要因 と し て 騰 内 グリ コー ゲン の 消 
長 , 虫 体 自 体 の 起 炎 性 , 共 在 細菌 の 助長 作用 の 三 つ を 拳 
げ る 者 も ある が (浅見 1958), 第 三 の 点 , 即ち , 動物 腔 
接種 実験 に お いて 細菌 と の 混合 接種 を 行 つ た と 云う 報告 
は 無く 僅か に 神津 (1957〕 が 難 胎 を 用 いて の 生体 内 で の 
両者 の 関係 を 観察 し て いる の み で ある 。 久 保田 (1954) 
は 培養 膝 ト リコ モナ ス の 増殖 と 騰 内 好 気 性 菌 の 関係 に 就 
て 観察 し , vw の 増殖 を 助長 する 18 株 の 細菌 を 挙げ て 
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いる が , その 中 で 最も 好適 に 働く Strept. virid., Staph. 
axreus の 二 株 を 使用 し た が 結果 は 虫 体 単独 接種 と 同様 
に 失敗 に 終っ つた 。 

生活 を マウ ス 腹 内 に 接種 し て 肝 を 形成 す 
る 事 は Schnitzer et al. (1950) に より 報告 され , 既 述 せ 
る 如く 岩井 1957 う の 詳細 な る 観察 で 衆 知 の 事 で ある 。 岩 
井 は 本 実験 に 用 いた と 同様 の B 株 100 万 /ml を 1.0ml マ 
ウス 有 上 腹 腔 に 接種 し 6 週 後 15 例 中 8 例 に 肝 肝 瘍 形成 を 見 , 
その 7 例 に 生 虫 体 を 確認 し た が 腹水 貯溜 例 は 1 例 に 過 
ぎ な か つた と 云う 。 本 実験 で は 接種 後 3 週 の 時 9 匹 中 2 
匹 の 腹腔 洗 浴 液 に 尚 生活 虫 体 を 認め た が 岩井 の 数 字 と の 
相 異 は 検出 方 法 及 接種 虫 体 数 こよ る も の と 思わ れる 。 て そ 
し て 12 週 後 の 開 腹 時 に は 9 中 6 匹 に 肝 認め No. 
8 以外 の 5 例 の 肝臓 外見 上 治癒 機転 に ある と と を 示 
し , , 肝 形成 の 無い 3 例 の 酷 様 塊 も 厚い 結 締 織 
に 被 胞 され 治癒 機転 を 示し て いた 。 No. 3 マウ ス で は 肝 
臓 瘍 は 肉眼 的 に も 治癒 し て 居 ら ず , 加え て その 培養 で は 
虫 体 が 蜂 盛 に 増殖 し この 例 に お いて の みみ 実験 の 最終 の 12 
週 に 尚 衣 塊 反応 の 陽性 価 が 依然 と し て 下降 し な か つた 。 
と の 例 の みか ら 考 える と 江 塊 反応 の 陰 転 て この 場合 は 対 
居 と 同じ 陽性 価 に な る 事 を 云う ) は 即ち 実験 感染 騰 ト 症 
の 治 准 を 示す も の の 様 に 思わ れる が 一 方 No. 8 の 如く 明 
ら か に 腹水 中 に 虫 体 が 存在 し た 時 期 に お いて も 特に 高い 
価 を 示さ も あり , No. 7 , 10 の 如く 肝臓 形成 
は あり 御 ら 第 2 週 に お いて すら 既に 値 が 低い (16x〕 う の 
も あつ た 。 と の 様 な 不一致 な 成績 の 得 ら れ た 原因 と し て 
は 先ず 第 一 に 抗体 合 有 物 と し て 上 腹腔 洗 浴 液 を 用 いた 事 が 
挙げ られ よう 。 浜田 (1958), 山 県 (1954) の 云う 如く マ 
ウス 腹腔 の ゃ . 感染 で は 腹水 貯溜 型 と 然 ち らち ざ る 型 が あ 
る か ら , 腹水 貯 溜 例 に お いて は 当然 高い 値 の 抗体 が 腹水 
洗 浴 液 中 に も 現われ ょ う が , 腹水 量 の 少 い 場合 に は 稀釈 
が 高度 と な る 故 洗 浴 液 中 の 抗体 価 は 当然 極め て 低い 箸 で 
ある 。 一 方 前 報 に お いて 用 いた 必ず 相当 量 の 
物 の 在 る の 高 濃度 の 帯 下 液 で ある 
明白 な 成績 と 成 つ た も の と 思わ れる 。 

前 の 論 お いて 臨床 的 ト 症 の 治 決定 する 
感染 帯 下 の 首 塊 反 応 の 意義 に 就 て 論じ た が , 本 実験 に お 
ける 動物 実験 の 結果 は 部 分 的 に は 前 報告 の 結論 を 支持 す 
る 事実 も あつ た が 全体 的 に 見 て 的 確 な 免疫 反応 と 感染 と 
の 関係 を 示す も の と は 思わ れ な い 成 績 が 得 ら れ た 。 


前 の 論文 で 症 感染 婦人 帯 下 を 以 て 行 つた 反 応 
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で 92.5% の 陽性 率 を 示し た 事 を 報告 し た が , 本 実験 に お 
いて 診断 学 上 に 占 む を る 帯 下 の 淫 塊 反応 の 価値 に 関し て 動 
: 物 実験 に ょ り 裏 付け る 事 を 試み た 。 

1) 実験 動物 の richomonas vaginalis を 感染 せ 
し め , その 帯 下 に 就 て 散 塊 反 応 を 試み 様 と し た が , モ 
ル モ ッ ト , ラッ テ , 家 軟 で は 貝 体 単独 或いは SYapk. 
aureus, Strept. virid. を 同時 に 接種 し て る 腔 内 感染 は 成 
立 せ ず 接 種 後 2~ 3 日 で 虫 体 は 消失 し た 。 

2) マウ ス 有 腹腔 に を 接種 し その 腹腔 洗 の 
反応 の 経過 を 観察 し た 結果 で は , 12 週 後に も 上 腹腔 か ら 生 
虫 体 の 証明 され た 1 例 に お いて の み 導 塊 反応 の 陽性 価 は 
全 経 過 を 通じ て 高い 価 を 示し た 。 そ の 他 の 12 週 後に お い 
て 虫 体 は 消失 し 膜 間 も 治癒 し て いた 例 の 多く で は 接種 2 
~ 3 週 後 に 一 時 的 に 疾 塊 価 は 上 昇 し た が , 直ちに 低下 レ 
て 対照 と 同 程度 の 価 を 示し た 。 併 し 年 ら 感 染 ゃ 肝臓 瘍 の 
形成 が あり 年 ら 低 い 値 を 続け た 例 も 見 られ た 。 

8) 以上 の 動物 実験 結果 は 前 報 の 感染 婦人 帯 下 の 北 塊 
反応 の 成績 程 明 白 に 感染 と 肖 塊 反応 と の 関係 を 示す も の 
で は な か つた 。 

稿 を 終る に 当り 種々 御 息 篤 な る 御 指 導 , 御 校 関 を 戴 い た 
松林 久吉 教授 並び に 浅見 敬三 助教 授 に 深 甚 の 謝意 を 表し 
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Summary 


In the previous paper, one of the authors (H. A) 
reported on the agglomeration test of vaginal dischar- 
ge infected with T. vaginalis. This test was pros- 
pective in determining the trichomonad infection. 
In the present experiments an attempt was made to 
demonstrate the reliability of the test by experimen- 
tally infected animals. At first, much effort was 
made to infect the organisms in vaginae of rabbits, 
guinsea pigs and rats, all resulting in failure. 

Then, the test was carried out with the peritoneal 
fluid of mice which were intaperitoneally inoculated 
with the trichomads. The fluid was drawn 6 times 
(2,3, 8, 10 and 11 weeks) after the inoculation and 
tested for the agglomeration. In most cases, the 
titre became highest 2-3 weeks after the inoculation 
and dropped gradually to become almost the same 
level as in control animals about 12 weeks after the 
inoculation. 

Autopsy was carried out after 12 weeks when the 
titre became almost normal. Mice which had shown 
high titre had generally a marked pathology in the 
peritoneal cavity due to trichomonas infecton. Tricho- 
monas, however, were not detected by the autopsy 
except one mouse which showed high titre (1:64) 
continuously throughout the investigation period. On 
the other hand, some mice showed only a low titre 
at the period when the trichomonads were actively 
growing. This agglomeration test with peritoneal 
fluid of mice supports in part the results of the test 
carried out with human vaginal discharge, but the 
titre and the degree of infection did not always 
coincide with each other. 
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鹿児島 県 名 瀬 保健 所 


(昭和 34 年 6 月 3 日 受領 ) 


我々 は 部 省 試験 研究 「 状 虫 駆除 研究 」 の 協同 
研究 の 一 部 と し て , 奄美 大 島 に お ける バン クロ フト 糸状 
虫 症 の 流行 地 , 4 部 落 に 対し , 主として Diethylcar- 
bamazine 剤 に よ ょ る 保 虫 者 の 集団 駆虫 と , DDT 又は 
Dieldrin の 屋内 残留 噴 ょ る 媒介 除法 を 併用 する 
方 針 を 採用 し て , 本 症 の 地域 的 駆除 の 研究 に 着手 し た 。 
本 研究 は , これ と 平行 し て 行わ れ た 長崎 大 学研 究 班 ( 長 
崎 県 下 う , 鹿児島 大 学研 究 班 (鹿児島 県 下 ), 及び 東大 伝 
研 (伊豆 諸島 及び 愛媛 県 下 ) の 実験 と 比較 対 を 行い つ 
つ 多 少 と も 投薬 法 な ど に 異 つ た 方 法 を 試み た が , 今日 の 
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Studies on the control of bancroftian filariasis in 
Amami Oshima island (*Department of Parasitology, 
Institute for Infectious Diseases, University of To- 
kyo, ** Department of Clinic, Faculty of Medicine, 
Kagoshima University, *** Department of Public 
Health, School of Medicine, Tokyo Medical and 
Dental University, ****Second Department of Pa: 
thology, Faculty of Medicine, Kagoshima University, 
*****[)epartment of Clinical Research, Institute for 
Infectious Diseases, University of Tokyo, ******Nase 
Health Center, Kagoshima Pref.) 

省 試験 研究 「 糸状 虫 除 研 」 報告 第 号 


と と ろ , 各地 区 と も 著しい 成果 を あげ, 本 症 の 予防 対策 
に 明る い 見 通し を えた の で , その 成績 を 中 間 報 告 と し て 
まとめ た 次 第 で て ある 。 な お , これら の 地区 に 対し て は さ 
ら に 長期 経過 の 観 祭 を つく さけ て いる 。 

奄美 大 島 に 対し て は 従前 か ら 鹿 大 佐藤 八郎 ら , 阿部 康 
男 ら の 研究 室 員 , 伝 研 佐々 学 , 田中 寛 ら , 及び 地元 , 名 
瀬 保健 所 員 ら の 糸 状 虫 調査 が 行わ れもん て いた が , 1958 年 度 
か ら は こと これら が 協同 し て 系 統 的 な 糸状 虫 症 駆 除法 の 研究 
を 開始 し , 名 瀬 保健 所 の 継続 和 的 な 作業 に 加え て , 伝 研 及 
び 鹿 大 より 次 の よう な 日 程 で 出張 研究 を 行 つ た 。 

第 1 回 1958 年 6 月 24 日 より ? 月 11 日 まで で , 参加 者 
医 歯 大 , 田中 寛 , 伝 研 , 佐々 学 , 佐藤 孝 慈 , 池 庄 司 租 明 , 
鹿 大 , 福島 英雄 , 堀 栄 太郎 。 

第 2 回 1958 年 10 月 28 日 より 11 月 4 日 まで , 参加 者 , 
伝 研 佐々 学 , 池 庄 司 三 明 , 長田 泰博 , 鹿 大 米沢 藤 士 。 


I. 各地 区 に お ける 実施 方 法 


研究 の 対象 に 選定 し た 部 落 は 名 瀬 市 の 仲 勝 , 有 屋 , 大 
態 と , 瀬戸 内 町 の 網野 子 で , 各地 区 と も あら か じ め 保 健 
所 及び 担当 役場 を 通じ て 準備 を 行い , 全 住 民 を 対象 と す 
る 総員 検 血 を 行 つ た 上 , 保 虫 者 は 改め て 60cmm の 探 血 
標本 を 作 つ て そ を の 中 の ミク ロフ マ ィ ラリ ア ( 以 下 Mf' と 和 省 
略 ) の 数 を 測定 し , その 後 一 定 方 式 (部 落 に より 異 つ た 
方 法 を 比較 実験 し た う の 駆虫 剤 投与 を 行 つ た 後に , 定期 
の 間隔 を お いて 定量 的 な 検 血 を くり か え し , 個人 及び 集 
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第 1 表 奄美 大 島 に け る 虫 除 対策 実施 要領 (1958 年 ) 


地 区 有 屋 件 綱 野 子 
戸数 ・ 人 口 51 戸 270 人 46 戸 216 人 214 戸 1,134 人 60 戸 288 人 
従前 の 対策 な し 林 1957 年 7 月 29 日 一 般 検 1956 年 6 月 3 日 一 般 検 


( 佐 々 ・ 田 中 ), 523 
名 中 64 例 陽性 , 1957 年 
12 月 全戸 DDT ペー スネ え 
ト 撤 布 , 1956 年 より 環 


血 ( 田 中 ), 176 名 中 50 
例 陽 性 , 1957 年 ょ より 環 
境 衛生 改善 着手 


境 生 改 善 着手 
総員 検 血 6 月 24 日 , 192 名 中 36 6 月 24 日 , 198 名 中 32 6 月 27,8 日 , 866 名 中 7 月 5 日 。241 名 中 37 
例 例 102 例 例 
保 虫 者 定量 
検 血 及び 投 6 月 26 日 6 月 26 日 6 月 30 日 7 月 6 日 
薬 開 始 日 
保 1 日 1 回 2mg/kg 1 日 1 回 2mg/kg 1 日 1 回 2mg/kg 1 日 1 回 2mg/kg 
5 5 10 5 日間 連 用 
者 法 つづ いて 4mgl/kg つづ いて 4 mg/kg ( 計 20 mgl/kg) あと 10H 2mg/kg 
対 5 日 5 
策 ( 計 30 mg/kg) ( 計 30 mg/kg) 30mg/kg 
7 月 1 日 (投薬 5 日 後 ) 投薬 終 投薬 開始 
7 月 8 日 (終了 直後 ) 7 月 10 日 (〒 直 後 8 月 4 日 (26 後 
保 者 の 後 月 4 日 (39 日 後 ) 8 月 5 日 (36 日後) 
検 血 時 期 。 10 月 28 日 (124 日 後 ) P 10 月 30 日 (122 日 後 ) 11 月 3 日 (120 日 後 ) 
11 月 2 日 ( 
投薬 後 
第 1 回 6 月 30 日 5 デ 第 1 回 6 月 30 日 5 必 デ 第 1 回 1957 年 12 月 第 1 回 7 月 6 日 5 デ 
堪 ル ル DDT ペー スト ル 
介 残留 噴 凶 乳剤 27kg, 1 戸 あ た 乳剤 27kg, 1 戸 あ た 第 2 回 1958 年 7 月 2 日 乳剤 54kg, 1 戸 あ た 
y y DDT 乳剤 40kg, 
対 実 施 原 体 26.5g 原 体 29.3g 1 戸 あ た り 原 体 94g 原 体 45g 
筑 第 2 回 10 月 31 日 5 必 デ 第 2 回 10 月 31 日 30 必 第 3 回 11 月 8 日 5 デ 
ル DDT 乳剤 36kg ル 


乳剤 18kg 


乳剤 54kg 


団 と し て の Mf 数 の 消長 を 観察 し た 。 

と れ と 平行 し , 各部 落 の 媒介 麗 発 生 状況 の 調査 を 行 
い , 発生 源 対 策 の 指導 を 行う と 共に , 全 部落 一 容 に DDT 

は Dieldrin 製剤 の 屋内 残留 を 実施 し て , , へ 
エ な どの 発生 消長 を た 。 

と れ ら の 各 作 業 の 具体 的 な 方 法 を 略記 すれ ば 次 の ょ うぅ 
に な る (第 1 表 )。 

A. 保 虫 者 対策 

1。 検 血 : 夜間 21 時 より 24 時 ころ の 間 に 全 住民 を 部 落 
内 の 集会 場 に 集め リ : 注射 針 を 用 いて 耳 玉 を さ し , 2 滴 
( 各 滴 約 20 cmm) の 血液 濃 疹 標本 を 作製 し , 翌朝 乾燥 後 
と れ を 溶血 し て ギ ム ザ 染色 し , Mf の 存否 を し ら べ た 。 
種類 は すべ て バン クロ フン ト 糸 状 虫 で あつ た 。 

2. 保 虫 者 の 定量 検 血 : 総員 検 血 で Mf の 陽性 で あつ 
た 者 を 改め て 招集 し , メラ ン ヂ ュー ル を 用 いて 20cmm 
づ ・> ゝ >, 8 回 採血 し て 同一 スラ イド に 3 個 ( 計 60 cmm) 
の 濃 疹 標本 を 作り , 同じ く ギ ム ザ 染色 し て , 各 滴 ご と の 


(31 ) 


MFf 数 を 汁 測 し た 。 た くし, 本 論文 の 表 中 に は 3 個 の 合 
計 の 数 字 を あげ た 。 

8. 駆虫 剤 投与 法 : 糸状 虫 剤 と し て は diethylcarba- 
mazine (スパ トニ = ニン, 田辺 製薬 ) の 0.5 gg 入り 錠剤 を 用 
いた 。 投薬 は 1 日 1 回 と し , 1 回 量 は 当初 は 成人 2 錠 ( 約 
2 mg/kg), 中 学生 1 錠 半 , 小学 生 1 錠 と し , その 人 後 一 部 
の 部 落 で は 1 回 量 を その 倍 と し た 。 薬剤 は 個人 に は 渡さ 
ず , 少く も 第 1 回目 は 定量 検 和 現に 招集 し た さい に 注意 を 
あたえ て 目 の 前 で 服薬 させ , 以後 は 所 要 量 を 区 長 に あ づ 
け て , 各 人 が 服薬 日 の 夜間 定刻 と に 区長 の 家 に ゆき , その 
眼前 で 服薬 し , 区 長 は これ を 名 簡 に 記入 し て 我々 に 早出 
する 制度 と し て , 確実 に 規定 量 を 内 服 す る よう に し た 。 

B. 媒介 対 策 

方 の バン クロ フト 虫 の 主要 媒介 アカ イエ 
カ Calex pipiens ballens と 考え られ る が , と これ に 対し レ 
て 各地 区 住民 に 発生 源 除 去 法 な ど 環 境 対 策 を 指導 する と 
共に , 殺虫 剤 の 全部 落 一 氷 残 留 噴 霧 は 年 2 回 (7 月 初め 
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及び 10 月 ) を 原則 と し , 次 の よう な 方 法 で 実施 し た 。 

DDT 製 剤 : 402DDT ペ ー ス ト , 50%DDT 水 和 
又は 80 DDT 乳剤 (いづ れ も DD 協会 提供 ) を 用 
い , と これ を 水 で 稀釈 し て 5 2% 懸 濁 底 と し , 壁面 1 平方 米 
あたり 40cce (DDT と し て 2 g) の 割 に 撤 布 する ょ う 指 
導 し た 。 

Dieldrin 製剤 : 5 Dieldrin 乳剤 (ディ ルド リン 協 
会 提供 を 水 で 10 倍 に て 0.522 乳 液 と し , 壁面 1 
平方 米 あ た り 40cc の 割 で 撤 布 する ょ う 指 導 し た 。 

残留 噴霧 の 実施 : 当日 は 部 落 の 全 家 麻 が これ に 協力 
し , 屋内 の 荷物 を 庭 に 出す か , 室 の 中 央 に 集め , 畳 を あ 
げ て あら か じ め 清 掃 を 行 つ た 。 殺 虫 剤 稀釈 液 は 戸数 に 応 
じ て 各 班 (1 班 は 10 な いし 20 軒 ) に 配分 し , それ ぞ れ 青 
年 団員 が 分 担 し て 撤 布 し た 。 撤 布 は アカ イエ ェ カ 対策 を 目 
標 と め に 室内 の 側壁 に 重点 を お き , 天井 や 床 は 直 
接 に 撤 布 し な いこ と と し , 殺虫 剤 の 節約 に 努め た 。 拉 布 
作業 者 に は いずれ も 予め 撤 布 法 の 講習 を 行 つ た 。 

媒介 表 対 策 の 実施 成績 に つい て は 別に 報告 する が , と 

くに 残留 噴霧 法 が ァ カ イェ エ カ に 対し て は か な り 長 期間 有 
効 で あつ た と 判断 され て いる 。 


レ た た 


基礎 調査 
各地 区 に つい て 世帯 別 の 総員 名 科 を 作製 し , 2 滴 法 に 
ょ る 夜間 検 血 を 行 つ て 保 虫 者 を 検出 し , その 後 陽性 者 の 
み を 対象 に 駆虫 作業 を 行 つ た 。 


A. ミク ロフ マ ィ ラリ アア 陽 性 率 
1. 有 屋 部 落 名 瀬 市 に 属し , その 市 街 地 か ら 東 方 約 


6 km の 山 問 に ある 農村 で ある 。 戸 数 51, 人 口 270, 19 
58 年 6 月 24 日 に この うち の 現在 員 192 名 を 検 血 し て 36 例 
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(18.826) に Mf を 検出 し た 。 

2. 仲 勝部 落 有 屋 の 北方 に 隣接 する 山間 の 農村 で , 
戸数 46, 人 口 216, 6 月 24 日 に 現在 員 198 名 を 検 血 し , 
32 例 (16.226) が Mf 陽性 で あつ た 。 

3.。 大 態 部 落 名 街 か ら 東方 約 7km の 海 あ 
る 農 漁 村 で , 1956 年 より 本 島 に お ける 陣 境 術 生 モデ ル 地 
区 に 選定 され , と くに 麗 , ハ へ ェ 駆除 に 従前 か ら 全 部 落 的 
な 活動 を っ つく さけ て いた 。 す で に 1957 年 12 月 18 日 に DDT 
ペー スト を 用 いた 全戸 屋内 残留 噴 圭 が 実施 され た 
1957 年 7 月 29 日 夜 , 佐々 , 田中 ら が 同 部 落 員 523 名 の 検 
血 を 行い , 64 例 (12.2%6) が Mf 陽性 で あつ た 。 今回 は 
6 月 27, 8 日 の 夜 一 般 検 血 を 行い , 866 名 中 102 名 (11.8 

し て は 陽性 率 が 低い とこ と が 注目 され る 

4. 網野 子 部 落 瀬戸 内 町 古 仁 屋 の 東方 約 Tkm の 海 
岸 に あつ て 周辺 と 隔絶 され た 部 落 で ある 。 戸 数 60, 人 口 
288, 1956 年 6 月 に 田中 が 検 箇 を 行い 176 名 中 50 例 (28.4 
926) の 陽性 者 を 見 出し た 。 ま た 同年 より 遇 ハ へ ェ 駆 除 の 斑 
境 衛 生 改善 に 人 金 部 落 共 同 で 着手 し て いる 。 

当 部 落 に 対し て は 7 月 5 日夜 に 在住 者 総員 の 検 血 を 行 
い , 241 名 中 78 例 (30.2%) の 保 虫 者 を 検出 し た 。 4 地 
区 中 最も 高 率 で あり , 有 症 者 も 多く み ら れ た 。 

B. 陽性 者 の 年 齢 分 布 及 び 家 族 集積 性 

総員 検 血 で Mf の 証明 され た 者 に つい て , そ の 年 齢 分 布 
を 示し た の が 表 2 , 各 穫 帯 単位 に その 構成 人 数 に 対す る 
陽性 者 数 か ら み た 度数 分 布 を 示し た の が 第 3 表 で ある 。 
陽性 者 の 年 齢 分 布 は と れ ま で 他 の 地域 の バン クロ フラ ト 共 
状 虫 症 で み ら れ た も の と 同 似 の 傾向 を 示し , 功 若 層 か ら 
成人 層 に 向 つ て 蘭 増 する 型 で ある と こと を 認め た 。 家族 集 
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第 2 表 ミク ロフ ィ ォ ラ リア 陽性 者 の 年 齢 分 布 (奄美 大 島 , 1958 年 ) 
有 屋 仲 子 計 
0~ 4 24 1 4.2 30 0 112 89:89 37 4- 203 6 2.95 
5~ 9 20 1 90 25 2. 80 142 15 10.6 30 8 26.7 
10~14 22 25 9 36.0 110 16 14,6 9 33.3 184 37 20.1 
15~19 15 6 40.0 18 3 16.6 2 0 139 13 5 38.5 118 24 20.4 
20~29 26 7 27.0 22 4 18.2 104 11 10.4 49 17 34.7 207 39 19.4 
30~39 26 23.1 26 5 19.2 100 10 10.0 19 3 
0~49 13 2 15.4 16 3 3388 69 15 21.8 25 14 56.0 123 34 27.8 
50~59 26 15 2 13.3 67 10 15.0 23 6 26.0 413% 
60 以 上 20 3 15.0 21 4 19.0 90 14 15.6 18 8 44.5 149 29 19.4 
計 192 36 18.8 193 32 16.2 866 102 11.8 241 73 30.2 1,497 243 16.3 


( 
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第 3 表 
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積 性 の 検討 に つい て は 別に 報告 する と こと と し , と ここ に は 
デー タ の みあ げ る 。 

C. 陽性 者 に お ける Mf 数 の 度数 分 布 

と れ ら 地域 の 検査 総数 に ついて, 血液 60 cmm 中 の 


1 367 


で | Mf 数 の 分 布 を し ら べ る と , Poisson 型 よ り 著 し く ゆ が 
ゅ | ん で , 少く も Mf 数 が 総 人 口 に つい て 著しい 集積 性 を 示 
| し て い と と が 示さ れ た 。 陽 性 者 の み に つ いて その 度数 
分 布 を し ら べ て も , 正規 分 布 か と 著しく 外れ て , 表 4 に 
S| 示し た ょ うに 対数 を と っ つた と き (本 表 で は 1/10 の 対数 
| で 分 類 し た ) ほ さ と れ に 近い 学 布 を 示し た 。 し か し , 投 
上 ゅ | 薬 を する と 再び 著しい ゆがみ を 来 し た 。 
a TIL. スパ トニ ン に よる 集団 駆虫 の 実施 成績 
方 式 4 地区 に 対し て (a) 2 mg/kg 5 日間 
| 十 4mg/kg 5 日 間 < 計 30mg/kg. 10 日 連続 法 ) を 有 屋 , 
仲 に , 2 mg/kg 10 日 間 ( 計 20mg/kg, 10 日 
| 法 を 大 態 に , (c〕 2 mgl/kg 5 あと 10 おき 


に 2 mg/kg 10 回 分 ( 計 30mg/kg, 4 ヵ月 で 1 クー ル ) を 
網野 子 に 応用 し た 。 そ の 経過 中 に 60cmm の 定量 検 面 法 
を 反 枚 し た 。 

この 観察 法 に 従 つ て 4 ヵ月 後 ま で の 経過 を 集計 し た の 
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M が 第 4 。 5 表 で ある , この 集計 に は , 全 回 の 検 血 を うけ 
た 者 の み を と りあ げ , 途中 に 1 回 で も 検査 を うけ な か つ 
コ | た と と の ある 者 は 省 い た 。 
き 2。 Mf の 減少 状況 
有 屋 : 投薬 直前 の 第 1 回 検 は 全 検 を うけ た 保 
2 者 21 例 の 60cmm 中 の 平均 Mf 数 は 68.67, 2 mglkg 5 
| 日 投与 後 の 第 2 回 検 査 で は 平均 11.14 (第 1 回 の 16.27 
| 8), さら に 4 mg/kg 5 日 間 投薬 後 の 第 3 回 検査 で は 2.76 
さ | (4.02 26) と 減少 し , その 後 投薬 せ ず に 約 1 ヵ月 経過 後 
a の 第 3 回 検 血 で は や や 増し て 7.14 (10.40 %%) 4 ヵ月 後 
.。| の 第 4 回 検 村 で は さら に 上 昇 し て 12.88 (18.08 %) と 
= 仲 勝 : 有 屋 と 同じ 方 法 で 実施 し , 23 名 の 保 虫 者 に つい 
ー| て 第 1 回 55.88, 第 2 回 (5 日 後 ) は 1.57 (2.80%2) と 
有 屋 の 場合 より 著しく 低く な り , 第 3 回 (10 日 間 の 投薬 
Co 終了 後 ) は 前 回 と 大 差 な く 1.96 (3.50%2), 第 4 回 (1 月 
後 ) は 4.43 (7.94), 第 5 回 (4 月 後 ) は 著 変 な く 4.26 
コー | (7.6326) で あぁ つた 。 有 屋 に 比 し て Mf 減少 率 が すぐ れ 
台 | て いた 理由 は , 保 虫 者 の 投薬 が 厳格 に 守ら れ た と と も 一 
i 因 と 考え られ る 。 


大 態 : 前 の 2 地区 に 上 比 し 薬 量 が 少 い 。 67 名 に つい て 投 
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第 4 表 検 血 陽 性 者 の Mf 数 廃 数 分 布 の 推移 (奄美 大 島 , 1958) 
MFf 数 0 1~3 4~10 11~32 33~100 101~316 317~1,000 1,000 以 上 計 平均 
[ 総 員 0 5 10 23 22 18 8 2 88 
大 投薬 前 0 5 7 16 18 13 6 2 67 152.1 
10 日後 14 19 14 16 2 2 0 0 67 12.0 
熊 136 日 後 17 14 13 15 5 3 0 0 67 15.6 
122 日 後 16 12 11 18 8 2 0 0 67 17.6 
総 員 0 6 5 3 7 9 0 0 35 
投薬 前 0 3 3 5 4 6 0 0 21 68.7 
有 J 5 後 4 6 2 1 0 0 
|13 後 12 6 1 0 0 0 0 
33 日 後 9 6 2 3 1 0 0 0 OP a 
124 日 後 7 4 4 4 1 1 0 0 2 124 
誰 員 0 5 6 8 3 7 1 0 30 
投薬 前 0 3 6 6 2 5 1 0 23 55.8 
5 後 1 9 2 1 0 0 0 0 
| 勝 | 13 昌 後 13 7 1 2 0 0 0 0 23 1.96 
39 日 後 6 9 7 1 0 0 0 0 23 4.43 
124 日 後 11 4 4 4 0 0 0 0 23 4.26 
総 員 0 1 6 13 12 28 8 1 69 
投薬 前 0 1 9 9 21 5 1 47 184.8 
か 日 後 8 13 11 12 3 0 0 0 47 9.40 
120 日 後 29 13 3 2 0 0 0 0 7 A 
許 : 総員 と は 投薬 前 の 検 血 者 全員 の 成績 , その 他 は その 後 全部 の 検 和正 を 受け た 者 に つい て の み 集 計 し , 事故 
で 1 回 で も 欠席 し た 者 は 除い た . 
第 5 表 え ペ パト = ン 和 集団 投 に た ょ る ミク ロフ ィ ラ リア の 地域 的 減少 状況 (奄美 大 島 の 4 部落 , 1958 年 庶 ) 
部 落 別 有 屋 仲 勝 大 熊 征 野 子 
検 査 人 数 192 198 866 241 
保 虫 者 数 ( 率 ) 36 (18.8%) 32(16.2%) 102(11.8%) 73 (30.2%) 
方 式 錠 5 日 , 4 5 日 2 日 , 4 5 2 
完全 被 検 血 者 数 21 23 67 47 
g | 投薬 前 68.67 (100.0) 55.83 (100.0) 152.07 (100.0) 184.79(100.0) 
日 後 11.14 (16.27) 1.57 (2.80) 
10 日 2.76 (4.02) 1.96 (3.50) 11.96 (7,86) ノ 
1 後 7.14 (10.40) 4.43 (7.94) 15.63 (10.28) 9.40 (5.09) 
12.38 (18.03) 4.26 (7.63) 17.64 (11.60) 1.45 (0.78) 
[5 日 後 4 (19.1) 11 (47.8) 
- 軸 110 日 後 12 (57.1) 13 (56.5) 12 (17.9) / 
1 月 9 (42.8) 6 (26.2 17 (25.4) 7 (14.9) 
4 月 後 7 (33.3) 11 (47.8) 16 (23.9) 29 (61.7) 
薬 前 の 第 1 回 は 平均 152.07 で あつ た が , 第 2 回 (投薬 終 網野 子 : この 地区 は 全量 830mg/kg の うち . 10mgl/kg 
了 後 ) で は 11.96 (7.862), 第 3 回 (1 月 後 ) で は や や を 5 日 間 に あ ぁ あたえ, あと は 2mg/kg づ >10 日 お よき に あ 
ふえ て 15.63 (10.28 ), 第 4 回 (4 月 後 ) に は 17.64 た える 方法 を と つた と と ろ , 347 例 に つい て 投薬 前 平均 
<11.60 %%) で あつ た 。 184.79 に 対し , 1 月 後 は 9.40 (5.0922), 4 ヵ月 後 は 1.45 
( 34 ) 
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第 6 表 スペ パト = ン 投 薬 と 血 中 Mf 数 (60cmm) の 関係 (1958, 奄美 の 有 屋 ・ 仲 勝 ) 


前 検 第 1 回 第 2 回 


7 月 9 日 


男 60 376 2x4 42 4x6 15 28 欠 2Xx5 3 

16 257 1.5x5 13 3x5 19 35 欠 2x5 4 

男 32 219 2X5 欠 4X5 3 23 39 2X5 0 

女 13 193 1.5Xx5 10 3xX6 9 12 11 1.5Xx5 0 

女 8 102 1Xx5 5 2X5 13 44 12 1Xx5 0 

女 18 77 2X5 0 4x6 2 6 欠 2Xx5 0 

男 63 52 2X5 3 4x5 1 7 9 2Xx5 0 

男 35 45 2X5 0 4x5 2 8 17 2x5 0 

28 42 2Xx5 18 4X5 2 11 22 2x5 0 

2x4 4X3 12 1 欠 2X5 0 

5 2X5 0 4X5 1 3 1 2x5 0 
平均 数 126.0 8.3 Zz:3 16.7 15.9 0.64 
比 率 6.6% 5.8% 13.3% 12.7 0.51% 
:2X5 と は 2 5 日 連用 の 意味 で ある 。 投 薬 は 原 別 と し て 2 mg/kg 5 日間, その 直後 検 (中 検 ), 引 続 


き 4 mg/kg 5 日 間 , その 後 検 血 , あと 約 1 月 及び 3 月 後に 検 血 , さら に 2 mg/kg 5 日 間 投 薬 後 検 血 を 行 つ た 。 


(0.7826) と 次 第 に 減少 し , 4 月 後 , 成績 は 他 の 3 地区 
に 比べ て 著しい Mf の 減少 が み ら れ た 。 

8.。 副作用 に つい て 

糸状 虫 保有 者 に スペ パト = ン を 投与 する と , その 一 部 に 
初め の 1, 2 日 間 発熱 , 頭 痛 , 悪心 な どの 一 作用 が 発現 す 
る 場合 の ある と と は よく 知 られ て いる 。 今回 の 投薬 は 1 
日 1 回 2 mg/kg の 割 で あつ た が , 副作用 を 訴え た 者 は 有 
で 36 名 中 11 例 仲 で は 82 名 中 18 例 (40.5 
26) で あつ た 。 と れ ら は いづ れる ぁ を も 服薬 を 継続 し て いる う 
ち に 消失 し た 。 

4。 再 投薬 の 成績 と つい て 

有 屋 及び 仲 勝 の 成績 に と ょ つて , 2 mg/kg を 5 日 間 投 薬 
すれ ば Mf は 著 明 に 減少 し , その あと さら に 84 mg/kg 

経験 し た 。 即ち , EN 
うに , 1 回 量 2 mg/kg の 投薬 を 長い 間隔 を お いて 長期 に 
くり か えす と き は 次 第 に Mf が 減少 する こと を 知 つ た 。 
て こと で , 有 屋 , 仲 勝 の 保 虫 者 の うち , 4 月 後に も い ぜ 


ん Mf を 検出 する 者 11 例 を えら ちび, 2 mg/kg 5 日間 投 


与 を 再び ぴ び 行 つた と と ろ , 表 6 に 示す よう に , その いづ れ 
も Mf が 著 明 に 減少 し た 。 と これ に ょ より, スパ ト = ン は 

期間 (この 場合 は 10 日 間 ) の うち 集中 し て 投薬 し て も , 
ある 程度 以上 Mf の 減少 は 期待 出来 な い が , 長期 間 の 問 


chai ヽ ‘て 投与 すれ ば さら に 有効 で ある と と が 推定 され 
5.。 症状 に 対す る 影響 

今回 の 投薬 は Mf 陽性 者 に 対し て の み 行 い , 乳 魔 尿 , 
象 皮 病 な ど を 示す 有 症 者 で も Mf を 検出 し な い 場 合 に は 

従前 か ら 熱 発作 , 頭重 , リン パ 腺 腫 な ど を 示し た 者 に 
ついては, 終了 後 た は 大 部 人 な いし 
を 自覚 し , 熱発 作 は と の 4 月 中 に 網野 子 で 1 例 に み ら れ 
た と いう ほか は 人 金地 区 と も 発現 せ ず , スペ パト = ン 投 薬 が 
単に Mf 減少 と ょ る 予防 効果 を 示す の みな ら ず , 少く も 
急性 症状 に 対し て は 好 影 響 を 示す こと が た し か め ら れ 


{<o 


Diethylcarbamazine 剤 (スパ ト = ン )〕 が バン クロ フト 
玄 状 虫 保有 者 の ミク ロフ マラ ィ ラ リア を 減少 させ , か つ そ の 
急性 症状 を 抑制 する 作用 が ある と と は すでに 多く の 報告 
が ある 。 

今回 の 研究 目的 は , ある 地域 の 保 虫 者 全般 に 対し て 。, 
どの ょ うな 投薬 法 を 実施 し た な ら ば , 最も 経済 的 に , 容 
易 で , か つ 効果 的 で ある か を 見 出 そう と し た も の で あ 
る 。 も ちろ ん , 今回 の 実験 は , 対象 地区 が 少く , 投薬 法 
も 3 種類 に 止 り 。 か つ 観 察 期間 が 4 ヵ月 あま り に すぎ な 
い の で , と これだけ の 成績 で 全般 的 な 結論 を 見 出す の は 明 
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ら か に 早計 で ある 。 

今回 の 観察 は 我国 で 最も 糸状 虫 症 の 濃厚 に 存在 する 地 
域 で 行わ れ , 観察 し た 保 虫 者 総数 248 名 , うち 完全 被 検 
者 158 名 に 達する と いう 点 で , 結果 の 判定 に は 有利 な 条 
件 を そなえ て いる 。 し か し , 薬剤 の 効果 判定 の 比較 に 
“ある 地域 の 同じ 処置 を うけ た 保 虫 者 の 平均 Mf 数 を 比 
較 す る "と いう 方 法 を 採用 し た と と は , 他 に と れ 以 上 の 
ょ よい 形式 が 考え られ な か つた に せよ ょ よ , 根本 的 な 疑問 が あ 
る 。 そ それは, 保 虫 者 の Mf 数 の 分 散 が 正規 分 布 よ り は る 
か に 外れ て いる か ら で あ る 。Mf 数 が 比較 的 少 い 保 虫 者 
の 数 が 非常 に 多い な か で , Mf 数 が 数 百 以 上 に も 達する 
人 が 少数 ある が , 平均 数 の 推移 を みる 場合 に は , これ ら 
少数 の 大 量 保 虫 者 の 動向 が 全般 の 結果 に 著しく 強く 現れ 
で わけ ある 。 

今回 の 実験 結果 の 判断 に は , 以上 の よう な 考慮 を お い 
て 慎重 を 期す る 必要 が ある こと と は いう まで も な い が , 次 
の ょ うな 面 で は 将来 の 実施 方 針 に 対し 有力 な 手がかり を 
えた も の と 考え る 。 

1. 1 日 の 投薬 回 数 に つい て _ 従前 は 1 回 2 mg/kg 
を 1 日 3 回 投薬 する こと を 規準 と する 方 法 が ひろ くさく 行わ 
れ て いた が , 日 常 通 り の 生活 を 送り つつ 服薬 を つく さけ る 
た め に は , 1 日 3 回 法 は 実施 に 困難 が ある 。 1 日 に 1 回 
服薬 と し , 毎晩 一 定 の 場所 に 集合 し て 責任 者 の 監視 の 下 
た 服薬 する 方 法 が 集団 駆虫 法 と し て は 確実 な こと を 体験 
ら 

2.。 1 日 の 投薬 量 に つい て 今回 は 規準 量 の リ り :, 1 日 
約 2 mg/kg まで 減量 し た が と これ で も 充分 な 効果 が あげ 
られ る こと と を 知 つ た 。 

8. 投薬 方 つい て の 回 数 と 間隔 に つい て は 
色々 の 方 式 が 考え られ る 。 と れ ま で 匠 国 で 糸状 虫 症 の 治 
療 に 主として 採用 され て 来 た の は “短期 集中 投薬 法 ” で 
ある 。 と こと これ に は 1 日 量 6 mg/kg を 3 回 に 分 服 , 14 日 間 , 
総量 84mg/kg が 通常 の 規準 で あつ た 。 ま た , 近 年 Kessel 
ら (1955), Edeson ら (1957) は “長期 分 割 投薬 法 " を 
採用 し て いる 。 本 研究 班 の うち, 長崎 大 学 グ ルー プ の 北 
五島 に お ける 実験 及び 鹿児島 大 学 グ ルー プ の 坊津 に お け 
る 実験 は , 1 週間 な いし 1 月 を 間隔 と する 長期 分 割 法 を 
は じ め て 我 国 の パン クロ ント 夫 状 虫 症 に 試み た も の で あ 
る 。 本 研究 に と お いて は , いずれ も 従来 の 規準 より 微量 の 
スパ トニ = ニン を 用 い , 短期 集中 法 ( 有 屋 , 仲 勝 , 大 態 の 場 
合 〕 と こと の 両者 の 折 中 法 好 ち , “集中 と 分 割 併用 法 ”( 綱 
野 子 の 場合 ) と の 比較 を 試み た 。 

と れ ら の 結果 を みる と , 短期 集中 法 で は , 2 mg/kg を 
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5 日 間 確 実に 内 服 す れ ば Mf は 減少 し , 平均 し て 当初 の 
5 2 以下 に な る が , さら に その 倍 量 を 5 日間 あ た えて 
も ,。 それ 以上 は あま り へ ら な い 。 そ の 人 後 放置 し て お く と 
Mf 数 は 多少 増加 の 傾向 は あぁ る が , 当初 の レベ ル に は も 
どら ず , 4 ヵ月 後 に お いて も 凡そ 10 程度 に 止 つ て い 
る 。 そ を そして, 4 ヵ月 と いう ぅ 間隔 を お いて 改め て 投薬 する 
と , 今回 は 有効 で , Mf の 消失 な いし 激減 を 来 す こと を 
知 つ た 。 

長期 分 割 法 で は , 投薬 の 度 ご と に Mf 数 が 次 第 に 減少 
し , と の 方 法 で も 数 ヵ月 後に は 著 明 な 効果 を 期待 し うる 
と と が 明らか と な つた 。 し か し ,。 この 方 法 で Mf 数 が 最 
低 線 に 週 する に は 長期 を 要する 。 

今回 我々 が 新しく 試み た 折 中 法 (集中 と 分 割 併用 法 ) 
は こと の 両者 の 長所 を 生か そう と いう 意図 で ある 。 即ち , 
ま づ 短期 間 の うち に Mf 数 を 速 に 減少 させ , 諸 症 状 の 緩 
人 快 を も 早期 に 期待 し うる と 共に , その 後 は 分 割 法 の 長所 
を 生か し て 終局 的 に Mf 数 を 最低 線 に まで 抑え よう と 考 
えた 。 そ の 結果 が 網野 子 の 4 ヵ月 後 の 成績 こと み られ た ょ よ 
うな 好成績 と な つて 現れ た も の と 推定 され る 。 

即ち , Diethylcarbamazine 剤 の 短期 集中 法 に よる Mf 
減少 効果 を 充分 に 期待 する た め に は ある 程度 の 薬 量 が 必 
要 で , 2~ 6 mg/kg 1 回 で は 不 充分 な こと は 明らか で あ 
る 。 そ の 反面 , 短期 間 に い か に 大 量 を 投薬 し て も その 次 
果 に は 限界 が あつ て, 一 部 の 保 虫 者 に どう し て も Mf の 
と り 切 れ な い 例 が み ら れ る と と も すでに 経験 され て い 
る 。 そ と で 和 垢 々 は 今回 の 実験 で , 2 mg/kg 5 日 間 と いう 
方 式 を 短期 療法 の “必要 な 最低 量 *” と 一 応 判 断 し た 。 

また , 長期 分 割 法 を 採用 し て も , 数 ヵ月 後に は 我々 の 
“ 折 中 法 ”" と 同 程度 の 効果 を も た らし うる に し て も , ME 
数 を 充分 に 低下 させ る まで いた ずら に 長期 間 を 費 す こと 
は 望ま し く な い 。 と くに , 保 虫 者 が 事故 や 移動 で 治療 中 
途 で 脱落 する 場合 も 必ず 生ずる の で , と これ ら に は 不 充分 
な 成果 し レ か あたえ られ な いと と は 明らか で ある 。 


1.。 我々 は 奄美 大 島 の 4 部 落 を 選定 し , これ に 対し て 
保 虫 者 の スパ ト = ン 集 団 投薬 に ょ る 集団 駆虫 と , DD T 
Dieldrin 残留 噴霧 及び 発生 源 除去 に ょ る 媒介 遇 駆 除 と を 
併用 し , 一 地域 か ら バ ンク ロフ ト 糸 状 虫 症 を 駆逐 する 比 
較 実 験 を 行 つ た 。 

2。 ミク ロイ ラリ ア の 保有 状況 は 有 屋 192 名 中 86 例 
(18.8%2), 仲 198 名 中 832 例 (16.225 , 大 866 名 中 
102 例 (11.822), 網 野 子 241 名 中 73 例 (830.22%) の 陽性 
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者 を 見 出し た 。 こ れ ら の 年 齢 分 布 及 び 家 族 集積 状況 を し 

ら べ た 。 

8. Diethylcarbamazine 剤 (スパ ト = ン ) の 投薬 は ミ 
クロ フィ ラリ アア 陽性 者 の み を 対象 と し , 1 日 の 服薬 回 数 
は 1 回, 各 保 虫 者 が 部 落 内 の 一 定 個所 に 毎晩 集合 し , 責 
任 者 の 監視 の も と に 内 服 す る 方 法 と し た 。 

4。 と これ ら の 部 落 に 対し , 投薬 量 及び 投薬 間隔 を 異 に 
し た 3 方 式 を 試み 。 その 結果 を 血液 60cmm 中 の Mf の 
減少 状況 か ら 比 較 観察 し た 。 ま た , 薬剤 を どの 程度 まで 
節約 出来 る か を 知る た め に , 1 日 の 投薬 量 を 従来 の 規準 
6 mg/kg の 3 分 の 1 で 試み た 。 

5. 有 屋 , 仲 勝 で は 短期 集中 法 を 実施 し , 2 mg/kg 5 
日 間 , あと 4 mg/kg 5 日間, 計 !O 日 間 , 80m g/kg を あ 
た えた 。 服薬 が 確実 に 励行 され た 仲 勝 で は , 初め の 5 日 
で 平均 Mf 数 は 初め の 2.8% に 激減 し , さら に 倍 量 を 5 
日 間 あ た えた 後 で も 8.522 を 示し て , 追加 量 に は 効果 は 
み ら れ な か つた 。 し か し レ し, 初め の 5 日 間 の 服薬 が 不 充分 
で あつ た 有 屋 で は , 5 日後 で 16.8%, 1 クー ルル 終了 後 は 

4.0% と 減少 し た 。 即ち, 短期 集中 法 で は 2 mgl/kg 5 日 
間 が 必要 最低 量 で ある と 共に , それ 以上 の 大 量 を 用 いて 
も 短期 間 で は 効果 に 限界 が ある こと が が 推定 され た 。 

6.。 大 態 で は 前 者 より 少量 で 短期 集中 法 を 試み , 2 
mg/kg 10 日 間 , 計 20mg/kg と し た と と ろ , 投薬 終了 後 
の 平均 Mf 数 は 初め の 7.9% で あつ た 。 

7。 短期 集中 投薬 法 の 長期 効果 を みる た め , 約 1 カ ヵ月 
後 及び 約 4 ヵ月 後 の 検 血 を 行 つ た と と ろ , 平均 Mf 数 は 
仲 勝 で は それ ぞ れ 初め の 7.9 及び "7.6 %%, 有 屋 で は 
10.4% び 18.022, 大 で は 10.82% 及 び 11.62 と 治療 終 
了 直 人 後 よ りや や 増加 し た が も と の 水準 に は も どら な いこ と 
と が 示さ れ た 。 

8.。 網野 子 で は 短期 集中 法 と 長期 分 割 法 の 折 中 法 , 即 
ち , “集中 と 分 割 併用 法 " を 試み た 。 こ と これ は , 従来 の 経 
験 に 第 みて, まず 2 mg/kg 5 日 間 で Mf 数 を 速 に 減少 
させ , あと は 同じ 量 を 10 日 間隔 で 長期 に わた り 投 与 し た 
も の で , 凡そ 1 ヵ月 後 の 平 均 Mf 数 は 初め の 5.122 で あ 
つた が , 4 月 後 (総量 90mg/kg) に は 0.8 2 に 激減 し レ , 
同じ 薬 量 で も 集中 法 を 行 つ た 有 屋 , 仲 勝 に と 比べ て Mf 減 
少 効 果 が 著 明 に 大 きか つた 。 

9.。 以上 の 成績 か ら , 糸 状 虫 の 地域 的 駆除 の 目的 で 
Diethylcarbamazine 剤 の 集団 投薬 を 行う 場合 に , 最少 量 
の 薬剤 で 最も 速 に た, かつ 長期 に わた り Mf 数 の 減少 を 期 
待 し うる 投薬 法 と し て は , まず 少く も 1 日 1 回 2 mg/kg 
5 日 間 の 集中 投薬 を 行 つ た 後に 。 た と えば 1 回 2 mg/kg 
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息 度 の 投薬 を 10 日 お き に 行う と いう よう な 長期 分 割 法 を 
追加 する 方 法 , 即ち こと で , “集中 と 分 割 の 併用 法 ”, 
と ょ ん だ 方 式 が 最も 有望 で ある と と が 推定 され た 。 

と の 研究 に 御 指 導 な ら び に 御 協 力 を えた 鹿児島 大 学 佐 
藤和 八郎 , 阿部 康男 両 教 授 , 伝 研 北 本 治 教授 , 鹿児島 県 島 
崎 芳 三 衛生 部 長 , 名 瀬 保健 所 平野 図 南 雄 所 長 , 職員 の 方 
々 に 深 基 な 謝意 を 表す る. 

Summary 


l. A feld study on the control of filariasis were 
made at 4 villages of Amami Oshima Island, south 
Japan. Mass treatments of filaria-carriers with ‘* supa- 
tonin ’’ (diethylcarbamazine) and mosquito control 
mainly with DDT or dieldrin residual spray were 
applied to the local communities under different 
designs for comparison. 

2. The ratio of microfilaria positives was 18.8 
(36/192) at Ariya, 16.2 (32/198) at Nakakachi, 11.8 
(101/866) at Daikuma and 30.2 (73/241) at Aminoko. 
Age distribution, familial aggregation and other epide- 
miological surveys were made in these villages. 

3. Mass treatments with diethylcarbamazine were 
proceeded under the three different systems. a). 
2 mg/kg body weight, once a day for 5 days followed 
by 4 mg/kg once a day for 5 days, with a total of 
30 mg/kg for 10 days period, at Ariya and Nakakchi. 
b). 2mg/kg once a day for 10 days, with a total of 
20 mg/kg in 10 days. ¢). 2 mg/kg once a day for 5 
days, followed by 2 mg/kg once a day with 10 days 
interval, 10 times in 5 months period. 

4. Administrations of 2 mg/kg for 5 days were 
effective enouph to drop the microfilarial counts (in 
60 cm blood sample) to 2.80% of the initial average 
count, as was shown at Nakakachi. However, gra- 
dual increase of the average microfilarial counts 
was observed after 1 and 4 months, when the drug 
was administered by the short-period system as in a) 
and b. Administrations of initial effective dosis 
2 mg/kg for 5 days) followed by maintenance dosis 
of 2mg/kg every 10 days, or the system c) at 
Aminoko, showed the best result after 4 months of 
observation, since the agerage microfilarial count 
dropped to 0.78%, compared to 18.03% at Ariya 
7.63% at Nakakachi and 11.60% at Daikuma. 

5. Applications of the residual spray of 5% DDT 
emulsion or 0.5% dieldrin emulsion to the wall by 
the ratio of 50 cc per square meter covering all the 
local community seemed to be effective as the vector 
mosquito control measure at least for several months, 
though a considerable increase of house fly populations 
occurred after a few months of the spraying when 
that of the other pest insects still remained very 
low. 
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県 下 に と おけ る 虫 症 の 地域 的 駆除 に 関す る 研究 


佐々 学 自 坂 意 池 庄 人 
東京 大 学 伝染 病 研究 所 寄生 虫 研究 部 
下野 波多 野 精 武夫 小川 
愛媛 県 生 部 
山岡 邦夫 政 橋本 忠 
愛媛 県 研究 所 
小糸 賢太 郎 原 


愛 幡 浜 保健 所 


矢 田 部 


神 松 名 診療 所 


東洋 紡績 川 石 病院 


(昭和 34 年 6 月 3 日 受領 ) 


愛媛 県 下 の と くに 西海 崖 帯 に フィ ラリ ア 症 の 流行 地 
が ある と と は , 古く 松下 ら (1913) に ょ つて 報告 され 
また 近年 に る 荒川 ら (1955) 及び 瀬尾 (1958) の 三崎 町 
に お ける 調査 成績 が 発表 えさ きれ て いる 。 
我々 は 試験 研究 費 「 糸 状 虫 駆除 研究 班 」 の 1958 年 度 の 


事業 の 一 部 と し て , また 愛媛 県 衛生 部 の 風土 病 対 策 研 究 
の 一 端 と し て , 本 県 sotec OR eek 2 
カ所 選定 し , と れ に 対し 流行 状況 の 基礎 調査 を 行い , 


ら に Diethylcarbamazine 剤 (スパ ト = ン , ly 
の 集団 投 与 に ょ る 保 虫 者 の 駆虫 一般 環 境 衛生 対策 と 


MANABU J SASA* RYyUKO SHIRASAKA*, TosHI- 
AKI IKESHOJI*, OsaAMU SHIMONO**, SEIBI 
HATANO** TAKEO SHIMAGAWA** HAJIME 
OGAWA** KUNIO YAMAOK A*** MAsAO HON- 
DA*** TADAO HASHIMOTO*** KENTARO KOI- 
TO**** MITSUGU HARADA**** TSUTOMU YA.- 
TABE**t* & TAKETSUGU . Studies 
on the control of bancroftian filariasis in Ehime 
(*Department of Parasitology, Institute for Infec- 
tious Diseases, University of Tokyo, **Public Health 
Department, Ehime Prefectural Government, ***Ehi- 
me Prefectural Health Laboratory, ****Yahatahama 
Health Center, Ehime, *****Kamimatsuna Hospital 
& ******Kawanoishi Hospital, Toyo Boseki Co.) 
文部 省 試験 研究 「 状 虫 研究 」 報告 第 号 , 
県 生 部 「 状 虫 駆除 報告 」 第 1 号 


Dieldrin 製剤 の 残留 噴霧 を 併用 し た 媒介 麗 駆 除 の 両面 
か ら 作 業 を すす め た の で , その 成績 を こと に 報告 する 。 
この 調査 研究 は 1958 年 6 月 に 厚生 省 田波 防疫 課長 の あ 

つ せ ん で , 波多 野 及 び 佐 々 が 計画 を 打合せ た 上 , 同 8 月 

初め か ら 現 地 作業 を 開始 し た 。 
対象 地区 は 西宇和 郡 三 崎 町 に 属す る 二名 津 と 松 の 両 部 

落 で , いずれ も 三崎 半島 の 突端 近く に 位置 する 。 前 者 は 

海岸 に 面 し た 農 漁 村 で , 人 口 1,804, 戸 数 805 で あり , 後 

者 は 山腹 に あつ て 上 農業 を 主 と す る 人 口 938, 戸数 230 の 

部 落 で ある 。 

玄 状 虫 駆除 の 主要 研究 作業 は 次 の ょ うな 日 程 で ご すすめ 
られ た 
第 1 回 現地 作業 C8 月 4 日 11 日 ) 
8 月 4 日 5 日 二名 津 総員 検 血 , 基礎 調査 開始 
8 月 6 日 松 総員 検 血 
8 月 7 日 二名 津 デ イル ドリ ン 残 留 噴 霧 , 両 部 落 の 
保 虫 者 定量 検 血 , 投薬 開始 
8 月 9 日 松 デイ ルド リン 残留 噴霧 

第 2 回 8 月 20 日 保 虫 者 の 投薬 後 の 定量 検 血 及 び 残 留 

噴霧 効果 観 祭 
第 3 回 10 月 16 日 保 虫 者 の 定量 検 血 , イェ バ ェ の 抵抗 

性 観 祭 
第 4 回 12 月 20 日 保 虫 者 の 定量 検 押 


( 38 ) 


昭和 34 年 12 月 (1959)] 


I. 保 虫 者 対策 

A. 実施 方 法 

本 研究 班 が 奄美 大 島 で 実施 し た 方 法 に 準じ , まず 総員 
検 血 を 行 つ て ミク ロフ イラ リア (以下 Mf と 略 ) の 陽 
性 者 を 摘発 し , それ に 血液 60cmm に 対す る Mf 数 の 算 
定 を 目的 と し た 定量 検 血 を 行 つ た 後 , スパ ト = ン の 集団 
投薬 を 行 つ て , あと 凡そ 2 ヵ月 ご と に 定量 検 血 を 実施 し 
経過 を 観察 し た 。 検出 され た Mf は すべ て バン クロ フン マト 
で あつ た 。 

1. 総員 検 血 : 両 部 落と も 小学 校 な いし 集会 場 を 利用 
し て 夜間 映画 会 を 開い て 部 落 全 員 の 集合 を 求め , 21 時 よ 
り 24 時 の 間 に 採 血 を 行 つ た 。 標本 作製 に は , 耳 玉 を ツリ 
注射 針 で 刺し て 血液 約 20cmm を し ば ぼり 出し , これ を ス 
ライ ド 上 に 貨幣 大 に ひろ げた 濃 疹 標本 を 1 名 に つき 2 個 
づつ っ ( 計 約 40 cmm) を 作製 し た 。 と これ ら の スラ イド は 
マヂ デック イン キ で 番号 を つけ た 上 , 2 枚 づ つ 背 中 合せ と 
し て , その 間 に マ ャ マッ チ 棒 (又は ガラ ス 片 を は さん で 検 の 
+ うに 積み 重ね , 凡そ 50 枚 づつ の 束 を 紙 絆 創 旭 で し ば つ 
て 翌朝 まで 乾燥 し た 。 と れ ら は 弁当 箱 を 用 いて 東 の まま 
水 に 約 5 分 間 潰 け て 溶血 し た 上 で , pH6 .8 に 緩衝 液 で 
修正 し た 清水 で ギ ム ザ 液 を 20 倍 に 稀釈 し た 染色 液 中 に 再 
び 東 の まま 移し , 1 時 間 浸 潰し た 後に 水洗 乾燥 し , 検 鏡 
を 行 つ た 。 即ち , 採血 後 直 ち に 束 に し た スラ イド は , 運 
搬 , 乾燥 , 落 面 , 染色 , 水洗 , 乾燥 の 各 操 作 を すべ て 東 
の まま 行う と いう 能率 よい 方 法 を 採用 し た 。 次 に 述べ る 
定量 検 血 の 標本 も 同じ 方 法 で 処理 し た 。 
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2.。 定量 検 血 : 採血 法 は 前 者 と 同 じ で ある が , これ を 
20cmm づつ メラ ン ヂ ュー ル を 用 いて 中 引 し , それ を ス 
ライ ド 上 に 貨幣 大 に ひろ げた 濃 疹 標本 を 1 名 に つき 3 個 
づつ っ ( 計 60 cmm) 作製 し た 。 そ の 染色 標本 に つい て は , 
弱 捧 大 で 各 滴 の 全 標 本 面 の Mf 数 を 数 えた 。 

8.。 スパ トニ = ン 投薬 法 : 投薬 は Mf 陽性 者 だ け を 対象 
に し た 。 第 1 次 は 8 月 7 日 開始 , 0.05g 入り 錠剤 を 成人 
2 錠 , 中 学生 1 錠 半 , 小 学生 1 錠 (体重 1kg あたり 凡そ 
2 mg) の 割 で 1 日 1 回 5 日 間 連 用 , 引 つ さき その 2 倍 
量 を 1 日 1 回 5 日 間 , 席 0 日 間 で 総量 成人 1.5g, 中 学 
生 1.125 g8, 小学 生 0.75 g ( 約 30mg/kg〉 を あたえ た 。 
服薬 者 は 名 簡 を 作製 し , 毎晩 仕事 終了 後に 集会 場 に 集 
合 し , 責任 者 の 立合い の も と に その 場 で 内 服 す る こと こと と 
し , 不 参 者 に は 薬 を と さけ て 内 服 き させ た の で , 規定 量 を 
確実 に 服薬 させ る と と が 出来 た 。 

第 2 次 投薬 は , 第 1 次 が 終了 し て 8 月 20 日 の 再 検 血 の 
さい , Mf の 検出 され た 者 20 名 に 対し 1 日 1 同 4 錠 5 日 
間 を 同じ 要領 で あたえ た 。 

第 3 次 は , 10 月 16 日 に 再 検 血 後 , 初め の 陽性 者 全員 に こ 
対し Mf 残存 の 有無 に か か わら ず す 4 錠 (4 mg/kg) 5 日 
間 の 割 で 投薬 し た 。 

B. 両 部 落 に お ける 保 虫 者 及び 有 症 者 の 概況 

三崎 町 と ついては, 荒川 ら (1955) が 三崎 部 落 で 検査 
数 760 名 中 11 例 (1.4522) の Mf 陽性 者 (スペ ト = ン 尻 
間 誘 出 法 に ょ る ), 検診 数 246 名 中 14 例 の 有 症 者 ( 陰 要 水 
腫 8 例 , 乳 際 尿 7 例 ) を 見 出し て いる 。 今回 の 作業 対象 


第 1 表 愛媛 県 三崎 町 の 糸状 虫 症 調 査 成績 (1958 年 8 月 ) 
ミク ロフ ィ ォ ィ ラ リア 陽性 者 及び 有 症 者 の 年 齢 分 布 


名 (A ロ 1,304) 松 938) 

分 検査 数 陽性 数 検査 数 陽性 数 検査 数 陽性 数 有 症 数 検査 数 陽性 有 
0~ 4 63 0 57 0 31 0 0 Mt 0 
5~ 9 99 0 100 0 54 0 0 51 0 1 
10~14 77 0 70 0 66 1 1 60 0 0 
15~19 40 0 48 0 22 0 0 19 1 0 
20~29 50 1 98 0 29 1 3 37 1 0 
30~39 55 1 73 0 42 2 0 61 1 0 
40~49 43 0 84 0 31 1 0 42 6 0 
50~59 59 0 58 0 36 3 5 46 2 0 
60~69 39 3 54 0 31 4 1 44 0 
70 以 上 28 1 42 0 32 2 3 44 2 0 
不 明 "0 0 0 5 0 0 4 0 0 
計 553 6 684 0 434 13 1 


(39 ) 


_ 
| 
あ 
月 
| 
部 
後 
の 
1 


38 
24 
75 

平均 27.0 3.43 


許 :4X5 と は 4mg/kg, 5 日 間 投 薬 の 意味 で ある 
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第 2 表 保 虫 者 処置 成績 表 
年 齢 性 8 月 回 服 用 8 月 回 服 10 月 回 服 12 月 
7 日 薬 量 20 16 薬 量 20 
65 M 176 7X 4 4x5 0 4x5 0 
53 M 94 — 21 10 4 
59 F 56- — 1 
10 M 14 10 4 
46 F 23 + 
M 十 1 1 
WB も 2. 5 
44 F 9 0 
43 F 6 — 
61 M — 1 が 
M 2 0 0 0 
M 1 0 0 欠 
M 1 8 0 0 


1.36 


— 
に 
w 


に し た 両 部 落 の うち , 二名 津 に は これ まで 調査 は な い 
が , 松 に つい て は , 瀬尾 (1958) が 869 名 を 検査 し て 
MF 陽性 者 4 例 (1.0822), 有 症 者 7 例 (1.89%), 両 者 併 

せ た 上 感染 者 11 例 (2.982%2) を 見 出し た 。 

今回 の 検査 と お いて は , 夜間 21 時 ~24 時 の 間 に 2 滴 法 
で 行っ た 検 血 に より 二名 津 で は 1,287 名 中 6 例 (0.48 
5), 松 で は 813 名 中 27 例 (3.8 2% う ) の Mf 陽性 者 を 見 出 
し た 。 有 症 者 は 二名 津 に は な く , 松 で は 15 例 ( 脚 象 皮 腫 
2, 陰 乳 6) を 認め た 。 有 症 者 は すべ 
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て Mf 陰性 で あつ た 。 

と れ ら の 性 別 , 年 齢 別 分 布 は 第 1 表 に 示す 通 り で あ 
る 。 な お , 総 人 口 に 対す る 受検 者 の 比率 は 二名 津 で 95 
(1,287 /1,804 ), 松 で は 87%2 (813 / 988) で , 検査 も 
れ は 大 部 分 出 漁 な ど に よる 不在 者 で あつ た 。 

C. 保 虫 者 の 服薬 と Mf 数 の 推移 

第 2 表 は 第 1 回 定量 検 自 の さい に Mf 数 の 多 か つ た 者 
の 順に な ら べ て , その 後 の 定期 検 血 に お ける 60cmm 箇 
液 中 の Mf 数 を 表示 し た も の で ある 。 

と れ を みる と , て 1) 胡 薬 前 に は 最高 176, 平均 27.0 
で あつ た も の が , (2 う ) スペ パト = ン 2 mg/kg 5 日 及び 4 
mg/kg 5 日 を あたえ た 後 の 第 2 回 検 血 (投薬 開始 後 18 日 
目 〕 で は 最高 21, 平均 8.43, 平均 残存 率 12.72%% (投薬 前 
の 平均 Mf 数 に 対す る 投薬 後 の 平 均 Mf 数 の 比率 〉 に 低 
下 し た 。( 8 う さら に Mf の 陽性 で あぁ つた 20 名 に 対し て 
4 mgl/kg 5 日 の 投薬 を 行い , 初回 投薬 開始 後 59 日 後 , 10 
月 16 日 の 第 3 回 検 血 で は 最高 12, 平均 1.98, Mf 残存 率 
7.1 示し た 。 4》 と と で 回 の て も 
まだ Mf の 残 つ て いる 者 が ある と と と , 第 2 回 検 血 で 険 
性 で あつ た の に 第 8 回 検 血 で 再び Mf の 見 出さ れ た 者 が 
2 例 あ つた と と か ら , 初め の 陽性 者 全員 に 対し 第 8 回 検 
血 の 成 績 の いか ん に か か わら ず , 4 mg/kg 5 日 間 の 投薬 
を 行 つ て 12 月 20 日 に 第 4 回 検 血 を 行 つ た 成績 で は , Mf 
数 最高 9 , 平均 1.36, 残存 率 5.0 を 示し て いる 。 

と れ を 人 陰 転 率 で みる と , 第 2 回 検 血 で は 30 名 中 10 例 
(38.822), 第 3 回 で は 80 名 中 15 例 (50.0%), 第 4 回 で は 
25 名 中 14 例 (56.02%)〉 で あつ た 。 

第 3 表 え ぇ パト = ン 投 薬 前 後 の 各 検 血 成績 の 


集計 と その 比較 
検 査 7 日 20 日 16 20 


a 投薬 第 1 回 第 2 回 第 3 回 
検 回 次 直前 投 後 投 投 


第 1 回 投薬 開始 グ 13 日 後 59 日 後 124 日 後 


後 の 経過 日 数 

A. 検査 人 数 32 30 30 25 

B. 陰 転 者 数 が 10 15 14 

C. 陰 転 率 記 33.3% 50.0% 56.0 
D. 平均 Mf 数 27.0 3.43 1.93 1.36 
E. 最高 Mf 数 176 21 12 9 

F. 平均 残存 率 12.7% 7.1% 5.0% 
許 :C. 陰 転 率 は B/A, D. 平均 Mf 数 は 保 虫 者 の 


60cmm 血液 中 の Mf 数 の 合計 を 検査 人 数 で 
つ た も の, . は 保 者 中 の 最高 の Mf 数 , 
F. は 投薬 後 の 各 回 の 平均 Mf 数 を 投薬 前 の 平 
均 Mf 数 で 割 つ た も の 
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以上 の 成績 か ら , と の 集団 投薬 方 式 に よっ つて, Mf 陽 
性 者 に っ いて は 4 月 後 の 検査 で 平均 Mf 数 に お いて 投薬 
前 の 5.0% に 低下 し , 56% の 陰 転 謙 が えら れ た と と に な 
る 。 投薬 量 は 多い 組 (3 クー ル を うけ た も の ) で 総量 70 
mg/kg, 少 い 組 (2 クタ クール) で 50mg/kg で あつ た 。 

D. スペ パト = ン の 効果 と 副作用 

北村 ・ 片 (1953), 佐藤 (19583) に 説 さ れ て いる よ 
うに Diethylcarbamazine が 多く の 糸 状 虫 症 に 対し , 少 
くも ミク ロフ ラマ ィ ラリ ア の 消失 な いし 減少 と , 熱発 作 な ど 
の 急性 症状 の 治療 及び 予防 に 効果 が ある こと こと は すでに 広 
く 認 め ら れ て いる と と で ある 。 今回 の 集団 投薬 に あぁ たつ 
て も , 第 2 回 以後 の 検 血 成績 が 示す ょ うに , Mf 数 の 著 
し い 減 少 を みた が , 必ず し も 全 例 が 陰 転 する と は 限ら ちず 
また 1 回 陰 転 し た ゃ の が , 次 回 の 検 血 で 再び Mf を 証明 
し た 例 も ある 。 と れ は , 少く も この 投薬 方 式 で は 本 剤 の 
効果 に ある 限界 が ある こと と を 示す と 共に , さら に 能率 よ 
い 投 薬 方 式 を 考案 する 必要 を 感ずる 。 と の 成績 を 別 報 の 
奄美 大 島 の 4 部 落 に お ける 成績 と 比較 する と , さら に 将 
来 の 研究 方 針 に 対し て 意義 深い も の と な ろう 。 

本 剤 が 糸 状 虫 保有 者 に 特 異 的 に 発現 する 副作用 を 示す 
と と も すでに 邊 られ て いる が , 今回 の 投薬 に お いて も , 
第 1 回 投薬 開始 直後 に 第 2 表 に 示し た ょ うに 32 名 中 9 例 
が 発熱 , 頭 , , 腺腫 な ど , い わ ゆ る 状 
症 の 熱発 作 ( 草 ふ る い ) に 相当 する 副作用 を 示し た 。 と 
れ は 乳 尿 , 皮 ど を も つ 慢 性 期 者 に は み ら れ ず 
活動 期 の 糸状 虫 症 患 者 に 好 発 する 傾向 が あつ て , 今回 も 
MFf 数 の 多い 人 に 多発 する こと が 経験 され た 。 

な お , 第 2 回 及び 第 3 回 の 投薬 に あ た つ て は 1 例 も か 
か る 一 作用 を 訴え た 人 が な く , また 第 1 回 の 10 日 間 の ク 
ー ル に お いて も , 初め の 2, 8 日 に 限っ つて 発現 し , 以後 
は 投薬 を っ つっ ゞ さけ る うち に すべ て 消失 し た 。 


了 媒介 対策 


A. 実施 方 法 

両 部 落 に つい て 本 症 の 主要 媒介 者 で ある アカ イエ カ , 
及び その 他 の 一 般 衛生 害虫 の 発生 環境 及び 発生 状況 の 基 
礎 調査 を 行 つ た うえ , 駆除 対策 と し て は と くに Dieldrin 
に よる 全部 落 一 引 の 屋内 残留 噴霧 を 実施 し て それ が と これ 
ら 衛 生 害 虫 の 発生 消長 に どの ょ うな 影響 を 及ぼ すか を 観 
宗 し た 。 

1. び ェ 類 の 発生 状況 の 調査 法 : 対し て は 
か つて 佐々 ら (1947) が 実施 し た 動物 誘引 法 を 主として 
採用 し た 。 即ち , 部 落 内 の 人 家 の 中 庭 で 山羊 及び 有 次 を お 
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り に 入れ , これ に 1 人 用 の 疫 帳 を か け , 日 没 前 か らち その 
一 部 を まく つて 侵入 させ , 翌朝 日 出前 に これ を 
ぢ , 早朝 その 中 に 捕え られ た 麗 を 吸虫 管 で 捕 集 し た 。 へ 
ェ に 対し て は , 二名 津 部 落 の 各 組 より 2 軒 づ つ , 計 10 軒 
を 抽出 し て , これ に 長 さ 26cm, 幅 18cm の 標準 ヘ へ ェ ト リ 
紙 を 2 枚 づ つ 配 り , 一 定 個所 に 24 時 間 放 置 し て , これ に 
附 着 し た へ ェ の 種類 と 数 を し ら べ る 方 法 を 主として 採用 
レ し な だ % 

2.。 残留 噴霧 の 実施 法 : 5 2 Dieldrin 乳剤 を 水 で 20 
倍 に うす め て 0.25 乳 液 と し , これ を 屋内 の 側壁 に 1 平 
方 米 あ た り 40 cc の 割 で 撤 布 する こと を 規準 と し た 。 画 
部 落と も 撤 布 は 主として 青年 団員 が 分 担 し て 実施 し , と 
れ ら の 人 < 々 に は あら か じ め 撤 布 法 の 講習 を 行 つ た 。 各 戸 
で は , 当日 大 掃除 を 行い , 畳 を あげ , 屋内 の 器物 は 庭 に 
出し て 側壁 の 撤 布 を 充分 に 行う よう に し た 。 

二名 津 部 落 は 戸数 805, これ に 対し 8 月 7 日 全戸 撤 布 
を 終了 し た 。 所 要 薬 剤 量 は 5% Dieldrin 乳剤 180 kg: 
(18kg 入り 10 缶 ), 1 戸 あ た り 原 剤 量 と し て 29.5g, 価 
格 1 戸 平 均 約 300 円 に 相当 し た 。 

松 部 落 は 戸数 280, これ に も 同じ 要領 で , 8 月 9 日 に 
残留 噴霧 を 実施 し , 総量 126kg C7 缶 ), 1 戸 あ た り 原 施 
28.8 g の 割 で あぁ る つた 。 

B. 実施 効果 
1。 対し て 

a, 動物 誘引 法 に ょ る 採集 成績 : = ワ ト リ 及び 山羊 を 
用 いて 二名 津 で 実施 し た 結果 は 第 4 表 に 示す 通 り で あ 
る 。 即ち , 残留 噴霧 前 に は 4 種 の 遇 が 合計 し て 1 日 に そ 
れ ぞ れ 27, 84, 62 づ つ 採 集 さ れ た が , 実 施 直 後 の 2 日間 , 
及び 13 日 後 , 70 日 後に は いづ れ も 全 く 捕 集 さ れ な い ょ う 

b 人 家内 の 採集 成績 : 二名 津 及 び 松 の 患 者 及び 保 虫 
者 の 出 た 家 に つい て , 中 虫 管 を 用 い 夜 間 屋 内 の 疲 を 採集 
し た 。 二名 津 で は 残留 噴霧 前 の 8 月 6 日 夜 に は 6 軒 の 家 


第 4 表 Dieldrin 残留 噴霧 前 後 の 虫 数 
(三崎 町 1958, 山羊 と 唆 を 併用 し た 動物 誘引 法 ) 


残留 噴霧 前 残留 噴霧 後 

8 月 4 8 月 10 月 
5 日 6 日 7 9 日 20 晶 

= 4 0 0 0 
ガ が 0 3 1 0 0 0 0 
ォ オウ クロ ャ プ カ 12 22 57 0 0 0 0 
が で 0 0 0 0 0 
計 2 34 62 0 0 0 0 
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第 5 表 Diedrin 残留 噴 色 前 後 の ハ ェ = と り 紙 採集 数 (1958, 三崎 町 二名 津 ) 
(各行 の 左側 は イェ ベ バ = テ = 数 , 右側 は その 他 の へ ハ ェ 数 を 示す ) 


布 前 撤 後 
区 No. 職 

8 月 5 日 8 月 6 日 8 月 7 日 8 月 9 日 8 月 20 日 9 月 30 日 10 月 20 日 

中 1 S97 @ 99 19 218 0 

2 和牛 422 40 147 23 35 460 1 

東 3 店 65 30 19 7 904 

西 5 牛 178 373 93 15 

浜 7 , 112 135 6.. 10 10 1 58 

向 9 農 , 牛 0257 13 180 0 0 3 1 

計 1,402 723 1,041 169 306 902 26 0° 1,137151 4;736:' 5 
に つい て , 合計 し て アカ イエ カ 12,。 コ ガタ アカ イエ カ 2, 第 6 表 残留 噴霧 前 後 の イ ェ バ = 発見 数 (毎回 13 時) 
オウ クロ ヤブ プ カ 2, トウ ゴウ ヤブ カ 1 が 採集 され た が a 8 月 8 月 8 月 8 月 10 朋 
実施 後 の 8 月 9 日 に は 1 匹 も 見 出せ な か つた 。 訟 で は 実 5 日 6 日 7 日 9 日 22 日 
施 前 の 8 月 7 日 に 16 軒 に お いて 合計 し て アカ イエ カ 8, 1. 旅館 三 花 - 迷 2 枚 15 2 0. 0 28 
タデ イエ カ 6。 ウ クロ ヤブ プ ツ ツヤ ネプ ブ 2. 旅館 土間 約 1 挟 32 28 0 0 52 

カ 3, シナ ハマ ダラ カ 1, 計 87 を 捕 集 し た が , 噴 却 実施 4. 同 上 2 枚 14 10 0 0 26 
後 の 8 月 9 日 夜 に は ゃ は り 1 匹 も 採集 し えな か つた 。 5. 道路 上 10m 範 軒 12 16 0 1 21 


2。 へ に 対し て 

a ハエ と り 紙 に ょ る 調査 : 観察 は 二名 津 部 落 で 行い まとめ 
前 述 し た よう に ほ さ 全 地 区 に わた る 範囲 で 10 軒 の 家 を え 1. 贅 々 は 1958 年 8 月 より 愛媛 県 三崎 町 の 二名 津 , 松 
ら び , ハエ と り 紙 を 2 枚 づ つっ 設置 し て 24 時 間 の 捕 集 数 を の 両 部 落 に 対し て , スペ ト = ン 集団 投薬 に よる 糸 状 曳 対 
数 えた 。 と れ を , イェ バ ェ こと とこ その他 の へ = こ に 分 け て 集計 策 と , Dieldrin 残留 噴 鑑 な ど に ょ る 媒介 飛 対策 と を 億 


し た の が 第 5 表 で ある 。 用 し て , パン クロ フト 糸状 虫 症 の 駆除 効果 を 観察 し た 。 
と れ に よれ ば , イェ は 残留 噴 施 前 の 8 月 5 2.。 二名 津 は 人 口 1,804, 検 数 1,287 き 
日 , 6 日 の 両日 に は 合計 し て 1,000 以上 捕 集 され た が , フィ ラリ ア 隅 性 者 6 例 (0.482%) を 見 出し た が , 有 症 者 
実施 後 の 2 日 間 は 約 800 及 び 200 に 減少 し た 。 し か し , は み ら れ な か つた 。 松 部 落 は 人 口 938, 検 箇 者 数 813, 
約 2 週間 後 の 8 月 20 日 に は "00 台 に , 約 8 週間 後 の 9 月 陽性 者 27 (8.3 2), 有 症 者 15 で , 二名 津 より 濃厚 な 侵 
30 日 に は 再び 1,000 以上 に な り , 9 軍人 計 の 10R30B に 淫 を 認め た 。 
n は 撤 布 前 の 約 4 倍 に も 増加 し た 。 し か し ,。 その 他 の ハ ェ 3。 スパ トニ = ニン は ミク ロフ イラ リア 陽性 者 の み を 対象 
| (主として ショ ウジ ョ ヨウ バエ ) に つい て は , 残留 噴霧 実施 と し て 投薬 し た 。 第 1 回 は 8 月 7 日 に 開始 し , 1 日 1 回 
人 後 11 週 間 を 経過 し て も 著しい 減少 が 長期 間 つ ゞ いた 。 体重 1 kg に 対し 凡そ 2mg の 割 (0.05g& 入 り 錠剤 を 成 
b 視察 に と に ょ る 調査 : 一 名 幹部 落 内 で 一 定 個所 に 定 記 人 に 2 錠 中 学生 1 錠 半 , 小学 生 1 錠 ) で 5 日 間 , さら 
に 何 臣 の へ ェ が と まつ て いる か を 記録 する と こと に ょ り , に その 倍 量 を 5 日 間 , 計 10 回 , 10 日 間 , 総 時 約 80mg/kg 


ハエ 数 の 消長 の 一 面 を みよ うと 試み た も の で ある 。 成績 (成人 80 錠 )〉 あたえ た 。 投薬 直前 の 60 cmm 血 中 ミク 
は 第 6 表 に 示す 通り で ある が , 残留 噴霧 直後 は 前 項 の ハ へ ロフ ィ ラ リア 数 は 32 例 の 陽性 者 に つい て 最高 176, "平均 
ェ と り 紙 採集 て は か な り の 数 が 記録 され た の に , 実際 に 27.0 で あつ た が , 投薬 完了 直後 の 検 血 で は 被 検 者 80 名 中 
と まつ て いる へ ハ ェ は ほとん ど 見 当ら な い の は 注目 に 価 陰 転 者 10 (388.8 2%), 陽性 者 の 最高 ミク ロフ ィ ラ リア 数 
する 。 種類 は すべ て イェ バ ェ で あつ た 。 21, 平均 3.48, 平均 残存 率 12.7% を 示し た 。 


(42 ) 
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と この うち ,。 ミク ロフ ィ ラ リア が いぜん 陽性 で あつ た 20 
名 の み に 対 し 1 日 1 回 4 mg/kg, 5 日 間 の 投薬 を 行い , こ 
れ が 完了 後 の 10 月 16 日 の 第 8 回 検 血 で は 830 名 中 最高 12, 
平均 1.98, 残存 率 7.12%6, 陰 転 者 15, 陰 転 率 50 を 示し 


{Co 


その 人 後 第 1 回 検 血 の さい の 陽性 者 全員 に 対し , 第 3 回 
検 血 成 績 の いか ん に か か わら ず ー 夫 に 4 mg 計 g 5 日 間 の 
投薬 を 行 つ た 後 , 12 月 20 日 の 検 血 で は 25 名 中 最高 数 9 , 
平均 1.86, 残存 率 5.02%, 陰 転 者 14C(56.0%) う を 示し た 。 

4.。 媒介 麗 対 策 と し じ て は 両 部 落と も 全戸 の 壁面 に 対し 
0.2522 (従前 の 規 濃度 の 半分 〉 に し た Dieldrin 
乳剤 の 残留 噴霧 を 実施 し た 。 と れ は へ ェ 類 マキ 
り 等 の 駆除 に 著 効 を 示し , その 大 部 分 に 対し 長期 に 発生 
を 抑え た が , イェ バ ェ の み は 8 週 目 の 9 月 末 に ほ ゞ く 撤 布 
前 の 発生 量 に 眉 復 し , さら に 11 週 目 に は 凡そ 4 倍 の 数 を 
示し な た 。 

と れ に つい て は , イェ エバ ェ エ が Dieldrin 抵抗 性 を 示 し 
た 徴候 は な く , むき し ろ 撤 布 薬 量 の 不足 に ょ る 残 効 性 の 消 
失 及 び 天 敵 類 の 減少 が 主因 で あろ うと 推定 され た 。 

本 研究 に 御 指 導 , 御 協力 を えた 有 媛 県 術 生 研究 所 西野 
宏 所 長 , 八幡 浜 保健 所 福 佳 さと 子 , 竹中 貞子 ら の 方 々 に 
深謝 する . 


1) 荒川 ち (1955) : 県 三崎 半島 に け る 
忠 症 の 調査 , 四国 医学 雑誌 , 6(1), 20-24. 一 2) 北村 
精 一 ・ 片 峰 大 助 (1953) : 糸状 虫 症 (臨床 編 ) , 最新 寄生 
虫 病 学 , VII, 47-124, 医学 書院 . 一 3) 松下 靖 二 ら 
(1914) : 最新 フィ ラリ ア 貝 病 及 象 皮 病 論 , 日 新 医 学 , 
3, 633-992. 一 4) 佐々 学 ら (1947) : 日 本 産 政 族 の 動 
物 嗜好 性 , 医学 と 生物 学 , 11(3), 149-153. 一 5) 佐 
藤和 信郎 (1953) : フォ ラリ ア , 医家 , 142, 医学 
書院 , 119 頁 . 一 6) 次 (1958) : 県 下 の 
状 虫 症 た に たつ いて (その 1), 西宇和 郡 三 崎 町 , 松 の 調査 
成績 , 鹿児島 大 学 医学 雑誌 , 10(3), 120-123. 


Summary 
l. Field studies on the control of bancroftian 
filariasis endemic in two villages at Misakicho, Ehime, 
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were proceeded by the two principal measures, mass: 


treatments of microfilarial carriers with supatonin 
(diethylcarbamazine), and the vector mosquito control 
with dieldrin residual sprayings. 

2. The incidence of filaria carriers was relatively 
low, 6 out of 1,237 (0.48%) at Futanatsu and 27 
out of 813 (3.3%) at Matsu. 15 clinically manifest 
cases of chronic filariasis (elephantiasis and chyluria) 
were detected from Matsu village. 

3. Supatonin was administered to the microfilaria 
carriers by the dosis of 2 mg/kg body weight once a 


day for five days succeeded with 4 mg/kg a day for: 
five days, with the total of 30 mg/kg in a period of 


ten days. The microfilarial counts of the carriers in 
60 cm blood were from 176 to 1, with the average 


of 27.0 before the treatments. After administrations. 


of the drug, 10 out of 30 carriers became negative, 
and the microfilarial counts of dropped to 21 to 0, 
with the average count of 3.43. 


4. Additional administrations of the drug were: 


made only to 19 carriers who ramained still positive 


after the initial dosis, by the system of 2 mg/kg once- 


a day for 5 days. Examination of the 30 original 
carriers after the completion of the treatments showed 
the result that 15 became nagative, the average: 
microfilarial count being 1.93 or 6.7% of the initial. 
The third administration by the same system as the 
second was applied after about three months of the 
initial treatments. Blood examinations made on 20: 
December (about 18 weeks from the starting day of 
the treatments) showed that 15 out of 30 carriers 
became nagative, with the average count of 1.93. 
(6.7%) of microfilaria in 60 cmm. 

5. Residual spray of dieldrin to the houses was. 
made in the beginning of August by applying 0.25% 
(half of the standard dilution) emulsion 40 cc square: 
meter of the wall. Remarkable redictions of mosqu- 
itoes and flies were seen right after the spraying, 
and the mosquito collections with animal traps resulted 
in negative all through the summer. However, the: 
population of house fly estimated with the fly-paper- 
counts increased after about 1 month and attained: 
to about 4 times of the original after 4 months. 
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西 九 州 地区 に 於 ける フイ 


大 森 南 三郎 藤崎 利夫 末永 
長崎 大 学 風土 病 研 究 所 衛生 動物 学研 究 風 


ラリ ア 防 過 の 実験 的 研究 


寄 生 学 雑 誌 ・ 第 8 ・ 6 号 
je 


北村 精 一 峰 江 良 栄一 深町 弘光 
長崎 大 学 風 土 病 研究 所 臨床 部 
(昭和 34 年 6 月 3 日 受領 ) 
LL 繕 言 つて 周囲 は 岩礁 地帯 で 囲ま れ , 中 央 は 小高い 岡 状 を な 


国 に お ける マ ィ ラリ ア 新しい 一 つの 試み と し 
て , 伝搬 撲 し つつ 虫 保有 者 の 集団 間 治療 を 行 
つて 侵 淫 地 か ら 完 全 に 本 病 を 撲 減 し よう と する 計画 の 下 
に , 康 部 省 科 学 試験 研究 費 の 補助 を 受け て フィ ラリ ア 接 
研 究 結成 され た 。 長崎 地方 し て は 北村 精 一 学 
長 , 風土 病 研究 所 衛生 動物 学研 究 室 及 び 同 臨床 部 が 共同 
し て 長崎 県 の 離島 小値賀 町 と お いて 昭和 33 年 夏 か ら フ ィ 
ラリ ア の 撲滅 実験 を 開始 し た 。 

小値賀 町 と は 人 の 住む 五 つ の 属 島 が ある が , 昭和 26 年 
及び 27 年 の 夏 に 片 峰 ・ 大 森 等 に よ つ て フィ ラリ ア の 侵 淫 
度 及 び 麗 族 の 調査 が 行わ れ , を の 内 , 敷 路 木 , 大 島 , 納島 
は 侵 淫 度 が 可 成 り 高 く , 麗 族 の 発生 状況 も 特長 が あり , 
各 島 が 夫々 隔離 され て いて , 各種 方 法 に ょ る 集団 治療 , 
衝 族 の 撲 減 実験 を 行う の に 適し た 土地 で ある と 予 て 考え 
られ て いた 所 で ある 。 実験 は 尚 継続 中 で ある が と こと に 33 
年 度 の 実験 成績 を , A : 対 遇 族 対策 と B : 対 仔 虫 保 有 者 
対策 と に 分 け て 報告 する 。 


対 族 対 策 


I. 各 の 概況 と 発生 状況 
実験 を 行 つ た 8 属 島 共 , 第 1 図 に 示す よう た な 小島 で あ 


NANZABURO OMORI*, TAKESHI KAMURA*, To- 
SHIO FUJISAKI*, OsAMU SUENAGA*, SEIICHI 
KITAMURA** DAISUKE KATAMINE**. EIICHI 
ERA** & HIROMITSU FUKAMACHI**: Filaria 
.control experiments in western Kyushu, Japan (*De- 
partment of Medical Zoology, Research Institute of 
Endemics, Nagasaki University ; **Clinical Depart- 
ment, Research Institute of Endemics, Nagasaki 
University) 

文部 省 試験 研究 「 糸 状 虫 駆除 研究 班 」 報告 第 3 号 , 長 
央 大学 風土 病 研 究 所 業績 筑 306 号 


し , こと に 数 ヵ所 の 草原 が あつ て 牧場 と し て 使用 され て 
いる 。 森 林地 帯 は 殆 ん ど な く , 若干 の 松林 , 雑木 林 が あ 
る に 過ぎ な い 。 何 れ の 島 に も 竹 類 は 全く 生育 し て いな 


第 1 図 長崎 県 北松浦 郡 小値賀 町 略図 


い 。 と の ょ うな 地形 , 植 相 の た め に 各 鳥 共に 河川 らし き 
も の は な く , 貴 林 の 思 地 か ら 発 する 小川 らし きも の が あ 
つて 雨期 に は 流れ る が , 乾燥 期 に は 遷 する 。 部 落 内 に 
は 1, 2 本 の 溝 の よ うな 小川 が あつ て , と これ に 沿 つ た 家 
の 下水 が 流れ 込む が , 河床 は 岩 板 で 思 凸 甚だ し く , そこ 
に 大 小 の 溜り が で き て いる 。 水田 は 島 に よ ょ つて 全く な い 
か , 極 く 僅か に ある 程度 で , 島民 は 生活 程度 低く , 農業 
又は 漁業 に 従事 し , 主要 作物 は 導 と 甘 譜 で ある 。 こ と の 地 
方 は 牛 の 飼養 が 盛ん で 各戸 毎 に 牝 和牛 を 飼い , 子 牛 を 売 つ 
て 生活 の 一 助 と し て いる 所 調和 牛 の 産 地 で ある の で 牝 牛 
を 非常 に 大 切 に する 。 雨期 或 は 寒冷 期 に は 簡単 な 夫 舎 へ 
入れ る が 普通 は 庭先 双 は 部 落 内 の 数 ヵ所 の 公有 地 に 繋留 
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し て お く が , 牧草 の 生育 する 春 か ら 初 秋 迄 の 間 は 牧草 地 
に 昼夜 共 , 10m 余 の 長い 綱 で 繋留 し て お く 。 部落 民 は 和牛 
を 夜間 畜舎 に と 入 て て お く と 麗 に 刺 れ れる の で 風通し の よ 
い 庭 先 双 は 牧場 に お く の だ と 云 つ て いる 。 

各 島 の 戸数 は 38~51 戸 で 何れ も 海岸 近く に か た まつ て 
居り , 家屋 の 周辺 に は 敷 が 多い 。 家庭 下水 は 不 完全 で 下 
水 溜り と な り 或 は 下水 潮 小川) に 流れ 込ん で 大 小 の 洒 
水 溜り と な つて いる 。 と これ ら は アカ イエ カ の 好適 発生 場 
所 と な り , 場所 に と ょ つて は コガ タ ア カイ エ カ も 発生 する 
と と が ある 。 畑 の 中 に は 水 肥 溜 が 多数 に と あつ て 肥料 を 使 
用 し た 後 雨 水 が 溜 つて アカ イェ カ の 大 発生 場所 と な つて 
いる も の が 多い 。 海 参 の 岩礁 地帯 に は 無数 の ロッ ク プ ー 
ル が あつ て トウ ゴウ ヤ プ カ の 好適 発生 地 と な つて いる 
然し , 一 方 水田 が 非常 に 少な く , 湿地 帯 が 殆ど な い の 
で シナ ハマ ダラ カ 等 の 発生 数 は 非常 に 少な い 。 又 , 基地 
は 粗末 で 水 の 溜 る 容器 が 少な く , 竹林 が 全く な い の で ヒ 
トス ジ シ マカ その 他 の 敷 下 類 は 殆 ん ど 目 に 付か な い 。 以 
上 の 諸事 情 は 島 に ょ つて 多少 異な る の で 夫々 に つい て そ 
の 特長 を 略記 する 。 

1. 木 

本 島 は 最少 の 島 で , 戸数 38, 全戸 漁業 に 従事 し て いる 
が 生活 水準 は 最も 低い 。 水田 及び 水 肥 溜 は 全く な く , 麗 
の 発生 場所 と し て は , 家庭 の 下水 溜 , 下水 の 流れ 込む 下 
水 溝 , 及び 部 落 中 央 に ある 2 m? の 防火 用 水槽 等 が 主 な 
も の で , と これ ら は アカ イェ エ カ の 好適 発生 場所 と な つて い 
る 。 海岸 の 岩礁 地帯 に 多数 の ロッ ク プ ー ル が あつ て トウ 
ゴウ ヤブ カ の 発生 場所 と な つて いる の は 各 島 共同 様 で あ 
る 

本 島 は 最も 大 きく , 戸数 51, 若干 の 水田 を 有 し 全戸 農 

に 従事 し て いて 生活 水準 は 8 島 の 内 で は 最も 高く 民 情 
も よく 相談 事 の よく まとまる 島 で ある 。 麗 の 発生 場所 と 
し て は 下水 , 下水 溜 の 他 に , 畑 の 中 に 約 40 の 水 肥 溜 が あ 
る 。 

83. 納 
本 島 は 大 き さ 中 等 , 戸数 88, 僅か の 水田 が あり , 半 
農 , 半 漁 で 生活 水準 は 中 等 で ある が , 相談 事 の ょ くま と 
ま ら な い 島 で ある 。 遇 の 発 生 場所 と し て は 下水 , 下水 潮 
の 他 に 約 385 の 水 肥 溜 が ある 。 

IT. の 基礎 調査 及び 撲 実 験 成績 

フィ ラリ ア 防 過 作業 即ち , 成虫 の 基礎 調査 , 全員 採 
, 成虫 に 対す る 噴霧 , 幼虫 に 対す る 薬剤 散布 
及び 服薬 作業 の 実施 状況 は 第 2 図 に 示す 通り で ある 。 実 
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第 2 図 小値賀 町 た ナ 余 け る フィ ラリ ア 防 過 作 業 一 覧 
表 VII-IX, 1958 


験 成績 に つい て 述べ る 前 に , 残留 噴霧 及び 幼虫 の 駆 除 方 
法 に つい て 記載 し て お く 。 

残留 噴霧 : 残留 噴霧 を 行う に 当 つ て 注意 すべ き 事 は 
貞 の 屋内 に お ける 静止 場所 で ある 。 噴 霧 実施 の 約 2 週間 
前 に 行 つ た 基礎 調査 の 結果 で は 察 に ょ つて 大 い に 異な 
り , 裕福 な 或 は 大 き な 家 で ag itis 
は 主として 側壁 に 静止 する が , 矯 小 な 各 困 な 家 で は 屋 f 
は 昼間 , 天井 裏 , 側壁 , 雑 物 の 内 外 等 色 る 処 に 静止 し て 
いる 。 こ の よう な 状況 は 各 漁 村 で ある 功 路 木 で 普通 に み 
られ る 。 と の よう な 事情 か ら 害 一 的 な 散布 方 法 は 採用 で 
きず 天井 , 側壁 , 家具 等 あら ゆめ る 静止 面 へ 散布 する と 散 
布 面 積 従 つ て 薬剤 の 量 が 非常 に 多く な る の で , 天井 高く 
よく 整理 され て いる 室 を 除き , 原則 と し て 天井 及び 側壁 
に 対し て , 30cm スト リッ プ 法 (水平 に 80cm 巾 で 30cm 
置き に 散布 する 法 ) と よ ょ つた 。 艇 布 は 第 1 表 に 示す ょ う 
な 基準 に より , ゲー ジ 付 二 連 水 平 動 噴霧 器 を 用 いて 40 
psi の 圧力 で 80cm の 距離 か ら 各 薬剤 の 稀釈 液 を 50cc/m? 
に な る よう に 散布 面 に 垂直 に 吹き 付け :。 一 戸 平 均 の 散 
布 面積 は 122~150 m? で , も し 天井 及び 側壁 の 全面 に 
散布 する と すれ ば て の 面積 は 上 の 2 倍 と な り 薬 価 あ も 従 つ 
て 2 倍 と な る 竹 で ある 。 

幼虫 に 対す る 薬剤 散布 : 幼虫 に 対し て は 第 2 表 に 示す 
よ ょ うに 発生 場所 の 水量 た に 対 し て DDT を 1 ppm の 割合 
に 散布 する よう に 各 島 の 青年 団 又 は 婦人 会 の 幹部 に 指導 
し て 散布 させ た 。 こ と この 方 法 が 環 路 木 と 大 島 で は 略 正確 に 
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第 1 表 成虫 に 対す る 残留 第 表 幼虫 に 対す る 薬剤 
名 木 大 島 島 島 名 木 島 納 
だ 33 51 38 40% DDT 40% DDT 50% DDT 
40% DDT 5% デ 50% DDT 使用 薬剤 ネー スト ペー え ト 
使用 薬剤 ペー スト リン 乳剤 水 和 剤 x40 x40 x50 
x10 x12.5 標準 布 量 1 ppm 1 ppm ? 
薬剤 使用 回 8 7 3 
標準 布 量 50cc/m? 50 cc/m? 50cc/m? 数 
a PD 使用 総量 3.6kg 3.9kg 2.4kg 
(2g/m?) (0.25g/m?) (2g/m*) 
一 平 均 第 回 1 回 第 1 回 
原液 0.25kg 0.4kg 0.125 kg 
使用 薬剤 量 。 200 7(20kg) 3807 (38 0 270 7(21.6 kg) 0.45 kg 0.56kg 0.8 kg 
E151(1.5kg) 161(1.6 10.5K0.84kg) 戸 当 (1 
i 均 薬 価 
EE 薬 価 2,000 円 2,167 円 1,200 円 
6.1 1(0.6kg) 7.5 1(0.750 7.11(0.75kg) 
tt 333 円 373 円 284H 成虫 は 減少 し な か つた 。 
薬 価 11.11 円 19,000 円 10,800 幅 成虫 に 対す る 残留 噴霧 及び 幼虫 に 対す る 薬剤 散布 に よ 


実行 され て いた が 散布 間隔 は 7 日 に 1 回 の 原則 が 7 ~10 
日 と な り 9 月 に は 半月 に 1 回 に 延び た 事 も あぁ る 。 然 し 納 
島 で は 後 で 述べ る よう に 適当 な 指導 者 を 得 ら れず 第 1 回 
目 だ け 実行 され た が 後 は 吾 々 の 勧告 に も 拘ら ちず 殆 ん ど 実 
行 さ れず , 9 月 に 入 つ て こと この 島 だ け 目 が 次 第 に 多く な つ 
た の で 幼虫 駆除 を 始め た が や は り 不 徹底 で あつ た た め に 


る 撲 減 効果 は , 撲滅 作業 実施 前 後 の 採 集成 績 を 比較 すれ 
ば 分 る が , そ を それ ら の 成績 は 第 3 表 , 第 4 表 及 び 第 8 図 に 示 
され て いる 。 第 3 表 は 夜 9 ~11 時 の 間 に 2 名 の 採集 者 が 
4 軒 の 人 家内 で 夫々 20 分 間 に 採 集 網 及び 吸虫 管 で 採集 し 
た 成虫 数 を 示し た も の で ある 。 訓 路 木 , 大 島 で は 極め て 
著しい 効果 が み ら れ る の に 反し て 納島 で は 幼虫 対策 を 宮 
つた た め に 著しい 効果 は 現われ て いな い 。 第 4 表 は , 内 


第 3 表 残留 噴霧 前 後に た 於 ける 成虫 の 夜間 採集 成績 , 1958 


j 25/VII 40 DDT ペー え スト 残留 噴霧 


調査 日 

10/VII 24/VII 8/VIII 23/VIII 6/IX 28/IX 計 (%) 
C. pipiens pallens 188 179 8 0 1 379 (94.99) 
C. tritaeniorhynchus 10 0 1 0 0 0 1 W276) 
路 ( 4A. togoi 1 0 0 0 0 1 2 (0.50) 
木 | subalbatus 0 0 0 0 0 
An. hyrcanus sinensis 5 0 0 0 0 6 (1.50) 
Total 204 179 10 $ 0 3 399 (100.00) 
p27/VII 5 デル ドリ ン 乳 剤 残留 噴霧 

調査 日 
12/VII 26/VII 9/VIII 24/VIII 5/IX 27/IX 計 (%) 

種類 
C. pipiens pallens 33 240 3 0 0 0 276 (94.52) 
|C. tritaeniorhynchus 0 0 5 0 0 0 5 A 
A. togoi 2 0 2 0 0 0 4 148 
Ar subalbatus 0 1 1 1 1 
An. hyrcanus sinensis $ 0 1 0 0 0 2 (0.68) 
Total 36 241 12 1 - 1 292 (100.0) 
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30/VII 50 DDT 水 和 残留 


調査 日 
13/VII 29/VII 10/VIII 25/VIII 7/IX 29/IX 計 (%) 
上 種類 


( C. pipiens pallens 36 52 14 18 10 68 198 (84.26) 
|C. tritaeniorhynchus 4 1 1 1 13 0 20 (8.51) 
納 C. bitaeniorhynchus 0 1 0 0 0 2 (0.85) 
( A, vexans nibpponii 0 0 0 0 9 0 9 (3.83) 
詞 4. togoi 1 0 0 0 0 0 1 (0.43) 
Ar subalbatus 1 1 0 0 0 1 S442) 
An. hyrcanus sinensis 1 0 0 0 1 2 (0:859) 
Total 43 55 15 19 34 69 235 (100.0) 
第 4 表 幼虫 の 発生 状況 , 1958 
j 25/VII 残留 
路 木 島 24IVII 8/VIII 23/VIII 6/IX 28IX 
大 下水 十 ー 十 + 
家庭 用 下水 世 + + 
人 工 的 容器 せ 
大 防火 用 水槽 十 — — 
j 27/VII 残留 噴霧 


島 26/VII 8IVIII 24/VIII 5/IX 


家庭 用 下水 十 ー  -— 
人 工 的 容器 一 +  -— 
水 胎 ー  -— 
ョ ッ ク タク プー ル + + + 


30/VII 残留 噴霧 


納 島 29/VII 10/VIII 25/VIII 7/IX 29/IX 


大 下水 ー 士 
家庭 用 下水 溜 + ー ー 士 
人 工 的 容器 + ーー 
ョ ッ ク + + せ 


経 約 15cm の 採集 析 子 で 5 回 採集 し て 得 ら れ た 幼虫 数 が 
0, 1 ~10, 11~830, 81~50 及 び 51 以 上 で ある 時 に 夫々 
ー, 士 , 十 , 廿 及び 世 等 の 記号 で 表し た 幼虫 の 発生 量 を 
示し た 表 で ある 。 ロック プー ル で は 専ら トウ ゴウ ヤブ カ 
が 発生 (本 種 の 発生 場所 で は 多く の 場合 析 子 の 使用 が 不 
可能 で あり 幼虫 や 水 表 面 に 必ず し も 上 つて は い 
な い の で 肉眼 的 に その 多 寮 を 判定 し た ) する が , その 他 
の 発生 場所 で は 主として アカ イエ カ が 発見 され , コガ タ 
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第 3 図 残留 噴霧 後に 於 ける アカ イ テ カ 
成虫 数 の 減少 , 1958 

アカ イエ ェ カ が 時 に 少数 混 棲 或 は 単独 に 発見 され る 程度 で 
あつ た 。 こ と の 表 か ら も 敷 路 木 及 び 大 島 で は 幼虫 の 発生 量 
は 激減 し て お り , 納島 で は 特に 水 肥 留 に お いて あま り 減 
少し て いな い 事 が 分 る 。 第 3 図 は 残留 噴 却 実施 前 後に 人 
家内 で 夜間 採集 され た 成虫 の 数 と 幼虫 の 駆除 回 数 と の 関 
係 を 図示 し た も の で ある が , 上 に 述べ た 幼 果 の 現れ 方 が 
よく 分 る 。 納島 で は "7 月 上 , 中 旬 頃 一 時 的 に 婦人 会 に ょ よ 
つて 潮 及 び 一 部 の 水 肥 溜 に 開 油 を 散布 し た 事 が ある の で 
残留 噴霧 前 に 到 が 一 時 少な か つた が , その 後 全 く 協 力 し 
な く な つた の で 9 月 中 旬 以 後 成虫 の 数 が 次 第 に 多く な つ 
て いる 。 と こと の 図 か らち 残留 噴霧 は 顕著 な 撲 減 効果 を 現 わ し 
約 1.5 ヵ 月 位 の 間 は その 効果 が 持続 する が , 幼虫 の 駅 除 
を 併せ そ て 行わ な けれ ば それ 以上 効果 は 持続 し な い 。 実際 
に , 幼虫 駆除 を 確実 に 行 つ た 豆 路 木 及び 大 島 で は 実験 開 
始 後 表 帳 を 使用 する も の な く , と の 年 は 9 月 以後 も 終 に 
麗 帳 の 必要 を 認め な か つた 。 

自然 感染 の 調査 

残留 噴霧 実施 の 2 週間 前 に 行 つ た 認 族 調査 の 際 に , 仔 
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第 5 表 アカ イェ テカ ヵ み の 自 然 感 染 , 1958 


自然 感 


路 内 橋本 久 次 郎 145 31 21.4 0 


早朝 川 元 イト 26 2 21.4 1 


屋 
11/VII 
37 1 29.7 1 35 
早朝 
木 

早朝 山田 イト 14 0 0 0 
大 帳 

内 9 0 0 0 
イト 1 0 0 0 (tog) 
13/VII 竹田 留 司 12 1 8.3 0 

屋内 口 美 13 0 0 0 

早朝 


益 永 六 太 郎 12 0 0 0 
納 


永 郎 14 1 7.1 0 1 
14/VII 
早朝 
崎村 市 蔵 4 0 0 


虫 保有 者 の いる 家 で 早期 麗 帳 内 で 採集 され る 成虫 , 早朝 
屋内 に 喜 留 し て いる も の 及び 夜間 患 家 へ 侵入 し て きた 弧 
に つい て 自然 感染 の 有無 を 調べ て 第 5 表 に 示す ょ うな 成 
績 を 得 た 。 こ の 表 か ら も 分 る よう に 人 家内 で 採集 され る 
も の は 殆ど アカ イエ カ で あつ て , トウ ゴウ ヤ プ カ ,。 ご 
ガタ アカ イエ カ , オオ クロ ヤ プ カ ,。 シナ ハマ ダラ カ 等 は 
稀 に し か 発見 され な い 。 敷 路 木 で は 自然 感染 率 が 特に 高 
い が こ の 島 は 上 述 し た よう に 生活 程度 が 特に 低く どの 家 
で ぁ も 表 帳 は 使用 し て いた が や ぶれ て いた り , 床板 の 隙間 
か ら 設 帳 内 へ 麗 が 自由 に 出入 で きた りす る よう な も の も 
あつ て 表 に 示す よう な 多数 の アカ イエ ェ カ が が 採集 され た 。 
特に とこ の 部 落 で 注意 を 引い た の は 川 元 宅 で 採集 され た 2 
体内 に は 本 期 の 末期 の 幼虫 と 感染 幼虫 と を 保有 し て い 
た 事 で ある 。 と の 皮 は 数 日 前 と 10 数 日 前 と の 2 回 に 感染 
血 を 摂取 し た も の と 考え ね ば な ら な い 。 残留 噴 寺 実 施 後 
は 麗 は 殆 ん ど 採 集 さ れ な く な り , 自然 感染 政 も 発見 され 


[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 第 6 号 


な か つた 。 

と こと で , トウ ゴウヤ プ カ の 明和 押 性 に つい て 一 言 し て お 
きた い 。 本 種 は 実験 的 に フィ ラリ ア 幼 虫 に 対し て 感受 性 
強く 教室 の 大 島 (1956) は 自然 感染 を 認め た 事 も ある が 
人 血 噌 好 性 は 低く , と の 8 島 の 海岸 地帯 に も 牙 産 する の 
に 人 家内 で は 殆 ん ど 発 見 され な い 。 和 牛 血 噌 好 性 に つい て 
は , 和牛 が 殆 ん ど 牛 合 に 入れ られ る 事 な し に 屋外 で 繋留 さ 
れ て いる の で その 程度 は 分 らち な い が , 和牛 が 畜舎 に 入 つ て 
いる 時 で も あま り 多 く は 発見 され な い 。 或 は 益 舎 内 に 宮 
留 す る 性 質 が 特に 弱い の か も 分 ら な い 。 何 れ に し て も ト 
ウゴ ウ ヤ プ カ の 吸血 習性 は 尚 不明 な も の が ある 。 

1) 長崎 県 離島 の 小値賀 町 に 属す る , 大 島 納 
島 は フィ ラリ ア の 可 成 り 高 率 に 侵 涯 し て いる 島 島 で ある 
が , と こと で 昭和 83 年 7 月 か ら , 伝搬 麗 の 撲 減 と 仔 虫 保有 
者 の 集団 間 感 治療 と を 行 つ て 本 病 を 撲 減 する 実験 を 開始 
し た 。 実験 は 引続き 継続 する が , ここ と に 昭和 833 年 度 の 成 
績 を 対 表 族 対策 と 対 仔 虫 保有 者 対策 と に 分 け て 報告 す 
る 。 本 編 は 麗 族 対策 に っ つっ い て の 実験 結果 を 幼 め た も の で 
ある 。 

2) 各 島 共 岩 礁 に 囲ま れ た 戸数 僅か に 88~51 戸 の 小島 
で , 中 央 は 低い 岡 を な し , そ と に 数 カ所 の 牧草 地 と 畑地 
と 疎 林 と が ある の み で 水田 は 全く な いか 非常 に 少な い 。 
住民 は 農業 叉 は 漁業 に 従事 し 生活 程度 は 非常 に 低い 。 主 
要 な 発生 下 は アカ イエ ェ カ と トウ ゴウ ヤ プ カ で , 前 者 は 家 
庭 の 下水 下水 溝 , 水 肥 に 大 発生 し て 人 家 へ 来 
し て 人 血 を 叶 好 し 自然 感染 率 高く 専 ち フィ ラリ ア を 伝搬 
し て いる も の と 考え られ る 。 後 者 は , 海岸 地帯 の ロッ ク 
プー ル に 昆 産 す る が 人 家 や 麗 帳 内 へ は 殆 ん ど 侵 入 せ ず フ 
ィ ラ リア 伝搬 上 は 殆 ん ど 問 題 に は な ら な いと 考え られ 

8) "月 下旬 , 成虫 に 対し て DDT 2 g/m?, デル ドリ 
ン 0.25g/m? の 割合 で 30cm 置き の スト リッ プ 法 に ょ つ 
て 残留 噴霧 を 夫々 一 回 行い , 幼 虫 に 対し て は 発生 場所 の 
水量 に 対し て DDT を 1 ppm の 割合 で 7 ~10 日 間隔 で 
散布 し た 。 

4) その 結果 , の 薬剤 駆除 を 忠実 に 行 つ た 木 
及び 大 島 で は 極め て 顕著 に 撲 減 効果 が 現われ , と の 年 は 
終 に 全戸 貞 帳 を 使用 せ ず に 冬 を 迎え た 。 然 る に 納島 で は 
残留 噴霧 実 施 後 約 1.5 ヵ 月 間 は 成虫 の 飛来 数 が 非常 に 少 
な か つた が 9 月 中 旬 以 後 は 次 第 に 多く な つて 殆 ん ど 全 戸 
麗 帳 を 使用 させ ね ば な ら な く な つた 。 と れ は 納島 で , 幼虫 
の 駆除 を 第 1 回 目 以 後 は 殆 ん ど 行 わな か つた 事 に ょ る の 
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性 素 が 高く な る 。 
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で ある が , この 事 か ら 残 留 噴霧 を 実施 後継 続 し て 定期 的 
な 幼虫 の 駆除 を 行わ ね ば 著しい 撲 減 効果 を 長く 期待 する 
事 は 困難 で ある と 考え られ る 。 


仔 虫 保有 者 対策 


I. 実験 地区 に お ける 感染 状況 

我々 が モデ ルケ ー ス と し て 選ん だ 小値賀 町 (第 1 図 ) 
の 納島 , 大 島 , 環 路 木島 の 人 金 住民 721 名 た に つい て 夜 10 時 
以後 耳 茶 より 20cmm の 採血 を 行い ミク ロフ ィ ラ リア の 
検索 を 行 つ た 。 


第 6 表 感染 状況 


仔 虫 陽 仔 虫 陽 仔 躍 陰 


9 25 13 47 28.48% 
大 290 13 38 58 20.00% 
4 10 16 30 11.28% 
計 721 20 48 67 .-135 18.72% 


水腫 ビ 尿 皮 病 の 他 
4 69 19 9 0 0 


その 成績 は 第 6 表 に 示す よう に 好 虫 陽性 率 は 納島 266 
名 名 中 14 名 , 5.2622, 大 島 290 名 中 20 名 , 6.9022, 誤 路 
木島 165 名 中 84 名 , 20.61 2 で , 敷 路 木 島 に 高い 陽性 率 
が み ら れ た 。 年 齢 別に みる と 20 剛 以 上 の も の に 急激 に 陽 
4 歳 以 下 の 小 児 に は 陽性 者 を 得 な か つ 
た 。 豆 路 木 島 で は 9 歳 以 下 の 学 童 に 既に 8.0% の 陽性 率 
が ある (第 7 表 )。 星 する 症状 と し て は 一 般 に 軽く , くさ ふ 


る い 発 作 , , 乳 び 症 で , 皮 病 は 発見 され な か 
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つた 。 と これら 有 症 者 で 仔 虫 を 発見 出来 な か つた 感染 者 を 
加え る と 各 島 の 感染 率 は 夫々 11.2822, 20.00%, 28.48 
26 と な る (第 6 表 )。 

TI. 集団 治療 の 方 針 

Diethylcarbamazine に こよ つて 率 状 虫 症 の 治療 を 行う 場 
合 , 1 日 量 を 6.0mg/kg と し , これ を 6 回 に 分 服 , 10 日 

乃至 14 日 投与 する 方 法 が 血 中 濃度 が 最も 高く , 治療 効果 
も 勝 れ て いる と と を 報告 し た が , 集団 を 対象 と し た 治療 
と な る と 経費 や ゃ , 投与 の 方 法 等 の 面 か ら 制 限 を 受け る 。 
従 つて 実施 可能 な 簡単 な 投与 方 法 で , し か も 最少 の 量 で 
適 確 な 効果 を 挙げ る と と が 肝要 で ある 。 仔 虫 に 対し て 有 
効 に 作用 する 最低 血 中 濃度 は 概ね 0.8~1.0 gg/dl 附近 
に ある も の と 考え られ る の で , 一 時 的 に と にせ ょ 確実 と に とれ 
以上 の 血 中 濃度 を 示す 2.0 mg/kg を 1 回 量 と し (第 4 
図 う ,10 回 に 総量 20 mg/kg の 投与 を 行 つ た 。 即ち 納島 で 
は 毎日 1 回, 10 日間 (第 1 群 ), 大島 で は 1 週 に 1 回, 10 
週間 第 2 群 )。 敷 路 木 島 で は 1 ヵ月 に 1 回 , 10 ヵ月 間 
(第 3 群 ) の 治療 を 行 つ た 。 尚 検 血 と より 仔 虫 を 発見 出 


2nmg /kg 回 投 
10~30 


下 
業 Th~5h 


068 ~ 255 
均 1:35*%c 


0 


W123456 8 12 14 16 24 4 
Time 
第 4 図 2.0mg/kg 投与 時 の 血 中 濃 鹿 
(マイ クロ グダグダ ラム ) 


第 7 表 年 齢 別に 見 を 仔 虫 陽性 率 


路 木 納島 


計 
陽 検査 陽性 検査 陽 検査 陽性 

0~ 4 20 0 0 41 0 0 39 0 0 100 0 0 
5~ 9 25 2 8.00 42 0 0 37 0 0 104 2 1.92 
10~19 31 6 19.35 50' 1 2.00 60 3 5.00 141 10 7.10 
20~29 22 6 27.27 31 4 12.90 44 6 13.64 97 16 16.49 
30~39 19 6 31.58 2 5.71 27 3 1 机 81 11 13.58 
40~49 15 a 6.67 19 2 10.53 18 1 5.56 52 4 7.69 
50~59 13 5 38.46 24 2 8.33 26 4 15.38 63 11 17.46 
60~69 11 5 45.45 13 0 0 20 2 10.00 44 7 15.99 
0~79 9 3 33.33 10 3 30.00 13 1 7.69 32 x 21.87 

80~89 1 0 0 6 0 0 7 0 0 
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第 8 表 駆虫 効果 (第 1 群 納島 ) 
2.0 mg/kg 1 日 1 回 10 晶 間 


【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 第 6 号 


第 10 表 駆虫 効果 (第 3 , 木島 ) 
2.0 mg/kg 1 月 1 回 10 ヵ 月 間 


10 第 10 終了 70 


a 第 1 回 投 第 3 回 


(50 ) 


陽性 者 服 後 服 後 後 cmm) 陽性 者 (20cmm) (20 cmm) (60 cmm) 
1. 浜 元 久 市 18 1 DR 9 1. 福川 タケ $ 3 20 
2. 崎村 チョ 6 0 39 48 
3. 崎村 5 0 0 1 ww 12 
4. 山内 徳 市 2 本 | 8 4. 前 田 幸 市 30 6 55 
5。 = 市 12 0 6 < マサ = 15 34 
6. 森岡 種 蔵 2 0 0 0 0 6. 橋本 作 次 朗 9 8 12 
7. 益 永 郎 35 | 0 3 7. 69 16 37 
8. 益 永 1 1 00" 2 8. ハル 73 48 423. 
9. 牧山 助 次 8 9. 川 元 イト 59 12 33: 
12. 松永 カネ 1 12. 福田 仙一 24 67 
9 1 13. 中 山善 太郎 2 3 15. 
14. 浜 元 3 1 14, 233 38 112 
陰 転 者 数 0 9 10 10 6 4 i " “ 
18. 7 キク ニテ 2 18 
第 9 表 駆虫 効果 (第 2 群 , 大 島 ) 19. 前 田 サ サ ェ 15 2 60: 
2.0 mg/kg 1 週 1 回 10 週間 20. 福田 フ ヂ 子 8 2 
21. 前 徳 療 42 20 22. 
仔 数 投 22. 前 田 美 代 吉 33 66 14 
4 
4 光る 0 0 0 0 25. 柴田 大 太郎 30 10 52 
2. 豊 村 豊 次 19 2 0 26. チ ナッ 25 6 11 
3. 神田 美 代 4 0 0 0 ハツ = 29 4 1 
4. 神田 勝己 4 3 2 28. 106 49 89 
3 3 0 0 29. 信子 168 161 510 
0 30. 前 田 三郎 46 48 99 
. 崎村 3 2 0 ーー 
8. 崎山 留 次 郎 2 2 1 0o 0 検 査 数 30 30 26 
9. > 2 1 0 6 陰 転 者 数 0 0 ! 
10. 橋本 人 太郎 2 9 0 0 
11. 橋本 徳 次 1 0 4 来 な か つた も の の 中 に も 洪 在 性 の 感染 者 が 存在 する 可能 
12. 橋本 ルイ 子 1 1 0 0 1 性 が ある の で , 仔 虫 の 有無 に か か わら ず 満 5 歳 以 上 の 全 
員 に つい て 投 を 行 つた 。 
島 頁 平 3 
タ 7 0 0 5 『. 治療 成績 
16. 正本 ア ャ 子 16 16 0 4 8 駆虫 効果 を 仔 虫 陽性 者 に つい て みる と , 第 1 群 , 第 2 
ET A ET 6 0 0 2 群 で は 何れ も 8 回 投与 後 あたり か ら 仔 虫 の 減少 が 著 明 
0 で ご, 20cmm の 検 成績 で 大 島 で は 第 9 回 服薬 後 例 中 
1 6 a 12 例 , 納島 ご は 第 10 回 服薬 後 10 例 中 6 例 に 仔 虫 が 陰 転 化 
し , 陰 転 し な いも の で も も 数 の 激 み ら れ る 。 投 
者 数 12 12 8 薬 終 了 後 大 島 で は 40 日 納島 で は "70 日 に 60cmm 


し て 仔 虫 を 検索 する と , 前 者 で は 16 例 中 8 例 , 後者 で 


34 年 12 月 (1959)〕 


は 11 例 中 7 例 に 極 く 少数 で は ある が 仔 虫 の 残存 する の が 
確認 きれ た 。 即 ち 仔 虫 の 著 明 な 減少 は ある が , その 険 転 
率 は 第 1 群 で は 36.8626, 第 2 群 で は 50%% と な る 。 第 3 
群 の 敷 路 木島 は 第 3 回 服薬 後 の 成績 きま で し か わか つて い 
い が 陰 転 者 は 26 例 中 1 例 で , 一 般 に 仔 虫 数 の 減少 も 3 
明 で は な い 。 ま だ 観 祭 途上 で 確実 な こと は 云え な い が , 
2.0mg/kg の 10 回 の 投与 で は , 1 週 1 回 投与 法 が 最も 優 
れ て いる よう に 思わ れる (第 9, 10 表 )。 

今後 治療 終了 後 の 仔 虫 の 推移 仔 虫 陰 転 者 か ら の 陽 転 
の 有無 , 新 感 染 の 出現 等 を 観察 し 最も 効果 的 , 能率 的 な 
集団 治療 の 方 法 を 引続き 追及 する 予定 で ある 。 
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‘Summary 
Filaria control experiments eradicating the vector 
mosquitoes and medicating the microfilarial carriers 
were started from mid-July, 1958 at three islets, 
Yaburoki, Oshima and Noshima, of Ojika island which 
lies to the north-west of Goto islands, Nagasaki 
Prefecture. 


A. Mosqguito Control 


The most dominant and important mosquitoes found 
in these islets are Culex pipiens pallens and Aedes 
iogo. The former is breeding in cess-pools, gutters 
and fertilizer pits and the latter is in rock or tide 
pools which are found in numbers in rocky shore. 
The former is very fond of humans, very active in 
invading houses and mosquito nets and high in 
natural infection rate with filariae (Table 4), while 


the latter is very few in houses though it is high in 
experimental infection rate. Consequently the house 
mosquito, C. b. pallens appears to be the only vector 
species of filariae in these islets. In these islets any 
insecticides for household pests have been rarely used. 

For adult mosquitoes, residual sprays with DDT 
or Dieldrin were applied as will be stated below 
for all houses by a spacing method in the way that 
the finished solution were applied at the rate of 50 cc 
per square meter on every other strips of surface 
area about 30 cm in width. The sprays were applied 
against the ceilings and side walls for poor and low 
ceiling houses but for large and high ceiling houses 
the ceiling were omitted because very few mosquitoes 
were usually found resting on such ceilings. 

For the breeding places of larvae especially cess- 
pools, fertilizer pits and rock or tide pools, 1% DDT 
emulsion was sprayed at the rate of 1 ppm against 


Name of islet No. of houses Mf. incidence Dilution 
40% DDT + 

Yaburoki 33 20.61% July 25 1.6% Lindane も +:10 122 m* 

paste 

Oshima 51 6.90% 1:10 150 m’ 

Noshima 38 5.26% 1:12.5 142 m’ 


(51 ) 
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the volume of water, once a period from 7 to 10 
days exepting in Noshima where application of 
larvicide was neglected. 

Soon after the above treatments, in Yaburoki and 
Oshima, very few mosquitoes entering or remaining 
in house were observed. The states continued till 
the end of September. While in Noshima the reduc- 
tion in number of mosquitoes invading houses was 
less remarkable and the number increased since mid.- 
August. The above experiments suggest that the 
residual sprays are not very effective but for about a 
month and a half if the control of lavae are neglected. 


B. Mass treatment ‘with diethylcarbamazine 
for populations in endemic area of 
bancroftian filariasis 


Microfilaria surveys were made on the end of July, 
1958 at the islets, Noshima, Oshima and Yaburoki, 
for all the inhabitants including new born children 
with the following results : 


Name of Date of No. of Mf 
islet survey Inhabitants positive * er Cen 
Noshima July 27 266 14 5.26 
Oshima w 24 290 20 6.90 
Yaburoki 2 < 165 34 20.61 


( 52 ) 
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lt is projected that the drugs are given to all 
people over five years old because of younger infants. 
being found to be healthy, in order to cure not only 
the microfilarial carriers detected positive by the 
examination of 20 cmm of peripheral blood but also: 
those whose microfilarial counts are too low to be: 
found out by the examination of such a small amount 
of blood, and that the diethylcarbamazine is given 
in a dose of 2.0 mg per kg body weight once a day 
on ten days or 20 mg/kg in total but in three diff- 
erent ways in the period of treatment. 
lst group (Noshima) every day for ten days 
2nd group (Oshima) once a week for ten weeks 
3rd group (Yaburoki) once a month for ten months. 

In the first and second groups the reductions in 
number of microfilariae began to occur generally 
after three doses. In the first group 63.64% of the 
carriers remained still positive for filariae on the 
70th day after the end of treatment, while, in the 
second group only 50% were still positive on the 
40th day after the last dose, suggesting that the 
method applied to the second group appears better 
that in the first group. 

In the third group three doses were only finished 
and the reduction in number of filariae was also 
observed but the results is still unknown now. 

These experiments are now under continuation and 
details will be reported on the other day. 
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伊豆 諸島 の に お ける バン クロ フト 状 の 研究 


林 生 孝 長田 博 
東京 大 学 伝染 病 研究 所 寄生 貝 研究 部 (部 長 佐々 学 教授 ) 


(昭和 34 年 6 月 3 日 受領 ) 


1953 年 夏 , 青 ケ 島 の 一 青年 (男子 , 当時 22 歳 ) が 上 京 
し , 精 索 腫 服 , 乳 ビ 尿 , 排尿 困難 等 を 訴え て 都内 の 某 病 
院 に 入院 し た 。 当 研 究 部 の 田中 寛 氏 に より 夜間 検 血 を 受 
け , 伝 研 に 持 帰 られ た 濃 滴 標本 を 筆者 の 林 も と も に 検 鏡 
し た と ころ 。 バンク ロフ ント 糸状 虫 の ミク ロフ ィ ラ リア を 
見 出し た 。 翌 年 の 1954 年 11 月 に 厚生 省 人 口 問 題 研究 所 の 
篠崎 信男 氏 を 中 心 に 青ヶ島 学術 調査 団 が 渡島 し た 折 , 区 
野 嶋 子 氏 が 住民 の 一 般 疾病 調査 を し て こと られ, 出 ケ イ 部 
リ ン パ 腺 の 腫 有 せ る も の , 乳 ビ 尿 を 訴え る も の が いる と 
と を 確 め ) フィ ラリ ア 症 が 存在 する らし いと と を 報告 し 
た 。 我々 は , フィ ラリ ア 症 の 地域 駆除 を 試み る 対象 と し 
て , 住民 が 4 ~500 名 程度 で , な る べく 周囲 か ら 隔 絶 レ 
た 場所 を 必要 と し た の で , 従来 継続 し て 来 た 八 丈 小島 の 
マレ ー 糸 状 虫 の 調査 並び に 撲 減 を 行う 機会 に 足 を の ば し 
て 渡島 し ょ うと いう の が , 今回 の 調査 の 動機 で ある 。 

1958 年 7 月 18 日 より 8 月 6 日 まで , ほ ゞ く 3 週間 青 ヶ 島 
に 滞在 し , 同島 に お ける フィ ラリ ア 症 の 調査 と , あわ せ 
て , Diethylcarbamazine に ょ る 集団 投薬 , DDT ペ ー ス 
ト を 用 いた 屋内 残留 噴霧 等 の 媒介 届 対 策 を 行 つ た 。 交通 
不便 の 憧 地 に 在 る 為 , 従来 フィ ラリ ア 症 患者 が 存在 する 
と と が 知ら れ て いた が , 組織 的 調査 が 行わ れん た こと な く 
と と に 初め て 流行 状況 を 報告 する 。 

同島 は 伊豆 諸島 の 最 南 端 に 位置 し , 東京 か ら 南 方 357 
km, 八丈 島 か らち ら さ ら に 60km 距 つ た 絶海 の 孤島 で あり , 
夏季 に は 1 月 に 1 度 の 割 で 船 が 寄 航 する こと に な つて い 
る 。 ほ さく 南北 の 方 向 に 長い 卵 形 を し て , 長 経 約 83.5 km, 
短 径 約 2.5km, 最高 部 が 4238m ほど の 全体 が 橋 型 に も 


り 上 が つた 小島 で ある が , 周囲 は 殆 ん どき り た つた 絶壁 


SHIGEO HAYASHI, Koj! SATO & YASUHIRO 
OSADA: Studies on the bancroftian filariasis in 
Aogashima Island of the Izu Archipelago. (Depart- 
ment of Parasitology, Institute for Infectious Diseases, 
University of Tokyo) 

交 部 省 試験 研究 「 糸 状 虫 駆除 研究 班 」 報 告 策 4 号 


を な し て いる 。 地 形 は 外輪 山 と 内 輪 山 か ら な る 二 重 火 山 
か らら なり, 外輪山 の 外壁 の 一 部 が 北方 に 伸び て ゆる や か 
な スロ ー プ と な つた 平坦 部 を つく り , 岡 と 称し て 島民 の 
居住 する 部 落 が 形成 され て いる 。 一 方 外輪 山 の 内 壁 は , 
を な し て 降下 し , 内 輪 山 と の 間 に 状 の 平坦 部 
が ある 。 池 の 沢 と 呼ば れ , 往 苦 水 を た た えて いた らし い 
が , 久しい 前 か ら 王 活 し , こと こ に も 部 落 が 存在 する 。 池 
の 沢 は 現在 も 処 々 に 噴気 が み ら れ , 地熱 も 高い の で , 外 
部 の 岡 より 常に 気温 が 高く , 我々 の 渡島 し た 折 は 小数 の 
居住 者 が いた さけ で ある が , 大 体 夏 季 は 岡 , 冬季 は 池 の 
沢 と いう よう に 殆 ん ど 島 民 の 大 部 分 が 移住 生活 を くり か 
え し て いる と の と と で ある 。 現在 約 3880 人 の 島民 が いる 
が , 泡 そ の 他 の 長期 他 出 の も の が あり , 筆者 等 の 滞在 期 
間 中 に は ほ さ くさく 320 人 を 示し て いた 。 気温 は 平均 17.8C で 
亜熱帯 的 , 年 降水 量 は 約 23500mm で 八丈 島 に 次 ぐ 。 島 に 
流水 , 池沼 な く 島民 は 各戸 に 天水 を た め る タン ク を 設 
け , 水 を 極度 に 大 切 に する (第 1 図 , 第 2 図 , 第 1 表 参 
)。 


調査 方 法 


5 つの 地区 に 区 分 し て , 毎晩 役場 の 所 定 の と ところ に 島 
民 を あぁ つめ, 午後 8 時 半 よ り 12 時 まで の 間 に 夜 間 検 血 を 
行 つ た が , 検査 に る も れ た 者 は 一 々 戸別 訪問 と ょ り 検 査 を 
行 つ た 。 従 つ て 滞在 期間 中 に 殆 ん ど 全 島民 に あたる 317 
名 の 検査 を 終了 レ し た 。 検 は 耳 の 滴 , 3 滴 法 に ょ 
り ,。 一 部 ザー リー ピペット を 用 いて 60cmm 採血 し た 。 

昼間 は な る べく 多数 の 住民 の 診療 に あぁ あたり, 現 症 の 記 
録 と 問診 こよ ょ り 既 往 歴 の 募集 に 努力 し , 一 方 各種 発生 水 
域 に お ける 疫 幼 虫 の 採集 , 吸虫 管 , 捕虫 綱 に ょ る 住家 内 
外 の 虫 の 採集 を 行い , の 調査 と その フィ ラリ ア 
幼虫 保有 状況 の 調査 を 行 つ た 。 


検 血 成績 並び に その 解析 
第 2 表 に 示し た 如く 817 名 の 中 41 名 , 約 12.9 に MEf 


all 
only 
the 
also. 
ount | 
day 
diff- 
eks 
nths. 
s in | 
rally 
3 
the | 
the 
_the 
the 
the 
etter 
shed 
also 
and 


【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 第 6 号 


© 
が 
1 
第 1 表 青ヶ島 の 気温 (青ヶ島 小 中 学 校 観測 ) 
昭和 31 年 席 昭和 32 年 度 
1 8.70 8.35 10.78 9.27 1 9.88 11.83 12.18 
11.46 11.99 11.54 11.66 2 8.35 9.45 
3 12.67 15.13 14.82 14.27 3 10.23 10.24 12.23 
4 16.10 17.13 16.86 16.69 4 14.20 16.26 18.74 
5 19.03 18.46 18.17 18.55 5 17.45 18. 37 19.71 
6 E20 22.16 24.20 22.19 6 20.52 21.07 22.01 
25.73 25.66 26.33 25.89 23.24 25.80 26.87 
8 25.95 25.89 25.12 25.66 8 26.80 26.07 23.80 
9 24.13 24.42 23.66 24.70 9 25.82 24.12 22、38 
10 22.94 21.78 de 19.15 10 20.76 18.60 17.18 
11 16.32 14.90 15.13 15.45 11 17.99 17.06 15.14 
12 13.33 9.93 8.46 10.57 12 14.98 12.04 10.84 


31 年 平均 17.88, 32 年 17.69, 2 年 間 の 平均 17.79 


が 検出 され , 予想 以上 


| 


率 な の に 盤 ろ か され た 。MFf 
※ は すべ て Wauchereria bancrofti の それ で あり , WM 
malayt の も の は 一 隻 も 見 出さ れ な か つた な た 。 表 で 一 応 分 


けた 岡 と 池 の 沢 両 地 区 で は , 岡 


ルー 


うに 見 える が , 検定 の 結果 は 有 章 な 差 と 認め られ な か つ 
また 男女 聞 に も 有意 な 差 が 見 られ な い 。 


ける 陽性 率 が 


896 
| 
大 
「 月 平均 
11.29 
9.7 
11.62 
16.40 
18.10 
21.20 
25.29 
25.57 
24.72 
18.85 
16.73 
12.62 
| 
( 54 ) 
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第 2 表 青ヶ島 フイ ラリ ア 症 Mf の 陽性 率 


地域 女 合計 

検査 例 数 153 142 295 

岡 陽 例 数 27 13 40 
4 17.7 9.2 13.6 

検査 例 数 13 9 22 

池 の 沢 陽性 例 数 0 1 1 
0.0 11.1 4.5 

検査 例 数 166 151 317 

計 陽 数 27 14 41 
16.3 9.3 12.9 


表 の フイ ラリ ア Mf 陽性 率 の 年 分 布 


計 

年 検査 陽性 。 検査 陽性 陽性 
例 数 例 数 例 例 例 数 

0~ 4 14 ササ 0 10 0 0 24 0 0 
10~19 28 0 0 26 人 


50~59 22 9 40.9 17 15.9 39 10 25.6 
60~69 12 6 50.0 9 
70~ 13 538.5 17 5 29.4 

計 166 27 16.3151 14 9.3 317 4 12.93 


Mf の 陽性 率 の 年 齢 分 布 は , 第 3 表 に まとめ た 如く で 


. あ る が , 最低 満 5 歳 の 1 女児 に 既に 陽性 が 認め られ , 20 


歳 台 か ら 急 に 増加 し て 以後 年 齢 の ます と 共に 一 方 的 に 増 
加 の 傾向 を 示し た 。 

な お , MFf 陽性 者 の 家族 的 な 出現 状況 を 調べ る 旋 , 二 
項 分 布 に 従う も の と し て 算出 し た 理論 値 と 観測 戸数 の 比 
較 を 第 4 表 に か か げた 。 と の 場合 の 比較 の や り 方 と し 
て , 従前 , 各 陽 性 者 数 を 示す 世帯 別に 合計 し た 値 , 即ち 
表 の 陽性 数 0, 1, 2 等 の 列 毎 に 縦 に 集計 し た 合計 値 で 
比較 し . 〆? 検定 を 行 つ て 来 た な が, と これ に ょ る と , も し 
も 有意 な 家族 集積 性 が 存在 し , 陽性 者 の 多く 出る 戸数 が 
理論 戸数 より 多い 傾向 に ある 場合 で も , 家族 数 の 少 い ダグ 
ルー プ の 行 の 右端 が 家族 数 の 多い グル ー プ の 人 行 の 左端 部 
と 合計 され る 旋 に その 傾向 が 相殺 され 有意 差 の 検出 され 
な い 場 合 の 起 る 恐れ が ある 。 そ を それで 今回 は 初め て の 試み 
と し て , 与え られ た 陽性 率 の も と で , 各 家 族 数 の 家 で 陽 
性 者 が 期待 人 数 あら われ る グル ー プ ( 表 中 m= 線 で 囲ま 
れ た 部 分 〉 を 期待 数 知 と し , 期待 数 以下 の 陽性 者 の いる 


表 青ヶ島 の フイ ラリ ア 家族 集積 性 
(Mf 陽性 の 同居 者 集積 性 ) ( 4 歳 以 下 除 く ) 


て 陽性 数 

0 2 計 

家族 数 
1 19(22.4) i 7 (3.6) 22 (26.0) 
2 18(20.0) i 7 (6.5) 2(0.5) 27 (27.0) 
3 10(10.2) 4 (5.0) 2(0.8) 16 (16.7) 
4 7 (6.6) § 4 (4.3) | 1(1.1) 12 (12.0) 
5 6 (3.8) 1 2 (3.1) 0(1.1) 8 (8.0) 
6 5 1 G0 
計 67(67.5) 27(27.3) 7(6.2) 101 (101.0) 


p=41/293=0.1399 q=0.8601 
観測 理論 2 2 
陽性 数 戸数 戸数 4 4 x 
0 67- 0:5 0.25 0.0037 


27 27.3 0.3 0.09 0.0033 
7 6.2 0.8 0.64 0.0103 


1 
2 
計 101 101.0 0.0173 
0.95> Pr{x* 之 0.0173} >0.90 非 有 意 


期待 数 以下 14.9 5.1 26;04 1.75 
期 待 数 56 64.8 8.8 77.44 1.19 
期待 数 以上 2.3 3.7 13.69 0:64 


計 101 101.0 3.58 


0.10> Pr{x* 之 3.58} >0.05 非 有 意 


群 , 期待 致 以上 の 和 群 と 合計 3 群 に わけ て 集計 比較 し た 結 
果 を 同時 に 示し た 。 と の 方 法 に ょ る と き は , 陽性 数 が も 
つと 多い 場合 の あぁ る 地区 で も , いつ も 自由 度 は 1 に な つ 
て , 精度 を あげ る と と が 出来 な い 不 利 が ある が , 一 方 先 
に 人 述べ た 論理 的 な 矛盾 を さけ た 点 で 一 歩 前 進 し た 方 法 で 
ある と いえ る 。 今回 の 青ヶ島 の 例 で は , どの 方 法 で 検定 
し て も 有意 と な ら ず , 家族 集積 性 を 認め る と こと は 出来 な 
か つた が , 新 方 法 で 検定 し た 結果 が , 危険 導 が より 小さ 

く な つて いる 点 が 注目 され る 。 即ち 例 数 が も つと 大 きい 
場合 に は 有意 に な る も の で ある か も 知れ な いと 思わ れる 
か ら で あ る 。_ 

た と えば , 家族 集積 性 の も つと 具体 的 な 解析 と し て , 
感染 の 家族 間 に お ける 相関 を 見 て みる と , 第 5 表 に 示し レ 
た 如く , 夫婦 間 , 父子 間 で は 有意 な 相関 が 認め られ すず , 
感染 が 独立 に 行わ れん た も の と 判断 され る が , 母子 間 の 相 
関 が 有 意 な 結果 と な つて いる 。 と れ は 表 に 示し た 如く , 
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第 5 表 者 ケ ヶ 島 の フイ ラリ ア 症 Mf の 陽性 率 と 家族 関係 (4 歳 以 下 を 除く ) 
計 
p 5!15!49!59! 1 1 
計 5(7.8 59 | 64 
計 
2(16.7) 10 =0.783 
計 6(14.3) 36 | 42 
計 619!43!46! 1 1 
4(66.6) 6 =0.006 
— 5(10.9) 41 46 有 意 
計 9(17.3) 43 | 52 


危険 素 0.6 以 内 で の 誤差 な の か , あぁ あるいは 母子 問 で 体 
質 が 相似 た 面 が あ いい いるか, まな 子 

が 常 在 起 居 を 共に する と と が 多い 旋 か , と これ だ け で は い 
づれ と ぁゃ も 判断 出来 な い 。 将来 の 検討 を 要する 点 で あろ 


5。 
臨床 症状 


青ヶ島 の ラリ ア 症 は , バン クロ ント 虫 に よる 
と と を , Mf か ら 確 認 し た が , その 症状 と し て も 熱発 作 


の 他 に バン タク ロフ ント 虫 症 に 特有 な , 乳 ビ , 陰 
腫 , 陰部 人 象 皮 腫 が 観 祭 され た 。 島 民 の 間 で は 「 せ ん き 」 
と いう 言葉 が 知ら れ , 精 腫 , 牽引 痛 と と も に 陰 
腫 彩 し , 時 に 発熱 を 伴う ょ うな 症候 を その 
他 の 症状 に 対し て は 特別 な 言葉 を も た な い 。 筆者 の 滞在 
期間 中 に は 熱発 作 の 現 症 に 遭遇 し な か つた が , 他 の すべ 
て の 症状 は と れ を 目撃 し た 。 た ゞ し 人 象 皮 腫 を 呈し て いた 
2 名 は すべ て 陰 井 の 象 皮 腫 ご で あり, それ も た か だ か 小児 
頭 大 の も の で あり , その 他 四 肢 に 発現 し て いた も の は 1 

つた 結果 を 第 6 表 に 示す 。 表 中 険 朗 水腫 の 項目 に は , せ 
ん き を 含め た 。 なお, 人 象 皮 腫 , リン ペ 腺 腫 服 は 現 症 を 記 
録 し , リン パパ 腫 彩 と し て は , あき ら か に 外傷 , 化 膜 等 に 
も と づき , フイ ラリ ア 症 と 関連 し な いと 思わ れる も の は 


て いる 。 


(56 ) 


除い た 。 発熱 を その他 の 症状 は , 現象 と し て あら われ て い 
な いも の に つい て は . 過去 に 経験 し た も の に つき , 初発 
の 年 齢 層 に 区 分 し た 。 従 つ て 記憶 の 不確か な た め に 現 症 
を と つた リン 腺腫 彩 の 症状 を 除け ば , 他 の すべ て の 開 
状 は , 現存 の 島民 中 , 各種 の フィ ラリ ア 症 状 を 量 し た こと 
と の ある も の の 集計 で あり , その 年 齢 分 布 は 主として 初 
発 の 時 期 の 分 布 を 示す と と に な る 。 

表 で 見 られ る ご ど ご とく, 熱発 作 の 経験 者 は 11.4%, 乳 ビ 
尿 乳 血尿 17.1%, 陰 31.12, 皮 星 2. 
と め ら れ た 。 と これ を 林 (1955) が 試み た 病 型 図 に あ 

し て いる 地域 の 様相 を 示し て いる 。 

な お , 初発 時 期 の 年 齢 分 布 を みる と , 象 皮 腫 を 除い て 
いずれ も 大 体 10 歳 台 に あぁ あら われ は じ め る が , 熱発 作 , 乳 
ビ 尿 , 陰 電 水 腫 と も に 40 歳 台 で 発症 する も の が 最も 多い 
よう で ある 。 象 皮 腫 は 50 歳 台 で て で はじめて あら われ て い 
る 。 ま た フィ ラリ ア 症 と の 関連 は 不明 で ある が , 大 低 の 
流行 地 で よく 訴 を きく 肩こり , 腰痛 に つい て は , 肩こり 
の 方 が 10 歳 台 で 出初 め , 80 歳 台 が 最も 多く 発症 し て いる 
の に , 腰痛 は 20 歳 台 で 出初 め , 50 歳 台 に 多発 し , 肩こり 
か ら 腰 痛 に 症状 が 移行 する よう な 傾向 が 見 られ た 


み と 
わ 


KE 
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第 6 表 (a) の フイ ラリ ア 症状 及び その 年 分 
調査 例 数 発 乳 陰 ノ フッ 
ee RS 0 0 0 0 0 0 0 
ee NR 0 0 0 0 0 0 0 
1 1 2 2 3 
10~19 2.1) a1.8 (33.3) 
E 3 1 4 5 1 6 4 
20~29 18 7 (6.7 (4.3) (6.0) (27.8) (14.3) (24.0) (22.2) 
30~39 12 4 16 
2 (16.7) (12.5) (16.7) (25.0) (18.8) (41.7) 
3 1 2 6 7 
0~49 (M82 (26.7) (28.6) (27.3) (46.6) 
2 2 2 2 1 
に 1 1 1 1 3 
60~69 (4.3) (42.9) 
1 1 
0 0 0 0 
12 2 14 17 23 
計 (23.0) (8.2) a7.1) (31.1) 
第 6 表 (b) 
て し い ヽ 
所 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
i 0 0 0 : 0 1 0 0 0 1 1 2 
こと (10.1) (5.9) (0.1) (A2.5) (1.8) 
1 1 3 1 2 3 3 6 
(16.7) (14.3) (6.0) (16.7) (42.9) (24.0) 
1 1 4 4 1 5 
(8.3) (5.2) (16.7) 0.0) (25.0) (33.3) (25.0) (31.2) 
L 
(13.3) (9.1) (26.6) (28.6) (27.3) (20.0) (28.6) (22.7) 
bp ら 1 ペ 1 0 1 4 4 8 1 3 4 
(12.5) (5.0) (8.3) (5.0) (50.0) (33.3) (40.0) (12.5) (25.0) (20.0) 
1 1 1 1 1 
0 0 0 (14.3) (11.1) 50.0) 1.1) 
1 1 2 
を い (2.7) (1.6) (6.8) (2.0) (4.9) (20.3) (20.4) (20.3) (16.2) (22.5) (18.7) 
の と 糸状 虫 幼虫 保有 状況 vorax Edwards トラ フカ クイ カ , Culex sasai Kano et 
-y 青ヶ島 の 上 麗 に つい て は , さき に 1954 年 11 月 に 青ヶ島 学 al ヤマ トク シ ヒ ゲカ の 5 種 が 記載 され て いる 。 われ わ 
‘る 術 調 査 団 が 工 島 し た 共に , 動物 部 門 を 担当 し た 林 純 子 れ が 1958 年 の 7 月 か ら 8 月 の 初め に か け て 幼虫 及び 成 - 
9 (1955) が 採集 し た 標本 を , 浅沼 靖 氏 が 同定 し た 記録 が 虫 を 採集 し た 範囲 で は , 上 記 の 中 Armigeres が 見 出せ 
ある 。 これ に ょ る と Armigeres subalbatus Coquillett ず , その 代り バン タク ロフ マト 玄 状 虫 の 媒介 下 で ある Culex 
オオ クロ ヤブ プ カ , Aedes togoz Theobald トウ ゴウ ヤブ pipiens pallens Coquillett アカ イエ ェ カ を 多数 採集 し , 第 
カ , Aedes albopictus (Skuse) ヒト ス ヂ シマ マカ , Culex 7 表 に 示し た 如く 2 属 5 種 の 政 を 確認 し た 。 
( 57 ) 
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B. 標準 (沖縄 ) 14.24 1.07 13.39 1.94 
AIBx100 90.5 159.7 85.2 82.5 
150 
100 
50 
第 3 図 青ヶ島 の フイ ラリ ア 浅 地域 病 型 図 


表 島 の 相 調査 成績 (19/VII~1/VIII 1958) 
種 名 発生 水 域 


ドラ ム , ナベ 溜り , 
(1. Colexpipiens pallens 場 下水 溜り , 汚 
y 


水槽 , 空 水 ガメ 
| 2. Cules . ル 宮井 戸 風呂 
Culex vorax 水生 風呂 カメ , 
成 
績 | 4. Aedes albopictus 
\5. Aedes togoi 
採集 場所 種 名 
民家 屋内 Culex pip. pall. 
虫 | Culex sasai, C. pip. pall, 
の |2. 民家 屋外 C. vorax, A. albo. 
3. 神社 境内 4. abo., C. sasai 
成 4. 出 林 内 4. abo. 


60km 北 に ある マレ ー 糸 状 虫 症 の 流行 地 で ある 八丈 小 
島 と 相違 する こと こと は , 小島 で 各戸 に ある 飲料 水 タ ンク に 
乾 し く Aedes togoi が 発生 し , 住家 内 で 採集 する 成虫 
の 大 部 分 が togoz で ある の に 比 し , 青ヶ島 で は togoi が 
部 落 を 遠く は な れ た 舟 つ き 場 の わ づ か な ロッ ク プ ー ル や 
水槽 に の み 見 出さ れ , 同様 に 天水 を 生命 の 綱 と し ,。 各戸 
に 貯水 タン ク を 設け て いる の に , こと これ に は 殆 ん ど 全 部 


Culex sasai が 申し く 発 生 し て いた 。 と こと れ は 亜 属 Culicio- 


(58 ) 
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い が 恐 らく この 時 期 に 多数 控 
息 し て いる トカ ゲ 等 を 吸血 し て いる らし い 。 一 方 住家 内 
で 採集 する 成虫 は 1002 ア カ ェ カ で あつ た 点 は 興味 深 

、。 と れ の 発生 水域 と し て , 民家 周辺 の 種々 な 容器 の 溜 


myia に 属し , 人 を 吸血 し な 


り 水 , 家畜 舎 か ら 流れ 出し た 汚 水 溜り 等 が 確認 され た 。 
民家 内 で 早朝 , 吸虫 管 を 用 いて 採集 し た アカ イエ カ の 
雌 茂 虫 42 匹 を 癌 検 し た と ろ , 第 8 表 に 示す ご と く , 誠 検 


ぁ の の 1 匹 に 1 令 幼 虫 4 隻 , 他 の 
1 に 2 1 が 見 出さ れ , 成熟 を 見 出 
つた が , 大 約 4.7626 に フィ ラリ ア 幼 虫 が 見 出さ れ た 。 か 
つて 中 血 し た と と の ある , し た が つ て 卵巣 成 聞 の 確認 さ 

れ た 麗 と つい て の み 考 えれ ば 30 匹 中 2 匹 ほ ゞ 6.726 は 保 


有 が 家 と め ら れ た と と 応 な る 。 


時 の 成 て いた 


?» 
ご な が か 


地域 駆除 A. 残留 噴 に つい て 


全島 の 民家 102 戸 に つい て , 7? 月 830 日 DDT ペ ー ス ト 
に ょ る 一 刺 残 留 噴霧 を 施行 し た 。 屋内 蛋 面 を 主として , 


第 8 表 青ヶ島 アカ イェ テカ の 前 検 成績 
(21/VII~29/VII 1958) 
民家 内 早朝 採集 の 目 雌 成虫 (すべ て C. pip. pall.) 
の フイ ラリ ア 幼 貝 保有 状況 


前 炎 例 


検 

ー 8 0 
+* 0 
0 
42 2 


: フイ ラリ ア 保有 率 2/42=0.0476 


1 平方 m あ た り DDT 2 g の わり に 噴霧 し た と ところ, 直 
後に ハ ェ と も に 激減 し た 。 ィ ラ リア 症 の 媒介 及 
放す 影響 を た さち に 知る よし も な い が , これ ら の 上 昆虫 に 
与え た 影響 は , 4 日後 の 8 月 8 日 に 小 , 中 学校 生徒 87 名 
に 対し て 行 つ た アン ケー ト の 解答 か ら う か さい し る と と 
が 出来 る 。 こ と の 結果 は 第 9 表 に まとめ て 示し た が , 屋内 
で 到 に ささ れ な く な つた も の が 合計 98 .1%2 に み ら れ , ま 
た 51.72% は 「 か や 」 薬剤 の 自家 噴 し な いで すむ ょ 
うに な つた 。 また 屋外 で も 下 が 減少 し と 答え た も の が 
65.626 に 達し て いる 。 な お 屋内 で へ ハ ェ が 同時 に 減少 し た 
と いう 解答 が 67.62%2% に み ら れ た 。 箇 者 ちら は 8 月 6 日 に は 


9¢0 | 
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第 9 表 DDT 残留 噴霧 の 効果 に 関す る 主観 調査 成績 (昭和 33 年 8 月 3 日 , 対象 : 青ヶ島 小 中 学 校生 徒 37 名 ) 


A. 対す る 効果 


家 の 中 で 薬剤 前 に は 出 ( に さく た が , 布 後 な く な つた 20/29 (69.0%) 
布 前 で も 少な か つた が , 布 後 な く な つた 7/29 (24.1%) 
計 
布 前 後 で 上 出 方 が 変ら ない 1/29 (3.45%) 
な し 1/29 (3.45%) 

最初 か ら 出 な いも の 8 

II. 薬剤 搬 布 前 に は , 夜 寝る と き 「 か や 」 を つつ た り , 自分 で 薬 を 撤 い た が 

布 後に は 何 も し な いで 15/29 (51.7%) 

布 前 か ら 何 も し な か つた 

な し 1 
IIL 家 の 外 で 布 後に が 少く な つた 21/32 (65.6%) 
撤 布 前 後 で 変り な し memeeemeteeertr 11/32 (34.4%) 

な し 5 

B. は え に 対 する 効果 

布 前 か らち いい 9/37 (24.3%) 
布 後に も 多い 3/37 (8.1%) 


に 離島 し た の で , と これ の 長期 に わた る 効果 は 知る こと 
が 出来 な か つた 。 


地域 駆除 B. Diethylcarbamazine 
(スパ トニ ン ) の 投 薬 


全員 検 血 に と ょ り 見 出さ れ た 保 虫 者 41 名 に 対し , スペ パト 
= ン を 初め の 5 日間 プ ロキ セロ 2 mg, 続い で 8 日 間 を プロ 
キロ 6 mg の 割 で 投薬 し た 。: 最 薬 は 筆者 らち の 目前 で 一 
確認 し な が ら 行 つた が , 投薬 開始 後 8 日 目 で われ われ が 
離島 する こと に な つた の で 全 行 程 を 看 視 する とこ と が 出来 
な か つた 。 と れ ら の 41 名 に つい て は 投薬 前 に あら た め て 
60 cmm の 検 血 を し て Mf 数 を か ぞ え た が , 筆者 ちの 
離島 前 夜 , すなわち 上 服薬 開始 より 7 日 目 の 中 間 検 押 で 60 
cmm 検 血 出来 た の は , 第 10 表 に 示す 12 名 で あつ た 。 表 
に みる 如く , 7 日 後に お ける 陰 転 12 名 中 8 名 (252) 
に すぎ な い が が , 平均 Mf 数 は 14.8 2 即ち 約 り : に 激減 


な お , 全島 必 に 服薬 せしめ る だ け の 薬 量 を も た な か つ 
た の で , 小 中 学校 生徒 約 60 名 に の み , 全員 プロ キャ 6 
mg を 1 月 1 回 , 6 ヵ月 間 服 薬 す る ょ よう 手配 し , 筆者 ら 
の 在 滞 中 に 第 1 回 を 投与 し た 。 と の 集団 内 で は 特に 一作 
用 を 量 し た も の は 1 名 も な か つた 。 

上 記 保 虫 者 に 対す る 投薬 , 小 中 学 校生 徒 全 員 に 対す る 
投薬 の 結果 は , 前 記 残 留 叶 霧 の 長期 効果 や , 新 , 再 感 染 
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第 10 表 青ヶ島 の フイ ラリ ア 症 
スパ ペ パ ト = ン の 治療 成績 


投 7 日後 中 Mf の 


1TXx5, 

広 O ゃ ょ き 8 3Tx8 127 24 18.9 
佐 〇 木 
応 O き 11 23 0 0.0. 
佐 〇 木 

sO き 45 8Tx8 4 0 0.0 
広 〇 O 〇 ? 49 113 8 7.4 
佐 〇 木 え だ ? 78 I 60 9 15.0 
広 〇 源太 〇 8 41 / 46 9 19.6. 
佐 〇 木 正 O 8 43 i 18 8 44.4 
8 44 4 16.7 
唯 8 50 30 4 13.3 
〇 郡 8 62 41 3 7.3 
佐 〇 木 岩 〇 8 64 7 3 0 0.0 

計 925 75 


: 陰 転 3/12=0.25 


附 記 青 の に つい て 


つい で な が ら , 八丈 島 , 小島 , 青 ケ 島 等 で , 


夏期 は げ 


x 
| 
深 | ; 
検 
の 
か 
| 
3 
| 
| 
名 
と 
内 
に 及ば 影 と も に 別 の 機会 の 調査 に と また な けれ ば な 
) が ら な い 。 
| | 


第 11 表 八丈 島 , 小島 及び 青ヶ島 の 
1958, VII~VIII 


N.a. N. 

場所 日 時 wichi- solo- pose- 

gawai manni monis kanyi 
9/VII — 12 
17/VII — — 33 — 
林 9/VII 7 — 
17/VII 4 — -— 
小島 , ア カコ ュ コッ = 13/VII 一 14 — — 
プ ネ ズミ 14/VII 一 75 — 
青ヶ島 , 神子 浦 2/VIII 一 21 — 
三室 2IVII 一 — 3 
19/VII — 9 — 


し く 人 を つ て , し い を 与え る アカ ムシ と 俗称 
れる が いる の で , 同時 期 に われ われ の 採集 し た 
の 記録 を 第 11 表 に 示す 。 
① 〇 udemans ナン ョ ウッ ッッ ガム ムシ が 上 記 の アカ ムシ で あ 
り , 山村 , 畑 , 民家 周辺 いた る と こと ろ の 地表 , アカ コッ 
コ , トカ ゲ か ら 見 出さ れ , これ の 為 島民 の 手足 , 腹部 等 
に 無数 の 揺 き 傷 が 生じ て いた 。 ま た 41 歳 の 一 婦人 と 5 歳 

の 一 女児 に れ ぞ とれ に 起因 し た 外 を 目撃 レ 

青ヶ島 の は 現在 まで ナン ヨウ ッッ ガム ムシ と 
-scutelleris タテ ッッ ツガ ムシ の 32 種 が し られ て いた が , 今 
回 われ われ は 更に , Neoschdngastia americana solomo- 
Wharton et al. コシ マト リタ マッ ッ ガ ムシ を 海岸 
岩上 か ら 未 吸 着 幼 虫 と し て , N. posekanyi Wharton et 
al ポポ セカ ニトリ タマ ッッ ガム シ を , 1 羽 の アカ コツ ッ ニ か 
ら 採取 し た も の で あり , 青ヶ島 の 間 虫 記録 に 新しい 種類 
を 加え た 。 


1.。 1958 年 7 月 18 日 より 8 月 6 日 まで , 伊豆 諸島 の 青 
ケ 島 に 滞在 し て , フィ ラリ ア 症 の 浸 淫 状況 を は じ め て あ 
きら か に し レ し, 同時 に スパ ペ ト = ン の 投薬 と DDT の 残留 噴 
圭 にょ る 地域 駆除 を 行 つ た 。 

2.。 全島 民 817 名 の 夜間 検 と 41 名 (12.922) 

に バン クロ フン ト 糸 状 虫 の ミク ロフ マラ イラ リア を 見 出し た 。 

83.。 Mf 保 虫 者 は , 部 落 , 性 別に 藩 な く , 年 齢 分 布 と 
し て は 5 歳 台 に すでに み ら れ , 以後 年 齢 と と も に 増加 
し , 60 歳 台 で は 80%% を と し た 。 


こと の 中 Trombicula wichmannt 
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4。 有意 な 家族 集積 性 は 検出 され な か つた が , 夫婦 。, 
父子 間 等 で 感染 の 相関 な く , 明らか な 理由 は 不明 だ が 母 
子 間 で 相関 が 見 出さ れ た 。 

5。 熱発 作 , 乳 ビ また は 乳 ビ 血尿 , 陰 象 皮 
現 症 ま た は 既往 に 経験 し た も の が 夫々 11.4%, 17.12%, 
81.126。 2.726 に 見 出さ れ た が , 皮 は 陰 発現 レ 
た 2 名 の 男 だ け で あつ た 。 

皮 腹 は 50 歳 台 で は て 発現 し て いた 。 

7. 本 島 に お け pa cig し た と ころ , Culex pipi- 
ens pallens, Culex sasai, Culex vorax, Aedes albopictus 
Aedes togoi の 5 種 を 確認 し た が , 屋内 で 採集 し た 雌 成 
虫 は すべ て C. . で あっ つた 。 

8. 屋内 採集 の C. . 虫 42 中 2 (4.76 
認め た 。 

9. 屋内 壁面 を 主として DD T を 1 平方 か m あ た り 2&g 
の わり で 残留 噴霧 を 行 つ た と と ろ , は 4 日 後 の 小 中 学校 生 
徒 た に 対す る 主観 調査 で , 上 麗 , は えと も 激減 し た こと を 確 
め た 。 

10. 保 虫 者 41 名 に スパ ト = ン を 初め の 5 日 間 プ ロキ ャ ロ 
2 mg, 続い て 8 日間 プロ キロ 6 mg の わり で 投薬 し た 。 
60cmm 耳 茶 面 中 の Mf 数 を 投薬 前 と 投薬 開始 7 日 目 後 
で 比較 し た 12 名 に つい て みる と , 陰 転 は 8 名 (252%6 う で 
あつ た が 平均 Mf 数 は リ : に 減少 し て いた 。 

11. 小 中 学 校生 徒 約 60 名 は , 全員 プロ キロ 6 mg を 月 
1 回 6 ヵ月 投薬 する ょ う 手配 し , 第 1 回 の 投薬 を 行 つ 
た 。 保 虫 者 以外 に は 副作用 を 呈し た も の は 一 名 も な か つ 
。 

12. の 調査 を 行い , 人 を て は げ し いか ゆみ や 
外 聴 道 炎 を 起 し て いる 例 を 確 め た Tz wichmanni の 他 , 
新 ら た に N. posekanyi, N. americana solomonis D 2 
未 記 録 種 を 採集 し た の で 附 記 し た 。 

終り た に 絶え ず 御 指導 御 賜 わ つ た 研 究 部 部 長 佐 
々 学 教授 に 深謝 し , 現地 で 絶大 な る 協力 を され た 佐々 木 
正 身 村長 , 青ヶ島 小 中 学 校長 高津 勉 他 教 員 諸 氏 , 駐在 所 
員 須 藤 幸 司 氏 に 厚く 感謝 の 意 を 捧げ る. 
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Summary 


l. The systematic survey and areal control against 
the human filariasis at Aogashima Island in the Izu 
Archipelago were conducted for the first time by the 
authors during the period from July 18 to August 
6, 1958. 

2. All of the inhabitants, a total of 317 individuals 
were examined. About 20 cmm of blood was taken 
from the earlobe at 8.30-12.00 pm, for examination 
of microfilariae. Fourty one persons (12.9%) were 
.detected positive for the bancroftian microfilariae and 
no cases were observed carrying malayan filariae. 

3. The differences between the positive rates of 
microfilariae among two localities in the island and 
between those of two sexes were statistically of no 
significance. 

4. The microfilarial positive rates showed a con- 
sistently increasing trend with the increase of age 
from 4.0% at 5-9 year age class up to 33.3% at 
.over 60 year age class. 

5. No statistically significant familial aggregation 
.of microfilarial incidences were detected, while the 
.correlation between the incidences among mothers and 
.children were recognized to some extent. 

6. Clinical symptoms were those characteristic to 
the bancroftian filariasis. Out of 123 inhabitants 
‘subjected to the clinical examinations, 14 cases (11.4%) 
of fever attacks, 21 cases (17.1%) of chyluria or 
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haematochyluria, 23 males (31.1%) of hydrocele and 2 
individuals of elephantiasis at scrotum were observed. 
Most of the symptoms started to appear at the 
age-group of 10-19, but the elephantiasis had com- 
menced only at the age group over 50 yeas’ old. 

8. The mosquito fauna at this small island was 
revealed to involve five species : Caulex pipiens pal- 
lens Coquillett, Culex (Culiciomyia) sasat Kano et al, 
Culex (Lutzia) vorax Edward, Aedes albopictus 
(Skuse) and Aedes togoi Theobald. 

9. All of the adult mospuitoes collected inside the 
residences were C. pip. pall 

10. Fourty two female specimens of C. ph. pall. 
obtained at the residences were dessected and two 
(4.75%) were found to be infested with filarial larvae. 

11. Residual sprayings with DDT (2 glsqg. meter) 
were applied to the surface of inner walls of all 
residences. Precipitous decreases in the numbers of 
mosquitoes and flies resulted. However, the efficiency 
of the spray in the longterm could not be pursued 
due to the short period of our stay at the island. 

12. Diethylcarbamazine (Supatonin) was administer- 
ed to all detected carriers with a daily dose of 2 mg. 
per kg. of body weight for five days and 6 mgl/kg 
Bw for successive 8 days. No serious reactions were 
encountered, and out of 12 cases reexamined 7 days 
after the commencement of the treatment, 3 cases 
(25%) became negative, while the average number 
of microfilariae in 60 cmm of blood were reduced 
to 14.3% of the initial counts. 

13. Besides the studies on filariasis, observations 
on the trombiculid mites in this island were made 
during this period. Trombicula wichmanni was found 
to breed abundantly and cause severe dermatitis of 
the residents. In addition to the previously recorded 
species, two more species were collected, namely 
Neoschongastia posekanyti and Neoschongastia ame- 
ricana_ s0lomonis. 
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症 に る 濃 滴 検 血 法 の 検出 率 に も と づく 
集団 と 媒介 の 効果 判定 に つい て 


林 


生 


東京 大 学 伝染 病 研究 所 寄生 虫 研究 部 (部 長 佐々 学 教授 ) 


(昭和 34 年 6 月 3 日 受領 ) 


昨年 (1958)〉 の 7 月 お ょ び 10 月 の 山 度 に わた り , また 

八丈 小島 に 渡島 し て マレ ー 糸 状 虫 症 の 調査 な あら ぴ びに, ス 
パト = ン の と DD T の 残留 噴 に よる 地域 駆除 を 行 
つた が , 1950 年 に 初め て マレ ー 糸 状 虫 症 を 発見 し て 以来 
9 年間 に 合計 9 回 の 調査 , 駆除 対策 を 施行 し て 来 た の 
で , と の 機会 に いま まで の 成績 を 総括 通 覧 し て , どの 程 
度 の 駆除 効果 が 得 ら れ た か を 考察 し て 見 度 い と 思う 


小島 に お ける 9 年 間 の 検 面 成績 


1950 年 5 月 以来 1958 年 10 月 に いた る 間 に , 小島 で 行 つ 
た , 濃 滴 3 滴 法 に ょ る 夜間 検 血 の 成 績 を 第 1 表 及 び 第 1 
図 に 示す 。 た くし , 1958 年 度 に は 一 部 ザー リー ビ ピペット 
に ょ より 60cmm 検 血 し た 結果 も 含ま れ て いる 。 表 に 見 る 
ご と く , 第 1 回 の 1950 年 5 月 に は Mf 陽性 率 が 81.5 22 
の 高 率 で あつ た が , と れ に は 外来 者 の 検 直 成 績 る 入 つて 
いる の で , これ を 除き 土着 の も の の み に つ いて いえ ば ほほ 
<84% と 更に 高 率 で あつ た 。 こ と こと れ が, この と き に 行 つ た 
Diethylcarbamazine (スペ パト = ン ) の 体重 1 kg あたり 6 
oct に ょ り , 同年 9 月 の 検査 で は 
tn - 低 下 を 見 た 。 その後 は 保 虫 者 に スペ ト = 


opi 目 の 前 で 服 ま せる と こと を し な か つた 
で , 服薬 は いわ ば 自由 意志 に ま か し た 形 と な つて いる 。 
= 数 の Aedes togoz に 対し て は 発生 源 で ある 


海岸 の Rock pool, 民家 周辺 の 溜り 水 等 に DD T の 撤 布 , 
各戸 の 貯水 タン クタ に 金魚 , 目 高等 の 放 飼 を 行 つ て 来 た 。 


SHIGEO HAYASHI: Evaluation of the effects of 
diethylcarbamazine-treatments and antimosquito mea- 
sures in ihe filariasis control studies based on the 
efficiency of the thick blood smear examinations 
(Dept. of Parasitology, Institute for Infectious Di- 
seases, University of Tokyo 


文部 省 試 験 研究 「 状 研究 班 」 報告 第 5 号 


し か し マフ マ ィ ラリ ア 保 虫 者 の 検出 成績 と いう 点 で は その 人 後 
著しい 改善 は 見 られ ず , . な し ろ 若 干 増加 の 傾向 さえ 見 せ 
て ,1952 年 9 月 まで 推移 し た 。 と れ は 第 1 回 の 投薬 時 に , 
な り 多 数 の 発熱 が み ら れ た 為 に , 以後 よく 協力 し て 上 服 
あつ た か ら で あ る 。1952 年 以降 1956 年 8 月 まで 4 年 間 放 
置 し た 間 に Mf の 陽性 率 は 全く 元 の 状態 に 復 し て し ま 
つた 。 と の と き に スパ ト = ン を 与え る 以外 に 全 民 家内 壁 
面 に DD TT ペー スト を 1 平方 米 あ た り DDT 2 g の 割 で 
残留 噴 行い , また 海 発生 源 , 部 落 の 周辺 に へ ! 
コ プ タ ー に よる DD TT 粉剤 の 空中 撤 布 を 行 つ た 。1958 年 
7 月 に は 再び DD TT ペー スト に よる 残留 吐 霧 を 施行 し て 
いる 。 こ の 間 に Mf 陽性 素 は 徐々 に 低下 を 来 し , 殊 に 
1958 年 10 月 の 検 血 で は 9.5225 と いま まで に な い 低 率 を 示 
す に いた つた 。 と これ は 残留 叶 霧 及び 空中 撤 布 の 効果 が あ 
ら わ れ た か , また 啓 繋 が 徹底 し て 再び よく 服薬 する ょ よう 
に な つた 為 か , 恐らく 両方 の 影響 と 思わ れる が , 将来 の 
撲 江 に 対し て 明る い 希 望 を 抱か せる も の で ある 。 
し か し , 検査 法 に つき まとう 「 見 か け の 陰 転 」。「 見 か 
け の 陽 転 」 を 除外 し て , 真 の 効果 を 邊 り ,。 スパ トニ = ン に 
よる 駆虫 と 残留 噴霧 等 の 媒介 麗 対 策 の 効果 を それ ぞ れ 分 
け て 判定 する に は , 一 層 の 解析 を 必要 と し , その 為 に は 
我々 の 行 つ た 検 血 法 が どの 位 の 検出 率 を も つも の で ある 
か を 知る 必要 が ある 。 


血液 濃 滴 標本 1 滴 あ た り の 平均 Mf 数 


測 滴 3 滴 法 で 検 血 する と き ,。 どの 位 の Mf の 血 中 濃度 
まで 検出 し 得る か と いう と , 最小 3 滴 中 の 1 滴 に Mf 1 
隻 の 検出 され る 場合 で ある 。 我々 の 検査 で は 3 滴 が ほ く 
20cmm の 血液 に 相当 する か ら , 20 cmm 中 1 令 , 血液 
1 滴 あ た り 0.833 隻 の 濃度 の も の は 検出 する こと に な 
る 。 1 滴 あ た り の 平均 検出 Mf 数 を , 38 滴 中 1 滴 に 
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(1959) 905 
第 1 表 小島 に ける マレ ー 虫 9 年 間 に に ける ミク ロフ イラ リア 陽性 率 の 推移 
1950 1950 1951 1952 1952 1956 1956 1958 1958 
V IX VI Vv IX VIII XI VII Xx 
検 血 例 数 93 74 67 67 49 66 66 73 63 
Mf 陽性 数 29 12 14 11 11 22 19 17 7 
31.5 33.3 28.8 23.3 9.52 
発生 源 残留 
ー 使 用 
貞 及び 1 の 値 は 各 年 度 を 通じ て 略 々 一 様 に な つて いる 。 分 
に 。 % 散 分 析 で 平均 値 の 一 様 性 を 検定 し て 見 て も , その 均一 性 
と 上 服 を 認め て 差 云 えな いよ う で ある 。 と れ は 3 滴 中 1 滴 に の 
の が ] dq み ,。 また は 2 滴 に の み 検 出す る と いろ うと と 自体 が , 一 種 
章 放 30 i の 量 的 な 規定 と な つて いる か ら 当 然 の 帰結 びあ ろう 。 従 
つて 年 度 に 1 と 比 を と つて も 一 様 の 値 と な り , 
\ 
は I の 約 3 倍 の Mf 数 を 示し て いる 。 これ に 反し 
割 で 示 角 : は , 年 度 間 で 一 様 な 値 と な ら な い 。 と れ は 元 来 。 も つと 
NN ' 多く の 滴 数 を 検査 し て も 毎 滴 Mf を 検出 する も の か ら , 
58 年 0 その 中 3 滴 に の み 検 出し 得る も の に いた る 各種 濃度 の も 
し て の を 包含 し て いる か ら で あ り , 服薬 に より た と え Mf が 
険 転 し な く と も 減少 する も の が あれ ば , 平均 Mf 数 
を 示 は 著しい 影響 を うけ る 性 質 の も の で ある 。 1 また は 
が あ “? ぶ > る た ハハ I と の 比率 は 従 つ て 年 度 間 で 大 きく 相違 する が , 表 に 見 
+ 3 で VI WX る 如く , 1951 年 8 月 以降 に 徐々 に 低下 し , 特に 1956 年 8 
来 の 第 1 図 八丈 小島 た に お ける マレ ー 和 糸状 虫 症 に 大 規模 な 地域 駆除 を 行 つ た 以降 に 断層 を な し て 低下 
ミク ロフ ィ ラ リア 検出 成績 の 推移 (90 必 信 て いる こと と が 分 る 。 Mf の 陰 転 に よら ず , Mf 数 の 減 
見 ふ 幸 陸 時) 少 と いう 面 か ら も と の よう な と と こと ろ に 効果 が うか が える 
ン に 検出 し た 場合 (1), 2 滴 ( て HT) う , 8 滴 (W う に 検出 し た 場 も の と 言え よう 。 ま た 陽性 者 1 人 当り の 平均 Mf 数 を 年 
れれ 合 と わけ て , 各 年 度 別に 第 2 表 に 示し た 。 表 で 見 る と , 1 。 度 別 に 見 て も ほ く 同 様 な 結果 が あら われ て いる 。 
第 2 表 小島 に け る マレ ー 虫 症 血液 滴 標本 1 あ た り の 平均 Mf 数 
1951, VI 0.533 1.190 34.33 2.23 64.41 28.85 17.07 
1952, V 0.333 0.833 16.52 2.50 49.61 19.83 32.18 
a 1952, IX 0.333 1.333 23.40 4.00 70.27 17.55 33.00 
1956, VIII 0.400 1.000 13.23 2.50 33.08 
If 1 1956, XI 0.371 1.389 6.83 3.74 18.41 4.92 6.16 
ほ さ 1958, VII 0.625 2.000 8.33 3.20 13.33 4.08 4.73 
1958, X 0.333 1.993 x 4.00 x x 1.75 
に な 平 均 0.444 1. 302 15.68 2.93 35.32 12.04 
TI は 夫々 3 中 陽性 滴 数 が 1。 2, 3 滴 な る ダル ー プ を 表わす 
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第 3 表 和信 丈 小島 に た 拓 け る マレ ー 状 虫 症 濃 滴 標本 3 滴 法 か ら 算 出し た 1 滴 あ た り の 検出 率 


De 1951, VI 1952, V 1952, IX 1956, VI 1956, xI 
1 滴 の 検出 率 5 0.5349 0.6577 0.5520 0.5915 0.4870 
集団 陽性 率 値 0.2241 0.3269 0.3864 0.9852 0.5247 
観 陽性 0.209 0.164 0.229 0.333 0.288 
3 滴 法 で 検出 され た 陽性 者 率 at 0.2016 0.3138 0.3516 0.9180 0.4539 
0.80~0.70 0.50~0.30 0.20~0.10 0.05~0.02 0.30~0.20 
A Note 非 有 意 非 有 意 非 有 意 有意 非 有 意 
例 数 
Th TH Ob. Th. Ob Th Ob. Th 
k 
2 2 1 452 6 73 
3 2 2.3 7 6.2 5 3.1 
計 67 67.0 67 lo 


100% に 近い 検出 が な され る も の と 推定 され る 。 マ レー 
糸状 虫 の Mf は , ギ ム ザ で 濃 染 し て 見 易い 旋 , 見 落す と 
と が より 少 い 利点 が ある に は ある が , パン クロ フン ト 糸 状 
虫 の 場合 で も , それ 程 ち が わな い 検 出 素 が 期待 され る の 
で は な いか と 思う 。 少 くも マレ ー 糸 状 虫 症 の 場合 , 8 滴 
法 は その 9 割 近 く を 検出 する の で , 疫学 調査 に は 不 充分 
で は な いと 考 ぞ る 。 


' な お , 8 滴 法 で 検 血 す る と き , 第 1 滴 , 第 2 滴 , 第 3 
滴 等 の 間 で どれ に 最も Mf が 多く 出現 する も の か を 検討 
. する 為 , 各 年 度 を 総合 し て 陽性 者 全部 に つい て その 8 滴 

中 の Mf 数 の 多少 を 順位 検定 し た 結果 は , 有意 の 成績 を 
得 ら れ な か つた 。 即ち 特に 何 番 目 の 滴 中 に 多く 出現 する 
と いう と と は 無い と と が 分 つた 。 


濃 滴 標 本 1 滴 あ た り の MF 検出 率 に つい て 


8 滴 法 を 用 いた 集団 検 血 成 績 か ら , Neyman の B.A. 
N.E 最 を 利用 し て 守屋 氏 の い た 公式 (1954,1956) 
の 中 , 3 回 検査 法 の も の を 応用 し て , 1 滴 あ た り の 検出 
率 を 推定 する と こと が 出来 る 。 1950 年 度 の 成績 に は 一 部 記 
録 の 不備 が あり , 1958 年 度 で は 一 部 ザー リー ピペット で 
60cmm を と つて 全集 団 に 3 滴 法 を 施行 し て いな い の で , 


「 見 か け の 陰 転 」,「 見 か け の 陽 転 」 を 除い た 
駆除 効果 の 制定 


検査 法 の 検出 率 が 推定 出来 る と , 見 か ふか け の 陰 転 や 見 か 
け の 陽 転 か どの 位 あ る も の が 推測 する こと が 出来 る 。 そ 
れ は , 2 つの 時 期 に 行っ つた 検査 成績 の 異同 の 組合 せ を , 
第 4 表 に 示し た ょ うに 書く と , それ ぞ れ の 組合 せ の 期待 


と の 両 年 度 を 除き 他 の 5 回 の 調査 成績 と つい て それ ぞ れ 
算定 し た 結果 を 第 3 表 に 示し た 。 と この 検出 率 と 同時 に 推 
定 き され る 母 集団 の 陽性 率 と を 用 いて , 3 滴 中 陽性 滴 数 の 
分 布 が どの よう に な る か も 同 表 に 示し て お いた 。 と の 分 
布 は 1956 年 8 月 の 分 を 除き , 概ね 観測 値 と 理論 値 が よく 
一 致し て , 根本 に 仮定 し た 数 学 模型 が 適用 され る こと と を 
示し て いる 。 な お 1 滴 あ た り の 検出 率 (5) が , 各 年 度 
で よく 一 致し た 値 と な り , 平均 0.5646 即 ち 約 56% で ある 
と と が 注目 され る 。 さ き に 述べ た 如く , われ われ の 検査 
で は , 3 滴 検 血 し て お り , これ が ほ く ゞ く 20cmm 弱 に あ た 
る の で , 大 体 20 cmm の 検 血 で は 1 一 (1 一 0.5646)== 
0.9175, 即ち 90% 以 上 の も の が 検出 され , 60cmm を 検 
査 す れ ば , 1 (1ー—0.9175 3=0.9994, 即ち 殆 ん ど 
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例 数 を 算出 すこ と が 出来 る か ら で あ る 。 滅 密 に は 検出 素 
の 推定 値 の 他 に 更に 母 集団 陽 性 率 の 推定 値 を 利用 し た 方 
が ょ よい (Hayashi, 1959) が , こ こと で は 簡略 の 為 検 出 率 の 


第 4 表 2 つの 時 期 に 行っ つた 検査 成績 の 異同 の 組合 せ 


+ + A a: (A+B)® 

B b: (A+B) (1-p) 

c: 

D d: N-C(A+B) 
N N N 

但し p: 検査 法 の 検出 率 推 定 値 


= 
906 
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第 5 表 八丈 小島 た に # け る マレ ー 和 糸状 虫 症 た に 対す る 地域 駆除 成績 の 判定 
(連接 する 2 時期 の Mf 検出 成績 組合 せ た に ょ る ) 


前 1950 V 1950 IX 
検 績 1950IX 1951 VII 1952 V 


1951 VIII 1952 V 1952 IX 


1956 VIII 1956 XI" 1958 VII 
1952 IX 1956 VIII 1956 XI 1958 VII 1958 X 


前 後 Oh. Th Ob Th Ok Th Obk Th Ok Th OR TE Ok Tk 
10(21.1) 4 (8.1) 6(10.6) 4 (4.5) 8 (8.4) 14(16.4) 11(16.5) 4(11.9) 
3(1.9 500.9 5 0.4) (0.5) 1 (0.6) 5 (2.6) 
1 3 0. 5 (0.6) 2 (2.6) 


43(42.1) 36(40.1) 34(34.6) 
計 67(67.0) 50(50.0) 46 (46.0) 


5) 
25(27.5) 15(19.4) 30(29.4) 
33(33.0) 


29(30.5) 40(41.9) 


29(29.0) 51(51.0) 50(50.0) 56(56.0) 


3 滴 法 の Mf 検出 率 *# 0.9175* 0.8994 0.9599 
スパ = ン 投 集団 駆虫 自由 意志 
発生 源 対策 + + 
残 留 ー — 


0.9101 0.9318 0.8650 0.9175* 0.9175* 


許 : *1951 VIII~1956 XI の 5 回 の 平均 値 を 流用 し た 
前 期 と 後期 の 間 , 実際 に は 前 期 の 検 後に 施行 し た 対策 


推定 値 の み を 利用 し た 場合 を あぁ げた 。 し た が つて 前 回 
十 , 後 回 一 の 期待 例 数 (b) と , 前 回 一 , 後 回 十 の それ 
(c) と は 同じ 値 に な る 。 つま り 初め に 検出 し て あと で 
見 落す 確率 と , 初め 見 落し て 後 で 検出 する 確率 が 等 し く 
な る か ら で あ る 。b は 見 か け の 陰 転 を あら わし , c は 見 
か ける の 陽 転 を あら わす 。 

と と で 注目 すべ きこ と と は , 初め 十 で 後 一 の も の (B) 
が , 見 か け の 陰 転 (b) より 多けれ ば , 駆虫 の 効果 が 確 
か に あつ た と と を 示す し , 初め で 後 寺 の も の (C) ヵ 
見 か け の 陽 転 (Cc) より も 少 け れ ば , 新 感 染 ま た は 再 感 
の も の が 抑え られ , 媒介 駆 除 ま た は 残留 と よる 
媒介 の 防除 等 の 予防 対策 が 効 を 奏し た と と を 意味 する と 
と で ある 。 

以上 の 見 地 か ら , 小島 の マ レー 糸状 虫 に 対す る 成績 を 
解析 し た 結果 を , 第 5 表 に 示し た 。 組合 せ の 第 2 例 ( 十 , 
ー) は 集団 駆虫 の 効果 を 示す べき 成績 で ある が , と これ を 
見 る と , 初回 の スペ パト = ン 集団 投与 の 結果 は , 見 か け の 
陰 転 1.9 人 に 対し 183 人 も の 陰 転 が あつ て 明らか に 著しい 
駆虫 効果 が あつ た と と が 知れ る 。 し か る に と の 効果 は 次 
5 に 減少 し , 1952 年 後半 , 1956 年 し ば らく ぶり の 渡島 の 
と き に は , 見 か け の 陰 転 と 差 が な く な つて いる 。 と これ が 
1956 年 後半 か ら ま た 効果 が あら われ , 特に 1958 年 に は ま 
た 著しい 真 の 陰 転 が 出 て 来 た と と が は つき り と 示さ れ 
た 。 また , 組合 せ の 第 3 列 (一 , 十 ) は , 予防 効果 の 如 
何 を 示す 列 で ある が , と これ を 見 る と 1951 年 に は も う , 見 
か け の 陽 転 以上 に 陽 転 者 が あら われ , 駆虫 の 効果 が 多少 
あり な が ら , 一 方 で 新 , 再 感 染 者 が 出 て 来 て いる と と を 


示し て いる 。 と こと れ が 1956 年 残留 噴霧 や 宰 中 撤 布 を 施行 し 
て 以後 少く な つて いる と と は 注目 に 値する で あろ 5 う 。 元 
来 媒介 刷 駆 除 や 殊 に 残留 吐 圭 の 効果 判定 は , 新 再 感染 の 
抑制 の 面 で な され な けれ ば な ら な い の で ご で, 検査 法 の 検出 
率 を 推定 し 上 記 の ょ うな 解析 で ある 程度 これ が 推測 出来 
た と と は 興味 ある 成績 と 考え る 。 


1. 1950 年 以来 1958 年 まで , あし か け 9 年 間 に , 9 回 
に わた り 施 行 し た 八丈 小島 の マレ ー 糸 状 虫 症 に 対す る , 
濃 滴 3 滴 法 の 夜間 検 血 成績 を 解析 し た と と ろ , 濃 滴 1 滴 
あたり の MF 検出 素 は 56.522, 従 つて 3 滴 の 検出 率 は 
91.82% で あつ た 。 

2. 3 滴 中 1 滴 の み 及 び 2 滴 に の み Mf を 検出 し た 例 
で は , 1 滴 あ た り の 平均 Mf は 各 年 度 で ほ さ 一 様 の 値 と 
な り , 前 者 で 0.444 隻 , 後者 で 1.302 隻 , 後者 は 前 者 の 
約 3 倍 ご あつ た 。 し か し 3 滴 と も Mf を 検出 し た 例 で 
は , その 1 滴 あ た り の 平均 Mf 数 は 変異 が 大 きく , これ 
の 減少 か ら 駆 虫 効果 の 一 面 が うか が えた 。 

8. 3 滴 法 の 3 滴 中 , Mf 数 は 濃 滴 標本 の 採取 の 順序 
に か か わら ず ー 様 で ある と と が 分 つた 。 

4. 検査 法 の 検出 率 を 利用 し て , 「 見 か け の 陰 転 」 と 
「 見 か け の 陽 転 」 を 推測 し た 。 

5.。 見 か け の 陰 転 を 除い た 真 の 陰 転 か ら ス パト = ン に 
ょ る 駆虫 の 効果 , 見 か け の 陽 転 を 除い た 真 の 陽 転 か ら 
新 , 再 感 染 の 出 具 合 を 知り , 残留 噴霧 等 の 予防 対策 の 効 
果 を 一 応 分 け て 判定 する 方 法 を 提示 し た 。 


( 65 ) 


| | 907 
be 
状 
る の 
充分 
見 か 
期待 : 
出 率 
た 方 
率 の 
) 


908 


終り に 御 指導 を 賜 わ つ た 当 寄生 部 部 長 佐 々 学 
教授 並び に た, 渡島 調査 や 駆除 作業 に 従事 協力 され を 部員 
各位 た 深い 感謝 を 捧げ る . 
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昭 子 ・ 上 野 ・ 田 中 英文 1957) : 八丈 小 伺 に おけ 
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Studies on filariasis due to Wuchereria malayi (Brug, 
1927) discovered from Hachijo-Koshima Island, Japan. 
Jap. J. Exp. Med. 22(4), 357-390.—9) Hayashi S. 
(1959): Studies on the epidemiology of pinworm 
(Enterobius vermicularis) in Japan. Jap. J. Exp. Med. 
29(3), in press.— 10) Moriya, S. (1954): The relia- 
bility of the current diagnostic methods for the ide- 
ntification of helminth eggs. Parasitology, 44(3, 4), 


300-303. 


Summary 
In May, 1950, an endemic focus of the malayan 
filariasis was discovered at Hachijo-Koshima Island 
in the Pacific south of Tokyo, by the author and 


his associates. Since then, a total of 9 times of 


surveys have been conducted to elucidate the epide- 
miological patterns of the disease. Trials to control 
the disease by applying antifilarial as well as anti- 
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mosquito measures have also made during this period, 
the former being mostly represented by the mass 
treatment of the carriers with dietylcarbamazine, and 
the latter by the DDT residual sprayings and the 
use of of larvicidal measures. 

In the present paper, the author intends to evaluate 
the effects of these control measures by analysing 
results of the positive rates of microfilariae obtained 
successively at the series of surveys made in this 
area. 

The examination of microfilariae was made for the 
most part with the three drop method, making three 
thick blood smears Per person at night. The efficacy 
for detecting microfilariae of a single drop was esti- 
mated as 0.5646. By applying the Moriya’s method 
which introduced Neyman’s Best Asymptotically Nor- 
mal Estimate as the basis, the efficacy of the three 
drop was computed as 0.9175. 

By utilizing this method, the probable ranges of 
apparent reduction as well as of apparent increase in 
the positiv rates of microfilariae could be estimated, 
and thereupon the real effects of both the mass treat- 
ments with diethylcarbamazine and the antimosquito. 
measures to supress the transmission could separately 
be evaluated. 

As the results, it has been demonstrated that in 
the first period of this observation started in 1950, 
the drug was remarkably effective to reduce the 
positive rates to lower levels than on the original. 
However, a part of the carriers were not willing to. 
take the drug because of the severe sidereactions, 
and in the second period the effecte of incomplete use 
of the drug to drop the rate and that of the new or 
re-infection to rise the rate seemed to keep it at low 
levels. In 1956, the resdual sprayings with DDT 
started to be applied in this area and since then the 
reduction in the number of new and/or re-infections. 
has been demonstrated. The drug administration 
has again been extensively practiced since then and 
the combined effects of these two control measures 
resulted in the remarkable reduction of positive rate 
observed in 1958. 
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駆虫 薬 の 基礎 的 研究 (第 8 報 ) 
4- ョ ー ド チモール に よる 多 効果 に て の 検討 


林 栄一 高村 省 三 


静岡 薬科 大 学 薬 物 学 教 宮 


(昭和 34 年 7 月 23 日 受領 ) 


4- ョ ヨー ド チ モー ル が 人 体 釣 虫 の 駆除 に か な り の 効果 を 
示し , 且つ 副作用 も 僅 微 な 物質 で ある と いう こと と は , 
先 に 報告 (1958) し た と と ころ で あり , と これ に 就 て は 佐々 
等 (1958) 及び 藤沢 1958) に ょ つて も 既に 検討 され て 
いる 。 

本 物質 に ょ る 従来 迄 の 駆虫 試験 に は すべ て カプ セル 剤 
に ょ つた が , 今回 の 実験 で は 糖衣 矯 粒 剤 ( 原 物質 502 含 
有 ) に し た も の に ょ り , 服用 法 及 び 服 用 量 に 吟味 を 加え 
る と 共に 一 方 で は 性 別 , 年 齢 別 及び 虫 卵 感染 度 に よる 釣 
虫 駆除 効 果 の 関係 等 に 就 て も 検討 を 加え た 。 

試験 対象 : 小学 生 (12 歳 以下 〕 及び 中 ・ 高 校生 (13~ 
19 歳 ) の 学童 等 7 名 を 対象 と し た 。 こ と これ ら の 中 46 名 は 静 
岡市 保健 所 で 培養 法 に より 釣 虫 卵 が 検出 され た も の で , 
その 他 の 381 名 は 当 室 で 検出 し た 釣 虫 卵 保有 者 で ある 。 

駆虫 効果 の 判定 : 薬剤 服用 3 ~ 4 週 後に 共 抹 ・ 浮 液 ・ 
培養 の 三 法 併用 の 検便 結果 か ら 虫 卵 有 無 の 判定 を 行 つ 

た 。 と の 際 の 葵 抹 法 は 1 枚 の 「 オ ブ ヂ ェクト ・ グ ラス 」 
に 18X 18mm カバ ー グ ラス 8 枚 分 の 検 鏡 , 浮 蓄 法 は 飽和 
食塩 水 浮 蓄 法 , 又 培 養 法 は 濾紙 培養 法 (25~28'C10 日 間 
培養 後 判定 〕 を 採用 し た 。 

薬剤 の 服用 量 と 服用 法 : 服用 量 の 規 穫 と し て 服用 総量 
を Per kg wet. 80~120 mg と し , こと の 量 を 2~3 日 に 
分 け て 毎朝 食前 の 空腹 時 に 服用 させ た 。 下 剤 の 使用 ・ 食 
餌 制限 等 は いつ きい 行わ な か つた 。 


実験 成績 
被 検 者 7 名 に 対し 3.0~12.0 g の 用 量 を 2 ~ 3 日 に 分 


EIIcHI HAYASHI, TAKAMURA, KUMAO 
SUGIYAMA & TOoMIHIKO SUGIYAMA : Funda- 
mental studies of anthelmintics (8) Studies on the 
anthelmintic effect of 4-Iodothymol against hook- 
worm (Department of Pharmacology, Shizuoka 
College of Pharmacy) 


け て 内 服 させ た 場合 の 虫 卵 陰 転 は 抹 75.322, 浮 
63.622, 培養 79.2% で あつ て 結局 三 法 を 線 合 し た も の , 
即ち 何れ の 検便 法 に て も 貝 卵 未 検 出 の も の は 59.722 で あ 
つた (第 1 表 )。 

次 に 此 等 第 1 表 に 示さ れ た 成績 を 分 析 し て みる に 


第 1 表 4- ョ ー ド チモール に よる 成績 


被 検 者 
服用 量 卵 陰 卵 陰 転 
全量 を 2 77 58 75.3 
12.0 朝食 前 に 【 培養 61 79.2 
服用 19 線 46 59.7 


1) 年 齢 差 に よる 成績 で は 学生 群 の 被 検 者 18 名 中 , 
虫 卵 陰 転 者 は 14 名 ( 険 転 率 77.82%〉 で あつ た の に 対し , 
中 , 高校 生 群 の 被 検 者 59 名 中 虫 卵 陰 転 者 は 32 名 ( 陰 転 率 
54.226) で あつ た 。 此 の 結果 同一 規 失 量 を 与え た 場合 に 
は 低 年 齢 層 に 対し て の 駆虫 率 が 高 年 齢 層 に 比 し て か な り 
高 率 で ある こと と が 考え られ る (第 2 表 う 。 


第 2 表 年 齢 と 駆虫 効果 


虫 卵 陰 卵 陰 転 
服用 者 の 年 齢 検 者 () 
小学 生 (6~12) 18 14 77.8 
中 ・ 高 校生 (13~19) 59 32 54.2 


2) 被 検 者 を 性 別に 分 け て その 駆虫 成績 を みる と 男子 
82 名 中 21 名 ( 陰 転 率 65.622) に , 又 女 子 45 名 中 25 名 ( 陰 
転 率 55.62%) に 貝 卵 の 陰 転 が 認め られ 男子 に 対し て の 人 陰 
転 率 が 生 高 率 で あつ た (第 3 表 )。 

8) 一 方 虫 卵 感染 度 と 駆虫 効果 と の 関係 に つい て みる 
に (検査 者 380 名 , 感染 度 の 判定 は 浮 に ょ 


C67 ) 


| 
1 


6 909 
iod, 
nass | 
and 
the 
uate 
ned 
1ree 
‘acy 
hod 
Yor- 
Iree 
of 
in 
ted, 
pat- 
lito. 
tely 
1n 
50, 
the 
al. 
to. 
nS, 
use 
Or- 
ow 
DT 
the 
ons 
ion 
ind 
res 
| | 


910 
第 3 表 性 別 と 駆虫 効果 
Male (6 ~18 32 21 65.6 
Female (6 ~18 ) 45 25 55:6 
4 表 下 感染 効果 
前 後 
8 . 
14 2 14.3 
4 28.6 
+ 5 . 
68.7 
5 表 厚 感染 と 
前 ・ + ++ 


1 3.0 3 日 に 分 + 
2 4.0 分 服 キ + 
3 8.0 4 分 


1 5.0 3 日 に 分 服 一寸 
2 6.0 2 日 に 分 服 一 +ー+ 
312.0 4Hk 分 
〇 美 〇 子 18 57.01 6.0 3 日 に 分 ー 
2 9.0 3Hk 分 ーー | 


吉 〇 108 25.5 


山 〇 勝 〇 14 49.0 


以上 の 濃厚 感染 者 14 名 中 4 名 に 虫 卵 の 陰 転 陰 転 率 28.6 
926) が み ら れ た の に 対し , 虫 卵 十 の 軽 感染 者 16 名 中 11 名 
に 虫 卵 の 陰 転 ( 険 転 率 68 .722 う が 認め られ た (第 4 表 )。 
此 の 結果 か ら 判 断 し て 今回 採用 し た 如き 服用 量 及び 服用 
法 に ょ つて は , 濃厚 感染 者 に 対し て 充分 な 駆虫 効果 が 期 
待 出 来 な い 。 

それ で 濃厚 感染 に 対し 用 量 を 増量 し て 総量 を 8.0~ 
12.0g と し , これ を 83~ 4 回 に 分 け て 毎 早朝 連続 投与 し 
た と と ろ , 今回 は 3 名 に つい て の み の 成 績 で ある が , 3 
例 共 に 虫 卵 の 陰 転 化 が 認め られ た (第 5 表 )。 


考 
4- ヨ ョ ヨー ド チ モー ル の 如き 新 多 虫薬 の 効果 の 有無 強弱 を 
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判定 する た め に は 精細 な 吟味 , 検討 を 重ね る と こと が 肝 
要 で あつ て , その 合理 的 適用 法 を 把握 し な けれ ば , そ 
が 具有 し て いる 性 質 を 活用 出来 な いと と は 当然 で ある 。 
本 物質 に 就 て 検討 すべ き 事 項 と し て 考え られ る と と は そ 
の 剤 形 。 用 量 及 び 用 法 等 が あり , 次 いで 駆虫 試験 の 際 当 
然 附 随 す る 各種 寄生 虫 に 対す る 効力 の 有無 及び 虫 卵 感染 
度 の 程度 の 差 に よ ょ る 効果 の 強弱 な いし 検便 法 別 に よる 効 
力 判 定 の 相 異 等 で ある 。 

此 等 の 問題 に 就 て 今回 の 実験 結果 及び 従来 実施 し て 得 
られ た 結果 等 を 線 合 し て 率 次 検討 を 加え て ゆく こと と と すす 

1) 先ず 4- ョ ヨー ド チ モー ル の 剤 形 に 就 い て で ある が 
本 物質 の 如く 水 , 酸 及 び 弱 アル カリ に 難 深 で あぁ つて, 
会 合 性 に 富む も の は 例え 完全 に 溶解 され た 溶液 を も つて 
する 試験 管内 実験 で 虫 体 に 如何 に 強力 な 作用 を 発揮 し て 
も , 腸 内 で は こと これ と 事情 を 異 に し て 殆 ん ど 結 晶 の 状態 で 
虫 体 に 作用 を 与え る と と が 想像 され る の で , 均一 な 影 細 
を 貝 体 に 及ぼ し が た く , 従 つて 売 分 な 効果 の 期待 が も て 
な いと 考え られ る 。 若 し 腸 内 で 完全 に 溶解 され る と する 
な ら ば 現在 より 用 量 も 少く て , 一 層 強 力 な 効果 を 期待 出 
来る こと が 推測 され る 。 そ を れ 故 腸 内 で の 溶解 度 を 高め る 
た め の 種 々 な 物理 化学 的 手段 を 講じ た の で るる が 製剤 化 
が 困難 で あつ た の で , 第 2 の 手段 と し て 腸 内 で 均一 に 拡 
散 す る よう な 剤 形 を 作る べく 検討 し , 今回 用 いた 如き 糖 
衣 剤 を 創製 し た 。 

其 の 結果 剤 に よ つ た 成績 と , 結 自 体 を カプ セル 
剤 と し て 与え た 場合 の 駆虫 成績 を 比較 し て みて 判定 法 が 
同一 で な か つた の で 明確 な こと は 言え な い が , その 効果 
に 有意 の 差 が あつ た よう に 思え な か つた 。 そ て それ 故 剤 形 に 
就 て は 更に 吟味 を 加え た い が , 唯 此 の 場合 題 粒 剤 は カプ 
セル 剤 に 比 し その 服用 が 極め て 容易 に な つた 。 

2) 次 に 用 量 及 び 用 法 の 問題 で ある が , これ は 最も 検 
討 を 要する こと こと で ある と 軌 う 。 

著者 等 は 従来 釣 虫 駆除 に 対 し 成人 に は 8.0 へ 6.0 g の 
範囲 の 量 を , 子供 に は Per kg wet. 約 100 mg の 量 を 
夜 及び 朝 の 2 回 に 分 け て 投与 し , 成人 で は 53.8~62.52 
子供 で 85 .722 ( 抹 ・ 浮 法 に ょ る の 成 績 を 得 て 
いる の で ある が , 今回 は , 用 量 を 成人 (中 ・ 高 校生 ) 子 
供 て 小 学生) の 別 な く 体 重 に 標準 を 置き Per kg wet, 
80~120 mg の 量 の 範囲 内 と し , これ を 2>~38 日 に 分 け 
て 毎 早朝 に 分 服 さ せ た 。 そ の 結果 塗 抹 ・ 浮 ・ の 
三 法 に よ ょ る ) う は 成人 (中 ・ 高 校生 う で 52.4%, 子供 (小学 
生 ) で 77.826, 線 合 で 59.722 と いう 成績 で あつ た 。 此 の 
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成績 は 以前 に 実施 し た 成績 と ほぼ 同 程度 で あつ て , 用 量 
が 凡そ Per kg wet. 100mg 前 後 で あれ ば , これ を 1 日 に 
2 回 に 分 け て 与え て も ほぼ 同 程度 の 成績 即ち 成人 で は 50 
へ ~60%, 子供 で は 80 前 後 の 駆 虫 効果 が 得 ち られ る も の と 
考え られ る 。 と れ を 藤沢 及び 佐々 等 が 報告 し て いる 成績 
に 比 し て みる と 藤沢 は 軽 感染 に 対し 早朝 空腹 時 に 6 ~8 
g& を 2 回 に 分 け て 1 時 間 間 隔 に 服用 させ , 1 週間 後 の 検 
便 ( 法 に ょ る ) う で 502% の 卵 陰 転 を ,, 又 佐 々 等 は 軽 
感染 に 対し 2~4 g を , 濃厚 感染 に 対し 4~8 g を 2~ 
4 回 に 分 け て 朝 及 び 夜 に 投与 し , 2 週 後 の 検便 ( 浮 洲 , 
培養 法 に ょ る ) で 前 者 で は 55.5%, 後者 で は 50.0% の 陰 
転 素 , 及び 4 g 4 回 で 43.6%, 4 g 2 回 で , 57.62%, 3 
g 2 回 で 45.0% の 陰 転 率 及 び Per kg wet. 100~130 mg 
夜 朝 2 回 投与 で 40.2% ( 塗 抹 ・ 培 養 ・ 浮 施 の 三 法 か らち に 
よ ょ る 結 成績 ) の 陰 転 率 を 報告 し て お り , と れ 等 の 実験 
で は 著者 等 と 用 量 及び 用 法 に 多少 相違 する こと ろ が ある 
も 駆虫 成績 と し て は ほ ほほ 相似 し て いる も の と 考 えら れ 
る 。 

と と に お いて 本 物質 の 用 量 と 用 法 及 びそ の 駆虫 効果 と 
の 相関 関係 等 一 応 の 概略 が 認識 され た が , 更に 一 歩 進 ん 
で 虫 卵 感染 度 の 程度 の 差異 既 ち 軽 感染 と 濃厚 感染 に 対し 
た 場合 の 薬剤 の 用 量 ・ 用 法 及 びそ の 効力 等 の 関係 に 就 て 
吟味 を 加え た 。 即ち 著者 等 の 今回 の 実験 で は , 同 規 傍 
量 で 服用 させ た 場合 電 以 上 の 濃厚 感染 に 対す る 駆虫 率 は 
28.6 2, 十 の 軽 感染 に 対す る 駆虫 68.722 と いう ぅ 具合 
に 非 癌 に 大 き な 効 果 の 差異 が ある こと を 認め た 。 そ を それ 故 
過 厚 感染 に 対し て 用 量 を 増加 し 総量 を Per kg wet. 150 
へ ~3820 mg と し , これ を 3~ 4 日 に 分 け て 連続 投与 し た 
と と ろ 例 数 は 僅か 3 例 で あぁ あつ た が 伺 れ も 虫 卵 の 完全 陰 転 
が 認め られ た 。 従 つて 濃厚 感染 に 対し て は 軽 感染 に 対し 
て の 場合 より 増量 し て 与え れ ぽ 充分 な 効果 が 期待 出来 る 
も の と 思う 。 し か し 単に 虫 卵 減少 度 か ら 効 果 を 判定 し た 
場合 で は 所 調 上 記 の 通常 量 で も 著者 等 は 8 名 中 6 名 に , 
佐々 等 は 41 名 中 84 名 に 虫 卵 の 著 減 を 認め て いる の で , 濃 
厚 感染 に 対し て は 例え 虫 卵 の 完全 陰 転 が 認め られ な く と 
も 一 応 虫 卵 減少 効果 の ある と と が 分 つた 。 

8) 次 に 年 齢 差 に よる 駆虫 効果 の 関係 に つい て で ある 
が , 本 物質 Per kg wet. 100mg 前 後 の 用 量 に ょ る 前 回 
の 実験 で は 成人 (15 歳 以上 ) で その 駆虫 率 62.5% で ある 
の に 対し 子供 (14 歳 以下 ) で は 87.5, 今回 の 実験 で は 
成人 (中 ・ 高 校生 う で その 駆虫 率 54.2% で ある の に 対し , 
子供 (小学 生 ) で は 77.82 と いう よう に 低 年 齢 層 に 対す 
る 効果 が 著 し か つ た 。 そ を それ 故 Per kg wet. 100mg 前 後 
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の 用 量 で は 低 年 齢 層 に 対し て 充分 効果 が 期待 出来 る が , 
14~15 歳 以上 の 年 齢 層 に 対し て 一 層 の 効果 を 期待 する た 
め に は 用 量 を 更に 増加 し て 検討 を 試み る 必要 が ある 。 
4) 駆虫 薬 の 効果 判定 の 際 , 採用 され る 検便 法 の 如何 
に ょ つて その 効果 の 優劣 を 判定 する 上 に 著 明 な 差異 が 生 
ずる か ら 最 も 屋 密 な 方 法 に よる べき で あり , 双 一 つの 方 
法 の み に ょ つて 効果 の 有無 を 判 ず る と こと も 当 を 得 な いと 
と が ある 。4- ヨ ー ド チモール の 駆虫 実験 で 特異 的 な と と 
と し て , 培養 法 に よる 陰 転 率 が 他 の 2 法 に ょ る 陰 転 率 
に 較べ 極め て 高い と こと で ある 。 即ち 佐々 等 は Per kg 
wet. 100~130 mg 用 量 に よる 成績 と し て 塗 抹 71.8, 
浮 54.22%, 培養 87.42% 合 40.2 いう 結果 を 報告 し 
て 居り , 著者 等 の 今回 の 実験 で も Per kg wet.80~120 
mg 用 量 で 75.8 2, 浮 63.62, 培養 79.2%, 
59.72 と いう 成績 で あつ て その 検便 方 法 に より , か な り 
異 つ た 駆虫 率 が 示さ れ 特 に 本 物質 の 場合 培養 法 に ょ つた 
結果 が 最高 の 駆虫 率 を 示し た 。 


小 ・ 中 ・ 高 校生 7 名 を 対象 と し て 4 一 ヨー ド チ モー ル 
を も つて の 釣 虫 駆除 効果 に 就 て 検討 を 加え た 。 

1) 服用 量 を 体重 に 規準 を を とり Per kg wet. 80~120 
mg を 2~3 日 に 分 け て 服用 させ た 場合 の 虫 卵 完全 陰 転 
率 は 59.722 で あつ た と と が 明らか に され た 。 

2) 同一 規 稚 量 で は 12 歳 以下 の 低 年 齢 層 に 対 し 駆虫 効 
果 が 特に 著 明 で あぁ あつ た と と , 及び 貝 卵 感染 度 の 程度 か ら 
対象 を 軽 感 染 と 濃厚 感染 に 分 け て 駆虫 効果 を みた 場合 軽 
感染 に 対し 効果 的 で あつ た が , 濃厚 感染 に 対し て の 駅 虫 
率 は 低 束 で あつ た と と , 従 つ て 濃厚 感染 に 対し て は 規準 
量 よ ょ り 増 量 し て 服用 させ る と と に ょ より 効果 が 期待 で きる 
と と 等 が 明らか に され た の で ある 。 

結局 数 回 実施 され た 4- ヨ ー ド チモール に よる 多 虫 駆 
除 試 験 の 結果 , 低 年 齢 層 及 び 上 成人 の 軽 感染 に 対し て は 及 
そ Per kg wet 100~130 mg を 規 汐 量 と し て 2 ~3 回 
に 分 け て 服用 させ , 濃厚 感染 に 対し て は 規 稚 量 の 2 ~ 3 
間 量 を 2 ~ 4 回 と 分 け て 服用 させ る こと と に ょ り 相 当 の 駄 
虫 効果 が 期待 出来 る の で は な いか と 思う 。 

終り に 臨み 本 研究 に 御 協力 を 戴 い を 静岡 市 保 催 所 桑原 
勇一 技師 及び 薬剤 を 提供 され た 中 外 製 薬 株 式 会 社 に 謝意 
を 表す . 

本 論 要 第 28 回 日 本 寄生 学会 総会 に お いて 
発表 し た . 


( 69 ) 


れ 
当 
得 
? 
結論 
. る 
化 
拡 
糖 
ル 
が 
に 
検 
の 
を 
% 
~~ 
子 
け 


912 


参考 文献 
1) 藤沢 俊雄 (1958) : 釣 虫 症 の 臨床 的 観察 (4), 4- ョ ー 
ド チ モー について, 寄生 誌 , 7(6), 657-660. 一 2) 
藤沢 俊雄 (1959) : 症 の 臨床 的 観察 (5) , 特に 4- ョ 
ー ド チモール ブロ モナ ナフトール 2 に よる 外来 
治療 法 に つい て , 第 28 回 日 本 寄生 虫 学会 総会 示説 記 
事 . 一 3) 林 栄 一 (1948) : 亡 虫 薬 に 関す る 基礎 的 研究 
(第 ヒノ ン ・ チ モー ル ・ チ フタ リン ・ 及 び フ 
ノー ル 系 物質 並 に 諸 他 化合 体 の 此 に 対す る 影響 に 
つい て , 金沢 医科 大 学 結核 研究 所 年 報 , 7, 51-58. 同 
記事 , 日 本 薬理 学 雑誌 , 44(1), 32.。 一 4) 林 栄 一 ・ 
石田 敏雄 ・ 藤 田 和 松 (1951) : 駆虫 薬 に 関す る 基礎 的 研 
( 2 ), ト フ ニ ノール シリ ッ ク ア シド 。, 
フェ ノ オ キ サジ ニトロ ディ フ ェ ニ ー ル アミ 
ン , チモール 系 誘導 体 の 販 製 に 対す る 影響 に た つ いて, 
人 金沢 大 学 結核 研究 所 年 報 , 10, 10-15, 同 記 事 日 本 薬 
理学 雑誌 , 44 (3) , 35. 一 5) 林 栄 一 ・ 石 田 徴 雄 (1951) : 
の 基礎 的 研究 (第 報 )) ニトロ フェ ノー ル 
体 並 に 諸 有機 化合 体 の 対す る 影響 に 就 て , 金 
沢 大 学 結核 研究 所 年 報 , 10, 6-18. 一 6) 林 栄 一 ・ 石 
田 敏 雄 (1951) : 駆虫 薬 の 基礎 的 研究 (第 4 報 ), 4- ョ ー 
ド チ モー ルル 及び ハロ ゲン ・ ニ トピ フェ ノー ル 誘 導体 の 
豚 た 対す る 影響 に , 金沢 大 学 結核 研究 所 年 報 , 
10, 19-29. 同 記 事 , 日 本 薬理 学 雑誌 , 46(2), 103. 一 
7) 林 栄 一 ・ 山 ・ 高 村 省 三 ・ 杉 山 富 杉 山 熊 男 ・ 
石塚 境 (1959) : 度 虫 薬 の 基礎 的 研究 (第 6 報 ), 4- ョ ー 
ド チ モー ル の 製法 の 改良 と その 人 体 寄 生 虫 に 対す る 
駆虫 効果 に つい て , 薬学 雑誌 。 79(1), 38-42. 一 8) 林 
栄一 ・ 山 ・ 高 村 省 三 ・ 杉 山 富 山 熊 男 1959) : 
薬 の 基礎 的 研究 (第 7 報 ), 4- ョ ー ド チモール の 
虫 効果 に 関す る 研究 , 新薬 と 臨床 , 8(3), 189-194. 一 
9) 林 栄 一 (1958) : 駆虫 薬 に 関す る 実験 的 研究 , 静岡 
薬科 大 学 開 学 5 周年 記念 論文 集 , 96-113. 一 10) 石田 
鋼 雄 (1952) : 駆虫 薬 に 関す る 基礎 的 研究 (第 5 報 ), 4- 
ョ ー ド チモール の 薬理 学 的 研究 , 金沢 大 学 結核 研究 所 
年 報 , 11, 295-311. 一 11) 齋藤 哲治 ・ 楠 昭 恵 (1958) : 
薬 ョ ー ド チモール ) を 経口 的 に 投与 せる マウ 
諸 臓 器 の 病理 組織 学 的 検索 , 十 全 医 学会 雑誌 , 60(10) , 
1623-1626. 一 12) 佐々 学 ・ 折 坂 意 剛 ・ 福 井 正信 ・ 林 
滋 生 ・ 三 浦 昭子 ・ 佐 藤 孝 惹 ・ 藤 岡 万 雄 ・ 吉 田 文香 ・ 平 
島 信 子 ・ 魚 谷 和 放 ・ 西 田 弘 平 ・ 中 山大 門 (1958) : 4- ョ 
ー ド チモール 及び その ピピ ペラ ジン 塩 の 駆虫 効果 に 上 関 
する 研究 ( 初 報 ) , 東京 医 誌 , 75(9), 541-546. 
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Summary 

New anthelmintica, 4-iodothymol (4-iodo-3-methy]l- 
l-hydroxy-6-isopropy!l benzene) was applied to the 
mass treatment of seventy-sevene school pupils of 
primary, secondary and high school infected with 
hookworms and the anthelmintic influence of the 
drug on hookworm infections was observed. 

Results are summarized as follows : 

1) The total amount of drug of 3.0-12.0 g, tha 
is, about 80-120mg per kg of body weight was 
divided into two to four parts, and each one of 
which was administered during two to four days. 

It was observed that the hookworm infcetions were 
eliminated completely in 59.7% of all the patients 
tested (The anthelmintic ratio was 75.3% in smear, 
63.6% in floatation, 79.2% in breeding, 59.7% in 
all.). 

2) In this dosage schedule the drug for the treat- 
ment was rather effective in primary school pupils, 
i. e. under twelve years than in secondary and high 
school pupils. 

This tendency was stronger in the male than in the 
female. (The anthelmintic ratio was 77.8% in the 
younger pupils and 54.2% in the secondary and high 
school pupils, also 65.6% in the male and 55.6% in 
the female.). 

3) In the same dosage schedule the drug was more 
effective in the case of light hookworm infection 
than in the case of heavy infection. (The anthelmintic 
ratio was 68.7% in the former, 28.6% in the latter). 

But from the viewpoint of the decrease in the egg 
count a significant effect was noticed also in heavy 
infection. 

Therefore, the total amount of the drug for patients 
with heavy infection was increased. 

The patients were given about 150-320 mg of drug 
per kg of body weight which was divided into three 
to four parts and administered during three to four 
days. 

Consequently, complete elimination of hookworm 
eggs was shown in all case of patients administered. 

4) It is interesting that the anthelmintic ratio by 
breeding method was shown to be especially higher 
as compared with that of two other methods of 
examining feces in the case of egg examination of 
hookworm. 
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静岡 県 下 の カ ワニ ナ に 寄生 する 吸虫 類 幼 生 の 研究 


伊 
静岡 大 学 教育 学部 
月 久 野 
静岡 県 術 生 研究 所 
(昭和 34 年 7 月 23 日 受領 ) 
主査 地域 お よび 方 法 


静岡 県 下 は 全般 に カワ ニナ (Semisulcospira lbertina, 
が 豊富 に 和 分布 し , これ が 肺 吸虫 , 横川 吸虫 な どの 第 一 中 
間 宿 主として 疫学 的 に 重要 な 役割 を 果して いる だ ろう と 
と は 箇 者 ちら が すでに 想像 し て いた 。 

静岡 県 に お ける 肺 吸 虫 の 分 布 は 古く は 高木 (1926), 高 
人 亀 ら (1942~19483) に より, また 近年 横川 ら (1957) に 
より 部 分 的 に と を の 分 布 が 知ら れ て お り , 更 に 筆者 らち (1958 
~1959) の 広 汎 な 野犬 調査 の 結果 , 肺 吸虫 箕 患 犬 は 沼 
津 , 藤枝 , 島田 , 掛川 , 森 , 磐田 な どの 各地 か ら 発 見 さ 
れ , 殆 ん ど 全 県 下 に 肺 吸虫 が 墓 延 レ て いる も の と 想像 
れる に つ た 。 

また 横川 吸虫 は 筆者 ちの 調査 ( 未 発表 ) に よる と , オ 
イカ ワ ,。 ウグイ ,。 フナ ,。 ドジ ョ ヨウ, タモ ピコ な ど 多 く の 
淡水 魚 か らち ら か な り 高 率 に その 包 朋 が 検出 され て いる 。 
カワ = ニナ に 寄生 する セル カリ ア の 種類 は 比較 的 多く 。, 
その 種類 と 分 布 を 邊 る こと は 純 寄生 虫 学 的 見 地 か ら も 英 
だ 興味 深い 。 我が国 で は 多く の 先輩 諸 学 者 に より , 岡 
山 , 岐阜 , 徳島 , 福岡 な どの 諸 県 下 で 広汎 な 調査 が 報告 
され て きた が , 静岡 県 で は まだ その 調査 が 不 充 分 で あつ 

以上 の 諸 観 点 か ら 生 者 ちら は 県 下 の 各 地 か ら 約 84000 コ 
以上 の カワ = ナ を 採集 し て それ に 寄生 する セル カリ ア を 
調査 し た の で , その 結果 を まとめ て と と に 報告 する 。 


Jiro ITO*, HisasHl MOCHIZUKI,** and MASA- 
TERU NOGUCHI** ; Studies on the cercariae para- 
sitic in Semisulcospira libertina in Shizuoka Prefe- 
cture (*Hygiene Laboratory, Faculty of Education, 
Shizuoka University, **Shizuoka Prefectural Hygiene 
Research Laboratory) 


こと の 調査 は 1948 年 か ら 1958 年 まで 行わ れん た の で ある 
が , 1948~1950 年 は 専ら 狩野 川 流域 を 中 心 に 検索 し , 
1955 年 以降 に お よん で 全 県 下 に 検索 の 手 を の ば し た 。 そ 
の 概況 に つい て 以下 8 地区 に 分 け て 説明 する (第 1 図 参 
照 )。 


0 Km 


Fig. 1 Collecting place of Semisulcospira 
libertina in Shizuoka Prefecture 


A. 狩野 川 流域 (第 2 表 参 照 ) 

狩野 川 は 全長 47km で その 源 を 伊豆 の 天城 山 に 発し , 
沼津 市 を 貫流 し て 駿河 湾 に 注ぐ 。 そ の 流域 は 肺 吸虫 病 の 
濃厚 な る 流行 地帯 と し て すでに 高 亀 ら (1942~1943), 横 
川 (1951), 小 宮 ら (1952) に ょ り 住 民 の 羽 患 率 な ど が 報 
告 さ れん て いる 。 今回 の 調査 は 1948 年 か ら 1958 年 に わた 
り , 合計 54 回 , 検査 由 総 数 18384 個 の 結果 を まとめ た 。 
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Co 


1 回 , 修善 寺町 4 回 , 伊豆 長岡 町 3 回 で あ 
B. 沼津 市 地域 (第 1 表 参 照 ) 


すなわち 了 鎖 南村 44 回 , 大 仁 町 2 回 , 山 村 


沼津 市 は 狩野 川 の 河口 に ある が , 市 街 地 
で あり , また その 隣接 地区 を も 含め て 1956 
年 か ら 1958 年 に わた り , 前 後 10 回 , 検査 中 


総数 2605 っ を 検索 し た 。 すなわち 沼津 市 k 


+ 


回 
回 
る 
A 


ク 


が 時 折 市 販 され て いる 。 す な ね わ ち 肺 吸 
虫 の 流行 は 充分 予想 され る 地域 て , 市 内 外 


方 も また 狩野 川 流域 諸 地 方 と 共 


ガ 


を 流れ る 小河 川 か ら 1956~1957 年 に わた り 


8465 コ ご の カワ 


ナ を 検索 し た 。 
D. 静岡 市 地域 (第 1 表 参 照 ) 


静岡 市 は 県 の 


中 央 に あつ て , 安倍 川 
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お よん で 10438 ケ の カワ = ナ を 検索 レ 


E. 瀬戸 川 流域 (第 3 表 参 照 ) 
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Table 2 Incidence of cercariae infection in Semisulcospira libertina 
from the drainage of the Kano River 
NO. OF SNAILS EXAMINED 10935 344 28 758 1319 13384 
NO. OF SNAILS INFECTED 3621 (33.0%) 44(12.8%) 15(53.6%) 204(26.9%) 688(52.2%) 4572(34.1%) 
Paragonimus westermanit 274 (2.5%) — — 2 (0.3%) — 276 (2.06%) 
Pseudexorchis major 3269(29.9%) 34 (9.9%) 15(53.6%) 184(24.3%) 668(50.6%) 4170(31.16%) 
Centrocestus armatus 9 (0.1%) — — 1 (0.1%) — 10 (0.07%) 
Metagonimus spp. 11 (0.1%) — — 5 (0.7%) 12 (0.9%) 28 (0.21%) 
Notocotylus magniovatus 17 (0.2%) — ーー 6 (0.8%) — 23 (0.17%) 
Cercaria nipponensis 91 (0.8%) 4 (1.2%) — 3 (0.4%) 2 (0.2%) 100 (0.75%)} 
Cercaria ncerta 27 (0.2%) 3 (0.9%) — 1 (0.1%) 4 (0.3%) 35 (0.26%) 
Cercaria monostylowes 9 (0.1%) — — 1 (0.1%) — 10 (0.07%) 
Cercaria yoshidae 30 (0.3%) ーー — — — 30 (0.22%) 
Cercaria innominatum 9 (0.1%) 2 (0.6%) — 2 (0.3%) — 13 (0.10%) 
Pseudobilharziella corvi 5 (0.05%) — ~~ — 5 (0.04%) 
Cercaria introverta 1 (0.01%) — — — — 1 (0.01%) 
Echinostome type 2 (0.01%) 1 (0.3%) — — 2 (0.2%) 5 (0.04%) 
Table 3 Incidence of cercariae infection in Semisulcospira libertina 
from the drainage of the Seto River 
LOCALITY Fujieda City Yaizu City Shimada City Ooigawa-Cho TOTAL 
NO. OF SNAILS EXAMINED 3748 323 195 143 4409 
NO. OF SNAILS INFECTED 248 (6.6%) 51(15.8%) 170(87.1%) 1 (0.7%) 470(10.67%) 
Pseudexorchis major 149 (4.0%) 18 (5.6%) 142(72.9%) ーー 309 (7.02%) 
Centrocestus armatus 46 (1.2%) 2 (0.6%) 1 (0.5%) ーー 49 (1.11%) 
Metagonimus spp. 16 (0.4%) 5 (1.5%) 12 (6.2%) a 33 (0.75%) 
Notocotylus magniovatus 16 (0.4%) — — — 16 (0.36%) 
Cercaria nipponensis 9 (0.2%) — 9 (4.6%) — 18 (0.41%! 
Cercaria incerta 10 (0.3%) 21 (6.5%) 4 (2.0%) — 35 (0.79%) 
Cercaria monostyloides 2 (0.05%) 5 (1.5%) 2 (1.0%) — 9 (0.20%) 
Cercaria introverta — — — 1 (0.7%) 1 (0.02%) 
Echinostome type 1 (0.03%) — — — 1 (0.02%) 
Table 4 Incidence of cercariae infection in Semisulcospira libertina 
from the drainage of the Kiku River 
NO. OF SNAILS EXAMINED 182 594 189 2091 895 3915 
NO. OF SNAILS INFECTED — 82(13.5%) 15 (7.9%) 116 (5.6%) 31 (3.6%) 244 (6.23%) 
Pseudexorchis major 57 (9.6%) 13 (6.9%) 5 (0.2%) 9(1.0%) 84 (2.15%) 
Centrocestus armatus — 3 (0.5%) — 15 (0.7%) 1 (0.1%) 19 (0.49%) 
Metagonimus spp. — — — 80 (3.8%) 21 (2.4%) 101 (2.81%) 
Cercaria nipponensis 8 (1.3%) — — 8 (0.20%) 
Cercaria incerta i 1 (0.2%) 2((.1%) 7 (0.3%) — 10 (0.26%) 
Cercaria monostyloides — 3 (0.5%) -— — — 3 (0.08%) 
Cercaria yoshidae — 5 (0.8%) - 1 (0.05%) — 6 (0.15%) 
Pseudebilharziella corvi — 5 (0.8%) — — — 5 (0.13%) 
Cercaria pseudodivaricata ーー — — 5 (0.2%) — 5 (0.13%) 
Echinostome type — — — 3 (0.1%) — 3 (0.08%) 
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Fig. 2 Semidiagrammatic drawings of cercariae obtained from 
Semisulcospira libertina in Shizuoka Prefecture 


Cercaria of Pseudobilharziella corvi Yamagut:, 
1941 

Cercaria pseudodivaricata Faust, 1924 
Cercaria of Paragonimus westermanii (Ker- 
bert, 1878) 

Cercaria incerta Faust, 1924 

Cercaria monostyloides Ito, 1960 

Cercaria innominatum Faust, 1924 

Cercaria of Centrocestus armatus Yamaguti, 
1933 

Cercaria of Pseudexorchis major Yamaguti, 
1938 


9, 


10. 


12. 
13. 
14. 
15. 
16. 


Cercaria of Metagonimus spp. (including M. 
yokogawai and M. takahashii? ; 

Cercaria longicerca Ito, 1953 

Cercaria of Notocotylus magniovatus Yamaguti, 
1934 

Cercaria nibponensis Faust, 1924 
Echinostome type (including several species) 
Cercaria manei Ito, 1960 

Cercaria introverta Faust, 1924 

Cercaria yoshidae Cort et Nichols, 1920 

(All figures were drawn by equal magnificating 
ratio except No. 14) 
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昭和 :4 年 12 月 (1959)〕 


ょ び 田 な ど 6 の 地点 か ら 83861 カワ ニナ を 
集 し て 検索 し た 。 

以上 合計 115 カ 所 か ら 34060 ヶ の 採集 し た カワ = ナ を 
研究 室 に 持ち 帰り 。 その 大 部 分 を 計測 し て 破砕 し 双 眼 解 
誠 顕 微 鏡 で セル カリ ア を 検 し た 。 ま た その 一 部 は 出 実 
験 ゃ 形態 実験 な ど を お こなつ た が , それ ら に つい て は と こと 
と で は 省略 する 。 


A. セル カリ ア の 種類 お よび その 地理 的 分 布 

呈 られ た セル カリ ア の 種類 は 大 略 16 種 以上 に 及び , あ 
る 種類 は 殆 ん ど いずれ の 地点 か ら も 発見 され た が , ま 
た ある 種類 は 一 局部 に 限定 し て 居る 場合 も あつ た 。 第 2 
図 は No. 14 を の ぞい て 他 を 総 べ て 同一 縮尺 に 拡大 し て 
図式 し , また 第 一 表 に は セル カリ ア の 寄生 率 を 地域 毎 に 
大 別して 表示 し た 。 以 下 に セル カリ ア の 種類 毎 に 形態 の 
大 要 と 地理 的 分 布 を の べ る 。 

1. Cercaria of Paragonimus westermanii (Kerbert, 
1878) 一 一 第 2 図 の 3 に 図示 せる 如く , 本 セル カリ ア は 短 
尾 セ ルカ リア 和 群 に 属し , その 形態 は 既に 山口 1943), 小 
宮 ・ 伊 藤 (1950) その 他 に より 詳細 に 報告 され て いる 。 

静岡 県 に お いて カワ = ニ = ナ か ら 肺 吸虫 セル カリ ア の あつ 
た の は 村 の 狩野 川 流域 ( 高 ら 1942~1943, その 
た が , 今回 の 調査 の 結果 , 了 南 村 か ら は 従前 通り か な 
点 7 (か ら を も 発見 され た 。 すなわち ーー つ は 1958 年 9 月 に 修 普 
pth tp 2= (第 2 表 ), 次 に 同じ く 1958 年 9 
月 , 三島 市 施 外 か ら 1 = っ お よび 1956 年 7 月 , 吉原 市 の 吉 
水 か ら 1= (第 1 表 ) で あつ た 。 以 上 の 点 か ら み れ ば 本 
セル カリ ア は 狩野 川 流域 を も 含め た 県 東部 に 広汎 に 分 布 
する も の と 推定 され た 。 し か し な が ら 県 西部 は 野犬 か ら 
多数 の 肺 吸虫 箕 患 犬 が みい だ され て いた に も か か わら ず 
遂に カワ = ナ か ら の セル カリ ア は 検出 され な か つた 。 

2. Cercaria of Pseudexorchis major Yamaguti, 1938 
ーー 一 本 種 セ ルカ リア は , 高橋 (1929), 山口 (1988) な ど 
(に - よ り 記 述 さ れ , 最近 伊藤 (1956) に より 詳細 に 報告 さ 
れ て いる 。 

本 種 セ ルカ リア の 静岡 県 に お ける 分 布 を みる と , カワ 
= ナ に 寄生 し て いる 約 16 種 類 の セル カリ ア の うち で は 最 
ゃ 寄生 率 が 高く , 合計 に お いて 16.42% の 寄生 率 を 示し た 
(第 1 表 ) う 。 し か る も 静岡 市 地域 以外 の 総 べ て の 地域 に お 
いて 最高 寄生 率 を 示し て いる 点 か ら み れ ば , 本 県 に お け 
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る 本 セル カリ ア の 分 布 は 極め て 濃厚 で ある と 考え られ 
た 。 大 局 的 に みれ ば 狩野 川 流域 の 31.2% が 最も 高い が , 
局所 的 に は 島田 市 の 72.9, 村 の 53.6 如く 極め 
て 高 率 の 地点 も あり , 大 浜町 の 0.2%%, 菊川 流域 の 2.2 
2% の 如く 低 率 の 地点 も み ら れ , 概して 県 東部 に 多い 傾向 
で あつ た 。 

3. Cercaria of Centrocestus armatus Yamaguti, 
1938 一 一 小形 の セル カリ ア で , 吉田 (1917) の 報告 以来 
幾多 の 研究 者 に より 記述 され , 最近 伊藤 ・ 渡 辺 (1958) 
に ょ より その 詳細 な 記述 が な され た 。 本 県 に お ける 本 セル 

カリ ア の 分 布 は 低 率 で は ある が 比較 的 広範 囲 と に と わ たり, 
tia 2¢ の 寄生 率 で あつ た 。 最も 高 率 に 発見 

れ た の は 静岡 市 地域 の 8.9% (第 1 表 ) で , と り わ け 

4. Cercaria of Metagonimus spp.—— 本 セル カリ アテ 
に は 高橋 (1929) に ょ よれ ば 恐らく M yokogawai と M. 
takahashii の 二 種 が 混在 する も の と 想像 され た が その 拭 
別 が 困難 で あつ た の で と と で は 区 別 し な いで 統計 に あげ 
た 。 し か し 既 述 の Pseudexorchis major の セル カリ ア 
と は 主として 次 の 二 点 に と ょ つて 鑑別 し た 。 すなわち 本 種 
セル カリ ア の 侵入 腺 細胞 は 左右 お の お の 一 縦列 を な し , 
また レデ ヂ ア 内 の セル カリ ア は 既に 眼 点 を も つて いた 点 で 
ある 。 

圭 の 方 法 で 鑑別 し て その 地域 的 分 布 を みる と その 寄生 
率 は 比較 的 低く 総計 に お いて 0.6 で あつ た 。 比較 的 高 
率 で あつ た の は 瀬戸 川 流域 の 島田 市 に お ける 6.2% (第 
3 表 ), 菊川 流域 の 大 浜町 に お ける 8.8% (第 4 表 ) な ど 
で あり , 県 東部 お よび 県 西部 で は いづ れ も 1 以 下 で あ 
つた 。 清水 (1958) に よる 徳島 県 下 に お ける 調査 で は 
Metagonimus の セル カリ ア が 比較 的 高 率 で , 反対 に 
Pseudexorchis major の セル カリ ア が 皆無 で あつ た が , 
恐らく 両者 を 混在 し た も の と 考え られ る 。 

5. Cercaria of Notocotylius magniovatus Yamaguti, 
1984 一 一 比較 的 大 形 の 単 口 セ ルカ リア で , 全体 が 甚だ し 
く 不 透明 で , 眼 点 3 っ を 有 し て いる 。 本 種 セ ルカ リア は 
宮川 1911) 以来 , 非常 に 多く の 研究 者 に より 各地 で 飲 
見 され て いた が , 山口 (1988) に より N. magniovatus 
に 発育 する こと が 明らか と な つた 。 て その 詳細 な 形態 は 伊 
藤 (1959) に よ ょ り 報 告 さ れ て いる 。 

.426 の 寄生 率 で を つた が , 主として 県 中 部 に 多く (第 

静岡 市 の 八幡 地方 の 一 小 溝 で は 本 種 セ ルカ リア が 約 502%2 
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位 密 集 し て いる 局所 も あつ た 。 

6. Cercaria nipponensis Faust, 1924 小形 の 剣 
尾 セ ルカ リア で , 本 種 も る また 安藤 (1915) 以来 多く の 報 
告 が あり , 伊藤 (1952) に より 詳細 な 形態 が 報告 され て 
いる 。 ま た 尾形 (1954) に より その 母 虫 は Acanthatrium 
7ageniforme と 推定 され た が いま だ 実証 され て いな い 。 

本 種 セ ルカ リア は 県 下 の 各 地 で 散見 され る が 寄生 率 は 
一 般 に 低く , 総計 0.6 を 示し た 。 島 田 市 の 郊外 に お い 
て 4.62% の 高 率 を 示す 地点 が あつ た (第 8 表 ) が , 


その 
他 の 地点 で は 顕著 な 変化 も な く 大 体 1 2 以下 の 寄生 率 で 
あつ た 。 

Cercaria incerta Faust, 肺 吸虫 の セル 
カリ ア と 酷似 する 短 尾 セル カリ ア で , 長船 (1998) 以来 
古く か ら 注 目 さ れ て いる 種類 で ある が 未だ その 発育 史 は 
不明 で ある 。 そ の 詳細 な 形態 は 伊藤 (19583) に ょ り 記 人 述 
され て いる 。 

本 種 セ ルカ リア も また C. ヵ 導 onensis と 同様 に 低 率 
で は ある が 各地 に 散見 され , 局所 的 に は 沼津 市 の 6.5 
26, 太田 川 流 城 の 4.82 な ど を みる が , 全体 と し 
0.5% の 寄生 率 で あつ た 。 

8. Cercaria monostyloides Ito, 1960—— 本 種 は や や 
大 型 の 無 尾 セル カリ ア で 刺 球 未 ルカ リア におい 
て は これ を 欠く が 成 府 セ ルカ リア に お いて 完備 する 。 体 
の 大 さ は 約 402X118 吸 腹 吸 
60.6 X64.8g, 咽頭 27.5 X29.5g, 細 胞 式 は 2 (C4 
十 5 十 5) 十 (5 十 5 十 5)〕 =58 で あつ た 。 中 川 (1915) 
の 第 17 種 , 吉田 (1917) の 種 , 安藤 (1918〕 の 寅 種 , 
上 野 , 石井 i (1980) の B 種 な ど と 比較 し て 二 , 三 
の 相違 点 も 認め られ る が , いづ れる も 同一 種類 と みな し 
innaln し た 。 な お Faust (1924) は と これ ら を 
C. matabile, Cort, 1919 と 同定 し た が それ は いろ いろ の 
理由 で 破棄 され る べき で あろ う 。 こ の 原著 は 目下 印刷 中 
で ある 。 

本 種 セ ルカ リア の 総計 に お ける 寄生 率 は 0.426 で , 各 
見 され , 特に 静岡 市 の 2.0%, 市 の 2.2% な 
ど は 高 率 で あつ た 。 

9. Cercaria yoshidae Cort et Nichols, 1920 —— 長 
船 (1899) こ 有 胞 ルカ リア で て その 
詳細 な 形態 は 伊藤 (1952) に より 記述 され て いる 。 

本 県 に お ける その 分 布 は 了 糸 南村 , 三島 市 , 吉原 市 , 菊 
川町 , 大 浜町 , 寄生 
は いづ れ も 1 以下 で , 総体 的 に は 0.1% で あつ た 。 

10. Cercaria innominatum Faust, 1924—— 大 形 の 無 


こ は 


【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 第 6 号 


尾 セ ルカ リア (第 2 図 の 6 う で , 小林 (1918) の 了 HI 種 , 
の 詳細 な 形態 に つい て 目 


た 
0 


220minatum と 
下 印 刷 中 で ある 。 

本 県 に お いて は 函南 村 (0.1 ), 大 仁 町 (0.6 %), 修 
町 (0.8 22), 沼 津 市 (0.08), 静 岡市 (0.5 2%), 
洋 町 (0.0422) の 6 カ所 か ら 採 集 さ れ , て 県 東部 に 
多く 発見 され た 。 

11. Cercaria of Pseudobilharziella corvi Y. 1941—— 
尾 幹 部 の 長大 な 岐 尾 セ ルカ リア で 吉田 (1917)2 う に ょ り 徳 島 
県 の 富岡 か ら 報 告 さ れ た G 種 と 一 致し , すなわち Faust 
(1924) に より Cercania i と 命名 され た も の で あ 
る 。 近年 筆者 ちら の 一 人 , 伊藤 に より 家 及 に 経 皮 感染 せ し 
め て 母 虫 を 血管 か 採集 Pseudobilharziella corvt 
に な る と と を 明か に し た が , その 詳細 と に つい 目下 印 
刷 中 で ある 。 

本 種 の 静岡 県 に お ける 分 布 は 比較 的 局 限 され, 現在 和 
の 記録 で は 1949 年 1 月 , 了 南 村 肥 田部 落 か ら 76 ご 中 3 
, 1957 年 2 月 , 菊川 町 南山 部 落 か ら 877 ヶ 中 5 ご, 
1958 年 11 月 , 困 南村 お よび 沼津 市 大 平 か ら 430 ヶ 中 3 ご 
合計 11 っ で 総 寄生 率 は 0.032% で あつ た 。 

12. Cercaria pseudodivaricata Faust, 1924 いわ 

ゆる Pharyngcal Longifurcate Distome の 岐 尾 セ ルカ リ 
アァ で , 安藤 (1918) が 岐阜 県 可児 郡 か ら 報 告 し 王 種 と 
一 致し , 標記 の 種 名 に 同定 出来 る る ある の で ある 。 計 測 値 は 
体 146x74p, 吸 盤 84 X89g, 腹 吸盤 29 X32g, 咽頭 16 > 
18 尾 幹 部 1683 g, 尾 岐 部 151※16 zg。 胞 式 2 
CC2 十 2 十 (2 十 2 十 う =20。 その 体制 (第 
2 図 の 2 う は 明か に Strigea 科 に 属し て いる 。 静岡 県 の 
ライ ギョ に は Neodiplostomum 属 の 包 略 が 比較 的 高度 
に 寄生 し て 居り , その 点 か ら す れ ば 本 種 セ ルカ リア は 
Neodiplostomum 属 に 発育 する も の と 想像 され る 。 て れ 
ら の 詳細 に つい て は 目下 印刷 中 で ある 。 

本 種 の 分 布 は 極め て 広 渦 な 調査 に も か か わら ず 只 1 カ 
所 に 局 限 され て いた 。 す な わ ち 1957 年 3 月 , 大 浜町 の 生 
浜 部 落 か ら 612 ご 中 5 っ に 本 種 セ ルカ リア を みい だ し た 
の み で あつ た 。 箇 者 の 未 発 表 の 記録 で は 曽 つ て 1944 年 御 
殿 場 市 の 富士 岡 で 98 っ = 中 1 = 採集 し た こと を 追記 する 。 

13. Cercaria introverta Faust, 1924—— 本 種 は 安藤 
(1918 う の 中 種 と 一 致し , 岐阜 県 , 岡山 県 な どか らち 
きれ て いた が , その 詳細 な 形態 に つい て は 伊藤 (1953) 
に より 報告 され て いる 。 

本 県 に お ける その 分 布 は , 1948 年 10 月 函南 村 塚 本 1166 


し 


/ 
て は 


1 


昭和 34 年 12 月 (1959)] 


中 1 っ, 1956 年 10 月 大 井川 町 宗 高 148 っ 中 1 ご , 1957 
年 8. 月 森町 城下 675= 中 1 っ の 合計 3 さ で あつ た 。 

14. Cercaria manei Ito, 1960—— 極 め て 大 形 の 特異 
な 有 胞 セル カリ ア で , セル カリ ア の 体 447X157 gm, 口 
吸盤 80 X904, 咽頭 38 X48z, 腹 吸 を 算 し , 左 
右 腸 管 は 体 後 方 で 相 連 絡 し て いる 。 体 の 方 に は 巨大 な 胞 
状 体 が あぁ つて その 大 き さ は 959 X458 gz を 算 し , それ の 
表面 に 466 ゞ X27kg 大 の 繊維 が 11~18 本 附 着 し て いる 。 胞 
状 全 体 は 黒色 で ある が , その 基部 に 190X158 x の 腔 所 
が 存在 し て 居る 。 レデ ヂ ア も 赤 閉 し く 長大 で 800~2500 々 
を 算 し その 後 端 は 失 り よく 運動 する 。 燃 細胞 式 は いま だ 
決定 こ に いたら な い が そ の 原 閉 は 目下 印刷 中 で ある 。 

本 種 は 毅 田 地方 に 局 限 し て 産 し , 1956 年 8 月 般 田 市 
199 ご 中 1 ご , 1958 年 10 月 に 竜洋 町 1209 っ 中 2 っ, 合計 
8 = を 検出 し た の みみ で あつ た 。 

15. Cercaria longicerca Ito, 1953——Cercaria yo- 
skidae と 近似 する が 尾 が 極め て 長大 な 有 胞 セル カリ ア で 
あり , 箇 者 の 一 人 伊藤 (1958) に より 新種 と し て 記載 せ 
られ た も の で ある 。 本 種 の 模式 種 は 1953 年 1 月 高知 県 の 
幡多 郡 か ら 只 一 度 発見 され て 以来 いま だ 報告 を みな か つ 
た が , 今回 の 調査 に と より 1958 年 9 月 三島 市 近郊 の 小川 か 
ら 277 ご の カワ = ニ = ナ 中 に 只 1 っ の 寄生 を 認め た も の で あ 
る 。 

16. Echinostome typeー カワ = ナ に 寄生 する 
セル カリ ア は 現在 4 種 知 られ て 居る 。 すなわち Echin- 
ochasmus grandus, E. tobi, E. milvi, Microparyphium 
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kyushuensrs で ある 。 そ の うち 瓦 mz は 本 県 か らち は 
検出 され な か つた が , 他 の EE grandus, E. tobi, M. 
kyushuensis の 3 種 は 存在 する ょ よう で あつ た が , 
は それ ら を 一 括 し て Echinostome type と し て 統計 を と 
つた 。 そ を それ ら の セル カリ ア は , 函南 村 , 大 仁 町 , 長岡 
町 , 静岡 市 , 藤枝 市 , 大 浜町 の 6 地点 に 散見 され た が , 
その 寄生 率 は いづ れる も 極め て 低 率 で あつ た 。 

B, セル カリ ア の 季節 的 消長 

以上 の 各地 域 か ら 各 季節 に 行わ れ た 調査 を 総 べ て 一 括 
し て 月 毎 に まとめ て 第 5 表 に 示し た 。 一般 的 に は 季節 と 
の 関係 は 明か で な か つた が , Cercaria monostyloides は 3 
1 月 の 寄生 率 が 0.072 で あり , 次 第 に 規則 的 に 上 昇 し て 
6 月 が 2.126 で 最高 と な り , の ち 次 第 に 不 規則 に 低下 し 
て 居 た 。 そ を それ と 反対 に Cercaria yoshidae は 1 へ ~ 4 月 が 
比較 的 寄生 率 が 高く , 5 ~ 9 月 まで は 寄生 率 が 閉 し く 低 
下 し て いた 。 ま た Cercaria of Pseudobilharziella corvi 
は 例 数 が 少 い けれ ども 1 月, 2 月, 11 月 な どの 人 冬期 に の 
みみ 検出 され て いた の る も 注目 に 値 い する 。 を と の た の 種類 で 
は いずれ ぁゃ も 顕 閉 な 傾向 は 認め られ な か つた 。 

C. カワ = ナ の 融 長 と セル カリ ア の 寄生 率 と の 関係 
大 部 分 の カワ ニ = ナ に つい て 各種 セル カリ ア の 寄生 率 を 
長 別 に 分 け て 第 6 表 に 示し た 。 全般 的 に は 26~380 
mm を 頂点 と し て それ 以下 の 小形 の カワ = ナ に な る ほど 
寄生 率 が 低く また それ 以上 の 大 形 の カワ = ナ で も 若干 
寄生 率 が 低下 する 傾向 が 認め られ た 。 し か し セル カリ ア 
の 種類 毎 に くわ し く 観 察する と 必ず し レ ゃ も 人 金 部 が 一 様 な 傾 


Table 5 Seasonal fluctuation of the cercariae parasitic in Semisulcospira libertina 


MONTH Jan. Feb. Mar. Apr. May June July Aug. Sep. Oct. Nov. Dec. 
NUMBER OF SNAILS EXAMD. 1401 2353 3497 935 1717 803 2604 2239 6726 4882 2587 2837 
Paragonimus westermanit 45 — 24 24 13 6 — 60 61 42 — 
Pseudexorchis major 254 246 163 306 199 19 288 259 1850 600 728 ‘166 
Centrocestus armatus — 4 19 5 1 100 15 16 24 33 8 33 
Metagonimus spp. — 13 101 = 1 5 4 3 27 13 7 18 
Notocotylus magniovatus 4 — — 1 — 9 20 = 29 § 7 65 
Cercaria nipponensis 29 12 8 8 6  ' 11 4 29 12 8 
Cercaria incerta 和 8 11 — 3 — 54 23 11 24 1 
Cercaria monostyloides 1 5 17 5 16 17 4 28 p. 2 5 18 
Ceraria yoshidae 8 5 6 7 t ー — 2 7 $ 3 
Cercaria innominatum 4 2 — 5 3 1 — 
Pseueobilharziella corvi 3 — — — — — 3 — 
Cercaria pseudodivaricata — — 5 — — 
Cercaria introverta — — — — 1 — 2 — 
Cercaria manei — — — — — 2 
Cercaria longicerca — — — — — — 1 — — — 
Echinostome type 1 — 3 —  — 2 1 — 2 1 — — 
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る と と が 期待 され た が , 今回 の 調査 で は 発見 され な か つ 
上 述 16 種 以上 の セル カリ ア に つい て その 地理 的 分 布 , 
季節 的 消長 , 毅 長 と 寄生 率 の 関係 な まな ど に つい て 吟味 し レ 


1) 亮 (1915) : 県 下 に 於 て 新 に 得 た る 肺 
スト マ 病 流 行 地 並 に 其 中 間 宿 主 及び 其 被 包 可 幼 虫 に 
就 て , 病理 雑 , 5, 125-128. 一 2) 次 藤 亮 (1518) : 岐 
阜 県下 肺 ボス トマ 病 流行 地 に 於 ける 河中 子 寄 生 の チ 
ェ ル カリ ア に 就 て ( 余 の チェ ルカ リア 義 種 の 追加 ), 中 
央 医 雑 , 25(6), 8-25. 一 3) Faust, E. C. (1924) : 
Notes on larval flukes from China, II. Studies on 
some larval flukes from the Central and South Coast 
Provinces of China. Amer. Jour. Hyg., 4, 241-301. 
—4) lIto, J. (1952) : Redescription of Cercaria nz- 
pponensis Faust, 1924, a xiphidiocercaria in snail 
host, Semisulcospira spp. in Japan. Jap. J. Med. Sci. 
and Biol., 5(1), 13-20.—5) Ito, J. (1952) : Redes- 
cription of Cercaria yoshidae Cort et Nichols, 1920, 
a cystophorous cercaria in the snail, Semzsulcospira 
spp. in Japan. Jap. J. Med. Sci. and Biol., 5(6), 

447-454. —6) Ito, J. (1953) : Redescription of Cer 
caria ncerta Faust, 1924, a cotylomicrocercous cer- 
caria in snail host Semizsulcospira spp. in Japan. (Tre- 
matoda). Jap. J. Med. Sci. and Biol., 6(3), 289- 
293, —7) Ito, J. (1953) : “Two cystophorous cercariae, 
C. introverta Faust, 1924, and C. longicerca n. sp. 
from fresh water snail, Semisulcospira spp. in Japan, 
with a list of cystophorous cercariae. Jap. J. Med. Sci. 
and Biol., 6(5), 487-492.—8) lIto, J. (1956): “Study 
on the cercaria and metacercaria of Pseudexorchis 
major (Hasegawa, 1935) Yamaguti, 1938, especially 
on the development of its metacercaria, (Hetero- 
phyeidae, Trematoda). Jap. J. Med. Sci. and Biol., 
9(1-2) , 1-16. —9) Ito, J. and K. Watanabe: (1958) : 
On the cercaria of Centrocestus armatus (Tanabe, 
1922), Yamaguti, 1933, especially on its mucoid 
gland (Heterophyeidae, Trematoda). Jap. J. Med. 
Sci. and Biol., 11(1-2), 21-29. 一 10) 伊藤 二郎 他 
(1958) : 静岡 県 下 に 所 ける いわ ゆる 野犬 の 寄生 映 虫 
(1) 概況 , 寄生 虫 誌 , 7 (6) , 674-679. 一 11) 小林 晴 治 
郎 (1918) : 朝鮮 産 ツ ェ ル カリ ア の 研究 第 一 , 朝鮮 医 雑 , 
21, 19-80. 一 12) 小林 晴 治郎 (1922) : 日 本 産 ツ ェ ル カ 
リア 概説 , 動 雑 , 34 (401) , 252-270. 一 13) Komiya, 
Y.&]J. Ito(1950): Contribution to the morphology 
of Paragonimus westermaniit. Jap. Med. Jour. 3(5), 
309-314. —14) Komiya, Y. et al. (1952): Studies 
on paragonimiasis in Shizuoka Prefecture (1). An 
epidemiologic survey on Paragonimus westermanii 
along the Kano River. Jap. J. Med. Sci. and Biol., 
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5 (5) 341-350. 一 15) 高 亀 良 島 本 郎 (1942) : 
伊豆 温泉 地帯 を 流 る る 狩野 川 産 「 モ クジ ヅ マガ =」 を 中 間 
宿主 と する 肺 臓 ヂ デス トマ , 日 等 記事 , 14, 74-76. 一 
16) 中 川 幸 庵 (1915) : 新竹 地方 淡水 具 類 に 寄生 する 種 
々 の チェ ルカ リア に 就 て , 台湾 医 雑 , 148, 107-120. 

ーー17) 尾形 藤 治 (1154) : 吸虫 類 Lecithodendriidae の 
研究 (1) , Lecithodendrid 1 新 吸虫 の 発育 に 本科 
の 分 類 に つい て , 小林 祝 記 , 114-125. 一 18) 長船 針 
治 (1898-1899) : 算 形 二 日 虫 発育 順序 , 岡山 医 雑 , 107, 
347-356 : 108, 8-12. 一 19) 清水 稔 (1958) : 徳島 県 下 
の カワ = ナチ ナ に 寄生 する 吸虫 類 妨 虫 の 研究 , 四国 医 雑 , 

13 (5) , 626-646. 一 20) 鈴木 重 一 (1958) : 南 伊豆 地方 
に 於 ける 肺 吸虫 感染 の 学 的 研究 , 寄生 虫 誌 , 7(5), 

560-572. 一 21) 高橋 昌 造 (1929) : Metagonimus yoko- 
gawai, Metagonimus の 新種 及び Exorchis major 
の 発音 史 に 就 て , 岡山 医 雑 , 41 (12), 2687-2755. 一 
22) 高木 三平 (1926) : 静岡 県 林原 郡 下 に 於 ける 二 , 三 
の 寄生 虫 に 就 て (第 二 報 ) , 特に 肺 ボ デス トマ の 第 二 中 間 

宿主 に , 医 雑 , 33(1), 85-92. 一 23) Yama- 
guti, S. (1938): Studies on the Helminth Fauna of 
Japan Part 21. Trematodes of Fishes, IV. 単行 本 , 

京都 , 1-139. 一 24) Yamaguti, S.(1938) : Zur Ent- 
wicklungeschichte von Notocotylus attenuatus (Rud., 

1809) und N. magniovatus Yamaguti, 1934. Z. Pa.- 
rasit. 10(2), 288-292, — 25) Yamaguti, S. (1943): 

On the morphology of the larval forms of Paragoni- 

mus Wwestermanii, with special reference to their 
excretory system. Jap. J. Zool., 10(3), 461-467. — 
26) 横川 守 雑 (1951) : 肺 吸虫 (Paragonimus wester- 

2anz) 幼生 の 特に 第 二 中 間 宿主 へ の 移行 経路 に 

関す る 研究 , 臨床 医 , 36(1) , 43-53. 一 27) 横川 宗 雑 
他 (1957) : 南 伊豆 地方 た に お ける 大 平 肺 吸 虫 (Paragonit- 

ms ohirai Miyazaki, 1939) の 分 布 , 東 医 新 誌 , 73 
(1) , 17-20. 一 28) 吉田 上 (1917) : 河内 子 の チェ ル 

カリ ア に 就 て , 動 雑 , 29(342), 1-17. 


Summary 

About 34,000 specimens of the fresh water snail, 
Semisulcospira libertina from various areas in Shi- 
zuoka Prefecture were investigated to study the cerc- 
arial fauna. More than 16 species of cercariae obta- 
ined were as follows ; Cercaria of Pargonimus wester- 
manii. C. of Pseudexorchis major, C. of Centrocestus 
armatus, C. of Metagonimus spp., C. of Notocotylus 
magniovatus, Cercaria nipponensis, C. incerta, (< 
monostyloides, C. yoshidae, C. innominatum, C. of 
Pseudobilbarziella corvi C. pseudodivaricata. C. 
ntroverta, C. manei, C. longicerca and Echinnstome 
types. They were illustrated in Fig. 2. 

The geographical and seasonal distribution of the 
cercariae were briefly explained. It was noticeable 
that the cercaria of Paragonimus westermanii was 
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observed from the other three new areas besides the 
already known endemic area in Shizuoka Prefecture. 

As to the relation between the length of snail and 
the infection rate of cercariae, the infection curve could 
be grouped into four types. Cercaria of Notocotylus 
magniovatus and Cercaria incerta were belonged to 
the first type which was characterized by the maximal 
infectson rate at 21-25mm length of snail and 
remarkable decreasing its rate towards the larger size 
of snail. The second type, C. of Paragonimus 
westermanii, C. of Pseudexorchis major, C. nno- 
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minatum and C. of Pseudobilharziella covi had the 
maximal rate at 26-35 mm length of snail with the 
decreasing its rate towards the smaller size of snail. 
The third type, C. nipponensis and C. monostyloides 
had also the maximal rate at 31-35 mm length of 
snail, but no decreasing its rate towards the larger 
size of snail. The fourth type, including C. of 
Centrocestus armatus, C. of Metagonimus spp., and 
C. yoshidae, had the character of correlatson, namely, 
the larger was the snail host, the greater was the 
possibility of harboring the cercariae. 
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ヤ イ 4 リガ イィ イ (Oncomelania nosobhora) の 地 と その 
殺 の た ゅ の コン クリ ー ト 化 の 管理 状況 の 調査 


義 孝 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 


(昭和 34 年 7 月 24 日 受領 ) 


日 本 住 血 吸 虫 症 の 予防 対策 と し て は , その 媒介 者 た る 
ミヤ イリ ガイ COncomelania nosophora) の 撲滅 が , そ 
の も つと も 根本 的 な 方 法 で ある と と は 云う まで も な い 。 
ミヤ イリ ガイ の 撲 減 に 関し て は , その 理化 学 的 な 殺 上 中 方 
策 と , その 棲息 地 の 環 境 改 変 に よる 方 策 と が ある が , そ 
の 後者 は も つと も 基本 的 な , 有力 な 撲 減 方 法 で ある 。 

本 邦 に お いて は 工 境 改 論 に ょ る 同 由 の 撲 減 の 具体 的 な 
方 法 と し て , 同 主たる 棲息 陣 で ある 水田 の 溢 用 
溝 反 の コン クタ リート 化 が , 行政 的 に も 実行 され つつ あ 
る 。 の コン リート 化 が 同上 手段 に な 
りう る と と に 初め て 着目 し た の は 岡部 (1988) で ある 。 
同氏 は 佐賀 県 旭 村 に は 当時 諸 所 に , コン タク リー ト の 用 水 
路 を 見 , その 附近 に は ミヤ イリ ガイ の 存在 し な いとこ と を 
知り , 同 の 撲 の た め に は その 地 を コン クリー ト 


化す る とこ と が 最善 と 思わ れる と と を 提唱 し て いる 。 な お ・ 


同氏 と は 独立 に 佐々 木 は 山 型 県 に お いて ,。 ミヤ イリ ガイ 
和 棲息 地 の コ ンク リー イ 化 を 1948 年 以来 提唱 し きた つて い 
る (佐々木, 1958)。 

以来 ミヤ イリ ガイ の 主たる た る 水田 潮 
の コン クリ ー ト 化 は , 政府 当局 に より 1951 年 以来 行政 の 
線 に の せら れ , 化学 的 な 殺 上 中 方 策 と 相 な らん で , 住 血 吸 
虫 予防 の 最も 重要 な る 方 策 と し て , 計 玉 的 に 推進 せら れ 
つっ ある 。 

が , か よう た な 潮 拉 の コン クリ ー ト 化 の 一 の 重要 な 目的 
は , その コン タリ ー ト 化 に ょ り 同 , に 必要 
な 泥 土 , 草 生 を 皆無 な らし め , も つて 同 由 の 棲息 , 繁殖 
を 阻止 せん と する に ある 。 し た が つて 構築 され た コン ク 
リー ト 化 溝 決 の 管理 と いう 問題 は , その 有効 性 を 発揮 せ 
YosHITAKA KOMIYA: The natural habitat of 

Oncomelania nosopii2ra, the vector snail of Schisto- 

soma japonicum, and the presnet situation of the 


semented ditches (Department of Parasitology, Na- 
tional Institute of Health, Tokyo) 


( 


し め る 上 に と つて , きわ め て 重要 な こと こと と な る 。 

以下 は , 本 邦 に お ける 日 本 住 血 吸 虫 病 の 流行 地 た る 佐 
賀 , 福岡 , 広島 , 岡山 等 の 諸 県 に お いて , 1 う ミヤ イリ 
ガイ , と くに こそ の 棲息 溝 の 状態 , 2〕 
の コン クタ リー ト 化 の 状態 , 83) コン クタ リー ト 化 溝 后 の 管 
理 状況 等 を 中 心 テ ー マ と し て 上 記 各 県 の 状況 調査 の 結果 
を 述べ , あわ せ て 右 に 関連 し て 今後 に お ける ミヤ イリ ガ 
イ の 撲 減 対策 に 関し て 若干 の 検討 を 加え た も の で ある 。 
な お 右 の 調査 は , 1958 年 6 月 下旬 より 11 月 に わた つて 
行なわ れ た も の で ある 。 


調査 の 結果 


a) 佐賀 県 に お ける 状況 

佐賀 県 に お ける ミヤ イリ ガイ の 棲息 地 は , 従来 の それ 
は 行政 的 に は 現在 の 鳥栖 市 に 系 く 合 億 され て お り , その 
面積 は 凡そ 2,058 町 歩 で あつ た が , 昭和 28 年 水害 に ょ り 
北 茂 安村 (453 町 歩 )〉 の 一 部 の 地区 に , 新 に ミヤ イリ ガ 
イ の が 見 出さ れ 岡部, 1953 う . ま た 昭和 383 年, と 
れ に 接続 する 三根 村 の 右 と ほ く 同 面積 の 筑後 川下 流 地 和 帯 
に 新 に その 棲息 地 が 発見 され た 。 

ミヤ イリ ガイ の 

佐賀 県 に お ける ミヤ イリ ガイ の 棒 候 地 は 大 別して 以下 
4 つの 型 に 分 ける こと が で きる 。 

イ ) 溝 縁辺 : これ は 住 血 吸 虫 延 地 の い た 
る と と ろ に 見 うけ られ る お よび 排水 用 の で あぁ つ 
て , その 大 部 分 は コン タリ ー ト 化 の 和 対人 和 と な つて いる 
が , 大 型 の も の は 必ず し も そう で な い 。 

ロ ) クリ ー ク の 縁辺 : 佐賀 県 に は 人 工 的 に 造ら れ た と 
思わ れる いわ ゆる クリ ー ク が 存在 する が , 昭和 83 年度 新 
に ミヤ イリ ガイ の 発見 され た 三根 町 の 1 部 の 同 具 の 棲息 
地 は , か よう な クリ ー ク タク 様 の 小川 の 両 岩 の 沿 縁 地帯 で あ 
る 。 お て らく 佐賀 県 同 病 葛 延 地 域 に お ける と の 種 の クリ 
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ー ク の は 一 帯 こ その と な る 可能 性 が ある 。 
へ ) 未開 発 沼沢 地帯 : と の 型 の も つと も 著 明 な る 例 
は , 鳥栖 市 安 良 川沿 岸 の 沼沢 地帯 の 通称 「 柳 原 」 と 称す 
る 面積 数 町 歩 に お よぶ 沼沢 地帯 で ある 。 に この 沼沢 地帯 は 
周辺 を 水田 を も つて 囲ま れ , 温暖 期 の 候 は , こと に 「 マ 
ムシ 」 が 棲 師 する と の 故 を も つて , 人 は 恐れ て と の 内 部 
に 立ち いら な い 。 し か し その 周辺 部 人 兆 に は ミヤ イリ ガイ 
の 棲息 が 認め られ て いる の で , お を らく その 内 部 に も 同 
由 は 棲息 し て いる と 思わ れる 。 ま た , 同市 地域 内 の 通称 
「 八 反 沼 」 と 称す る 沼沢 地帯 に と に も, 同 内 の 棲息 が 認め ら 
公益 性 稀 薄 」 な る 理由 と , 財政 上 の 理由 と の た め , 従 
以上 は 佐賀 県 に お ける 沼沢 地帯 の 代表 的 な も の で ある 
が , 同 県 に は 右 の ほか に , 特に 筑後 川 堤 防 よ り の 部 分 , 
お よび 昌 筑 後 川沿 い に 多 数 の 類似 の 小 規模 の も の が 存在 
=) 筑後 川 の 河原 草原 湿地 帯 : 筑後 川 お よび 則 筑 後 川 


の 堤防 内 の 河原 草原 湿地 帯 は 一 帯 と ミヤ イリ ガイ の 好適 
棲息 地 を 形成 し て いる 。 


現在 に お いて は , 水田 間 を 流れ る 溝 縁辺 
は , その コン クリ ー ト 化 の 完成 と 未完 成 と を 問わ ず , 年 
化学 的 殺 施行 レ つ あ る の で , 同棲 息 の 同 の 
候 密 度 は きわ め て 低下 し て いる 。 が , 後述 の よう に , と 
の 河原 草原 湿地 帯 の その 棲息 密度 は , 現に 概して いち じ 
る し く 大 きい 。 

2. ンク リー ト 化 の 状況 

佐賀 県 に お ける 潮 の コンクリート 化 計 玉 数 は , 
て , 延 108,600 間 , 右 の うち 昭和 832 年 度 ま で コン クリ ー 
ト 化 し た 間 数 は 5,500 間 , 予定 の 約 5 % 強 に すぎ な し 
本 県 に お いて は , 溝 楽 コラ ンク タク リート 化 の 優先 基準 は , 
昭和 30 年 1 月 9 日 県 術 生 部 長 発 の 優先 基準 に も と づい 
て , 次 の よう に 決め られ て いる 。 

設置 場所 の 撰 定 : 設置 場所 の 撰 定 に 当 つ て は , な る べ 
く 次 の 基準 に よる と と 。 

イ . 水流 関係 は 上 流 。 

ロ 。 ミヤ イ リガ イ の 棲息 数 の 多い と と ろ 。 

へ ハ へ 。 ミヤ イ リガ イ の セル カリ ア の 寄生 率 の 高い と と 

ろ 。 
=. 薬剤 に よる 殺 貞 の 困難 な と ころ 。 
ホ . 一 連 の 溝 押 の うち , その 場所 を 改良 する と こと に ょ 
つて 他 部 の ミヤ イリ ガイ 撲 減 に 影響 を 与え る と こと 
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へ . 将来 娠 地 整 理 で 変更 に な ら な いと と ろ 。 

ト 。 コンクリート 化 路 の 幅員 が 1 m 以 下 の と と ろ 。 

チ . 部 落 内 お よび 民家 周辺 は 原則 と し て 認め な い 。 

以上 の 基準 は , 大 体 に お いて ミヤ イリ ガイ 撲滅 対策 上 
妥当 と 思わ れる が , 現実 に お ける コン クリ ー ト 化 の 進 小 
状況 は , 必ず し も 右 の 基準 どおり に は 行なわ れ て いな い 
よう で ある 。 

38。 ミヤ イリ ガイ の 棲息 状況 

ンタ リー ト 化 し た 。 お よび 未 ユ コン クリ ー 

, 近年 ミヤ イリ ガイ は 急速 に 減少 し つつ あり , 私 た ち . 
ト 化 溝 渡 て この 蛋 溢 の 管理 状況 は 必ず し ゃ も 良好 で な か つ . 
た ) で 試験 的 に , 約 数 名 で ご 10 分間 上 内 を 探し て みた が , 1 
コ の それ を る も 認め えな か つた 。 と れ に 反し て 筑後 川 河原 
草原 湿地 帯 に お い 
れ 32 ご っ, 85 っ お よび 87 こ と, 前 者 に くら べ て 格段 の 大 な 
る 棲息 密 度 を 示し て いた 。 

4。 コン クリ ー ト 化 潮流 の 管理 状況 

コン クリ ー ト 化 さ れ た 潮 溢 の 構築 年 月 の 新しい も の 
(構築 1 2 年 以内 潮 の 水流 速度 の や や 大 な る も 
の (流速 0.4~0.5 m/sec 以上 ) に あぁ つて は , 自然 的 に 
溝 抹 内 の 清潔 は 保 た れ , お お むず ね その 設立 の 目的 に か な 
つて いる が , 然 ち ざる も の , と り わ け 民 家 , 久道 な ど に 
隣接 し た も の は , お お むね その 管理 状況 が 不良 で あつ 

いま こと ここ とろみ に , その 不良 な る 1 例 と し て , 北 茂 安村 
豆 津 地区 の 民家 附近 の ュ コンクリート 化 溝 押 に つい て この 
管理 状況 の 調査 の 結果 を 摘 記 すれ ば , お お むね 次 の ご と 
く で あつ っ 。 

イ この 地区 は 平 あり, か つ 潮 民家 に 接し て 
お り , た め に 水流 は きわ め て か ん まん ,。 な いし 各 た いし 
て お り , 清 底 に は 泥 土 が 約 1~8 cm な いし それ 以上 の 
厚 さ に 堆積 し て いた 。 

ロ ) 溝 の 中 に は , 枯草 , じゃ り , 小石 , 瓦 な どの 投げ 
と まれ て いる も の が 多く , また 紙 , 人 家 使 用 器具 の 破片 
な ど が , 投 評 され た まま に な つて いた 。 

へ ) 堆積 し た 泥 土 の 間 の 水たまり に は , アオ ミド な 


どの お よび セリ ,。 ホタル グ サ , カヤ グ サ , 
ガラ シン , ギン ギン シ て の 他 和 未 本 科 植 物 な ど が , その 旗 面 な 


いし 沿 辺 こ て いる 場合 も 多 か つ 
=) ボー フラ が 群 を な し て 密生 し て いる 場所 も 少く な 
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b) 福岡 県 に お ける 状況 

と と で は ミヤ イリ ガイ の 棲息 地 は , 現在 で は 相 離 れ た 
2 地帯 に 分 れ て いる 。 一 つ は 佐賀 県 鳥栖 地方 の 同 中 棲息 
地 に 接続 する 筑後 川 の 流域 地帯 で あつ て , 行政 的 と は 久 
留 米 市 , 北野 町 ( 宮 ノ 陣 を , 小野 町 お よび 太刀 洗 町 
の 西 辺 の 1 部 を 含む 一 帯 の 地域 , 他 の 一 つ は , 甘木 市 , 
太刀 洗 町 お ょ よび 三輪 村 に わた る 一 帯 の 地域 で あつ て , そ 
の 分 布 面 積 は 約 3,900 町 歩 に わた つて いる 。 

1. ミヤ イリ ガイ の 棲息 地 

本 県 に お ける 同上 内 の 棲息 地 も , 佐賀 県 の それ と 同じ く 
4 群 に 大 別 す る と と が きる が , 上 記 分 類 の (へ) 未開 拓 
沼沢 地帯 は 佐賀 県 に お ける ょ り も , は る か に その 比重 が 
小さ い 。 

イ ) 溝 縁辺 : と の 型 の が 本 県 に お い 
て は 圧倒 的 に 多い 。 本 県 に お ける 同 忠 棲息 塞 楽 存在 地区 
の 地形 は , その 佐賀 県 より の 一 部 を 除い て , お お むね や 
や 傾斜 を 有 し , し た が つて 大 部 の 潮 抄 は, を その 内 部 の 水 
流 は 可 な り の 流速 を 有 し てい る 。 と れ は と り わ も わけ 甘木 地 
方 の それ ら に お いて 特徴 和 的 で , 地形 的 に は それ ら は 山梨 
県 の 住 血 吸 虫 流行 地域 の それ と 近似 し て いる 。 

た くさ し 潮 ンク リー ト 化 か ら は , や や 大型 の 潮 
な いし レ 小 川 は , それ ら が 「 欠 基 性 に 逐 し い 」 と いう 理由 
で , 除外 され て いる 。 し か し こと これら の 水流 の 縁辺 に も 同 
由 の 棲 息 が 認め られ て お り , また は その 棲息 の 可能 性 が 
ある と と は 注目 に 価 す る 。 

ロ ) クリ ー ク の 縁辺 : クリ ー ク は こと の 地帯 に は 比較 的 
稀 で ある が , 前 記 イ う の 小川 な いし 排水 用 水路 の な ど が 
これ に 該当 する 棲息 地 を 提供 し て いる 。 こ と この 型 の 棲息 地 
は , 佐賀 県 の それ ら と 同じ く , コン クタ リート 化 の 予定 中 
に は 組入れ て いな い 。 

へ ) 未開 発 沼沢 地帯 : この 型 の 棲息 地 の 存 在 は , 佐賀 
県 に お ける より は 稀 で は ある が , た と えば 甘木 市 平塚 , 
馬 田 地区 な ど に は , 水田 の 中 に か よう な 未開 拓 沼 沢地 帯 
が 残存 し て いる の が 認め られ , と の 地帯 に 同 内 の 棲 息 が 
た し か め ら れ て いる 。 か よう な 地帯 は 殺 上 中 を 施行 し て い 
る の は 少 い 。 

=) 筑後 川 の 河原 草原 湿地 帯 : 筑後 川 お ょ よび 旧 筑 後 
川 の 草原 湿地 帯 が ミヤ イリ ガイ の 好適 棲息 地 で ある こと と 
は , 佐賀 県 の 場合 と 全く 同様 で ある 。 

2.。 潮 クリ ー ト 化 の 現状 

本 県 に お ける 和 数 は , 240,526 間 で あつ て 
既 コ ヌコ ンタ リー ト 化 間 数 は 昭和 32 年 末 18,668 間 で , 総 潜 
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選 の 約 8 2 弱 に すぎ な い 。 た さく し 本 県 に お ける コン タリ 
ー ト 化 方 針 と し て , ま づ その 最 有 慈 地 た る 久留 米 市 内 の 
長戸 石 お よび る 森野 部 落 ょ より 着手 し , 之 は お お むき ね 工事 
完成 し て いる 。 つ いで 甘木 市 , 宮 の 陣 部 落 が 目下 工事 進 
捗 ちゅ うぅ う で (甘木 市 は 約 20%%, 宮 の 陣 は 内 大 杜 部 落 約 80 
26, 五郎 丸 部 落 は 約 812% 既 設 ) ある 。 こ その他 の 地区 は 如 
上 の 地区 の その 完成 後に 着工 の 予定 で ある 。 な お 現に 工 
事 進 行 中 の も の も , その 一 角 よ り 間 次 完成 の 計画 どおり 
に 進行 レ つ つ あ り , その 進行 計画 も お お ね 妥当 な る 線 
に 沿っ つて 立案 され て いる 。 ま た 潮 押 コンクリート 化 の 基 
進 は , 佐賀 県 に お ける それ と 同一 で ある 。 

4。 ミヤ イリ ガイ の 棲息 状況 

コン クリ ー ト 化し た 潮 兵 内 ぉ ょ び 未 工事 溝 溢 の 薬剤 撤 
布 区 域 に あつ て は , 同 由 の 存在 は きわ や め て 衝 薄 化し て お 
り , と り わ け 前 者 に あつ て は , 余ら の 調査 し た 範囲 で は 
同 由 を 認め る と こと は で き な か つた 。 ま た 未 コ ンク タク リート 
化 溝 江 に お いて も , 余ら の 調査 し た 時 期 が , た また ま 殺 
中 作業 実施 後 約 2 ヶ月 余 を 経過 し た の み の 時 期 で あつ た 
た めか , 短 時 間 の 調査 と お いて は と れ を 検出 する に いた 
ら な か つた 。 

し か し 昭和 33 年 4 月 , 殺 上 中 直前 , 久留 市 大 石 地 区 内 の 
未 コ ンク リー ト 化 溝 押 に あつ て は , 延 人 員 約 38300 人 , 約 
2 時 間 の 調査 で , 約 200 = の 同 由 を 採集 (1 人 10 分 当り 
約 0.5 コ っ ) し えた と いう 。 

5。 コン クリ ー ト 化 溝 抹 の 管理 状況 

福岡 県 地区 に お ける 溝 朱 コン クリ ー ト 化 の お お むね 完 
了 し た 地区 は , 久留 米 市 内 長門 石 , 小森 野 両 部 落 で ある 
が , と の 両 地 区 の 管理 状況 は ね 良好 で あつ 
た 。 が , な か に は 若干 。 水 草 の 潮 兵 内 に 生成 する も の が 
認め られ た 。 

宮 の 陣 地区 に あつ て は , コン タリ ー ト 化工 事 は 大 杜 , 
五郎 丸 地 区 に あつ て は お お むね 30% の 進捗 率 を 示し て い _ 
る が , この 地区 の 管理 状況 る も お お むね 良好 で あつ た 。 

甘木 地方 に お いて は 革 木 市 か と の 進捗 率 約 20% に 達し 
て いる が , この 地方 の 地形 は , 山梨 県 同 由 棲息 地帯 の そ 
れ に 酷似 し , 水田 地帯 と お いて も ある 程度 の 傾斜 を 有 し 
て いる 。 し た が つて また 潮 抹 内 の 水流 の 流速 は や ゃ いち 
じ る し く て (秒速 0.4~0.5 m に 達する と こと ころ が 多い ), そ 
の 故 も あつ て か, コン タク リート 管理 状況 は 大 体 に 
お いて 良好 で ある 。 た だ し た と えば 曹 水 地 区 の 一 部 に お 
いて 見 られ た よう に , コン クリ ー ト 潮 楽 の 壁面 の 一 方 が 
田 雨 の 小路 に 直 続 し て お り ,。 か つ 路 表土 面 が 壁 の 上 緑 よ 
り 高く 作ら れ て ある た め , 小路 縁辺 の 草 が 潮 兵 内 に た れ 
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下 つ て いる 状況 の 認め られ た も の が ある 。 

c) 広島 県 に お ける 状況 

広島 県 に お ける ミヤ イリ ガイ 棲息 地帯 は , 現在 で は 福 
山 市 , 神辺 町 お よび 駅 家 町 な どの 行政 区 視 内 に 含 き され 
て お り , 主として 高屋 川 , 賀茂 川 の 流域 を 中 心 と する 約 
900 町 歩 に わた る 域 で あつ た が , 昭和 81 年 度 の 調査 に ょ 
り , その 棲息 地帯 が 約 20% (4 田地 区 横尾 附近 , 神辺 地 
区 の 福 塩 線 沿い の 地域 お よび 御 野地 区 の 岡 県 県 境 よ り の 
部 ) 拡大 し て いる と と が 判明 し た 。 

1) ミヤ イリ ガイ の 棲息 地 

本 地方 に お ける ミヤ イリ ガイ の 棲息 地 は , 主として 溢 
泊 用 の 大 小 の 潮 溢 の 縁辺 に 局 限 され て お り , た と えば 佐 
賀 県 に お いて 見 られ る が ご ど とき 沼沢 地帯 。 クタ リーク の 縁 
辺 に お ける その 棲息 等 は 認め られ な い 。 け だ し 現在 に お 
いて は 同 由 の 棲息 に 適し た 沼沢 地帯 。 クリ ー ク な ど が だ が 存 
在 し て いな いた めで あろ う 。 た ゞ し 古代 に お いて は 本 地 
域 も また 一 帯 の 湖沼 な いし 沼沢 湿地 帯 で あつ た ろう と と 
は , 現在 と この 地帯 , と り わ け 神 辺 町 湯田 地区 な ど に 残存 

て いる 大 小 の 池沼 (て その ある も の は 現在 養魚 場 と な つ 
て いる ) の 存在 , お よび 藤井 好 直 記 の 「 片 山 記 」 の 記述 
より も ,。 と れ を 祭 知 する こと が で きる 。 思 うに 太古 に お 
いて は , 本 地方 に ちあ つて も ミヤ イリ ガイ の 本 来 の 棲息 地 
は 沼沢 湿地 帯 で ある つた も の が , 農耕 の 発音 と と も に 現在 
に お いて 見 られ る よ ょ うに, その 棲息 に た いし て 人 為 的 な 
の 少 い 溝 辺 に 局 限 され る に いた つた ぁ も 
の で あろ 5 う 3 。 

な お 高屋 川 の 縁辺 お よび 河床 草原 地帯 に は , 筑後 川 に 
お ける よう に ミヤ イリ ガイ の 棲 和 師 は 認め られ な い 。 け だ 
し 同 河 川 の 河床 が その 棲息 に 適する よう な 低 湿 地帯 を 形 
成 し て いな いか ら で あ ろう 3。 

2) 潮 クリート 化 の 現状 

本 県 に お ける 潮 洪 コンクリート 化 の 現状 は , 同 予定 潜 
楽 の べ 延 長 約 60,000 間 に た いし て , 昭和 32 年 度 ま で に 
その 約 2522 の 進 を 示し て いる 。 従来 本 県 に お 
補 の コン クリ ー ト 化 は 約 50 入 に 達し て いる と 信じ られ て 
いた が , と れ は 従来 要 工 事 化 間 数 の 申請 が 実際 に コン クタ 
リー ト 化 の 必要 を 認め る 間 数 の 約 半 数 ( 28,000 間 ) の 
み に 止 つて いた 事情 と も と づく も の で ある 。 

本 県 に あつ て は , 潮 拉 マン クタ リー ト 化 に つい て , た と 
えば 佐賀 , 福岡 の 両 県 に お ける よう な 一 定 基 準 の 設定 は 
な い 。 各 部 落 な どの 経済 的 負担 力 の 如何 , 溝 拭 の 基準 害 
当 額 等 に ょ よ つ て , 実行 可能 な 地区 か ら 氷 次 着工 し つつ あ 
る 状況 で ある 
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8.。 ミヤ イリ ガイ の 棲息 状況 

コン クリート 化 溝 
一 般 に 同 由 を 認め る と と は で き な か つた 。 ま た 未 
認め が た く , 殺 具 作業 励行 の 効果 は か な り 発 揮 さ れ て い 
る よう で ある 。 た と えば 調査 時 (7 月 2 日 ) 同上 地区 の 
未 コ ンク リー ト 化 溝 楽に お ける 調査 の 結果 に よれ ば , 1 
人 10 分 間 の 採集 ご ようやく 1 = を 採取 し えた 程度 の 棲息 

状況 で あつ た 。 

4。 コン クタ クリート 潮 の 管理 状況 

本 地方 に お ける 既 ヌ ンク タク リート 化 溝 河 の 管理 状況 は , 
良好 な る と ころ も 多い が , また し ば し ば その 不良 な 箇所 
も あつ た 。 い まそ の 不良 な も の に つい て 2 ~ 8 を 例示 す 
れ さ 次 の ご と く で ある 。 

イ ) 神辺 町 湯野 地区 の 1 事例 : この 溝 兵 は 水流 は ほこ と 
ん ど 認 め ち られ ず ,。 し た が つて で 溝 内 水 は 停 沿 し て いた 。 旋 
面 に は 約 1~2cm 以上 の 土砂 の 堆積 が あり , rig 
アオ ミド タデ , セリ , エビ な ど が し て お 

r) 御幸 地区 の 1 事例 : この 潮 抹 の 上 流 は や ゃ 流速 あ 
る も , その 下流 は 流速 か ん まん で , 潮 底 に は 約 2~3cm 
の 泥 土 の 堆積 あり , エビ モ が 水底 より 生成 し て いる の が 
水流 中 に 見 うけ られ , また カワ = ニナ が 鏡 生 し て コン クリ 
ー ト 壁面 に 附 着 し て いる の が 認め られ た 。 

へ へ ) 御幸 地区 中 津原 の 1 事例 : 調査 時 現在 溝 底面 に は 
泥 土 約 1 cm の 堆積 あり , 水流 は きわ め て か ん まん , ヒ 
メモ ノア ラガ イ の 和 群生 が 認め られ た 。 

d) 岡山 県 に お ける 状況 

本 県 に お ける ミヤ イリ ガイ の 棲息 地 は , 広島 県 神辺 町 
に 隣接 する 高屋 町 地区 の 高屋 川 に 囲ま れ て いる 西 代 地 区 
は 中 心 と する 約 180 町 歩 の 地区 で あつ て , 本 地方 で は 日 
本 住 血 吸 虫 症 は 一 名 「 西 代 病 」 と 呼ば ん て いた 。 

本 地区 に お ける 住 血 路 虫 病 の 発見 は 明治 42 年 で ある 
が , ミヤ イリ ガイ は 大 正 9 年 に は じ め て その 棲息 が 確 め 
られ た 。 し か る に その 人 後 大 正 9 年 以後 昭和 29 年 頃 ま で に 
は その 棲息 は 確認 くさ れ て お ら ず , た また ま 昭和 80 年 11 
鳥 住 血 吸 虫 の 中 間 主たる ヒラ マキ モドキ 採集 中 
に , ふた た び 同 中 が 西 代 地 区 より 検出 され た と いう 歴史 
を 有 し て いる 。 

本 地方 に お ける 現在 の ミヤ イリ ガイ 棲息 地 は 高屋 灯 の 
西 代 地 区 を も 含む 広島 県 境 に 接し た 面積 約 130 町 歩 の 地 
域 で , 要 コ ンタ クタ リート 化 溝 反 の 延長 は 約 5,848 間 , 現在 
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現在 


昭和 34 年 12 月 (1959)】 


で は 約 そ の 20%% が コン クリ ー ト 化 さ れ て いる 。 

本 地区 に お ける ミヤ イリ ガイ の 棒 息 地 は , 広島 県 に お 
ける と ほど 同様 , 主として の 沿 で ある が , 
本 地区 に あつ て も , その 本 源 的 棲息 地 と 見 な され うる 未 
開発 沼沢 地域 は , 小 規 膜 な が ら 存 在 し て いる 。 

な お , 本 地区 に お いて は , 日 本 住 血 上 吸虫 保 上 卵 者 な いし 
患者 は 最近 は 見 出さ れ て いな い 。 ま た コン タク リー ト 化 溝 
室 の 管理 状況 は , その 建設 年 次 の きわ め て 新しい た め 
か 。 お お むね 良好 で あつ た 。 


1.。 ミヤ イリ ガイ の 本 源 的 本 

以上 の 調査 と に ょ よ つ て 明か な よう に , 本 邦 に お ける ミヤ 
イリ ガイ の 棲 息 地 は 大 別して 3 つの 型 に 分 ち う る 。 す な 
わ ち , 1) 沼沢 湿地 帯 お よび 河床 の 草原 湿地 帯 。2) や 
ゃ 大 な る 潮 (クリーク) の 縁 , お よび 3) 水田 の 
用 小 溝 沿 辺 が それ で ある 。 

が , 以上 の 棲息 地 の う ち , 古来 より の 同 内 の 本 源 的 な 
棲息 地 は , 主として 右 の 1〕) に 掲げ た 沼沢 湿地 帯 お よび 
河床 の 草原 湿地 帯 で ある と 考え られ る 。 け だ し 既 記 の ミ 
ヤ イ リガ イ 地 を 含む 同 存在 し て いる 地域 の 地形 
を 技 ず る に , と これ ら は ひと し く 太 古 に お いて は 主として 
沼沢 湿地 帯 な いし 之 れ に 富ん だ 地形 で ご あつ た と 推定 され 
る 。 そ の 後 本 邦 に お ける 農耕 , と り わ け 水 田 耕作 の 導入 * 
と その 発達 と も に , と これ ら の 湿地 帯 は 次 第 に 開発 され て 
水田 と となり, その 間 に 溝 リーク 等 が 形成 さ 
れ た も の と 推定 され る 。 し か る に 水田 は 年 間 し ば し ば 人 
為 な その 陣 の 携 く た と えば 転 , 田植 え , 除 
草 作業 な どう , し た が つて 同 中 の 好適 棲息 部 位 た る 資格 を 
喪失 し , 同 具 は 逐 次 . その 本 源 的 な 残存 棲息 地 に 存在 す 
る も の は 別 と し て , か よう な 搭 乱 の 比較 的 稀 な 溢 導 用 溝 
抹 の 縁辺 に 限局 され て , 生存 , 人 繁殖 し 来 つ た も の と 祭 知 
さき され, 一 方 開拓 が 進捗 する に つれ て , その 本 源 的 棲息 地 
の 面積 は 次 第 に 狭 少 化し , し た が つて か か る 潮 工 の 治 辺 
が その 主たる 棲息 地 に 転化 し 来 つ た も の と 想像 され る 。 

か よう な 事情 は , また 山梨 県 に お ける 同 由 の 棲息 地 の 
に つい て も , 同様 に 想定 する こと が で きる 。 山梨 県 に お 
ける 同 貝 の 主たる 棲息 地 は , 現在 で は や は り 水 田 沿 辺 の 
溝 沿 辺 で ある が , し か し た と えば , その 本 源 
的 棲息 地 と 思わ れる 地域 , 二葉 町 上 今井 に 存在 する 未開 
発 荒 原 の 湿 地帯 に は , 現在 で も 同 員 の 棲息 が 確認 され て 

* 本 邦 に i ぉ ける 稲作 の 導入 は 約 3.000~4.000 年 前 

と 考え られ て いる . 
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いる 。 か よう な 状況 より 披 ず る に , 総じて 本 邦 に お ける 
ミヤ イリ ガイ の 本 源 的 な 棲息 地 は , 当初 は 人 為 的 な その 
棲息 場所 の 携 乱 の 存在 し な い 未 開発 沼沢 湿地 帯 な いし 河 
床 の 草 原 湿地 帯 で あつ た と と が 一 般 に 想定 で ご きる で あろ 
う 。 

2。 溝 コン タリ ー ト 化 の 予防 的 意義 

現在 に お いて , 日 本 住 血 吸虫 媒介 者 た る ミヤ イリ ガイ 
の 主たる 棲息 地 が , か か る 溝 沿 辺 で ある 
上 , 同 対策 と し て の と れ ら の コン クタ クリート 
化 は , 当面 緊急 の 同 病 予防 対策 と し て は , 当 を 得 た も の 
で あろ う 。 け だ し か か る 縛 反 沿 辺 の 同 員 より の 同 病 の 感 
染 の 危険 が 農業 作業 上 も つと も 切実 か つ 大 な る も の で あ 
る か ら で あ る 。 

し か し , 同 病 を 根本 的 に 駆 腔 する た め の ミ ャ ヤ ャ イリ ガイ 
の は , 単に の 全 溝 コン タリ ー ト 化 の み を 
も つて し て は , けつ し て その 徹底 を 期し が た い 。 何と な 
れ ば , 上 掲 1) な いし 2) の 同 中 棲息 地 , すなわち 未開 発 草 
原 湿地 帯 , 河床 草原 湿地 帯 。 な いし レク リー ク の 治 縁 の 棲 
息 地 は , これ ら が 「 久 共 性 に 乏しい 」 と の 故 を も つて , 
ある い は 潮 拉 コラ ンク リート 化 の 直接 対象 と な りえ な い 故 
を も つて , その まま 放置 され つつ ある か ら で あ る 。 

が , 日 本 住 血 吸虫 病 撲 減 の 目的 の た め の ミ ヤ イ リガ イ 
の 徹底 的 な 根絶 は ) 上 記 溝 反 の コン タク リート 化 の 進捗 な 
いし 完成 と 同時 に , 上 記 の 1 うお ぉ お ょ び 2) の 同 中 棲息 地 の 降 
境 改 変 方 策 を 行う べき と と を 根本 的 に 必要 と せしめ る s』 

右 に 関し て は , 1) の , すなわち 未開 発 沼沢 湿地 
帯 , 河床 の 草原 湿地 帯 等 は , と これ を 開発 な いし 
拓 等 の 対象 と な し , これ を 同 中 の 根絶 方 策 と か ら み 合せ 
て 行う こと が , その 根本 方 策 で あり , また 2 う の や や 大 な 
る クリ ー ク , 小川 等 の 沿 辺 の 楼 息 地 は , これ ら 水 流 の 両 
沿岸 を コン クリ ー ト 目 張 り 石 垣 化 する な どの 構想 が 考え 
られ る 。 た くさ し か ょ うな 方 策 は , 単なる 厚生 行政 的 見 地 
ぽ まかり で は な く , 水利 農政 的 な いし 国土 開発 的 な 広汎 な 
る 見 地 よ ょ より し て , その 一 環 と し て その 実現 を 期す べき も 
の で あろ 5 うぅ 。 

な お 現在 各 県 の 同 中 棲息 地帯 溝 押 の コン タク タ リート 化 
は , 「 現 在 」 同 員 の 楼 候 し て いる 地域 の 潮流 の み に 局 限 
され て いる 。 し か し ミヤ イリ ガイ 自体 が , た と え そ の 自 
動 的 行動 半径 が 僅少 な る に も せよ ょ , 一 面 そ の 他 動 的 移動 
(た と えば 水流 等 に 依る ) を も 考慮 に 入れ , 現在 の 棲息 
地域 の 周辺 これ を 一 定 の 「 限 界 区 域 」 を 設 
定 し , この 区 域内 の 溝 反 を も コン クリ ー ト 化 の 予定 範囲 
に 入れ る 方 が 合理 的 で ある 。 
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38. コンク リー ト 化 溝 決 の 管理 と その 監視 の 必要 性 

ミヤ イリ ガイ の を コン クリ ー ト 化す る 目的 

は , 一 つ に は , そ の 水流 を 順調 な らし め る めで も ある が , 
他 の 一 つの 重要 な 理由 は , その 内 部 に お ける 泥 上 お よび 
草 生 を 根絶 し て , も つと 同 中 の 食料 を 不足 た らし め , か 
つこ の 産卵 を 不能 た らし め る と と に ある 。 

し か る に 調査 の 結果 に ょ れ ば , その 管理 が 不 充分 な る 
結果 と し て , ある ろ い は コン クリ ー ト 化 構 宝 の 旗 面 に 泥 上 
が 堆積 し , ある い は その 旗 面 より 各種 の 草 生 が 認め ら 
れ , また , 沿 級 の コン クリ ー ト 壁面 に 敬 苔 類 の 着 生 し た 
も の , その 縁辺 に 上 和 か ら 草 が 水中 に 衝 い 下 つ て いる も 
の な ど , その 管理 状況 が 明か に 不適 と 思わ れる も の が 少 
く な い 。 

か さよ うな 状況 は , た と え 靖 溢 を コン クリ ー ト 化す る 
も , その 内 面 は ふた た び 同 内 の 棲息 可能 な 状態 に 転化 さ 
れ て いる こと と を 示す も の で あり , それ で は せつ か く 潜 了 
を コン クリ ー ト 化し た 意義 の 大 半 は 失わ れ て し まう 。 

コン クリ ー ト 潮 溢 の 管理 状況 を 概括 する と き は 次 の ど 
と くさく で て ある 。 

イ 内 の 水流 が 定 以上 の 流速 (大 約 0.4~0.5 
m/sec) を 保つ て いる 場合 に は , その 状況 は 一 般 に 比較 
的 良好 で ある 。 

ロ ) 溝 払 の 壁面 上 端 が 周辺 の 地表 より や や ゃ 高く 構築 さ 
れ て いる も の は , その 状況 は 比較 的 良好 で ある 。 と これ に 

へ ) 潮 人 家 の 間 を つて いる お よび 道路 に 
接し て 存在 する 場合 な ど に お いて は , 消 朱 内 に 種々 の 物 
が 投げ こと こ まれ, また は 落ち こん で , その 旗 面 に その まま 
堆積 し て いる 場合 が 多い 。 

=) 周辺 の 土 表 が 潮 楽 壁面 上 部 より 高い 場合 に は , 牛 
土 上 表 よ り 土 また は 草 が 溝 染 内 に 落ち こみ, と これ を 不潔 
化す る 可能 性 が 大 で ある 。 

以上 の 所 見 を 要約 し て 案 ず る に , 溝 楽 の コン タク リート 
化 の 促進 と 同時 に , か か る 潮 溢 の 運営 上 その 管理 基準 を 
設定 し , これ を 励行 せしめる と 同時 に , 何ら か の 方 法 に 
ょ つて その 管理 状況 を 監視 する 方 策 を 構 ず る こと が 強く 
要求 され る 。 

まとめ ら 


日 本 住 血 吸 虫 病 の 予防 対策 と し て の ,。 ミヤ イリ ガイ 撲 
減 と 関連 し て , 同 内 の 棲息 地 , その 主たる 生 棲 地 た る 溢 
溝 ンク リー ト 化 の 進捗 状況 コン リート 化 
潮 反 の 管理 状況 な ど を 調査 し た 。 そ の 結果 を 要約 すれ ば 
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次 の ご と く で ある 。 

1) ミヤ イリ ガイ の 棒 息 地 は , 現在 本 邦 で は 主として 
水田 沿 辺 に 局 限 され て いる が , その 他 , 未 
発 草 原 湿地 帯 , 河床 草原 湿地 帯 な ども その 好適 棲息 地 と 
な つて いる 。 お そら く は 後者 が 同 内 の 本 源 的 な 棲息 地 で 
あろ うと 考え られ る 。 

2) 現在 溝 コンタ リー ト 化 は , 主として 用 の 
それ に 局 限 され て いる が , その 他 の 同 員 棲息 地 絶 滅 対策 
を も 併せ 考え , これ を 実行 に 移す こ と が , 同 中 の 撲 減 対 
策 と し て は 根本 的 に 必要 で ある 。 

8) 既設 の コンク リー ト 化 溝 拉 に は , その 管理 状況 が 
不適 切 で , これ が 同 内 の 好適 棲息 地 た る 条件 を 再び 具 え 
つっ つっ ある よう な も の が , 少く な い 。 既設 ラン クタ リー ト 溢 
溢 に 対し , その 管理 基準 を 設け , その 適正 な 状態 の 維持 
を 図る こと が 望ま し い 。 

本 調査 に さい し て , 種々 御 援助 を いた だ いた 佐賀 , 福 
岡 , 広島 , 岡山 よび 山梨 の 府県 の 衛生 当局 よび 現地 
の 方 々 に 深く 感謝 の 意 を 表す る . 


1) 小宮 義 地 (1957) : 中 共 の 住 血 吸 虫 防 治 対策 た に 対す 
る 意見 書 , 日 本 医事 新報 , (1711), 45-49. 一 2) 岡部 
洋 (1938) : 福岡 , 佐賀 両 県 下 ける 宮入 の 
状態 並 た に 其 日 本 住 血 吸虫 感染 率 に 就 て , 九 大 医 雑 , 12 
(1), 1-5. 一 3) 岡部 浩 洋 (1957) : 洪水 の 宮入 上 中 分 布 
に 及ぼ す 影 響 , 日 本 住 血 吸虫 の 予防 に 関す る 研究 , 第 
XIII 報 , 久留 米 医 誌 , 20(4) , 539-543. 一 4) 岡本 垣 
(1954) : 片山 地方 に # け る 宮入 上 中 棲息 状況 に つい て , 
II 宮入 上 中 棲息 場所 よび 状 況 並び に Cercaria 
生 率 , 医学 と 生物 学 ,238-242. 一 5) 佐々 木 孝 (1958) : 
日 本 住 血 吸 虫 撲滅 対策 と し て の 宮入 上 中 棲息 溝 押 の 
ンク タク リート 化 に つい て , 寄生 虫 誌 , 7(5), 77-110. 


Summary 


A survey was made on the natural habitats of 
Oncomelania nosophora in Japan. At present the 
main habitats of this snail in Japan are on the moist 
margins of the irrigation ditches between rice paddies. 
Besides these, however, their habitats were found on 
the margin of kreeks, on the moist and grassy river 
beds and uncultivated swamps etc., among which the 
latter is considered to be the original habitat of these 
snails. As the land cultivation was promoted the 
snail lost its original habitat where was the most 
adequete for it to live and is considered to be confined 
to live on the margin of such irrigation ditches. 

In Japan the work of cementing such irrigation 
ditches is systematically promoted. But the present 


、 
| 


昭和 34 年 12 月 (1959)〕 


| 
¢ 
( 87 ) 


930 [寄生 学 雑 誌 第 8 6 


昭和 34 年 12 月 (1959)〕 


situation of their administration were found in bad 
condition in. several areas. Because the aim of 
cementing ditehes is to anihirate the natural habitat 
of Oncomelania snails, they should be kept in good 
conditon with no mad and vegetation in them. 

For the eradication of Oncomelania snails, however, 
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only the comenting ditches is not enough because 
besides these the natural habitats other than irrigation 
ditches would be still exist.” In near future, therefore, 
their natural habitats other than irrigation ditches 
should be ecologically so changed as their situation 
shall allow no snails to live in. 


写真 説明 


図版 エ ミヤ イリ ガイ の 本 源 的 棲息 地 
佐賀 県 鳥栖 市 西 牟 田 の 未開 発 沼沢 湿地 帯 。 通称 
原 」 地 区 
同上 , 近 
出 県 町 上 今井 の 未開 発 草原 湿地 (1) , 
観 
同上 2, ミヤ ャ イリ ガイ の て いる 場所 の 


佐賀 県 鳥栖 市 八反 田 の 未開 発 草 原 湿地 帯 達 癖 , 
の 立つ て いる 向う か ら 堤 防 の 際 ま で 
同上 , 近 景 

山梨 県 草 村 昭 和 地 の 地帯 概観 

同 , 近 景 


図版 ュ ン クタ クリート 化 溝 管理 状況 


岡山 県 高屋 町 西 代 地区 の 溝 押 , 水流 や や 張 し , 
管理 良好 な る も ゃ の 

広島 県 神辺 町 地区 の ゃ の , の 左側 上 方 
が に 接する 貴 面 より 低い た あめ , の 草 生 が 水 


面 に と まで 6 お いか ぶさ つて いる . 管理 や や 不良 
福岡 県 久留 米 市 小森 野地 区 内 の も ゃ の , 底面 に は 
泥 土 の た いせ き あ り , 草 が 生え て いる . 管理 や 
や ゃ 不良 

同 久 留 米 市 合川 地区 の も の, 道路 に 隣接 , 底面 
に は 土砂 た に せき あり . 文 種 々 の 塵 井 等 が 溝 舞 
内 に 投げ と ん で ある . 管理 不良 

佐賀 県 鳥栖 市 地区 内 の ゃ の. 道路 に 隣接 , 
内 に は 土塊 その 他 が 散乱 し て いる . 管理 不 契 

広島 県 神辺 町 湯野 地区 の も の , 旗 面 に は 土砂 た 
いせ き , 水中 に は タデ , セリ 。 そ テ ビ モ な どの 草 
生 あ り 。 叉 コン クリ ー ト は 苔 の が あ 
る 管理 不良 

広島 御幸 地区 の の. に は 泥 の た いそ 
き あ り 。 そ テ ビ モ が 水中 に 業 生 し て いる . カワ ニ = 
ナ が 水際 に 棲息 し て いる . 不良 

同上 地区 の も ゃ も の, 底面 に は 泥 土 た いせ き あ うり, 
に は カワ = の し て いる の か 良く 見 え 
る . 管理 不良 
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都内 某 病 院 に 入院 中 の 洋 浪 者 の 腸管 寄生 原虫 検査 成績 


慶応 義 学 医学 部 寄生 学 教 (主任 松林 ) 


(昭和 34 年 7 月 29 日 愛 領 


ある グル ー プ で の 寄生 虫 感染 の 程度 が その 柱 会 集団 の 
衛生 状態 の 度合 を 示す と いう と と が 一 般 に 訂 々 < 云わ れ て 
居り , 確 に と これ が 正しい 場合 も 多い で あろ う 。 こ と の と こと と 
は 生活 複雑 な 感染 より は . 単純 に 感染 者 の 
に 汚染 えさ れ た 食品 等 を 摂 つ て 感染 の 生ずる 腸 内 原虫 の 感 
染 の 方 が あて は まる こと と が 多い と 思わ れる 。 

我々 は 東京 都内 の 浮浪 者 中 の 有 疾 病 者 を 収容 し て いる 
東京 都民 生 病 院 の 患者 に つい て 腸管 寄生 原虫 の 検索 を 行 
つた 。 浮浪 者 を 撰 ん だ 理由 は , この 対象 が すでに 過去 こ 
お いて 山田 (1948), 問 川 等 (1956〉 に ょ つて 調査 され て 
いる た め に 比較 が 可能 で ある と と , 及び 彼 等 を 対象 と す 
れ ば 現代 の 都会 居住 者 中 の 最悪 衛生 環境 群 で の 感染 相 を 
恐らく 把 みう る と 考え られ た か ら で あ る 。 


対象 及び 検査 方 法 


昭和 384 年 1 月 21 日 より 3 月 18 日 に 至る 期間 東京 都民 生 
病院 に 入院 し て いた 患者 200 名 < 内 少数 の 例 は 東京 都 済 
生 会 中 央 病院 に 入院 し て いる 医療 保護 を 受け て いる も 
の ) に つい て 検査 し た 。 200 名 の 内 訳 は , 20 歳 以下 6 名 
21~380 歳 38 名 , 31~40 歳 52 名 , 41~50 歳 48 名 , 51~60 歳 
836, 61 歳 以 上 20 名 , 男 169 名 , 女 831 名 で 最 年 少 は 15 歳 
最 年 長 は 74 歳 で ある 。 

排便 後 数 時 間 以 内 の を 生理 食塩 水 抹 法 及び 
ョ ヨー ド ・ ヨ ー ド カリ 液 染色 法 で 検査 し , 同時 に 培養 を 億 
用 し た 。 培養 基 は 田辺 ・ 千 葉 培 地 及 び Balamuth 培地 を 
用 い , 培養 に 際 し 細菌 の 増殖 抑制 の 目的 に て スト レプ ト 
マイ シン 1 mg, シ リン 1000 単 位 ( 各 per cc) を 加え 
87°C48 時 間 培 養 後に 鏡 検 し て 判定 し た 。 原虫 類 の 検索 に 
当 つ て は 同一 人 に つき 反復 日 を 変え て 少な く と る も を も 6 回 検 
査 を する 事 が 望ま し い 事 で ある が , 被 検査 者 の 入退院 状 


EIKICHI ICHINOSE and KAN OMURA : Resear- 
ches on the intestinal protozoan infections of vaga- 
bonds in Tokyo (Department of Parasitology, School 
of Medicine, Keio University, Tokyo, Japan) 


況 より し て 排便 直後 の 閥 便 を 数 回 検査 する 事 は 種々 困難 
な の で が ら 1 回 に 止ま つた 。 


検査 成績 


原虫 を 検出 し 得 た の は 18 名 (6.5 %) で , 検出 し 得 た 
種類 と 寄生 率 は 第 1 表 に 示し た 。 
男子 に て は 169 名 中 11 名 (6.51%)、 女 子 に て は 81 名 中 
2 名 (6.45%) に 寄生 を みた 。 性別 の 寄生 率 を 第 2 表 に 
示し た 。 
第 1 表 腸管 寄生 原虫 類 の 寄生 率 


(検査 総 人 数 200 名 ) 
Entamoeba histolytica 2 名 1.0% . 
Entamoeba coli 7 3 る 
Endolimax nana 1 0.5 
Giardia lamblia 1.5 


第 2 表 感染 者 の 性 別 


(11 名 ) 女 名) 
E. hist. 2 0 
E. colt. 5 
E. nana. 1 0 
Giardia 3 0 


検出 し 得 た 種類 は , 赤痢 アメ ー バ Entamoeba histoly- 
tica, 大 腸 メー Entamoeba coli, アメ ー En- 
dolimax nana, 及び ラン プル 氏 帝 毛虫 Giardia lamblia 
の 4 種 の み で あつ た 。 と れ ら の 寄生 は すべ て 単独 の 寄生 
で 2 種 以 上 の 原虫 の 同時 感染 は み ら れ : な か つた 。 
培養 検査 は 便 が 少量 の た め 不 能 で あつ た 2 例 を 除き 例 
例 に つい て 行 つ た が , 結果 は 総 て 陰性 で あつ た 。 


導 々 の 検査 成績 は 第 1 表 に 示し た る 如く , E kist 
1.0%, E. coli 3.5%, E. nana 0.5% KY Giardia 
1.526。 で あつ た 。 こ と の 成績 と 過去 に お いて 調査 され た 
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第 3 表 過去 の 寄生 率 と の 比較 
問 川 
栃 原 松岡 松林 松林 問 川 著 者 
報 者 (926) (936) (1943) (1948) (1956) (1958) (1959) 
平均 検査 回 数 1 1 1 4 1 1 1 
Ehist. 0 21 7.5 0 0 0.3 
E. col. 15.5 9.4 8.4 13.7 25.0 3.2 3,5 
E' nana. 10.0 13.6 18.8 9.1 0 3.6 6.5 
Giarnia 2.9 2.4 6.8 0.5 2.3 1.3 0 1.5 


成績 と を 比較 すれ ば , 山田 (1948 う 〉 は 東京 都 済生会 中 央 
病院 に お いて の 成績 を 報告 し て いる が , 終戦 直後 の た め 
か , その 寄生 率 は 我々 の 結果 に 比 し て 。 か な り の 高 率 を 
示し て いる 。 即ち , BE hist 7.5 %, E. coli 2.5%, E. 
nana 7.5%, Giardia 5.4% で ある 。 問 川 等 1956) 
も 同 病院 に お いて の 検査 成績 を 報告 し て いる が , 今回 の 
我々 の 成績 も 大 体 近似 し て いる 。 即ち , E.coli 4.1%, 
E. nana 1.226, Giardia 2.3% で ある 。 尚 同時 に 慶応 病 
院 の 人 間 ド ッ ク に 入院 し て いる 人 < 々 と 比較 し て いる が , 
我々 の 成績 より も 下 廻 つて いる 。 即ち , E colk 2.5%, 
E. nana 0%, Giardia 1.8% で ある 。 そ の 後 1958 う ) の 
成績 で も 大 体 同様 な 結果 を 示し て , E. kist 0.3%, E. 
coli 3.2%, E. nana 3.6%, Giardia 0% で ある 。 

東京 都内 に お ける 戦前 で の 報告 で は , 栃 原 (1926) は 
中 野 電信 連隊 に お いて , 松岡 (1986) は 東京 市 及び 近県 
に お いて , 松林 等 (1987) は 葛飾 区 に お いて , 又 東 京 済 
生 会 産院 に お いて (1943) 原虫 類 の 検索 を 行 つ て いる 。 
年 代 的 な 推移 を 知る に 便利 な 様 に 諸氏 の 報告 を 第 3 表 に 
まとめ て 示し た 。 

と れ ら を 比較 すれ ば 一 人 当り の 反 徐 検査 回 数 に つい て 
は 松林 (1943) の 平均 1.4 回 を 除き 各 1 回 づつ で あり , 
検査 方 法 に つい て は 松林 (1987) は 染色 法 を , 松林 C19 
43), 山田 及び 我々 は 培養 法 を 併用 し , 問 川 (1958 は 
MG 工法 を 併用 し て を り , 其他 は いずれ も 直接 疹 抹 法 の 
み に て 検査 を し て いる 。 

我々 の 培養 結果 は 総 て 陰性 で あつ た が , と れ は 元 来 
Amoeba 類 の 培養 は 々 で あり 直接 抹 法 に ょ つて 
Cyst を 確認 し 得 て も その 培養 は 必ず し ゃ も 成功 を みて い 
な い , 又 抗 生物 質 を 添加 する 事 に こよ ょ つて 共存 し て いる 細 
菌 の 増殖 を 抑制 する 事 は 出来 る が , 同時 に 一 方 それ に ょ よ 
つて 往々 に し て カビ 類 の 増殖 を 助長 し , それ が 原虫 類 の 
発育 増殖 を 妨げ る 事 も 考え られ る 。 

2 回 に 豆 る 人 間 ド ッ ク の 報告 は その 検査 方 法 の MG L 


法 を 用 いて いる の で 検出 率 が 比較 的 高く な つて いる に も 
拘ら ず 条 様 に 低い の は 対象 の 生活 程度 の 著しい 差 に と よる 
も の で あろ 5 う 5 。 

戦前 , 及び 戦争 直後 に 比較 すれ ば 寄生 率 は 造 か に 少な 
く な つて いる 。 し か し , 人 間 ド ッ ク に 入院 し て いる 様 な 
富裕 者 と 考え られ る 人 < と 比較 すれ ば , 特に 正 . 加 st と 
Giardia に お いて 寄生 率 が 高い 。 

以上 の 様 な 結果 か ら み て 過去 に 比べ て 清潔 な 生活 に 移 
りつ つ あ る も の で あろ うと 云う 事 が 考え られ る 。 又 匠 様 
な グル ー プ の 成績 か ら 推 し て 普通 の 都会 生活 者 で は と れ 
ょ り 寄 生 率 が 更に 低い で あろ うと 推定 され る 。 


我々 は 東京 都民 生 病院 に 入院 し て いる 200 名 の 患者 に 

つい て の 腸管 寄生 原虫 の 検査 を 行い 次 の 様 な 結果 を 得 
1) 1 回 の 検査 で 原虫 を 検出 し 得 た の は 13 名 (6.5 %) 
に し て , 男子 に て は 169 名 中 11 名 (6.51%) 女子 に て は 
81 名 中 2 名 (6.452) で あつ た 。 

2) 検出 し 得 た 原虫 の 種類 は , E. kzst. 1.0%6, E. co 
8.5%, E. nana 0.5% 和 k び Giardia 1.5% の 4 種 で あ 

8) この 寄生 率 は 戦前 , 及び 戦争 直後 に と 比 す れ ば 造 か 
に 低 率 で あり , こと の 事 は 東京 都民 が 蘭 次 清潔 な 生活 に 移 
りつ つ あ る 事 を 示す も の で ある が , 富裕 者 と 考え られ る 
人 々 に 比 す れ ば , 瓦 st と Giardia に お いて わずか に 
高い 。 

4) な 生活 程度 の 人々 の 調査 結果 より 推定 すれ 
ば , 普通 の 都会 生活 者 の 原虫 保有 率 は 更に 低い 事 が 考え 
られ る 。 


に 臨み 御 指導 御 校 を 賜 つ を 松林 教授 に 浅見 
助教 授 た に 深謝 致し ます . 
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生 原 虫 に 関す る 調査 , 特に 赤痢 ア ミー 」 胞 
有 者 に 就 て , 慶応 医学 , 17(3) , 553-557. 一 2) 松林 久 
吉 ・ 木 下 武 夫 (1943) : 東京 に け る 人体 腸 寄 生 
類 の 調査 , 特に Dientamoeba fragilis に 就 い て , 慶応 
学 , 23(11, 12) , 979-981. 一 3) 松岡 (1936) : 
東京 地方 人 に 於 け る 腸管 寄生 原虫 の 統計 的 観察 , 特に 


赤痢 ー 携帯 者 に て , 日 本 寄生 学会 記事 , 


第 8 年 , 51-53. 一 4) 問 川 暫 典 ・ 一 2 瀬 永 吉 ・ 阿 部 道 
夫 (1956) : 浮浪 者 と 富裕 者 の 寄生 貝 検 査 , 公衆 衛生 , 
20(5) , 1-3. 一 5) 問 川 連 典 ・ 伊 従 茂 (1958) : 慶応 病院 
の 人間ドック に 入院 し た の 生 検査 に MGL 
法 の 検討 , 公衆 衛生 , 22(2) , 105-109. 一 6) 栃 原 勇 
(1926) : 腸 内 原虫 の 研究 ( 基 一 ), 日 本 人 に 寄生 する 原 
虫 の 種類 , 其 の 感染 率 並 に 其 の 分 布 関係 に 就 て , 慶応 
話 学 , 6(6), 1-51. 一 7) 山田 英幸 (1948) : 東京 に 於 
ける 腸管 寄生 原虫 類 の 燈 索 , 特に 鞭毛 虫 類 の 寄生 状況 
に っ ついて, 医学 と 生物 学 , 12(3), 194-197. 
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Summary 

Fecal materials of 200 vagabonds who were ad- 
mitted in a hospital were investigated for the pre- 
sence of protozoan parasites. Examinations were 
carried out by direct smears and cultivations in 
Balamuth’s media. Only one sample from each person 
was examined. Species found and their incidences 
of infections were as follows. 


Entamoeba histolytica 2 (1.0%) 
Entamoeba coli 7 (3:5%) 
Endolimax nana 1 (0.5%) 
Giardia lamblia 3 (1.5%) 


Theses incidences were much lower than expected. 
Comparing these results with similar reports on 
residents of Tokyo which have been hitherto publi- 
shed, the authors concluded that these intestinal 
protozoan infections have been becomming less 


frequent in recent years. 
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ミヤ イリ ガイ 夫 中 剤 の 実験 室内 効果 判定 法 の 検討 (2) 


保 阪 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 


(昭和 34 年 7 月 31 日 受領 ) 


筆者 は 殺 上 貝 剤 に 対す る ミヤ イリ ガイ の 抵抗 性 に 関す る 
試験 方 法 を , PCP-Na を 指標 と し て , 結 果 の 検討 を 試み , 
すでに その 1 部 は 本 報 (1 ) に お いて 発表 し た 。 す な ね わ 
ち 各 種 方 法 の う ち で は 筆者 の いわ ゆる 直接 浸漬 法 『 が 殺 
貝 剤 の 効果 判定 法 と し て 最も 適し て お り , 且つ その 作用 
時 間 は 48 時 間 が 適当 で ある と と を の べた (保阪 , 1959)。 

今回 は 更に 上 記 4 つの 方 法 に つい て 薬効 発現 状況 の 安 
定性 に つい て 試験 し , 同時 に Moon ら (1958) に ょ り 報 
年 され て いる Immersion test と の 比較 考察 を 行う と と 
も に , 又 薬 剤 作用 時 の 温度 条件 の 検討 を も 行 つ た 。 


材料 と 方 法 


1.。 材 料 

1) 使用 薬品 : 水溶 性 殺 中 剤 で ある PCP-Na 3 号 C90 
~9222 Sodium pentachlorophenate) , これ は ミヤ イリ アガ 
イ 殺 具 用 と し て 旭 電 化工 業 株 式 会 社 で 製造 され た も の で 
ある 。 

2) 使用 県 地 よ り 取 し た 長 6.5mm 以 
上 の ミヤ イリ ガイ (Orcomelania nosophora) で , 使用 
に さき だ ち 燥 状態 の まま 3 ~7 日 間 室 内 に 保存 され た 
ぁ の で ある 。 使用 に 際 し て は , あら か な かじ めこ と れ を 清水 

(水道 水 を 数 日 間 室内 に 放置 する こと に より , 離 塩素 
を 除去 せしめ た も の ) に 浸し , 活動 を 始め た も の を 実験 
に 供し た 。 

1) 供 試 殺 員 方 法 

a) 直接 浸漬 法 『T : マト リー シャ ー レ (直径 約 12 cm) 
に 各種 濃度 の PCP-Na 溶液 各 100cc を 入れ , その 中 に 
筐 検 員 10 コ づつ を 入れ て , 薬液 表面 直下 まで 木 枠 付 ビ = 
ー ル 網 を か ぶせ , 上 貝 が 薬液 より 離脱 する こと を 防止 し た 

YUKIO HOSAKA Study on standardized technics 

for testing the susceptibility of Oncomelania snail 


to molluscicides (2) (Department of Parasitology, 
National Institute of Health, Tokyo) 


(寄生 虫 学 雑誌 8 巻 2 号 103 頁 参照 )。 
b) Plate method 変 法 1, 変 法 T 及 び 直 法 
は と ゝ で は 略す (麻生 虫 学 雑誌 8 巻 2 号 , 102~108 机 


c) Moon の Immersion test : 筆者 が この 試験 を 行 - 
いつ つ あ つた 時 た また ま Moon ら (Moon ら , 1958) 訟 
ミヤ イリ ガイ を 用 いて その 灯 貞 剤 の 効果 試験 の 方 法 と そ 
の 結果 と を 発表 し た 。 氏 ら の 方 法 は 次 の 如く で ある 。 す 
な わ ち 容量 約 20cc の 管 導 に 各種 濃度 の PCP-Na 落 液 を 
入れ , と これ に 被 検 員 10 コ を 入れ て 更に 全量 が 約 20cc に な 
る 様 に 同 濃 度 の 薬液 を 注 加 し , 板 状 サラ ス で と れ に 著 を 
な し , 6 時間 作用 の 後 被 検 員 を 水洗 し , 66 時 間 後 に その . 
生死 の 判定 を 行う 方 法 で ある 。 そ と で 今回 は 併せ て と の 
方 法 の 可否 を も 検討 する と こと と し た 。 

2) 使用 薬剤 の 調製 

各 試 験 毎 に まず PCP-Na 0.256g を 蒸溜 水 17 に 
解 し て 原液 と な し , と これ を 倍数 稀釈 法 に より , 128 ppm 
ょ り 0.03125ppm まで の 各種 濃度 の 液 に 調製 し 得る 様 
に し , 試験 に 際 し て は て の 所 要 濃 度 を 所 定量 , 所 定 の 方 
法 に 用 いた 。 

3) 作用 時 間 

薬剤 と 内 と の 接触 時 間 は Moon の Immersion test 以 


外 の 方 法 に お いて は すでに 48 時 間 が 適当 で ある と 云う 結 


果 を 得 て い る (保阪 , 1959) の で 作用 時 間 は すべ て 48 時 
間 と し た 。 し か し Moon ら の Immersion test の 場合 
で は Moon ら は 作用 時 間 を 6 時 間 と し て いる の で , この 
方 法 と 直接 浸漬 法 『』 と の 比較 検討 の 共に 限り , 6, 12, 
24 お よび 48 時 間 の それ ぞ れ の 作用 時 間 に お いて 実験 を 

4) 薬剤 作用 後 の 由 の 生死 判定 

いづ れ の 場合 こ に お いて も 所 定 の 作用 時 間 終 了 後 た さち 
に 上 貝 を 清水 で よく 洗い , これ を 清水 中 に 入れ て "2 へ ~96 時 
間 室 温 下 に 放置 し , 生死 の 状態 を 観察 し た 。 と の 間 メ デ 
イィ ウム の 水 は 数 回 これ を 交換 する と と に ょ より, 生死 の 状 
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態 の 観察 に 便 な らし め る と と も に , 腐敗 等 に ょ る 上 貝 へ の 
悪い 影響 を さけ る こと こと に 意 を 注い だ 。 生死 の 判定 は , 72 
~96 時 間 後 に 清水 より 自動 的 に は い 出 し た も の は 生 と 
し , 残余 は これ を 押し つぶ し て その 際 軟 体 部 の 収縮 運動 
が 著 明 で ある な ら ば , 又は た と え ぇ 緩慢 な 収縮 運動 で も , 
それ が 上 貝 の 体 の 半ば 以上 に お ょ よぶ 時 は それ を 生 と 判定 
し , か か る 反応 の 欠如 せる も の を 死 と 判定 し た 。 


実験 成績 


1. 殺 員 効果 発現 の 安定 性 

ま づ 一 定 の 地域 より 同一 の 時 期 に 採取 し た ミヤ イリ アガ 
イ の グル ー プ の 一 部 を 使用 し , 4 つの 方 法 に ょ より 11°~ 
22°C の 温度 に お いて 致死 量 の 検定 を 行い , その 結果 よ 
り ま づ 各 方 法 の MLD を 計算 し た 。 その 結果 は , Plate 
method 変 法 エ で は 1ippm, Plate method 変 法 TT で は 
14ppm, 直接 法 で は 0.75ppm, 直接 法 で は 
0.5ppm, で あつ た 。 そ を と で こと の 各 薬 量 を 使用 し , ほ さ く 
握 一 の 温度 条件 下 に お いて , 各 4 つの 方 法 に つき 残余 の 
内 10 コ = づつ の 10 の グル ー プ ( 計 100 コ ) に 対し , その 人 各 
の 方 法 の MLD の 量 を ふた た び 作 用 せしめ , その 薬効 
発現 状況 を 観察 し た 。 第 1 図 は 各 方 法 別に 再び 各 M LD 
を 作用 せしめ た 場合 に お ける 死亡 率 を 示し た も の で あ 
る 。 こ と これ に よれ ば Plate.method 変 法 エ に お ける 試験 只 
の 死亡 率 は 62 2, Plate method 変 法 TT に お ける それ は 
312%, 直接 法 に お ける それ は 4022, 直接 法 
に お ける それ は 45% で あり , 直接 法 『 が その 5022 
万 率 に も つと も 近い 価 を 示し て いる 。 . 
次 に 各 方 法 に お いて 同一 条件 で , 同一 濃度 の 薬剤 を 作 
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別 
第 1 図 各 方 潜 に ぉ ける MLD に 相当 する 薬 量 を 
再び 同 方 法 に より ミヤ イリ ガイ に 作用 させ た 際 の 
の 死亡 率 (作用 時 間 48 時 間 温 11°~22°C) 


A Plate method 
C 直接 法 


B 同 
D 


用 せしめ た 上 貝 10 コ づつ の 10 の グループ に つい て , を の グ 
ルー プ 毎 の 生死 の 状況 を みる と 第 1 表 の 如く で ある 。 い 
ま と の 表 か ら 各 方 法 別 に その 不偏 分 散 を 算出 する と , 
Plate method 変 法 エ の 場合 は 2.4, Plate method 変 法 
TI で は 1.4, 直接 浸漬 法 1 で は 2.0, 直接 法 で は 
1.2 で あり ,。 これ また 直接 浸漬 法 T に お いて 薬効 の 発現 
状況 の 安定 性 が も つと も 高い と と が 示 吹 され た 。 

2。 薬剤 作用 時 の 温度 を 一 定 に し た 場合 と , し か ら ざ 
る 場合 に おけ る 薬効 発現 の 安定 度 の 比較 

従来 の この 様 な 試験 に あつ て は 薬剤 作用 は 室温 で 行 つ 
て いる 。 し か し 室温 は その 作用 期間 中 に し ば し ば か な り 


第 1 表 各 方 法 に 拓 け る MLD に 相当 する 薬 量 を 作用 させ た 際 の 薬効 の 発現 状況 
(使用 薬剤 は PCP-Na, 作用 時 間 は 48 時 間 , 温 庶 は 11°~22°C) 


実験 Plate method 法 I Plate method II 直接 法 I 直接 浸漬 法 II 

番号 使用 中 数 死 内 数 使用 中 数 死 只 数 使用 中 数 死 只 数 使用 中 数 死 只 数 
1 10 4 10 10 6 10 6 
2 10 5 10 4 10 10 4 
3 10 6 10 4 10 4 10 5 
4 10 5 10 3 10 3 10 4 
5 10 9 10 1 10 2 10 3 
6 10 8 10 3 10 4 10 
10 7 10 ち 10 6 10 6 
8 10 3 10 4 10 4 10 4 
9 10 7 10 2 10 4 10 4 
10 10 6 10 計 10 5 10 5 

対 照 10 0 10 0 10 0 10 0 
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第 2 表 薬剤 作用 時 の 温 庶 を 一 定 に し た 場合 と ,4 それ に 或 程度 の 座 動 を も た せ た 際 の 薬効 の 発現 状況 
(薬剤 は PCP-Na, 作用 時 間 は 48 時 間 ) 


薬剤 の 実験 (11°~27.5°C) 卵 器 内 (20.5°~21°C) 
濃度 実験 番号 1 実験 番号 2 実験 番号 3 実験 番号 1 実 験 番号 2 実験 番号 3 
(PPM) 死 / 使 用 死 使 用 死 / 使 用 死 内 / 使 用 死 / 使 用 死 具 / 使 用 具 
0( ) 0/10 0/10 0/10 0/10 0/10 0/10 
0.125 0/10 0/10 0/10 0/10 0/10 0/10 
0.25 2/10 3/10 6/10 5/10 7/10 7/10 
0.5 7/10 10/10 10/10 9/10 10/10 10/10 
10/10 10/10 10/10 10/10 10/10 10/10 
る 10/10 10/10 10/10 10/10 10/10 10/10 
第 3 表 各種 漫 下 に いて PCP-Na を 作用 させ た 上 内 の 生死 の 状況 
(方 法 は 直接 法 八田 村 A 地 区 の 上 使用 ) 
実験 番号 1 2 3 4 5 
温 作用 薬 量 死 具 / 使 用 死 / 使 用 内 死 / 使 用 内 / 使 用 / 使 用 内 具 / 使 用 
0 0/10 0/10 0/20 
0.0625 0/10 0/10 0/10 0/10 0/40 
い WC- 4h 0/10 0/10 0/10 0/10 0/10 0/50 
9/10 5/10 6/10 4/10 1/10 25/50 
法 0.5 10/10 9/10 10/10 10/10 9/10 48/50 
は 1 10/10 10/10 10/10 30/30 
0 0/10 0/10 0/20 
0.0625 0/10 0/10 0/10 0/10 0/10 0/50 i 
25°C 0.125 0/10 1/10 0/10 0/10 0/10 1/50 : 
10/10 10/10 8/10 4/10 7/10 39/50 
0.5 10/10 10/10 10/10 10/10 40/40 
1 10/10 10/10 20/20 
py 0 0/10 0/10 0/20 
0.03125 0/10 0/10 0/10 0/10 0/40 | 
30°C 0.0625 0/10 0/10 0/10 0/10 0/10 0/50 | 
1/10 0/10 8/10 1/10 0/10 10/50 
0.25 10/10 10/10 10/10 9/10 10/10 49/50 
0.5 10/10 10/10 10/10 30/30 
0 2/10 0/10 2/20 | 
es 0.03125 3/10 5/10 1/10 9/10 7/10 25/50 | 
35°C 0.0625 7/10 9/10 10/10 8g/10 g/10 42/50 ! 
に 0.125 10/10 10/10 10/10 10/10 10/10 50/50 | 
0.25 10/10 10/10 20/20 | 
0.5 10/10 10/10 20/20 
の 変動 を 来 す 場 合 が あぁ る 。 そ と で と と で は 試験 時 の 環境 と , その 温度 に 若 二 フレ の ある 室内 (11~27.5°C) と に 
温度 を 一 定 に し た 場合 と , し か ら ざ る 場合 と で , と の 効 お いて PCP-Na の 各種 濃度 を 他 の 条件 を 一 定 と し て 作 
果 発 現に 差異 が ある か 否 か に つい て の 検討 を 行 つ て み 用 せしめ た 共に お ける 上 貝 の 死亡 状況 を みた 。 第 2 表 は そこ 
yn た 。 の 結果 を 示し た も の で ある 。 と これ を みる と , その 結果 は 


すなわち 温度 を 一 定 に 保つ た 角 卵 器 内 (20:5~21°C) 大 体 に お いて 両者 と あ も に いち じ る し い 差 異 は な いよ う で 
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第 2 図 各種 温度 下 た に 3# け る PCP-Na の 薬効 発現 


状況 (方 法 は 直接 漫 漬 法 II, 人 田村 A 地 区 の 中 を 使 
用 ) 
ある が , た さく 生死 の 限界 濃度 と 思わ れる PCP-Na 0.25 
ppm 作用 の も の に あつ て は , 10= づ つ 3 回 の 試験 の 各 
結果 を みる と , 定 温 下 で は その 死亡 数 は それ ぞ れ 5, 
で ある の に に, で は それ は , 3,。 と な つ 
て お り , 後者 に 比 し て 前 者 の 方 が 薬効 の 誠 定 性 が や や 高 
つた た 。 

8. 各種 温度 下 に お ける PCP-Na の 薬効 発現 状況 
1 °C の 負 卵 器 内 で PCP-Na の 各種 濃度 を 同時 に 10 コ づ 
つの 上 貝 2~ 5 群 に 作用 させ た 際 に お ける , その 死亡 状況 
は 第 3 表 の ょ う で ある 。' 又 と の 2 ~5 回 の 成績 を 合計 し 
た も の の 死亡 率 を 図 で 示す と 第 2 図 の よう に な る 。 と の 
表 お ょ び 図 を みる と 20°C, 25°C, 80C の 各 温 度 に お ける 
由 の 死亡 率 は , その 作用 温度 が 高く な る の に し た が つ 
て , PCP-Na の 薬剤 の 生死 の 限界 浅 度 が お お むね 高く な 
る と と は 当然 の こと な が ら , いま その 限界 濃度 と 考え ら 
れる も の (20°C で 濃度 0.25ppm, 25C で も 同 様 0.25ppm, 
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80C で は 0.125 ppm, 85C で は 0.03125ppm) に つい て 
の 夫々 の 5 群 に つい て 不偏 分 散 を 計算 し て みる と , そ 
れ は 夫々 20C で は 8.5, 25C で は 6.8, 80 で で は 9.5, 
85C で は 10.0 となり, 温度 25C の も の に お いて その 安定 
性 が も つと も 高い よう で ある 。 

4. Moon ら の Immersion test(Moon ら , 1958) の 検討 

と と で は 筆者 の 直接 浸漬 法 T を 討 と し て Moon ら 
の Immersion test の 検討 を 行 つ た 。 ま づ PCP-Na の 0.5 
1, 2, 4, 8ppm 水溶液 を 作り , と これ を 上 和 思 両 法 に 
ょ つて 所 定数 の 由 に 所 定時 間 作 用 せしめ , その 際 の 上 貝 の 
生死 状況 を 検 し た 。 な お 作用 時 間 は 6 , 12, 24, 48 時 間 
と し た 。 第 3 図 は その 結果 を 示し た も の で ある 。 い まこと 
の 結果 を みる に Moon ら の 原 法 で は 作用 時 間 を 6 時 間 
と し て いる が , 室温 に お いて この 時 間 で は 0.5ppm よ 
り 8 ppm に いた る まで の 薬 量 で , そ の 各々 の 中 効果 の 
差 は ほとん ど わ づか に 止 つ て いる が 時 間 的 経過 と と も に 
薬効 は 遂 次 増大 し , 作用 48 時 間 と な る に いた つて , 筆者 
の いわ ゆる 直接 浸漬 法 『T と ほ く 等 し き 効果 を 示す に 至 
る 。 す な わ ち 原 法 の 6 時 間 浸 漬 と いう の は 薬効 の 感度 か 
ら 云 つて 余り 適当 な 時 間 と も 思え な い 。 

な お 以上 の 試験 は 温度 20 で ©~22°C の 省 卵 器 内 で 行 つ た 
も の で ある が , Moon ら の その 報告 に よれ ば 28°C の 温度 
下 で それ を 行 つ て いる の で , 温度 条件 を 同様 に し て , 又 
Moon ら の Immersion test の 原 法 で は 薬剤 深 夏 の 使用 
量 を 約 30cc と し て いる が , と これ は 長 時 間 作 用 で は 後述 の 
如く 使用 1 個体 当り の 薬液 量 が 少 き に 失 す る と 考え られ 
る の で , これ を 100cc に 増量 し た Moon ら の Immersion 
test 変 法 を も 含め て , 作 用 時 間 を Moon ら の 原 法 の と お 
り 6 時 間 と し た も の と , 同 所 の 方 法 の 安定 性 を 増加 せん 
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第 3 図 直接 浸漬 法 II 及び Moon らち の Immersion test ( 液 量 20cc の 場合 ) に ょ り PCP-Na を 各 時 間 作 
用 させ た 際 の 薬効 発現 状況 (温度 20°~22°C) 堪 : 直接 浸漬 法 II, 右 : Immersion test (Moon ら 原 法 ) 
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第 4 表 各 方 法 に ょ り 6 時間 PCP-Na を ミ ャ ヤ ャ イリ 


ガイ に 作用 させ た 際 の 中 の 死亡 状況 
( 温 29°+1°C) 
0 10 0 10 0 10 0 
0.25 10 0 10 0 10 0 
0.5 10 0 10 0 10 0 
1 9 1 7 3 10 0 
9 6 4 8 2 
4 6 4 $ 5 5 5 
8 6 4 3 } 6 4 
16 3 r 6 4 6 4 
32 8 5 5 7 
64 5 5 5 8 
128 3 8 5 5 
258 3 6 4 5 


第 5 表 各 方 法 に ょ り 48 時 間 PCP-Na を ミヤ ャ イリ 
ガイ に 作用 させ た 際 の 中 の 死亡 状況 
( 温 29° 1°C) 


0 10 0 4 6 10 0 
0.03125 10 0 3 7 10 0 
0.0625 10 0 F 3 10 0 
0.425. 10 0 4 6 8 
0.25 0 10 0 10 0 10 
0.5 0 10 0 10 0 10 
1 0 10 0 10 0 10 
る 0 10 0 10 0 10 
4 0 10 0 10 0 10 
8 0 10 0 10 0 10 
16 0 10 0 10 0 10 
8&2 0 10 0 10 0 10 


と の 目的 を も つて と れ を 48 時 間 と し た も の と に つい て , 

PCP-Na の 各種 濃度 溶液 を 内 に 作用 させ て その 薬効 発現 
状況 を 観察 し た 。 そ を の 結果 は , 第 4 , 5 表 の 如く で ある 。 
いま と れ を みる と 6 時 間 作用 の 場合 は , いづ れ の 方 法 も 
1~2ppm 位 よ り そ の 薬効 が 発現 する が , それ 以上 の 
薬剤 濃度 を 作用 させ た も の に お いて も その 上 貝 の 死亡 率 は 
さして 高く な ら ず , 256ppm どい う 高 濃度 に お いて さえ 
も ぁ も いづれ の 方 法 に お いて も それ は 1002% に 達し な か つ 
た 。 こ と の 事実 は 作用 6 時間 と いう 短 時 間 に あ ぁ あつ て は , そ 
の いづ れ の 方 法 に お いて も 薬効 が 充分 に 発揮 し えな いこ と 
と を 示 て いる 。 
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し か し 48 時 間 作用 の 場合 に は, 直接 当 漬 法 『 で は 
0.125ppm 以下 の 薬 量 を 作用 させ た 上 貝 に は 全く 死亡 す 
る も の が な く , 0.25ppm に 至り , 薬 効 は 顕著 に 現れ て 上 貝 
の 死亡 率 は 100 に 達し て いる が , 一 方 Moon ら の Im- 
mersion test に お いて は すでに 0.03125 ppm の 薬 量 を 
作用 させ た 上 中 で 死亡 する も の が 現れ る ば か り で な く , 特 
に その 原 法 に あぁ つて は 対照 貞 に も 死亡 する も の が 現れ て 
いる 。 こ の 事実 は Moon ら の 原 法 に お いて は , すでに 
48 時 間 作 用 に お いて 薬剤 以外 の 有害 な 影響 が 中 の 死亡 率 
の 増大 に 影響 を 与え て いる と と を 示 す る 。 同 変 法 に あ 
つて は お お むね 直接 浸漬 法 T と 同様 の 結果 が み ら れ た 。 


考察 お よび 討論 


すでに 前 に も 述べ た ょ うに 筆者 は 殺 上 中 剤 の 効果 判定 の 
方 法 を 決定 すべ く , 諸 種 の 方法 に つい て PCP-Na を 用 
い 実 験 的 に その 効果 に 関し 比較 検討 し た 。 そ の 結果 各種 
方 法 の 中 で は いわ ゆる 直接 浸漬 法 『, 48 時 間 浸 漬 が と れ 
に 最も 適する こと は 第 1 報 に 報告 し た と お り で ある 。 

と と で は 更に と この 直接 浸漬 法 『 に お ける 薬効 発現 の 安 
定性 に つい て 検討 を 行い , 加 う る に その 温度 条件 の 如何 
に つい て の 検討 を も 行 つ た 。 ま づ そ の 安定 性 に つい て 云 
えば 各種 方 法 に つい て MLD を 予め 決定 し , 再び 同一 条 
件 に お いて その 死亡 率 を みる に , Plate method 変 法 I 
で は 622, 同 変 法 『 の それ は 8122, 直接 浸漬 法 エ で は 40 
26 で ある の に 比 し , 直接 浸漬 法 『 で は その 死亡 率 は 45 
で あり , さき に 測定 し た MLD に 最も 近い 価 を 示し て い 
る 。 い まこ とれ ら の 標本 百分率 に 対す る 母 集団 百分率 は 
MLD で ある の で で あり , その 5 危険 お ぉ おけ 
る 誤差 は 土 10 錠 と な り , 母 百分率 は 40~60 と な る 。 と こと 
れ を 標本 百分率 と 比較 する と 直接 法 T で は 45% で あ 
り , 母 百分率 と ほ さ 一 致し て いる と みて よい 。 | 

叉 各 方 法 に お いて 薬効 を 作用 させ た 上 貝 10 コ づつ 10 の グ 
ルー プ に つい て の 成績 より 計算 し た 不偏 分 散 は , Plate 
method 変 法 ] エ に お ける それ が 最も 大 きく , 次 で 直接 浸 
漬 法 エ , Plate method 変 法 T と 順次 に 小さ く な り , 直 
接 潰 法 『 に お ける それ が 最も 小さ か つた 。 

以上 の と と ょ より 4 方法 の 中 に あぁ つて は , 同一 条件 下 で 
は 直接 浸漬 法 T に お ける その 薬効 発現 状況 が 最 も 安定 性 
が ある と 考え て よい 様 で ある 。 

次 に 薬剤 作用 時 の 温度 が 薬効 発現 に お ょ ば ぼ す 影響 に つ 
いて くさ ある が , 第 1 に 角 卵 器 を 使用 し て 温度 を 一 定 に し 
た 場合 と , 室内 に お いて 温度 に 或 程 度 の 変動 が ある 場合 
と の 成績 を 比較 し て みみ る と , 前 述 し た 如く 温度 を 一 定 に 
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し た 場合 の 方 が 薬効 の 発現 が や や ゃ 究 定 性 を 示す 様 で あ 
る % 

し か し こと こと で 問題 に な りう る と と は , 映 卵 器 等 を 使用 
し た 場合 こち つて は 室内 と 異 り 由 が 暗黒 状態 に お か れ 
その 結果 貝 の 運動 性 が 異 り , し た が つて また 薬効 発現 に 
と れ が 影響 を あたえ な いか どう か と 云う と こと で ある 。 し 
か し 安 羅 岡 (1959) に よれ ば 暗黒 下 に お ける ミヤ イリ アガ 
イ の 行動 は 正常 の 明る さ の 室内 に あけ る それ と や や 異 つ 
た と と ろ は ある が , その 運動 量 は ほ さ 同様 で あろ うと 推 
定 き され る と 云う 。 し た が つて こと の 場合 の 薬効 の 発現 が 明 
所 に お ける 場合 と 朱 る よ ょ うな と と は 存在 し な いで あろ う 
と 思わ れる 。 

次 に 各種 温度 が PCP-Na の 薬効 発現 に お ょ ぼ ばす 影響 
に つい て で ある が , 前 述 し た 様 に 20° 土 1 て , 25° 土 1"C 
80° 土 1 で © に お ける その 成績 で は, と り わ り け 各種 温度 に 
お ける 上 貝 の 生死 の 限界 量 と 思わ れる PCP-Na の 濃度 に 
お ける 安定 性 は , 25° 土 1 の 場合 に お いて 最も 高い と 
いう 結果 が 現れ て いる 。 す な わ ち こと の 場合 に お ける 同一 
試験 群 の 死亡 率 の 不偏 分 英 が 他 の いづ れ の 気温 下 の 場 合 
ょ り も 小さ い 。 一 方 ミヤ イリ ガイ の 生物 学 的 な 好適 温度 
条件 が お お むね 25°C 内 外 で ある と と を る も 考え 合せ る と , 
作用 陣 境 温度 は 25°C 附 近 が 適当 で ある と 考え られ る 。 

な お こと こと で 実験 に 使用 する 上 貝 の 和 群 化 と 使用 数 の 問題 に 
触れ て お ぉ おく 。 と こと で 注目 すべ き は いま 上 記 の 成績 (第 3 
表 参 照 〉 に よれ ば , 同一 温度 で 同一 薬 量 を 10 っ 群 8 な い 
し 5 群 を 同時 作用 せしめ た 場合 に あつ て も , と この 際 そ の 
各 和 群 の 死亡 具 の 現れ 方 に は か な り の 変動 が 認め られ る と 
云う こと で ある 。 し か し 作用 薬 量 別に と の 個体 数 を 合計 
し た も の で は , その 死亡 率 は 薬 量 が 多く な る の に 比例 し レ 
て 高く な る と と ろ の 正常 の 死亡 率 曲 線 に ほ さ 一 致す る 様 
な 価 と な つて いる 。 

と の と と は 薬剤 の 効果 判定 に 共 し て は 出来 る 限り 多く 
位 に 同時 に 同 濃 度 の 薬剤 を 作用 させ , その 合計 に つい て 
効果 を 云 す る の が ょ より 正確 な る 
と と を 示 唆 する も の と 考え る 。 

な お 又 , 実験 材料 と し て の ミヤ イリ ガイ の 個体 群 差 の 
問題 に つい て も , と こと で いさ さか 触れ て お きた い 。 前 述 
の 各種 温度 下 で PCP-Na を 作用 させ た ミヤ イリ ガイ は , 
ぁ つ ば ぱら 山梨 県 八田 村 A 棲 息 地 か ら 採取 し た も の で あ 
り , その 成績 は 第 3 表 及び 第 2 図 の 様 で あつ た が , と れ 
に 上 比 し て 全く 同様 の 試験 を ほ く 同 一 条件 下 に お いて , 八 
田村 B 棲 息 地 より 採取 し た 上 貝 を 使用 し て 行 つ た と ころ , 
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第 4 図 各種 温度 下 で PCP-Na を ミヤ イリ ガイ に 
作用 させ を た 際 の 薬効 発現 状況 (方 法 は 直接 浸漬 法 
IL, 信田 村 B 地 区 の 中 を 使用 ) 


第 4 図 の 様 に な り , その 死亡 率 曲 線 の 型 は 両者 と も ほ く 
同様 の 傾向 を 示し て いる も の の , 各 そ の 薬効 発現 状況 
PCP-Na に 対す る 感受 性 の 差 と みる より 他 な く ,。 か よ 

な 点 よ りす れ ば , 一 般 に 実験 に 際 し て seeks 
ヤ ャ イリ ガイ は とこ とれ を 一 定 地 域 よ り と る こと こと が 望ま れる わ 
け で ある 。 な お とのこ と と は 現在 本 邦 に お いて 殺 上 中 剤 使用 
状態 こち る 程度 の 差 が 存在 し て お り , と り わ けり PCP-Na 
に 対す る 抵抗 性 が 問題 に な つて いる 現在 に お いて は , 
特に 注意 を 要する 。 すなわち こと の 場合 八田 村 A 地区 は 
PCP-Na で 行 つ た と いわ れる 地区 で あり , 地 
は お そら く PCP-Na を 用 いた こと こと が な いと 思わ れる 地 

き て 以上 の 実験 と 考察 の 結果 か らし て , 水深 性 殺 中 剤 
の 効果 判定 試験 の 標 方 法 と し て は , の 方 適当 
で あろ うと 考え る 。 

(1) 材料 と し て ミヤ イリ ガイ は , な る べく 一 定 地域 
ょ り 同 時 期 に 採取 し た も の を 使用 し , 同一 時 試験 に 使用 
する 上 貝 の 個体 数 は 多い 方 が 望ま し い 。 ま た 同 個体 群 の 数 
に つい て る ぁ も 同様 で ある が , 少く と も 同時 1 群 10 個 体 以 上 
同時 3 群 以 上 の それ が 望ま し い 。 (2) 薬剤 作用 方 法 は 
前 述 し た いわ ゆる 直接 浸漬 法 『T に よる 。 て 3) 薬剤 の 作 
用 時 間 は 48 時 間 と する 。 て (4) 試験 枯 境 温度 は 昨 卵 器 等 
を 利用 し , その 温度 を 一 定 に 保つ 。 具体 的 に は 25"C 前 後 
で 行う とこ と が 望ま し い 。 

な お Moon ら の Immersion test (Moon ら , 1958 う に つ 
いて で ある が , と これ は 直接 浸漬 法 T と ほとん ど 同 様 の 見 
地 か ら 考 案 さ れ た 方 法 で あり , し か も 手技 が 比較 的 簡単 
で ある 。 た くさ と の Moon ら の 方 法 は 封鎖 され た 約 20cc 
の 液 量 中 に 10 = の 上 中 を 浸 潰 し て , 6 時間 後に その 効果 を 


7/7 
/ 
/ 
/ 
3 
7 
/ / 
5°C _o 
量 (PPM) 
| 


昭和 34 年 12 月 (1959)〕 


みる と いう や ゃ や り 方 を と つて いる 。 し か し 私 の 試験 の 結果 
で は , 6 時 間 浸 漬 で は 各 薬 液 濃度 に お ける その 殺 上 中 効果 
が ほとん ど 等 し く 出 て き て いる と いう 鈍感 性 が あり , とこ 
の 点 各 濃度 に お ける 薬液 の 効果 判定 に と つて は 不利 で あ 
る 。 また 原著 者 が 行 つ た と 同一 の 察 境 温度 下 (28C~ 
30°C) で 作用 時 間 を 48 時 間 と する と , お そら く 上 貝 1 = っ 当 
り の 液 量 の 少 い た め と 思わ れる が , 対照 貞 ま で が 或 程度 
死亡 する と いう 3 不利 が ある 。 そ と で 同 法 を 改変 し , 使用 
由 10 っ に 対し て 薬液 を 100cc と し て 同様 の 試験 を 行 つ て 
みる と (第 4, 5 表 参 照 ) この 場合 に は 筆者 の 直接 浸漬 
法 T と ほ く 同 様 の 結果 を 示す と こと が わか つた 。 し か し 柳 
沢 (1959) に よれ 約 7.rmm の 1 っ の 830°C の 
中 に お ける 酸素 消費 量 は 約 4.44dl/1 時 間 で ある と 云う 。 
正常 時 の 水 の 落 存 酸 素 量 は 30 の 場合 , 約 5.26ml/7 で あ 
る の で , かり に Moon ら の Immersion test の 場合 を 考え 
れ ば 20cc の 水 で は 溶存 酸素 量 は 約 105 1 と な り , 10= 
の 上 貝 は と れ を 2 ~ 3 時間 で 消費 し 終る こと に な る 。 Im- 
mersion test の 際 水 表面 を 板 状 サガ ラス で お お うと いう 方 
法 に お いて は 容易 に 酸素 の 補給 は 望め の な い 。 又 同 法 で か 
り に 訪 量 を 貝 10 っ に 対し て 100cc と する も , こと の 場合 の 
溶存 酸素 量 は 約 526zl で , 10 コ の 上 貝 48 時 間 で は その 沙 
存 酸素 量 の ほとん ど 大 部 分 は これ より 早く ( 約 12 時 間 以 
内 ) 消費 せら れ て し まつ て いる 。 し た が つて 被 検 内 の 呼 
吸 に は 悪影響 が お ょ ば ぼ き され て いる こと と は 想像 に か た く な 
い 。 一 方 筆者 の 直接 浸漬 法 『 に お いて は 100cc の 水 で は 
深 存 酸素 量 は 約 526 nl で あり , 10= の 上 貝 が これ を 消費 
すれ ば 約 12 時 間 で ょ * く な る こと と に な る が , し か し こと の 方 
法 で は シヤ ャ ヤー レ の に は な お 200 ml 位 の 空気 の 層 が あ 
る る 人 うこ と と, 又 柳 沢 (1959) に よれ ば , か よう な 状態 
こ お い て は 溶存 酸素 量 を 正常 時 の 402% 程 度 ま で 実験 的 
eis こ に も の が 6 時 間 後 と に は ほとん ど 正 常時 の 量 
まで に 復 し て いる と いう と と 等 より 考え , お そら く 上 貝 の 
呼吸 に 悪影響 を 及ぼ すこ と こと は ま づ な いで あろ うと 思わ れ 
る 
以上 種々 x の 点 よ りこ と これ ら の 方 法 の 比較 こと こ おい て は , そ 
の 目的 と する 殺 具 剤 の 効果 判定 方 法 と し て Moon ら の 
Immersion test お よび その 変 法 は 必ず し も 適当 な 方 法 
と は 云い 得 な い 様 で ある 。 


要 約 


ミヤ イリ ガイ 殺 上 中 剤 の 室内 に お ける 効果 判定 に あ 
討 す る た め に 種々 の 実験 を 行 つ て きた 。 そ の 一 部 は す で 
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に 報告 し た が , 今回 は 更に 各種 方 法 に お ける 薬効 発現 状 
況 の 安定 性 , 薬剤 作用 時 の 温度 が その 薬効 発現 に 及ぼ す 
影響 お よび Moon ら の Immersion test (Moon ら , 
1958) と の 比較 考察 に つい て 試験 し , 次 の 結果 を 得 た 。 

(1) 4 つの 方 法 (Plate method 変 法華 及 び 同 変 法 
『, 直接 浸漬 法 エ 及 び 同 法 T) に お ける 薬効 発現 状況 
を みれ ば , 直接 浸漬 法 』 が 最も 安定 性 を 示し た 。 直接 浸 
(直径 約 12 cm) に 各種 濃度 の 薬液 を 各 100cc 入 れ , 

れ に 被 検 員 10 コ づつ を 入れ て , 薬液 表面 直下 ま で 木 循 人 
ビニ = ニール 網 を か ぶせ , 貝 が 常に 薬 政 に 接触 し て いる 様 に 
する 。 

(2) 薬剤 作用 時 の 温度 は と これ を 一 定 に 保つ た 方 が , 
然 ち ざる 場合 に と 比 し て その 薬効 の 安定 性 を 期待 し 得る 。 
叉 殺 只 剤 の 効果 判定 に あ た つ て は 20°C~30°C の 温度 の 範 
囲 で これ を 行 つ て も よい が , 25°C 前 後 が 最も 適当 で あろ 
うと と が され た 。 

(3) 直接 浸漬 法 『 と Moon ら の Immersion test と 
の 比較 に お いて は , Immersion test は その 原潜 で は 作用 
時 間 が 短 か き に 失 し , これ を 適当 な 時 間 48 時間 ) に し 
た 場合 , 由 の 呼吸 が 阻害 され る と いう 点 で 考慮 を 要 す 
る 。 直接 浸漬 法 『 で は その 様 な こと を 考慮 する 必要 が な 
いと と が わか つた 。 

以上 を 合 し , で に 報告 し た 成績 を も て , 水 
溶性 殺 中 剤 の 効果 判定 試験 の 標準 的 方 法 と し て は 次 の 方 
法 が 適当 で あろ うと 考え る 。 

1) 材料 と し て の ミヤ イリ ガイ は な る べく 一 定 の 地域 

よう り 同 時 期 に 採取 し た , ほ く 同 殻 長 の も の を 使用 する 。 

2) 薬剤 作用 方 法 は 直接 浸漬 法 『 に ょ る 。 

3) 薬剤 作用 時 間 は 48 時 間 と する 。 

4) 試験 は 解 卵 器 な ど 温 度 を 一 定 に 保つ と と が 出来 る 
と と ろ で 行い , その 温度 は 25"C 前 後 で 行 3 。 


稿 を 終る た にあたり, 御 指 導 御 校 閣 を 賜 つ た 国立 予防 箱 
生研 究 所 寄生 虫 部 長 小宮 義孝 博士 に 深く 感謝 の 意 を 表す 
る と と も に, 種々 御 教示 を 賜 つ た 同 部 石崎 , 
岡 一 男 博 士 , 柳沢 十 四 男 博士 及び 同 部 の 諸兄 姉 。 叉 ミ ャ 
イリ ガイ 採取 に 際 し 御 援助 を た まわ つと た 山梨 県 医学 研究 
所 地方 病 利 士 よび 同 科 の 諸氏 に 対し 感謝 の 
意 を 表す る . 
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Summary 


Standardized technics for testing the susceptibility 
of Oncomelania snail to molluscicides were experi- 
mentally in the laboratory. 

In a previous report of this series, the conclusions 
were induced that the direct immersion method ILI. 
(Hosaka 1959) is to be recommendable and the ex- 
posure of snail to compounds for 48 hours assures 
more exact data. 

In the present report, the stability on appearance 
of molluscicidal effect of four methods (modified 
plate method I., IL, direct immersion method I. & 
Il.) were examined comparatively. In the direct 
immersion method II.; especially, the effect of tempe- 
rature on appearance of molluscicidal effect were ob- 
served. On the other hands, immersion test (Moon 
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et. al 1958).was reexamined in comparison with 
direct immersion method II. The results obtained 
were as follows. 

l. In four methods, the direct immersion method 
Il. showed the highest stability on appearance of 
molluscicidal effect. 

2. More exact data was obtained when the snails 
were exposed at an invariable temperature. The 
suitable temperature range for testing the molluscicidal 
effect was 20°-30°C and the optimum 25°C. 

3. The immersion test (Moon et. al. 1958) leaves 
some room for consideration to the following two 
points : a) the period of exposure of snail to compound 
seems to be too short. b) a normal respiration of 
snails seems to be disturbed in such a small amounts 
of media as 20 ce. 

From the results mentioned above, the standardized 
technic for testing the susceptibility of Oncomelania 
snail to molluscicides was considered to be performed 
by the following procedure. 

1) The snails showing the same shell length which 
were collected from the same district on the same 
day should be used as materials. 2) It appears that 
the method for exposure of snail to molluscicides 
should be performed by using the direct immersion 
method II. 3) The time for exposure of snail to 
molluscicides should be performed for 48 hours. 4) 
The assay should be made in an incubator at about 
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新造 コン クリ ー ト 水槽 内 に お ける ょ 、 ヤ イリ ガイ 4 の 
死亡 状況 に つい て 


小 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
(昭和 34 年 7 月 31 日 受領 ) 


日 本 住 血 吸虫 の 媒介 者 で ご ある ミヤ イリ ガイ Oncomela- 
nia nosophora に 関し て は 古く か ら 各 種 薬剤 に よ つ て か 
な り の 効果 を あげ て いる よう で ある が , 未だ に 
は 到達 し て いな い 現 況 で ある 。 そ の 撲 減 対策 と し て は そ 
の 生態 的 特性 を 利用 し て その 生態 学 的 な 撲 減 対策 が 計画 
され , その 具体 的 方 策 と し て は 現今 ミヤ イリ ガイ の 棲 
溝 コン クタ クリート 潮 が 実施 され て いる 。 古く は 
岩田 正俊 (1987) の 報告 が あり , 又 岡 本 (1958) は 広島 
県 の 片山 地方 に お いて ミヤ イ リガ イ の 棲息 し て いる 潮 軍 
の 1 部 分 を 1941 年 に マン クリ ー ト 舗装 和 改 造 し て か ら 10 
ヶ年 経過 し た も の で 和 舗装 し た 部 分 に は 他 の 非 舗装 の 部 分 
より も ミヤ イリ ガイ の 棲息 密度 が 著しく 小さ く , 舗装 潮 
が ミヤ イリ ガイ に 対し て 不適 当 で ある と 報告 し て いる 。 
な お お 佐々木 (1958) は この コン クリ ー ト つい て 検 
討 を 行ない , 潮 コン クタ リー ト 化工 事 と よる ミヤ 
イリ ガイ の 埋没 , コン クリ ー ト 潮 押 化 内 で の 産卵 お ょ 
びび 繁殖 の 阻害 , 水流 に ょ る 上 中 の 流出 , 殺 減 お よび 除去 の 
容易 と いう よう な 利点 が ある と 人 述べ て いる が , 新造 コン 
クリ ー ト 潮 り の 内 へ の 浸出 物質 ( 俗 と いう “アァ 
ク ”) が ミヤ イリ ガイ に 悪影響 を お よ な ばす か , 否 ふか に つい 
て の 検討 は な され て いな いよ う で ある 。 水産 界 と に おぉ いて 
は 新しく 造 つ た コン クタ リート の いわ ゆる “アク ” に つ 
いて は か な り 重 要 視 され て いる よう で あり , 佐伯 C1956) 
は 新造 コン クリ ー ト の 浸漬 水 で の メダ カ , 金魚 の 飼育 試 
験 で コンクリート の “アク” が 魚類 に 対し て 悪影響 を 
お よ ば すこ と と を 報告 し て いる 。 箇 者 らち は 実験 室外 に お い 
て 新造 コン タク リー ト 水 槽 内 と ミヤ イ リ ガイ を 放置 し て , 
その 死亡 状況 を 観察 し , あわ せ て pH 値 の 測定 お よび ミ 
YOSHITAKA KOMIYA, Isa0o HASHIMOTO & Tsu- 
TOMU KOYAMA : The survival of Oncomelania 
nosophora in the newly constructed concrete aqua- 


rium (Department of Parasitology, National Institute 
of Health, Tokyo) 


ヤ ャ イリ ガイ の 援 食 物 と 思わ れる 藻類 の 個数 算定 を も お とこ 
な い , か か る 水槽 が ミヤ イリ ガイ に 対し て 和 悪影響 を お ょ よ 
ば すか , 否 か に つい て 若干 検討 を 試み た の で 報告 する 。 


実験 材料 お よび 方 法 


1) 実験 に た 供し た ミヤ イリ ガイ は 昭和 33 年 10 月 下旬 
山梨 県 中 巨摩 郡 八田 村田 之 岡 の 水田 地帯 の 小 溝 舞 か ら 採 
集 し , 損傷 され て いな い 活 長 6.5 mm' 以 上 の 
も の を 用 いた 。 コン クリ ー ト 水槽 は 第 1 図 に 示し た 如 
《, 現在 山梨 県 た 3# い て 実施 ミ され て いる 日 本 佳 血 吸 虫 予 
防 対策 = テン タリ ー ト 潮 押 規格 第 7 号 を 選び , その 両端 を 
同じ 長 さ で 仕切 っ て 昭和 33 年 10 月 30 日 に 作 仙 し , 同 
年 11 月 13 日 に 土 と 水道 水 を 入れ , 同年 11 月 20 日 か ら 
実験 を 開始 し た 。 温 庶 , よび 降雨 量 は 東京 気 
人 象 観測 所 の 記録 に た ょ つた 。 そ の 水槽 の 内 壁 に は 水 所 よび 
土 の 深 さ に 応じ て , 長 ミ さ 10 ecm, 幅 3 cm の 排水 口 を 設 
け , 中 の 流 出 を 防ぐ ため あめ に, その 排水 日 を 2mm 目 の ピ 
=ー ル で い , また 上 口 か ちら が は い 出 な いよ うに 
ゼニ ー ル で し た 。 コン ジンク リート た 用 いた 土 は 
山梨 に お いて ミヤ ャ イリ ガイ の 棲息 し て いる 附近 の 土壌 で 
あつ て 温度 160C で 1 時間 滅菌 し た 後 , その 
内 に 投入 し , それ に 水 を 入れ て か ら 7 日 後に pH 値 を 測 
定 し て ミヤ ャ イリ ガイ を 放置 し , 以後 その 生存 状況 を 観 守 
し , 適時 に の 個数 算定 を 行なう と 共に 15 日 間隔 で 
pH 値 の 測定 拉 よ び 死 亡 率 の 算定 を 行 な つ た 。 

2) 藻類 の 個数 算定 方 法 は , 土 だ け の コンク リー ト 水 椿 
は 土壌 表面 の 広範 囲 に 下 つ て 0.2g の 土壌 を 取り , そ 
れ に 恭 溜 水 を 加え て 全体 を 20cc と し , 乳鉢 で ょ く 摩 
, し た 後 , トー マ 氏 血球 計算 を 用 いて 土壌 1 g 
当り の 個数 を 算定 し , それ を 万 単位 と し て 表 に 記載 し 
た 。 た だ し 多 細 胞 の も の 3 よび 和 群体 は 全体 を 1 個 と し て 
記録 し た 。 と 土 を 入れ た コンク リー ト は 水中 で 
泳 ま た は 浮 涯 し て いる と 思わ れる も の を 捕捉 する た あめ に 
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第 1 図 日本 血 吸 虫 予防 対策 = ンタ リー ト 

の 構造 (規格 7) 

数 個所 か ら 20 cc, また 場合 に ょ つて は 水 と 底 泥 の 境界 面 
附近 の 泥水 を 同じ 《 20 cc 取り , よく 所 振 し て 前 記 と 同 
様 に トー マ 氏 血球 計算 盤 を 用 いて 原水 lcc 当り の 個数 を 
算定 し , それ を 万 単位 と し て 表 に 記載 し た 。 対 居 の それ 
ぞ れ に 3 いて る も 前 述 と 全く 同様 な 方 法 で 藻類 の 個数 算定 
を 行 な つ た 。 

3) pH の 測定 は 藻類 の 個数 算定 用 と し て の 材料 を 採集 
し た 後 , た だ ち に pH 測定 用 の 材料 を 採集 し て 談 の 如く 
それ を 行 な つ た 。 水 だ け を 入れ た も の お よび 旗 に 土 を 8 
き 水 を 入れ た コジ ン クリート 水槽 は その 中 の 水 を よく 撮 拝 
し て 約 50 cc の 水 を 取り pH メー ター を 用 いて pH を 
測定 し た 。 士 だ け の コンク リー ト 水 槽 か ら は 約 5g の 土 
壊 を 採取 し , それ を 恭 溜 水 で 濾過 し た も の に つき 測定 し 
た 。 対照 実験 の そ を それぞれ に 所 いて も コン クリ ー ト 水槽 の 
場合 の それ と 全く 同様 な 方 法 で 測定 を 行 な つ た 。 

4) 死亡 率 の 算定 は pH 測定 用 の 材料 を 採取 し た 後 , 
た だ ち に 上 中 を その 中 か ら 全 部 取り 出し , 水中 た に た ぉ いて 1 
へ ~2 日間 観察 し て その 生死 を 判定 し た 。 

5) コン クリート 水槽 の 種類 は 第 2 図 に 示し た 如く で 
ある 。 

i) 水 だ け を 入れ た 

A (水深 17 cm・ 投 入 上 中 数 100 個 ) A” (水深 17 cm ・ 
投入 上 只 数 150 個 ) 

ii) に を き , 水 を 入れ た 

B (水深 15 cm・ 土 深 2 cm 投入 中 数 100 個 ) 

B” (水深 15 cm・ 土 深 2 cm・ 投 入 上 中 数 150 個 ) 

iii) だ け を 入れ た 

C ( 土 深 5 cm・ 投 入 上 中 数 100 個 ) 

iv) 水 も 土 % 入れ な い 

D (投入 中 数 100 個 ) 

た だ し 水 だ け を 入れ た 水槽 の み は 検 査 後 その 中 の 水 を 
別 な 容器 に 波 み 出し , 水道 水 で その 洗 葵 を 行ない , その 
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水 を 再び も と の 容器 に 戻し た 。 対 央 実 験 と し て は 上 部 呈 
径 30 cm, 底部 口径 20 cm, 高 さ 20 cm の 植木 鉢 を 用 い , 
只 数 は それ ぞ れ 30 個 と し た 。 と これ ら は それ ぞ れ 上 記 A 
群 , B 群 , C 所 よび D と の それ ぞ れ の 対照 , す な わ ち 4 個 
の 植木 鉢 で 行 つ と た 。 か つ 水 所 よび 土 の 条 件 は 試験 群 と 同 
様 に し た 。 


A (見 100 ) 


B (中 100 B' (見 数 150 ) 
( 100 個 ) D 100 ) 
第 2 図 コン クタ リー ト 水 槽 の 種類 


実験 成績 

1) 東京 に お ける 気 象 概況 

実験 は 昭和 83838 年 11 月 に 開始 し た 。 実験 開始 後 翌年 4 月 
まで 半月 別 の 最高 平均 気温 , 最低 平均 気温 等 に つい て は 
第 8 図 に 示し た 如く で ある 。 平均 気温 の 最低 は 1 月 上 旬 
で 8.4"C, 最高 は 4 月 下旬 で 16.6C で あつ た 。 平均 比 湿 
は 第 4 図 に 示し た 如く 最低 は 1 月 下旬 で 602, 最高 は 4 
月 下旬 で 8726 で あつ た 。 ま た 平均 降雨 量 は 第 5 図 に 示し レ 
た 如く , 最低 は や は り 1 月 下旬 で 12 mm, 最高 は 4 月 下 
旬 で 92 mm で あつ た 。 

2) 死亡 状況 

コン クリ ー ト 水槽 内 に お ける ミヤ イリ ガイ の 死亡 状況 
に つい て は 第 6 図 に 示し た 如く , 何れ に お ぉ いて る も 9380 日 後 
まで は 死亡 する も の が 極 く わずか で あつ た が , 45 日 後 か 
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第 3 図 半月 別 平均 気温 (東京 ) 


ら は それ が 顕著 に 認め られ る よ ょ うに な つた 。 い まそ の 結 
果 を 詳 述 すれ ば 次 の と お り で ある 。 

D A’ 

A よび A' に る 30 日後 まで は 死亡 する ゃ の を 
認め な か つた が , 45 日 以後 か ら そ れ が 認め らち られ, 100 
死亡 時 は 両者 と も 105 日 後 で あつ た 。 すなわち A に 3s 
いて は 45 日 後 で は 23 必 , 60 日 後 で は 48 必 ,。 74 日 後 で 
は 72 の 死亡 率 を 示し , 105 日 後 で は それ が 100 必 で あ 
つた 。 A′ に いて は 45 日 後 で は A ょ り る 死亡 率 が 高 
46 を 示し , 74 日 後 で は 88 105 日 後 で は 100 
で あつ た 。 こ と れ ら の 対 妥 は 45 日 後 10 必 の 死亡 率 が 認め 
られ , 74 日 後 で は 26.7 , 105 日 後 で は 60 , 175 日 
後に いて は 100 あぁ 。 

iD B ょ び 

B に いて は 日後 で は 僅か た に 7 の 死亡 率 が 認め 
られ , 74 日 後 で は 32 , 105 日 後 で は 41 , 175 日 後 
で は 44 あつ た に る 45 日 後に 4 死亡 
率 が 認め られ, 74 日 後 で は 24 175 日 後 で は 34 
あつ た 。 と れ ら の 対 妥 は 45 日 後 ま で は 死亡 する も ゃ の を 
認め な か つた が ,60 日 後 で は 3.3 必 の 死亡 率 が 認め らち られ, 
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第 4 図 半月 別 平 均 比 温 ( 東 京 ) 


74 日 , 92 日 , 105 日 後 で は これ 以上 死亡 する も ゃ の を 認め 
な か つた が , 175 日 後 で は 7 必 の 死亡 率 で あつ た 。 

iii) C 

C に は 45 日 後 か ら か に 2 死亡 率 が 認め 
られ , 74 日 後 で は 12 , 92 日 後 で は 28 タ , 105 日 後 
で は 30 タ の 死亡 率 が 認め ちら れ , 175 日 後 で は 32 で あ 
つた 。 と れ の 対照 は 45 日 後 ま で は 全く 死亡 する も ゃ の が 
認め ちら れず , 60 日 後 は 僅か た に 3 必 。 74 日 後 , 92 日 後 で 
は 何れ も 7 必 , 更に 105 日 後 で は 10 必 , 175 日 後 で は 13 
で あつ た 。 

iv) D 

D に いて は 45 日 後 か ら 僅 か に 2 必 の 死亡 率 が 認め 
られ , 74 日 後 で は 15 必 , 105 日 後 で は 30 必 , 175 日 後 
で は 40 死亡 率 が 認め ちら れ た 。 と れ の 対 
も コン タリ ー ト 水槽 と 同様 な 傾向 を 示し , 175 日 後に お 
いて は コン クリ ー ト より 高い 死亡 率 で あつ 
た 。 すなわち 45 日 後 か ちら 3 必 の 死亡 率 が 認め らち られ , 74 
日 後 で は 16 必 , 105 日 後 で は 30 , 175 日 後 で は 50 〆 
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第 5 図 半月 別 平 均 雨 量 ( 東 京 ) 


の 死亡 率 が 認め ちら れ を た 。 

3) pH の 話 動 状況 (第 7 図 ) 

i) A A' 

A に 所 け る 実験 開始 時 の pH 9.2 で あつ て , 15 日 
後 で は 9.6 と 上 昇 し , 60 日 後 で 最高 と な り 9.8 を 示し , 
74 日 後 か ら 9.4 と 下降 し , 92 日 後 で は 9.1, 105 日 後 で 
は 8.9 で あぁ つ て , 175 日 後 で は それ が 8.3 と 下降 し た 。 
A' に 3 ぉ ける 実験 開始 時 の pH は 9.8 で ぁ つ て, 15 日 後 
で は 最高 と なり 10 を 示し , 30 日 後 で は 一 旦 9.6 と 下降 
を 示す る ゃ も, 45 日 後 か らち 再 び 上 昇 し 始め , 60 日 後 で は 9.9 
と な り , 74 日 後 か ちら 9.5 と な り , 92 日 後 で は 9.1, 105 
日 後 で は 9.0 となり , 175 日 後 で は 8.5 と 下降 し た 。 と 
れ ら の 対 居 実 験 に 拓 け る 実験 開始 時 の pH は 7.7 で あ 
つて , 15 日 後 で は 7.1 と 下降 し , 30 日 後 で は 7.0, 45 日 
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後 で 最高 と を なり 7.6 を 示し た が , 60 日 後 か らち 再び 7.4 
と 下降 し , 74 日 後 で は 7.2, 105 上 日後 で は 7.0, 175 日 
後 で は 6.5 で あぁ つた 。 

B に 実験 開始 時 の pH は A に 比 し 
て か な り 低 く 8.1 で あぁ つて , 15 日 後 で は 8.5 と 上 昇 し , 
45 日 後 で は 9.2, 60 日 後 で は 最高 と な り 9.7 を 示し , 74 
日 後 で は 9.4 と 下降 し 始 あ , 105 日 後 で は 8.8, 175 日 後 
で は 8.6 と 下降 し た 。B′ に 所 ける 実験 開始 時 の pH は 
B ょ り る ゃ 00.6 低く 7.5 を 示し , 15 日 後 か ちら 上 昇 し 始 あぁ , 
45 日 後 で は 8.3, 60 日 か ちら 92 日後 で 最高 と な り 9.2~ 
9.4 を 示し , 105 日 後 で は 8.7, 175 日 後 で は 8.3 と 下降 
し た 。 こ と れ ら の 対 妥 に 拉 け る pH は 最初 に 6.8 を 示し , 
15 日 後 で は 7.2 と 上 昇 し 始 あ , 60 日 後 で は 最高 と な り 
8.0 を 示し ,74 日 後 か らち ら それ が 下降 し ,105 日 後 で は 7.1, 
175 日 後 で は 7.2 で あぁ つた 。 

る 

C に 3 けり る 実験 開始 時 の pH 7.5 で あぁ つて , 30 日 
後 で は 7.6, 60 日 後 で は や ゃ それ が 下降 し て 7.4 を 示し 
92 日 後 で は 最低 と な り 6.7 で あぁ つて , 105 日 後 で は や や 
上 上昇 し て 7.0, 175 日 後 で は 7.2 で あぁ つた 。 と れ の 対照 
に 3 ける pH は 前 者 に た 比 し て か な り 低 《 6.8 を 示し , 30 
日 後 で は 最低 と な り 6.4 を 示し , 45 日 後 か ちら 7.1 と 上 昇 
し , 60 日 後 で 最高 と な り 7.3 を 示し , 74 日 後 か ら 7.0 
と 下降 し , 92 日 以後 は 6.6~6.7 の 間 で あつ た . 

4) 藻類 の 出現 状況 

コン クリ ー ト 水槽 内 に 認め た 藻類 は 第 1 表 に 示し た 如 
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く が も つと も 多く , これ に つい で 緑 , 藍藻 毛 
藻 の 順 で あつ た (以下 第 1 表 参 照 )。 

i) A お よび A′ 

A に 3 ける 藻類 は 92 日後 で は ょ び が 僅 
か に 認め ちら れ た の み で , 他 の 藻類 は 認め な か つた 。175 
日 後 で は 理 藻 が も つと ゃ も 多く, 次 いで 緑 薄 が 認め らち られ, 
と の 他 に 藍藻 が 認め ち れ , 縮 毛 藻 は 認め られ な か つた 。 
A に いて は 92 日 後 で は 僅か に 藍藻 を 認め た の み で , 
他 の 藻類 は 認め られ な か つた 。 175 日 後 で は か な りう り 多く 
の 理 薄 と 僅 か な 緑 藻 が 認 め ら ちら れ , その 他 の 藻類 は 認め 
られ な か つた 。 と これ ら の 対 に た に 拓 い て は 92 日 後 で は ほ 
と ん ど 全 部 の 藻類 が 見 出さ れ , 175 日 後に な いて る ゃ 緒 毛 
藻 が 認め られ な か つた の み で , 他 の 藻類 は ほとんど 認 め 
られ た 。 

Bis ょ び B' 

B に は 92 日後 で は , 藻 は 認め ら 
れ な か つた が , 緑 藻 と か な り 多 《 く の 斑 藻 が 認め ちら れ た 。 
175 日 後 で は 同じ の と 僅か の 緑 , 藍藻 が 認め 
られ , 認め られ な か つた 。 に ける 92 日 後 
は 緑 藻 が も つと ゃ も 多く 認め られ, と の 他 に よび 
藻 は 認め られ た が , 団 毛 藻 は 認め ちら れ な か つた 。 175 日 
後 で は 縮 毛 藻 が 認め られ な か つた の み で , その 他 の 藻類 
は ほとん ど 認 め ら ちら れ , な 拉 と の 他 に 緑 薄 の 遊走 子 ま た は 
配偶 子 と 思わ れる も の が 多数 認め られ た 。 こ とれ ら の 対照 
に 3 ける 藻類 は 92 日 後 で は よび 緑 認め た が , 
藍藻 ょ び 毛 は 認め な か つた 。 175 日 後 で は 毛 
を 認め な か つた の み で , 他 の 藻類 は 認め ちら れ た 。 


第 1 表 コン クリ ー ト 水槽 内 た 所 ける 藻類 の 出現 状況 
A( A B (水深 15 cm*・ (水深 15 C ( 土 
_17 cm) 17 cm) 深 2 cm) 2 cm) _ 対 照 15 cm) 対 
底 泥 泥 水中 底 泥 水中 土 
本 2 7 3 5 0 0 0 1 0 0 0 0 
175 10 0 0 2 0(1) 5 0 0 
92H 1 0 12(14) 0 0 0 0 0 0 0 400 
」75 0 0 0 0 0 0 0 0 
0 0 19 13 1 100 100 
175 昌 50(5) 5 43(1) 3 0 0 5(2) 6 92 100 400 
※680 
洋楽 92 0 0 0(3) 0 30(38) 0 050) 0 1(2) 1400(900) 400(100) 
175E 470(310) 65(65) 0(1) 0 25(230) 0(20) 8(37) 0 0(15) 300(1700) 300 (500) 
ft 2 8 3 36(17) 7 40(39) 25 13(50) 13 2(2) 1500(900) 900(100) 
i 175E 530(315) 70(65) 45(2) 3 40(230) 0(20) 15(39) 6(1) 97(15) 400(1700) 700(500) 
数 字 万 単位 ( ) 死滅 し た 藻類 ※ 緑 藻 の 遊走 子 又 は 配偶 子 と 思わ れる ゃ も の 
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iii) C 

C に 3 ける 藻類 は 92 日 , 175 日 共に 多く の 理 薄 と 緑 藻 
が 認 られ た が , び は 認め られ な か つ 
た 。 と れ の 対 妥 に お ける 藻類 は 92 日 後 で は 藍藻 が 認め 
られ な か つた の み で , 他 の 藻類 は 認め ちら れ , 175 日 後 で 
は , 藻 は 認め られ た が , 藍藻 よび は 認め 
られ な か つた 。 


考察 と 総括 


コン クリ ー ト 水槽 内 に お ける ミヤ イリ ガイ の 死亡 は そ 
の 何れ に あつ て る ゃ も 8380 日 後 ま で は 極 く 僅か し か 認め られ な 
か つた が , 45 日 後 か ら そ れ が 災 閉 に 認め られ る よう に な 
り , 特に A お よび A′ で は 何れ も 45 日 後 か ら 急 激 な 死亡 
率 の 上 昇 が 見 られ , 105 日 後 で は それ が 100 % と な つ 
た 。 一 方 3 お よび B′ で は 何れ も 45 日 後 で は 前 者 に 比 し 
て その 死亡 率 は 低く ,。 105 日 後に お いて も その 死亡 率 は 
412%% 以 内 で あつ た 。C と D は 105 日 後 (死亡 率 802%) ま 
で は 同様 な 傾向 を 示す が , 175 日 後 で は 前 者 の 死亡 率 は 
82%, 後者 の それ は 40% で あつ て , 両者 の 何れ に お いて 
も A お よび A' より も 死亡 率 が 低 か つ た 。 また 以上 の 
各々 の 成績 を その 対照 と 比較 する に , D を 除い て は その 
何れ に あつ て も その 全 期 間 を 通じ て 対 財 の 方 の 死亡 率 が 
低く ,。 特に B お よび B' と C は 著しく 低い 死亡 率 を 示し レ 
て いる 。 

以上 の 如く コン クリ ー ト 水槽 内 に お ける ミヤ イリ ガイ 
の 死亡 率 は 本 実験 の 範囲 内 で は 水 だ け の も の が も つと も 
高く これ に 次 いで 水 と 土 を 入れ た 水槽 , 最後 に 土 だ け 
の 水槽 と 水 も 土 も 入れ な い 水 描 の 順 で あり , 最後 の 二 者 
は 大 し た 差 は な さそ う で あつ た 。 

一 方 コン クリ ー ト 水槽 内 に お ける 水 だ け の 水槽 の pH 
は 実験 開始 時 A 9.2。 A' 9.8 で あつ て , これ の 状態 が 60 
日 後 ま で 持続 する が , "4 日 後 か ら 何 れ も 下降 し 始め , 
175 日 後 で は 前 者 が 8.8, 後 者 が 8.5 と 低く な つて いる 。 
水 と 土 を 入れ た 水槽 の pH は 初め B 8.1, B'Y.5 の も の 
が 15 日 後 か ら 両者 共に 上 昇 し 始め , 60 日 後に お いて B 
9.7,B' 9.4 と 最高 に な る が , Y4 日 後 か ら 水 だ け の 水槽 と 
ほぼ 同様 な 傾向 を と り そ れ が 下降 し た 。 土 だ け の 水槽 の 
pH は 水 だ け の 水槽 お よび 水 と 土 を 入れ た 水槽 に 比較 し 
て 著しく それ が 低く , pH 6.7~ 7.6 の 間 で あつ た 。 以 上 
の 成績 を その 対照 と 比較 する に , 土 だ け の 水槽 を 除い て 
は 何れ に お いて も 全 期 間 を 通じ て 対 央 の 方 の pH が 著 レ 
く 低 く , 最低 pH 6.4, 最高 pH 8.0 で あつ た 。 

以上 の 如く = コンク リー ト 水 槽 内 に お ける pH は 水 だ け 
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の 水槽 が も つと も 高く これ に 次 いで 水 と 土 を 入れ た 水 
槽 , 土 だ け の 水槽 の 順 で あつ て , 死亡 率 の その 順 と 医 眉 
一 致し た 。 実験 群 お よび 対照 群 共 に 一 般 に 60 日 を 境 と し 
て それ 以後 か ら は 次 第 に 低下 する 傾向 が あぁ ある の は 降雨 の 
た め の 自 然 換水 と に よる と 考え られ , 60 日 以前 は 降雨 が あ 
つた に も か か わら ず , pH が 上 昇 し て いる の は 初め の う 
は コン クリ ー ト の 浸出 物質 が 著しく 多い と と に 基く も の 

と 考え られ る 。 

次 に 藻類 の 出現 状況 と 死亡 状況 と の 関係 を 技 ず る に , 
コン クリ ー ト 水槽 内 に お ける 藻類 の 出現 は 水 だ け の 水 横 
の 92 日 後 を 除い て は 何れ に お いて る も 比較 的 多く の 藻類 が 
認め られ た 。 以 上 の 各々 の 成績 を その 対照 と 比較 する に , 
水 だ け の 水槽 は 92 日 後 で は コン クリ ー ト 水槽 より も 対照 
の それ が か な り 多 く , 175 日 後に と な る と 逆 に 対 央 の それ 
より も ニコ ンク リー ト 水 槽 の 方 が 著しく 多 か つ た 。 と こと れ は 
中 の 死亡 率 が 100 に な つた 105 日 後に お いて 藻類 が 増 
殖 し た の か も 知れ な い 。 と の 水 だ け の 水槽 を 除い て は 何 
れ に お いて も ニン クリ ー ト 水槽 と それ の 対 央 と で は 著 レ 
い 差 が 認め られ な か つた こと と , お よび 藻類 の 出現 状況 と 
ミヤ イリ ガイ の 死亡 率 と は 特に 顕著 な 平行 関係 は 認め ら 
れ な か つた こと と 等 か ら 接 ずる に , この 場合 の ミヤ イリ ガ 
イ の 死亡 の 原因 は むき しろ pH の 変動 を 任 な う “アク "の 
影響 の 方 が 大 きい よ うに 考え られ る 。 

セメント は 佐伯 (1956) に ょ る と 石灰 石 と 粘土 を 高温 
で 焼き , 少量 の 石 彰 と 一 緒 に 細 粉 し た も の で , その 成分 
は 20~25%, ALO; 3~8 %, Fes0; 2~5 %, CaO 
60~66% で あつ て ,。 と この うち CaO が 大 部 分 を 示し て お 
り ,。 と この セメント と 砂 , 砂利 お よび 水 と か ら コ ンク リー 
ト が 作ら れ , と の 時 の 反応 は COALO,+nH:O+COa> 


CaO・SiO,・xH:0 
ALO: で あっ て 。 それ が 固化 する 


際 に 著 量 の 旋 酸 を 吸収 し , 水中 より その 応 酸 が 吸収 され 
る と , H++HCO;- の 反応 が 右 に 
進ん で 炭酸 イオ ン が 増加 し て pH 値 が 上 昇 し , アル カリ 
性 に な る と いう 。 同氏 が 新造 モル タル ブロック の 浸漬 試 
験 を 行ない , その 中 で メダ カ , 金魚 の 飼育 試験 を 行 な つ 
た 結果 に ょ る と , これ は 60 分 で 死亡 する 。 し か し 同じ と 
の 浸漬 水 に 稀 塩 酸 を 入れ て アル カリ を 中 和 し , 稀 薄 な 
重 萌 水 で pH 7.5 と し た も の で の 同様 で の 飼育 試験 で は 
24 時 間 以 内 で は 魚 に 異常 を 認め な か つた と いう 。 こと この 
と と か ら 新造 コン クタ クリート の 浸出 物質 , いわ ゆる “ ア 
ク "” は 魚 に 対し て か な り 和 悪影響 を お よ ぼ ば す も の で ある と 
述べ て いる 。 
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以上 を 参 楓 し て 考え て 見 る に , ミヤ イリ ガイ に お いて 
ぁ も また , その 長期 間 飼 育 時 に お いて は pH の 高い 水 だ け 
の コン クリ ー ト 水槽 で は コン クタ クリート の いわ ゆる “ ア 
ク ” の 影響 が 他 の 場合 より も か な り 強 く 貝 体 に 働く も の 
と 視 像 され る 。 も つと も と の こと と は ミヤ イ リガ イ の 援 食 
物 と 思わ れる 藻類 も “アク ” の 作用 を 受け て 繁殖 し に く 
か つた た め た か , 間接 的 に 上 内 の 死亡 率 に 影響 を 与え る 可 
E 性 を 全然 否定 する も の で は な い 。 一 方 水 と 土 を 入れ た 
コン クリ ー ト 水槽 の pH は 水槽 内 の 土壌 の 緩衝 作用 に 
ょ つて 緩和 され る た め た か , pH の 上 昇 が 徐々 に 行なわ 
れ た と と か ら , 眼 体 へ の 影響 は A お よび A′' ほど で は な 
いと 考え られ る 。 ま た こと こと で は 藻類 も 比較 的 多く 認め ら 
れ て いる と いう こと と も , その 死亡 率 が A お よび A′ に 比 
し て 低かっ つた と と の 原因 の 一 部 を な し て いた か も し れ な 
い 。 更 に 土 だ け の 水槽 お よび 水 も 土 も 入れ な い 水 槽 で は 
水 を 入れ た 水槽 より も は る か に 低い ミヤ イリ ガイ の 死亡 
率 を 示し て いる が , これ ら に あつ て は , より 雨量 が 多い 
場合 に お いて も 排水 口 か ら の 余分 の 水 の 除 去 お よび 土壌 
中 へ の 浴 透 等 に より “アク” の 作用 は 一 時 的 で あつ た と 
解釈 すれ ば , か か る 死亡 率 の 低い こと も 一 応 説明 し えら 
れる 。 な お 本 実験 に 用 いた 容器 に 対し て 投入 中 数 100 お 
ょ び 150 個 と いう 程度 の 密度 の 差 で は 考慮 すべ き 差 は ほ 
と ん ど 認 め ら れ な か つた 。 な お 中 古 コ ヌン クタ クリート 水 槽 内 
に お ける ミヤ イリ ガイ の 生存 状況 に つい て は 今後 検討 す 
る つも り で あ る 。 

要 約 

新造 コン クリート 水槽 内 に お ける ミヤ イリ ガイ の 死亡 
状況 を 観察 し , あわ せ て pH 値 の 測定 お よび 藻類 の 個数 
奄 定 を 行ない 。 コン クタ リート 水槽 が ミヤ イリ ガイ に 対し 
て 悪影響 を お よ ょ ぼぼ すか 否 ふ か に つい て 検討 し た 。 そ を の 結果 
を 要約 すれ ば 次 の 如く で ある 。 

1) コン クリ ー ト 水槽 内 に お ける ミヤ イリ ガイ の 死亡 
率 は , 水 だ け の 水槽 は 45 日 後 か ら 急 激 な 上 昇 を 示し , 105 
日 後 で 100 芝 と な つた 。 そ の 対照 は 45 日 後 か ら 僅か の 死 
亡 を 示し , 105 日 後 で 60%. 175 日 後 で 100% で あつ た 。 
水 と 土 を 入れ た 水槽 , 土 だ け の 水槽 お よび 水 も 土 も 入れ 
な い 水 槽 は 何れ も 45 日 後 か ら 若 干 の 死亡 を 示し た が , 105 
日 後 で 412% 以 内 , 1?5 日 後に と 到 つ て も 442% 以 内 で あつ た 。 
それ ら の 対照 は 水 も 土 も 入れ な いも の を 除い て は 何れ に 
あつ て る も 例 期 間 を 通じ て 実験 群 の 死亡 率 よ り も 低く , 特 
に 水 と 土 を 入れ た 水槽 は 著しく 低い 死亡 率 を 示し た 。 

2) コン クリ ー ト 水槽 内 に お ける pH 値 は , 水 だ け の 
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水槽 で は pH 9.2~10 が "4 日 後 ま で 持続 する が , それ 以 
後 か ら は 徐々 に 下降 し , 105 日 後 で は pH 8:9~ 9.0 で 
あつ た 。 水 と 土 を 入れ た 水槽 は pH 7.5~ 8.1 よ り 上 昇 

し ,。 60 日 後 で は pH 9.4~ 9.7 と 最高 に と なり, それ 以後 
か ら は 徐々 に 下降 し て 105 日 後 で は pH 8.7~ 8.8 で あ 
つた 。 土 だ け の 水槽 の pH は 水 だ け の 水槽 お よび 水 と 土 
を 入れ た 水槽 に 比較 し て 著しく 低く , pH 6.7 か ら 7.6 の 
間 で あつ た 。 そ れ ら の 対照 は 土 だ け の 水槽 を 除い て は 何 
れ に あつ て も 全 期 間 を 通じ て 対照 の 方 が pH が 著しく 低 
く , 最低 pH 6.4, 最高 pH 8.0 の 間 で あつ た 。 

8) コン クリ ー ト 水槽 内 に お ける 藻類 の 出現 は , 水 だ 
け の 水槽 の 92 日 後 を 除い て は 何れ も 比較 的 多く の 藻類 が 
認め られ た 。 そ を それら の 対照 は , 水 だ け の 水槽 は 92 日 後 で 
は コン タク リー ト 水 槽 より も 対 照 の 方 が 多く , 175 日 後に 
な る と 逆 に 対照 の それ より も コン クリ ー ト 水槽 の 方 が 著 
し く 多 か つた 例 を 除い て は 何れ に お いて も コン クタ ク リート 
水槽 と それ ら の 対 照 と で は 著 レ き 差 を 認め な か つた 。 

4) 以上 に より 新造 コン クタ リー ト 水 槽 内 に ミヤ イリ ガ 
イ を 長期 飼育 し た 場合 に は 貝 体 は ヌン タリ ー ト の いわ ゆめ 
る “アク” の 影響 を 受け その 死亡 率 が 高まる と こと が 想像 
され た 。 た だ し こと の こと と は 水槽 飼育 環境 に お ける 藻類 の 
消長 が 同 内 の 死亡 率 に 影響 を 与え うる と と を 全く 否定 す 
る も の で は な い 。 
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Summary 
To know the survival of Oncomelania nosophora 
in the newly constructed concrete aquarium, ex- 
periments were carried out and the results are sum- 
marized as follows : 
1) The death rate of snails placed into the newly 
constructed concrete aquarium with water rose rapidly 
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on 45th day, and became 100% on 105 th day. In 
aquaria with soil, with and without soil and water, 
the rates were less than 10 % on 45 th day, less than 
41% on 105 th day and less than 44% on 175 th day. 

2) The pH value of the water in the aquarium with 
water varied between 9.2 and 10.0 till 75th day, 
and afterwards decreased to 8.4. In the aquarium 
with water and soil initial pH value was 7.8, and 
on 60 th day it increasd to 9.6. With the lapse of 
time, however, the value increased to 8.5 on 175 th 
day. In the aquarium with soil the pH were low, 
namely pH 6.7-7.6 throughout the period of obser- 
vation, as compared with the both mentioned above. 

3) Many algae were usually found in all aquaria 
except the aquarium with water only. 

4) In conclusion, the water in the newly constru- 
cted concrete aquarium was noxious to O. rn0sophora. 
It seems that such a noxious condition was produced 
by the lime which was given from the fresh concrete. 
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ヤ イ リガ イ の 細胞 の 発育 状況 と その 
と の 関係 に つい て 


橋 本 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
(昭和 34 年 7 月 31 日 受領 ) 


日 本 住 血 吸 虫 の 中 間 宿 主 ミ ヤ イ リガ イ に 関し て は 王 培 
信 ら (1956) に よ ょ つて O. gxpensis の 生殖 巣 の 組織 学 的 
な 検討 が な され て いる が , OO. rosophora の 生殖 細胞 の 
発育 に つい て の 文献 は 見 当ら な いよ う で ある 。 生物 の 成 
体 , 幼生 の 別 は 生物 学 的 に は 一 般 に 性 的 完熟 の 時 期 を も 
つて する の が 普通 で あり , 日 本 住 血 吸虫 の 媒介 者 と し て 
重要 な ミヤ イリ ガイ の 稚内 と 成熟 貞 と の 区 別 は 防疫 上 重 
要 な 基礎 資料 で ある に も か か わら ず , と の 種 の 研究 は あ 
まり 行なわ れ て いな い 。 従 つ て と の 点 を 解明 すべ く 生 殆 
細胞 の 発育 状況 と その 殻 長 と の 関係 に つい て 検討 を 行 な 
い , あわ せ て 成熟 生殖 細胞 の 出現 状況 を も 検討 し て , 単 
に 生物 学 的 研究 と し て で な く , 防 疲 と の 関連 に お ける 基 
礎 研 究 と し て の 意図 の る も と に 研究 を 行 な つ た 。 


実験 材料 お よび 方 法 


1) 実験 た に 供し た 貝 は 昭和 834 年 8 月 下旬 か ら 4 月 中 旬 
山梨 県 中 巨摩 郡 田村 田 岡 の 水田 地帯 の 小 溝 ら 
集 し た 。 上 貝 は 水 で よく 洗い , 上 躍 殻 に 附 着 し て いる 砂 土 や 
汚物 を 除去 し , 破損 お よび 人 し て いな い 活 
溢 な る の を 選び , その 雌雄 は 湖 検 に よっ つて 判別 し た 。 

2) 8~8mm の を 0.5 mm 間隔 に 計測 
し , 毅 長 お よび 性 別に ょ つて 22 群 に 分 け て 各 群 を 80~50 
個 と し , 軟体 部 に 損傷 を 与え な いよ うに し て 上 貝殻 を 壊 わ 
し, 精巣 お よび 卵巣 を 取り 出し , 中 用 の 生理 的 食塩 水 に 
て 浸漬 し つつ 細 析 し , 内 容 を 生鮮 標本 で 観察 し , 生殖 細 
胞 の 出現 を 記録 し た 。 卵 梨 内 の 卵 母 細胞 は 解剖 する こと と 
に ょ っ つて ほとん ど が 壊 わ れ て し まい , 精巣 内 の 精子 の よ 
うに 生体 の 状態 で それ を 観察 する の が 不可 能 で あつ た た 

IsaA0o HASHIMOTO: The relation between the 

growth of germcell and ‘the shell length of Oncome- 


lania nosophora (Department of Parasitology, Nat- 
ional Institute of Health, Tokyo) 
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め に , 卵 トル イジ ンプ ルー・ ホ ル マ リ ン 液 (0.28 
NaCl 95 cc・ ホ ル マ リ ン 5cc・ ト ルイ ジン プルー 粉末 0.1 
g) で 固定 染色 人 後 細 析 し て 観察 し た 。 た だ し 輪 卵 管内 の 
※ 卵 細胞 は 解剖 中 に 壊 わ れる と いう と と は な か つた の で , 
生鮮 材料 で 観察 し た 。 な お 貯 精 生鮮 標本 に より 観察 
し た 。 生鮮 材料 の 観察 に は 必要 に 応じ て 位相 差 顕 微 鏡 

(千代 田 NDL) を も 使用 し た 。 

8) また 巣 は ブ ア ン 固定 フィ ン 包 埋 , マイ 
ヤー 氏 へ マト キシ リン ・ エ オジ ン 二 生 染 色 を 行 な つ て 切 
片 標本 と し , その 組織 お よび 生殖 細胞 に つい て 検討 を 行 
な つた 。 切片 標本 の 厚 さ は 約 8x で あつ た 。 


成 


1) に つい て 

i) 精巣 は 中 腸 腺 に 包ま れ , 通常 精子 を 充満 し て いる 場 
合 に は 薄 紅 色 を し , 僅か に 光沢 を 帯び て いる が , 精子 
を 包含 し て いな い 場 合 と は 透明 で ある 。 精巣 内 の 精子 の 
大 き さ は 頭 部 10 g。 尾部 80~90 g, 全長 90~100m で あ 
つて , 位相 差 頭 徴 鏡 と よ ょ つて 頭 部 に 螺旋 構造 の 存在 を 認 
め た (写真 1 一 6・7。 

ij) 精巣 内 に お ける 精子 は 第 1 図 に 示し た 如く , 玄 長 
3.5 mm の も の か ら 僅 か に 認め られ , 縦 張 肪 の 有無 記 か . 
か わら ず , 衣 長 5.0 mm 以上 の も の で は 100 に 認め 
られ た 。 

抽 ) 精巣 に お いて は , 殻 長 3.0 mm の も の で は 精 原 細 
胞 お ょ び 精 母 細胞 が 見 られ , それ ら の 減数 分 列 期 像 も 見 
られ た (写真 1 一 1)。 毅 長 3.50 mm に な る と 減数 分 列 期 
像 お ょ び 分 列 後 の 形態 変化 途上 に ある 紡 舞 形 精 母 細胞 が 
見 られ , 精 母 細胞 お ょ び 精 子 形 成 の 完了 し た も の を 同時 
に 見 られ た (写真 1 一 2・3)。 毅 長 4.5 mm の も の で は 
紡 針 形 精 母 細胞 が 多く 見 られ , 僅か に 精 母 細胞 お ょ び 減 . 


 ※ 正 確 に は 卵 坪 細 胞 も 混 じ て いる が , と と で は と の よ 
うに 呼ぶ こと に する . 詳し く は 論議 で 説明 する . 
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数 分 列 期 像 が 見 られ , 精子 は すでに か な り 多 くく 形成 され 
て へ マト キシ リン で 濃 染 され る も の を 認め た (写真 1 一 
4)。 毅 長 5.0 mm 以上 の も の か ら は へ マト キシ リン で 
濃 染 され る 精子 が 無数 に 常に 認め らち られ た (写真 1 一 5)。 

2) に つい て 

i) 卵巣 は 中 腸 腺 に 包ま れ , 中 体 の 頭 部 へ 向 つ て 輪 卵 管 
を 発し て お り , 通常 卵 母 細胞 を 充満 し て いる 場合 に は 黄 
乳白 色 を し , 未 は 透明 で ある 。 上 記 濃 度 の ト 
ルイ ジン プル ー・ ホ ルル マリン 液 固 定 染色 で は 卵 母 細胞 は 
あま り 染 着 し な か つた 。 輸 卵 管内 の 卵細胞 は 大 体 い つも 
輸 卵 管 の 上 部 に お いて は 数 個 , 輸 卵 管 の 中 部 で は 1~2 
個 が 認め られ , 更に と 下 つて いわ ゆる 貯 精 喪 に 近い 輸 卵 管 
で は 1 個 づ っ 1 列 に 並ん で いる の が 見 られ た 。 卵 巣 内 の 
卵 母 細胞 は 人 ほ 球形 で その 大 き さ は も つと も 大 き な も の 
で 180~ 200 x で あつ た (写真 2 一 わ 。 輪 卵 管内 の 卵 細 
胞 の 大 き さ は 卵巣 内 の も つと も 大 きい 卵 母 細胞 と ほとん 
ど 同 じ で あつ た (写真 2 一 5 う 。 輸 卵 管内 で は 減数 分 裂 途 
上 に ある と 思わ れる 像 を 示す 成熟 卵 母 細胞 も 認め た ( 写 
真 2 一 7・8)。 

ii) 雌 員 に お ける 生殖 細胞 は 卵巣 お よび 輸 卵 管内 と お 
いて 認め た が , 受精 貯 精 卵 等 に は 認め な 
か つた 。 卵巣 内 に お ける 有 卵 母 細胞 は 第 1 図 に 示し た 如 
く , 肪 の 有無 に か か わら ず 4.0 mm の も の か 
ら 僅 か に 認め られ , 毅 長 6.0 mm 以上 の も の で は 100 
2% に 認 た 。 輸 卵 管 内 と お ける 卵細胞 は 第 1 図 に 示し た 如 
く , 縦 張 の 発育 し た の 5.5 mm の も の か ら 
僅か に 認め られ , 長 7.5 mm 以上 の も の で は 100 
に 認め た 。 を 通じ て が か な り 大 で ある に も か 
か わら ず , 終 張 助 の 明らか で な いも の が あつ た が , これ 
は ほとん ど 一 致し て 生 殆 流 の 発達 が 悪 か つ た 。 
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第 1 ミヤ イリ ガイ の 生殖 細胞 出現 状況 
卵 お いて は , 8.0~ 8.5 mm の も の で は 
卵 母 細胞 全体 が ヘマ トキ シリ ン に 濃 染 し , か つ 小 形 で あ 
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り , 卵巣 内 壁 に 大 小 と り ま ぜ せ て 排列 し て いる (写真 2 一 
1) う 。 殻 長 4.0 mm の も の か ら は へ マ トキ シリ ン に 濃 染 
する 上 記 卵 母 細胞 が 同様 に 見 られ る が , その 他 に それ よ ょ 
りや や 大 きく , し か も 淡 染 する も の , エ オ ジン 題 粒 を 含 
もの , 大 形 オジ ン を も の 等 各種 の 発育 段階 
を 示す 卵 母 細胞 が 見 られ た 。 し か し 大 形 キ エ オ ジン 短 粒 を 
含 母 細胞 は 数 が 少な か つた 。 6.0 mm 以上 の 
も の か ら は 前 述 の 如き 各種 の 細胞 が 見 られ た が ,。 と これら 
の 卵 母 細胞 は 卵巣 内 壁 に 大 小 と り ま ぜ ぞ て 排列 し て お り , 
大 形 ェ = オ ジン 題 粒 を 持つ た 卵 母 細胞 は 卵巣 内 壁 に 附 着 し 
て いる も の と , そこ と か ら 遊 離し レ て いる よう な 像 を 示す も 
の が 見 られ た (写真 2 一 2・3)。 輸 卵 管内 と お ける 卵 細 
胞 は な 卵 梨 内 の 成熟 卵 母 細胞 と 同様 に 大 形 = オ ジン 和 題 粒 を 
含ん で お り , それ が 骨 長 5.0 mm の も の か ら 認め られ 
た 。 通常 輸 卵 管 の 上 部 に お いて は ェ オ ジン 赤 染 題 粒 を も 
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"第 2 図 ミヤ イリ ガイ の 精 精子 出現 状況 


つた の 卵細胞 が 見 られ た 。 和 輸 管 の 中 部 で は が 
ェ オ ジン に 赤 染 する 卵細胞 1~ 2 個 , 更に と 下 つ て 貯 精 埋 
に 近い 場所 で は 1 個 の 卵細胞 が 見 られ た 。 

貯 精 喪 は 通常 精子 を 貯蔵 し て いる 場合 こ は 茶 褐色 を 量 
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2— し レ , 精子 を 貯蔵 し て いな い 場 合 こ は 透明 で ある 。 貯 精 費 。 れ に 伴 な う 極 体 の 放出 や 受精 等 の 一 連 の 現象 を 捕え て い 
濃 染 内 の 精子 の 頭 預 部 の 大 き さ は いづ れる も 精巣 内 の 精子 の 大 な い の で 輸 劉 管内 で 認め た 生殖 細胞 (一 応 卵 細胞 と し た ) 
. れ ょ よ き さ と ほとん ど 同 一 で ある が , 尾部 と な る と 正常 型 の 精 は 正しく は 卵細胞 ぱか り と は 云え な い 。 お そら く 各 時 期 
子 に 混 て 頭 の み の も の や , 尾部 が 切れ か か つた も の 母 細胞 も じ て いる も の と 考え られ る 。 杉浦 C1988) 
段階 の 等 が 認め の ちら れ た (写真 1 一 8)。 また 正常 型 の 精子 は 運 。 は ミヤ イリ ガイ の 発生 と つい て 検討 を 行ない , 卵 割 は 
粒 を 動 性 を 有する が , それ 以外 の も の は 運動 性 が 不 顕 著 で あ 卵 後 と 行なわ れる と 述べ て いる と と か ら , 写真 2 一 7・ 
Ep つた 。 た だ し 受精 電 内 で は 貯 精 電 内 で 認め た よう な 異常 。 8 の 如き 卵 母 細胞 の 減数 分 裂 は 体内 に お いて 行なわ れる 
a 精子 は ほとん ど 見 受け ず , ほとん ど 正 常 型 精子 で あつ た 。 も の と 考え られ る 。 輸 卵 管内 の 生殖 細胞 は 卵 母 細胞 と 卵 
Dp, 貯 精 電 内 精子 の 存在 は 第 2 図 に 示し た 如く , 縦 張 助 の 発 。 細胞 の 混 じ た も の で あろ うと いう こと と は 輸 卵 管 以 外 の 卵 
着 し 育 し た み に お よそ 5.5 mm の も の か ら 供 か に 膜 腺 産卵 附 近 に 存在 する 生殖 細胞 お ょ び 産 みみ 出 さ 
すす も 認め ちら れ , 毅 長 7.5 mm 以上 の も の で は 100 に 認め れ た 新しい 卵 等 と 比較 検討 すれ ば 分 明 す る と 思わ れる 
卵 細 られ た 。 が , こと で は 成熟 生殖 細胞 が いつ 頃 か ら 出 現す る か と い 
粒 を a う 点 に 重点 を 置い た の で , この 問題 に つい て は 今後 の 検 
られ 討 に 伺 た な けれ ば な ら な い 。 輸 卵 管内 の 卵 母 細胞 も し く 
を も ミヤ イリ ガイ の 生殖 巣 の 発育 を 雌雄 別に 見 る と 次 の 如 は 卵細胞 お ょ び 貯 精 電 内 精子 の 発見 は 縦 張 肪 の 発育 し た 


く で ある 。 お ける 精巣 は 3.0 mm の も の で の み に 5.5mm の も の か ら 僅 か に 認め られ , 


は 精 原 細胞 お ょ び 精 母 細胞 と , それ ら の 減数 分 列 期 像 が 
認め らち られ, 毅 長 8.5 mm の も の に お いて は へ マト キシ リ 
ン に 濃 染 する 精子 が 僅か に 見 られ た 。 毅 長 5 mm 以上 の 
も の か ら は へ マト キシ リン に 濃 染 する 精子 が 常に 無数 に 
見 られ た 。 また 生鮮 標本 と お いて も 吉 長 5.0mm 以上 の 
も の で は 100% に 精子 が 認め られ た 。 著者 (1959) は ミヤ 
イリ ガイ の Penis 透視 法 に ょ る 雌雄 判別 の 的 中 率 は 衣 
長 3.1~ 4.0 mm の も の で は 602, 衣 長 4.1~ 5.0 mm 
の も の で は "2%, 帝 長 5 mm 以上 の も の か ら は 92% と い 
うか な り 高 い 的 中 率 を 有する と と を 認め て いる 。 以 上 の 
諸事 実に より 精巣 の 発達 に 伴 な つて Penis 透視 法 に よ 
る 雌雄 判別 の 的 中 率 が 高 ま つ て くる と と が わか り , 雄 中 
の 場合 は 毅 長 5 mm 以上 た に な る と 大 体 性 的 に 成 熟 し て い 
る も の と 考え て よさ そう で ある 。 

一 方 雌 員 の 卵巣 内 に お ける へ マ トキ シリ ン に 濃 染 する 
細胞 は 幼 弱 , いわ ゆる 幼 期 の 卵 母 細胞 で あつ て , それ の 
発達 に な つて ェ オ ジン に 赤 する が 現われ , その 
後 完熟 し た ※ 有 卵 母 細胞 と な つて その 卵巣 内 壁 か ら 遊離 
し , 輸 卵 管内 え 脱 落す る の で は な か ろう か と 考え られ る 。 
卵巣 内 の 卵 母 細胞 の 膜 は 薄い が , 輸 卵 管内 の 卵細胞 の 肝 
は それ に 比べ て 割合 厚く , 受精 膜 様 の も の が 認め られ る 
が , 受精 の 瞬間 を 捕え る こと が で き な か つた の で , は つき 
り 受 精 膜 と は 云い きれ な い 。 ま た 輸 婦 管 内 節 母 細胞 で 減 
数 分 列 を 認め た が , 卵 の た め の 減 数 分 裂 は 輸 管 
内 で も 起 る と 考え られ る が , 第 1 分 列 , 第 2 分 裂 お よび そ 


※ と の 卵 母 細 胞 は 標 体 の 放出 を 捕え て いな い の で , 第 
1 次 の も の か , 第 2 次 の も % も の か は 不明 で ある 。 


7.5 mm 以上 の も の で は 総 べ て に 認め た と と か ら , お そ 
らく 張 発育 し た 性 的 に 成 て いる も の と 推 
定 さ れる が , 生殖 喘 官 の 発育 と 縦 張 助 の 発育 は 極め て 密 
接 な 関係 が ある も の と 思わ れる の で , と の と と に つい て 
は 目下 検討 中 で ある 。 ま た 以上 の 如く 毅 長 より 見 た 場合 
は 雄 由 の 方 が 雌 員 より も 性 的 成熟 期 が や や ゃ 速い よう に 考 
えら れる 。 


要 約 


ミヤ イリ ガイ の 性 的 成 競 期 を 明らか に する た め に 生 殆 
細胞 の 発育 と その 関係 に つい て 検討 を 行ない , あわ せ て 
成熟 生殖 細胞 の 出現 状況 に つい て の 検討 を る 試み た 。 そ 
の 結果 を 要約 すれ ば 次 の 如く で ある 。 

1) 精子 の 大 き さ は 90~ 100 x で あつ た 。 

2) 毅 長 3.0 mm も の で の 精巣 で は 精 原 細 胞 , 精 母 細 
胞 よび 減数 分 列 像 を 認め た 。 8.5 mm の も の 
で は 減数 分 列 期 像 , 紡 押 形 精 母 細胞 等 の 他 に 僅か の 精子 
を 認め た 。 衣 長 5.0 mm 以上 の も の で は へ マト キシン シリ 
ン に 濃 染 する 精子 を 常に 無数 に 認め た 。 

卵巣 内 の つ と も 大 きい 母 お ょ よび 輸 内 
の 卵 母 細胞 も し く は 卵細胞 の 大 きき さ は 180~200 g で あ 
つた 。 

輸 管内 の 卵 母 細胞 も し く は 卵細胞 は 5.5 
mm の も の か ら 僅 か に 認め られ , 長 7.5 mm 以上 の 
も の で は 総 て に これ を 認め た 。 

5) 輸 卵 管内 の 卵 母 細胞 で 成熟 分 列 像 を 認め た 。 

6) 3.0~3.5 mm の も の で の 卵巣 は 全体 が ヘマ 
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トキ シリ ン に 濃 染 する 小形 の 幼 若 卵 母 細胞 が 氏 巣 内 壁 に 
排列 し て いる の を 認め た 。 毅 長 4.0 mm の も の か ら は 幼 
期 の も の , ヘマ トキ シリ ン に 淡 染 する や や 大 形 の も の お 


よび ェ オ ジン 粒 を 合 だ 大 形成 母 細胞 を 認め た 。 


7) 精 精子 の 発見 は 5.5 mm の も の か ら 
認め られ , 毅 長 7.5 mm 以上 の も の で は 総 べ て に 朗 め た 。 
稿 を 終る に あたり 御 指 導 , 御 校 関 の 労 を 賜 つ た 予 研 寄 
生 忠 部 々 長 小宮 義孝 博士 ぉ よび 同 部 小山 力 技官 た 感謝 の 
意 を 表し ます 。 種 々 御 教 示 を 賜 つ た 都立 大 学生 物 学 教室 
団 勝 博 士 よび 麻布 医科 大 学生 物 学 教室 板垣 
感謝 いた し ます 。 種々 御 教示 を 賜 つ た 予 研 寄 生 虫 部 安 羅 


岡 一 男 博 士 , 柳沢 十 四 男 博士 # よび 同 部 の 諸兄 姉 , 


また 


実験 材料 の 採集 た に際し 御 接 助 を 賜 つ た 山梨 県 立 医学 研究 
所 地方 病 科 飯島 利 族 博士 ょ び 同 科 の 諸氏 に 感謝 いた し 


ます 。 
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Summary 


This study was undertaken in an attempt to 
elucidate the relation between the occurence of germ 
cells in genital organs and shell-length of Oncomelania 
nosophora, snail ietermediate host of Schistosoma 
japonicum. Results obtained from morphological 
observation were summarized as follows : 

1) Relation between male germ cells and shell- 
length: In the snail being 3.0 mm in shell-length 
spermatogonia and spermatocytes in some of which 
maturation division occured, were recognized in the 
testes. But no spermatozoa were observed in them. 

In snails measuring 3.5 mm in length a few sper- 
matozoon with a length of 90 to 100 was observed 
together maturation division and spindle-like-shaped 
spermatocytes in their testes. 

Numerous spermatozoa dark-stained with haem- 
‘atoxylin occured in the testes of snails measuring 
5.0mm or more (in length). The occursnce of 
spermatozoa in seminal vesicle were rearly recognized 
in the snail with length of 5.5 mm and were always 
observed in those of 7.5 mm or more (in length). 

2) Relation between female germ cells and shell- 
length: In the snails measuring 3.0 to 3.5 mm in 
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shell-length the youngest oocytes in an early stage of 
growth period, dark-stained with haematoxylin and 
arranging on the inner wall of their ovary were 
observed. 

In the snails with length of 4.0 mm three kinds of 
oocytes, the youngest one dark-stained, younger one, 
less-stained with haematoxylin and fully grown one 
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containing eosinophilic granules in cytoplasm, were 
observed in their ovary. 

Oocytes (or may be egg cells) were rearly present 
in the oviduct of the snail with shell-length ranging 
5.5 to 7.5mm and were always present in those 
measuring more than 7.5 mm. 


写 真 説 明 

1-1. 精巣 内 の 精 原 細胞 , 殻 長 3.0 mm, H-E 染色 , 400 X. 

1-2. 精巣 内 に 拉 け る 精 母 細 胞 減 数 分 裂 期 像 と 分 裂 後 の 形態 座 化 の 途上 に ある 紡 針 形 精 母 細 胞 , 矢印 は 減数 
分 像 , 3.5 mm, H-E , 400 X. 

1-3. 同上 拡大 , 矢印 は 減数 分 裂 像 , HH-E 染 色 , 900 X. 

1-4. 精巣 内 た け る 精 母 細胞 の 減数 分 後 の 形態 変化 の 途上 に ぉ る 紡 形 精 母 細 胞 , 4.5 mm, 400 X. 

1-5. 精巣 内 の 精子 , 矢印 た て 示す , 殻 長 5.0 mm, H-E 楽 色 , 100 X. 

1-6. 精巣 内 の 精子 , 90-100 g, 長 5.0 mm, 位相 差 鏡 , 400 X. 

1-7. 同上 精子 , 精子 の 頭頸 部 に 螺旋 構造 が 見 られ る , 位相 差 顕 徴 鏡 , 400 X. 

1-8. 精 に た け る 精子 の 頭頸 部 の み の と 尾部 が 切れ か か つた も の が 見 らち られる. 長 6.0 mm, 位相 
差 鏡 , 400 X. 

2-1. 卵 内 卵 母 細胞 が 卵 列 し て いる . 矢印 た て 示す . 長 3.0 mm, H-E 染色 , 100 X. 

2-2. 卵巣 内 た に ぉ ける 各種 の 卵 母 細胞 , 殻 長 6.0 mm, H-E 染色 , 100 X. 

2-3. 同 上. 

2-4. 卵巣 内 の 卵 母 細胞 トル イジ ンプ ブ プルー・ ホ ル マ リ ン 液 染色 , 径 180~200 g, 殻 長 6.0 mm, 200 X. 

2-5. 輸 卵 の 卵 母 細胞 , 径 180~200 長 6.5 mm, 200 X. 

2-6. 輪 卵 息 内 の 卵 母 細胞 に 精子 を か け て 受精 現象 を 試み て いる と と ろ , 矢印 は 精子 , 毅 長 6.5 mm, 位相 
差 鏡 , 400 X. 

2-7. 輸 卵 息 内 た に た 拉 ける 卵 母 細 胞 の 減数 分 列 期 像 , 矢印 に て 示す , 殻 長 6.5 mm, 位相 差 顕微 鏡 , 400 X. 

2-8. 同上 , 矢印 は 減数 分 像 , 長 6.5 mm, 位相 差 鏡 , 400 X. 


a へ マト キシ リン に 染 する 期 の 卵 細 胞 . 
c= へ マト キシ リン に 淡 染 する 卵 母 細 胞 . 


b= へ マト キシ リン に や ゃ や ゃ 漠 染 する 幼 期 の 卵 母 細胞 . 
d 小形 = ジン 粒 を 有する 卵 母 細胞 . 


e 三 大 形 オ ジン を 有する 成 母 細胞 
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暁 虫 症 に 関す る 研究 
(2) 購 虫 の 家族 内 感染 に つい て 


小 川 初 枝 
国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
(昭和 34 年 8 月 4 日 受領 ) 
特 別 
従来 一 般 に = 虫 感染 は 家庭 内 で の それ が 主 で ある と 考 調査 成 貫 
えら れ て いた が , 最近 林 (1957, 1958) は 感染 が 家族 的 ' 
に 集積 する 傾向 が ある 事実 を 実証 し た 。 1. 陽性 児童 の 家族 と 険 性 児童 の 家族 に お ける 暁 虫 感 
染 率 


ふつ う 暁 虫 の 集団 検 査 に は , 概して 寄生 率 高く か つ 
肛 囲 検査 が 容易 で ある 学童 また は 幼稚 園児 童 を 対象 と す 
る と と が 多い が , も し 暁 虫 感染 に 家族 集積 性 が み ら れ る 
も ぁ も の で ある な ら ば , 当然 陽性 児童 の 家族 は 陰性 児童 の 家 
族 よ り も より 高い 寄生 率 が し め さ れ , 家族 に お ける 暁 虫 
感染 度 が 児童 に お ける 感染 の 有無 と か な り の 相関 を し め 
す と と が 考え られ る 。 は た し て と れ に つ ょ い 相 関 関 係 が 
み ら れ うる と する な ら ば , と の 事実 は 公衆 術 生 上 , その 
予防 的 措置 に お ける 重点 の 問題 と の 関 敗 の も と に 具体 的 
施策 に ヒー つの 重要 な る 方 向 を 示 史 す る も の と 考え られ 

か か る 観点 か ら 著 者 は 某 幼 稚 園児 と その 家族 を 調査 対 
象 と し , 陽性 児童 の 家 陰性 児童 の 家 に お ける 
感染 の 実態 に つき 比較 調査 し , 若干 の 成績 を 得 た の で 報 
告 す る 。 


調査 方 法 


足利 市 内 マヤ 幼稚 園児 童 と その 家族 を 調査 対象 と し 
た 。 はじめ に 園児 C4 ~6 歳 う 41 名 に つき セロ テー プ 法 3 
回 検査 を 施行 し , その 結果 より と これ を まず 貝 卵 陽性 群 と 
同 陰 性 群 の 2 群 に 分 つた 。 つ いで 両 群 に つき 各 園 児 て 以 
下 た ん に 児童 と 略す ) ご と に その 家族 全員 ( 計 154 名 う 
を ウス イ 式 ぎょ よう 検 セ フアン (丸和 製薬 ) を 用 い 
て 検査 し , 同 法 8 回 検査 結果 より 各 世 帯 ご ど と に 家族 感染 
者 を も と め た 。 な お 本 調査 対象 に お いて は , 同一 世帯 ょ 
り 2 名 以上 の 園児 を 出し て いる 世帯 は な か つた 。 


HATSUE OGAWA: Studies on enterobiasis (2) 
Observation on the pinworm infections among the 
families (Department of Parasitology, National Insti- 
tute of Health, Tokyo) 


第 1 表 は 陽性 児童 の 家族 と 陰性 児童 の 家族 と の 2 群 に 
つき , 各 群 ご と に 暁 虫 感染 状態 を 年 齢 階層 別に し めし た 
あ も の で ある 。 い ま 同 表 よ ょ り 両 家族 群 に つき 平均 寄生 率 を 
みる と , 陽性 児 家族 27 世 帯 に つい て は , 被 検 者 (園児 を 
含ま ず ) 102 名 の うち 46 名 の 陽性 者 (陽性 率 45.1%) を 
みみ た の に 対し て , 陰性 児 の 家族 で は , 14 世 帯 52 名 の 被 検 
者 (園児 を 含ま ず ) う 中 わずか に "7 名 の 陽性 者 (陽性 率 13 .5 
2%) が し め さ れ た に すぎ ず , 両家 族 群 の 感染 率 間 に は 1 
2 以下 の 危険 有意 が みとめ られ た 。 


第 1 表 暁 虫 卵 陽性 児 よび 陰性 児 の 家族 に 


3 暁 虫 感染 の 年 別 分 布 

陽性 児 の 家族 (27 世帯 ) 陰性 児 の 家族 (14 世 帯 ) 

検 者 陽性 者 ( 被 検 者 陽性 者 ( ) 
0~ 4 12 3., 1 
5~ 9 9 5 (55.6) 7 2 (28.6) 
10~19 14 7 (50.0) 10 1 (10.0) 
20~29 7 3 1 
30~39 .34 1 09 18 1 (5.6) 
40~49 12 6 (50.0) 8 1 02.5 
60~69 6214 2,3 (21.4) 3,5 0,0 


な お 両家 族 群 と も 一 世帯 平均 の 構成 家族 員数 は 等 し く 
(と も に 約 8.7 名 平均 ), また 家族 の 年 齢 別 構成 も ほ さ 等 
し いと 考え ちら れる の で , 以上 両 群 に お ける 陽性 率 の 相 暴 
は , 陽性 児童 を 有する 家族 は 陰性 児童 を 有する て それ より 
も 明らか に 暁 虫 感染 率 が 高い と こと を し めす も の で ある と 
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断言 する こと が で きる 。 ま た 両 群 に お ける 陽性 率 の 差異 
は , と これ を 両 群 に つき 各 年 齢 階層 別に みて も 明らか に み 
と め る こと と が で きる 。 な お 同 表 に お いて , 30~39 歳 階層 
に 構成 有 度 が 大 きく し めき され て いる が , と れ は 園児 の 両 
親 の 年 齢 層 (調査 全 両 親 の 約 8 割 ) に ほ ゞ 一 致す る 。 し 
だ が つて 陽性 児童 の 両親 に つい て は , その 半数 が 虫 卵 陽 
性 を し めす も の と 考え る と こと が で きる 。 と れ に 対し て 陰 
性 児童 の 両親 に つい て は , 陽性 者 は お お むね 10 な いし 
は それ 以下 と 思わ れる 。 

2. 暁 虫 感染 の 家族 問 に お ける 関係 

第 2 表 は 暁 虫 卵 陽性 児 の 家庭 と 同 陰 性 児 の それ と に つ 
き , それ ぞ れ 児童 と その 父親 , 児童 と その 母親 。 また 餅 
親 と 母親 問 に お ける 感染 相互 関係 を みた も の で ある 。 


第 2 表 暁 虫 感 染 の 家族 間 に ## け る 関係 


児童 の 感染 と 父親 の 感染 と の 相関 
| を 計 
+ 11 13 24 
1 14 15 
計 | 12 27 39 
p=0.0105 
児童 の 感染 と 母親 の 感染 と の 相関 
子 
+ 12 12 24 
1 14 15 
計 | 13 26 39 
p=0.0053 
母親 の 感染 と 父親 の 感染 と の 相関 
計 
+ 11 2 13 
25 26 
12 27 39 
p=0.0000 


児童 と 父親 と の 関係 に つい て みる に , 貝 卵 陽性 児童 24 
の 父親 に つい て は , うち 11 名 が 陽性 , 13 名 が 陰性 で あ 
り , 貝 卵 陰性 児童 15 名 の 父親 に つい て は , 陽性 の 父親 は 
わずか 1 名 の み で , 他 14 名 は すべ て 陰性 を し めし て い 


(187 ) 


959 


る 。 こ と の 成績 は 児童 の 暁 虫 寄生 の 有無 と その 父親 の それ 
と の 間 に 極 め て 密接 な 相関 を し めす も の と 解 さ れる が , 
と れ を 推計 学 的 に 証明 する た め , 上 記 の 現象 を 偶然 事象 
と 仮定 し た 場合 に お ける 上 記 の 出現 確率 を 無相 関 検定 法 
に ょ つて 求め て みる と "p==0.0105 と な り , 偶然 事象 と レ 
て と れ を 考え る と と は 極め て 困 杏 (危険 率 1 %) で ある 
と と が 判明 し た 。 換 言 す れ ば , 児童 と 父親 の 感染 相互 間 
に は つ ょ い 相 関 が み と め ら れる と いい うる 。 

また 児童 の 感染 と 母親 の それ と の 関係 を 求め て みる 
と , さき の 父親 と の 場合 と ほ ゞ 同一 の 相関 が み ら れ , 本 
現象 の 出現 確率 を 同様 の 操作 に ょ つて 求め て る と , 
p 0.0053 となり, 父親 と の 場合 より も ょ い 
関係 が みとめ られ た 。 

さら に 児童 の 母親 と 父親 と の 相関 に つい て 得 ら れ た 成 
績 と つき 同様 の 検定 を 行い , その 出現 確率 を 求め て みる 
と , 約 200 万 分 の 1 の 確率 と な り , 両者 の 感染 の 間 に は 
最も つ ょ い 相 関 が ぁ られ る と と が 判明 し た 。 

8. 暁 虫 感染 の 家族 集積 性 

林 (1957, 1958) は 都市 と 農村 と で , それ ぞ れ 一 定 地 
区 内 の 一 般 住民 に つき , 凌 虫 感染 の 家族 集積 性 の 有無 に 
つい て 検討 し , いずれ の 場合 と も つ ょ い 集 積 の 事実 が 存 
在 す る と こと を みた 。 ま た 小島 らち ら (1959) は , 暁 虫 卵 陽性 
を し めす 東京 都内 の 学童 の 家族 に っ いて 調査 し , ほ く 同 
様 の 集積 傾向 が ある こと と を 観察 し て いる 。 

著者 は 家族 全員 に つい て 検査 (3 回 検査 ) が 可能 で あ 
つた 幼稚 園児 童 の 家 訂 の うち , 陽性 児 の 家 庭 の み を 抽出 
し , その 感染 の 家族 集積 性 を 検 し た 。 

調査 世帯 数 27, 世帯 人 員 129 名 , 平均 感染 率 56.6 2% 
で , 1 世帯 中 の 最も 感染 者 の 多い の は 5 人 家族 中 全員 が 


第 3 表 暁 虫 卵 陽性 児 家族 に 拉 け る 
半 虫 感染 の 家族 集積 性 


世帯 別 家族 数 
3 4 5 6 計 


1 10.3) 4(1.5) 4(1.4) 00.2). 9(3.4) 9.28 
2 0(0.4) 2(2.9) 0(3.6) 0(0.6) 2(7.5) 4.07 
3 0(0.2) 0(2.6) 5(4.2) 2(1.2) 7(8.2) 0.16 
4 2(0.8) 4(3.0) 0(1.1) 6(4.9) 
1(0.8) 2(0.6) 3(1.4) 20.95 
0(0.1) 


5 
6 
計 1 8 
( ) 内 は 理論 世帯 p=0.566 
n=2 0.001> Pr{x* 之 14.46} >0.0001 


14 4 27 14.46 
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感染 し て いる も の で , 4 人 家族 中 4 人 全部 が 感染 し て い 
る も の , 6 人 家族 中 5 人 まで が 感染 し て いる 世帯 等 これ 
に 次 ぎ 家 族 集積 傾向 を 思わ し め る も の が ある が , と これ を 
理論 的 と た し か め る た め , 2 項 分 布 よ り 計算 され る 理論 
値 を 各 項 ご と に も と め て みる と 第 3 表 中 て ) 内 に し め 
す よ うな 数 値 と な つた 。 い ま 同 表 の 各 世 帯 人 員数 の 各 項 
別に 実際 値 と 理論 値 と の 差 に つき 検定 し て る と , 世帯 
人 員 4 名 の 項 だ けが , 5 危険 事 で 有意 で あつ た 。 い ま 
か り に 各 世 帯 人 員 別 区 分 の 各 項 を 等 値 と みな し て その 感 
染 者 総計 と 理論 値 に よる それ と を 比較 し て みる と , 世帯 
人 員数 最後 欄 の 計 の よう に な り , 実際 の 感染 者 数 の 頻度 
は 下方 移動 の 傾向 が み ら れ 察 族 集 積 の 存在 を し めす よう 
で ある が , と れ を 〆? 法 で 検定 し て みる と 0.12 以 下 の 
危 際 率 で 有意 差 が みとめ られ , 明らか に 感染 の 家族 集積 
性 が 証明 され た 。 
考 

暁 虫 の 感染 率 は 一 般 に 小児 は 成人 より も 高 率 で ある こと 
と は 従来 の 諸家 の 報告 か ら 既 に 明らか な と と ろ で あり , 
また 小児 を 有する 家族 の 陽性 素 は , これ を 有 し な い 家 庭 
の を と を れ よ ょ より も 高 率 が し め さ れ る と と が 知ら れ て いる ( 赤 
木 。1952 ; 村 重 , 1957 ; 著者 。1959) 

以上 の 事実 に 加え て 今回 の 著者 の 調査 結果 より , 虫 卵 
陽性 児童 の 家族 と 陰性 児童 の 家族 と で は , その 暁 虫 感染 
率 に いち ぢ る し い 差 異 が み ら れ る と と が 明瞭 と な り , さ 
ら に 陽性 児 の 家庭 に つい て は 感染 の 家族 集積 性 が 濃厚 に 
みとめ られ る と と が 判明 し た の で , 暁 虫 の 家庭 内 で の 感 
染 は 主として 貝 卵 陽性 の 小児 より その 同胞 お よび 両親 へ 
行わ れる も の と 推定 され る 。 し た が つて 学童 な いし は 幼 
稚 園 児童 の 検 記 の 結果 , 虫 卵 陽性 を みた 児童 に 対し て 
は , と これ の 駆虫 が を の 家族 へ の 感染 の 主要 な 感染 源 を 消 
去 す る と と を 意味 する も の と 解 さ れる が , 一 方 陽性 児童 
の 家族 に は 既に 感染 し て し まつ て いる も の が 約 半 数 に み 
られ る (第 1 表 参 照 〉 こと を 考慮 する な ら ば , 同時 に か 
か る 家族 感染 者 の 駆虫 を 併 施 し な いか ぎり , 万 除 に より 
_ 険 性 化し た 児童 も 早晩 その 家族 より の 再 感 染 に よ ょ っ つて 陽 
転 し て し まう で あら うこ と こと が 容 易 に 推定 され うる 。 し た 
が つて 検査 の 結果 , 児童 に 陽性 の 結果 が しめ され た 場合 
に は , と れ ら 児童 に 対す る 駆虫 と 平行 し て さら に その 家 
族 の 中 虫 に まで 及ぶ こと が 暁 虫 感染 予防 の 立場 か ら は 肝 
要 で ある と 考え る と こと が で きる 。 と の 点 に つい て は さら 
に 後 報 で ふれ る 予定 で ある 。 

児童 の 感染 と その 父親 また は 母親 の それ と の 相関 に つ 
いて は , 今回 の 調査 で は 極め て つよ ょ い 相 関 関係 が みとめ 
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られ た が , 前 記 林 (1957, 1958 う が 農村 地区 で 調査 し た 結 
果 で は , 小児 の 感染 と 母親 の それ と の 間 に は ある 程度 の 
相関 が み ら れ た が , 小児 と 父親 と の 間 に は 殆 ん どか か る 
相関 が み ら れ な か つた と 述べ て お り , 子供 と 父親 と の 感 
染 相 関 の 点 で 著者 の 成績 と 林 の それ と の 間 に 異 つた 結果 
が み ら れ て いる が , と の 結果 の 相 異 は , ある い は 林 が す 
で に 暗示 し て いる ご ど と さく, 農村 と 都市 と と お ける 父親 と 
子供 の 接触 機会 の 簿 度 差 に 基 因 する も の と ぁ も 考え られ う 
る が , いずれ の 成績 と も 共通 的 に 児童 の 父親 と 母親 と の 
間 に 極 め て つ ょ い 相 関 が し め さ れ た と と は 興味 深い 。 
な ほぼ 小児 が 家庭 以外 で うけ る 感染 の 主要 な 場 の 問題 に 
つい て は , と れ が 暁 虫 感染 上 の 他 の 大 き な 問 題 点 で ある 
と 信ずる が , これ に つい て は 銭湯 (西村 , 1952) ゃ 幼稚 

また は 小学 校 (川本 ら , 1955) 等 の 意義 が 論じ られ , 
また 個々 に つい て は 報告 が 多数 み ら れ て いる が , と れ に 
つい て は 別 の 機会 に か ずり た い 。 


要 約 

足利 市 内 某 幼 稚 園児 と その 家族 , 41 世 帯 , 195 名 に つ 
き , 主として 暁 虫 の 家族 内 感染 状況 を 調査 し , 若干 の 検 
討 を 加え た 。 

1) 陽性 児童 の 家族 に お ける 陽性 率 は 45.122 で あ 
つた の に 対し て , 陰性 児童 の それ は 18.5% で , 前 者 は 後 
者 より も は る か に 高い 寄生 率 が し め さ れ た (危険 率 1 錠 
以下 ) う 。 ま た 陽性 児童 の 家 訪 に つき 感染 の 家族 集積 性 の 
有無 を 検 し , 1 以下 の 人 氏 険 率 で これ の 存在 を みとめ 
えた 。 

2) 児童 の 暁 虫 感染 と その 家族 の それ と の 相関 , 家族 
間 に お ける 感染 の 相関 を 調査 し , 児童 と 父親 お よび 児童 
と 母親 と の 各 感 染 間 に は 有意 の 相関 が み ら れ , さら に 児 
童 の 母親 と 父親 間 の それ に つい て は 極め て つ ょ い 相 関 が 
みとめ られ る と と を の べた 。 

3) 以上 に ょ り 暁 虫 計 除 の 問題 を ひろ くそ の 感染 予防 
の 見 地 ょ より とれ を 考え た 場合 。 これ の 適用 範囲 を ひと り 
陽性 児童 の み に と くめ る と と な く , さら に その 家族 に ま 
で 拡大 し 適用 する こと が の ぞ ま し い 。 

稿 を 終る に あたり 終始 御 懇 る 指 導 と 御 校 の 労 
を と : ら ちら れ た 部 長 小宮 義孝 博士 に 深 基 な る 謝意 を 捧げ る と 
ふも ゃ に, 本 研究 を 進め る に あたり 種々 御 援助 下さ つた 寄 
生 躍 部 小林 昭夫 博士 に 厚く 御礼 申 上 げ ま す . 
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Summary 


The children in a kinder-garten and their families 
were examined by anal swabs for the incidence of 
pinworm infections, and results obtained were sum- 
marized as follows : 

1) The incidence of pinworms among 41 families 
was observed higher (45.1 %) among the families of 
the positive children for pinworm eggs than that 
(13.5 %) among those of the negative children. The 
tendency of familial aggregation of the incidence 
was proved to be conspicuously. 

2} Among families, statistically significant corre- 
lations were recognized between the incidence among 
children and that among their fathers, and also bet- 
ween children and their mothers. A more marked 
relationship, however, was observed between the 
infection of children’s fathers and of mothers. 

3) On the basis of the above findings, the mass- 
treatment of enterobiasis was considered to be applied 
up to the family-members of the children infected 
with pinworms,. 
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Cotton rat を 用 いた 系 状 虫 症 化学 療法 の 実験 的 研究 


(1) ペ = ン び マ ラマ アル ゲー ル を の 流血 中 ミク 
フラ イラ リア 数 に 及ぼ す 影 


佐 


東京 大 学 伝染 病 研究 所 寄生 虫 研究 部 (指導 h 佐々 学 教授 ) 
(昭和 34 年 8 月 10 日 受領 ) 
特 別掲 


フィ ラリ ア (糸状 虫 ) に は 多く の 種類 が あり , 世界 各 
地 に 広範 囲 に と わた つて 人 及び 家畜 に 色々 な 疾患 を 起 し て 
いる 。 な か で る も 茅 国 で 特に 重大 な の は 南西 日 本 に お ける 
人 の バン クロ フン ト 和 糸状 虫 症 と , 本 州 以 南 の 全土 に わた る 
犬 , 牛 , 馬 , 山羊 , 羊 等 の 各種 糸状 虫 性 疾患 で ある 。 

と れ ら の 予防 , 治療 に つい て は 近年 と くに 著者 ら の 研 
究 室 で も 活 浴 な 研究 が 開始 され ,。 と くに ヂ ェ チー ルカ ル 
バ マ ゴ ヂ ン の 集団 投薬 と , 媒介 麗 対 策 の 併用 に よる バン タク 
ロフ ト , マレ ー 両 糸状 虫 の 地域 的 駆除 法 の 研究 が 伊豆 諸 
島 , 四国 , 奄美 大 島 な ど で 行 われ て 来 た 。 と れ ら の 実地 
研究 に と あ た つ て , デ ェ チー ルカ ル バ マ チン を どの よう な 
法 式 で 投薬 すれ ば 最も 長期 間 有 効 で あり , し か も 経済 的 
で ある か は , 糸状 虫 対策 の 成否 の 鍵 を に ぎる 問題 で ある 
が , と これ を 解明 する 旋 に は 色々 な 基礎 実験 が 必要 で ある 
事 を 感じ た 。 と くに , 同一 薬 量 を 短期 間 に 集 中 的 に 投薬 
する こと と と , 長期 に 分 割 投 薬 す る こと の いづ れ が 有利 か 
は , 早急 に 解決 を 要する こと と で あり , ひい て は 本 剤 の 作 
用 機転 を 明らか に する こと と の 必要 に 人 迫 ち られ て 来 た 。 

と れ ら の 実情 か ら 著 者 は 当 研 究 室 で 黒 代 保 存 中 の = コト 
ン ラ ッ ト Sigmodon hispidus に 寄生 する Litomosoides 
carinii (Travassos, 1919) を 実験 材料 と し て , と これ を 一 
定 条 件 で 感染 させ た 後に 色々 な 方 法 で 化学 療法 剤 を 投薬 
し て その ミク ロフ マフ ィ ラ リア 及び 成虫 に 対す る 効力 を 検討 


Kojl! SATO: Experimental studies on the chemo- 
therapy of filariasis with the cotton rat filaria Litom- 
osoides carinii (1) Effects of Diethylcarbamazine 
(Supatonin) and Mapharsol (Mapharsemin) on the 
microfilariae (Department of Parasitology, Institute 
for Infectious Diseases, University of Tokyo) 
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する 研究 を 行 つ た の で , と これ まで の 成績 を 報告 する 事 に 

な お , こと の 寄生 虫 に つい て は すでに 当 研 究 室 の 若杉 
(1958) が その 感染 方 法 , 経過 , 病変 な どの 基礎 研究 を 
行 つ て お り , 化学 療法 の 実験 的 研究 に 用 いた の は , 我国 
で は 今回 が 始め て で , 当初 米国 で は 若干 この 面 の 研究 も 
行わ れ た が , 近年 で ば は, ほとん ど 諸 外国 に も みる べき 研 
究 は な い 。 

糸状 虫 症 に 関す る 基礎 研究 に は 従来 は 主として 犬 糸 状 
虫 が 用 いら れ た が , 多数 実験 に は コト ン ラ ッ ト の 方 が ず 
つと 有利 で ある 事 は 明らか で ある 。 し か し = コト ン ラ ッ ト 
の 飼育 多 殖 が 困難 で ある こと こと, イェ ダ = を 中 間 宿 主 と し 
て 感染 させ る 技術 が むき づか し か つた と と な どか ら , あま 
り 実 用 され な か つた 。 し か し 当 研 究 室 で は , よう や く 近 
年 多数 の 感染 コラ トン ラッ ト を 維持 する 事 に 成功 し , その 
結果 この 種 の 化学 療法 実験 を 行う こと が 出来 た 次 第 で あ 
る % 


実験 材料 及び 方 法 


糸状 虫 の 性 状 : こと で 実験 に 供し た 糸状 虫 は 1953 年 
8 月 に Texas 大 学 の J. A. Scott 教授 より 当 研 究 部 に 
Litomosozdes carinii に 感染 し た イェ ダ = の 送付 を うけ 
た も の を , 武田 製薬 研究 所 か ら 分 譲 さ れ た コト ン ラ ッ ト 
に 感染 させ , 以後 当 研 究 室 に 昧 代 感 染 さ せ て 来 た も の 
で , 坊 国 で は これ まで と の 寄生 虫 に 関す る 研究 は 他 で は 
殆 ん ど 行 われ も て いな い 。 

中 間 宿 主 の イェ ダニ = Om onyssus bacotz は 当 研 究 
室 の ャ ウス に 錠 敬 し て いた も の を 分 離 培 養 し て 使用 し て 
いる 。 

Litomosoides carinii は Filarioidea に 属す る 細い 長い 
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線 虫 で Cotton rat の 胸腔 に 主として 寄生 する 。 
体長 は 雄 17.2~24.1 mm, 平均 19.7 mm 体 巾 は 平均 

0.067mm, 雌 は 56.8~96.1mm, 平均 70.5mm で 雄 の 約 
8.5 倍 , 体 巾 は 平均 0.098mm クチ クラ は 比較 的 うす く 
な め ら か で 極め て よく 発達 し た 口腔 を 有する が 口 層 は な 
い 。 雌 は 卵 胎 性 で , 子宮 内 に 卵 を 包 蔵 し 膝 に 近い 部 分 は 
ミク ロフ マフ ィ ラ リア (以下 Mf に 略 ) を 蔵 す る 。Mf は 
Cotton rat の 流血 中 に 出現 し て 来る 。 この Mf は 人 及 
び 犬 の Mf に 較べ , メチ ル グ リ ン ・ ピ ロニ = ン 及 び Gie- 
msa 法 等 に よる 染色 で 内 部 構造 の 排 港 細胞 , G 細胞 群 
な ど を 体 細 胞 か ら 明 瞭 に 区 別 す る 事 は 困難 で あつ た 。 
Mf は 輔 を 有 し , 博 共 体長 平均 119.0x の 小型 で あぁ る 。 

成虫 が 多数 寄生 する と 宿主 は 心 受 水 腫 を 起 し 死 の 転 起 
を と る 事 が ある 。 

Cotton rat の 飼育 法 : Cotton rat の 飼育 は ほ さ ラッ ト 
と 同様 な 方 法 で 行 つ た 。 

発情 は 生後 3 ヵ月 頃 か ら 来 る が , 8 ヵ月 過ぎ る と 雄 は 
同一 ケー ジ に 2 頭 以上 収容 し た 場合 弱 いも の が 殺さ きれ, 
1 頭 し か 残ら なくなる と と が 多い 。 し か し 上 暴 で は と の 様 
な 事 が 殆ど な い の で , 1 ケー ジ に 雄 1 頭 に 雌 2 頭 以上 
を 入れ る 事 が 出来 る 。 

雌 は 1 回 の 分 尋 で 約 3 ~5 匹 を うみ , 妊娠 期間 は 約 21 
日 で ある 。 双 な か に は 分 學 直 後 駿 が 自分 の 子 を 食す る も 
の が ある の で 妊娠 後期 と は 暗 処 に お ぉ おき, つと め て 刺 載 を 
さけ る ょ う 注 意 し た 。 出産 4, 5 日後 か ら 子 は 眼 が 開き 
体毛 は 僅か に 生え て 来る 。 離 乳 は 約 8 週間 で ある 。 

飼料 に は 主として オリ エン タル 酵母 株 式 会 社 製 の 大 型 
固形 飼料 を 与え た 。 外 に 野菜 と 水 を 与え た が 妊娠 中 及び 
分 巡 後 は 特に 水 と 野菜 を か か さき 以 様 に し , 尚 補 食 と し て 
週 に 2 回 位 煮 王 を 与え た 。 

と の ほか 巣 の 材料 と し て は 青 梅 綿 と 木 毛 を 半々 に 入れ 
て お く が , 特に 冬 は 綿 を 余計 に 入れ た 方 が よい 様 で あ 
る 。 

Cotton rat に 対す る 糸状 虫 の 感染 : 感染 方 法 と し て は 
流血 中 に Mf の 認め られ る Cotton rat か ら イ エダ = を 
分 離し , ガラ スチ ュー プ に 入れ 25°C の 肖 卵 器 に 約 2 週間 
保存 し , 再び 未 感 染 Cotton rat に 附 着 さき せる 方 法 を と 
つた 。 と れ を 約 70 日 後 検 血 を 行い 感染 の 有無 を 調べ た 。 
叉 実験 観察 中 は , イェ ダ = か ら の 再 感 染 を 防ぐ 目的 で , 
頻繁 に 巣 の 中 を 清掃 し , 実験 (CW) か ら は 更に 20% マ ラ 
シオ ン 乳 剤 を 水 で 0.2% 給水 除い て 
ケー ジ 面 1 平方 米 あ た り 100cc の 割 で 散布 し た 。 
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Mf の 観察 法 : Cotton rat が 感染 し て 流血 中 に Mf を 
出し て いる か どう か を 調べ る に は , 尾 端 を 針 で 宰 刺 し , 
血 疲 を スラ イド グラ ス 上 に と り 直 接 検 鏡 し た 。 

Mf の 定量 検 に は の 注射 針 で 尾 端 を し , 軽く 
尾根 か ら 先 端 迄 を 圧し , 出 た 血液 を 特別 に 目盛 を 施し た 
ザー リー 用 ピペット で , 2.5 cmm 上 区 い , スラ イド グラ 
ス 上 に 蛇行 に の ば し , 燥 後 20 メタ ノー ル で , 
ギ ム ザ 染色 を 行い 顕 徴 鏡 で Mf の 数 を 調べ た 。 

供 試薬 剤 : 実験 に 使用 し た 薬品 は Diethylcarbamazine 
と 有機 砥 素 剤 の Mapharsol の 2 種 で ある が , Diethylcar- 
bamazine は 1-Diethylcarbamyl-4-Methylpiperazine の 
構造 を も ち , 田辺 製薬 より 提出 を うけ た クエ ェ ン 酸 塩 「 ス 
パト = ン 」 の 和 注射 液 を 使用 し た 。 と の も の は 5cc に 1&g 
の 割 で 該 薬 剤 を 合 む 。Mapharsol は 第 一 製薬 の 「 マ フ マ ア 
ー セ ミン 」 2 号 で 3-Amino-4-Oxyphenylarsinoxid 塩酸 
塩 を 主 成 分 と する 。 

投薬 方 法 : 投薬 法 は 連続 集中 投薬 法 , 間隔 投薬 法 , 連 
続 集中 後 間隔 投薬 法 の 3 方 法 で , 実験 CT) で は 経口 投 
与 で 行 つ た が , その 他 の 実験 で は すべ て 腹腔 内 注射 に よ 
り 投 与 し た 。 注射 時 刻 は 殆 ん ど 午 後 2 時 か ら 3 時 の 間 に 
行 つ た 。 

な お 本 論文 中 の 薬 量 は すべ て 体重 1 kg あたり の mg 
数 で 示し て ある 。 


本 研究 と あ た つ て は , 先 づ 供 試薬 剤 の 2 種 に つい て , 
マウ ス を 用 い その 下 性 を 検討 し た (実験 ] )。 つ くさ いて 
スパ ト = ン に つい て , 種々 な 薬 量 を 用 い , 連続 投与 法 と 
長期 に わた る 間隔 投与 法 , 及び と の 併用 法 の 血 中 Mf 数 
に 及ぼ ばす 影響 の 比較 を 予備 実験 と し て 行 つ た (実験 I)。 
その 結果 を さら に た し か め る 為 に , 総量 を 83800mg/kg と 
し と れ を 短期 間 に 連 続 集中 し て 投薬 し た 場合 分割 し て 
長期 に わた り 間 隔 を お いて 投薬 し た 場合 と この 両者 の 折 
中 の 連続 集中 後 間 隔 投 与 し た 場合 の 3 群 に 分 け て 比較 し 
た (実験 TI) う 。 さ ら に スペ パト = ン を 多量 に 用 いて 短期 間 
に 根治 し うる か どう か を 知る た め に , ほとん ど 致 死 量 に 
近い 量 を 連続 し て 投薬 する 実験 を 行 つ た 。 と の さい に 克 
素 剤 に つい て る ぁ も 同様 の 実験 を 併 わ せ て 行 つ た (実験 MV )。 
又 ス パト = ン の 多量 を 長期 間 連 続投 与 し た 場合 の 検討 を 
行 つ た (実験 V)。 

C1) スペ パト = ン 及 び マ フラ アァ アル ゾー ル の 毒性 試験 。 

スパ トニ = ニン は 体重 15g&g の DD マウ ス を 用 い , 体重 1kg 
あたり 1,100 mg, 900mg, 700mg, 500mg, 300mg と な 
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る ょ うに 蒸溜 水 に て 笑 釈 し 各 和 群 7 頭 づつ 0.2cc を 夫々 腹 る ょ うに 各 和 群 7 頭 づつ 腹腔 内 に 1 回 注射 し た と と ろ , 24 
腔 内 に 1 回 注射 し た 。24 時 間 後 1,100 mg, 900mg, 700 時 間 後 に は 450mg が 7 頭 中 2 頭 死 亡 し , 400mg, 3850 
mg は 全部 死亡 し , 500mg は て 頭 中 5 頭 が 死亡 し , 800 mg は 48 時間 後 も 全部 生存 し た 。 と これ に ょ より LDs。 は 
mg は 48 時 間 後 も 全部 生存 し た 。 更に 同一 体重 の ャ ウス 485.8mg と 算出 され た 。 

に つい て 体重 1kg あたり 450mg, 400mg, 3850mg と な マ ャ フラ ア ル ゾ ー ル は 2 号 の アン プル 中 に 60mg の 克 素 剤 


第 1 表 コト ン ラ ッ ト の 流血 中 ミク ロフ ィ ォ ラ リア 数 に 及ぼ すえ パト = ニ = ン の 各種 投与 法 の 影響 (実験 2) 


a 体重 血液 2.5cmm 中 の ミク ロフ ィ ォ ラ リヤ 数 
番号 。 (g) 投薬 前 第 1 週 2 週 3 週 4 週 5 週 6 週 7 週 8 週 9 週 15 週 
I 
25mg10 日 連続 344 9 13 1 4 1 § 4 
あと 250mg 7 日 r 9 1 
に 2 回 , 計 6 回 15 64 10 54 16 102 137 
II 
50mg 7 日 連続 
あと 250 mg 7 3S- 2 168 “322 8 3 139 44 93 78 130 131 
日 に 1 回, 4 回 
III 
50mg 7 日 に 4 $8 190 Si 42 6 30 42 20 29 24 59 も 入 
1 回 , 7 回 5 320- 158 ‘65 17 44 死亡 
250 mg 1 月 に 0 0 0 0 0 
1 回 , 2 回 7 917 407 110 263 220 死亡 
10g 250mg 回 50mg 1 回 7 
300 Control 300 Control 
| \ 
200 1 200 
No.2 | 
\ / 
\ 200 \ No, 
NO.3 
100 100 
' 
t へ 
No.6 
1 2 5 6 7 8 9 1011 12 15 2 56 7 89 10131213 
( 


第 1 図 コト ソン ラッ ト の 流血 中 ミク タク ロ フォ ラリ ア 数 に 及ぼ す 投 薬 の 影響 (実験 2 ) ; 
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が 入 つ て いる も の を 蒸溜 水 に と とかし, 体重 19 g の 
DD マウ ス を 用 い 注 射 量 0.2cc 中 に 体重 1 kg あ た 
y り 160mg, 80mg, 40mg, 20mg, 10mg と な る 様 
に 計算 し 各 群 7 頭 づ つ 腹腔 内 に 1 回 注射 を 行 つ 
た 。24 了 時 間 後 に は 160 mg, 80mg が 全部 死亡 し レ , 

40mg は 7 頭 中 6 頭 が 死亡 し , 20mg, 10mg は 48 
時 間 後 も 全部 生存 し た 。 更に 同一 体重 の ャ ウス を 
用 い , 体重 ikg あたり 60mg, 40mg, 30mg, 20 

mg と な る よう に 計算 し , 各 和 群 7 頭 づつ 同じ く 腹 
腔 内 に 1 回 注射 し た 。24 時 間 後 に は 60mg は 全部 
死亡 し , 40mg は 同じ く 7 頭 中 6 頭 が , 80mg は 
7 頭 中 4 頭 が 死亡 し , 20mg 和 群 は 48 時 間 後 も 全部 
生存 し た 。 以 上 の 成績 か ら マフ マ ァ ル ゾ ー ル の マウ 
ス に 対す る LDs。 は 30.9mg と 算出 され た 。 

C(I) 予備 実験 (実験 T) 

第 1 群 は 2 頭 , 1 日 1 回 体重 ikg あたり 25mg 
を 10 日 連続 投与 10 日間 の 休止 後 週 2 回 の 割 で 1 
回 と 250 mg 計 6 回 , 総 投与 量 1,750 mg, 第 了 T 群 
は 1 頭 , 1 日 1 回 50mg 1 週間 四 続 投与 し , 2 週 
間 の 休止 後 , 週 1 回 250mg の 割 で 計 4 回 総 投与 
量 1,350 mg 

第 陸 群 は 2 頭 , 50mg 週 1 回 計 7 回 で 総 投与 量 
350mg 

第 MV 群 は 2 頭 , 1 回 250mg 月 1 回 計 2 回 で 総 
投与 量 500mg を 与え た 。 

投薬 開始 前 2 回 検 血 を 行い 9 月 16 日 より 投薬 を 
開始 し , 定期 的 に 対照 群 る 1 諸 に 検 血 を 行 つ た 。 
その 結果 は 第 1 図 第 1 表 に 示し た 如く , 第 1 群 の 
25 mg 又は 第 2 群 の 50mg を は じ め に 連日 投与 し 
た 場合 血 中 Mf は , は じ め の 5 日 目 位 迄 に 急激 に 
減少 する が , 完全 に は 消失 し な か つた 。 

し か し その 人 後 沿 連続 投与 し て も 更に 減少 の 微 候 
は 見 られ ず , 投薬 を 中 止 す る と 増加 の 傾向 が 見 ら 
れ た 。 と こと れ に 更に 250mg を 週 2 回 , な いし 1 回 
の 間隔 で 3 ~ 4 週 投薬 し た 所 増加 は 抑制 され Mf 
は 引き つく さき 低い 数 に 抑え られ た 。 対照 は その 間 
殆 ん ど 増 減 が 認め られ な か つた 。 な お 第 1 表 の 第 
I, 第 WV 群 , 第 1 図 の 8 , 4 に 示し た 如く , No.4, 
5, 6。 7? の コト ン ラ ッ ト に つい て 50mg を 週 1 
回 7 週 , 又は 250mg 月 1 回 2 月 間 等 の 間隔 投与 
を 試み た と と ろ , 前 述 の 場合 に と 比 し , 総量 が 3 分 
の 1 な いし 5 分 の 1 の 量 で 長期 間 後 と は 同様 の 効 
果 を 生ずる 事 を 認め た 。 即ち 連続 投与 の 初期 の 様 
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コト ソン ラッ ト の 流血 中 ミク ロフ ィ ォ ィ ラ リア 数 に 及ぼ すえ パト = ニン の 各種 投与 法 の 影響 (実験 3 ) 


15 週 16 週 18 週 
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13 週 


クロ フォ ラリ ヤヤ 数 
7 週 8 週 9 週 
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血液 2.5 cmm 中 の 
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重 投薬 前 1 


個体 
番号 


10 週 11 週 12 週 


6 週 
642 
477 


週 
281 


5 


2 週 
241 


1495 


787 834 
394 278 


519 


677 


395 
244 


le 120g1,2871,147 293 
29130 648 791 91 


540 


180 


26 


1070 1139 


565 660 1118 


252 331 


178 


65 
75 


87 


49140 831 505 75 
59130 328 438130 
6 8 150 141 162 44 


844 617 


687 
65 118 85 80146 93 111 解剖 


70 399 408 413 360 417 314 441 541 


899 


465 


76 


220 


319 


98 


58 50 


112 
67 


43 


96 


76 


97 


80 


79 


20mg 5 日 連 


1910 526 514254 293 404 762 509 421 651 532 639 284 290 380 324 381 2 


8 8 1201,1341,156 257 277 277 285 163 206 371 311 250 425 391 346 342 167 249 321 440 399 325 434 271 536 896 


9?10 282 264 83 158 290 275 186 124 234 302 365 303 185 490 351 153 脱走 


10 ?* 150 440 453 68 179 144 127 119 103 148 155 161 


10 日 に 1 回 


10 回 


続 後 20 mg 


16 8 5 .7 


54 


86 131 112 


16 16 


521 
76 死亡 
0 38 15 38 18 31 17 

解剖 


46 
33 


46 
42 


66 82 93 


50 65 123 


118140 333 607248 690 338 328 106 143 386 565 347 262 350 284 282 243 117 316 343 314 371 249 
62 126 101 


12 8 170 320 154146 148 224 235 134 109 150 223 125 204 90 120 100 
7 


13 $ 170 178 175 111 
14 8 150 187 168 122 


III 
30mg 10 日 


に 1 回 10 回 


解剖 


7 0 9 1B 


46 


7、 


60 


46 36 


36 


78 100 


7 66 
15 8 230 160 310206 163 360 243 226 144 173 290 360 367 192 238 390 198 189 541 501 216 448 519 


16 ® 140 730 860841 1127 1218 1118 1109 854 1823 1489 1466 1750 1534 1610 1493 2396 死亡 
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2 3 4 5 6 7 8 
第 2 図 コト ソン ラッ ト の 流血 中 ミク ロロ フィラ リア 
(1) 3 種 投薬 の 比較 


00- 


第 3 図 コト ン ソン ラット の 流血 中 ミク ロフ ォ ラ リア 
20 mg/kg 5 日 連続 , 続け て 40 mg/kg 5 日 


な 急激 な 減少 で は な い が , 投薬 を 重ね る に つれ , 閣 次 
Mf の 減少 を み , 特に No. 6 の 如く 始め の Mf 数 が 830 前 
後 の 低 いも の で は 完全 に 消失 し て し まつ た 。 

(HW) スパ ト = ン の 各種 投薬 方 法 の 効果 (実験 T) 

予備 実験 に と よ つ て 間隔 投薬 法 の 方 が Mf に 対し て 同様 
な 効果 を 挙げ る に は , は る か に 少量 の 薬剤 で よい らし い 
事 が わか つた の で , と こと に は 連続 投薬 法 , 間隔 投薬 法 , 
連続 後 間隔 投薬 法 の 8 法 に つい て , 総 投 薬 量 を 1kg あ 
た り 800mg に そろ えた 場合 の Mf 数 に 及ぼ す 効 果 を 比 
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数 に 及ぼ すえ パト = ン 投 薬 の 影響 (実験 3 ) 


数 に 及ぼ ば すえ パト = ン 投 与 の 影響 (実験 3 ) 
連続 の 場合 


較 し て , 各種 投薬 法 の 優劣 を 検討 し た 。 

即ち 第 工 群 の Cotton rat 5 頭 に は 1 日 1 回 20mg 5 日 
連続 , つく さけ て 1 日 1 回 40mg を 5 日 連続 , 計 10 日 連続 
集中 投薬 。 

第 TT 群 は 5 頭 , 1 日 1 回 20mg 5 日 連続 投薬 後 同 量 を 
10 日 に 1 度 の 間隔 で 10 回 投薬 。 ; 

第 陸 群 は 5 頭 , 30mg を 10 日 に 1 度 の 間隔 で 10 回 , 初 
めか ら の 間隔 投与 を 施行 し た 。 

投薬 開始 前 の 1 月 10 日 検 血 を 行い , 1 月 18 日 より 投薬 
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第 4 図 コト ン ラ ッ ト の 流血 中 ミク ロフ ィ ラ リア 数 に 及ぼ すえ パト = ニン 投与 の 影響 (実験 3) 
20 mg/kg 5 日 連続 以後 20 mg 10 日 間隔 10 回 の 場合 
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第 5 図 コト ン ソン ラット の 流血 中 ミク ロフ ィ ォ ラ リア 数 に 及ぼ すえ パト = ン 投 与 の 影響 (実験 3) 


30 mg/kg 10 日 間隔 10 回 投与 の 場合 


を 開始 し , 定期 的 に 対照 辞 も 一 諸 に 検 血 を 行 つ た 。 そ の 
Mf 数 に 及ぼす 影響 は 第 2 表 , 第 2。 8,。 4, 5 図 に ま 
と め た 如く , 連続 群 で は , 投薬 翌日 の 検 血 で は 減少 が 殆 
ん ど み られ な か つた が 5 日 目 迄 に 急激 な 減少 を 示し , 以 
後続 け て 5 日 間 倍 量 投 薬 を 行 つ て も 5 日 目 の Mf 数 と 変 
りな く , 投薬 終了 と 同時 に Mf 数 は 曽 時 増加 の 一 途 を 
た どり , ほほ さく 80 日 後に は も と の 数 に 戻 つ た 。 

と れ に 比 し 第 TT 群 の 連続 後 間 隔 投 与 群 で は 同様 翌日 は 
Mf が や ゃ や ゃ 減少 し 5 日 目 に は 全 頭 に お いて 急激 な 減少 が 


み ら れ , 以後 長期 に わた つて Mf 数 は 低い レベ ペル に 抑制 
され た 。 

第 の 間隔 投与 は , は じ め の 急激 な 減少 が な 
い が 緩 除 に Mf 数 は 減少 を 示す 傾向 に あつ た 。 と の 間 対 
照 群 は 蘭 時 Mf 数 が 増加 し , 実験 途中 で 死亡 し た 。 

以上 の 成績 か ら 同 じ 800 mg/kg の 薬剤 を 使用 する 場 
合 , 集中 投薬 法 よ り 間 隔 投 与 法 の 方 が 長期 間 に わ た り 有 
効 で , 又 間 隔 投 与 の は じ め に 5 日間 の 連続 集中 を 行う 事 
は 一 挙 に 低い レベ ペル に 下げ る 事 が 出来 る 点 で 最も すぐ れ 
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た 方 法 で ある と 認め られ た 。 
a (MV) スパ ト = ン 及び マフ マ ア ァ アル ゾ ー ル の 短期 間 多 量 投 

薬 法 の 効果 検討 (実験 WV) 

‘ 以上 の 実験 で , スペ パト = ン の 一 日 量 プロ キャ 20mg 程 
度 で は , 短期 間 の 場合 効果 が 不 充分 な こと を 知 つ た の 
で , さら に 多量 を あたえ た 共に , 糸状 虫 を 完全 に 駆除 出 
来る か どう か を 知る 目的 で 次 の 実験 を 行 つ た 。 と の 際 


第 3 表 コト ン ラ ッ ト の 流血 中 ミ 
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に , 有機 砥 素 剤 マン ァ ル ゾー ル も 併せ て 実験 し た 。 投 栗 
開始 前 2 回 の 検 血 を 行い 5 月 2 日 より 投薬 を 開始 し た 。 

その 成績 は 次 の 通り で , 第 3 表 , 第 6 図 に 示す よう に , 

Cotton rat No. 1, 2, 8 に マフ アル ゾー ル 1 日 1 回 5 mg/ 
kg 10 日 連用 , No. 4 , 5 に は 同じ く 8 mg/kg 10 日 連用 
し た 。 と の 和 群 で は いづ れる も 80 日 後に な つて も Mf の 減少 
は 認め られ な か つ な た 。 


クロ フィ ォ ラ リア 数 に 及ぼ す 


スパ トニ = ニン 並 に た マフ ァ ル ジ ゾール 連続 投与 の 影響 (実験 4 ) 


a 個体 血液 2.5cmm 中 の ミク ロフ ォ ラ リア 数 
性 体重 
番号 投薬 前 第 1 周 2 週 3 週 5 週 6 週 11 週 
1 8 125g 576 589 630 486 566 392 232 626 335 967 
マフ ァ ル ジー ル 5 2 8 180 391 348 268 216 319 314 244 266 406 120 
mg1H1 回 10 日 間 3 8 120 116 100 72 135 114 69 解剖 
yups 4 9 120 492 443 221 446 426 455 590 486 780 543 
1 回 10 5 9 160 225 142 244 195 422 342 268 374 171 326 
i 6 8 240 680 727 171 30 15 17 解剖 
200mg 1 1 8 8 100 374 685 38 34 34 21 186 315 解剖 
回 10 日 間 9 $6 180 273 364 42 16 11 16 37 122 解剖 
10 8 130 249 165 49 16 21 20 57 234 解剖 
11 $8 120 269 128 186 229 249 127 114 
対 2 173 237 死亡 
9 304 468 392 342 498 400 
a No. 6 ~10 の 5 頭 に は スペ パト = ン 1 
800| sng 10m on 日 1 回 200 mg/kg を 10 日 連続 し た 。 
i no. と の 結果 で は さき の 20mg/kg と 異 り , 
i A / 2 日 目 か ら Mf 数 は 著 明 に 減少 し , 5 
日 な いし 8 日 で 極少 値 に た が , そ 
NN れ 以 後 薬 剤 を 与え て も MF 数 は 減少 せ 
200| yo. ず , 投薬 終了 後 遂 次 Mf 数 の 増加 が 認 
ON? め ら れ た 。 対照 群 に は Mf の 著 明 な 増 
は 認め られ な か つた 。 
スペ = ン の 多量 長期 連続 投 
与 に , 多量 連続 後 投与 の 効果 
実験 CW) で 200mg/kg の 多量 を 10 
| 日 連続 し て も 完全 に は Mf を する 
200| 
ti 事 が 出来 な か つた の で , 更に 長期 間 多 
; a 量 を 与え た 時 に は 完全 に 消失 する か を 
3 4 5 6 7 8 9101112 3 4 5 6 7 8 9 101112 後 知る 第 6 頭 に 200 mglkg 
第 6 図 コト ン ラ ッ ト の 流血 中 ミク ロフ ィ ォ ラ リア 数 に 及 の 80 日 間 長 期 連 続投 与 (総量 6,000 
すえ パ = ニン , マフ ァ ル ゾー ル 投 の 影響 (実験 4 ) mg/kg) と 併せ て 第 の 6 頭 に 200 
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投 朱 mg/kg 5 日 連続 後 200 mg/kg の 週 1 回 計 7 回 の (総量 rat を 夫々 2 群 に 分 け 5 月 27 日 より 投薬 を 開始 し た 。 第 
2,400 mg) の 間隔 投与 を 試み た 。 4 表 , 第 7 図 に 示し た 様 に 第 1 群 の 連続 投与 で は , 投薬 5 
に , 投薬 開始 前 1 回 の 検 血 で , ほ さ 同じ Mf 数 の Cotton 日 目 か ら 10 日 目 に 極少 値 を 示し た が , 以後 長期 連続 投薬 
; mg/ 第 4 表 ュ ト ン ラ ッ ト の 流血 中 ミク ロフ ィ ォ ィ ラ リア 数 に 及ぼ すえ パト = ン 投 与 の 影響 (実験 5 ) 
連用 
血液 2.5 の ミク タク ロフ ィ ォ ラ リア 
番号 投薬 前 第 1 週 2 週 3 週 4 週 5 週 6 週 7 週 8 週 9 週 
1 9 110g1,898 72 8 12 
5 8 1 4 
8 25 13 13 111 160 解剖 
II 8 98 16 83 108 45 
200mg- 1 9, 104. 18 53 24 12 43 
可 7 回 8 10 死亡 
196 123 108 124 198 死亡 
3 8 1 8 6 12 
of 
100 1100 
(1) 
! 200 mg 2C0mg 58 200mg 1 6 
Oo | 
a | 
700 700 | 
少 せ 
が | 
な 増 
500 500 
続投 | 
| 
3500 
を 10 
する | 
か を 
)00 
200 第 7 図 コト ンジ ラッ ト の 流血 中 ミク ロフ ィ ォ ィ ラ リア 数 に 及ぼ すえ パト = ン 投 薬 の 影響 (実験 5 ) 
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を 行 つ て も , それ 以下 に Mf の 減少 は 示さ ず , 完全 に 消 
失 の 認め られ た も の は 1 頭 も な か つた 。 し か し 実験 WV) 
に 較べ 投薬 終了 後 の Mf 数 の 増加 , 以 復 は 遅 か つ た 。 

第 T 群 の 連続 投与 後 間 隔 投 与 で は , 始め の 5 日 目 迄 に 
人 金 頭 最少 値 を 示し , 以後 長期 に わた つて Mf 数 は 低い レ 
ベル に 抑制 され た 。 

と の 結果 スペ トニ = ン は , Cotton rat の 糸状 虫 に 対し 殆 
ん ど 極 量 を 用 いて も 短期 間 で は 充分 の 効果 が 得 ら れず 根 
絶する に は 分 割 し て 長期 間 の 投薬 を 要する も の と 推定 さ 
れ た 。 

考 

コト ン ラ ッ ト の Lrfomosoides carintt の Mf に 対す る 
Diethylcarbamazine の 効果 は Hewitt ら (1948) の スク 
リー= ン グ テ ス ト の 成績 と よれ ば 3 mg 30 日 連続 投与 
( 総 投 薬 量 90mg) の 量 で も 消失 し て いる 場合 が し ば し 
ば あつ た 。 て それ は 検査 血 量 の 少 い 為 と 思わ れる 。 箇 者 の 
実験 で は , 200mg 30 日 間 連 続投 薬 し て も 完全 に は , Mf 
の 消失 を 来 た さ な か つた 。 

し か る に 人 間 に お ける バン クロ フン ト 糸 状 虫 , マレー 糸 
状 虫 等 に 対し て は 従来 も 非常 に 有効 な 成績 が 得 ら れ て い 
る 。 Santiago-Stevenson ら (1947) は Puerto-Rico に お 
ける バン クロ フト 糸 状 虫 症 26 例 に 対し 0.5~ 83mg を 1 
日 8 回 経口 投与 し た 結果 , 何れ の 例 に お いて も 則 激 な (Mf 
の 減少 を 示し , 長期 効果 の 認め られ た 例 は 投薬 の 持続 日 
数 の 長い も の 程 高 率 で , 結局 総量 100 mg 以上 の も の 
は 100 陰 性 で ある と 述べ て いる 。 

叉 我国 で は 北村 (1950), 佐 藤 ら (19583) が 同じ く バ ン 
クロ フト 糸状 虫 に 対し 総 投与 量 70~80mg 以上 に お いて 
は 流血 中 仔 虫 の 完全 消失 が 多く 認め られ た と 報告 し て い 
る 。 

マレ ー 糸 状 虫 に 対し て は , 佐々 ・ 林 ら (1951, 1952) 
が 八丈 小島 に お いて 1 日 6 mg 連続 投薬 で 総量 30mg 以 
上 の 服用 者 は 10 日 後に 100 陰 転 を 示し , 60 mg 以上 の 
服用 者 群 で は 4 ヶ月 後に お いて も 陰性 を 示し , 完全 に 長 
期 効 果 が あつ た も の と み ら れ る と 述べ て いる 。 

と の 量 は Hewitt 等 の バン クロ フン マト 糸状 虫 に と 比 す れ ば 
その 半分 の 量 で あつ て , お そら く マ レー 状 虫 の 方 が , 
一 層 感 受 性 が 強い も の で あろ うと 思わ れる 。 

洞 最近 佐々 ら (1959) は 四国 , 奄美 大 島 で , バン クロ 
フト 糸状 虫 に 対し 2mg 5 日 つく け て 4mg 5 日 投与 群 
と , 2mg 5 日 連用 あと 10 日 お さき に 2mg 15 回 の 2 群 に 
分 け て 流血 中 Mf の 比較 を し た 。 そ の 結果 陰 転 素 , 減少 
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率 と も は る か に 連続 集中 後 間 隔 投 与 群 の 方 が 有効 で あ 
り , 約 4 ヶ月 後 の 平 均 Mf 数 が 連続 集中 群 が 頭 初 の 7.63 
9%6 と 低下 し た の に 較べ , 後者 は 1.45%, 又 陰 転 束 で は 前 
者 が 4 ヵ月 後に 47.8 に 比 し , 後者 は 61.72 と 云う 成 積 
が 得 ら れ た 。 

以上 の 事 か ら 人 間 の 2 種 の フイ ラリ ア に 較べ Litomo- 
soides carinii は 格段 に 強い 抵抗 カカ を も つて いる 事 を 思 
わせ る 。 

コト ン ラ ッ ト に お いて は , 轄 続 集中 投与 法 で は 20mg 
で も 200mg で も Mf 数 は 5 日 か ら 8 日 目 頃 迄 に 極少 値 
に 達し , 以後 較 続 し て も , それ 以下 に は 殆 ん ど 下 ら ず , 
投薬 終了 後 と 同時 に 蘭 次 Mf 数 は 増加 し て 約 100 日 後に 
は 投薬 前 の 数 に もど つて し まつ た 。 

間隔 投与 和 格 で は 極 く 徐 々 に Mf は 減少 を 示す 傾向 に あ 
り , 集中 後 間隔 投与 格 で は , は じ め の 5 日 に 急激 に 減少 
を せしめ , 以後 長期 に わた つて Mf 数 を 低い レベ ル に 抑 
制す る 事 が 出来 た と 。 と れ ら の 成績 か ら 達 続 集 中 より は , 
初期 に 短期 間 連 続 集 中 後 間 隔 投 与 す る 方 が , は る か に 薬 
量 が 少な く て 有効 で ある 事 を 推定 し 得 た 。 


1) 我が国 で 生産 され つつ ある ご コト ン ラ ッ ト を 実験 動 
物 と し て , と これ に 日 本 産 イ ェ ダ = を 中 間 宿 主として 糸状 
虫 用 4omosoides carinii を 感染 させ , 化学 療法 の 効力 試 
験 を 行う こと に 成功 し た 。 

2) 現在 抗 糸 状 虫 剤 と し て 知ら れ て いる , ヂ デ ェ チー ル 
カル バ マ ( 邦 製 スペ パト = ン ) 及び , 有機 素 剤 
製 マ マン アァ ー セ ミン ) を 供 試 し , まず マウ ス に 対す る 腹腔 
注射 時 の 毒性 を しら べた と と ろ , 前 者 は 毒性 が 著しく 低 
く LD;。 は 485.8mg, 後者 は 80.9mg で ある と いう 上 成 
績 が 得 ら れ た 。 

8) スパ トニ = ン に つい て , 感染 コト ン ラ ッ ト に 色々 な 
薬 量 を 異 つ た 投薬 方 法 で あたえ て , その 血 中 Mf 数 に 
す 影響 を し ら べ た 。 

4) 毎日 1 回 連日 投薬 の 方 法 で は , 1 回 量 を 20mg な 
いし 50mg 5 日間 で 血 中 Mf 数 は 著しく 減少 する が , そ 
の 後 放置 する と Mf は 次 第 に 増加 し , ほとん ども と の 
レベ ル に 達する 。 1 回 量 を 200mg と し て 10 日 間 及 び 30 
日 間 あ た えて も Mf は 完全 に 消失 せ ず , 中 止 後 は 叉 増 
加 を みた 。 と これ に より 短期 間 に 集中 投薬 を 行 つ た の で 
は , 致死 量 に 近い 量 を あたえ て る も を も 根絶 し な い 事 を 知 つ 
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5) スパ ト = ン を 1 週間 な いし , 10 日 の 間隔 で 50mg, 
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30mg を 投与 する と 血 中 Mf は 次 第 に 減少 し , 長期 間 に 
わた り , Mf 数 を 低い レベ ル に 抑え うる 。 同 じ 総 薬 量 を 
用 いた さい に は , 長期 に 分 割 し た 投薬 法 の 方 が 長い 期間 
に わた り 有 効 で ある 。 

6) 以上 の 経験 か ら ス パト = ン の 少量 を 連続 5 日間 あ 
た えて , 先 づ 血 中 Mf 数 を 最少 値 に まで お さき さえ, その 人 後 
は 1 週間 な いし 10 日 の 間隔 を お いて 定期 的 に 投薬 する 
と , 最も 速やか に 経済 的 に と, し か も 長期 間 Mf 数 を 最 底 

に お さえ うる 事 が 認め られ た 。 

7) マフ アル ゾー ル の 3 な いし 5 mg/kg, 10 日 間 の 連 
続投 与 と に よ つ て は , 約 2 ヵ月 半 の 観察 で , Mf 数 の 減少 
を 観察 し 得 な か つた 。 

稿 を 終る に 当り , 種々 御 指導 御 援助 た を まわ つた 当 研 完 
部 部 長 佐 々 学 教授 , 林 滋 生 博 士 , 実験 に 協力 を えた 佐藤 
金 作 , 田中 英文 , 平 社 俊之 助 , 下村 ナチ ォ 子 兵 等 研究 部 一 
同 , 並び に 薬品 の 提供 を 仰い だ 田辺 製薬 に 深謝 す . 


Summary 

1. The author established a colony of cotton rats 
in the laboratory and succeeded in maintaining the 
cotton rat filariid worms (Litomosoides carinii) using 
Ornithonyssus bacoti as the transmitters. 

2. Studies on the chemotherapy of filariasis were 
carried with those experimentally infected cotton rat, 
and the effects of diethylcarbamazine (Supatonin) and 
mapharsol (Mapharsemin) on the microfilariae in the 
Circulating blood were examined. 

3. The toxicity of the two chemicals was tested 
with laboratory mice and the LD;s of diethylcarba- 
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mazine was calculated as 485.3 mg/kg while that of 
mapharsol 30.9 mg/kg, when injected intraperitoneally 
as a single dose. 

4. Diethylcarbamazine was administered to cotton 
rats in three ways, 1. successive administration with 
daily dose of 20-200 mg/kg, for 5-30 days. 2. inter- 
mittent administration with the single dose of 30- 
250 mg/kg in several times. at the intervals of 7-10 
days or once a month. 3. combinated administration- 
successive treatment for 5 days combinated conse- 
cutively with intermittent administration. 

5. The administration of the large amount of 
diethylcarbamazine in successive days resulted in the 
sudden decrease of microfilarial counts in the circula- 
ting blood, however, after the cessation of admini- 
stration, the counts were apt to recover soon or later. 

6. The intermittent administration of diethylcarb- 
amazine reduced the microfilarial counts usually much 
slower, but it was revealed that this mode of treat- 
ment could suppress the count of microfilariae to a 
low level for a considerably long period with the total 
dose much smaller than when used in successive 
administration. 

7. The combination of successive and then inter- 
mittent administration of diethylcarbamazine was elu- 
cidated most advantageous. It reduced remarkably 
the counts of microfilariae in the early course and 
kept them at a very low level for a long term. 

8. The administration of mapharsol with the daily 
dose of 3-5mg/kg for 10 days did not affect the 
microfilarial counts during in the course of observation 
for 2 and a half months. 
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(昭和 34 年 8 月 10 日 受領 ) 
特 別掲 載 


言 


虫 卵 を 含め た 環 虫 に 関す る 諸々 の 研究 は 従来 の 寄生 虫 

に 進展 の 度 を 増し て 来 た 。 特 に 並び と 体 成分 に 
ょ っ つて 惹 起 さ れる 生体 反応 と 云う も の が その 歌 作 用 に 基 

づく も の で ある か 或 は 抗原 抗体 反応 の 立場 に 立野 し た ア 
レル ギー 反応 で ある か の 二 点 に し ば られ て 種々 研究 討議 
され て 来 た が 現在 で は 抗原 抗体 反応 の 立場 に 立脚 し た 上 
虫 ア レル ギー に 関す る 研究 の 為 に , 短 虫 抗原 を 使用 し た 
皮膚 反応 の 研究 や 遇 虫 分 画 成 分 の 抗原 性 に つい て の 研究 
が 行わ れ , 一 応 筒 虫 抗原 に よる 局所 過 敏 現象 の 成立 する 
事 を 報告 し て いる 。 し か し 人 笑 ら 之 等 数 多く の 研究 が な さ 
レル ギー の 病 機構 に 対す る 

理学 的 解明 と 裏付け が 未だ 行わ れ も て いな い 現 状 ご あぁ つ 
た が 最近 , 赤松 (1959) は 環 虫 物質 に よる 皮膚 反応 を 指 
標 と し た アレ ルギー 性 反応 に つい て 員 虫 体腔 液 並び と に そ 
の 分 画 成 分 を 利用 し , 病理 形態 学 的 な 立場 か ら 箇 虫 物質 
感 作 の 形態 学 と 抗原 の 置 の 解明 つて 
いる 。 か くし て 並び に 体 成分 と つて 起 えれ 
る 生体 反応 は 一 応 機 多 の 研究 者 達 に より 余す 所 な く 説 き 
尽 さ れ た 感 が ある が , 遇 虫 卵 と につい て の その 方 面 の 研究 
は 近年 , 武田 (1955), 赤崎 (1958) う 等 に よ つ て 報告 され て 
は いる が 今後 の 研究 に と 大 な る 期待 を 持つ 所 で ある 。 も と 
も と 環 虫 の 生活 隈 と し て 仔 虫 が 肝 , 帽 等 の 諸 臓 器 を 通過 
する 事 は 知 の 如く で ある が , その 仔 虫 と に よっ つて 惹起 さ 
れる 種々 な る 生体 反応 は その 各々 の 条件 に よ ょ つて 違う 様 

FUMIAKI! NAKAMURA : Experimental pathologi- 

cal studies on the granuloma by ascaris egg (1) On 

the difference between sensitized rabbits with ascaris 

ova extract and unsensitized ones (Department of 

Pathology, Osaka Medical College, Takatsuki, Osaka 


Prefecture) 


よる 成 に 関す る 天 病理 学 研究 
1) 感 作 時 , 非 感 作 時 の 差異 に つい て 
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で ある 。 交 等 の 実験 並び に 症例 で の 功績 の あつ た 人 達 に 
Stewart (1918), 西尾 ・ 横 川 (1928), 小 県 (1928), 加 
藤 ・ 平 田 (1985), Biester & Mercer(1950), 橋 本 (1954) 
松村 等 が ある 。 大 部 分 の 人 は 仔 包 蔵 を 
的 に 各 実 験 動物 に 与え 各 臓 器 中 の 仔 虫 並び に 通過 後 の 組 
織 反 応 を 観察 し て いる 。 し か し 特 ら 横川 の 如く 豚 及 び 犬 
に 反復 感染 せしめ 肝臓 の 変化 を 主 に 観察 し た も の や , , 
平田 (1985 う の 如く 免疫 犬 , 非 免 疫 犬 に 犬 銅 虫 卵 を 飼 食 さ 
せ て 肝臓 の 変化 を 見 た も の や 更に は 宮川 (1952) の 如く 
人 体 成 分 を 経口 的 に 海 に 与え その 後 , 人 を 
感染 させ て 各種 臓器 の 変化 を 見 た も の 和 色 々 で ある 。 こ 
の 際 , 特に 興味 深い 事 は , 結 締 織 増 生 と 好 酸 球 の 態度 で 
ある 。 特に 他 の 肝 内 存在 にょ つ て Eosinophilic 
granuloma の 形成 され る 事 が Perlingiero, Mercer(1950) 
等 に より 報告 され アレ ルギー の 立場 に お いて 一 応 説明 
を 試み て いる 。 呑 虫 卵 に 関し て も , 貝 卵 が 人 体 の 異 所 叉 
は 組織 内 に 何等 か の 理由 に より 侵入 し , 生体 に 種々 の 病 
変 を も た らし た と 云う 報告 は 可 成 り 多 い 。 殊 に 著者 が 特 
に 実験 的 に 観察 し た 肝臓 に お いて は , Makai, Wilheln, 
Generisck, Vierordt, Schenthauer, Virchow, Fuielleborn, 
Motta, 藤 縄 , 桂 田 , 長尾 , 内 田 , 東原 , 勝田 , 近藤 , 
佐野 , 今村 , 加藤 , 藤浪 , 家田 , 平井 神保 , 三宅 , 福 
士 , 安楽 , 黒岩 , 柿崎 , 参 木 等 の 報告 が ある 。 そ の 他 , 
騰 臓 , 胆 喪 , 腹腔 内 或 は 大 網膜 に お ける 報告 も 可 成 り 見 
る 。 選 等 , 肝臓 , 膝 臓 へ の 侵入 機転 に 泉 , 石川 , 安藤 , 
坂口 等 の 胆汁 及び 液 に ょ る 機械 的 押込 説 即ち 
系 説 や , 桂 田 , 三宅 等 よる 血行 説 は 
行 説 等 が ある が いづ れ に し て も その 際 の 虫 卵 の 運命 に 関 
し て は , 石川 , 三宅 , 室 谷 , 泉 , 安楽 , 黒岩 等 の 報告 に 
よる と 貝 卵 結 節 を 形成 し , 好 酸 球 の 浸潤 を 伴い , 後に は 
類 上 皮 細 胞 の 出現 と 結 締 織 の 増生 即ち 虫 卵 性 肝硬変 を 見 
る と 報告 し て いる 。 し か し 御 ら 時 に 映 虫 卵 が 組織 内 で 発 
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育 し 仔 虫 包 蔵 卵 を 完成 し た と 云う 5 Makai (1952), Africa 
(1986) 等 の 報告 も ある 。 と の 事 に つい て 最近 , 柳井 
(1959〕 が 詳し く 報 告 し 批判 を 下 し て いる 。 人 免 も 角 , 貴 
虫 卵 の 場合 に お いて も を も 仔 虫 の 組織 内 通過 時 と 同様 , 好 酸 
球 の 浸潤 を 伴う 事 は 興味 ある 事 で ある 。 好 酸 球 の 機能 に 
関し て は 未だ 確固 た る 定説 が な い が , 近年 Eosinophilie 
と 抗原 抗体 反応 と の 関連 性 が 大 藤 等 数 多く の 人 達 に より 
報告 され て お り 寄 生 虫 症 の 場合 と お ける 好 酸 球 増 多 の 発 
現 機 序 を 僅か 年 ら も 示 す る も の で は ある が , 人 金 て を そ 
れ に よっ つて 解決 し 得る も の で も ない 事 は 先 人 達 に よっ つて 
示さ れ て いる 事実 で ある 。 そ と で 著者 は , その 好 酸 球 喚 
起 物 質 が 遇 虫 卵 内 物質 に も 存在 する 可能 性 を 検討 し て みみ 
た 。 既 に 暁 虫 卵 と お いて は その 電子 顕微 鏡 的 観察 に お い 
て 稲 (1957), 竹下 (1958) 等 に より 卵 層 に 無数 の 
細管 構造 を 有 し の の 呼吸 , 湿気 の 統制 に 関係 し 
外界 と 交通 し て いる と 報告 し て いる が , 未だ 環 虫 受精 卵 
に お いて は , Morita (19538), 分 山 (1957), 羽田 野 , Roger 
(1956〕 の 行 つ た 電子 顕微 鏡 的 観察 で は 外界 と 交通 し 得 
る 細管 構造 は 認め て いな い 。 更 に 進ん で 奏 動 する 仔 虫 を 
有する 包 蔵 で の 電子 鏡 的 観察 る 未だ 試み られ 
て いな い 現 状 の 様 で ある 。 し か し レ 笑 ら 環 虫 卵 た 抗原 性 が 
存在 する 事 は , Canning. 森下 (1954), 赤崎 (1958) 等 も 
之 を 認め て いる 。 事実 叉 , 上 銅 虫 卵 を 抗原 と し て の 実験 は 
武田 , 赤崎 等 に より 試み られ て お り 特 に 赤崎 は 類 上 皮 細 
箇 発 生 に は 著者 と 同様 , 虫 卵 内 物質 を 予想 し , その 主体 を 
演ずる の は Phosphatid で ある と 報告 し て いる 。 そ と で 
虫 仔 虫 包 蔵 卵 よ り 流 出す る 抗原 様 物質 に よ ょ っ つて 生体 に 
惹起 えさ れる 種々 な 変化 を 著者 は 抗原 抗体 反応 の 立場 か ら 
考察 を 加え , 肝臓 に お いて 吊 虫 卵 内 物質 に よる アレ ル ギ 
ー 性 反応 に つい て の 病理 形態 学 的 な 研究 を 行ない 興味 あ 
る 所 見 を 得る 事 が 出来 た 。 元 来 , 肝臓 の ァ レ ルギー 性 病 
変 に と っ いて の 研究 は , 馬 杉 ・ 富 塚 (1948), 佐藤 , 伊藤 
(1987), 武田 (1952) 等 と より 各種 抗原 ( 抗 肝 血 清 , 馬 
血清 , 牛 血清 , 卵白 等 ) を 用 いて 実験 を 行い 他 の 臓器 の 
ァ レ ルギー 性 病変 と 共に 数 多く 報告 し て いる が 特に 最近 
に お いて , 岡村 (1950), 谷田 (1958〕 等 が 体 分 画 成 
分 を 用 いて 肝臓 に お ける 病理 組織 学 的 変化 を 報告 し て い 
る が , その いずれ も が 組織 アレ ルギー の 所 見 に 一 致す る 
と 述べ て いる 。 醸 つて 今回 特に 著者 の 意図 し た 目的 は 貴 
虫 抗原 に と よっ つて 起 る と 考え られ る 抗体 反応 の 場 
に つい て の 実験 的 病理 形態 学 的 な 裏付け で ある 。 即ち 従 
来 よ り 実 験 的 局所 過 角 現 人 象 に は 数 多く の も の が あり , 代 
表 的 な も の は アル サス 型 及び ツマ ベル クリ ン 型 反応 で あ 
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る 。 就 中 , ツマ ベ ルク リン 型 反 応 は 古来 より 結核 性 アレ ル 
ギー と し て , 余 多 の 研究 者 達 に よ ょ つて , 病理 形態 学 的 に 
も 大 いな る 進展 を と げ て 来 た 。 近年 , 天野 (1948 う は 抗 
体 産生 理論 か ら 外 膜 形質 細胞 系 に 由来 する 機能 的 概括 反 
応 と し て , 血清 親和 性 抗原 抗体 反応 を 提唱 し , 古く 清野 
の 細 網 内 皮 系 細胞 系 に 由来 する それ を 組織 親和 性 抗原 抗 
体 反 応 と し て 二 系 性 免疫 論 を 確立 し , その 反応 形式 を 急 
性 障 主体 と する 全身 並び に 局所 の ショ ッ ク 反 応 
と , 単 球 , 組織 球 を 主体 と する 血管 障 三 性 の 比較 的 少 い 
組織 細胞 障 三 の 反応 と し て 明示 し た 。 最近 , 急速 な る 血 
液 学 的 領域 の 進歩 と 共に , 浜本 (1958) は 此 の 天野 の 二 
系 性 免疫 論 の 基礎 の 上 に 立つ て , 抗原 抗体 反応 の 起 る 場 
を 特に に 重視 し , 抗原 の 持っ 性 質 と 抗原 の 反応 する 場 と の 
組合 せ を 理論 的 並び に 実験 的 更に は 人 体 語 検 材料 より 
病理 形態 学 的 に 詳細 に 研究 し , 血管 及び 間 質 結合 織 を 反 
応 の 場 と し て 持つ 往 原 抗 体 反応 を それ ぞ れ 血管 内 性 及び 
血管 外 性 抗原 抗体 反応 な る 名 称 を 守 し , その 間 の 反応 の 
場 と 抗原 の も つ 性 質 と を 組合 せ , 複雑 な る アレ ルギー 性 
病変 を 見 事 に 系 統 付 けた 。 著 者 の 行 つ た 実験 並び に 病理 
形態 学 的 所 見 は 此 の 立場 に 立つ て 検討 し 研究 し た 。 双 , 

仔 包 蔵 キス に ょ つて 免疫 し た 家 肝臓 内 
虫 包 蔵 卵 を 注入 し , 虫 卵 を 中 心 と せる 細 移 反応 を 組織 学 
的 に 観察 し , 虫 卵 と に よっ つて 起 る 7 アレ ルギー 性 病変 の 病理 
形態 学 的 所 見 を 明らか に する と 共に 本 病変 が 浜本 の 云う 
所 の 血管 外 性 抗原 抗体 反応 を 主体 と する 形態 像 を 示す とこ 
と を 明らか に し た 。 


実験 材料 及び 実験 方 法 


I. 実験 材料 

1) 使用 動物 2.0 乃 2.5kg の 赤色 成熟 健 
康雄 性 家 羽 。 

2) 使用 卵 

イ ) 実験 た に 使用 し た 筒 虫 卵 は 大 阪 市 立 層 殺 場 に お いて 
採取 し た 生鮮 の 子宮 より 可 的 無菌 的 に し た 
受精 単 細 期 0.52% の 割 に ホル マリ ン を 加え た も の 
叉 , 蒸溜 水 の み を 加え た シャ ー レ に 入れ , 27°C に 予め 
定 温 し た 明 婦 器 で 約 4 週間 培養 し た 。 時々 その 培養 状況 
を 調査 し な が ら 蒸 溜 水 を 加え た シャ ー レ 内 の 大 腸 菌 の 系 
殖 を 防止 する 為 , 何 度 も 蒸溜 水 を 交換 し た 。 約 4 週 の 後 
或 は それ 以上 の 日 時 で は 仔 虫 を 入れ る 仔 虫 包 
な る 様 で ある 。 大体 仔 虫 包 蔵 九 と な つた 後 2~ 8 週 放置 
し 実験 た 使用 する 2~8 日 前 に ペ ポ マシ リン , 又は 0.5 
の 割合 と に カル ボー ル を 加え た 。 そ し て 携 拝 し た 1 滴 を ピ 
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ペッ ト に て スラ イド グラ ス の 上 に 滴下 し , その 95% 以 上 
が 仔 虫 包 蔵 し か も 内 で 仔 虫 が する の を 顕微 
下 で 確認 し て 後 , 実験 た 供し た 。 

ロ ) 生鮮 豚 遇 虫 の 子宮 より 可 及 的 無菌 的 に 採取 し た 受 
精 単細胞 期 卵 。 

へ ハ へ) 前 記 の 如く 培養 し 得 た 仔 虫 包 蔵 卵 を 三角 コル ベン 
に 蒸溜 水 と 共に 入れ , 約 5 時 間 煮 沸 , 沸騰 させ た ま ゝ 放 

, 時 々 その の 状態 を で 観察 し て 完全 
包 蔵 卵 中 の 仔 虫 が その 活動 を 停止 し , し か も 凝固 変性 を 
量 し て いる の を 見 屈 け て 後 冷却 し , その 完全 死滅 仔 虫 包 
蔵 卵 を 実験 た 供し た 。 

8) 使用 抗原 

イ う ) 上 記 の 如き 方 法 に て 培養 し て 得 た 仔 虫 包 蔵 卵 を 遠 
心 沈 肖 し 何 度 も 洗 浴 を 行い , 顕微 鏡 に て 大 腸 菌 の 存在 を 
完全 に し 得る 状態 に 洗 を 綿密 に 行 つ て 後 , 
卵 の み を 集め 予め 定量 を 行 つ た 少量 の 生理 的 食塩 水 を 加 
え そ の 1 滴 を ピペット に て 吸引 し , スラ イド グラ テス に 滴 
下 し ヵ カバ ー グ ラス を 載せ 顕 徴 鏡 に て 虫 卵 数 を 概算 する 。 
5 滴 分 を 算定 し その 1 滴 中 の 平均 数 を 出し 1 cc 中 の 貝 卵 
数 に 換算 し た 後 そ れ 等 の 生理 的 食塩 水 を 加え た 貝 卵 を 予 
め 菌 し た 乳 針 に て 約 3 時 間 す 。 時 々 その 液 を 
顕微 鏡 で 検査 し 古 ら 完 全 に 卵 明 の 破 壌 され 卵 内 物質 の 流 
出す る 各 磨 減 を 続け る 。 完全 に 磨 減 し た 後 , 更に 乳鉢 内 
の 液 に 一 定量 の 生理 的 食塩 水 を 加え , Homogenizer で 
約 5 分間 3 回 , 廻 転 さ せ 均 一 化 を 図る 。 そ の 均一 化し た 
液 を スピ ッッ グラ ス に 定量 し 征 ら 分 割 注 入 し 遠心 沈 滑 す 
る 。 そ こと で スピ ッッ グラ ス 最 底部 の 虫 卵 の 残 流 の み を 搭 
て 上 清 全 て を 浪 濁 液 と し て (1 cc 中 約 5 万 個 の 仔 虫 包 蔵 
内 物質 を 含有 ) 0.5% の 割合 こと カル ボー ル を 加え 氷室 保 
存 し 用 に 臨ん で 使用 し た 。 獲 , 上 記 抗 原 は 全て 免疫 開始 
に 先立ち 新た に 作製 し 日 以内 の も の を 用 いた 。 

ロ ) 生鮮 豚 の 子宮 より 採取 し た 受精 単細胞 を 
上 記 の 如く 処置 し , 潤 濁 液 と し て 0.5% の 割合 に カル ボ 
ー ル を 加え 水 室 保存 し 用 に 臨ん で 使用 し た 。 猫 , 本 抗原 
$ ぁ 同様 全て 免疫 開始 に 先立ち 新た に 作製 し て 日 以内 の も 
の を 用 いた 。 

I. 実験 方 法 

イ ) 予備 実験 と し て 作製 処 虫 仔 虫 包 蔵 卵 エミ キス の 抗原 
性 を 確認 する 為 に 。 アル サス 反応 を 施行 し た 。 即 ち 作 製 
し た キス を 生理 的 食塩 水 に て 2 倍 に 1 
当り 2.0 乃 至 2.5cc を ! 回 注射 量 と し 週 3 回 計 10 回 耳 静 
脈 よ り 注 射 し 最終 免疫 後 10 日 目 に 予め 腹部 を 脱毛 し た 免 
疫 家 の に その 作製 ェ キス 原液 0.2cc 及 び 生 理 
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的 食塩 水 を それ ぞ れ の 個所 に 注射 し , 経時 的 に 肉眼 的 観 
察 並 びに 血液 像 を 調査 し 24 時 間 後 に その 部 の 皮 冒 組織 を 
それ ぞ れ 採取 し 10% ホ ル マ リ ン 液 に て 固定 を 行い 組織 学 
的 検索 を 行 つ た 。 

別 に 対 し て 無 処 置 健康 家 作製 エキ ス の 同 
量 皮 内 注射 を 行っ つた 。 

r) 腸 間 膜 静脈 より 肝臓 内 と 注入 する 貝 卵 数 の 決定 並 
びに その 拡散 状態 を 調査 する 為 に , 予備 注入 試験 を 行 つ 
た 。 即ち 採取 し た 単細胞 期 卵 を 細菌 の 混入 を マイ シリ ン 
に て 避け 予め 一 定量 の 液 中 に 1 万 , 5 万, 10 万 の 3 種 の 
虫 卵 数 を 含む 液 を 準備 し , 家 可 を 手術 固定 台 に 固定 し レ , 
腹部 の 脱毛 , 消 施行 し た 後 , 型 の 如く 完全 
手術 用 具 を 以 て , 正中 線 切 開 を 加え 腹壁 皮膚 , 筋肉 , 筋 
膜 , 腹膜 の 順に 切開 を 加え 上 腸 間 虹 静 脈 を 露出 させ 前 記 
の 虫 卵 を 含む 液 を それ ぞ れ の 家 兎 の その 部 の 静脈 内 に 
1.20 カ テラ ン 針 装 注 射 器 と て 注入 し て 後 , 閉 腹 し た 。 

へ ハ 上 記 の 予備 実験 と て 作製 仔 虫 包 蔵 ミキ ス の 
抗原 性 を 確認 し た の で 次 の 如き 本 実験 た に 着手 し た 。 

a) 無 処置 健常 家 に 予備 実験 に て 注入 虫 卵 は 5 
万 個 が 適当 で ある と 判断 し た の で , その 如く 調製 し た 単 
細胞 期 卵 含有 液 を 開腹 し た 家 兎 の 門 脈 内 と 注入 し た 。 

b) 処置 健常 家 に 予め さる 仔 虫 包 蔵 
の 5 万 個 を 含む 様 に 調整 し た 液 を 開腹 手術 を 施行 し て 後 
門 脈 内 ょ り 注 入 。 

c) 無 処置 健常 家 群 に 前 記 の 如く 処置 し て 得 た 完全 
死 減 仔 虫 包 蔵 卵 の 一 定数 を 門 脈 内 と 注入 し た 。 

d) 所定 の 単細胞 期 九 ミ キス に て 週 3 回 , 計 10 回 免疫 
し た 後 , 10 日 目 の 家 束 と に, 開腹 手術 を 施行 し , 単細胞 期 
卵 の 一 定数 を 門 脈 内 に 注入 し た 。 

e) 単細胞 期 九 エ キス に て 免疫 し , 免疫 後 10 日 目 の 家 
内 に 一 定数 の せる 虫 包 蔵 を 注入 し た 。 

f) 所定 の 仔 虫 包 蔵 九 エ キス に て 週 3 回 , 計 10 回 免疫 
し た 後 ,10 日 目 の 家 麹 に , 開腹 手術 を 施行 し , 門 脈 内 ょ 
り 単 細胞 期 注入 し た 。 

8&) 虫 エミ キス に て 免疫 し た 家 内 に 一 定 
数 の せる 仔 虫 包 蔵 を 注入 し た 。 

猫 , 虫 卵 の 門 駅 注入 後 24 時 間 に て 撲殺 し , 剖検 を 行い 
肉眼 的 観察 を 詳細 に 行 つ た 後 , オル ト 固 定 及び 10% ホ ル 
マリ ン 液 固定 を 行い , 型 の 如く パラ マイン 切片 と な し , へ 
マト キシ リン ・ ェ オジ ン 染 色 , P.A.8. 染 色 , ア ザン ・ 
マロ リー 染色 , ギ ム ザ 染色 , 好 銀 線維 染色 を 施し て 病理 
組織 学 的 検索 を 試み た 。 叉 , 免疫 終了 後 約 10 日 目 に 心臓 
に より 採取 し た 抗 豚 仔 包 蔵 キス 免疫 
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実験 成績 


予備 実験 成績 (A) 

1) 仔 虫 包 蔵 エ キス 免疫 家 に お ける 皮 反応 
a) 肉眼 的 観察 

仔 虫 包 蔵 ミキ ス 免 疫 家 腹部 皮 内 に 施し た 仔 
虫 包 蔵 九 エ キス に よる 効果 注射 後 間 も な く は 現状 の ま > 
経過 する が 約 1 時 間 頃 より 軽度 の 浮腫 ( 1.0X 1.0cm) 
を 生じ , その 人 後 も 引続き 潤 次 増 張 す る が 4 時 間 頃 より 硬 
結 と 軽度 の 充血 が 徐々 に 発現 し 始め 約 8 時 間 頃 反応 は 最 
高 ( 1.5X 1.5cm) に 達する 。 時 に 中 心 部 に 軽度 の 出血 
を 見 る も の が ある が 一 般 に 出血 は 少く , 従っ て 出血 壊死 
る 軽度 で あつ た 。 猫 , 24 時 間 後 も 皮 典 反応 は 同 程度 の ま 
> 持続 し た 。 

b) 組織 学 的 観察 

効果 注射 後 24 時 間 で は 主として 真皮 乳頭 層 並 びに 真皮 
の 深層 殊 に 血管 周 団 それ も 静脈 周囲 と 油 墓 性 に 偽 酸 球 の 
浸潤 が 認め られ 同時 に 同 細 胞 の 核 崩壊 を る も の も 多数 見 
られ る が , 此 等 反応 周辺 部 殊 に 真皮 深層 に 単 球 が 調 墓 性 
に 浸潤 し て いる の が 認め られ る 。 又 同 時 に 組織 球 と 考え 
られ る 単 校 細胞 の 浸潤 や , 小 円 形 細胞 並び に 軽度 の 好 酸 
球 の 浸潤 を も 認め る 。 静脈 は 閉 明 に 拡張 し , 壁 の 脆弱 化 
或 は 時 に No. 2 の 如く 壁 の 破綻 を 来たし 部 分 的 な 出血 が 
認め られ る 所 や 叉 , 血行 停止 像 を 見 る 事 も ある が 一 般 に 
の 変化 は 少 い 。 一方, 動脈 は 一 般 に 変化 に 殆 ん 
ど 正 常 の 構造 を 保つ て いる 。 A. 8. 染色 で は 血管 
壁 の 軽度 の 線維 素 様 周 化 像 を 認め る 。 そ の 他 , 脇 原 線維 
の 浮竹 性 膨 化 が 見 られ , 筋 層 に 軽度 の 備 酸 球 の 浸潤 を 見 
c) 効果 注射 に と よる 経時 的 血液 変動 (特に 血液 標 
本 成績 ) 

効果 注射 前 (即ち 正常 状態 と 考え られ る 時 間 ) の 血液 
塗 抹 標 本 で の 多核 白血球 , 単 球 系 と 沙 巴 球 系 と の 比率 は 
大 体 2 例 共 35 : 65 前 後 で あつ た 。 効果 注射 後 経時 的 に 血 
液 塗 抹 標 本 を 作製 し た が 80 分 後 よ り 多 核 白血球 , 単 球 系 
は 増加 し 始め 大 体 時 間 の 経過 と 共に 痢 次 増加 し , 4~6 
時 間 後 頃 に は 最高 と な る 様 で ある (比率 79 : 21 う 2。 そ の 
人 後 時 間 と 共に 減少 し 始め 大 体 234 時 間 後に は 効果 注射 前 の 
比率 に 戻る 。 逆 に 泊 巴 球 系 に つい て は , 効果 注射 後 80 分 
頃 よ り 減少 を 始め 2 時 間 後に と に は や ゝ 元 に 戻る 傾向 を 示す 
が 38 時 間 後 頃 よ ょ り 再 び 蘭 次 減少 し 始め 大 体 4~ 6 時 間 頃 
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に 最低 値 を 示し , その 後 は 時 間 の 経過 と 共に 正常 値 に 戻 
り 始 め 24 時間 に は 元 の 35 : 65 の 比率 に 返っ た 。 と の 関係 
を 曲線 を 描け ば 反応 後 約 2 ~ 8 時 間 に お いて 両 線 は 交 又 
し , 4~6 時 間 で その 両 線 は 最長 の 幅 を 持つ 様 で ある 。 
そし て 24 時 間 迄 に も う 一 度 交 叉 し , 24 時 間 後 と は 元 の 位 
置 に 戻る 。 

2) 対照 実験 成績 

に は 他 包 蔵 モ ミキ ス 免 家 お ける 皮膚 
応 を 実施 する 際 同 時 に 別 の 部 位 と 同 量 の 生理 的 食塩 水 の 
皮 内 注射 を 行 つ た も の と 無 処置 健常 家 束 に 同 量 の 仔 虫 包 
蔵 卵 エミ キス の 皮 内 注射 を 行 つ た も の の 2 群 に 分 け 行 い , 
同 部 の 肉眼 的 並び に 組織 学 的 観察 を 行っ た 。 即ち 共に 肉 
有 眼 的 に 注射 部 位 の 皮膚 に は 何等 特別 な る 変化 を 認め 得 な 
か つた が 組織 学 的 と は 生理 的 食塩 水 注射 例 は ほとん ど 変 
化 な く 軽 微 な 小 円 形 細胞 浸潤 の み で あつ た が 知 虫 仔 虫 包 
蔵 卵 モ エキ ス 注 射 例 に お ぉ いて は 真皮 乳頭 層 及 び 一 部 中 層 に 
軽度 或 は 中 等 度 の 漏 墓 性 偽 酸 球 及び 小 円 形 細胞 の 浸潤 が 
認め られ た が 静脈 壁 の 破綻 , 出血 及び 単 球 の 浸潤 は 認め 
られ な か つた 。 

以上 の 予備 実験 か ら 免 家 お いて 仔 虫 包 蔵 
ェ キ ス に よ つ て アル サス 反応 が 陽性 に 出現 する 事 を 確認 
し た の で 同 ェ キス に より 本 実験 を 施行 し た 。 
予備 実験 成績 (B) 

肝臓 内 と 注入 する 卵 決定 と 侵入 虫 の 拡散 状 
況 を 観察 する た め , 1 万 。 5 万 , 10 万 の 貝 卵 を それぞれ 
含有 し た 一 定量 の 液 を 門 脈 に 注入 し た 結果 , 注入 虫 卵 数 
1 万 個 で は 肉眼 的 に は 何等 閉 変 を 認め ず 又 作製 し た 任意 
の 切片 中 に 貝 卵 を 容易 に 認め 得 ず , 連続 切片 と て 辛 じ て 
小葉 間 中 に 見 出し 得る 状態 で あつ た 。 注入 卵 数 5 万 個 で 
は 商 由 的 に は 所 々 辛うじて 白色 点 状 物 と し て 認め られ る 
物質 が 表面 より 認知 され , 比較 的 栓 塞 を 起 さ な い 程 度 に 
肝臓 内 殊 に 小葉 間 静 脈 時 に 類 洞 内 に 虫 卵 を 見 出し 得る が 
任意 の 切片 中 に お いて は や ゝ 少数 。 注入 卵 数 10 万 個 で は 
肉眼 的 に 所 々 に 白色 の 斑点 が 見 られ 時 に 表面 より 軽度 降 
起 せ る も の も ある が , 任意 の 切片 中 に お いて 貝 卵 は 中 等 
数 。 し か し ら 未だ 栓 壊死 を 起す に 至る 程 多 数 で 
は な い 。 殊 に 門 脈 に 注入 し た 虫 卵 は 一 般 に 左右 主 葉 , 副 
葉 共 に 無 択 的 と に 侵入 する 。 適度 に て い 
る た め 商 眼 的 に も 虫 卵 が 集 塊 を な し て 連続 性 に 侵入 し 栓 
寒 を 起 し て いる 部 位 の 認め 得 な か つた と と を 誠 検 後 血管 
追求 を 行 つ て 確認 し た 。 

以上 の 成績 か ら 1 万 個 で は や > ゝ 少数, 10 万 個 で は や > 
多数 で ある の で 左右 主 副 葉 に 太 葛 性 に 侵入 し 任意 切片 中 
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に や ゃ > 平均 し た 虫 卵 衣 を 示す 5 万 個 注入 群 が 最も 適 当 で 
ある と 判断 し た の で 門 脈 注入 虫 卵 数 は 全て 5 万 か ら 10 万 
個 を 多量 の 生理 的 食塩 水中 に 含有 する 様 に 調整 し て 用 い 
た 。 

本 実験 成績 

1. 無 処置 健常 家 門 脈 内 単細胞 期 卵 注入 群 

肝臓 の 形態 , 大 き さ は 常 で 赤褐色 。 硬度 は 常 。 左 右 主 , 
副 葉 に 表面 より 極め て 微細 な 白色 点 物質 が 所 々 認め ら 
れる 。 時 に 被膜 と 共に 黄 白 色 と に や ゃ ゝ 隆起 し て いる 部 分 が 
見 ちら れる とこ と も ある が 一 般 的 に 極め て 稀 で ある 。 割 面 で 
は 小葉 像 は 分 明 , 圧 出 血 量 も 常 。 胆 埋 及 び 胆 道 に 著 変 を 
認め な い 。 

) 組織 学 的 観 

肝 細 胞 は 一 般 に 正常 で 時 に 軽度 の 脂肪 変性 を 認め る の 
みて で 肝 細胞 索 の 排列 も 整 。 細胞 核 も 略 そ の 大 き さ は 一 定 
で 常 で ある 。 中 心 静脈 及び 類 洞 内 に は 軽度 赤血球 を 入れ 
る 。 星 細胞 の 腫 大 , 増生 は 認め られ な い 。 グ リン ン 氏 博 
内 の 血管 内 , 時 に 類 洞 内 に は 明らか に 卵 最 内 に 大 き な 述 
を 有する 単細胞 期 九 が 所 々 見 られ る が 全く 栓 寒 的 に な つ 
て いる 所 は な く 軽 度 腔 が 開 存 し 血球 の 通過 が 認め られ る 
も の が 大 部 分 で ある 。 

その 様 な 単細胞 期 九 を 中 心 と し て 中 等 度 の 偽 酸 球 が 見 

卵 は 直接 関係 な く 卵 の 周囲 並び に 血管 周囲 結 
eeenten es て いる 部 も 見 られ る 。 同時 に 軽 鹿 の 単 
球 , 組織 球 , リン パ 球 な どの 浸潤 が 認め られ る 。 貝 卵 は 
その 殆 ん ど が 卵 毅 を 明瞭 に 識別 出来 , 卵 毅 の 崩壊 像 は ま 
ず 見 当ら な い が 多 少 思 を 示し た は ある が 
め ら れる と と も ある 。 貝 卵 を 中 心 と せる 幼 反応 中 殆 ん 
ど 好 酸 球 を 見 な い 。 叉 な の 存在 する グリ ン 
ン 氏 輔 内 の 胆管 で は 軽度 の 増生 し た 所 も 見 ちら れ る 。 貝 卵 
周囲 と は 線維 細胞 の 増殖 は 未だ 認め られ な い 。P.A. 8. 
染色 に お いて は 肝 細 胞 は 正常 の 像 を 示し , ギ ム ザ 染色 に 
お て は その 出 細胞 の 内 の 多 血球 は 全て 酸 あ 
り その 他 胞 体 が 円 形 で が 形 乃 至 馬 跡形 を し た 
らく 単 球 と 考え られ る 単 核 細胞 及び 組織 球 ,。 リン ペ 球 が 


認め られ た 。 又 , 血管 壁 の 変化 は 全く 認め られ な か つ " 


た 。 

2. 無 処置 健常 家 仔 包 蔵 注入 群 

肝臓 の 肉 的 

大 き さ , 形態 は 略 常 。 色 は 赤褐色 。 硬度 常 。 左右 主 , 
台 葉 に 辛うじて 肉眼 的 に 白色 の 斑点 捧 と し て 認め られ る 
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物質 が 散在 性 に 存在 し て いる の が 見 られ る 。 割 面 の 小葉 
像 は 分 明 で 圧 出血 量 は 常 。 胆 庫 及 び 胆 道 に 閉 変 を 認め な 
い 

) 組織 学 観察 

肝 細 胞 は 軽度 の 脂肪 変性 を 認め る 以外 一 般 に 常 。 細胞 
索 の 排列 も 比較 的 整 で ある 。 肝 細胞 核 も その 大 き さ 一 定 
で 常 。 中 心 静 脈 及 び 類 洞 内 に 中 等 量 の 赤血球 を 入れ る 。 
星 細 の み 増 生 , 腫 大 を 認め る が その ほか の 
部 位 で は 大 , 増生 を 認め な い 。 包 蔵 張 り 小 
葉 間 静脈 及び 時 に 類 洞 内 毛細 管 中 に 認め られ る 。 貝 卵 
は へ マト キシ リン ・ ェ オジ ン 染 色 で は 卵 膜 中 の 仔 虫 形 
態 を 明瞭 に 識別 出来 , 更に 仔 虫 体 表 面 の 矯 粒 構造 を 明 
確 に 観察 され る 。 時 に 卵 膜 中 の 仔 虫 が 極度 に 収縮 状態 
に あり し か る 仔 虫 体 表 面 の 天 粒 状態 も 認め られ ず あま 
つき へ 膜 が 虫 と 共に 圧迫 され 不平 と な れる 
$ 僅 か ら ぁ 認め られ る 。 こ と この 様 な は 恐らく 門 
入 前 に お いて 死 減 状 態 に あつ た 仔 虫 包 蔵 卵 か , さも な く 
ば 注入 後に お いて 死 減 し た と 考え られ る 虫 卵 で あろ う 。 
叉 , 極 く 稀 て で は ある が 注入 前 に 混在 し た と 考え られ る 未 
就 卵 も 認め られ る と と が ある 。 PP.A. 8S. 染色 で は 卵 中 
の 仔 虫 体外 表 に 相当 し て P. A. 8S. 陽性 に 染色 され 仔 虫 
体 表 面 構 造 を 明確 に 観察 し 得る 。 仔 虫 包 蔵 を 中 
心 と し て の 細胞 反応 は , 虫 九 の 卵 膜 上 或 は 周囲 と 中 等 度 
の 偽 酸 球 の 浸潤 が 見 られ その 他 軽 度 の 組織 球 , 単 球 , リ 
ン ペ 球 の 潤 を 見 , それ 等 の 浸潤 細胞 に 混在 し て 相当 数 
の 好 酸 球 も 見 られ た 。 ギ ム ザ 染色 に お いて は 胞体 内 逢 粒 
状態 の 精査 に と より 好 酸 球 の 存在 は 可 成 り 明 瞭 に 認め られ 
た 。 即ち 好 酸 球 は 仔 虫 卵 の 周辺 部 の 偽 酸 球 の 浸潤 に 混在 
し て 漏 墓 性 に 存在 し て いる も の や , 仔 虫 包 蔵 卵 の 卵 膜 に 
び ぴ つ た り 秘 着 し て あたかも 取り 囲む 様 に 集積 し て いる 像 
も 見 られ 時 に 好 酸 吾 粒 を 放出 し て いる も の も 認め られ 
る 。 勿 論 そ の 他 備 酸 球 , 組織 球 , 単 球 等 も 認め られ た 。 
アザ ン ・ マ ロロ リー 染色 , 好 銀 線維 染色 で 共に 未だ 線維 細 
胞 並 びに 好 銀 線維 の 増殖 は 認め られ な か つた 。 特 に 興味 
深い 所 見 は 前 記 の 混在 せる 未熟 卵 死 て いる と 
考え られ る 仔 虫 包 蔵 卵 に 対す る 細胞 反応 で あろ う 。 即ち 
それ ら の 貝 卵 周 囲 と に は 中 等 度 か ら 軽 度 の 偽 酸 球 の 浸潤 及 
び 軽 度 の 組織 球 , 単 球 の 浸潤 の み で 好 酸 球 浸潤 は 認め ら 

3. 無 処置 健常 家 死 減 仔 虫 包 蔵 注入 群 

イ ) 肝臓 の 肉眼 的 観察 

肝臓 の 形態 , 大 き ミ さ 常 で 赤褐色 。 硬度 は 常 。 左 右 主 , 
副 葉 に 表面 より 極め て 微細 な 白色 点 状 物質 が 所 々 認め ら 
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れる 。 割 面 で は , 著 変 を 認め ず , 又 胆 喪 , 胆道 に も 特別 
な 変化 は 認め られ な い 。 

) 組織 学 的 観察 

肝 細 胞 は 一 般 に 正常 で 時 に 軽度 の 脂 肪 変性 を 認め る の 

で 肝 細 胞 索 の 排列 ぁ 整 。 細胞 核 も 略 そ の 大 き さ は 一 定 
で 常 で ある 。 中 心 静脈 及び 類 洞 内 に は 中 等 度 の 赤血球 を 
入れ る 。 星 細胞 の 腫 大 , 増生 は 認め らち られ な い 。 グ ダグ リン ン 
氏 輔 内 の 静脈 , 時 に 類 洞 内 と 明か に 卵 膜 中 に 仔 虫 を 入れ 
る 貝 卵 を 認め る と と が 出来 る 。 それら の 卵 は 組織 中 に お 
いて る も 注入 前 と 同様 , 明らか に 卵 内 の 仔 虫 変性 を 認め 得 
る 。 即ち 卵 膜 中 で 仔 虫 体 表 面 の 和 果 粒 が 消失 し 変性 状 と な 
れる も の 凝固 収 絹 し て いる も の , 仔 虫 構造 の 不明 瞭 と な 
れる も の 等 の 変性 仔 虫 卵 が 認め られ る 。 そ の 様 な 死 減 し 
た 仔 虫 卵 の 周囲 と は 中 等 度 の 位 酸 球 の 浸潤 並び に 軽度 の 
組織 球 , 単 球 』 ン ペ の 浸潤 か 認め られ る が , 好 
球 は 認め られ な い 。 備 酸 球 も 比較 的 卵 肛 に 密着 し て 存在 

て いる も の は 少く し た が つて 卵 最 の 崩壊 像 も 見 当ら な 
い 。 卵 線維 細胞 の 増生 は な い 。 PP. A. 8S. 

包 で は 肝 細 胞 は 正常 の 像 を 示し , 前 記 の 変性 仔 虫 卵 の 変 
性 状態 が 更に 明か に 観察 され た 。 又 」。 ギ ム ザ 染色 に お い 
て は その 小 出 細 胞 は 備 酸 球 が 主 で その ほか , 組織 球 , 単 
球 な ど で あ つた 。 好 酸 球 は 認め られ な い 。 

4.。 単細胞 期 キス 免疫 家 内 単細胞 期 入 

イ ) 肝臓 の 肉眼 的 観 宗 

肝 臓 の 大 き さ は 常 で 赤褐色 。 硬度 は 常 。 左右 主 , 一 葉 
の 表面 より 極め て 微細 な 白色 点 状 物質 が 所 々 存在 し て い 
る 。 割 面 に と お いて は ほとん ど 点 状 物質 は 認め 得 ず , 小葉 
像 分 明 。 圧 出血 量 は 常 。 胆 杏 及 び 胆道 は 閉 変 を 認め な 
) 組織 学 的 観察 

肝 細 胞 は 一 般 に 腫 大 し , 肝 細 胞 索 の 排列 は 整 。 細胞 核 
は 略 そ の 大 き さ は 一 定 ご ある 。 中 心 静脈 及び 類 洞 内 に は 
軽度 赤血球 を 入れ て いる 。 細 は 卵 と お いて や 
> 腫 大 , 増生 を 示し て いる 。 そ の ほか の 部 位 で は 常 で あ 
る 。 グ リン ン 氏 靖 内 の 静脈 内 及び 時 に 類 洞 内 と 単細胞 期 
卵 並び と 時 に 集 笠 的 に 単 球 の 出現 する の が 見 られ る 。 貝 
は マト キシ リン ・ ェ オジン 染色 で 明 卵 内 に 大 
き が 一 個 存在 する の が 認め られ る 。 A. 8S. 
色 で も 同様 の 構造 が 観察 され る 。 

その 様 な 単細胞 期 卵 を 中 心 と し て 血管 内 及び 周囲 結 締 
織 内 に 中 等 度 の 傍 酸 球 の 浸潤 を 見 る 。 双 その ほか , 結 締 
織 内 に 軽度 の 単 球 , 組織 球 を 見 る 。 偽 酸 球 は 虫 卵 の 卵 地 
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表面 に と 集 つ て いる 所 や 表面 に は 存在 せ ず 貝 卵 周囲 Recs 
て いる 所 も ある 。 , 核 壊し 粒 が 不 規則 に 放散 し 
いる の が P. A. 8. ギ で 認め られ る 。 し か 
し 征 ら ちら ギ ム ザ 染色 で 精査 し た が 好 酸 球 は 認め られ な い 。 
虫 卵 を 入れ る グリ ソン 氏 輔 で は 胆管 な 軽度 の 増生 を 示し 
て いる 。 好 銀 線維 染色 , 及び アザ ン ・ マ ロロ リー 染色 に お 
いて 好 銀 線維 及び 線維 細胞 の 増殖 は 未だ 認め られ な い 。 
P. A. 8. 染 色 で 肝 細 胞 は 正常 像 を 示し , ギ ム ザ 染色 で 
は 卵 周辺 の 細胞 は 全て 球 で ある 。 そ の ほか 結 
締 織 内 に 核 が 腎 形 乃至 馬 跡 形 を 示す 恐らく 単 球 と 考え ら 
れる 単 胞 が 少数 ら め うら れる 。 時 に 類 内 に 
集 的 に 単 球 を 入れ る 所 が 認め られ た 。 グ リン ソン ン 
輔 は 一 般 に 増生 す 。 

5. 単細胞 期 キス 免疫 家 脈 内 仔 虫 包 注 入 
群 

イ 肝臓 の 眼 的 観察 

大 き さ , 形態 と も に 常 で 赤褐色 。 硬度 は 常 。 左 右 主 , 
に 辛うじて 表面 より 白色 点 状 が 認め られ る 。 
面 は 小葉 像 分 明 で 表面 より 見 られ た 拍 色 点 状 物質 は 認め 
られ な い 。 圧 出 血 量 は 常 。 胆 び 胆 道 に 変 を 認め な 
い 

ロ ) 組織 学 的 観察 

胞 は 軽度 の 胞 を 認め る ほか は 一 と 腫 。 
肝 細 胞 索 の 排列 は 比較 的 整 。 肝 細 胞 核 も その 大 き は 略 一 
定 し て いる 。 中 心 静脈 及び 類 洞 内 に 軽度 の 赤 庫 球 を 入れ 
る 。 星 細胞 は 虫 卵 周 囲 で は 腫 大 , 増生 を 示し て いる 。 仔 虫 
は 時 に こ 類 と 認め られ る 。 そ れ 
等 の 仔 虫 包 蔵 卵 は へ マト キシ リン ・ ェ オジ ン 染 色 で も る 鮮 
明 に 仔 虫 形態 を 識別 出来 , 叉 , 仔 虫 の 生死 を その 頼 粒状 熊 
に ょ つて 判別 し 得る 状態 に 記 鮮 明 に 染色 され 得る 。 特 に 
P. A. 8. 染色 で 仔 虫 の 体 表 及び 卵 膜 が P. A. 8S. 陽性 に 
れ , , 仔 虫 体 表 面 の が 認め られ る が な か に 
は 全然 膜 及び 仔 虫 が 極度 に し の 全く 消失 せる 
在 せ る 未熟 も 認め られ る 。 特に 虫 包 蔵 を 
又 そ の 周辺 の 小葉 間 結 締 織 内 に 中 等 度 の 好 酸 球 , 偽 酸 球 
の 浸潤 並び に 軽度 の 単 球 , 組織 球 の 浸潤 を 見 た 。 此 等 の 
備 酸 球 は 時 に その 核 の 崩壊 を 来 し 不 規則 に 核 残 湾 を 放散 
し て いる 像 が 認め られ る 。 ギ ム ザ 染色 に て 浴 出 細胞 を 精 
査 し た 所 , 胞体 内 頼 粒 の 状態 か ら 可 成り の 好 酸 球 を 見 た 。 
即ち 虫 卵 の 周辺 部 の 酸 の 浸潤 に 混在 し た の や 
包 蔵 に 仔 虫 の 状態 の は つき り と 鮮明 に 識別 し 
こも の の 卵 膜 に 密着 し て あたかも それ を 取り 囲む 様 に 集 
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積 し て いる 像 る 見 られ , 時 に 好 酸 題 粒 を 放出 し 線 状 に 排 
列 し た 像 も 認め られ る 。 又 , 本 実験 No. 19, No. 20 で 
は 前 記 群 等 に と 比 し 虫 卵 周辺 部 結 締 織 内 に 単 球 が 多い 様 で 
ある 。 

時 に 小結 節 の 形成 も 認め られ る 。 貝 卵 の 存在 せる グリ 
ソン 氏 輌 で は 軽度 胆管 の 増生 が 認め られ る 。 又 , 前 記 の 
変形 仔 虫 包 蔵 卵 , 変性 仔 虫 卵 並び に 未熟 卵 周 辺 部 と お い 
て は ほとん ど 好 酸 球 の 集積 を 見 ず 又 , 浸潤 細胞 も 中 等 度 
の 人 飛 酸 球 の 浸潤 並び に 軽度 の 単 球 , 組織 球 の 浸潤 を 見 る 
が 之 等 で は 単 球 の 小結 節 形 成 は 認め られ ず 比 較 的 虫 卵 の 
毅 面 に は 酸 球 は 少 い 。 アザ ン ・ マ リー 染色 , 
好 銀 線維 染色 で 未だ 線維 細胞 並び に 好 銀 線維 の 増殖 は 認 
め ら れ な い 。 小葉 間 結 締 織 は 増生 を 示し て いる 。 猫 , 類 
洞 内 に 散在 性 に 或 は 集 科 的 に 単 球 の 出現 を 見 る 。 

6. 虫 包 キス 免疫 家 脈 内 単細胞 期 注入 
群 

イ ) 肝臓 の 肉眼 的 所 見 

大 きき , 形態 略 常 。 表面 の 色 は 淡 赤 褐色 。 硬度 は 常 。 
左右 主 , 副 葉 に 表面 より 白色 点 状 物 が 散在 性 に 存在 し て 
いる の が 辛うじて 見 られ る 。 割 面 の 小葉 像 分 明 。 圧 出血 
量 や ゝ 委 胆 び 胆 道 に は 著 を 認め な い 。 

ロ ) 組織 学 的 観察 

肝 細 胞 は 軽度 腫 し , 22 で は 一 部 死 状 で 時 
に 邦 様 滴 変 性 , 空 泡 変性 を 見 る 。 肝 幼 核 も 軽度 腫 大 
を 認め る 。 し か し 笑 ら 肝 細 胞 索 の 排列 は 比較 的 整 。 中心 
静脈 , 類 洞 内 は や ゝ 和 血 状 で , 類 洞 腔 は や > 狭小 で 腔 内 
に 巨核 球 を 入れ る 所 も ある 。 又 , 星 細胞 は 一 般 に や ゞ * 腫 
大 , 増生 を 示し , 類 洞 内 に 単 核 細 胞 が 軽度 増加 し て いる 。 
時 に は 集 笠 的 に 類 洞 内 に 出現 を 見 る こと も ある 。 又 , 小 
葉 間 血管 に 類 内 と 認め られ る 単細胞 が 大 
きく ほとん ど を 満 し て お り 極め て 強固 で 
液 中 で 崩壊 し 破壊 され た る 像 も ない 。 

P. A. 8S. 染色 で 明瞭 で 卵 中 の 核 も P. A. 8S. 
陽性 に 染まる 。 を 中 心 と せる 細胞 反応 は 主 に 
酸 球 で その間 に 単 球 , リン 球 , 組織 球 が 軽度 周 
辺 或 は 小葉 間 結 締 織 内 に 見 る 。 偽 酸 球 は 虫 卵 の 周 軒 に は 
浸潤 を 認め る が 前 記 群 の 好 酸 球 の 如き 態度 は と ら な い 。 
即ち 卵 膜 に 密着 し て 。 し か も 仔 虫 に 沿っ つて 存在 し た り , 
時 に 好 酸 天 粒 を 放散 し 線 状 に 排列 する が 如き 態度 は と ら 


"な い 。 し か し レ 御 ら 備 酸 球 の 核 崩壊 は 可 成 り 認 め ら れ , 校 


残 湾 が 不 規 則 に 放散 され て いる 作 が 見 られ る 。 ギ ム ザ 染 
色 に お いて も それ ら の 細胞 の 状態 が 可 成 り 明 瞭 に 識別 レ 
得る 。 即ち 前 記 の 偽 酸 球 の 態度 の ほか ,。 核 の 腎 形 或 は 馬 
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中 形 を 示し た 恐 ち らく 単 球 と 考え られ る 単 核 細胞 が 結 締 織 
内 或 は 類 洞 内 に や ゝ 増加 し て いる 。 勿論 虫 卵 周囲 と 単 球 
の 外側 或 は 単 球 に 混 じ て 軽 度 の 組織 球 が 存在 し て いる 。 
猫 , 小 工 間 結 締 織 は 増生 を 示し て いる 。 

7. 虫 包 蔵 エキス 家 脈 内 仔 包 蔵 注入 
群 

イ ) 肝臓 の 肉眼 的 観察 

大 き さ , 形態 略 常 。 硬度 常 。 表面 の 色 は 赤褐色 。 表面 
より 微細 な 白色 点 状 物 が 辛うじて 散見 され る 。 割 面 は 赤 
褐色 , 圧 出血 量 貧 。 表面 より 観察 し 得 た 白色 点 状 物 は 害 
面 に お いて は 人 ほとんど 認め 得 ず 。 胆 許 及 び 胆 道 に は 閉 変 
を 認め ず 。 

) 組織 学 的 観察 

肝 細 胞 は 腫 有 劇 し 諸 所 に 胞体 の 非常 に 淡 明 化し た 肝 細 胞 
や , 胞体 の 好 酸 性 が 著 明 に 増加 し た 好 酸 性 細胞 更に と は 肝 
細胞 壌 死 が 所 々 に 認め られ る 。 そ の 様 な 肝 細 胞 の 核 は 著 
明 に 腫 大 し た り , kernwandhyperchromatose の 像 の 認め ふ 
られ る も の 等 その 核 の 性 状 も 種々 で ある 。 星 細胞 は 一 般 
に 肛 増生 し ., は 一 般 に 状 で 内 腔 は 狭小 で 散在 
性 に 或 は 集 性 に 単 球 が 増加 出現 し て いる 。 , 時 に 
核 球 を 入れ る 所 も 認め られ る 。 仔 虫 卵 は 矢 張 9 り 小葉 間 静 
脈 時 に 類 洞 内 に 認め られ る 。P. A. 8. 染色 で 卵 内 仔 虫 の 
体 表 知 粒 状態 及び 仔 虫 形態 が 明らか に 観察 し 得る 。 ヘ へ マ 
トキ シリ ン ・ エ オジ ン 染 色 に お いて 仔 虫 包 蔵 卵 周 辺 即 ち 
小葉 間 結 合 織 に 著 明 な 単 球 を 主 と す る 結節 の 多数 出現 す 
る の が 認め られ る 。 此 の 場合 任意 切片 上 で の 虫 卵 数 は 前 
記 群 等 と 同数 で ある の に 反し , 単 球 結節 は 任意 切片 中 に 
仔 虫 包 蔵 卵 を 中 心 と 或 は 虫 卵 を 認め 得 な い 状 態 で 多数 存 
在 し , 包 蔵 を 中 心 と せる 場合 は 特に 虫 の 周囲 
単 球 に 混在 し て 或 は 仔 虫 卵 の 卵 膜 に 沿っ つて 仔 虫 体 の 存在 
に 一 致し て 中 等 度 の 好 酸 球 の 浸潤 が 認め られ る 。 此 の 好 
酸 球 は 所 と よっ つて その 好 酸 性 題 粒 を 放出 し それ が や ゝ 線 
状 に 排列 を 示し て いる 部 が 認め られ る 。 之 等 は P. A.S. 
染色 に お いて 可 成 り 明 有 腔 に 認め られ る 。 結節 構成 細胞 は 
仔 虫 卵 に 近く 単 球 の 著 明 な 浸潤 と これ に 混在 し て 或 は 
> 外側 に 軽度 の 組織 球 , その ほか これ に 混 じ て 仔 虫 卵 に 
近く 好 酸 球 及 び 軽 度 の 備 酸 球 の 浸潤 を 見 る 。 叉 , 之 等 は 
ギ . ム ザ 染 色 標本 と お いて る その 様 な 細胞 に ょ り 結 節 構 成 
を な し て いる 。 即ち 仔 虫 卵 周 辺 の 好 酸 球 と 偽 酸 球 浸潤 に 
つい て 精査 を 施行 し その 矯 粒 状態 の 全く 異 る こと を 確認 
し た 。 又 , 同時 に 単 球 に つい て の 精査 も 同様 慎重 を 期し 
た 。 即 ち 小 葉 間 結 締 織 中 の 単 核 細胞 は 類 洞 内 に 散在 性 或 
は 集 特 性 に 出現 し て いる 血液 単 球 と 全く 同様 な 腎臓 形 或 
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昭和 34 年 12 月 (1959)】 979 
第 1 表 感 作 時 , 非 感 作 時 の 肝 臓 の 組織 学 的 所 見 
限 壊 好 細 淡 細 び 変 肝 大 形 出 増 壁 浮 線 胞 
死 酸 胞 に 様 細 の 細 生 腫 化 維 
性 性 胞 化 並 硝 滴 胞 成 胞 ・ の 性 細 
感 作 
第 2 表 注入 虫 卵 を 中 心 を せる 組織 学 的 所 見 
間 球 球 球 壊 性 - 球 細 生 
非 
非 免 
非 疲 
末 卵 キ 免 
仔 モ ミキ 免 
は 馬 忠 形 の 核 を 有 し た 細胞 で ある と と か ら 単 球 と 確認 し 
総括 及び 者 接 


た 。 卵 は 未だ 好 銀 線維 染色 , アザ ン ・ マ 
リー 染色 と におい て 好 銀 線維 並び に 線維 細胞 の 増殖 は 認め 
られ な い 。 切片 上 の 仔 虫 卵 で も PP. A. 8. 染色 , 更に へ マ 
トキ シリ ン ・ ェ エ オ ジン 染 色 で 卵 膜 の 圧迫 され 変形 し た も 
の , 仔 虫 の 極度 に 収 六 し た 状態 に あつ て ほとん ど 仔 虫 形 
態 を 認め 得 な いも の , 仔 虫 体 表 の 生 粒 状態 の 不鮮明 な 変 
性 仔 卵 同時 に た また ま 混 入 し て いた 仔 虫 包 以 
前 の 卵 即ち , 実 期 , 単細胞 期 の 周囲 で は 
その 細胞 反応 は 異 つ て お り 貝 卵 の 周囲 と は 単 球 集団 を 認 
め 得 ず 単 に 中 等 度 の 偽 酸 球 の 浸潤 が あり その ほか 軽度 の 
単 球 , 組織 球 の 漫 潤 が ある の みみ で ギ ム ザ 染色 で の 精査 に 
ょ り 好 酸 球 の は 認め 得 な か つた 。 即ち その は 少 
くし か ぁ も 粒子 が 小さ い 所 調 備 酸 球 の み で あり ,。 その 核 骨 
壊 を し て 不 規則 に 核 残 湾 を 放散 し て いる 像 が 認め られ 
た 。 . グリ ン 氏 内 の 結 締 織 一 般 に 増生 を 示 
し て いる 。 


仔 虫 包 蔵 キス の 抗原 性 を 確認 する 為 , 仔 
虫 包 エキ ス を 回 静脈 内 に 注入 感 作 し た 家 に 同 ェ 
キス で 皮膚 反応 を 施行 し た 予備 実験 で は 肉眼 的 に 強い 浮 
腫 , 硬 結 時 に 中 心 に 出血 を 伴う 特異 的 な 皮膚 反 
応 が 発現 し た 。 即ち 効 果 注 射 後 1 時 間 頃 か ら 浮 腫 を 生じ 
4 時 間 後 よ り 硬 結 充血 出現 し その 増強 し て 
8 時 間 後 頃 と は 略 反 応 は 最高 と な る 。 此 の 頃 に は 中 心 に 
出血 を 見 る こと も ある 。 を そし て その 人 後 24 時 間 で は その 
ま ゝ 反応 は 持続 する 。 又 , 組織 学 的 に は 効果 注射 後 24 
時 間 で は 主として 真皮 乳頭 層 びに 真皮 下層 に 性 乃 
管 性 の 中 等 度 の 多核 白血球 の が あり 等 反応 周 
辺 部 殊 に 真皮 深層 に 単 球 が 身 募 性 と 浸潤 し , 少数 の 小 円 
形 細胞 及び 組織 球 を 混在 し て いる 。 時 に 静脈 で は 腔 の 
拡張 , 壁 の 脆弱 化 。 一 部 壁 の 破 確 と 出血 , 叉 , 血行 停止 
像 及び 血栓 形成 等 の 変化 を 認め る 事 が ある 。 膝 原 線維 は 
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浮 膨 化 を 示す 。 動 , 一 般 に 常 で ほとん ど 変化 を 
見 な いと こと が 多い 。 之 等 の 所 見 は 赤松 (1959) が 環 虫 体 


腔 液 成 分 と ょ る アレ ルギー の 実験 病理 学 的 研究 , 就 中 , 
皮 冒 反応 の 態度 に つい て の 報告 で 可 成 り 詳細 に 報告 し 
いる 所 見 と 全く 一 致す る も の で ある 。 即ち 赤松 は 従来 
Campbell, 森下 , 小林 , 池 皿 , Schmidt, 山本 , 中 島 , 
細谷 ら の 行 つ た 上 筒 虫 体腔 液 各 分 画 成 分 の 抗原 
の 実験 を 更に 病理 学 的 立場 か ら 詳 細 な 組織 学 近 研 究 を 行 
視 し て 負 虫 アレ ルギー の 病態 機構 に 対す る 病理 学 的 解明 
と 裏付け を 行い , 体腔 液 
ル サ ス 型 組織 反応 を 示し , 体腔 白 成 > ベル 
クリ ン 型 組織 反応 を 示し , 環 虫 体腔 液 は 両者 の 混合 型 と 
虫 包 蔵 キス に よる 反応 で は の 体 成分 に 
る 組織 反応 に 全く 一 致す る 如き 組織 像 を と る も の i 
る 。 自身 の 抗原 性 に つい て 以前 より 森下 (1954) 
武田 (1954), 赤崎 (1958), 清水 (1958) ら に 
つて 報告 され て いる 。 就 中 , 森下 (1954) は 卵 感 
て , その 各 成 期 に ある 卵 を 用 い 
て 皮膚 反応 を 施行 し , 単細胞 期 期 で は 陰性 で 
遇 時 期 卵 頃 よ り 皮 膚 反応 陽性 に 出現 する と と を 報告 し て 
いる 。 Canning は 体 の 各部 組織 を 抗原 と ! 
て 免疫 し た 家 琵 免疫 血清 を も つて 沈降 反応 を 行い 最も 著 
明 に 陽性 を 示す の は 卵 で 次 いで 筋肉 , 精子 , 及び 腸 で あ 
る と 述べ 卵 の 抗原 性 の 高い こと を 報じ て いる 。 そ の 人 後 更 
に , 武田 (1954), 赤崎 ら は 体 及び 未熟 卵 免疫 
単細胞 期 を 用 いで その 類 上 皮 細 発 
に 縄 み 合せ て 虫 卵 の 抗原 性 を 確認 し て いる 。 即ち 赤崎 
は を も つて 感 し た 免疫 家 
の 背部 及び 無 感 作家 部 と と それぞれ 含有 液 を 皮 
に 投与 し た 所 , 無 感 作家 兎 で は 該 部 に 点 状 の 発赤 を 見 
に 過ぎ な い が 感 作家 兎 に て は 24 時 間 か ら 48 時 間 後 に 
は 約 1.5~ 2.0cm い 発 赤 , 浮腫 を 来 し 局所 
ァ アレ ルギー 陽性 の 像 を 認め 得 た と 報告 し て いる 。 内 , 著 
の つた 本 に つい て 単細胞 期 キ ス で 以 て 
静脈 内 に 注入 し 免疫 し た 家 吉 肝 臓 に お ける 組織 学 的 観察 
に お いて は , 虫 包 蔵 キス を 静脈 内 に 注入 し 免 
疫 し た 家 琵 肝臓 の 組織 学 的 所 見 に 比 し て その 変化 は 軽度 
で あつ た 。 即ち 仔 包 蔵 エキス 免 疫 家 お いて は 肝 
細胞 壊死 , 好 酸性 細胞 及び 封入 体 を 認め 得る 細胞 の 出現 , 
星 細胞 肥大 , 増生 , 類 内 の 単 球 の 性 は 集 的 
な 増生 , 巨核 球 の 出現 , グリ ンマ ン 氏 靖 結 締 織 の 浮腫 性 膨 化 
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な どの 変化 が 可 成 り 強 度 に 認め られ る が 単細胞 期 卵 モミ キ 
て 軽 懲 で あつ た 。 勿論 , 之 等 単細胞 期 九 免疫 に お い 
赤崎 ら に より 報告 され て いる が 最 る 免疫 効果 の 強力 な と 
と か ら 仔 虫 包 蔵 卵 エ キス を 使用 し て 免疫 を 行う の が 妥当 
で あろ うと 考え 著者 は 同 ェ キス を 使用 し た 。 北 も 短 虫 婦 
か らし て る 又 作 製 方 法 か も $ 全 抗 原 即 ち 蛋白 質 成 
分 , 多糖 類 成分 並 (に その ほか の 脂質 成人 な ど 全 て の 分 
画 成 し て いる も の と 考え られ る 。 次 に = 

キス 免疫 家 束 に 同 ェ キャス の 効果 注射 し その 皮膚 反応 を 

細 に 観察 する と 同時 に 行 つ た 血液 塗 抹 標 本 に お ける 経時 
的 変動 に つい て も 赤松 が 報告 し て いる 如き 態度 を と つて 
いる 。 即ち 30 分 頃 よ り 多 核 白血球 , 単 球 な ど は 増加 し 始 
め 4 へ 6 時 間 で 沙 巴 球 系 と の 比率 は 正常 状態 時 と 全く 逆 
に な り 最 高 の 比 率 と な り , その 人 後 時 間 の 経過 と 共に 潤 次 
減少 し て 24 時 間 後 に は 人 金 く 正 常 状態 に 戻る 。 之 等 の 従来 
より の 各 研 究 者 の 虫 卵 に 関す る 抗原 性 の 研究 並び に 著者 
の 特に 作 し 使用 し た 虫 包 蔵 ス に ょ る 免疫 効 果 
の 強力 な と と 及び 同 ェ キス に ょ る 皮 畜 反 応 の 肉眼 的 並び 
に 組織 学 的 観察 , 庫 液 変動 な どの 所 見 か ら 赤 松 の 先 に 報 
告 し た と 同様 に 仔 虫 包 蔵 キス に お い 
て も を も 抗原 性 が 強力 に 存在 する こと を 確認 し た 。 又 , 貝 卵 
の 肝 内 注入 数 の 決定 並び に 散 状 態 を 調査 す 
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eine は 任意 切片 中 の 肝 組 織 内 殊 に 小葉 間 
静 びに 時 に 類 洞 内 平均 し られ 
栓 並 び 
が 適切 で あろ うと 判断 し た 。 勿論 と い 


も 家 臓 に と と つて は で ある 点 か ら 自 然 に 逆 つ 
Ci ATS と と は 危険 で も あり 機械 的 障 得 を 起す 恐れ な 
し と し な い 。 当然 多 の し か も 濃厚 な る 卵 液 
を 肝 内 に 注入 する と と は 栓 雪 , 壊死 を 起す 危険 を 含む 故 
虫 卵 数 の 決定 に は 充分 注意 を 払っ た 。 そ と で 著者 は 一 定 


数 の 虫 卵 を 多量 の 生理 的 食塩 水 に 含有 きせ 極め て 笑 窟 度 
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の 高い 含有 液 を 作製 し て 後 , 上 腸 間 膜 静脈 より 1.2 カ テ 
ラン 針 装 堪 注 射 器 に て 緩慢 に 長 時 間 を 費 し て 注入 し た 。 
知 の 如く 家 は 形態 学 に 左右 共 主 葉 そ れ に 附 
せる 一葉 を 持ち 合せ て 大 体 4 か ら 成 り 立 つて いる 。 と こと 
の と と が 虫 卵 を 比較 的 多量 肝 内 に 注入 せしめ うる 要因 を 
な し て いる も の と 思わ れる 。 更 に 従来 より 云わ れ て いる 


門 脈 血 の 肝 内 流 人 分 布 が 虫 卵 の 如き 大 な る 粒子 に お いて 
は 流入 方 出 を 遵法 せ ず 大 体 左 右 の 主 葉 , 副 葉 に 比較 的 洲 
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墓 性 に 侵入 する の が 予備 実験 より うか が われ た 。 特 に 栓 
震 , 壊死 に は 細心 の 注意 を 払い 誠 検 後 特 に 血管 追求 を 行 
いそ の 如き 所 見 が 認め られ な いと と を 確認 し た 。 

肝 内 に 虫 卵 を 注入 せしめ た 理由 は 従来 より し ば し ぱ 報 
告 さ きれ て いる 如く , 雌 血 虫 の 総 輸 胆管 迷 入 例 , 泉 , 石 
川 , 安藤 , 坂口 ちら の 胆汁 及び る 卵 の 機械 
的 押込 説 や , 桂 田 , 高安 , 三宅 ら の 血行 説 , 或 は 水 巴 行 
説 な ど 不 動 性 の 貞 虫 卵 で る 何等 か の 機転 に より 体内 移行 
する と 考え られ る が , 比較 的 肝臓 内 に は 偶然 的 に 虫 卵 が 
迷 入 する こと と が 稀 で な く 現 在 迄 比較 的 多く の 人 々 に よ 
報告 され て いる 。 そ れ 故 に 著者 は 人 金 然 虫 卵 の 迷 入 され ざ 
る 諸 臓 器 に 注入 する と と は むしろ 不 自然 で あり 往々 迷 入 
する 肝臓 に 注入 する と と の 方 が 現在 迄 の 多数 の 報告 例 と 
の 対 周 に お いて 非常 に 有利 で ある と 考え た の で 本 方 法 を 
採用 し た 。 次 に 本 実験 で の 肝臓 の 肉 由 的 所 見 と に つい て 
は , 全 実 験 群 (対照 群 を 含む う を 通じ て 何れ ぁ る 形態, 大 
き さ , 硬度 は それ ぞ れ 常 で 表面 より の 色 は 赤褐色 で 肉眼 
で 辛うじて 拍 色 微細 点 状 物質 が 散在 性 に 被膜 を 通し て 認 
め ら れる に 過ぎ な い 。 こ の 物質 は あら ろ 
と 思わ れる が が 極 く と 共に 色 の 点 状 結節 と 
し て 隆起 し て 認め られ る 。 之 等 は 前 述 の 白色 微細 点 状 物 
質 と し て 認め られ る 場合 とこ は 極め て 注意 深く 観察 し て 辛 
うじ て 認め られ る と 云 つ た 物質 で あり 之 が 連続 性 に 見 ら 
れる こと と は まず 無く ほん ど が 散在 性 に 例 葉 に 見 られ る 
も の で 之 が 為 , 肝臓 表面 の 色 が 壊死 状 を 呈し て いる 様 な 
部 分 は な い 。 勿論 感 染 の 疑い の ある 例 は な か つた 。 此 は 
注入 前 処置 と し て 培養 液 並 びに 注入 虫 卵 含有 生理 食塩 水 
を 厳密 に 減 菌 し た り , 可 及 的 無菌 的 操作 に ょ る 手術 に よ 
つて 避け 得 た も の で あろ うと 推察 され る 。 又 。 割 面 に お 
いて は 表面 より 辛うじて 観察 され 得 た 白色 或 は 微細 泡 状 
の 物質 は ほとん ど と 云 つ て よい 程 認 め 得 る こと は 出来 な 
か つた 。 此 の 事実 は 多少 共 虫 卵 が 栓 密 的 に と な つて は いな 
いと 云う 証拠 と な り 得る 様 で ある 。 勿論 , 組織 学 的 に 
を 入れ る 血管 腔 が 僅か ら も 血液 成分 を 流通 レ 
め 得 て いる 像 を 呈し て いる と と か ら る も 証明 し 得る も の で 
ある 。 内 稀 に で は ある が 一 部 虫 卵 注入 家 吉 肝臓 に お いて 
表面 より 被膜 と 共に 白色 点 状 物質 が 隆起 し て いる 部 分 が 
限局 的 に 認め られ た こと と が あつ た の で その 白色 点 状 物 内 
容 を スラ イド グラ ス の 上 に 載せ 販 徴 鏡 下 で 観察 し た 所 , 
虫 卵 が 多 数 存在 する の を 認め た 例 も る ある 。 と の 場合 に お 
いて も その 部 の 組織 片 の 組織 学 的 観察 と お いて 比較 的 大 
き な 血 管内 に 存在 せる 多数 の 虫 卵 で 注入 時 或 は 注入 後に 
何等 か の 理由 (恐らく は 注射 速度 の 急 な る と と 或 は 注入 
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虫 卵 の 肝 内 同一 分 布 域 に 集中 し た も の )〕 に より 比較 的 均 
等 に 散布 され ず に その 血管 内 に 虫 卵 が 集中 し た と 考え ら 
れる も の で ある 。 し か し レ こ と の 場 合 も 血管 内 の 虫 と 腔 と 
に 間 隊 が あり 矢 張 り 血 液 成 分 の 流通 し て いる の が 認め ら 
れ , その 附近 の 組織 中 の 組織 学 的 観察 を 行 つ た が , 肝 細 
胞 壊 死な どの 変化 は 認め られ な か つた 。 仔 包 
ェ キ ス 免 疫 家 宮 群 で は や ゝ 表面 の 色 が 淡 赤 褐色 で 前 記 和 群 
に 比 し , 状 時 に 状 を し て いる 部 が 認め られ 
た 。 之 等 は その 組織 学 的 観察 と お いて も 肝 細 胞 壊死 , 好 
酸性 細胞 及び 淡 明 化 細胞 の 出現 等 の 所 見 と 一 致し た 。 
即ち 之 等 の 変化 は 後に 詳細 に 述べ る 如く 虫 卵 モ キス で 
免疫 を 行 つ た 結果 と し て の 組織 態度 で あろ うと 対照 像 
か ら 推 察 さ れ た 。 次 に 組織 学 的 観察 に つい て , 無 処置 家 
脈 内 単細胞 注入 群 , 無 処 置 家 脈 内 死 減 仔 
包 蔵 卵 注 入 群 で は 大 体 略 同様 の 組織 態度 を と る 様 で あ 
る 。 即ち , 肝 細 胞 及 び 細 胞 核 な 常 。 星 細胞 も 多少 虫 卵 周 
囲 の 星 細胞 が や ゝ 増生 を 示し て いた ほか は 常 で ある 。 組 
織 内 虫 は それ ぞ れ 注入 し た < 単細胞 期 死 仔 
九 ) の 形態 を と つて いた と と は 当然 で ある が その ほか 貝 
卵 を 中 心 と し て 中 等 度 の 偽 酸 球 の 浸潤 が 血管 内 及び 小葉 
結合 織 内 に 見 られ た ほか に 軽度 の 単 球 , 組織 球 が 同様 結 
合 織 中 に 認め られ た 。 館 等 偽 酸 球 は 卵 毅 の 表面 に 集 つ て 
いる 所 や , 周囲 と 潤し て いる 所 も ある 。 , 
壊 を 来 し 題 粒 が 不 規則 に 放散 し て いる の が ギ ム ザ 染色 で 
認め られ る 。 殊 に 死 減 仔 虫 卵 で は 組織 内 に 認め られ る 貝 
卵 は 注入 時 と 同様 卵 膜 及び 卵 内 の 仔 虫 構造 は 完全 に 変性 
を 来 し て いる の が 明瞭 区 認 め ら れ た 。 以 上 の 所 見 か ら 本 
実験 群 は ノル メル ギー 性 湖 出 炎 (異物 性 炎 う 以外 に は 何 
等 の 意義 を も 含ん で いな い 様 に 考え られ る 。 即ち 皮下 結 
合 織 と に お ける 炎症 性 細胞 の 研究 は Maximow, 清野 に よ 
る Carmin, Trypanblue に よ ょ る 生体 染色 を へ て Sabin, 

天野 , 平田 ちと に ょ つて 考案 され た 皮下 結合 織 伸 展 , Neut- 
ral red, Janus green を 以 て する 超 生 体 染色 法 並 びに 奥 
田 , 基 提 寺 , 土田 らち の 位相 差 顕 微 鏡 法 を 利用 し て 新保 
(1955), 武田 (1955), 赤崎 (1958) ら の 人 々 に より 種々 
な る 物質 (例え ば 蛋白 質 , 脂質 , アル カリ , 酸 , 細菌 , 

Virus, , , 日 本 吸虫 な どう) を 用 いて 細胞 
学 的 並び に 組織 酵素 化学 的 と クノ クル メ ルギー 性 湖 出 炎 並 び 
に アレ ルギー 性 出 炎 に お ける 細 応 が 研究 され て 来 
た 。 之 等 と よる と 物質 の 種類 の 如 伺 に 拘ら ず 細 胞 反 応 は 
一 定 の 基本 形式 に 従う も の で ある と し て いる 。 即ち 先ず 
白血球 , 次 いで 単 球 と 交代 し 後期 で は 形質 細胞 (血管 周 
囲う), リン パ 球 , 組織 球 及び 結合 織 細 胞 の 増殖 で ある 。 如 
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何 な る 場合 で も と の 反応 形式 を 競 脱 す る も の で な い が あ 
る 種 の 物質 で は 多少 それ ぞ れ の 細胞 の 出現 速度 も 早く 上 且 
つ 量 的 に 多い 事 が ある と 述べ て いる 。 特 に 仲村 , 赤崎 は 
麺 虫 卵 を それ ぞ れ 肝臓 内 及び 背部 皮 内 に 注入 し て その 反 
応 を 見 て いる が 矢 張 り 異 物 結節 以外 に は 何等 の 意義 を 有 
し な いと し て いる 。 殊 に 赤崎 は 上 虫 未熟 卵 を 皮下 結合 織 
内 に 注入 し その 人 後 , 該 部 組織 を 摘出 し , Neotetrazolium 
反応 Cytochrome Oxidase 反応 を 施し を 中 心 と 
せる 炎症 性 細胞 反応 を 経時 的 に 詳細 に 研究 し 報告 し て 
いる 。 之 に よっ つて も 24 時 間 後 で は 白血球 の 湖 出 が 頂点 を 
な し その ほか に 軽度 の 単 球 , 組織 球 を 見 る と 報告 し て い 
る 。 著 者 の 行 つ た 前 述 の 実験 群 に て も 同様 の 組織 学 的 所 
見 を し た 。 等 の 結果 より 推察 する に は 角 
と し て 死 減 仔 虫 卵 で も と の 様 な 異物 反応 の を 出現 し た 
と 云う と と は 虫 で も 完全 凝固 変性 を 示 し 完 死 と 
な る と 単なる 異物 と し て の 組織 刺 湿 の み し か 与え な いで 
あろ うと 考え られ る 。 次 に 単細胞 期 キス 免 家 門 
脈 内 単細胞 期 入 群 と 仔 包 蔵 キス 免疫 家 脈 
内 単細胞 期 卵 注入 群 は 共に 虫 卵 を 中 心 と せる 反応 に 全く 
類似 が 求め られ る 。 即ち , 囲 小葉 間 結 合 織 内 
に 中 等 度 の 偽 酸 球 と 結合 織 内 に 単 球 の 小結 節 並 びに 軽度 
の 組織 球 , リン ペ 球 の 漫 潤 が 見 られ た 。 只 此 等 二 群 の 組 
織 学 的 観察 に お いて 前 記 の 群 等 と 異な る 所 見 は 虫 卵 周 囲 
結合 織 内 の 単 球 の 小結 節 の 出現 で あろ う 。 芝 等 は 無 処置 
家 兎 と 免疫 家 死 と の 組織 形態 学 的 な 差 で あろ う 。 特に 無 
処置 及 び 免疫 家 の 肝臓 を 比較 する と 無 処置 家 
で は 何等 の 病 的 変化 を 認め な い が 免 疫 家 で は 肝 
幼 壊死 , 好 酸 性 細胞 並び に 淡 明 化 細胞 の 出現 , 細胞 核 
の , 星 細胞 の 肥大 , 増生 類 洞 内 に 単 球 の 性 或 
は 集 科 的 な 増生 , 小葉 間 結 合 織 の 浮腫 状 膨 化 が 認め られ 
た 。 然し ら 等 家 に お いて も 単細胞 期 ミキ 
ス 免 疫 群 と 仔 虫 包 蔵 卵 モ ミキ ス 免 疫 家 可 群 と を で は や ゝ その 
免疫 態度 が 異な る 様 で ある 。 即 ち 単 細胞 期 選 モ キス 免疫 
家 更 群 で は や ゝ 前 述 の 組織 学 的 変化 が 軽度 で ある 。 此 の 
と と は 森下 の 敵 虫 卵 の 抗原 性 に 関す る 研究 と つい て の 報 
告 と 大 体 一 致す る 様 で ある 。 即ち 森下 は 箇 虫 感染 海 疾 に 
お ける 各種 成熟 段階 の 虫 卵 浪 原 を 以 て する 皮膚 反応 に お 
いて 虫 卵 及び 原 が 陽性 を 示す 原因 と し て 
Protein fraction 自身 の 性 質 の 変化 か 或 は 卵 の 中 の 幼虫 
体 細胞 の 分 裂 分 割 に よる 増 数 の 量 的 変化 と よる か で ある 
と 考え て いる 様 で ある 。 確 か に 著者 の 行 つ た 実験 に お い 
て も 前 述 の 比 が ある の で その 様 な 原因 も 考え られ る の で 
ある が , も うー つ 森 下 の 云 う 以 外 に 著者 の 実験 成績 で の 
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そる 仔 虫 包 蔵 の に 起 さ れる 細胞 反応 か ら 考 え 
て 卵 中 に 存在 する と 考え られ る 液 成 分 の 量 的 変化 も 重要 
な 要因 で あろ うと 考え る 。 そ を それ 故に 単細胞 期 卵 抗原 と 仔 
虫 包 蔵 卵 抗原 の 抗原 性 の 強弱 と 云う 点 か ら 考 えて 免疫 家 
に お いて 上 く の 如き 組織 学 的 な 差異 の ある 態度 を と 
つた も の で あろ う 。 , 従 来 , 武田 等 は 体 で 免疫 し 
卵 を 注入 し その 貝 卵 結節 並び に と 類 上 皮 細 胞 促 進 に 関す る 
研究 を 行い 感 作家 束 に お いて 類 上 皮 細 胞 の 出現 の 促進 
れる と と を 報告 し て いる が 著者 は その 特異 的 な 反応 を 観 
察する 目的 を 以 て 体 で な く 特 に エキス を 作製 
使用 し , その 感 作家 加 に 各 期 虫 卵 を 注入 し 特異 的 な 組織 
形態 像 を 詳細 に 観察 し た 。 次 に 無 処置 家 可 門 脈 内 仔 虫 包 
蔵 注入 群 , 単細胞 期 キス 免疫 家 仔 虫 包 
注入 群 びに 虫 蔵 キス 免疫 家 脈 内 仔 虫 包 
蔵 卵 注入 群 は いづ れる ぁゃ も 仔 虫 卵 を 中 心 と し て 多少 前 記 群 と 
異な れる 細胞 反応 を た 。 勿 論 , 無 処置 家 と 免疫 家 
の 肝 に お いて は 免疫 現象 の 差 と し て の 組織 反応 を 呈 する 
と と は 当然 で ある が 免疫 その も の に ょ る 変化 を 除い て 考 
えた 変化 は 虫 卵 周辺 の 細胞 反応 で ご あろ う 。 即ち 主 に 貝 卵 
を 中 心 と し て 見 た 組織 態度 を 観察 する と 仔 虫 卵 周 囲 と 好 
酸 球 の る こと で あろ う 3。 等 の 好 酸 球 は 恐らく 
内 仔 虫 の 題 粒 状態 の 明瞭 な こと と 及び 卵 膜 の 確固 な る と と 
並び と 注入 直前 各 奏 動 を な し て いた と こと 等 より 恐らく 生 
と 考え られ る 虫 卵 の 周辺 に し た 酸 球 は 単 球 
に じ て に 結合 織 内 に し た り は その 好 酸 
を 放出 し 線 状 に 排列 し た 如き す 所 や 時 に 仔 虫 
の 卵 膜 に 密着 し , 集積 し て いる 部 も 認め られ る 。 此 等 の 
像 は 大 体 此 の 8 群 に 限局 し て 認め られ る と と は 注目 され 
る 。 更 亡 ギ ム ザ 染色 を 施し て 精査 を 行 つ た が 同一 所 見 を 
得 た 。 即ち 之 等 好 酸 球 は 明らか に 偽 酸 球 和 題 粒 と 異な り 好 
酸 は 大 で し か も ある 。 特 に 等 の 場合 組織 中 
に 見 出さ れる 恐らく 死 卵 と 考え られ る 仔 虫 卵 を 中 心 と し 
た 細胞 反応 は 全く 異物 反応 の み し か 量 し な いと と は その 
生 仔 虫 卵 の 細胞 反応 た 比 し て 興味 ある と こと で ある 。 即ち 
虫 卵 内 仔 虫 の の 消失 し 虫 形態 の や ゃ 不明 な れ 
る も の や 卵 膜 の 変形 し た 仔 虫 卵 及び 卵 膜 及び 仔 虫 が 共に 
圧迫 され 変形 し 仔 虫 卵 の 形態 の や ゝ 不明 上 有 の も の 更に は 
稀 に 混在 する 未熟 卵 の 周辺 で は 中 等 度 の 偽 酸 球 の 浸潤 , 
軽度 の 単 球 , 組織 球 の 浸潤 の み で 全く 好 酸 球 の 沖 潤 の な 
いこ と と が 注目 され た 。 此 は ギ ふ ザ 染 色 標 本 と て も 確認 レ 
得 た 。 以 上 の 事実 か ら 考 えて 恐らく 変形 死 減 仔 虫 卵 及び 
と て は 単なる 異物 反応 の み し か な い に も 拘ら 
ず 仔 虫 包 蔵 卵 の 周辺 に は 好 酸 球 の 出現 を 認め る こと か ら 
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之 等 の 反応 態度 の 相違 は 著者 は 本 間 (1918)〕 の 予想 し た 
如く 仔 虫 包 蔵 卵 中 の 好 酸 球 喚起 物質 を 予想 し この 物質 の 
量 的 変化 と に あり と し た 。 之 等 の 好 酸 球 喚起 物質 の 存在 は 
前 記 群 の 死 減 仔 虫 卵 及び 未熟 卵 周 辺 の 細胞 反応 と 仔 虫 包 
蔵 卵 周辺 の 細胞 反応 の 比 よ り も 推察 され 得る 。 そ し て 選 
等 液 成分 と ょ る 反応 態度 を 観察 する た め に 前 述 の 如き 多 
数 の 対照 実験 を 行 つ た も の で ある 。 単細胞 期 選 ミ キス 免 
疫 家 お いて る 出現 を 見 た が , 特に 虫 包 蔵 ス 
免疫 家 に お いて 包 周辺 に 出現 せる 単 球 結節 
も , ほか の 実験 群 に 比 し 顕著 に 認め られ た 。 

即ち 等 ェ キ ス 免 疫 家 虫 卵 注入 肝 に お いて 卵 
を 中 心 と し て 小葉 間 結 合 織 内 に 核 の 腎 形 乃至 馬 跡 形 を 旦 
せる 恐らく 血液 単 球 と 考え られ る 単 核 細 胞 が 多量 出現 レ 
仔 虫 卵 の 周辺 に 結節 を 形成 し 結合 織 の 浮 風 性 膨 化 する の 
を 認め た 。 勿 論 之 等 の 単 球 に 混 じ て 好 酸 球 , 軽度 の 偽 酸 
球 , 組織 球 の 浸潤 する の が 認め られ た 。 

等 仔 虫 卵 周 辺 の 単 球 結節 虫 包 蔵 ミキ ス 免 疫 家 
索 門 脈 内 仔 虫 包 蔵 卵 注 入 群 に 最も 著 明 で 同一 時 間 で 結節 
が 多量 に 出現 し て お り ,。 その 次 に 単細胞 期 九 エ キス 免疫 
家 仔 虫 包 蔵 卵 注入 群 に や ゝ 多量 認め られ た 。 
等 結合 織 中 の 単 核 細胞 は ギ ム ザ 染色 標本 と お いて 類 洞 内 
に 多数 出現 せる 血液 単 球 と 同様 性 格 を 有する 細胞 で ある 
と と より 単 球 と 考え られ た 。 そ の ほか の 和 群 に お いて は 各 
ェ キ ス 免 疫 家 脈 内 に 単細胞 期 注入 し た 時 に も 
度 認 あめ られ た が 前 記 群 と 比較 すべ くも な い 。 之 等 の 点 も 
前 記 好 酸 球 の 態度 と 考え 合せ 奏 動 せる 仔 虫 卵 膜 中 の 液状 
物質 の 存在 に と ょ る 組織 態度 で あろ うと 考え られ る 。 そ の 
ほか 抗 虫 免疫 家 血清 を 以 て 沈降 反応 , 交叉 反応 
紙 電気 泊 法 を つた 。 即ち 沈降 反応 , 交叉 反応 , 補 
体 結合 反応 共に 陽性 を 示し , 濾紙 電気 法 に つて 
8-globulin の 増量 を 認め た 。 キス に よる 組織 の 
免疫 態度 と 共に 等 の 所 見 に と よ つて も 虫 キス 
の 抗原 性 を 確認 し 得 た 。 以 上 を 総括 する と (1 〕 無 処置 家 
内 単細胞 期 注入 群 及び 無 処置 家 脈 内 完全 
仔 虫 包 蔵 注入 に お いて は は 中 等 度 酸 球 
並び に 軽度 の 単 球 , 組織 球 の を する 性 反応 を 
する に 過ぎ な い 。 (2) 単細胞 期 キス 免 家 
門 脈 内 単細胞 期 卵 注入 群 及び 仔 虫 包 キス 免疫 家 
門 内 単細胞 期 卵 注入 に お いて は 卵 は 偽 酸 球 並 
びに 軽度 の 単 球 , 組織 球 の 浸 潤 を 伴う 異物 性 反応 と 軽度 
の 小葉 間 結 合 織 の 卵 の 周辺 に 単 球 結節 出現 を 惹 皿 する 。 
(8) 無 処置 家 脈 内 仔 虫 包 注入 群 , 単細胞 期 卵 
ェ キ ス 人 家 内 仔 虫 包 蔵 注入 群 びに 仔 虫 
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ェ キス 免疫 家 仔 虫 包 蔵 注入 群 に お いて は 
虫 卵 周囲 と 好 酸 球 の 浸潤 が 共通 し て 認め られ た ほか , 人 後 
二 者 に お いて は こと の ほか 小葉 間 結 合 織 中 に 単 球 結節 の 出 
現 を 認め た 。 ( 4 等 仔 虫 お いて も レ 
た と 考え られ る 仔 虫 並び と 稀 に 混在 せる 未熟 で は 
酸 球 の 浸潤 を 主 と せ る 異物 反応 の み し か 星 し な いと と を 
確認 し た 。 ( 5) 単細胞 期 キス 並び に 虫 包 蔵 ェ 
キス 人 免疫 家 束 の 肝臓 に お いて その 免疫 態度 に 多少 の 相違 
が あつ た 。 即ち 虫 包 蔵 キス 人 免疫 家 に お いて 特 
に 肝 細 胞 壊死 , 好 酸 性 細胞 並び に 淡 明 化 細胞 の 出現 , 細 
胞 核 の 腫 大 , 星 細胞 の 肥大 , 増生 , 洞 内 単 球 の 性 
並び に 集 増生 , 類 巨核 球 出現 , 小葉 間 結 合 織 の 
浮腫 性 膨 化 びに 単 球 増生 が 単細胞 期 キス 免疫 家 
に お ける より る も 強度 で あり 免疫 効果 が 強力 で ある と と を 
認め た 。 (6 ) 抗 免疫 家 を 以 て 行 つ た 
反応 , 交叉 反応 は 共に 陽性 を 示 し 同時 に 行っ つた 濾紙 電気 
泳動 法 に より g-globulin の 増量 を 認め た 。 以上 の 総括 
か ら お し 進め て 諸家 の 成績 並び に 組織 アレ ルギー 性 変化 
の 一 般 的 な 見 解 と 対比 し 征 ら 考 技 する こと と する 。 先ず 
銅 虫 卵 の 抗原 性 と 関し て は 前 述 し た 如く 森下 , Canning, 
赤崎 , 武田 ち に より 確認 され て お り 著 者 の 抗原 作製 並び 
に 実験 成績 より 仔 虫 包 蔵 卵 エ キス が より 強力 な 免疫 効果 
を 量 す る と と を 示し た 。 こと の 事実 か ら 著者 は 特に 仔 虫 
包 蔵 卵 内 中 の 液状 物質 < 抗原 様 物質 〕 の 存在 を 予想 し , 
特に 対照 実験 を 多数 例 行 な い 同 物質 の 存在 する 可能 性 を 
確認 し た 。 即 ち 仔 虫 卵 周 辺 の 好 酸 球 浸潤 並び に 単 球 結 節 
出現 で ある 。 元々 , 遇 虫 に よる アレ ルギー 性 反応 が 存在 
する こと と は 明らか で ある が アレ ルギー を 起 さ せる 抗原 性 
を 有する 物質 と し て 多糖 類 分 画 に と に あり と する も の , 又 令 
白質 分 画 に あり と する も の 更に リポ イド 分 画 を 重要 視 す 
る も の な ど が ある が 赤松 (1959) は 体腔 液 並 びに 蛋白 質 
成分 は 遅延 型 を 呈 し 多糖 類 成 分 と ょ る 反応 は アル サス 型 
反応 を 呈 する と 報告 し て いる 。 

之 等 の 結果 か ら 見 て も 寄生 虫 抗原 即ち 体腔 液 や 虫 卵 な 
どの 抗原 に ょ る 反応 は 蛋白 分 画 に と よる 組織 反応 を 以 て 代 
表し て いる と 考え られ る 。 之 は 遅延 型 反応 即ち ッ ベ ルク 
リ ン 型 組織 反応 で ある う 。 之 は 血管 隙 得 が アル サス 型 と 
比較 し 軽度 で 炎症 域 に 浸潤 する 細胞 は 好 中 球 が 比較 的 少 
く 単 球 を 主体 と せる 組織 反応 を 呈す る も の で 之 は Pirque 
が 1907 年 ツベルクリン に 関し 画 期 的 業 腎 を 発表 し て 以来 
古く より 研究 され 特に Biichner, (1956), 武藤 (1955), 
武田 (1955) ら に より 研究 が ほとん ど 完 成 の 域 に 半 達 し 
て いる 現状 で ある 。 著者 の 行 つ た 実験 で の 環 虫 卵 抗原 に 


家 
織 
包 
と 
"る 
考 
好 
: 
の 
を 
) 好 
れ 
は 
し 
| 
ら 
| | 


984 


よる アレ ルギー 性 組織 変化 即ち 単 球 結節 の 出現 を 主体 と 
し 血管 酸 の 変化 の 少 い と こと と な ど は ツベルクリン 型 組織 反 
応 と し て の 特徴 を 表わし て いる 。 元 来 。 武田 は 結核 に 関 
する 詳細 な る 研究 と お いて 類 上 皮 細 胞 の 発生 と からみ 合 
せ て 筒 虫 卵 を 利用 し て 色々 の 実験 を 行 つ て いる 様 で あ 
る 。 即 ち 武 田 門 下 の 仲 村 ・ 長 田 ・ 御 園生 ら は 環 虫 体 及 び 
で 家 感 作 し て 後 , を 与え る と 類 上 細 
胞 の 促進 を 来 す と 述べ , この さき さい 正常 家 卵 を 
与え て も 異物 結節 を 作る の で 類 上 皮 細 胞 が 出現 し な い 
と し て いる 。 只 単 に 肝臓 に 事 虫 卵 が 迷 入 し た 例 は 比較 的 
多く が 原因 に 血管 行 説 , 行 説 説 な ど が あ 
る 。 し か し 御 ら 此 等 の 症例 に お いて は 組織 学 的 検索 を 行 
つた 所 で は 大 体 大 同 小 異 で ある 。 大 体 肝 臓 に 虫 卵 性 結節 
を 形成 する の は 第 一 に 門 虹 系 統 に 母 虫 の 寄生 する 日 本 唄 
虫 , 第 二 に 胆管 内 に する 二 口 ど で そ の 
人 の も の に は ほとん ど め ら れず に 卵 と い 
て 発見 され る の みみ で ある が その いづ れ も が 大 略 虫 卵 性 結 
節 ひ いて は 貝 卵 性 肝 硬 度 を 形成 する も の の 如く で ある 。 
お いて ぁ も 同様 で 卵 周 辺 の 結 締 織 の 増生 と き に 
出血 , リ ン 球 の りな る 結節 で 中 心 部 に 類 上 皮 細 
胞 は 締 織 胞 よ りな り を リン 球 で 囲 中 に 
好 酸 球 を 認め 旧い も の で は ラン シン グ ハ ン ス 氏 巨 細 胞 を 認 む 
ぁ の が ある 。 黒岩 (1952), Makai (1922), Mercer(1950). 
佐藤 (1955), 参 ・ 三 宅 (1924), 楽 (1984 う ら の 症例 な 
どか ら 見 て も 大 体 同 様 の 形態 像 を と つて いる 。 之 等 結節 
は 中 山の上 日 本 住 血 吸 虫 卵 の 組織 内 実験 的 投与 に と お いて も 
同様 虫 卵 結節 を 形成 し この 結節 は 三 層 より な る 。 即 ち 内 
に 卵 , 類 上 細 胞 が あり 中 層 若 な 結 締 織 細 胞 及 
び 小 円 形 細胞 , 外層 に は 結 締 織 細 胞 が 渦 状 に 取 巻 いて てい 
る と し , , 清野 も 日 本 住 血 吸虫 卵 を 門 脈 より 注入 する 
と 肝 で 貝 卵 結 節 を 形成 し 類 上 皮 細 胞 , 就 中 組織 球 性 細胞 
の 増殖 が 強い と 述べ て いる 。 , 仔 ょ る 肝 内 結 
人 節 に と つい て の 実験 的 研究 並び と 症例 も 多い 様 で ある 。 即 
ち Biester (1987), 西尾 , 吉田 , Stewart (1918 う , 小 県 
(1928), 横川 (1928 , 平田 (1985) , 橋本 (1954 う , 宮 
川 (1952) ら の 報告 が ある が 之 等 も その 肝 組 織 に お ける 
形 は 大 同 小 異 ある 。 例え ば Héppli, Cozinder, 
Handwen, 横川 ら は 局所 に 好 酸 球 の 増加 を 認め , Ranson 
Foster (1919~1920) は 毛細 管 出血 次 に 性 出血 を 
来 し 後に は 其 の 部 に 肝 細 胞 の 壊死 を 来たす と 云い , 平田 
(1985) は 未 免 疫 犬 , 免疫 に 成 を 与え 肝 の 病 
理 組織 学 的 所 見 を 検 し. 未 免 疫 犬 は 免疫 犬 に 比 し 基 の 病変 
高度 な る と 同時 に 好 中 球 , 好 酸 球 , 組織 球 を 見 , 免疫 犬 
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で 4 日 目 に 結 締 織 の 増生 を 来 す と し て いる 。 橋本 は 天 虫 
体 を 以 て 感 作 し た 白 豚 を 感染 せしめ た さい 
の 各 肛 器 の 組織 反応 た に つい て 見 て いる が 肝 に お いて 肝 細 
変 性 , 肉 成 , グリ ソン 氏 の 好 酸 球 浸潤 が 感 作 
例 に 強く 見 られ た と 述べ 宮川 は な 人 映 虫 体 成分 を 以 て 経口 
的 に 海 感 作 し 人 を 感染 せしめ た 後 , 肝 の 
組織 学 的 検索 を 行い 肝 の 小葉 内 出血 , 充血 , 細胞 変性 , 

好 酸 球 の 増 多 を 来たし た と 述べ て いる 。 之 等 は いずれ も 
結 比べ 好 酸 球 の 閉 明 で ある 以外 に は ほ 
と ん ど 変 らち な い 所 見 を 量 し て いる 。 特に 著者 の 実験 に お 
いて は 未熟 卵 , 死 減 卵 周 辺 に お いて 好 酸 球 の 見 られ な い 
事 と 仔 虫 卵 周囲 丈 に 結 締 織 中 に 出現 し た 好 坦 球 浸潤 と を 
考え 合せ 卵 内 液状 物質 の 存在 の 可能 性 を 検討 し て 見 た 。 
竹下 (1958), 稲 臣 (1957〕 ら は 虫 で は ある が 
の 電子 顕微 鏡 的 観察 とお いて 詳細 に 研究 し , その 層 の 
内 , 殊 に 外層 に 無数 の 細管 を 認め , 卵 毅 内 の 腺 の 呼吸 や 
湿気 の 統制 に 関係 し て いる も の と 考え る と 報告 し て い 
る 。 豚 関し て は 石井 (1954 は 完成 蛋白 は 

外層 より 成り 両 層 と も 蛋白 以外 に 多糖 類 を 含む と 述べ て 
いる が 更に 電子 顕微 鏡 的 観察 で は Morita (1958), 分 帆 
(1957), Roger (1956) に ょ り 報 告 さ きれ て いる 。 従来 

卵 の 囲 り の 層 に 3 層 よ ょ より 成る と 云う 人 に Nelson, Leu- 
ckart, Ackert, Wottge, ら , 4 層 と 云う 人 に Krenzer, 


Frenzen, 5 層 と 云う 人 に Zavadovsky が ある が 3 層 と " 


云う の が 比較 的 合理 的 の 様 で ある 。 前 述 の Roger は 卵 
3 層 よ より 成り 最 内 層 は lipoid 層 , 中 層 は キチ ン 
外層 は 蛋白 質 層 で ある と 云い 更に 外層 に 無数 の Micro- 
fibril の 存在 する こと を 述べ て いる 。 之 等 の 報告 か らし レ 
て も 未だ 虫 卵 毅 に 外界 と 交通 し 得る 細管 構造 は 認め て 
いな い が 等 は 何れ ぁ 未 で 仔 虫 包 蔵 で は な く , 
光学 顕微 鏡 下 で 液状 物質 の 含有 を 予想 され る 仔 
虫 包 蔵 卵 ご の 電 顕 的 観察 は 試み られ て お ら ず 今後 の 研究 
に まつ も の が ある が 前 述 の 暁 虫 卵 の 電 顕 的 所 見 及び 組織 
中 の と 仔 虫 と の 細胞 反応 の 異な る こと より ち 
く 仔 虫 包 蔵 卵 で は 卵 内 に 液状 物質 を 含有 し 外界 に 流出 し 
も の と 著者 は 実験 成績 より 考察 し た 。 , 卵 
キス に ょ る 免疫 家 兎 持 の 組織 像 は 一 般 的 な 組織 アレ ル ギ 
ー の 所 見 に 一 致し た 。 即 ち 従 来 寺 に お ける アレ ルギー 性 
病変 は 宮川 (1952 う , Knepper (1986), 橋 本 (1954), 伊藤 
(1987), 岡村 (1950), 谷田 (1958), 馬 杉 <1980 , 武田 
(1952) ら 比 多く の 研究 者 に より 報告 され て いる 。 即ち 
馬 杉 , Knepper の 抗 肝 血清 , 伊藤 の 牛 血清 , 佐藤 の 馬 血 
清 , 卵白 武田 の 卵白 , 岡村 ・ 宮 川 の 乳剤 
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虫 体 抽出 液 , は 谷田 の 豚 体 よ 作製 し 種 分 画 
な ど を 使用 し て 感 作 し , それ ぞ れ 惹 起 注射 を 行っ て 後 , 肝 
の 組織 学 的 観察 を 詳細 に 行っ つて いる が 大 体 に お いて 所 見 
は 一 致し て いる 様 で ある 。 即 ち 伊藤 は 出血 性 肝 細 胞 壊死 
巣 , 星 細胞 の 増生 , 形成 が あり グリ ソン ン 氏 の 細胞 
潤 , 類 洞 内 に 好 中 球 , 赤血球 , リン ペ 球 , 巨核 球 を 充満 する 
と 述べ 之 等 所 見 は 子 導 の さい の 肝 と 相似 し て いる と 報告 
し て いる 。 佐藤 も 大 体 同 様 で 馬 血 清 , 卵白 の 非 経口 的 反 
復 注射 に より 肝 小 葉 周 辺 部 毛細 血管 内 と マイ ブリ ン 様 蛋 
白 物 質 の それ に 基く 性 壊死 , , 血行 停止 にょ 
る 出血 性 壊死 巣 を 見 る と 報告 し ほか の 研究 者 達 の 所 見 も 
同様 で ある 。 , 谷田 は 体 よ り 作 し た 4 種 分 画 
を 用 いそ れ ぞ れ 反 復 注射 と より 第 一 蛋白 体 分 画 に 肝 細 胞 
の 限局 性 壊死 巣 , 細胞 浸潤 が 強く 現われ る と し て いる 。 
馬 杉 (19380 う , Knepper (1936) は 抗 肝 血 清 Hepatotoxin 
を 用 い び 家 静脈 内 注射 し て 肝 の 病理 組織 と つ 
いて 述べ て いる 。 即ち 此 際 に も 肝 幼 の 硝子 様 滴 状 変 
性 , 肝 細 胞 索 毛 細 フ イプ リン 血栓 , 細胞 の 
大 , 増生 殊 に 著 明 な の は 委 血 性 及び 充血 性 の 肝 細 胞 の 変 
化 で あり 肝 細 胞 の 特に 義明 に 障害 され た 所 で は 一 部 に 大 
きた な 壊死 が 認め られ る と し 更に Hepatotoxin の 作用 が 
強く な る と 小葉 周辺 部 の 毛細 血管 の フイ ブリ ン 血 栓 形成 
が お と ことり, その 結果 , 小葉 周辺 の 肝 細 胞 に 壊死 が お と 
る 。 グ リン ソン 氏 結合 織 浮 膨 化 , 同時 に 白 血 
球 殊 に 好 酸 球 の 浸潤 が 見 られ 特に 動脈 枝 の fibrinoid 
変性 更に 壊死 及び 腔 内 血栓 形成 が 起 る と 報告 し 等 抗 肝 
血清 と 基く 肝 の 変化 は 局所 アレ ルギー に 見 られ る 病変 に 
全く 一 致す る 。 そ し て 之 を 強度 に 行う と 肝 に お いて も ア 
ル サ ス 現 象 の 組織 アレ ルギー 性 変化 が 起 る と し 其 の 臓器 
の アレ ルギー 性 疾患 に 一 致す る と 述べ て 居る 。 之 等 所 見 
か ら 著 者 の 虫 卵 モミ キス 免疫 群 の 肝臓 の 組織 学 的 観察 と 対 
比 す る に 非常 に 相似 の 形 淫 像 を と る と と が 明か と な つ 
た 。 即ち 著者 の 行 つ た 貝 モ キス ( 殊 に 仔 虫 包 蔵 ミキ 
ス ) 免疫 家 で は 一 部 に 肝 細 死 , 硝子 様 滴 状 変 
性 , 好 酸 性 細 陣 及 が び 淡 明 化 細胞 出現 , 星 細胞 の 肥大 , 増 
生 グ リ ソ ン 氏 結合 織 浮 性 膨 化 , 類 単 球 及び 
巨核 球 の 出現 な どの 如き 前 述 の 所 見 と ほとん ど 一 致す る 
所 見 を 与え た と こと より 世 か る 所 見 は 前 述 の 研究 者 達 の 肝 
の アレ ルギー 性 組織 変化 と 一 致す る も の と 考え られ る 。 
次 に 之 に お いて 特に 検討 され ね ば な ら 刀 ぬこ と は 単 球 結節 
形成 に つい て で あろ う 。 本 実験 の 如く 貝 卵 を 使用 し て の 
実験 で ある が 故に 少く と も 虫 卵 を 異物 と し て 同時 に 抗原 
と し て 生体 に 働く の は 当然 で ある が その 場合 現われ る 組 
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織 反 応 と し て は 媒 物 性 炎 に アァ レル ギー 性 炎 の 加味 され た 
組織 形態 像 を と る も の と 見 な けれ ば な ら な いで あろ 3 う 。 
此 等 異物 性 出 及 び ア レル ギー 性 出 びに 結節 
に つい て 前 述 の 如く 新保 , 並び に 武田 , 赤崎 ら に より 詳細 
に 報告 され て いる 。 新保 は 天野 に より 考 案 さ れ た 皮下 結 
合 織 伸展 , 超 生体 染色 法 を 利用 し 種々 な 物質 を 用 いて 実 
験 を 行い ワル メル ギー 性 浴 出 炎 に お ける 細胞 反応 は 物質 
の 種類 の 如何 に 拘ら ず ー 定 の 基本 形成 に 従う こと を 確 め 
た 。 先 づ 白 血球 次 に 単 球 と 交代 し 後期 に 形質 細胞 , リン 
パ 球 , 組織 球 及び 結合 織 細 胞 の 増殖 共 起 つて 来る と し 更 
に アレ ルギー 性 出 炎 特 に 代表 的 な も の と し て アル サス 
現 人 象 , マ ベ ルク リン 反応 に お ける 細胞 反応 を 詳細 に 研究 
し て いる 。 そ し て ツベルクリン 型 は 初期 よ り 単 球 が 現 わ 
れる か 或 は 単 球 反 応 が 優位 と あり 白 血 球 は 組織 壊死 に 対 
する 二 次 的 反応 で ご ある と し アル サス 現象 で は 白血球 反応 
が 主体 を な す も の で 之 は 本 質 的 反応 で ご ある と し た Di- 
enes & Mallory 更に は 天野 ら の 報告 と 一 致し た 見 解 を 
と つて いる 。 更 に ノル メル ギー 性 結節 炎 に つい て 言及 し 
最も 単純 な 結 箇 炎 で ある 異物 結節 に つい て 細胞 反応 を 調 
査 し と の さい 張 り 出現 始ま り 血球 , 単 球 , リン 
, 組織 球 , 結合 織 細 異物 を 中 心 と し て 順次 に 輪状 
に 集合 し 結 飾 を 形成 する 。 こ の さい 結節 の 性 格 を 決定 す 
る の は 単 球 で これ が 媒 物 細胞 な いし 類 上 皮 細 胞 に 転化 す 
る と 思わ れる と し 結節 形成 つっ まり ア レル ギー 性 結節 炎 は 
暴 物 結節 の 修飾 され た も の と 考え て お り 更 と に アレ ルギー 
性 結節 炎 に お ける 細胞 反応 形式 は 全く ノル メル ギー と 同 
様 で ある が 各種 の 細胞 反応 は 時 間 的 と も 量 的 と も 著しく 
促進 され 従っ つて 当然 の 結果 , 結節 の 早期 多量 出現 と な 
る 。 武田 は アレ ルギー 性 反応 の 組織 像 と に お いて 矢 張 り フ 
ル メ ルギー 反応 と アレ ルギー 反応 に つい て 言及 し 生体 に 
侵入 し た 異物 に 抗原 性 が ある 時 に は その 異物 反応 の 経過 
中 に 生体 は 抗原 を 作り それ が 一 定量 に 達 た 時 局所 に 残 
存 は 増 つっ ゝ ある 抗原 と 反応 し と に アレ ルギー 性 反 
応 像 が 成立 する そし て 局所 の 抗原 抗体 反応 は 細胞 に 則 レ 
て 成立 し 異物 が 細胞 に 各 及 話す 影響 より 直接 で ある た 
め , より 強力 , 且つ 速 か な 刺 報 と な る こと が 多く 従 つ て 
之 に 対応 する 組織 反応 も また 時 間 的 に 速 か に 量 的 に も 多 
い 像 を 作る そし て 組織 像 に て 正常 反応 に 比べ て 生 異 つた 
所 見 を 時 し て 本 来 の 異物 性 正常 反応 像 を 強く 修飾 する と 
述べ 菌 の タ な ら ず 馬 血 清 , 卵白 は 精製 卵白 アル 
ミン を 用 い 溶 解 吸収 性 及び 抗原 性 を 変化 せしめ て 用 いそ 
の アレ ルギー 反応 像 を 比較 検討 し て いる 。 そ を それに よる と 
非 感 作 例 で は 媒 物 反応 の み で 感 作 を 行 つ た も の で は 感 作 : 
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の 程度 に 応じ 速 か に 且 多 量 の 類 リ ン パ 球 結節 を 作り 類 上 
皮 細 胞 結 節 を 作る と し て いる 。 叉 , 赤崎 は 最近 遇 虫 卵 及 
びそ の 分 画 に よる 炎症 性 反応 の 細胞 学 的 研究 と お いて 興 
味 あ る 所 見 を 報告 し て いる 。 即ち 舞 虫 卵 と よる 中 期 並 び 
に 後期 の 炎症 性 反応 の 像 は 結核 炎症 と 同様 で あり 貝 卵 結 
節 の 形成 と 共に 虫 卵 と よる 単 球 性 並び に 組織 球 性 類 上 皮 
細胞 が 形成 され る と し と の さい に も 筒 虫 卵 の 連続 注射 に 
より 作 し た 家 を 注入 する 場合 に 炎症 性 反応 
は 促進 し 里 盛 に 現れ る と し て いる 。 そ を し て こと の 場合 類 上 
皮 細 胞 を 促す 物質 と し て Phosphatid が 関 する 
で あろ うと の 判断 を 下 し て いる 。 著者 の 行 つ た 実験 で も 
単 球 結節 の 出現 は 主として 仔 虫 包 蔵 キス 疫 家 
各 期 卵 注入 群 に 認め られ た こと と か ら 新 保 , 武田 , 赤崎 ら 
の 云う 如く それ ら の 細胞 反応 形式 は アレ ルギー 反応 の 組 
織 表 現 で ある と 考え て いる 。 只 と の 場合 武田 の 云う その 
本 態 に 関し て 単 球 , 組織 球 性 細胞 と 広く 解釈 され て いる 
類 リ ン パ 球 結 人 節 な る も の は 著者 の 場合 と は 単 球 結節 で あ 
ろう と 考え られ る 。 即ち 之 等 単 核 細 史 は 各 卵 モエ キス 免疫 
家 に お いて 類 洞 内 性 集 的 に 見 られ 組織 
ギ ム ザ 切片 と お いて も 細胞 体 が 円 形 で 核 の 腎 形 或 は 馬 跡 
形 で や > ゝ 偏在 する 単 球 の 性 格 と 全く 一 致す る も の で あり 
等 単 球 結節 は 明らか に 無 処置 家 各 期 注入 群 で は 
認め られ ず 免 商 群 に お いて の 注入 後 24 時 間 に て 多量 の 
出現 を 見 る も の で あり 此 等 所 見 は 新保 , 武田 ちの 所 見 と 
一 致す る も の で ある 。 そ を し て と の アレ ルギー 性 虫 卵 結節 
の 最終 組織 表現 は と の ミ きい 除外 し て 著者 の 実験 成績 か ら 
は その 初期 に お いて ほとん ど 血 液 単 球 の 用 より 大 結節 を 
免疫 家 束 た におい て 出現 し 得る と 云う 事実 の み に 止 め て お 
く と と に する 。 次 に よ ょ る 類 上 皮 細 生 に 関し 
赤崎 は 著者 と 同様 卵 内 物質 を 予想 し 虫 卵 の Phosphatid 
が 発生 に 関し て いる と 述べ て いる 。 即ち 遇 虫 卵 が 初期 
に 湖 出 する 和 題 粒 白 血球 の 攻撃 を 受け る こと に より 特に 白 
血球 の 有する 蛋白 分 解 酵素 の 作用 に より 卵 衣 が 破壊 され 
卵 内 の 類 上 護 細 胞 を 促す 或 る 物質 が 組織 内 に 放出 せら れ 
と の 物質 を 単 球 及び 組織 球 が 食 喰 する こと に より その 処 
理 , 消化 の 過程 に お いて 類 上 上 皮 細 胞 化 が 起 る と し 物質 代 
謝 の 特異 性 が 関 ょ し て いる と し て いる 。 し か し 等 類 上 
皮 細 胞 の 発生 は さて お き 著 者 の 成績 か ら 見 る と 前 述 の 研 
究 者 達 の 使用 は いづ れ も 未 で あり 免疫 効果 及 
び 単 球 結節 出現 の 量 的 に 軽度 な る 群 に 属す る も の と 考え 
られ る 。 赤崎 の 云う 如く が 好 球 の 攻撃 を 受け 
蛋白 分 解 酵素 の 作用 に より 卵 明 が 破壊 され て 貝 卵 内 の 物 
質 が 組織 内 に 赤 出 せら れる と 云う 想定 は 勿論 著者 も 多少 
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の その 様 な 事実 を 認め る も の で ある が それ の み に ょ よる と 
は 考え られ な い ぁ の で ある 。 そ れ は 血 虫 卵 が 必ず し も 好 
中 球 の 攻撃 を 受け 死滅 す る と は 限ら ず Africa (1936), 
Makai (1922 う の 報告 の 如く 組織 内 で 仔 虫 と 成 た 
と 云う 事実 も あり 又 著 者 の 成績 か らし て も 必ず し レ も 人 金 虫 
卵 が 好 中 球 に より 卵 最 か 破壊 され た 状態 と に ある と は 限ら 
な いし , 又 。 その 様 な 攻撃 を 受け て 細胞 に 影響 を 与え る 
迄 に 相当 時 間 が か ゝ る と 考え られ る 。 之 は 著者 の 成績 で 
は 24 時 間 で すでに 単 球 結節 出現 を 見 る こと 及び その 様 な 
卵 内 の 有効 性 物質 が 同時 に 好 酸 球 を も 浸 集 させ る 物質 で 
ある こと と を 認め て いる 。 そ を し て 未熟 卵 及び 死 減 仔 虫 卵 で 
好 酸 球 の 浸潤 を 見 ず 仔 虫 卵 で 浸潤 を 見 る とこ と 等 か ら 考 え 
むず し ろ さ る 仔 虫 包 蔵 よ り 組織 内 に 流出 する 液状 物 
質 に よる も の と 考え る 方 が お ん と う で あろ う 。 そ と で 著 
者 は 免疫 効果 の 最も 強力 な 仔 包 蔵 キス 免 疫 家 
に お いて その ア 7 レル ギー 性 組織 反応 は 最も 著 明 で 更に 同 
群 に 虫 包 蔵 入 群 に お いて は 同 よ り 流 出す る 
液状 物質 て 抗原 様 物質 に と にょ り ツ マッ ベル クリ ン 型 組織 反応 
表現 で ある 単 球 結節 出現 の 量 的 並び と 時 間 的 促進 を な し 
得 た も の と 推察 する 。 従 来 実験 的 局所 過 仔 現象 に は 数 多 
く の も の が ある が その 中 で 代表 的 な の は アル サス 型 及 び 
ッ ベ ルク リン 型 反 応 で ある 。 此 の 内 アル サス 型 反応 は ア 
ル サ ス 現象 と し て ツベルクリン 反応 は 結核 性 アレ ルギー 
を 代表 と し て 古く か ら 多 数 の 研究 者 に より 詳し く 検 討 さ 
れ て 来 た 。 婦 ち アル サス 型 反 応 は Opie, Biichner に よ 
り 更 と に ツベルクリン 型 反応 は Biichner, 武藤 , 武田 ちら に 
より ほとん ど そ の 組織 像 は 完成 され た 観 が ある 。 就 中 , 
ッ ベ ルク リ ン 型 は 血管 の 障 末 は アル サス 型 反応 に 比 し 程 
度 が 軽く 炎症 域 に 浸潤 する 細胞 は 単 球 , 組織 球 で 好 中 球 
が 少 い とこ と が 強調 され て いる 。 近年 天野 (1948), 平田 
(1948) は 馬 血 清 及 び 結 核 菌 体 成分 を 用 いて 局所 過敏 現 
祭 を 細胞 機能 の 立場 か ら 詳 細 な 研究 を 用 い , 抗体 産生 理 
論 か ら 外 膜 形質 細胞 系 に 由来 する 機能 的 概括 反応 と し て 
血清 親和 性 抗原 抗体 反応 を 提唱 され 古く 清野 の 細 網 内皮 
系 細胞 未 に 由来 する それ を 組織 親和 性 抗原 抗体 反応 と し 
て 二 大 反応 系 に 分 えら れ て いる 。 そ し て その 反応 型式 を 
前 者 を 急性 血管 障 得 を 主体 と する 全身 並び に 局所 の ショ 
ッ ク 反 応 と し て アル サス 型 反応 を 明示 し 抗原 と し て 馬 血 
清 , 結核 菌 多糖 類 ( ハ プ テ ン ) を , 更に 後者 を 単 球 , 組織 
球 を 主体 と する 血管 障 三 性 の 比較 的 少な い 組 織 細 胞 障 介 
の 反応 と し て ツベルクリン 型 反 応 を 明示 し , 抗原 に 結核 
菌 , マ ベ ルク リン を 挙げ て いる 。 そ し て 抗原 及び 抗体 を 
血清 親和 性 (Serotrop) と 組織 親和 性 (Histiotrop) の 二 
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つ に 分 け ア ル サ ス 型 で は 抗原 抗体 反応 は 主 に 血管 外 膜 を 
中 心 と し て 起 る た め 血 管 障 融 が 強く , 白血球 の 急激 な 少 
出 を 起す 。 ツ ベル クリ ン 型 で は 抗体 は 組織 細胞 に 釣 着 す 
る た め 急 激 な 血管 反応 を 生ずる と と な くさく 抗原 抗体 反応 は 
徐々 に 起 る た め 白 血球 は 弱く 単 球 反 応 が 強く 現われ る と 
し て いる 。 それ 故 主 な 反応 の 場 は 当然 間 質 結合 織 と に と あ 
る と し て いる 。 近年 血液 学 の 急速 な る 進歩 と 共に 浜本 
(1958) は 此 の 天野 の 二 系 性 免疫 理論 の 基礎 の 上 に 立ち 
抗原 抗体 反応 の 起 る 場 を 重視 し , 抗原 の 持つ 性 質 と 反応 
の 場 を 組合 すこ と に ょ より 複雑 な 抗原 抗体 反応 の 機構 を 実 
験 的 並び と 人 体 凍 検 例 等 か ら 病 理 形 態 学 的 に 見 事 に 統一 
し た 。 即ち 赤血球 抗原 を 用 いて の 純然 と し た 血管 内 の 抗 
原 抗 体 反 応 が 考え られ る に 至り 浜本 は 天野 の 血清 親和 性 
抗原 抗体 反応 が 主 に 血管 を 中 心 と し て 起 る と と 並び に 若 
干 の 修飾 を 加え て 管内 性 抗原 抗体 反応 と し て 従来 の 間 質 
結合 織 に 起 る 抗原 抗体 反応 及び 若干 の 修飾 を 加え て 管 外 
性 抗原 抗体 反応 な る 名 称 を 冠 し て それ ぞ れ の 反応 の 起 る 
場 及び 主要 な 病理 組織 変化 の 来る 場所 に つい て 詳し く 研 
塞 し て 来 た 。 今 著者 は その 研究 成果 と Réssle, Biichner, 
新保 , 武田 の 云う 如く 普通 の 炎症 に 対し アレ ルギー 性 炎 
と し て 理解 され る 所 以 は 質 的 な 差 と 云う より は 量 的 な 差 
に 他 な ら な いと 云う こと か ら 考 えて 見 る と 仔 虫 包 蔵 九 ェ 
キス 免疫 家 宮 門 脈 内 仔 虫 包 蔵 卵 注入 に ょ る 組織 像 は 大 体 
反応 の 起 る 場 は グリ ソン 氏 輔 内 結 締 織 で あり , 反応 細胞 
が 主として 単 球 で ある と と , 及び 比較 的 血管 障 島 の 少な 
いと と 及び ノル メル ギー 性 虫 卵 結節 災 に と お ける より も 単 
球 の 出現 の 早期 , 多量 な る と こと な どか ら 浜 本 の 云う 純粋 
な 管 外 性 抗原 抗体 反応 殊 に と ッ マッ ベ ルク タク リン 型 と 見 な す と と 
が 出来 る で あろ う 。 と の と と は 寄生 体腔 液 
分 を 用 いて 皮膚 反応 を 行 つ た 赤松 (1959 う の 成績 か ら 体腔 
液 及び 蛋白 質 成 分 が 遅延 型 反応 を 呈 し , 多糖 類 成分 に ょ 
る 反応 は 早期 型 反応 を 量 す る と 云う 事実 か ら 考 え , 寄生 
虫 抗原 は 一 般 に 間 質 結 締 織 を 反応 の 起 る 場 と する 組織 親 
和 性 抗原 抗体 反応 を 主として 量 す る も の と 考え られ 更に 
赤松 及び 後述 の 浜本 ・ 杉 宏 の 実験 よ り 推論 し て 組織 親和 
性 抗原 を 主 と す る と 考え られ る 虫 卵 モ キス ( 全 抗 原 〉 に 
ょ つて 感 作 され る の は 当然 間 質 結 締 織 で あり , 仔 虫 包 蔵 
卵 注 入 に ょ り 卵 膜 を 通し て 流出 する 液状 物質 (抗原 様 物 
買 〕 は 感 作 され 抗体 の 組織 細胞 に 釣 着 し た 間 質 結合 織 に 
直進 し 反応 の 場 を その 部 に 求め る 。 そ し て 反応 型式 は 単 
球 を 主体 と する ツベルクリン 型 反 応 で あり 反応 の 種類 は 
管 外 性 抗原 抗体 反応 で ある 。 猫 , 仔 虫 卵 の 場合 に は この 
ほか , 好 酸 球 の 態度 か ら 液 状 物質 に 好 酸 球 喚起 物質 の 存 


在 を も 予想 せしめ 得る も の で ある 。 又 , 前 述 の 虫 卵 内 液 
状 物質 に よる 単 球 反応 に 関連 し て 人 為 的 な 侵 衣 を 加え な 
い 自 然 な 方 法 で 行 つ た 浜本 ・ 杉 宏 (1958 う の 棟 鳥 住 血 吸 虫 
セル カリ ア を 利用 し て の 血管 外 性 抗原 抗体 反応 は 比較 的 
理想 形式 を と る も の で あろ う 。 即ち 自然 の 状態 で 侵入 せ 
し め た 上 記 セ ルカ リア の 初 感染 の 組織 像 は 好 中 球 及 び 好 
酸 球 を 主体 と せる 異物 反応 を 呈 する の みみ で ある が 一 定 感 
作 の 後 の 再 感 染 の 共に セル カリ ア を 中 心 と せる 細胞 反応 
は 主として 結合 織 に 単 球 よ りな る 浸潤 が あり 極め て 純粋 
な 浜本 の 云う 管 外 性 抗原 抗体 反応 の 像 を 呈 し た と と は 興 
味 あ る 事実 で ある 。 


1) 仔 虫 包 蔵 キス に て 反応 を 行い 抗原 
の 強力 な こと を 確認 し た 。 

2) 無 処置 家 単細胞 期 , 死 仔 虫 注入 群 で は 
異物 結節 を 形成 する に すぎ な い 。 

8) 無 処置 家 び 単 細胞 期 キス, 仔 虫 包 蔵 
キス 免疫 家 仔 虫 蔵 注 入 群 に お いて 生 と 考え ら 
れる 仔 虫 卵 の 周辺 結 締 織 内 に 好 酸 球 の 浸潤 を 認め た 。 

4) 好 酸 球 の 態度 より 仔 虫 卵 内 と 液状 物質 の 存在 を 予 
し め る 。 

5) 単細胞 期 エミ キス 及び 仔 虫 包 蔵 エ キス 免疫 家 
に 仔 虫 包 蔵 卵 注入 群 に お いて 単 球 結節 の 早期 並び に 多量 
の 出現 を 見 た 。 “ 

6) 単細胞 期 モミ キス 家 比 し 仔 虫 包 蔵 ミキ 
ス 免 虫 包 注入 群 に お いて 単 球 結節 出現 
が 多量 で ある 。 

7) 免疫 家 お ける 虫 包 蔵 入 群 に お いて 
虫 卵 を 中 心 と せる 細胞 反応 は 卵 内 液状 物質 に ょ り ツ ベル 
タク リン 型 反 応 を 主として 量 す と 考え られ る 。 

8) 之 等 仔 虫 卵 内 物質 は 赤松 の 実験 より 体腔 液 並 びに 
邊 白 質 成分 に 準ずる 反応 を 量 す る 物質 で ある 。 

9) 各 抗 原 に と ょ る 肝臓 虫 卵 結節 形 成 部 位 の 組織 学 的 検 
索 を 行ない 著者 の 予想 し た 仔 虫 内 液状 物質 に よる 
アァ レル ギー 性 反応 の 形態 学 的 特徴 を 明か に し た 。 

10) 無 処置 家 及び 免疫 家 に 注入 せる 貝 た 対す 
る 出 細胞 の 種類 及び 血管 つき 検討 し 単細胞 
期 卵 びに 仔 虫 に つて され た それ ぞ れ 性 
並び に と 管 外 性 抗原 抗体 反応 の 病態 機構 を 二 系 性 免疫 論 の 
基礎 の 上 に 立つ た 浜本 の 論説 より 解明 を 加え た 。 

稿 を 終る に 当り , 終始 御 指導 並び に 御 校 関 を 賜 つ た 浜 
本 教授 に より 深謝 致し ます . 本 第 14 
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回 日 本 寄生 虫 学会 西日本 支部 大 会 に 於 て 議 演 発表 し た . 
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第 1 図 : 無 処置 家 注入 第 6 図 : 免 家 虫 卵 注入 
周辺 部 の 軽度 の 偽 仔 周 辺 の 好 球 及び 単 球 結節 形成 
HE. 染色 10 メ X40 HE. 染色 10X20 

図 : 無 処置 家 完全 死滅 卵 注 入 第 7 図 : 免 虫 卵 注入 
死滅 虫 卵 周 辺 部 の 軽度 の 仔 虫 卵 周 辺 の 単 球 及び 組織 
HE. 染色 10X10 H.E. 染色 10x20 

第 3 図 : 無 処置 家 完全 卵 注入 第 8 図 : 免 
死滅 仔 虫 卵 周辺 部 の 軽度 の 偽 酸 球 浸潤 単 球 を 主 と せ る 結節 形成 ’ 
HE. 染色 10x40 HE. 10X20 

4 図 : 免疫 家 未熟 卵 注入 9 図 : 免 家 兎 卵 注入 
末 卵 周 辺 部 の 軽度 の 球 単 球 結節 形成 染色 10X10 
HE. 染色 10x40 第 10 図 : 免 

第 5 図 : 免 虫 注入 類 洞 内 単 細 胞 の 集 増生 
仔 卵 周辺 の 偽 酸 球 及 び 結 締 好 酸 HE. 10X40 


の H.E. 10Xx40 
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Summary 


An experiment was made on the granuloma by 
ascaris egg. Rabbits were sensitized with ascaris one- 
cell stage extract and ascaris larval stage one. 

Patho-histological changes in sensitized rabbits with 
ascaris egg extract showed remarkable parenchymal 
degeneration of liver cells. 

When the provocative injection of ascaris larval 
stage egg was made in portal vein, mononuclear cell 
nodes were revealed in the liver of sensitized rabbits. 
Mononuclear cell nodes, which consist of mononuclear 
cells and a few mono-histiocytes, were revealed 
chiefly in the connective tissue (Glisson’s capsule). 

In the liver of unsensitized rabbits which were 
injected ascaris immature eggs into portal vein, slight 
infiltrations of pseudoeosinophilic leukocytes and no 
mononuclear cell nodes were presented. 

Consequently, these histological changes were similar 
to those of tuberculin type reaction caused by the 
extravascular antigen-antibody reaction. 


3 
1 
3 { 


【 寄 生 学 雑誌 ・ 第 8 ・ 6 号 


実験 的 犬 肺 吸虫 症 に 関す る 研究 (第 2 報 ) 
治療 時 の 血液 及び 肺 識 の 変化 に 就 い て 
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大 阪 赤十字 病院 外科 ・ 研 究 科 (指導 細川 修治 教授 , 
研究 科 医 長 福谷 温 士 , 外科 医長 博 ) 


(昭和 34 年 8 月 15 日 受領 ) 


肺 吸虫 並び に 肺 吸虫 症 の 研究 は 極め て 古く , その 全 競 
が 明か に な つた 観 が ある 。 柄 し 尚 残さ れ た 問題 が ある 様 
に 思う 。 先 づ 治 療 の 問題 で ある が , 既に 多く の 治療 法 が 
試み られ , 江 変 枯 を 経て 現在 で は 横川 の 説 え る 塩酸 ェ メ 
チン と ズル フォ ン ア ミド の 併用 療法 が 行わ れる に 至 つ て 
いる 。 其 の 間 試 用 され た 薬物 は 甚だ 多く 約 80 種 に と 及 ん で 
いる 。 と こと これ 等 の 中 , 主として 使用 され た の は 第 一 に 塩酸 
ェ メ チン で , 1915 年 池田 に より 奏効 する 事 が 実証 され , 
その 人 後 安藤 , 菊池 ・ 今 村 , 田代 , 尾 中 , 有馬 ・ 朴 ・ 佐 
伯 , 村上 ・ 村 島 ・ 横 山 及 び 田 中 の 諸氏 は 同様 塩酸 エメ チ 
ン を 用 いて 有効 な る 事 を 報告 し た が , 1922 年 以後 に 至 つ 
て 近藤 , 片田 ・ 宮 川 , 西 及び 島 園 の 諸氏 は その 効 を 疑 
い , 一 方 Christopherson (1918), Cawston (1920), 
Lasbrey (1921) う , Wilson (1922 う 〕 の 諸氏 が アン チ モ ン 製 
剤 の 奏効 する 事 を 唱え て 以来 , 宮川 , 安藤 , 小堀 及び 釧 
木 の 諸 氏 も 追試 し て , その 効果 の ある の を 確 め た が 更 
に Marthin (1927) は 塩酸 エニ エメ チ ン と マー キュ ロク ロー 
ふ , 小村 (1988) は スチ ブナ ー ル と 塩酸 ニ メ チ ン を 併用 
し た 。 横川 (1989) は 塩酸 エニ メチ ン と ズル フォ ン ア ミド 
を 併用 し て 実験 的 犬 肺 吸虫 征 に も , 又 了 臨床 上 に も 優 秀 な 
成績 を 挙げ た と 報告 し , 江口 ・ 岩 田 , Charies Franklin 
Craig and Ernst Carroll Faust ら も 成 書 に お いて 横川 ら 
の 塩酸 = メチ ン と ズル フォ ン ア ミド 剤 と の 併用 療法 に つ 
いて の 報告 の 一 部 を 紹介 し て 居り , 塩酸 エメ チン の 単独 
療法 に 比 し 極め て 良好 な る 効果 が ある と , 横川 ら は 報告 
し て いる 。 が 然し 尚 若干 例 に お いて は 本 療法 に 長く 抵抗 

KIYOMITSU ISAKA : Experimental studies on dog 

paragonimiasis (2) Changes of blood picture and lung 


of dog paragoinmiasis treated with sodium oxianti- 
monic gluconate (Osaka Red Cross Hospital) 


(150 ) 


掲 載 


する も の も ある こと と は 事実 で ある 。 宮 川 は 塩酸 ェ メ チン 
と プロ ント ジル (赤色 ) の 億 用 は 一 時 的 に は 虫 卵 の 変 
化 , 減少 な ど が あり , 血 療 な ども 少く な る が 必ず 再発 す 
る の で 本 殺虫 療法 は 今後 に 残さ れ た 問題 だ と 思う と 述べ 
て いる 。 Bercovitz (1987〕 も 肺 吸虫 症 に 対す る 特効薬 無 
き 為 め , 肺 吸虫 症 の 薬物 療法 は 満足 すべ き 成 績 を 得 ら れ 
と 断定 し て いる 。 世 の 如く 本 症 の 治療 に は 若干 論議 が 
ある 様 で ある 。 

そこ と で 私 は 日 本 住 虫 吸虫 症 に 治 効 の ある と 言わ れる 
Antimon 一 (V) 一 Hexonat の 一 種 Sodium oxiantimonic 
gluconate 一 日 本 大 学 工学 部 薬学 科 井 上 廉太郎 氏 寄 贈 を 
用 い 実 験 的 犬 肺 吸虫 症 の 治療 を 試み , 血液 の 諸 検 査 を 検 
索 す る と 共に 誠 検 と より 本 剤 の 肺 吸虫 症 に 対す る 効果 を 
検討 し た の で 太 に その 成績 を 報告 する 。 


検査 材料 並び に 実験 方 法 


(1) 実験 動物 は 体重 約 10kg の 洋 犬 雑種 で , 実験 前 
検便 を 行い 寄生 虫 陰性 の 9 頭 ($ 7, 2 う を 用 いた 。 

(2) 内 服 感 染 せ し め た Paragonimus westermanii 
の Metacercaria は 高知 県 四万十 川 で 捕獲 し た Eriocheir 
7aponicus ら 採取 し た も の で , 鏡 下 で 活 な 伸縮 
運動 を し た 成熟 被 概 幼虫 を と 用 いた 。 

(82) 各 例 共 80 個 づ っ の Metacercaria を 経口 投与 感 
染 せ し め , 胸部 レン トゲ ン 検 査 と に より 其 後 の 経過 を 確 め 
感染 後 9 ~19 週 目 よ 9 り 治療 を 開始 し た 。 


CH,OH (4) 投与 し た 薬剤 は Sodium oxi- 
CH,OH antimonic gluconate で その 構造 は 次 の 
通り で ある 。 
実験 No. 1~ 7 は Sodium oxi- 
” antimonic gluconate を 0.85 2 食塩 水 に 
2 % の 割合 に 溶解 し た も の を 用 い , No. 
COONa 11~12 は 5 と Sodium 
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第 1 表 実験 大 の 詳細 
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後 即ち 治療 開始 時 に は 528X10* 


と 減少 を 示し た が , 治療 開始 と 共 


の 日 。 体重 体重 有 終了 時 に は 平均 値 に お いて 明か に 
No 1 8 9.5kg 136H 9.0kg 10.5kg 20 0.53865 解剖 治療 前 より 増加 し た 。 治療 に ょ り 
No 4 8 10.5kg 110 10.5kg 10.0kg 20 0.57834 解 前 増加 し 始め た と 感染 前 の 赤 
No 5 8 9.0kg 91 9.5kg 10.5kg 10 0.2016 解剖 球 と は 及 な い 。 
No 6 9 Zkg 10 b) 血色 素 量 (第 2 表 参 照 ) 
No 7 8 10.5kg 64 日 10.0kg 11.5kg 10 0.2352 
No 11 8 8.5kg 65 晶 9.0kg 11.0kg 20 0.3808 解剖 
Na 12 8 4.0kg 65 7.5kg 9.5kg 20 0.1792 解 例 の 例外 も な く 全 症例 赤 と 同 


oxiantimonic gluconate を 5 の 割合 に 溶解 し た も の を 
用 いた 。 

(5) 投与 方 法 は 隔 日 と No.1~" 迄 は 静脈 注射 , 
No. 11 へ ~12 は 皮下 注射 を 行 つ た 。 

(6) 投与 量 は 1 回 Pro kg 0.01g の Sodium oxi- 
antimonic gluconate を 注射 し た 。 No. 1~ 4 迄 は Sb== 
28.85%% の も の 20 回 , No. 5 7 及び No. 11~12 は Sb 
=22.4% の も の を 溶解 使用 し , No. 5 ~7 各 は 10 回 , No. 
11~12 は 20 回 注射 し た 。 

(") 血液 の 諸 検 査 は 第 1 報 と 同様 な 方 法 で 行 つ た 。 


実験 成績 


血液 の 諸 検 査 を 感染 前 及び 治療 前 ,10 回 注射 後 , 20 回 
注射 後に お いて 測定 し た 。 

実験 大 は 9 頭 で あつ て その 詳細 は 第 1 表 の 通り で あ 
る 。 

( イ ) 一 般 臨 閑 症 状 特に 体重 の 消長 

第 1 表 に 見 られ る 如く 感染 前 体重 と 治療 開始 時 の 体重 
は 一 部 後者 の 方 が 増加 し て いる 例 も ある が 平均 値 に お い 
て 大 差 は な い 。20 回 の 注射 を 終了 し た 犬 は 明か に 体重 は 
増加 し て いる 。 然し この 体重 増加 は 実験 に 成長 期 の 仔犬 
を 使用 し た 為 , その 体重 の 生理 的 増加 の 影響 を 考慮 に 入 
れれ ば , 本 剤 の 治 効 と の みよ る 増加 と は 考え られ な い 。 
治療 副作用 と し て の 発熱 , 呼吸 状態 , 毛 並 ,。 活動 状態 
な ど は 治療 前 後 を 比較 し て , 外観 上 差 は 認め られ な か つ 
た が , 実験 例 の 一 部 と は 治療 初期 に 食欲 の 減退 を 来 す る 
の も あつ た が , 程なく 回 復 し 10 回 注射 終了 時 に は 正常 の 
状態 と な つて いた 。 

(7p) 血液 所 見 

a) 赤血球 迷 (第 2 表 参 照 ) 

感染 前 平均 値 598X10* が 64~ 136 日 の 感染 期間 経過 


(151 ) 


様 の 経過 を と る が , 治療 に より 血 
色素 量 の 増加 は 赤血球 数 の 回 復 よ り 少 し 遅れ て 眉 復 する 
様 で ある 。 

c) 色素 係数 (第 2 表 参 照 ) 

No. 8 を 除き 常に 1.0 以 下 で あつ て , その 増減 は 不定 
で 治療 に ょ る 影響 は 認め られ な い 。 

d) 異常 赤血球 

感染 時 と 同様 に 有 核 , 多 染 性 , 大 小 不同 性 , 型 赤 損 
球 な どの 出現 を 認め る も の も あつ た が 軽微 で あつ て , 治 
療 に よ ょ る 影響 は 認め られ な い 。 

e) 血 沈 (第 2 表 参 照 ) 

感染 期間 の 経過 中 に お いて 増減 区 々 で あと 同様 に , 治 
療 に よる 増減 も 区 < 々 で , 平均 値 に お いて る も 治療 に よ ょ る 影 


・ 認め られ な い 。 


f) 白血球 数 (第 2 表 参 照 ) 

感染 前 平均 値 は 10078 で ある が , 感染 後 著 明 に 増加 し 
治療 開始 時 に は 12022 と な る が , 併 し 治療 開始 後 は 増加 
の 傾向 は 止 り 次 第 に 減少 し , 治療 終了 時 に は 著 明 に 減少 
し て 感染 前 の 数 値 に 近づく が , 尚 感染 前 に と 比 し て 増加 を 
て いる 。 

8) 白血球 の 相互 関係 

好 酸 球 は 肺 明 虫 症 の 共 最 も 著しい 変動 を 示す 血液 細 
胞 で あつ て , 好 酸 球 増 多 症 を 来 す こと は 前 編 記 載 の 通り 
で ある が , 本 剤 に よる 治療 後に は No.8, 1 例 の 不変 例 を 
除き , 更に 増加 を 示す 事 は 興味 ある 所 見 で ある 。 治療 経 
過 中 の 変化 を 観察 する と , 10 回 注射 後 < 治療 中 間 ) に 比 
べ て 20 回 注射 後 (治療 終了 時 ) に 減少 する も の は No. 4 
の 1 例 で ほか は 増加 し , 平均 値 で 見 る と 治療 前 10.9, 治 
療 中 間 13.9, 治療 終了 後 14.4%% と 明か に 増加 を 示し , 治 
療 終 了 時 に は 最高 に 達する (第 3 表 参 照 )。 

好 中 球 は 感染 後 軽度 の 減少 を 示す が , 治療 に よる 百 分 
率 , 絶 体 数 共に 著 変 は な い 。 幼 若 細胞 は 認め な い 。 
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640 6900 
550 11100 
550 11700 


E 
680 10400 


12 

5 
12 
18 

6 
24 
16 
15 
18 
14 


95 0.742 


620 7100 103 0.831 
Blut Senkungs Reaktion 


84 0.875 
96 0.889 
91 0.849 
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H 


Haemoglobin 


第 2 表 血球 数 , 血色 素 係 数 及び 血 沈 
430 12600 108 1.255 
466 10100 
580 12500 
390 16700 
560 14000 
530 11600 
530 12100 
523 12022 
H= 


E 
600 11200 


Leucocyten 


Bs 
8 
14 
10 
8 
32 
15 
12 
48 


FI 
750 9400 107 0.713 
85 0.802 
89 0.685 
99 0.853 
99 0.853 
98 0.828 


Erythrocyten 


650 9200 104 0.800 


640 6200 102 0.796 
520 10700 105 1.009 
480 10400 90 0.937 


530 13200 
650 11400 
580 10100 
580 10100 


備考 : E 
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No. 12 


犬 番号 
No. 11 
算術 平均 値 598 10078 


No. 
No. 


【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 第 6 号 


第 3 表 好 酸 球 の 変化 
治療 前 1. 回 20 回 


犬 番号 感染 前 注射 後 注射 後 
No 10.0 12.0 16.0 
10.0 15.0 17.5 
7.0 7.5 7.0 
Ne 8.5 11.0 9.0 
Ne.6 19.0 23.0 
10.0 13.0 18.0 
5530 12.0 14.0 19.0 


リン > 球 は 感染 後 好 中 球 の 減少 に 対比 し て 増加 を 来 す 
が , 治療 後 は 百分率 , 絶対 数 は 軽度 減少 する 。 

単 核 球 は 有意 の 変動 は 認め られ な い 。 

へ ハ へ ) 血液 の 生化 学 的 変化 

a) 総 重 白 量 (第 4 表 参 照 ) 

感染 前 の 数 値 は 5.21~6.96g/dl の 間 で , その 値 に は 個 
体 差 が 認め られ る が 平均 5.88g/d1 で ある 。 感 染 後 は 微量 
な が ら 増 加 の 傾向 を 示し , 64~ 186 日 の 感染 期間 経過 後 
即ち 治療 開始 時 に は 平均 値 6.80gldl と な っ た が , 治療 開 
始 と 共に 僅か に 減少 し て , 20 回 注射 終了 時 に は 平均 値 
5.79g/d1 と な り , 感染 前 と 略 々 似 た 値 を 示す 様 に な る 。 
唯 No. 6 の み は 治 療 終 了 後 に お いて も 1.08g/dl の 増加 を 
示す が , その 他 の 例 で は 1.0g/dl 以下 の 動揺 で 全般 的 に 
有意 の 差 は 認め られ な い 。 

b) アル プ ミ ン (第 4 表 参 照 ) 

感染 後 洛 次 増加 し 治療 前 に は 人 金 症例 共 増 加 し て いる 
が , 治療 開始 後 は No. 7 を 除き 増加 の 傾向 が 停止 し て 減 
少 の 傾向 を 示し , 平均 値 で は 治療 前 が 8.75g/dl で ある 
が , 治療 終了 時 に は 838.42g/dl で 微量 の 減少 で ある が , そ 
の 動揺 範囲 は も 1.0g/dl 以下 で ある 。 

c) グロ ブリ ン (第 4 表 参 照 ) 

感染 後 尊 次 増加 し 治療 前 に は 全 症 例 共 増加 し て いる 
が , 治療 開始 後 は アル プ ミ ン と 同じ く 増 加 は 停止 し て 減 
少 の 傾向 を 示し , 平均 値 で 見 る と 治療 前 は 2.65g/dl で あ 
る が , 治療 終了 時 に は 2.87g/d1l と 減少 し て 感染 前 に 復帰 
の 傾向 に ある が , その 差異 は 何れ も 1.0g/dl 以下 で あ 


る 。 
dd) アルプ ミン と グロ ブリ ン の 比率 (A/G)C 第 4 表 参 
照 ) 


肺 吸虫 症 の 了 共感 染 経 過 に 従 つ て グロ ブリ ン の 増量 が テア 
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第 4 表 血液 生化 学 的 変化 ( 其 の 1) 


前 前 10 回 注射 20 回 

No 1 5.28 3.09 2.191.420 5.80 3.34 2.461.358 5.64 3.29 2.351.400 5.49 3.22 2.27 1.414 

No. 2 5.21 3.12 2.091.493 5.62 3.37 2.251.453 5.49 3.27 2.221.473 5.42 3.23 2.19 1.475 

No. 3 5.68 3.42 2.261.513 5.62 3.35 2.271.477 5.55 3.34 2.211.511 5.48 3.31 2.17 1.525 

No. 4 6.09 3.65 2.441.496 6.47 3.81 2.66 1.433 6.34 3.74 2.601.438 6.20 3.69 2.51 1.466 

No. 5 5.46 3.25 2.211.471 5.84 3.36 2:48 1.355 5.67 3.32 2.35 1.413 

No. 6 6.96 3.99 2.971.343 8.09 4.35 3.741.163 8.04 4.34 3.70 1.173 

No. 7 6.54 3.91 2.63 1.487 6.81 4.02 2.791.441 6.87 4.06 2.81 1.445 

No 11 6.11 3.64 2.471.474 6.44 3.79 2.65 1.430 6.42 3.79 2.63 1.441 6.35 3.76 2.59 1.52 

2.591.309 5.88 3.34 2.541.315 5.81 3 


No.12 5.59 3.26 2.33 1.399 5.98 3.39 
5 88 3.48 2.401.455 6.30 3.75 


tw 


Nephelo-Metry 法 。A/G 一 蛋白 商 値 


備考 : TP—Total Pretein. 単位 は g/dl, AーAlbumin. 単位 は aldl, G—Globulin. 単位 は g/dl, 


1.380 3.61 2.60 1.401 


第 5 表 血液 生化 学 百 変化 ( 其 の 2) 


.31 2.50 1.324 


感染 前 前 10 回 20 回 注 
Ca K KI/Ca Ca K  K/Ca Ca K KI/Ca Ca K KI/Ca 
se 10.8 22.4 2.074 13.2 20.8 1.576 13.0 22.1 1.700 12.4 22.4 1.806 
No. 3 10.2 17.9 1.755 11.6 22.5 1.940 11.1 21.0 1.892 10.7 20.5 1.916 
Ne 4 10.4 23.7 2.174 12.2 25.1 2.057 11.7 24.3 2.077 11.4 24.1 2.114 
NaS 15.5 23.6 1.523 18.3 23.4 1.279 17.7 23.9 1.350 
Na 16.5 31.6 1.915 18.7 33.6 1.796 18.4 33.0 1.793 
No. 7 13.2 29.8 2.258 16.9 29.9 1.763 16.7 29.6 1.772 
No. 11 13.7 25.3 1,854 25.9 1.786, 14.3. 26:1 1.825 14.1 25.7 1823 
No. 12 12.8 24.8 1.9388 16.1 24.5 1.522 15.8 24.7 1.563 15.5 25.1 1.619 
算術 平均 値 ) 13. 0 24.6 1.903 15. 26.5 14. 9 25.2 1.710 13.2 23.3 1.806 


備考 : 単位 は K—Kalium 単位 は mg/dl, Tisdall 法 , 


K/Ca 一 Calcium と Kalium の 比率 値 


ルプ ミン に で 多き アル プン と ン の 
即ち 蛋白 商 は 感染 経過 に 従 つ て 減少 値 を 示す と と は 前 編 
記載 の 通り で ある 。 本 剤 に よる 治療 後 ア ルプ ミン , グロ 
ブリ ン 量 共 減 少 を 示す こと は 前 記 の 通り で ある が , 治 

に ょ る 影響 は 感染 経過 と 同じ くそ の 変動 は グロ ブリ ン が 
ァ ル プ ミ ン に 比 し 大 な る 為 令 白 商 は 増加 する 傾向 を 示 
す 。 と の と と は 平均 値 に お いて も 現れ て 居り , 治療 終了 
時 の 平均 値 は 尚 感染 前 より 減少 を 示し て いる 。 

e) カル シュ ウム (第 5 表 参 照 ) 

感染 前 の 平均 値 は 13.0mg/d1 で ある が , 本 症 の 了 共感 染 
経過 に 従 つ て 明か に 増加 する こと と は 前 編 記 載 の 通り で 治 
療 前 に は 平均 値 15.38mg/d1 と 増加 を 示す 。 治療 開始 後 は 


人 金 例 減 少 を 
し 治療 に ょ る 影響 を 認め る が , 


る 
f) 


カリ ウム (第 5 表 参 照 ) 


示し , 治療 終了 時 に は 13.2mg/dl と 減少 を 示 
沿 感 染 前 より 増加 し て い 


感染 後 増 加 6 例 , 減少 3 例 と 減 不定 で ある が , 治療 
開始 後 も No. 2。 8, 4, 11, 12 の 5 例 は 減少 し , No 
7 の 4 例 が 増加 の 傾向 を 示し , 感染 後 と 同 
様 に 増減 不定 で 一 定 の 傾向 を 把握 する と と は 困難 で 治療 
の 影響 は 殆 ん ど 認 め ら れ な い 。 但し 平均 値 に て 検討 する 
と 若干 を 示し て いる 。 


8) 
参照 ) 
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6, 


カリ ウム と カル シュ ウム の 比率 (K/Ca) (第 5 表 
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感染 後 の 平均 値 は 1.908 で 感染 前 に お いて カリ ウム へ 量 

が カル シュ ウム 量 の 2 倍 以 上 ある も の , 即ち K/Ca の 値 
が 2.0 以 上 ある も の は No. 1 , 4 ,。 の 38 例 で 全 例 の リ 』 
で ある 。 上 馬 染 後 の 数 値 の 変動 は 前 編 記 載 の 如く 感染 経過 
と 従 つ て カリ ウム ふ 量 に 比 し て カル シュ ウム 量 の 明か な 増 
加 の 為 治 療 前 に は 全 例 減少 値 を 呈 し , 平均 値 は 1.675 で 
2.0 以 上 の も の は No. 4 の み で , その ほか は 2.0 以 下 で 
ある 。 治療 開始 後 は 前 述 の 如く カル シュ ウム 量 は その 影 
状 と ょ り 減 少 す る が , カリ ウム 量 に 対す る 影響 不定 の た 
め , K/Ca の 値 は 増加 マ 例 , 減少 2 例 と 不定 で ご ある が , 
平均 値 で 見 る と 10 回 注射 後 は 1.710, 20 回 注射 後 は 
1.806 と 増加 を 示す が , 感染 前 の K/Ca 値 に は 猫 及ば 
な い 。 

h) 

本 症 の 共 血 糖 値 は 一 定 の 傾向 を 把握 する こと が 出来 な 
いと 同様 に , 治療 に よる 影響 は 殆 ん ど 認 め ち られ な い 。 

=) 肺 臓 の 病理 解剖 学 的 所 見 

本 剤 治療 実験 大 及び 対照 犬 ( 非 治療 )〉 の 病理 解剖 学 的 
検査 と より 両 肺 各 葉 及 び 主 臓器 に お ける 変化 , 特に 貝 宴 
腫 と その 内 に ある 母 虫 の 生死 と を 表示 すれ ば 次 の 如く で 
ある (第 6 表 )。 

就 中 虫 腹 種 と その 中 に ある 母 虫 の 生死 の 変化 を 見 る 
と , No.1~ 8 は 殆ど 虫 松 形 成 が 見 られ ず , 尚且 つ 存 在 
せる 小数 の 虫 中 に ある 虫 は 死 し て いた か 
は 空 あつ た 。 

No. 4 ~ , No. 11~12 の に は 尚 母 虫 が 証明 さ 
れる が , 全 例 共 死 母 虫 が 生母 虫 に 比較 し て 多い 。 尚 注射 
回 数 と 虫 有 及び 生死 母 虫 の 関係 を 見 る と , 10 回 注射 の 
No.5~ 7 が No. 4 , No. 11~12 に 比べ て 生母 虫 が 多い 
の は 注目 すべ き 所 見 で ある 。 

総計 数 に て 観察 する と 治療 実験 大 9 頭 の 合計 は 貝 松 腫 
(内 空 う , 生母 虫 20, 死 母 虫 41 で , 大 頭 の 合 
計 は 77 (内 空 生母 70, 死 母 14 で あつ 
て , 注射 例 は 1 頭 に 平均 虫 杏 は 10, 生母 虫 8 , 死 母 虫 6 
を 有する こと に な り , 非 注 射 例 で は 1 頭 内 に 平均 虫 枝 
86, 生母 虫 85, 死 母 虫 て を 有する と こと と と な る 。 数 
及び 有 に お ける 虫 数 及び その 生死 の 状態 より 
する 時 は 本 剤 注射 例 は 非 注 射 例 より も 1 頭 平均 の 虫 電 
数 , 生母 虫 致 は 少なく , 死 母 虫 数 は 多い とこ と が 解る 。 感 
染 時 同一 条件 に て 行 つ た の で , 同様 条件 で 感染 する と す 
れ ば 注射 例 の 生母 虫 数 の 少 い こと は 薬剤 の 作用 に ょ る 死 
滅 が 考え られ る 。 と これ 等 の 事実 より 推論 すれ ば 本 剤 注射 
は 貝 松 形 成 及び 虫 体 の 発育 を 抑え る 様 に 思わ れる 。 
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別表 の 如く 詳細 に 肺 臓 の 変化 に つき 病理 解剖 学 的 所 見 
並 に 病理 組織 学 的 変化 を 究明 せる も , 杉 く 悲 条 的 に 列 述 
する 事 は 徒 に 冗長 に 失 す る 恐れ ある 故 , 次 の 如く 大 要 を 
記載 する 。 治療 効果 変 な No.11, と つい て は 詳 
する 。 

A) 20 回 注射 群 

1) No. 1~2 実 験 

肺 組 織 の に 出血 を 認め , 肺 表面 の 出血 生 赤色 
を 量 し 褐色 色素 沈着 は 著 明 で ある が , 結節 , 有 胞 は 明か 
で な く , 実質 内 に 虫 体 を 証明 し な い 。 然 し 可 成 り 広 汎 性 
の 加 答 児 性 肺炎 の 病変 を 呈す る 。 結 締 織 の 新生 は 軽度 認 
め る も , 弾力 繊維 を 伴わ な い 。 一 般 に 細胞 成分 と 逐 し く 
多少 の リン パパ 球 の 細胞 浸潤 を 認め る 軽度 の 病変 で ある 。 

2) No.8~ 4 実験 

肺 臓 に は 約 半 数 の 肺 葉 に と 1 乃至 数 個 の 灰 白 結 節 或 は 小 
豆 大 乃至 大 の 結節 形成 が ある 。 と は 強 き 
浸潤 を 認め 黄 褐 色色 素 の 沈着 が ある 。No. 4 で は 
に 体 寄 生 が 認め られ , 更に 両 例 共 の 物 
が 認め られ る 。 

組織 学 的 に は 所 々 に 認め られ , は 厚 き 結 
締 繊維 層 で , 所 々 に 少数 の 変形 せる 卵 認め る 。 
壁 の 細 高 管 は 充 鉛 疾 張 し , 組織 内 出血 が ある 。 又 一 部 に 
は 気管 表 の 増生 を 認め る も 一 般 に 結 締 織 の 増生 及び 細 抱 
の に 多核 。 プラ スマ 細胞 の を 認め , リ 
ン * 球 は 少な い 。 貝 喜 囲 の 出血 並び に 肺炎 様 の 病巣 形成 
は 未 治療 及び 10 回 注射 群 に 比 し 軽度 で ある 。 

8) No. 11 実 験 

a) No. 11 実 験 犬 の 病理 解剖 学 的 所 見 

体格 中 等 , 体重 11kg, 栄養 良 。 胸 腔 は 左右 肪 膜 面 滑 沢 
に し て , 胸壁 肪 膜 と の 癒 着 は な い 。 縦 隔 膜 は 実験 的 肺 吸 
虫 症 に 民 々 見 られ る 如く 浮腫 状 に 肥厚 し て 黄 褐色 を 呈す 
る 。 

〕 

上 背面 に は 性 の 古い 出血 が あつ て , 褐色 乃至 
褐 赤色 に 着色 を 量 す る 。 表 面 は 粗 と し て , 諸々 に 繊維 性 
の 被膜 形成 が あぁ る 。 腹 面 も 背面 同様 泌 慕 性 歌 は 限局 性 の 
古い 出血 巣 が ある 。 然 し 虫 結 人 節 ら し い 隆 起 は な い が , 示 
指 頭 大 の 限局 性 硬 結 が ある 。 割 面 上 で は 虫 体 を 認め な 
い 

中 葉 : 背面 は 粒 大 は 生 大 きい 灰白色 の が あ 
つて 硬い 。 雌 る 灰白色 班 が 散在 する 。 割 面 に は 中 央 に 古 
い 出 血 巣 が ある 病巣 が ある 。 腹面 は 上 葉 同 様 出 血 が あ 
る 。 諸 所 に 白 散見 され る 。 
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下 葉 : 背面 に は 大 豆 大 の 限局 性 の 古い 出血 巣 並 びに と 洲 
墓 性 出血 巣 が ある 。 褐色 の 着色 が ある 。 小指 頭 大 の 難 被 
が あつ て 血管 の 新生 が 著 明 で ある 。 腹面 に は 太 募 性 出血 
が ある た め チ ョ コレ ー ト 色 或 は 褐色 に 着色 し て いる が , 
虫 結節 様 の 結節 は な い 。 割 面 上 で は 出血 巣 の み で 貝 体 は 
認め な い 。 

気管 分 岐 部 と は リン 腺 約 1.0x 1.6cm 大 に 腫 レ 
た も の 及び 小指 頭 大 の も の 2 ヶ ケ あ る が , 出血 を 認め る 外 
虫 体 寄 生 は な い 。 

〔 右 肺 

上 葉 : 背面 肪 膜 面 一 般 に 粗 絡 で あつ て , 中 央 か ら 下 部 
に 豆 り 約 0.8cm 大 の 類 円 形 の 微 黄 灰 白色 の 肥厚 斑 が あ 
る 。 或 る も の は 周囲 と 陣 状 の 暗 褐 色 の 着色 が ある 。 硬度 
は 借 に 硬い 。 基 他 灰 白色 の 硬い 斑点 が 散在 する 。 中野 前 
に は 約 0.5cm 大 の 苔 被 が あつ て 帯 黄 灰 白色 を 量 す る 。 
腹面 は 上 中 野 に は 背面 同様 の 肥厚 玲 が ある 。 中野 前 に 
は 古い 出血 巣 が ある が 隆起 は な い 。 肺 門 部 に は 約 1.0 

ト に の 略 々 円 形 の 虫 結 節 が 隆起 し , その 周り と は 広汎 
周り に は 出血 が ある 。 其他 小豆 大 の 出血 梨 が ある が 貝 体 
は 認め な い 。 上 葉 に 散在 性 と ある 肥厚 散 に は 割 面 上 出血 
並 に 虫 体 を 認め な い 。 
中 葉 : 背面 上 葉 対抗 面 に 灰白色 の 0.4Xx 0.6cm 大 
の 難 被 が ある が 異常 の 硬 結 物 は な い 。 下野 に は 略 々 円 形 
の 2.0X 1.5cm 大 の 褐 赤 色 の 古い 出血 梨 が あつ て 中 央 
は 灰白色 を 陥没 する 。 

硬度 は 生々 硬い 。 割 面 上 は 細い 気管 表 を 中 心 と し た 出 
血 巣 で ある が 貝 体 は 認め な い 。 腹面 に は 上 野 に 灰白色 乃 
至 淡 紅 白色 の 被 が 散在 する 。 気管 沿い 小豆 大 の 
リン 腫 あつ て 面 は 暗黒 色 で ある 。 下 と の 
対抗 面 に も 灰白色 の 難 被 が 散見 され る 程度 で 限局 性 病巣 
は な い 。 

下 葉 : 背面 の 諸 所 に 百 つ て チョ コレ ー ト 色 の 古い 出血 
巣 が あつ て ,。 その 大 き さ は 大 体 1.5X 1.0cm 程度 で あ 
る 。 そ の 割 赤色 を し , 気管 厚 し 且つ 
白色 の 肉芽 組織 が 認め られ る が が, 貝 許 の 確認 は 不可 能 で 
ある 。 

下野 下 近 位 に 大 豆 大 の 様 の が ある が , 体 
の 寄生 は 認め られ な い 。 及 膜 面 の 粗 並 びに 灰白色 の 班 
点 の 散在 は 他 同 様 で ある 。 腹面 は 背面 同様 な 外観 を 量 
し て 粗 縫 並び に 褐 赤 色 の 古い 出血 が 認め られ る 。 中 野 に 
示 指 頭 大 の 隆起 が あつ て 暗 赤 色 を 量 し て 硬い 。 

割 面 上 は 暗 赤 色 を 呈 し , 中 央 に は 乳白 色 の 肉 牙 組 織 及 
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び 気 管 衣 鯉 の 肥厚 が 認め られ る が , 貝 体 の 寄生 は 認め な 
い 。 肺 門 部 の 気管 リン パ 示 指 頭 大 に て 硬 
く ,。 暗黒 色 を 量 す る 。 割 面 上 黒色 を 量 し , 内 部 に 成虫 2 
隻 寄生 を 認め た 。 

中 間 葉 : 背面 は 畑 絡 に と し て 苔 被 が ある 。 そ こと に は 細 血 
管 の 新生 が 認め られ る 。 下野 に は 褐 赤 色 の 潤 夢 性 の 古い 
出血 が あつ て 表面 粗 し て 被 が ある 。 常 の 硬 結 
は な い 。 腹面 は 肺 門 側 に 古い 出血 巣 を 思わ す 着色 が や あ 
る 。 下野 下 綴 に も 古い 出血 巣 が あつ て 褐色 の 着色 が あ 
る 。 割 面 上 油 墓 性 出血 が ある に 過ぎ な い 。 

6) No. 11 実 験 犬 の 病理 組織 学 的 所 見 

左 肺 

虫 結節 形成 は な い が , 気管 粘 の 増生 , 気管 周囲 

ある 。 細 気管 枝 の 上 皮 の 増生 が 目立つ と 共に 肺 胞 壁 に は 
組織 球 , リン 球 , プラ スマ 細 の た め 肥厚 が あ 
る 。 細胞 内 に は 暗 落 上 皮 が あつ て , 褐色 色素 を 委 喰 し て 
いる 。 又 組 織 内 に は 少数 の 卵 の 介在 が ある 。 貝 体 は 認め 
な い 。 

〔 右 

上 葉 の 結節 部 中 央 は 軟化 裕 洞 を 形成 し , その 中 に 貝 体 
1 寄生 する 。 内 と は 白血球 の 外 , 単 細胞 が 
多数 浴 出す る が , 可 成 り 変性 が 強い 。 肉 芽 形 成 は 僅か に 
認め られ る 程度 で ある 。 こ と の 周囲 の 肺 実 質問 に は 浴 出 火 
症 の 所 見 が 閉 明 で , 色素 を 筆 喰 し た 大 単 核 細 胞 が 多数 浴 
出し て いる 。 可 成 り 広 汽 に 下る 出血 も 認め られ る 。 気管 
支 上 皮 の 増生 が 閉 明 で その 周り に と は 円形 細 胞 浸 潤 が あ 
る 。 血管 の 内 皮 の 増生 する も の , その 外周 に 誠 状 の 円 形 
細胞 の ある も の を 認め る 。 肺 胞 壁 に は 円 形 細胞 の 浸潤 の 
た め の 肥 厚 が ある 。 卵 の 散在 を 認め る が , 変形 卵 が 多 
い 。 中 葉 に は 虫 体 の 寄生 は な い が , 肉芽 組織 内 に 変形 卵 
が 散在 する 。 組織 学 的 変化 は 前 記 の 如く 肺 胞 璧 肥厚 及び 
円 形 細胞 浸潤 等 で ある 。 血管 特に 動 びそ の 気管 
動 用 壁 の 肥厚 が 強く , 内 皮 細 胞 の 増生 が 閉 明 で ある 。 

下 葉 に は ある が 体 は 認め られ な い が と 
て 認め られ る 。 周囲 は 結合 織 性 組織 で か こま れる 。 一 部 
で は 痕 組織 と な り 硝 子 様 に 陥る 。 甚 し く 変 形 し た 卵 毅 
の み 認 め ら れる 。 其他 に も 療 痕 組織 が あつ て そこ と に は 変 
形 し た 卵 毅 が ある 。 そ の 附近 に は 不正 形 の 空洞 が 散在 す 
る が 貝 体 の 寄生 は な い 。 気管 衣 上 皮 の 増生 及び 血管 周囲 
円 形 細胞 浸潤 が ある 。 肺 胞 壁 の 細胞 浸潤 , 肺 胞 内 と 脱落 
細胞 の 出現 等 が ある 。 貝 体 寄 生 虫 杏 で は 肉芽 組織 形成 は 
弱く , 白血球 及び 円 形 細胞 浸潤 が 著 明 で あり , 変性 も 可 


和 34 年 12 月 (1959)] 


1) No. 11 右上 工 , 後 縁 , 気管 枝 周 囲 の 結節 
硬 結 部 は 細胞 浸 章 の みた に て , 然 ヤ プラ スマ 
細胞 ゃ 結合 織 細 胞 が 多い 。 写真 の 上 方 に は 
気 上 皮 の 増生 が ある 


3) No. 11 下 門 部 腺 
周縁 洞 内 の 卵 の 栓 審 


成り 強い 。 周囲 の 肺 実質 に は 小 出 性 炎症 が 著 明 で ある 外 
出血 が 甚だ し い 。 硬い 結節 を 精査 する に 類 円 形 の 租 痕 組 
で その 中 に 残存 の 気管 上 は し て いる も の が あ 
る 。 そ の 療 痕 中 に は 卵 毅 か 認め られ る 。 こ と の 周囲 の 肺 胞 
は 無 気 肺 状 を 呈し て いる 。 其他 の 所 見 は ほか の 標本 同様 
で ある 。 と の 毅 痕 部 は 元 虫 体 の 寄生 し た 局所 と 思わ れ 


気管 分 岐 部 と は リン ペ 腺 の 風 肛 し た も の が ある が , そ 
の 最大 の も の は 虫 体 の 寄生 は 六 い が , 洞 カ タタ ル の 所 見 は 
強く , 出 細胞 は 褐色 の 色素 を し て いる 。 周縁 
数 個 の 変性 卵 の 介在 が ある 。 卵 の 内 容 は 殆 ん ど な い 。 本 
リン 腺 に は 虫 体 の 寄生 が な い 故 恐らく 肺 域 の 病巣 か ら 
リン >* 流 と 共に 流入 し た も の か と も 思わ れる 。 

4) No. 12 実 験 犬 

a) No. 12 実 験 石 の 病理 解剖 学 的 所 見 

体格 体 9.5kg, 栄養 良 , 胸腔 を 開 検 する に 左 
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No. 12 右 肺 下 工 硬 結 部 は 虫 体 は 認め 
含 織 増 生 が 著 明 で , その 中 に 座 形 ず 結 し た 卵 が 
認め られ る 


4) 


等 , 周囲 に は 結合 織 の 増生 が ある 


右 は 遊離 し 胸腔 内 に 液 を 認め な い 。 両 肺 肪 膜 
滑 沢 , 縦 隔 膜 に 著 変 を 認め な い 。 

〔 左 

上 葉 : 背面 平滑 で 異常 の 出血 着色 或 は 虫 結節 等 は な 
い 。 腹 制 面 同 様 で ある が 肺 門 側 に は 暗 赤 褐色 の 着色 が あ 
る が , 異常 の 硬 結 及び 苔 被 は 共に な い 。 

中 葉 : 背面 一 般 に 平滑 , 上 方 に 踊 豆 大 の 褐 赤色 の 古い 
出血 巣 が あり 長径 約 1.7cm で ある 。 

下部 に 1.5X 1.rcm の 扶 指 頭 大 の 硬 結 が あつ て 硬く 
て 褐色 の 着色 を 呈 し て いる 。 腹 側 面 に 前 記 の 結節 が 及び 
その 中 央 部 が 透明 に し て 宰 孔 し た 如き 感 が ある 。 消 候 子 
で 0.2cm 位 挿 入 し 得る 。 

腹 側面 と は 以上 の 他 病 巣 は 殆 ん ど な い 。 結節 割 面 上 空 
洞 を 認め , 周辺 に は 灰白色 の 肉芽 及び 被 棒 形 成 が ある が 
虫 体 は 確認 し 得 な い 。 

下 葉 : 背面 平滑 な れ ど 所 々 に 古い 出血 梨 が 認め られ る 


2) 
画 No. 12 右 下 肺 門 部 腺 , 洞 内 卵 の 栓 
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が , 他 に 限局 し た 病巣 は な い 。 腹 側面 上 方 に 2 この 結節 
が 連続 し て あり 境界 部 は 陥没 し て いる 。 結節 の 1 = は 
央 が 軟 か く 肪 上 と 膨 , 古い 出血 の 他 に 被 形成 
が その 大 き さ は 約 2.0xX 1.5cm で ある 。 
結節 は 大 き さ 2.0X 1.8cm で 中 央 は 僅 に 白色 を 量 す 
る が 周囲 は 黒褐色 乃至 褐 赤 色 に 染 着 する 。 
その 他 に 限局 せる 病巣 は な い 。 下位 の 虫 杏 の 中 に は 
1.0x 0.4Xx 0.2cm の 貝 体 2 隻 寄生 し て 
面 に も 出血 が 僅か に 朗 め られ る 。 
上 背面 下 の 部 に 小 


は な い 。 


中 葉 : 背面 平滑 , 辺 縁 部 に 示 指 頭 大 の 古い 出血 巣 が を 
大 の 硬 結 物 が あり , その 周り に は 古い 出血 が ある 。 割 面 
上 を 認め , 体 2 隻 を 認め る 。 腹 側面 に る 背面 
と 同様 に 古 に 出血 が ある 硬 結 物 が あり ,。 極め て 固い 。 

こと の 部 に は に 形成 が あつ て , 内 に 体 1 令 生 

下 面 上 部 に 褐 の 出血 が あつ て 硬く その 大 
き さ 1.8Xx 1.7rcm で ある 。 面 の 虫 は で 
く ,。 その 周囲 と 出血 を 認め る が 貝 体 は 認め な い 。 腹 側 画 


あつ て , 


いる 。 


1 っ あり 。 腹 側面 に 


上 方 に 類 円 形 小 出 あ り 。 そ の 他 に し た 
リン パ 腺 1 っ あり 。 そ の 色 は 焦 茶 色 乃 至 褐 赤 色 に し て 硬 


, 大 き さ 2.0Xx 1.5cm, 割 面 は 厚い 貝 黒色 を 
レー ト 様 の 状 の 液 を 多量 
に 容れ て 約 0.8X 0.5Xx 0.8cm 大 の 貝 体 2 隻 寄 生 す る 。 
中 間 葉 背面 に 苔 被 が あつ て その 形 三 形 を 
し , 長径 1.5cm, 幅 1.0cm で 血管 が 女 張 し て いる 。 そ 
の 部 位 に は 古い 出血 が ある が 貝 体 寄 生 は な い 。 腹 側面 辺 


部 に つて 被 が あつ て その 部 の 血管 の 充 で 
ある 。 前 記 同 様 な 出血 が ある 。 

肺 門 : 肺 門 部 に 1.5 メ Xx 0.7x 0.4cm, 1.6 Xx 0.8X 
0.6cm 大 の 2 個 の リン ペ 腺 腫 張 を 認め , 割 面 租 様 ご あ 


る 。 
b) No. 12 実験 の 病理 組織 学 所 見 
左上 の 気管 粘膜 上 は 人 般 に 増生 を 示し , 


数 層 と な つて いる 。 そ の 周囲 と は 肉芽 組織 の 新生 が あり 
好 酸 球 プラ スマ 細胞 , リン 球 及び 好 中 球 等 が 
で て いる ぁ 


気管 衣 の 中 に は 壊死 物質 及び 血液 が っ まつ て いる 。 末 
気管 の 上 皮 の 増生 と 円 形 細胞 浸潤 が ある と 共に 
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に は 円 形 細胞 浸潤 並び に 脱落 細胞 認 が め ら れる 他 出 血 
も 認め られ る 。 肉 症 組 織 内 に は 卵 の 介在 が ある 。 
中 葉 の 病巣 で は 上 葉 同 様 の 病変 で ある が , 気管 支 周 囲 
に は 多数 の 好 酸 球 及 び 円 形 細 胞 浸 潤 並 びに 肉 沙 組織 形成 


が 強い 。 肺 実質 に は 大 単 核 細胞 及び 色素 食 喰 細胞 が 多数 
し 性 炎症 の 所 見 を す る 。 変形 が 多数 認め 

好 酸 球 の 出現 度 
合 は 少な い 。 其他 載 化 梨 が ある が 貝 体 の 寄生 は な い 。 肉 
CE A が 多数 認め られ る 。 


肺 門 部 リン ペ 腺 組織 の 中 央 は 軟化 し , その きわ り は 此 
痕 組織 形成 が あつ て , そこ に は 健在 な 卵 が 多数 介在 し て 
いる 。 ご プラ スマ 細胞 の 浸潤 は 可 成 り 著 明 で ある 。 

B) 10 回 注射 群 

No. 5 実験 

に は 大 小 の 灰 結 節 は 指 頭 大 の 結節 形成 が あ 

, に は 褐 赤色 の 着色 が ある 。 に は 体 
2 生 を 認め た 。 

組織 学 的 に 所 に 認 られ , 組織 の 形成 が 
あり , その 部 に は 好 酸 球 , リン パ 球 , プラ スマ 細胞 等 の 
浸潤 が ある 。 気管 張 , 気管 拡張 , 新生 細 気 管 
支 等 も 認め られ る 。 に は 出血 に 好 酸 球 の 可 成 
混在 する 肺炎 様 の 病巣 形成 が ある 。 肺 胞 壁 毛細 血管 は 拡 


張 の 高 肺 胞 壁 怒 厚 も 認め られ る 。 病巣 反応 及び 病巣 近く 
の 和 肺動脈 は 壁 特 に 外 膜 の 浮竹 或 は 軽度 の 変性 が ある 。 
c) 対照 治療 群 
No. 8 ~ 9 実験 


肺 ん ど 健 全 部 位 を 認め ざる 
の 大 小 無数 の 結節 並 に 貝 結節 形成 が あり 貝 体 の 寄生 も 名 
数 ご ある 。 

組織 学 的 に は 肺 実質 の 炎症 像 高度 に し て , 出血 , 円 形 


こ 比 し 肉芽 組織 の 形成 療 明 で 弾力 繊維 が 消耗 し , その 部 


に は 性 肺炎 の 状態 を す る 所 多く , 新生 結 締 織 
生 著 明 で , 中 に は 巨 態 細 胞 の 形成 を 認め る も の も ある 。 

然し の 充血 並 に 出血 は 認め な い 。 に 
比 し 細胞 成分 と 乏しく 仮 齢 い 多 少 の 細胞 浸潤 を 認め る も 
の に お いて る も 細胞 成分 は 造 結 締 織 細胞 及び リン ペペ 球 の 如 
き 単 核 細胞 で 多核 白血球 を 認め な い 。 気管 衣 及 び 肺 動脈 
の 拡張 或 は 破壊 ぁ 著 明 で ある 
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昭和 34 年 12 月 (1959)] 


総括 並び に 者 接 


池田 , 安藤 , 森安 , 田代 , 近藤 , 島 園 , 横川 , 高村 , 
Marthin, Bercovitz 等 の 報告 を 見 る に , 種々 の 治療 は 案 
外 長 期間 を 要 し 且つ 人 治 の 六 ヶ 敷い 例 が 報告 され て い 
る 。 私 の 実験 成績 を 通 覧 する に , 治療 薬 Sodium oxi- 
antimonic gluconate の 隔 日 10~20 回 の 連続 注射 授与 法 
で も 確実 に 著 効 を 示す と は 断言 出来 な い が , 一 定期 間 
の 治療 終了 時 に は 委 血 症状 は 蘭 次 改変 し て くる が , 生 
化学 的 変化 は 委 血 の 層 復 と 必ず し も 平行 する と は 限ら な 
い 

a) 犬 の 一 般 状 態 に は 異常 は 認め られ な い 。 

b) 血液 の 形態 学 的 所 見 

( イ ) 赤血球 

赤血球 数 は 治療 開始 と 共に 1 例 を 除き 増加 し 始め , 治 
療 終 了 時 に は 平均 値 に お いて 明か に 治療 前 より も 増加 す 
る 。 即ち 治療 に より 赤血球 の 進行 性 減少 は 停止 し て 増加 
し 始め た と 言い 得る 。 

血色 素 量 は 人 金 症 例 赤 血球 と 同様 の 態度 を 示し , 増加 す 
る が , 概ね 5 内 外 の 増加 で 赤血球 数 の 候 復 よ り 少 し く 
遅れ て 以 復 し て 来る 。 

色素 係数 は 1 例 を 除き 1 以下 で あつ て , その 減 は 不 
定 で , 0.1 以 内 に 止ま る 軽微 な も の で , 治療 に ょ る 影響 
は 認め られ な い 。 

有 核 , 多 染 性 , 大 小 不同 性 , 型 赤血球 等 の 異常 赤 血 
球 の 出現 は 治療 に より 認め な い 。 

血 沈 値 は 感染 期間 の 経過 中 と 同様 一 定 の 変化 な く , 治 
療 に ょ る 影響 は 認め られ な い 。 

佐伯 , 横川 , 高村 , 富田 , Marthin ら の 塩酸 エニ メチ 
ン 。 ス チ ブ ナー ル , アン チ モ ン 及び ブル フォ ン ア ミド 単 
独 又 は 併用 療法 の 際 赤 血球 並 に 血色 素 量 は 増加 する と 言 
う が , 私 の 場合 も 赤血球 並 に 血色 素 量 の 増加 は 前 者 と 略 
々 同様 で ある 。 唯 横川 は 時 に は 塩酸 ェ メ チン 及び プロ ン 

ト ヂ ル の 併用 療法 の 共 , 逆 に 筆 血 と 陥る も の が ある と 述 
べ て いる が , 私 の 実験 で も 1 例 は 赤血球 数 の 軽度 減少 を 
来 し た が 衝 血 と 言う 程度 に は 至ら な か つた 。 

色素 係数 は 如何 な る 治療 法 に よる も , その 成績 不定 
で , 媒 常 赤血球 の 出現 を 認め た 記載 も 見 られ な い 。 

血 沈 に 関す る 記載 は 多数 ある が , 断片 的 な 報告 が 多く 
一 定 し な い 。 Bercovitz に よれ ば 治療 に より 
が 減退 し た 重症 肺 吸虫 症 に お いて 血 沈 の 遅延 を 認め , 
横川 は 症例 に より 軽度 の 血 沈 促進 を 認め る 程度 で ある と 


言う 。 
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白血球 

白血球 数 は 本 症 の 際 は 相当 閉 明 な 増 多 を 量 す る が , 治 
療 開 始 後 は 増加 の 傾向 は 止 り 次 第 に 減少 し , 治療 終了 時 
に は 著 明 に 減少 し て 感染 前 に 可 成 り 9 近い 状態 まで 候 復 す 
る が , 尚 感染 前 より は 幾 分 の 増加 を 示し て いる <。 

好 酸 球 は 本 剤 の 治療 と にょ り 1 例 の 不変 例 を 除き 増加 を 
呈 し , 治療 経過 と 共に 進行 性 の 増加 を 認め る 。 和 平均 値 よ 
り 観 察する と 治療 に よる 増加 は 明か で 治療 終了 時 最高 に 
達する 。 

好 中 球 百分率 は 著 変 は な い が , リン ペペ 球 は 治療 に より 
軽度 の 減少 を 示す 。 他 に 著 変 は な い 。 

森安 , 横川 , 高村 等 は ェ メ チン 又は スチ ブナ ー ル 療法 
の 場合 は 白血球 減少 する と 言い , 横川 , 富田 , 高橋 等 の 
ェ メ チン 及び ズル フォ ン ア ミド 併用 療法 の 共に お いて は 
治療 開始 後 白 血球 数 は 一 時 増加 する が , 治療 終了 時 に は 
減少 する と 言う 。 私 の 実験 で も 白血球 減少 の 起 る こと は 
前 記 諸氏 の 場合 と 同様 で ある 。 

好 酸 球 は 肺 吸虫 症 の 際 は 閉 明 な る 増加 を 来 す が , 治療 
に より 更に 増 多 症 を 来 す 点 に つい て は 使用 薬剤 の 種類 を 
如何 を 問わ ず 諸 家 の 意 見 の 一 致す る 所 で , 安藤 , 横川 を 
初め 多く の 研究 者 の 提唱 に より 明 か で , 特に 森安 に よる 
と ェ メ チン 連日 注射 療法 の 了 共 治 療 後 12 週 に お いて 最も 増 
加 し , 末期 に お いて 減少 する と 言い , 菊 放 , 今村 も 全く 
同様 な り と し , 近藤 は アン チ モ ン を , 高村 は スチ ブナ ー 
ル を , 富田 は テ メ チ ン 及 び ズ ルフ ォ ン アミ ド 剤 を 使用 し レ 
て 治療 し , 一 見 治 態 に 達し た 如く 見 える が , 末 
液 中 の 好 酸 球 増 多 症 を 残存 し て いる 事実 と より , 根治 に 
対し て 疑念 を 持つ と 述べ て いる 点 は 私 の 成績 か ら 見 て も 
同意 見 で ある 。 

西川 は 本 剤 を 用 いて 日 本 住 血 吸虫 症 の 治療 を 行い 治 
療 開 始 後 好 酸 球 増加 を 認め , 治療 終了 時 増加 が 最高 に 達 
し た 成績 を 報告 する と 同時 こと の 事実 は 各種 薬剤 に と による 
治療 例 に 見 られ る 所 見 で あつ て , 薬剤 の 下 性 の 為 に 起 る 
現 考え られ な い 故 , 恐らく 本 剤 使用 に より 貝 体 双 
卵 内 の ミラ チ ヂ ュ ー ム が 比較 的 早急 に 死 減 し , 為 に 異種 
蛋白 が 吸収 され る 関係 上 好 酸 球 増 多 を 来 す も の と 推論 レ 
得る と 述べ て いる 点 は 興味 ある 報告 で ある 。 治療 剤 使用 
後 好 酸 球 の 増 多 を 来 す 点 は 根治 の 問題 は 別に し て , 恐 ら 
く 肺 吸虫 か 虫 卵 等 の 破壊 が 起り , 分 解 物質 の 吸収 に よる 
も の と 推察 し 得る と 思う 。 

リン ペ 球 は 治療 に と より 軽度 の 減少 を 示す が , と の 所 見 
は 横川 , 高村 , 富田 等 の エメ ヂ ン , スチ プ ナ ー ル 率 よる 
治療 例 と 同様 で ある 。 


~ 
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c) 血液 の 生化 学 的 所 見 

総 側 白 量 は 実験 例 に より 差異 は あぁ る が 一 般 に 治療 後 僅 
か に 減少 し て 治療 終了 時 の 平均 値 は 感染 前 より 減少 を 示 
し て いる 。 但し 1 例 の み は 治療 終了 後 も 感染 前 に 比 し 
1.08g/dl の 増加 を 示し て いる が , その ほか の 例 で は 1.0 
g/dl 以下 の 増減 で 人 金 般 的 に 変動 は 少な い 。 

ァ アルプ ミン , グロ ブリ ン は 共に 治療 後 借 か に 減少 し て 
いる 。 即ち 両者 と も 感染 前 に 復帰 の 傾向 が 顕著 で ある 。 
し て 両者 と も 治療 終了 後 の 平 均 値 は 感染 前 より 減少 し 
て いる 。 南ア ルプ ミン , グロ ブリ ン の 治療 に よる 減少 度 
を 比較 し て 見 る と , アル プ ブ ミ ン に 比 し て グロ ブリ ン の 小 
少量 が 大 な る 為 修 白 商 は 増加 する 。 

以上 の 成績 か ら 考 える と 本 剤 に よる 治療 は 完全 と は 言 
えな い が , 或 程度 の 薬効 を 裏書 きす る も の と 考え られ 
る 。 西川 は 日 本 住 血 吸 虫 症 に 対し て 本 剤 を 使用 し て , ア 
ルプ ミン , グロ ブリ ン 共 に 治療 前 より 増加 し , その 薬効 
に つい て は 私 と 同様 の 意見 を 述べ て いる 。 

カル シュ ウム は 本 剤 の 治療 に より 全 症 例 減 少 を 示し レ , 
治療 経過 と 共に 進行 性 の 厳 少 を 認め る と と は その 平均 値 
に よっ つて も 明か で ある 。 

特に 血清 條 白 減少 著 明 な 例 に お いて カル シュ ウム の 減 
少 で ある 。 

カリ ウム は 実験 例 に より 差異 を 認め 治療 に よる 増減 不 
定 で ご ある が , 極 く 少量 宛 減 少 を 示し て いる 。 

従っ つて 治療 に より 下 に 比 し Ca の 著 明 な 減少 の た め 
K/Ca 値 は 次 第 に 増加 し , 犬 の 血清 中 の 氏 と Ca の 相互 
関係 は K/Ca 約 2.0 と な す 氷 山 の 成 績 に 復帰 する 傾向 
が 見 られ る 。 然 し 治療 効果 の 有無 と K, Ca の 商 と の 間 
に は 特記 すべ き 関 係 は 認め られ な い 。 

血糖 は 治療 前 後に と は 大 差 は な い 。 

d) 肺 臓 の 病 的 変化 所 見 

病理 解剖 学 的 所 見 を 続 合 す る と Sodium oxiantimonic 
gluconate 20 回 注射 群 で は 非 治 療 対 照 犬 と 比較 する に , 
虫 宴 数 , 生母 虫 は 非 治 療 石 の 方 が 実験 例 数 少 き に 拘ら ず 
治療 犬 に 比べ て 多く , 死 母 虫 は な 治療 石 の 方 が 明か に 多 
い 。 

横川 等 は 塩酸 エニ メチ ン 及 び プ ロン ト デ ヂ デム ル 併 用 療法 を 施 
行 せ る 肺 吸虫 寄生 犬 3 例 中 の 1 例 は 9 日 間 の 治療 と にょ っ 
て 卵 消失 し , 12 個 の 中 に ある 18 隻 の 母 虫 が 
死 減 し , 他 の 1 例 は 4 日 間 の 治療 で 虫 卵 消失 し , 4 個 の 
虫 何れ も で 母 虫 の 死 片 を 認め な い の み な ら 
ず , 各 虫 寒 は 著しく 縮小 し て 機 化 し た 事実 は , 治療 に よ 
つて 貝 卵 の 消失 し た 時 は 母 虫 の 死亡 を 意味 する も の で あ 
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つて , 其 の 後 虫 体 の 崩壊 吸収 は 比較 的 速 か に 行わ れる も 
の で ある と 述べ て いる 。 私 の 実験 で は 本 剤 の 卵 た 及ぼ ばす 
影響 は 明か で な い が , 存在 する も 母 虫 の みか 
は 空 概 の も の も あつ た 。 又 器質 化し た 病巣 が ある が , 虫 
体 は 不明 で ある が , その 部 に ある 卵 は 何れ も 変形 し て 内 
容 は 全然 認め られ な いも の が 多い 。 柄 し 治療 に 拘ら ず 貝 
体 が 認め られ て 盛ん に 産 と 思わ れる 貝 体 も 認 
め ら れ た の で , 本 剤 治療 が 肺 吸虫 症 に 対し て 決定 的 と 言 
えな い 。 然 し 注射 回 数 の 多い 症例 程 生母 虫 少 く , 死 母 虫 
多い 事実 は 虫 体 に 対し て も 或 る 程度 有効 な り と 思わ れ 
る 。 リン ペペ 腺 の 病変 は 治療 と は 無関係 で ある が , No. 11 
で は 気管 分 岐 部 の リン パ 腺 は 洞 カ タタ ル の 状態 を 量 し , 周 
縁 洞 に 数 個 の 限局 し た 変性 九 の 介在 が あつ た と と は 卵 の 
リン > 流 に より 本 リン ペ 腺 に 流入 し た 疑 か 濃い 。 こ と これ は 
今後 注意 し て 追求 し た いと 思う 。 

以上 の 他 の 肺 の 病変 を 総括 し 本 剤 の 治 効 を 考察 する 
と , 肺 吸虫 症 の 際 虫 体 に 因 る 最も 著 明 な 病変 た る 肺 組 織 
の 夫 血 並 に 出血 は 何れ の 実験 例 に も 認め られ た が , 出血 
は 古い 出血 巣 の 像 を 量 せ る も の が 多く , 時 に は 淡 灰 色 乃 
灰 白色 の 形成 が 見 られ た に 状態 を す る 
も の も あつ た 。 古い 出血 巣 及 び 結 節 の 表面 に は 殆 ん ど 人 金 
例 に 豆 り 広範 の 苔 被 が 認め られ , 昔 被 中 に は 血管 の 拡 
張 , 或 は 充血 が 見 られ て 鮮 紅 乃 至 淡 紅色 を 星 し て いる 。 
治療 例 で は 肉芽 形成 が 可 成 り で ある 。 

以上 の 病理 学 的 所 見 より 考察 すれ ば , 本 剤 が 肺 吸虫 症 
の 治療 に も 有効 な る も の と 思考 され る 。 


実験 的 に 犬 に 肺 吸 虫 症 を 起 さ せ Sodium oxiantimonic 
gluconate を 用 いて 治療 し , 経 日 的 に 採血 し 体重 , 血液 
の 形 熊 学 的 及び 生化 学 的 変化 を 追求 する と 同様 に , 肺 臓 
の 病理 学 的 変化 の 検討 を 行 つ た 。 

1) 治療 に 際 し て は 本 剤 を 0.01g/kg (Sb 含有 量 
0.002835 & ) 20 回 注射 群 , 0.01g/kg (Sb 含有 量 0.0024 
g) 10 回 注射 群 , 0.01g/kg. (Sb 含有 量 0.0024 g ) 20 回 
注射 群 の 投与 法 に 分 な て 注射 を 行 つ た 。 

2) 血液 像 は 著しく 好転 する が , 本 治療 に よる 効果 と 
委 血 の 以 復 と は 必ず し も 平行 し な い 。 

8) 血清 アル プ ミ ン , グロ ブリ ン は 共に 治療 後 改 善 さ 
れ て 正常 値 に 復帰 する 。 

4) 血清 カル シュ ウム は 治療 に より 減少 を 示し ,。 カリ 
ウム と カル シュ ウム の 商 は 増加 する が , 治療 効果 と は 一 
定 の 関係 を 認め 上 難 い 。 
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5) 肺 肛 に お ける 増殖 性 傾向 が 強く , 器質 化 は 比較 的 
促進 され て いる 。 肺 実質 内 の 卵 に は 変形 が 著 明 で ある 。 
依 て 本 剤 の 治療 は 肺 吸虫 症 に 対し て 有効 と 考え られ る 。 

6) 虫 体 に 対す る 治 効 は 当 治 療法 で は 決定 的 と 考え な 
い 。 

稿 を 終る に 臨み , 終始 乃 切 な る 御 指導 と 御 校 開 を 賜 つ 
た 山口 県 立 医 科大 学 教授 細川 修治 博士 及び 種々 御 助 力 と 
御 指導 を 賜 つ た 研究 科 医 長 福 谷 温 博士 , 外科 医長 座 文 護 
博士 に 深謝 す . 

本 要 一 部 は 昭和 28 年 4 月 第 22 回 寄生 学会 
に 於 て , 叉 一 部 は 昭和 29 年 4 月 第 23 回 寄 虫 生 学会 に 於 
て 発表 し た . 
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Summary 


Hematological and biochemical studies on the blood 
‘and body weight of the dog paragonimiasis which 
was treated with sodium oxiantimonic gulconate, 
were studied in the followed days. And, at the same 
time, the pathological changes of the lung were 
investigated. 

1) All animals were divided in 3 groups accoding 
to the administered dose ; i) 0.01 gm/kg body weight 
(i.e. containing 0.002835 Sb) of 20x injection intr- 
avenously. ii) 0.01 gm/kg (0.0024gm Sb) 10x injection 
intravrnously. iii) 0.01 gm/k (0.0024gm Sb) of 20x 
injection subcutaneously. 
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2) Improvement of the blood pictures by above 
treatment was noted, but its effect was not neces- 
sarily parallel with recovery of anemia. 

3) Serum albumin and globulin was improved 
after treatment. The elevated serum calcium level 
showed reduction to normal and K/Ca ratio showed 
increase. These, however, is no definite relationship 
between K/Ca ratio and this effect of this treatment. 

4) As the histological findings, tendency of prod- 
uctive reaction and organization in focus of the lung 
was noticed. The ova in the lung parenchyma 
showed remarkable deformity. These results must 
suggest that this drug is effective to treat paragoni- 
miasis. 

5) But, effect of treating paragonimus was still not 
satisfactory. 


御 知 ら せ 


最近 , 人 トリ = コモ ナス の 国際 研 究 グ ルー プ が U.LP. 


V.T. (Union Internationale Contre le Péril Vénérien et 


会 記 


名 員 中 川 士 御 の 報 に 接し , 日 本 寄生 


学会 は 早速 御 花 環 代 と し て 金 参 千 円 を 御 送 り い た し まし 


les Tréponematoses) の も の に 組織 され, その 周知 方 依 
頼 が あり まし た の で 御 知 ら せ し ます 。 猫 此 の グル ー プ の 
名 称 ・ 所 在 地 ・ 構 成 メ ン バ ー は 下記 の 通り で す 。 
名 称 : G.LE.T.H. (Groupe International d'Etudes de 
la Trichomonase Humaine) 
所 在 地 : Institut Alfred-Fournier 25, boulevard Saint- 
Jacques, Paris-14° 


た と ころ , 長男 中 川 正幸 氏 よ ょ り 御 呆 重なる 御礼 状 を 頂き 


会 長 Dr. Pierre Durel 
副 会 長 Dr. Louis G. Féo ! 
庶 務 Dr. Gaston Chappaz ( 


構成 メン バー : 日 本 医大 真柄 正直 敷 授 を 含む 12 名 。 
以上 
小宮 義孝 記 
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実験 的 犬 肺 吸虫 症 に 関す る 研究 (第 3 報 ) 
の 血液 の 変化 に いて 


位 坂 清 光 
大 阪 赤十字 病院 外科 ・ 研 究 科 (指導 : 細川 修治 元 授 , 
研究 科 医 長 福谷 温 , 外科 医長 ) 


(昭和 34 年 8 月 15 日 受領 ) 


藤 (1916 , 小林 (1918), 横川 (1919 , 小堀 (1980), 等 が 
相 前 後 し て 実験 的 に 被 可 幼 虫 を 動物 に 連日 或 は 一 定 間 隔 
を 置い て 感染 せしめ , 幼虫 の 区 分 , 虫 体 の 移行 並 に 変 
化 , 病理 , 症候 等 に つい て 報告 し た 。 小堀 は 再 感染 時 に 
は 虫 体 の 発育 の 不良 で ある 点 か ら , 再 感 染 時 に は 貝 体 発 
育 が 抑制 され る と 述べ た が, これ に 関連 ある 因子 の 追求 
は 殆 ん ど ざ ど な い 。 

そこ と で 私 は 実験 的 犬 肺 吸虫 症 の 長期 感染 期間 中 に 再 感 
染 を 試み , 血液 像 並 に 血液 の 生化 学 的 検索 を 行い , 初 感 
染 時 の それ と 対比 検討 を 加え た 。 


実験 方 法 


実験 動物 に は 体重 約 10kg の 雑 大 を 4 頭 (8) 用 いた 。 
感染 方 法 は 前 報 同 様 で ある が , 被 概 幼虫 は 山口 県 産 の モ 
クズ 蟹 を 使用 し た が , この 地方 の モク ズ 蟹 内 の 被 檎 幼虫 
は Paragonimus westermaniit で て ある 。 

各 例 共 80 個 づつ っ の Metacercaria を 経口 的 に 感染 せ し 
め , 胸部 レン トゲ ン 撮 影 に より 其 の 後 の 経過 を 確 め 。 感 
9 週 後に と 更に 々 初 感染 と 同数 の 30 個 宛 の Metacer- 
caria を 再 感 染 せ しめ た 。 

血液 の 諸 検 査 は 感染 前 及び 感染 後 5, 9 週 並 に 再 感 染 
後 8, 6 , 9 週 に お いて 測定 し た 。 沿 叉 実験 後 之 等 の 犬 
の 病理 解剖 検査 を 行 つ て 再 感 染 実験 を 確認 し た 。 血 液 の 
諸 検 査 は 第 1 報 と 同様 な 方 法 で 行 つ た 。 


KIYOMITSU ISAKA : Experimental studies on dog 
Paragonimiasis (3) Changes of blood picture after 
reinfection with Paragonimus (Osaka Red Cross 
Hospital) 
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掲載 
(A) 血液 所 見 
a) 赤血球 数 
先 に 肺 吸虫 症 に 関し て 血液 像 並び に 組織 像 等 を 報告 し 。 第 1 図 の 如く No. 14, 16, 17 は 再 感染 迄 常に 減少 の 
た 。 肺 吸虫 症 の 再 感染 の 問題 に つい て は 中 川 (19152, 安 。 傾向 を 示し , No. 15 は 感染 第 5 週 で は 減少 を 示す も , 語 


染 第 9 週 に お いて は 第 5 週 よ り 増 加 を 示し 増減 不定 で あ 
る が , 平均 値 に お いて は 感染 日 数 の 経過 に つれ て 減少 を 
示す こと と は 第 1 報 と 同様 で ある 。 再 感 染 後 は 再 感 染 第 
8 , 6 週 に は 何れ の 実験 例 も 減少 を 示し , 第 9 週 で は 第 
6 週 に 比 し No. 14 の み は 増加 を 示し た 。 何れ も 感染 前 
は 勿論 , 再 感 染 前 に 比 し て 減少 を 示し て いる 。 平均 値 に 
お いて は 再 感 染 後 閣 次 減少 の 傾向 を 呈 し , 再 感 染 第 8, 
6 週 と も 略 々 同様 傾向 を , 第 9 週 で は 更 と 減少 し て 最低 2 
値 を 示し た (第 1 図 参 照 )。 , 
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第 2 図 血色 素 量 


b) 血色 素 量 と 色素 係数 

第 2 図 の 如く 感染 前 健康 石 の 平均 血色 素 量 は 99.0 で 
ある が , 再 感 染 和 感 染 日 数 の 経過 と 共に 赤血球 に お ける 
変化 と 平行 し て 常に 減少 の 傾向 を 示し た 。No. 15 は 生 々 
不 規 則 な 経過 を 示し た が , 大 染 前 より は 低 値 で あつ た 。 

再 感 染 以 後 は 何れ の 例 も 赤血球 と 略 々 平行 に 著 明 な 減 
少 を 示し た 。 一 般 に は 再 感 染 第 6 週 目 に 最低 値 を 示し た 
が , 第 9 週 目 に は 生々 太 復 の 傾向 を 示し た 。 血色 素 は 
感染 前 は 勿論 , 再 感 染 前 に 比 し て 赤血球 と 同じ く 減 少 
を 示し , 第 6 週 朋 は 87.82% で 最低 値 を 示し た (第 2 図 
参照 )。 

色素 係数 は 常に 1 以下 で あつ て その 増減 は 不定 で , 概 
ね 0.1 以 内 に 止ま る も , 再 感 染 後 低 色 素性 委 血 の 状態 で 
あぁ る 。 

c) 赤血球 

有 核 赤血球 は 2 例 に お いて 経過 中 に 認め られ た が , 再 
感染 と の 関係 は 見 出し 得 な い 。 多 染 性 赤血球 , 大 小 不同 
症 及 び 形 赤血球 等 の 出現 を 認め る る も の も あつ た が 軽微 
で あつ て , 再 感 染 と ょ る 影響 は 認め られ な い 。 

d) 沈 

第 8 図 の 如く 血 沈 値 は 感染 後 促進 し , 再 感 染 後 も 同様 
促進 の 傾向 を 示し た 。 

e) 白血球 数 

感染 前 平均 値 は 10125 で ある が , 感染 後 増 加 の 傾向 を 
示し , 感染 第 5 週 で て は 118300 と な る が , それ 以後 は 生 々 
減少 の 傾向 を 来 す が 尚且 つ 感 染 前 と 比 し て 増加 を 呈 し て 
いる 。 再 感染 以後 は 一 旦 減少 の 徴 を 量 す る 白血球 が 著 明 
に 増加 し , 再 感 染 第 6 週 に お いて は 12700 と な り , それ 
以後 も 依然 増加 の 傾向 を 示し , 平均 値 に お いて 12725 と 
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第 4 図 球 数 


な る 。 感 染 前 は 勿論 再 感染 前 に 比 し て 明か に 著 明 な 白 血 
球 を て いる (第 4 図 参 照 )。 

f) 白血球 の 相互 関係 

(1 2 好 酸 球 

好 酸 球 は 肺 吸虫 症 の 際 最 も 著しい 変動 を 示す 血液 細胞 
で あつ て 好 酸 球 増 多 症 を 来 す こと は 前 編 記 載 の 通り で あ 
る が , 本 実験 例 に お いて も 感染 後 第 5 週 で は 平均 値 が 感 
染 前 の 2 倍 以 上 に 達し , 第 9 週 で も 略 々 同様 で ある 。 再 
感染 以後 は 再び 増加 傾向 更に 著 明 と な り 例 症例 が 最高 値 
を 示し , 平均 値 14.1 と 感染 前 に 比 し 8 倍 以 上 と な る 。 画 
後 は 蘭 次 減少 を 来 し , 第 9 週 目 で は 再 感 染 以 後 の 最低 値 
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を 示す が , 尚 感染 前 は 勿論 , 再 感 染 前 に 比 し て 明か に 増 
加 を 量 し て いる (第 5 図 参照 )。 

(2) 好 中 球 

好 中 球 は 各 例 共感 染 日 数 の 経過 に つれ て 軽度 の 減少 を 
示す が , 再 感 染 以 後 も この 傾向 は 持続 し , 再 感 染 第 3 週 
は 最も 減少 を 示す 。 

好 酸 球 と は 逆 の 経過 を 示し 好 酸 球 増 多 症 の 著 明 な る 
例 で は , 好 中 球 の 減少 も 著 明 と な る 傾向 が ある 。 好 中 
球 の 核 移動 は 感染 第 5 週 に No.15 の 核 左 偏 を 認め る が 
感染 第 9 週 に は 正常 と な る も , 再 感染 第 8 週 よ り No. 
15, 17 の 2 例 に 再び 核 左 偏 を 認め , 再 感染 第 6 週 に 正常 
た 復 す (第 6 図 参照 )。 

(8 う リン ペ 球 及び 基 他 

リ ン >* 球 は 好 中 球 の 減少 に 対比 し て 増加 を 来 し , 再 感 
染 以 後 も 同様 で ある が , 好 中 球 と 同じ く 週 期 的 変化 は 区 
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第 8 図 総 


々 で , 再 感 染 と こよ ょ る 一 定 の 影響 は 認め 難く , 好 酸 球 増 多 
症 と の 関係 も 増減 区 々 で 特記 すべ き 関 係 を 認め 難い (第 
7 図 参 照 )。 

単 校 球 は 再 感 染 後 も 感染 経過 と 同じ くそ の 数 値 は 区 々 
で , 有意 の 変動 は 認め られ な い (第 1 表 参 照 )。 

中 総 量 

感染 前 の 数 値 は 5.57~6.57g/dl の 間 で , その 値 に は 個 
体 差 が 認め られ る が , 一 般 に 経過 に 従 つ て 若干 増加 の 傾 


第 1 表 単 , 好 塩 基 性 細胞 の 平均 値 ( 
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第 10 図 Globulin 量 


向 を 示す 。 再 感染 以後 も 若干 こと の 傾向 は 持続 する 傾向 が 
る 。 平均 値 に お いて は 再 感 染 第 8 週 の 6.70g/dl が 最高 


h) ルプ 

感染 後 顔 次 若干 の 増加 の 傾向 を 示し , 再 感 染 以 後 は 早 
に 極 く 軽度 の 増加 の 傾向 を 示す 。No. 14, 15 は 再 感 染 第 
8 週 に お いて その 数 値 が 最高 を 示し , No. 16, 17 は 再 感 
染 第 6 週 に お いて 最高 で ある 。 然 し その 増加 差異 は 何れ 
ぁ 1.0g/dl 以下 で あぁ る (第 9 図 参 照 )。 

サン 

感染 後 少 次 僅か に 増加 する こと と は 前 報 同 様 で ある 。 再 
感染 以後 は アル ブ ミ ン と 略 々 同様 の 傾向 を 示し 若干 の 増 
加 が ある 。 No. 14。 15, 17 は 再 感 染 第 8 週 に お いて その 
数 値 が 最高 で , No. 16 は 再 感染 第 6 週 が 最高 を 示し て い 
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る 。 然し その 増加 差異 は 何れ も 1.0g/dl 以下 で ある 。 
各 週 期 の 平均 値 は 再 感 染 後 増加 し , 再 感 染 第 3 週 が 最高 
で ある が , 末期 に は 之 赤 アル プ ミ ン と 同じ く 生 々 減少 す 
る も , 再 感 染 前 に 比 し て 尚 増加 を 呈 し て いる (第 10 図 参 


照 )。 

j) アル プ ミ ン と グロ ブリ ン の 比率 CA/G) 

肺 吸虫 症 の 了 共感 染 経 過 に 従 つ て グロ ブリ ン の 増量 が ア 
ルプ ミン に し て 多き アル プ ミ ン と の 
即ち 蛋白 商 は 感染 経過 に 従っ つて 減少 値 を 示す こと と は 前 編 
記載 の 通り で ある 。 再 感染 後 ア ルプ ミン 。 グロ ブリ ン 共 
増加 を 示す こと こと は 前 述 の 通り で ある が , 再 感染 に よる 影 
閣 は グロ ブリ ン が アル プ ミ ン に 上 比 し て 早期 に 増加 する 
故 , 蛋白 商 も 再 感 染 後 減 少 す る 傾向 を 示す 。 併 し と の 変 
動 は 極め て 小 で あつ て 大 し た 意義 は 認め 難い (第 11 図 参 
照 )。 

k) カル シュ ウム 

全 症 例 共感 染 経 過 に 従 つ て 明か に 増加 する が , 再 感染 
後 は 更に 増加 の 傾向 を 持続 し , 全 例 共 再 感染 第 8 週 が 最 
も 増加 閉 明 で , 再 感染 第 8 週 頃 よ り 潤 次 減少 する が , 末 
期 に お いて も 尚 再 感染 前 より 増加 を 示し て いる 。 各 週 期 
の 平均 値 で 観察 する と 感染 前 の 平均 値 は 18.8mg/dl で あ 
る が , 感染 経過 に つれ て 明か に 増加 し 再 感 染 前 に は 平均 
値 16.5mg/d1 を 示す 。 再 感染 以後 は 更に 増加 閉 明 で 再 感 
染 第 8 週 に は 17.9mg/dl と 最高 平均 値 を 示す が , 以後 菩 
次 減少 し 再 感染 第 9 週 で は 17.1mg/dl と な る が , 尚 再 感 
染 前 より 明か に 増加 を 示し . て いる (第 12 図 参照 )。 

感染 前 に 比 し 全 症 例 増 加 を 示し , 再 感 染 後 は 更に 人 金 症 
例 共 若干 の 増加 の 傾向 を 示す 。 各 週 期 の 平均 値 に て 検 対 


第 11 図 A/G 値 ( 折 ) 


1008 
| 
hel 
3.9 
3.5 
3.3 
3.2 
3.1 
: 3.2 
| 
3.0 
2.9 
ニー 
2.7 
| 
"0 ご あぁ ある が , 再 感染 第 9 週 で は 6.56g/dl と 僅 に 減少 する が 
eg な い 。 然 し 経過 に ょ る 変動 は 極め て 軽 徴 で あつ て , 全 例 | 
1.7 
共 1.0g/dl 以下 の 変動 を 示す 程度 で ある (第 8 図 参 照 )。 4 
3 1.5 
3 
1.3 
1.2 
| | 


す 


が 最 


感 


第 14 図 K/Ca 


1009 


する と 感染 前 は 24.4mg/d1 で ある が , 感染 後 極 く 少 量 宛 
増加 する が , 再 感染 以後 は 増加 生 々 閉 明 で , 再 感染 第 8 
週 に は 26.4mg/dl と 最高 平均 値 を 示す が , 再 感 染 第 6 週 
で は 25.9mg/dl と 若干 減少 を 示す が , 再 感 染 第 9 週 で は 
26.0mg/dl と 再び 僅か に 増加 を 示し , 再 感染 第 8 週 以後 
ぁ 感 梁 経 過 と 同じ く 増 減 不定 で 一 定 の 傾向 を 把握 出来 な 
い が , 何れ も 再 感 染 第 9 週 に お いて も 再 感 染 前 より は 若 
王 加 を て いる (第 18 図 参照 )。 

m) カリ ウム と カル シュ ウム の 比率 (K/Ca) _ 

感染 前 の 平均 値 は 1.768 で ある が , 本 症 の 際 感 染 経 過 
に 従 つ て カリ ウム 量 に て 比 し て カル シュ ウム ふ 量 の 明か な 増 
加 の 為 , 再 感染 前 に は 全 症 例 減少 値 を 呈 し 1.552 と な る 。 
再 感染 後 も この 傾向 は 持続 し , 再 感染 第 8 週 で は 前 記 の 
加 く カル シュ ウム の 増加 最高 に 達する 為 K/Ca 値 の 減少 
最も 著 明 で , 平均 値 に お いて も 1.475 と 全 経 過 中 の 最小 
値 を 示す 。 以 後 は カリ ウム の 減 不定 な る に 比べ て カル 
シュ ウム は 経過 と 共に に 生 々 減少 する 故 , この 数 値 は 若 
王 増 加 を 示す が , 再 感 染 第 9 週 の 平均 値 は 1.520 で 再 感 
染 前 の K/Ca 値 よ り 尚 明か に 減少 を 示し て いる 。 

n) 

犬 の 血 類 量 は 個体 差 が 著 明 で 感染 経過 に より 一 定 の 傾 
向 を 示さ な い が , 平均 値 で 見 る と 僅か 年 ら 減量 を 示し て 


いる 。 再 感染 以後 も 増減 不定 で ある が 感染 前 及び 再 感染 
前 に 比 し て 僅か に 減少 し て いる が , 週 期 的 動揺 が ぁ あつ て 
一 定 の 傾向 を 把握 出来 な い (第 2 表 参 照 )。 


第 2 表 血糖 量 の 平均 値 Cmg/dl) 


感染 前 


83.5 


総括 並び に 者 接 


A) 血液 の 形態 学 的 所 見 

( イ 赤血球 

赤血球 数 は 平均 値 に お いて は 感染 日 数 の 経過 に つれ て 
生 々 進行 性 の 減少 が 認め られ , 再 感 染 後 も この 傾向 は 持 
続 す る が , 再 感 染 第 8 週 後 減少 は 停止 , 生々 増加 の 傾向 
を 示す も , 再 感 染 第 9 週 で は 再び 式 少 最低 値 を 呈す る 。 
然し 再 感染 以後 は 何れ の 実験 例 に お いて る も 感染 前 は 勿 
論 , 再 感染 前 に 比 し て る 減少 の 傾向 を 示し , 感染 前 より は 
100 万 以上 , 再 感 染 前 より は 50 万 以上 の 減少 を 認め る 。 
血色 素 量 は 赤 血 数 と 同様 な 態度 を 示し , 再 感 染 迄 は 常 
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に 減少 の 傾向 を 示し た も の , 増減 不定 の も の と 相 半 ば す 
る が , 再 感 染 以 後 は No.15 は 常に 減少 を 示し レ し, 他 例 も 減 
少 の 傾向 を 呈す る が , 末期 に は 停止 する 。 平 均 値 に お い 
て は 再 感 染 第 6 週 が 最も 減少 著 明 で , 以後 は 生々 回 復 す 
る が 何れ も 感染 前 並 に 再 感 染 前 に と 比 し て 減少 を 示し ,。 そ 
の 差 は 再 感 染 前 に は 5 % 以 内 で ある が , 再 感 染 後 に は 10 
2 以上 に 及 ん で いる 。 

色素 係数 は 常に 1 以下 で あつ て , その 増減 は 不定 で あ 
る が , 再 感 染 と より 低 色素 性 委 血 を 示す 。 

有 核 , 多 染 性 , 大 小 不同 性 , 因 型 赤血球 等 の 異常 赤 血 
球 の 出現 は 軽微 で , 再 感 染 と の 関係 は 認め 難い 。 

血 沈 値 は 感染 経過 と 同様 一 定 の 変化 な く , 再 感 染 に ょ 
る 変動 は 殆 ん ど 認 め ら れ な いと 言い 得る 。 

本 症 感 染 と に つい て は 前 編 で 詳 述 し た 如く 大 し た 筆 血 は 
認め な い が , 再 感 染 で は 赤血球 数 が 100 万 以上 減少 し 。, 
血色 素 量 の 減少 は 10 以 上 で ある 。 堕 つて 再 感 染 に お おい 
て は 箇 血 の 症状 が 可 成 り 目立つ て いる 。 肺 吸虫 症 再 感染 
実験 時 の 血液 所 見 は 殆 ん ど 見 当ら な い が , 私 の 実験 で は 
再 感 染 と より 生体 反応 が 顕著 に 現れ る 様 で ある 。 肺 吸虫 
症 の 皮膚 反応 が 可 成 り 特異 で あぁ あり, 接種 局所 に は アル サ 
ス 現 人 象 を 思わ す 様 な 好 酸 球 の 浸潤 が 認め られ る 点 よ り し 
て アレ ルギー 反応 と 考え られ る 。 随 つて 抗体 の 存在 が 予 
想 さ れる 。 そ を それ 故に 再 感 染 で は 生体 反応 が 初 感染 と 異な 
る と と は 推定 され る 。 篠崎 に と よれ ば 初 感染 と 再 感染 で は 
腹腔 細胞 の 出現 並び に 消長 に 種々 の 差異 の ある 点 か ら ア 
レル ギー 性 変化 の 関与 を 強調 し て いる 。 以 上 の 事実 か ら 
も 私 の 実験 成績 は され よう 。 

石原 は 犬 釣 虫 症 の 委 血 は 初 感染 群 よ り 再 感染 群 の 方 が 
高度 で 且つ 少し く 早期 と た 表 わ れ 赤血球 と 血色 素 量 は 相関 
性 に 減少 する と 言う が 私 の 犬 肺 吸虫 症 再 感染 群 に お いて 
も 同様 の 傾向 に ある と 言い 得る と 思う 。 媒 常 赤面 球 の 出 
現 を 再 感染 に と より 認め た 記載 は 見 られ な い 。 血 沈 に 関し 
て は Bercovitz, 厚 見 及び 位 坂 等 の 報告 が ある が 大 し た 
促進 は な い 。 再 感 染 と に つい て は 報告 は 殆 ん ど な い 。 

白血球 

白血球 は 本 症 の 際 は 相当 著 明 な 増 多 を 量 す る と と は 前 
編 の 通り で ある 。 再 感染 時 に は とこ と の 傾向 が 一 層 著 明 で , 
再 感染 8 週 で は 全 例 が 再 感染 以前 より 著 明 に 増加 し , 6 
週 で は 大 部 分 が 白血球 の 増加 を 持続 し , 9 週 で は 平均 値 
が 12725 の 最高 値 を 示し た 。 こ と この 関係 は 赤血球 の 態度 の 
反対 で ある 。 

好 酸 球 は 本 症 の 際 好 酸 球 増 多 を 示す が , 再 感 染 と ょ り 
と の 傾向 は 更に 著 明 と な り , 再 感 染 第 8 週 で は 全 症 例 共 
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再 感 染 前 より 著 明 に 増加 し , 何れ も 経過 中 の 最高 値 を 示 
し て いる 。 以後 は 潤 次 減少 し 末期 に は 再 感染 前 と 比較 す 
る と 増 率 を 示す が , 復帰 の 傾向 を る が 尚 感 染 
前 に 比 し て は 著 明 な 好 酸 球 増 多 を 呈し て いる 。 平均 値 
より 観察 する と 好 酸 球 増 多 は 再 感 染 第 8 週 で は 感染 前 の 

8 倍 以 上 に 増 率 す る が , 再 感 染 第 6 週 で は 3 倍 以 下 と な 
り 再 感染 第 9 週 で は 再 感 染 前 より 僅か 1 2 程度 の 増加 で 
ある が , 尚 感染 前 より は 明か に 2 倍 以 上 の 増 率 を 示し て 
いる 。 

好 中 球 は 各 例 共感 染 経 過 と 共に 減少 の 傾向 を 示し , 再 
感染 以後 も この 傾向 は 持続 する 。 そ の 経過 は 好 酸 球 と は 
対照 的 で , 好 酸 球 増 多 症 の 著 明 な 例 で は 好 中 球 の 減少 も 
赤 閉 明 で ある 。 尚 1,。 2 例 で は 感染 及び 再 感 染 経過 中 
に 核 左 偏 を 示す も , 一 過 性 の も の 多く 意義 は 認め 難い 。 

リン パ 球 は 好 中 球 の 減少 に 略 々 対比 し て 増加 を 示す 
が , 好 酸 球 と は 一 定 の 関係 を 求め 杏 い 。 

沿 好 酸 球 , リン 球 共 再 感 染 以 後 週 期 的 に は 特記 すべ 
き 一 定 の 傾向 を 示さ な い 。 

単 球 核 は 再 感染 に よる 有意 の 変動 は 認め 難い 。 

白血球 数 と つい て は 前 編 で 詳細 の 如く 増加 を 来たす 。 
と の 増加 は 好 酸 球 , リン パ 球 等 の 増加 が 主因 と 思考 さ 
れる 。 再 感 染 は 白血球 の 正常 復帰 の 時 期 に 施行 する た 
め , 減少 は 見 られ ず 引 続き 増加 を 示し て いる 。 こ と の 大 因 
と し て は 肺 吸虫 の 感 梁 後 肺 臓 に 虫 杏 を 送る まで の 移行 経 
過 中 , 腸 壁 及び 時 に は 肺 臓 基 他 の 臓器 を 一 時 的 に 字 通 す 
る 場合 に 異物 性 炎症 を 起す こと, 及び 進入 後 肺 臓 に 貝 結 
節 , 卵 結節 及び 肺炎 様 の 炎症 巣 の 形成 に より 白血球 増 多 
を 来 す も の で ある と 説い て いる が , 私 の 再 感 染 実験 で は 
虫 形成 は に と にょ つ て も , 初 に 比 し て 明か で あ 

り , 従っ つて 前 記 の 現象 が 反復 増強 され た 事 は 容易 に 相 像 
きれ る 故 , 再 感 染 と に より 白 押 球 増 多 の 著 明 に 起 る こと に 
つい て は 異論 は な い 。 前 述 の 如く 再 感 染 と ょ り 生 体 の 反 
応 性 に 変異 を 来 し て , 反応 が 生 々 強く 現れ る こと と も 白 血 
球 増加 の 原因 と な る と 思 殿 され る 。 

好 酸 球 に 関し て は 増 多 症 を 来 す 点 に お いて は 諸家 の 意 
見 の 一 致す る 所 で , 横川 , 森 宏 を 初め 多く の 学者 が 感染 
回 数 の 増加 , 感染 日 数 の 進行 に つれ て 好 酸 球 増 多 を 認め 
て いる 。 本 症 時 の 好 酸 球 に つい て は 前 編 の 通り で ある 。 
再 感染 実験 で は 好 酸 球 が 正常 値 に 復帰 の 傾向 を 呈す る 時 
期 に 再 感 染 を 施行 する た め , 再 感 染 第 8 週 で 最高 を 示 レ 
た の は 当然 で 異論 は な い 。 

篠崎 は 再 感 染 時 の 腹腔 細胞 を 詳細 に 検 し た が , 再 感 染 
で は 好 酸 球 は 初 感 染 よ り も 増加 し 上 且つ 持続 的 で ある 。 秩 
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る 点 は アレ ルギー の 関与 を 無視 し 得 な いと 述べ て いる 
が , 私 の 実験 に て 再 感 染 時 に 好 酸 球 増 多 を 来たす の は 前 
述 の 如く 生体 反応 性 変異 も 関係 ある とこ と は 否定 出来 な い 


事実 で ある 。 
好 中 球 は 百分率 で は 減少 を 示す が , 好 酸 球 。 リン パ 球 
. 増 加 の た めで ある 。 


リン パ 球 に お いて は 詳細 な 記載 が な い が , 篠崎 にょ る 
と 再 感 染 時 は マウ ス え ス 腹 腔 内 リン パ 球 は 増加 の 傾向 を 示 
す 。 三好 は 釣 虫 症 の 際 再 感染 例 に お いて 長期 の 核 左 方 移 
動 あ り と 言う 。 本 所 見 は 私 の 実験 中 に も 見 られ た と と ろ 
で ある 。 小宮 は 好 中 球 が 寄生 虫 等 の 毒素 の 刺激 大 な る 際 
は 逢 粒 推移 が 出現 する と 言う が , 私 の 実験 に お いて は 明 
か で か っ た 

単 核 球 に つい て の 記載 は 殆 ん ど 見 な い 状 態 で ある 。 
B) 血液 の 生化 学 的 所 見 

( イ ) 血清 信和 白 と に つい て 

総 白 量 は 実験 例 に より 差異 は あぁ る 一般に 若干 増 
加 の 傾向 を 時 する 。 再 感染 後 も 増加 の 傾向 は 持続 する が 
経過 に ょ る 変動 は 少な く , 何れ も 1.0g/dl 以下 の 増加 で 
あぁ る 。 

ァ アァ ルプ ミン は 再 感 染 以 後 も 感染 経過 と 同様 に 増加 の 傾 
向 を 示す が , 再 感 染 第 8 週 で 最高 値 を 呈す る も の 2 例 , 
再 感 染 第 6 週 で 最高 を 量 す る も の 2 例 と 区 < 々 で, 平均 値 
で 見 て も 再 感 染 第 8 週 と 第 6 週 で は 略 々 同様 の 最高 数 値 
を 示す が , 再 感 染 末 期 に は 何れ る 減少 する が , 再 感 染 前 
に 比較 し 尚 増加 し て いる 。 然し その 差異 は 何れ る 1.0 
g/dl 以下 で ある 。 

グロ ブリ ン 値 は アル プ ミ ン と 同じ く 再 感染 以後 る 感染 
経過 と 同様 に 増加 の 傾向 を 示す が , 大 部 分 が 再 感染 第 3 
週 が 最高 で , 平均 値 に お いて 明か に 示し て いる 。 再 感染 
末期 に は 輝 赤 ア ルプ ブ ミ ン と 同じ く 生 々 減少 する か 。 その 
差異 は 何れ も 1.0g/dl 以下 で ある 。 十 し て 再 感 染 後 の 影 
枚 は 上 記 の 数 値 が 示す 如く アル プ ブ ミ ン に 比 し て グロ ブリ 
ン の 増加 が 大 な る 故 , 再 感 染 後 の 蛋 白 商 は 再 感 染 第 3 週 
に 最も 減少 し , 再 感 染 末 期 に は 生 々 増加 する が , 再 感 染 
前 に 比 し て 尚 減 少し て いる 。 再 感染 後 若 干 増加 の 傾向 を 
示す が , 必ず し も 病 的 な ぁ も の と し て 取扱 えな い 程 度 の も 
の で ある 。 

肺 吸虫 症 の 再 感染 時 の 血清 蛋白 に 関す る 報告 は 全く な 
い が , 他 の 寄生 躍 疾病 の 庫 清 蛋白 に 関す る 動物 実験 の 報 
告 と よれ ば , 細田 , 諏訪 の 肝 実 質 に 相当 広 汽 な 肖 壊 の あ 
る 際 は アル プ ミ ン の 減少 が あり 。 マー グロ ブリ ン の 増加 
が ある と 言う 事実 を 三好 , 石原 等 は 犬 多 虫 症 再 感染 実験 
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に お いて 認め た 。 私 の 成績 に お いて は アル プ ミ ン の 小 少 
は 著 明 で な く , 寧ろ 再 感 染 後 と お いて は 増加 の 傾向 を 示 
し た が , 生理 的 動揺 範囲 と 考え 得る 程度 で ある 。 

肺 に 病巣 の ある 場合 の 血清 側 白 に つい て 福島 の 文献 が 
ある 。 私 の 再 感 染 実 験 で は グロ ブリ ン が 生 々 増量 の 傾向 
が ある が , マー グロ ブリ ン の 熊 度 は 不明 で ある 。 従 つて 
グロ プリ ン 増 加 傾 向 は 免疫 体 と 関係 ある か は 不明 で ある 
が , 前 述 の 血液 諸 成 績 か ら 免 疫 体 産生 と 若干 の 関係 が 推 
測 さ れる 。 

ッ ー グ ロブ リン は 動物 の リン 球 中 に 存在 する 吉川 の 
説 よ り し て ,。 グロ ブリ ン の 増加 に 伴う リン パ 球 の 増加 も 
明か に 見 られ る 。 馬 場 は 釣 虫 症 再 感染 例 に お いて る も 筆 血 
の 程度 と アル プ ミ ン 及 び グ ロブ リン 値 の 間 に は 必ず し も 
併行 関係 が 認め られ ず , 石崎 , 石原 も と マー グロ ロブ 
リン 量 と の 間 に と に は 何れ も 相関 性 を 認め 難い と 述べ て いる 
が , 本 実験 に お いて は 筆 血 と アル プ ミ ン 及 び グ ロブ リン 
量 と の 間 に は 寧ろ 互 に 逆 関 係 が 認め られ , 特に と の 現象 
は グロ ブリ ン に お いて 征 々 目立つ て いる 。 浅井 は 呼吸 器 
疾病 の 中 組織 壌 の 大 な る 肺 吸虫 , 肺 腫瘍 , 肺 壊 
に お いて 蛋白 商 は 症状 の 進行 と 伴 つ て 低下 率 を 増す と な 
し レ し, 私 の 成績 と 一 致し て いる 。 

(ロロ ) カル シュ ウム 及び カリ ウム に つい て 

Ca は 再 感染 以後 る 感染 経過 と 同様 に 進行 性 の 増加 を 
示す と と は 前 述 の 通り で あり , 血清 蛋白 の 増加 著 明 な 例 
に お いて Ca の 増加 が 生 々 明 上 腔 で ある 。 こ と の 点 に つい て 
は 前 編 応 述べ た 通り で ある 。 

KK は 実験 例 に より 差異 を 認め 感染 経過 に ょ る 増減 は 不 
定 で ご ある が , 再 感 染 以 後 は 全 例 増加 の 傾向 を 示す 。 赤松 
に よれ ば 肺炎 の 際 血 正式 が 増加 する と いう 事実 より すれ 
ば , 再 感 染 と より 本 虫 の 肺 内 進入 後 多 数 の 虫 概 形成 に ょ 
り 肺 炎 様 の 炎症 を 惹起 し た 為 記 の 増加 を 来 し 得る も の と 
思 殿 され る 。 . 
従っ つて 再 感 染 に と より 下 に 比 し Ca の 著 明 な 増加 の た 
め , K/Ca 値 は 再 感 染 第 3 週 に 最小 値 を 示し , 以後 は 下 
の 増減 不定 な る も Ca は 減少 する , K/Ca 値 は 
増加 する が , 再 感 染 末 期 に お いて も 曽 感染 前 の K/Ca 
値 よ り は 減少 値 を 呈し て いる 。 三浦 は K/Ca の 減少 は 血 
液 像 の 変化 ( 好 酸 球 の 増加 , リン パ ペ 球 の 比較 的 増 多 〕 を 
示す と 言い , 私 の 実験 例 に お いて も 再 感 染 と よっ て K/Ca 
値 減少 を 示す に 伴い 好 酸 球 の 増加 , リン ペペ 球 の 比較 的 増 
多 の 所 見 は 前 述 の 如く 明か で ある 。 

尚 W. Radsma は 動物 の 副交感 神経 状態 に 傾く 
時 は , 血清 世 は 減じ 血清 Ca は 増加 し , それ 故に 血清 
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の K/Ca 比 は な 小さく な り 同 時 に 好 酸 球 及び リン パ 球 は 増 
加 し , 好 中 球 は 減少 し , 交感 神経 緊張 状態 に お いて は 各 
項目 と つい て 逆 の 関係 を 示す と 述べ 。 小川 も これ を 熱帯 
地区 に お いて 実証 し , 特に 腸 内 寄生 虫 の 影響 で この 状態 
が 一 層 明 か で ある と 述べ て いる が , 私 の 実験 に お いて 肺 
吸虫 再 感 染 と ょ り 犬 が 副交感 神経 虫 張 状 態 た に 傾い た か 麗 
か 不明 で ある が , 血液 所 見 に お いて は Ca の 増加 に ょ る 
K/Ca 値 の 減少 並 に 好 酸 球 及び リン パ ペ 球 の 増加 , 好 中 球 
の 減少 と 副交感 神経 蝶 張 状態 の 血液 所 見 と 生 々 似 た 傾向 
を と る 様 で ある 。 

然し 再 感 染 後 の 症状 の 軽重 と 
特記 すべ き 上 関係 は 認め られ な い 

肺 吸虫 症 の 際 血 帆 値 は 一 定 の 傾向 を 把握 する 事 が 出来 
な いと 同様 に , 再 感染 に よ ょ る 影響 は 殆 ん ど 認 め ら れ な い 
が 年 ら 減少 を 示す も , 再 比例 し て 減少 す 
る が 如き 傾向 は 認め れ な い 。 


実験 的 に 犬 に 肺 吸虫 症 を 起 さ せ , 感染 第 9 週 に 再 感 染 
を つて 液 像 及び 血清 カル シュ ウム カリ ウ 
ム 。 血糖 の 検査 を 行 つ た 。 

1) 本 症 再 感染 の 際 は 百 ni を 並 に 著 明 な ェ オ ジン 
好 白血球 増 多 症 を 有する 低 色 素性 各 血 の 傾向 を 示す 。 

2) 血清 アル ブ ミ ン , グロ ブリ ン は 共に 再 感染 の 際 増 
加 し , 再 感 染 第 8 週 綱 が 著 明 で ある 。 

耐 し て その 増加 度 は アル プ ミ ン に 比 し て グロ プリ ン が 
大 な る 為 側 百 商 は 減少 値 を 示し , 減少 値 が 早期 に 大 な 
も の は 病勢 の 進展 を 示す 。 

8) 血清 カル シェ ュ ウム, カリ ウム は 再 感染 の 共 共 に 増 
加 し , 再 感 染 第 8 週 に 最高 値 を 示す が , カリ ウム に 比 し 
カル シュ ウム ふみ の 増量 著 明 な 為 カ リウ ム と カル シュ ウム の 
商 は 減少 値 を 呈 する が , 症状 の 軽重 と は 一 定 の 関係 を 認 
め 。 

4) 血 精 は 本 症 再 感染 の 際 , 僅 に 減少 の 傾向 を 示す 。 

5) 再 感 染 時 の 血液 所 見 は アレ ルギー 性 の 関与 を 思 ね 
す 変 化 が 認め られ る 。 

稿 を 終る に 了 臨み, 終始 懇切 な る 御 指 導 と 御 校 関 を 賜っ 
た 出口 県 立 医 科大 学 教授 細川 修治 博士 及び 種々 御 助 言 を 
賜 つ た 研究 科 医 長 福谷 温 壇 士 , 外科 医長 座 文雄 博士 た に 隊 
謝 す . 


K, Ca の 商 と の 間 に は 
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Summary 


Blood picture, serum protein, Ca, K, and blood 
sugar of the dogs, which were experimentally reinfec- 
ted with paragonimus on the 9th week after primary 
infection, were studied. 

1) In the reinfected cases, tendency of hypochro- 
mic anemia with considerable leucocytosis and eosino- 
philia was noted. 

2) The value of serum albumin and globulin 
showed increase, especially remarkable increase on 
the 3rd week after reinfection. Since the degree of 
serum globulin increase was higher than serum albu- 
min, the A/G ratio reduced. It seemed that A/G 
ratio decreased the earlier, pathological changes 
developed the more. 

3) Serum Ca and potassium showed increase and 
its peak on about the 3rd week after reinfection. 
Since serum Ca increased greater than potassium 
relatively, the K/Ca ratio remarkable reduced. There, 
however, in no definitive relationship between the 
variation of the K/Ca ratio and developing of the 
disease. 

4) Blood sugar shoed reduce slightly. 

5) Changes of above findings were suggestive of 
allergic reaction. 
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実験 的 犬 肺 吸 虫 症 に 関す る 研究 (第 4 報 ) 
再 時 の 肺 血管 系 の 形態 学 


位 坂 


大 阪 赤 十字 病院 外科 ・ 研 究 科 (指導 細川 修治 教授 , 
研究 科 医 長 福谷 温 , 外科 医長 文雄 博士 ) 


(昭和 34 年 8 月 15 日 受領 ) 
特 別 


先 に 犬 肺 吸虫 症 の 血液 の 臨床 病理 学 的 検査 成績 及び 治 
療 時 の 血液 並び に 肺 臓 の 変化 , 更に 再 感 染 時 の 血液 像 の 
追求 を 行 つ た 成果 を 発表 し た 。 

再 感 染 に 関す る 問題 は 己 に 小堀 (1980) に と ょ っ つて 行わ 
れ た と と ろ で , 組織 学 的 検査 の 結果 か ら 再 感染 時 に は 貝 
体 の 発育 の 不良 で ある 事実 か ら , 再 感 染 時 に は 貝 体 発育 
が 抑制 され る と 発表 し て いる 。 

肺 吸虫 症 に お いて 再 感染 時 に 必ず し ゃ 特異 的 変化 の 招 
来 は 考え 難い が , 私 の 検査 成績 で は 一 回 感染 と 再 感 染 間 
に は 若干 の 差異 が ある し , 邊 崎 (1956) の 実験 か ら の 考 
察 も , 腹腔 細胞 像 は アレ ルギー 性 の 関与 を 思わ す 所 見 で 
ある 点 等 か ら も , 肺 病 巣 に は 基 る 所 見 を 暗示 する が 如き 
所 見 が 若干 で も 把 み 得る の で は な か ろう か と 思い 検査 を 
進め る と 共に , 肺 血管 系 異常 の 程度 を 知ら ん が 放 , 血 
管 を 作り 追求 し て みた 。 肺 の 研究 で は 内 野 
(1955) の 合成 樹脂 注入 法 に よる 鋳型 で の 検索 成績 が あ 
る 。 依っ て 私 は と の 方 法 に より 再 感染 犬 の 肺 血管 系 の 変 
化 を 検 し て 内 野 の 実験 と の 差異 を 追求 し , それ が 原因 等 
も 究め て 見 た いと 思い 本 実験 を 進め た 。 


実験 方 法 


感染 は 前 法 通 り に 行い , 再 感 染 は 感染 9 週 後に 初 感染 
と 同数 の 80 個 宛 の Metacercaria を 投与 し , 再 感 梁 後 9 
週間 で 層 殺 し た 。 合 成樹 脂 の 血管 内 注入 法 は 内 野 の 方 法 
に 則 つ て 行 つ た 。 

即ち 再 感 を ェ チー ル ェ エーテル 又は ラボ ナー ル で 麻 
KIYOMITSU ISAKA ;: Experimental studies on dog 
Paragonimiasis (4) Morphological studies on pulmo- 


nary vessel after reinfection with Paragonimus(Osaka 
Red Cross Hospital) 


酔 後 脈 を 放 血 必殺 し , 樹脂 の た め 胸 部 
臓器 は 其 の ま ゝ の 状態 に し て , 肺 病 巣 を 詳細 に 検 し た 。 
一 部 は 組織 学 的 検査 の 為 切 除 し た 。 鋳型 製作 に は 和 肺動脈 
(以下 A.p. と 略す ) に は 黄色 樹脂 を , 気管 支 動 脈 ( 以 
下 A.b. と 略す ) に は 赤色 樹脂 を 注入 し , 硬化 後に 60°C 
程度 に 温め た 402%2 NaOH 中 に 24~48 時 間 浸 潰 後 に 臓器 
を 流水 で 徐々 に 水洗 し て , 管 系 以外 の 肺 組織 を 完全 に 流 
し 去り , 血管 の 鋳型 を 得 て 検 査 し た 。 

観察 並び に 考 接 

肉眼 的 所 見 

肺 は 一 般 に 容積 生 々 大 きく , 和 肪 膜 表面 に は 示 指 頭 大 用 
至 頭 大 の 結 見 られ , 肪 面 に は 繊毛 状 物質 の 
附 着 が 多く , 且つ 其 の 部 に は 起 張 並び に 拡張 し た 細 血 管 
が 放射 状 に 広汎 に 分 布 し て いる 。 

前 記 結 節 は 近く に 形成 され た も の で 各 工 に 
め ら れる が , 特に 下 葉 辺 緑 部 に 多数 存在 し , 細 血 管 の 拡 
張 も 下 葉 辺 縁 部 に 強い 。 

虫 枚 周辺 に は 黄 褐 色 の 色素 沈着 と 共に , 細 血 管 の 窟 張 
が 著 明 で ある 。 

組織 学 的 検査 の た め 肺 病巣 の 一 部 を 切除 し て 検査 し た 
結果 , 部 位 で は が 厚く 且つ 初 感染 時 虫 比 
し て 硬い 。 又 切除 部 実質 中 に 小豆 大 乃至 大 豆 大 の 硬い 結 
節 を 触 知 す る も の も ある 。 又 肺 門 部 と お いて は A.b. の 
拡張 が 明か に 認め られ た 。 

(23 組織 学 的 所 見 

肪 膜 下 に 侵入 し た 貝 体 を 中 心 に 好 酸 球 の 浸潤 と 出血 を 
認め る が , 寄生 部 位 の 肉 牙 組織 内 の 好 酸 球 は その 敷 を 小 
じ , 形質 細胞 の 浸潤 を 主 と し ; 血 鉄 素 を 委 喰 し た 細胞 を 
認め る も の も ある が , 大 多数 は 細胞 成分 と 毛細 和 面 管 を 減 
じ て 化 し て いる 。 体 寄生 部 の 血管 周 は 必ず し レ 
も 細 細 浸 潤 が 認め られ る と は 限ら な い が ,。 一 部 に は 好 酸 
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球 , 円 形 細胞 浸潤 を 認め る 。 然 し 犬 糸 状 虫 寄生 に 認め ら 
れる ょ うな 筋 性 肺動脈 の 内 膜 肥厚 , 或 は 血栓 形成 等 は 認 
め ら れ な い 。 

虫 囲 の 細 血 管 は 明 に て 居り , 或 る 部 の 血 
管 周囲 に は リン ペ パ ペ 球 , 形質 細胞 等 の 浸潤 を 認め る 。 気管 
支 膝 は 虫 卵 , 壊死 組織 , 赤血球 及び 白血球 を 充 し , 内 膝 
は 全 症 例 に お いて 明か に 拡大 を 量 し て いる が , 時 に は 貝 
喪 に 圧迫 され て 狭く な つた 気管 哀 も 散見 され る 。 

末 気管 衣 は 上 の 増生 と 円 形 細 が ある 。 
虫 の 交通 気管 粘膜 上 は , 乳 に 増生 し , 粘 
膜 下 組 織 に 多核 白血球 , 円 形 細胞 , 線維 芽 細 胞 が 多数 認 
め ら れ , 細 血 管 も 充 夫 し て いる 。 周囲 結合 織 に は 細胞 反 
応 が あり , 血管 の 充 殖 も 明か に 認め られ る が , 変性 は 確 
認 出 来 な い 。 

肺 実 質 中 の 結節 内 に は 気管 衣 上 皮 の 増生 が 著 明 で , そ 
の 周り に は 円 形 細胞 浸潤 が あり , 肺 胞 壁 の 破壊 され た も 
の , 或いは 肺 胞 は 乃至 細胞 の た め 肥 厚 し た も 
の が ある 。 

筋 組織 は 一 般 に 化し , 且つ な り , 結 各 
が 増生 し , 筋 組織 間 及 び 結 合 織 中 に も , 親 膜 下 組 織 と 同 
様 の 細胞 浸潤 が 見 られ る 。 

基 の 他 の 所 見 と し て は , 気管 哀 に 随伴 し て 居る 気管 支 
動脈 は 内 膝 が 閉 明 に 拡大 し , 壁 の 肥厚 も 目立ち , 内 皮 細 
胞 の 増生 が 明か に 認め られ る 。 其 る 所 見 は 初 態 染 時 より 
生 で ある 。 

(38) 樹脂 標本 所 見 

正常 犬 の A.p. 及び A.b. に つい て は 先 に 内 野 の 報告 
が ある の で 省略 する 。 

A) 肺動脈 の 変化 と つい て 

再 感染 例 の A.p. は 基 始 部 , 走行 に は 変化 は 見 られ な 
い が , で は 学 的 に 認め られ た 貝 の 細 
に は 樹脂 が 注入 され ず , 鋳型 標本 で は , その 部 の 細 血 管 
は 消失 レ し た に 見 える 。 囲 の 細 管 は 破綻 し て 
入 樹 脂 が 血管 外 に 流出 し て いる の を 認め る 。 又 細 血 管 に 
は た め 圧 さ れ て いる 状態 が が 認め られ る 。 血管 
の 属 曲 は 虫 絡 の 周辺 に 著 明 に 認め られ る が , 特に 各 例 共 
下 葉 の 虫 絡 の 圧迫 と 因り 強く 屈曲 し た 直径 1.2~ 1.5 
mm の A.p. を 認め る 。 然し 動脈 癌 の 如き 異常 の 拡張 
及び 欠損 は 殆 ん ど 認 め ら れ な い 。 1 例 に 毛細 血管 が 拡張 
し て 細 血 管 の 如き 状態 を 呈す る も の を 認め た 。 尚 実験 例 
の 2, 8 の 貝 絡 の 周辺 に は 正常 肺 で て 見 られ な か つた 動脈 
性 を A.p. 相互 の 間 に 認め た 。 即ち 接し た 
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A.p. の 2 枝 が 1.0~ 1.2mm の 直径 で 以 っ て 史 合 し , 
部 か ら 少 数 の 細 血 管 が 虫 に 分 し て いる の が 認 
め ら れ た 。 貝 放 壁 に は 組織 標本 上 , 細 血 管 か 認め られ る 
に も 拘ら ず , 注入 標本 で は A.p. に 関連 し た 細 血 管 は 殆 
ん ど 無 く , 寧ろ 虫 枚 周囲 の 細 血 管 の 分 布 は 粗 と な つて い 
る 。 此 の 事 か ら A.p. は 肺 吸虫 の 肺 侵 柏 と 対し て は , 積 
極 的 に 反応 を 示す 事 な く , 受動 的 な 変化 を 量 す る に 過ぎ 
な いと いう 内 野 の 説 に は 全く 同意 見 で ある 。 か か る 所 見 
は 肺結核 病 お いて 山下 (1954), 青木 (1954) 基 
他 の 研究 者 が 認め て 居る 所 見 で ある 。 動脈 性 史 合 と つい 
て は 初 感染 例 に お いて 内 野 も 1 例 に 認め て いる が , 再 感 
染 と にょ る 影響 は 明か で な い 。 

B) 気管 支 動 脈 の 変化 に つい て 

A.b. は 左右 各々 1 本 宛 で ある も の が 多い が , 左 或 は 
右 が 2 本 以上 ある 例 , 起 始 部 が 左右 共通 の 1 本 で , 途中 
で 両側 に 分 岐 す る 例 も ある 。 赤 A.b. の 小枝 が 反対 側 の 
肺 に 分 布 し た り , 左右 の A.b. が 小枝 を 以 て 史 合 し て い 
る 所 見 も 見 られ , 更に 1 例 で は 気管 に 玉 つ て 上 行 し て 鎖 
骨 不 動脈 と 史 合 し て いる 状態 も 観察 され た 。 起 始 部 は 全 
例 第 T 至 第 肪 間 動 ら で , 右側 が 一 般 に 高位 
の 肪 間 動 脈 か ら 出 て いる も の が 多い 。 何 れ の 状態 に お い 
て も 起 始 部 は 全 例 に お いて 著 明 な 拡張 が 見 られ 。 そ の 直 
径 は 1.8~ 3.2mm と 正常 の 8 乃至 4 倍 の 拡張 を 認め 
る 。 

A.b. に つい て は 従来 Wood and Miller (1938), 
Wright (1988), Bruner (1947), Liebow (1948, 
1949), Miller (1930), 田中 (1953), Cudkowiez and 
Armstrong (1958), 中 村 ・ 滝 沢 (1954, 1955), 内 野 
(1955), 神徳 (1957), 等 多数 の 報告 が ある 。 内野 に よれ 
ば 犬 の A.b. の 起 始 部 は 第 乃至 第 4 肪 膜 間 脈 か ら 起 る 
が , 多く は 第 2 乃至 第 8 肪 骨 動 脈 か ら で , 且つ 右 A.b. 
が 一 段 高 位 の 肪 間 動 脈 か ら 起 つて いる 例 が 大 部 分 を 占め 
る と いう 報告 は 私 の 所 見 と 差異 は な い 。 更 に 内 野 に よれ 
ば A.b. の 起 始 部 の 直径 は , 成 犬 で は 体重 の 軽重 に よる 
差 は 逐 し く , 大 体 5~Ykg 犬 で は , 0.5~ 0.8 mm で , 
感染 例 で は 1.4~ 1.8 mm と 正常 の 2 倍 の 拡張 を 認め 
る と 云う 報告 に 比較 し て , 私 の 再 感 染 例 で は 起 始 部 の 
A.b. は 3 乃至 4 倍 の 著 明 な 拡張 を 認め た 。 

肺 門 部 か ら 気 管 衣 に 随伴 し て 肺 内 に 入る A.b. は , 各 
気管 刻 に 副 つ て 分 枝 す る 以前 は , その 管 径 は , 起 始 部 に 
比 し て 殆 ん ど 減 少 す る こと は な い 。 肺 実質 内 の A.b. も 
起 始 部 の 拡張 に 伴い 拡張 し , 且つ 強く 著 明 に 蛇行 し な が 
ら 部 明か に 伸 て いる 。 そ の 中 の 或 る も の は 肉 
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眼 的 に 見 られ た 放射 状 血 管 , 即ち 拡張 し た A.b. の 肪 内 
枝 に 及 ん で いる 。 A.b. の 拡張 に 伴い, 気管 享 の 細 血 
管 網 も 全般 り 密 の 増し て 張 し て 来る が , 就 
中 虫 繰 に 交通 性 の 気管 哀 に 随伴 する A.b. 及び 壁 血 管 綱 
に お いて は , その 程度 が 極め て 顕著 で ある 。 貝 絡 に 交通 
性 の A.b. は , 由井 に 無関係 の A.b. に 比較 し て 拡張 が 
著 明 で , 管 径 0.9mm 以下 の も の は 認め られ な い 状 態 で 
あり , 蛇 馬 程 度 る 著 明 に 強く, 起 始 部 より 連続 和 的 に 認め 
られ る 。 

A.b. の 拡大 は 古く は Virchow (1927), 最近 で は 
Liebow (1948, 1949), Math (1982), Wood (1938), 
Wright (1988), Cudkowicz and Armstrong (1953), 青森 
(1954), 内 野 (1955), 神徳 (1957), 其 の 他 多 数 の 研究 者 
が , 肺動脈 の 閉 先天 性 動脈 気管 張 , 肺 
虫 症 , 犬 糸 状 虫 症 , 肺結核 或いは 原発 性 肺 等 の 多 
く の 疾 患 や , 実験 的 肺動脈 結 実験 的 肺動脈 栓 等 
に つい て 認め て いる 。A.b. の 拡張 或 は 押 管 増加 の 原因 
的 関係 に つい て は Miller and Wood (1938) は 原発 性 気 
管 支 瘍 で は 拡張 が ある が , 転移 韻 で は A.b. の 拡張 が な 
い 。 之 は 原発 癌 の 出血 に 対す る 反応 と し て 血管 形成 が 来 
る と 説明 し , Wright (1988) は Thoma の 仮説 で 血管 の 
拡張 , 肥厚 を 説明 し , A.b. で は 管 囲 と Collagen の 輔 が 
ある と こと ろか ら 血 管 形成 が 起 る と 言う 。 Liebow (1948) 
は 血管 拡張 は 酸素 其他 の 栄養 物 を 多量 に 送る た め と 解 
し , Cudkowiez and Armstrong (1958) は 拡張 は 血圧 の 
上 昇 と よる と 推測 し て いる 。 以 上 の 如く 多く の 原因 的 要 
約 が ある が , 結局 紫 の A.b. の 拡大 の 原因 は , 先天 性 肺 
動脈 実験 的 肺動脈 結 の 様 に に 小 循 
障 , 肺動脈 血栓 の 如く 部 分 的 な 肺動脈 
せよ , 角 肺 機能 障 の 結果 を 代償 する 目的 を 以 
て A.b. が 拡張 する 場合 と , 肺 病巣 に 生じ た 肉芽 組織 の 
諸 要 素 に 多量 の 酸素 を 供給 する た め ゐ の A.b. 血 流 増加 に 
原因 する 場合 と , 大 きく 二 つ に 分 けら れる と 天 う 。 本 実 
験 例 で は , 再 感 染 と より 多数 発生 る 貝 宏 壁 の 肉芽 組織 
に 酸素 の 供給 の 必要 上 , 閉 明 に 拡張 し た も の で , 後者 に 
属す る も の で ある 。 これ は 関 ある A.b. 及び 関 
係 気管 細 血 管 拡張 の 程度 が , 病巣 以外 の A.b. 
の 拡張 より , 程度 の 強い 事 か ら も 容易 に 理解 され る 。 
実験 例 の A.b. は 到達 後 , 多数 の 細 管 を 新 
生 し て 網状 に 虫 訟 陵 を 取 囲 ん で いる 。 

と の 所 見 は 殆 ん ど 全 部 の 認め られ る が , 部 
に 存在 する は 一 層 明 で ある 。 の 細 血 管 綱 は 
の 交通 気管 る A.b. を 主 と し , 隣接 気管 
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支 の A.b. も 加わ つて 形成 され る も の が , 殆 ん ど 全 例 
で , 各 例 中 の 少数 の 虫 絡 に お いて は , A.b. の 1~2 枝 
が 肺 を 通り , 反対 の 虫 至り , 細 血 管 綱 形成 
に 参与 し て 居る の が 見 られ た 。 と の 所 見 は 内 野 も 1 例 た に 
認め ちら れる が , 私 の 再 感染 実験 例 で は 少数 で は ある が , 
殆 ん ど 全 例 に 認め られ た 。 

虫 に は , 等 細 血 管 の 一 部 が 破綻 し て , 樹脂 が 
出し て いる 。 と が 肺 吸虫 に お ける の 主因 と 
考え る し , 叉 基 る 出血 が 長 引 け ば 長引く 程 血 管 新 生 増加 
を 更に 刺 埋 する と こと に も な る の で あろ う 。 Cudkowicz, 
山下 , 中 村 は 結 に お いて A.b. 由来 の 動脈 
認め , 空洞 か ら の 出 血 は A.b. 由来 の と こと が 多い と 述べ 
て いる 。 こ と これ 等 新生 血管 は , 前 毛細 血管 性 , 或 は 細 動 脈 
性 に A.p. と 史 合 を 営ん ざい る 。 本 所 見 か ら 組 織 学 的 検 

で 認め られ た 組 織 の 細 血 管 は , A.b. に 由来 
する 血管 で ある 事 を 確認 し , A.p. の 対す る 
と は 全く 対照 的 な 所 見 で ある と する 内 野 の 説 に は 人 金 く 同 
意見 で ある 。 

肺 病巣 に 対す る 血管 分 布 に つい て は , Wright (1938), 
青木 (1954), 松尾 (1954), 山下 (1954), 長沢 (1954) が 
肺結核 症 に お いて 本 実験 と 略 々 同様 の 所 見 を 報告 し て い 
る 事 か ら 考 え , 内 野 (1955) は 病原 を 異 に し て も , 肺 に 
形成 され た 肉芽 組織 の 新生 血管 は , A.b. に 由来 し , A.p. 
は 左 程 関 必 し な いと の 報告 は 私 の 実験 例 に お いて も 疑義 
の 余地 は な い 。 

c) 肺動脈 と 気管 動 脈 の 動脈 性 に つい て 

再 感 染 犬 で は A.b. え 樹 脂 を 注入 する と , その 相当 量 
が A.p. を 経て 右 心室 え 流 出し て 来る の を 認め る 。 此 の 
現象 か ら , A.b. と A.p. の 間 に 比較 的 大 き な 史 合 が 存 
に: し て いる 事 が 究 知 出来 る 々 。 鋳 型 標本 を 検索 する に , 2 
例 に お いて 下 辺 部 の 近 に 1.8~ 1.6mm の 
径 で 両者 の 動脈 性 史 合 が あり , 樹脂 が A.p. え 進 行 性 に 
注入 され て 居る の が 認め られ る 。 尚 例 例 に お いて , 既 述 
の 如く , の A.b. 由来 の 血管 を 介し て の 小史 
が あり , と も 0.2~ 0.4mm 程度 の 小史 が 諸 
々 に あつ て , A.p. え の 逆 行 性 注入 を 認め ふる 。 

正常 に お いて A.b. の 肺 循 の 血管 が , 
細管 性 の 史 合 を 営ん で いる 事 は , 多く の 研究 者 の 間 で 一 
致し た 見 解 で あり , 鋳型 標本 で も 認め られ る が , A.b. 
と A.p. と の 間 の 前 毛細 血管 以上 の 史 合 の 有無 関し て 
は 一 致し た 意見 が な い 。 A.b. と A.p. の 動脈 性 史 合 に 
つい て は Liebow (1948, 1949, 1958) は 天 先 性 肺動脈 
狭 気管 拡張 及 び 肺気腫 , Wood (1988) は 肺 


§ 
f 
] 
| 


昭和 34 年 12 月 1959)] 


、 


| 1017 


1018 


結核 症 , Wood 及び Miller (1988) は 訂 肺 症 , 青木 
(1954) は 肺結核 症 , 内 野 (1955) は 犬 肺 吸虫 症 , 神徳 
(1957) は 犬 虫 に お いて 観察 し て いる 。 し か し 
の 様 な 史 合 は , 生理 的 状態 に お いて も 認め られ よう と 云 
う 3 一派 が ある 。 そ の 一 人 Tobin (1952) が 認め た の は 肺 
門 近く に ある 史 合 で 0.4mm と 述べ て いる 。 私 の 再 感 染 
実験 例 の 枝 は 直径 1.3~ 1.6mm で , も 末 偏 
し て いる 事 か らし て も , 明か に 病 的 で あり , 辺 縁 部 に お 
いて も 0.2~ 0.4mm で 前 毛細 血管 より 大 きく , 且つ 多 
数 認め られ , 明か に 病 的 所 見 で ある 。 此 の 動脈 性 史 合 の 
成立 は Liebow (1951), 内 野 (1955) も 述べ て いる 如 
く , 既存 の 毛細 血管 が 拡張 し て 動脈 性 を 
する に 至 つ た と 考え る 。 


実験 的 に 犬 に 肺 吸虫 症 再 感染 を 行 つ て , 肺 血管 系 の 鋳 
型 標 本 を 作製 検索 し て , 次 の 如き 結果 を 得 た 。 

1) 再 感 染 例 に お いて 気管 支 動脈 拡張 の 程度 は 正常 の 
8~4 倍 で , 初 感染 の 拡張 に より も 更 と 大 で ある 。 

2) 肺動脈 は 初 感染 と 同様 に 虫 の 細 の 
少 , 虫 圧迫 と よる 曲 , 血管 の 破綻 の 如き 変化 を 
する の み で , 積極 的 な 反応 は 認め られ な い 。 

8) 気管 起 始 部 か ら 末 に 至る 拡張 , 
行 の 状態 が 一 層 閉 明 且つ 高度 で ある 。 

4) 気管 の 細 管 も 初 感染 に 比 し , 全般 に 
の を 増し て 拡張 し て いる が , 特に お いて 
で ある 。 

5) 気管 動 脈 と 肺動脈 の 動脈 性 形成 が 広汎 に 
つ 多 敷 存在 し , 大 な る も の は 1.6mm と 初 感染 の 2 倍 程 
度 の 拡張 を 示す 。 

終り に 臨み , 終始 急 切 な る 御 指 導 と 御 校 を 賜 つ た 出 
唱 県 立 医科 大 学 病 理学 教授 細川 修治 博士 , 御 援助 を 賜 わ 
つ な 同 教 室内 野 文 宮里 , 種々 御 助 言 を 賜 
わ つ た 研究 科 医 長 福谷 温 博士 , 外科 医長 座 文 雄 博 士 に 漆 
謝 す る と 共に , 絶え ず 叱 嘱 綾 励 を 賜 つ た を 外科 副 医 長 村田 
良平 , 同 横 田 誠 博士 に 厚く 感謝 す . 

人 稿 院長 菊池 武 導 博 士 , 副 院 長 小山 三郎 博士 が 本 研究 に 
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Summary 
Pulmonary vessels in dog paragonimiasis infected 
experimentally were investigated with resin cast. 
1) Bronchiai arterynin the dog reinfected showed 
more dilation than primary one, and showed enlarg- 


ment 3-4 times of normal one. 

2) Pulmonary artery showed similar changes as 
described in previous reports : reduction cf small 
vessells around worm cyst, and rupture of vessels, 
etc. 

3) Bronchial artery showed remarkable enlargment 
and distortion from origin to periphery. 

4) Net-work of small vessels in bronchial wall 
showed more fineness and dilation especially around 
worm cyst. 

5) Numerous anastomosis between bronchial artery 
and pulmonary artery were recognized, and large 
one of them showed about 1,6 mm diameter which 
expanded 2 times enlargement of bronchial artery in 
primary infection. 


附 図 説 明 


に 周辺 の 肺動脈 細 の 状態 を 示す 
虫 の 細 新生 (拡大 ) を 示す 
左右 A.b 相互 の 印 ) を 示す 
拡張 蛇行 の 著しい A.b の 状態 を 示す (f 印 ) 

肺 実質 気 支 A.b の 蛇行 , 拡張 (人 f 印 ) に A.b 相互 の (人 印 ) の 状態 を 
示す 
辺 縁 部 の A.b 並 に 分 枝 の 著 明 な 拡張 , 蛇行 の 状態 を 示す (拡大) 


a) A.b と A.p の 動脈 性 の 状態 を 示す ({ 印 ) b) 細 動 脈 性 


の 新生 を 示す ( 信 印 ) 


A.b と A.p の 動脈 性 史 合 部 (拡大 ) の 状態 を 示す 


] 
1) 
2) 
3) 
4) 
5) 
6) 
7) 
8) 
(177 


【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 第 6 号 


状 免疫 に 関す る 基礎 的 研究 


(1) イヌ 状 に よる 作 モル モッ ト に 対す る 
Arthus 現象 に つい て 


日 本 産 大 学 寄生 学 教室 (指導 清水 重 矢 教授 ) 


(昭和 34 年 8 月 


20 日 受領 ) 


特 別掲 載 


まえ が き 


寄生 虫 免疫 領域 に お ける Arthus 現象 に つい て は 宮川 
(1950), 池田 (1952), 小 宮山 (1954), 山 本 (1956) ら が 
固 虫 抗原 に つい て , 森下 ・ 小 林 ら (1958〉 は 釣 虫 で , 松 
本 ら (1958) は 縮小 条 虫 に つい て それ ぞ れ 本 現象 を 報告 
し て いる 。 

Dimmitis の 免疫 学 的 な 研究 と つい て は , Taliaferro 
が じ ヒト の フラ イラ リア 症 の 診断 に 皮 内 反応 抗原 と し て 用 い 
て か ら , 多く の 研究 者 に よ ょ つて, 皮 内 反応 , 沈降 反応 あ 
る い は 補 体 結合 反応 な どの 免疫 学 的 検索 が 行わ れ た 。 と こと 
れ ら の うち で , 皮膚 反応 に つい て は , Oliver Gonzalez 
が Wachereria bancrofti に 感染 し た ヒト に 対し て , D 
zmmitzs 抗原 に と ょ る 皮 内 反応 を 実施 し 902 以 上 に 陽性 反 
応 を とめ, また McFalzean は 感 作 し た 動物 に D 
mmitis 抗原 に ょ る 皮 内 反応 を お と こない 特 異性 反応 の 出 
現 を みとめ て いる 。 

そこ と で 私 は , これ ら の 免疫 反応 を 検討 する た め に 重要 
と 思わ れる イヌ 糸状 虫 の 抗原 性 と に つい て Arthus 現 祭 を 
示 標 と し て 実験 を お こない , 若干 の 解析 を ここ と ころ みた の 
で 報告 する 。 

実験 方 法 


(1) 感 作 抗原 と 感 作 方 法 に つい て 

イヌ 糸状 虫 の 寄生 し て いる イヌ の 心臓 か ら 貝 体 を 採取 
し て , 食塩 水 で よく 洗 浴 し Homogenizer に よっ つて 磨 砕 
し 真空 度 10*Hgmm 以下 で 乾燥 を お こと こない, と の 


FUMITO KOYAMA : Fundamental studies on the 
immunity of the Filaria (1) Arthus phenomenon in 
guinea pigs sensitized with canine filaria (Dept. 
Parasitology, Nippon Veterinary and Zootechnichal 
College) 
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虫 体 物 質 を 食塩 水 で 抽出 し て 感 作 抗原 お よび 苦 起 抗原 と 

し て 用 いた 。 

感 作 抗 原 は 生理 的 食塩 水 (1 : 100) で 磨 砕 抽出 し た 
も の を 実験 に 供し た 。 感 作 量 は 0.5ml あぁ て 2 日 間隔 で 
8 回 , 各 感 作 群 別に 皮下, 皮 内 お ょ び 腹腔 え 注 射 し , 
Adjuvant 法 に よる 感 作 群 は Freund (1942)〕 の 方法 に 
よっ て パラ フィ ン ・ 脱 水 ラ テラノ リン ( : 1) う を 用 い 
1ml 中 に 貝 体 末 10mg を 添加 し て 作製 し , 3 日 間隔 で 
2 回 , 筋肉 内 に 注射 し て 感 作 を お こと こなつ た 。 実験 に 用 い 
た モル モッ ト は 体重 250~ 800g の 雄 を 選ん で 使用 し 
た 2 

(2) 惹 起 注射 に つい て 

感 作 が 終了 し て か ら 約 8 週間 経過 し て , 惹起 注射 を お 
と な つた 。 惹起 抗原 は 凍結 乾燥 処理 を お こなつ た 虫 体 
を , 生理 的 食塩 水 (1: 100) 抽出 液 を 用 い , pH 7.0 に 
調整 し Chamberland L, で 油 過 を し , 出来 る 限り 無菌 
的 に 処理 を お こなつ た 。 

感 作 モル モッ ト は 背部 を 協 毛 し , さら に ェ バ クリ ー ム 
で 脱毛 し た 局 処 と に 0.1ml の 抗原 を 皮 内 に 注射 し た 。 

(8) 観察 方 法 

Arthus 現象 の 観察 は 緒方 の 法 に よ ょ つて 時 間 的 に 観察 
し た 。 すなわち , (1) 水腫 か ら 発 赤 を 示す も の , (HH) 
充血 を 伴 つ て いる も の , ( 陸 ) 出血 の ある も の , (DMV) 壊 
死 を 伴う も の の 判定 規準 に と よっ つて, 注射 直後 か ら 72 時 間 
経過 きま で 時 間 的 に 観 祭 を お こなつ た 。 

な お , 皮膚 反応 の 腫 服 程 度 を 感 作 群 別に 比較 する 目的 
で , 腫 肛 積 を 円 お よび の 求 積 信 に と に よ つて 算出 レ 
た 。 ま た , 反応 お よび 局 処 の 組織 学 的 検索 に は , 反応 の 
時 期 を 初期 , 中 期 お ょ び 壊 死に 移行 する 後期 の 8 期 に わ 
で お と な っ 


1020 
1 


昭和 34 年 12 月 (1959)】 
第 1 表 皮下 感 作 群 の 反応 成績 
i 3 4 
時間 対 抗 原 対 抗 原 対 抗 対 
0.5024 0.4396 0.4396 0.4946 0.5652 0.4396 0.4396 0.3847 
(0.8x0.8) (0.8x0.7) (0.7X0.8) (0.7x0.9) (0.9x0.8 (0.8x0.7) (0.8x0.79 (0.7x0.7) 
i 1.0362 0.5652 1.0205 0.8635 1.1226 0.6359 1.4287 1.0362 
(1.2x1.1) (0.8x0.9) (1.3x1.0) (1.0x1.1) (1.1x1.3) (0.9x0.9) (1.3x1.4 (1.1x1.2) 
0.7850 0.7065 1.6485 0.9499 1.5687 2.0018 
0.1570 0.1963 0.7850 1.0205 
8 時 (0.5x0.4) 0 (0.5x0.5) 0 (1.0x1.0) 0 (1.0x1.3) 0 
0.0314 0.0314 0.0314 0.4396 
24 時 (0.2x0.2) (0.2x0.2) 0 (0.2x0.2) 0 (0.8x0.7) 0 
0.0314 0.3847 
48 時 0 0 (0.2x0.2) 0 \ 0 (0.7x0.7) 0 
0.1278 
72 時 0 0 0 0 0 0 0 
上 段 は 腫 彩 面 積 cm*, 下段 は 腫 服 径 (mm) を 示す . 
第 2 内 作 の 反応 成績 
6 8 9 
時 間 抗 原 対 抗 原 対 抗 原 対 
: 0.5652 0.3847 0.6359 0.4396 0.3847 0.3768 0.4396 0.4396 
(0.8x0.9) (0.7x0.7) (0.9x0.9) (0.8x0.7) (0.7x0.7) (0.6x0.8) (0.7x0.8) (0.8x0.7) 
1.1304 0.3768 1.4130 0.5024 1.4130 0.5024 1.7663 0.7850 
(1.2X1.2) 0.6x0.8) (1.2x1.5) (0.8x0.8) (1.5x1.2) (0.8x0.8) (1.5X1.5) (1.0x1.0) 
2.0018 2.1352 0.7850 1.3345 1.8683 1.2246 
(1.5x1.7) (1.7x1.6) (1.0x1.0) (1.0xX1.7) (1.7X1.4) (1.2X1.3) 
0.4946 0.1963 0.9420 0.4946 
8 時 (0.7x0.9) 0 (0.5x0.5) 0 (1.0x1.2) 0 (0.7x0.9) 0 
0.1963 0.0471 0.7850 
24 時 (0.5X0.5) 0 (0.2x0.3) 0 (1.0x1.0) 0 6 _ 
0.0314 0.1963 
48 0 0 (0.2x0.2) (0.5x0.5) 0 0 
0 0 0 0 02%0.3) 0 


上 は 腫 面 積 , 下段 は 腫 径 を 示す . 


実験 成績 


I. 各 感 作 群 の 皮膚 反応 

(1) 皮下 感 作 群 の 反応 成績 

実験 た 供し た モル モッ ト は , 感 作 抗原 の 初回 注射 に よ 
つて 暴 常 反応 を みとめ な か つた も の を 選び , 後肢 大 有 部 
外側 の 皮下 に 感 作 抗 原 を 0.5ml ずっ 2 日 間隔 で 38 回 注 
射 し た 。 作 終了 後 , 注射 まで の 約 21 日 間 例 
は と め な か つた 。 

起 注射 は 脱毛 し た モル モッ ト の 背部 対人 , 抗原 
ょ び 減 菌 食塩 水 を 対 央 と し て 注射 し て 時 間 的 に 観察 し 第 
1 表 の ご と き 成 績 を 得 た 。 


いずれ ぁ も 注射 後 2 時 間 ぐ らい まで は 腫 用 面 積 の 変化 が 
著 明 で あつ た が , それ 以後 は 次 第 に 腫 服 も 縮小 し , 充 
血 , 硬 結 な どの 所 見 が み ら れ た 。 

対 照 は 1 時 間 前 後 で いずれ も 腫 月 が 消失 し , 何ら の 異 
常 反応 は みとめ な か つた 。 皮下 感 作 群 に お いで は , 他 の 
感 作 群 に 比較 し て 反応 面積 も 小さ く , 全般 的 に 弱い 傾向 
を し めし て いた 。 

(2) 皮 内 感 作 群 の 皮膚 反応 

感 作 抗原 を 皮 内 に 注射 し て 感 作 す る 方 法 は , 抗原 の 吸 
収 が お そく 生体 の 抗体 産生 が 強い の で 細菌 学 領域 で は 広 
く 用 いら れ て いる 。 

感 作 抗原 0.5ml を 1 日 間 員 で 38 回 皮 内 へ 注射 し て 感 
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第 3 表 腹腔 感 作 群 の 反応 成績 


11 12 13 14 
es _0.4396 0.8470 0.5652 0.5024 0.3847 0.3847 

死 (0.7x0.8) (0.7x0.7) (0.8x0.9) (0.8x0.8) 0.7x0.7) (0.7x0.7) 

a 1.1304 0.7850 1.1840 0.6280 0.7756 1.0205 

(1.2X1:2) (1.0x1.0) (1.5x1.6) (1.0x0.8) (0.9x1.1) (1.0x1.3) 

1.7584 1.7663 1.0362 2.5356 1.7584 

1.1304 1.4287 0.3847 0.7065 

(1.2X1.2) (1.3x1.4) 0.7x0.7) (1.0x0.9) 
0.7850 0.7280 0.1963 
24 時 (1.0x1.0) 0 (1.0x1.8) 9 (0.5x0.5) 0 
0.3140 0.2355 0.0471 
48 叶 (0.8x0.5) 0 (0.5x0.6) 0 (0.3x0.2) 0 
0.1963 0.0942 
72 時 (0.5x0.5) 0 (0.3x0.4) 0 0 0 
上 段 は 腫 服 面 積 . 下段 は 腫 服 径 を 示す 。 
第 4 表 Adjuvant 感 作 群 た よ ょ る 反応 成績 
0 1 2 3 4 
間 、 抗 原 対 抗 原 対 抗 対 抗 対 
、 0.5024 0.4396 0.4896 0.4946 0.5652 0.4396 0.4396 0.3847 
(0.8x0.8) (0.8x0.7) (0.7x0.8) (0.7x0.9) (0.9x0.8) (0.8x0.7) (0.8x0.7) 0.7x0.7) 
ig 1.0362 0.5652 1.0205 0.8635 1.1226 0.6359 1.4287 1.0362 
(1.2xX1.1) 0.8x0.9) (1.3x1.0) (1.0x1.1) (1.1x1.3) (0.9X0.9) (1.3x1.4) (1.1x1.2) 
0.7850 0.7065 1.6485 0.9499 1.5687 2.0018 1.5687 
(1.0x1.0) (1.0x0.9) (1.5x1.4 (1.1x1.1) (1.7x1.7) 
0.1570 0.1963 0.7850 1.0205 
8 時 (0.5x0.4) 0 (0.5x0.5) 0 (1.0x1.0) (1.0x1.3) 0 
0.0314 0.0314 0.0314 0.4396 
24 時 (0.2x0.2) 0 (0.2x0.2) 0 (0.2x0.2) (0.8x0.7 0 
0.0314 0.3847 
48 時 0 0 (0.2x0.2) 0 0 (0.7x0.7 0 
72 時 0 0 0 0 0 0 0 0 


上 段 は 腫 用 面積 . 下段 は 腫 月 径 を 示す 。 


作 を お こなつ た 。 感 作 終 了 後 か ら 苦 起 注 射 ま で の 期間 に 
角 死 し た も の は な か つた が , 感 作 し た 局 処 が 惹 期 注射 の 
前 に Arthus 現象 様 の 皮膚 反応 を 出現 し た も の が あつ た 
(No. 

本 群 で は 局 処 の 発赤 , 硬 結 や 震 死 が 閉 明 に 出現 し , 腫 
彩 面 積 も 他 の 惑 作 群 に 比較 し て 強い 傾向 を 示し , その 上 成 
績 は 第 2 表 と に 示す と お り で ある 。 

(38) 腹腔 内 感 作 群 の 皮膚 反応 

と の 感 作 方 法 は , きわ や め て 普通 に 行わ れ も て いる 方 法 
で , イヌ 状 の 感 作 抗原 を 0.5ml, 2 日間 3 回 実 
施し レ た 。 


(180 ) 


感 作 処置 と に よっ つて 4 例 中 1 例 (No. 11) に 異常 な 反応 
が みとめ られ た 。 すなわち, 第 8 回 目 の 感 作 直 後に アナ 
フイ ラキ シー 様 の 症状 を 発現 し て 8 分 後に 牙 死 し た 。 成 
績 は 第 3 表 に 示す と お り で ある 。 

(4) Adjuvant 法 に こよ ょ る 感 作 群 の 皮膚 反応 

私 は , 感 作 抗原 の 吸収 を 緩徐 に し , 生体 の 抗体 産生 を 
高め , な お 注射 回 数 を 少く する 目的 で Freund (1942) 
の 方 法 に 浴 ん じ て Adjuvant を 作製 し て 感 作 を お こと こなつ 
た 。 

Adjuvant は 流動 パラ フィ ン ・ 脱 水 ラ テラノ フ ノ リン (て マ : 1) 
の 1ml 中 に 貝 体 末 10 mg を 添加 し て 調製 し た 。 と の 


2 
» 
« 


昭和 34 年 12 月 (1959)】 
第 5 各 感 作 群 の 反応 平均 ( 腫 積 ) 
時 間 平 対 平 平 対 平 均 
= 0 0.4867 0.4396 0.5064 0.4102 0.4573 0.5297 0.4691 0.4259 
”) 10 分 1.1520 0.7827 1.4307 0.5417 1.1830 0.9886 1.0832 0.6928 
60 分 1.1510 0.8063 1.8350 0.5024 1.9567 0.6987 1.9135 0.3513 
3) 8 時 1.5397 0.5805 0.5319 0 0.9734 0 0.7752 0 
3 24 時 0.1335 0 0.2057 0 0.4730 0 0.4730 0 
6) 48 時 0.0962 0 0.0569 0 0.1727 0 0.3224 0 
72 時 0.0320 0 0.0118 0 0.0844 0 0.1026 0 
第 6 表 緒方 の 法 に ょ る 各 感 作 群 の 判定 成績 
時 間 30 分 60 分 6 時 10 時 24 時 48 時 
2 I — — — — I — I — 
» 腹 感 I — I — 一 一 
A== 原 , C= の 食 の 反応 
Adjuvant 0.5ml を 38 日 間隔 で 2 回 , 後肢 の 大 肌 部 外側 果 が 得 ら れ た 。 
の 筋肉 内 へ 注射 し て 感 作 を お こと こなつ た 。 皮 冒 反応 の 腫 服 面 積 は , 皮 内 , 腹腔 人 お よび Adjuvant 
む 感 作 処 置 に よる 異常 反応 は みとめ られ ず , 第 4 表 の と よ 感 作 群 は 著 明 な 差 は と め ら れ な か つた が , 皮下 感 作 君 
うな 良好 な 成績 を 得 た 。 に お いて や や い ずれ の 作 に お 
さき に お こと な つた 内 お ょ び 腹 内 感 作 いずれ いて も Arthus 現 成立 を た 。 
も 感 作 処 置 に よっ つて 異常 反応 の 出現 し た も の も あつ た TI. 反応 局 処 の 所 見 
が , Adjuvant 群 は その よう な こと と も な く 望ま し い 実 験 感 作 モル モッ ト に 対す る 反応 局 処 の 腹 肛 に つっ ついては, 
成績 が 得 ら れ た 。 さき に 記載 し た よう に , 腫 肛 面 積 と よ ょ つて 比較 を お こと な 
) (5) 感 作 群 別 の 反応 の き と め ヽ , 反応 程度 の 判定 に つい て は 緒方 の 法 に よっ つて 観察 し 
以上 の よ ee 各 感 作 群 に ょ っ て 反応 の 発現 する 態度 a 
に 差異 が 。 すなわち , 反応 の 強弱 は 抗体 量 に よ すなわち , 1 は 軽度 の 発赤 , TI は 発赤 , 詰 は 出血 , WV 
) る 影 ii iC A よ ょ つて , 抗体 産生 の 程度 が あ は 壊死 で ある 。 局 処 の 判定 成績 と つい て は 各 感 作 群 と も 
» る と 思わ れる が , これら を 一 括 す る と 第 5 表 の よう な 結 惹起 注射 と よる 反応 の 程度 と 同じ 傾向 を 示し , 皮膚 反応 
(181 ) 


. 


第 7 表 反応 局所 の 組織 学 的 所 見 


群 No 時間 反応 組織 学 的 所 見 

5 

浮腫 , 出血 は 少な く , 細胞 浸潤 は み 
さ 4 24 I と あめ られ な い 

作 72 浮腫, 出血 あり 細胞 あり 

感 8 

72 

腹 24 i 浮腫 は 少く な い が , や や ゃ 細胞 浸潤 を 
腔 a みとめ あめ る 

13 48 周囲 の 細胞 著 明 

1 24 I 浮腫 , 出血 は ほとん ど み と め あめ ない 


(HE 染色 た にょ る 所 見 ) 


の 腫 服 が 強く 発現 し た Adjuvant 感 作 群 が 反応 局所 の 所 
見 る また 強 か つ た 。 

対照 の 生理 的 食塩 水 は 金 例 と も 注射 後 か ら 約 1 時間 ぐ 
らい で 消失 し , いずれ る も 組織 障害 は みとめ られ な か つ 
た 。 判定 成績 は 第 6 表 の よう た な 結果 を 得 た 。 

組織 学 的 検索 

イヌ 虫 の 免疫 , と くに Arthus 現 人 に つい て 
を お こと な うた め に , 皮膚 反応 や 反応 所 見 を 検索 を お と な 
つた が , アレ ルギー の 立場 か ら Arthus 現象 の 反応 局 処 
の 病理 組織 学 的 な 変化 と つい て も を も 検索 する 必要 が ある 。 

Arthus 現 の 局 に お ける 組織 像 に つい て は Fré- 
chlich や Gerlach (1928 う が 詳細 に 観察 し 血管 壁 の 凶 
, 血 , 細胞 出 , 出血 な ど を あげ て いる 。 て その 
後 , 多く の 研究 者 に よ ょ つて , ほほ 次 同様 の 所 見 が みとめ ら 
れ て いる 。 

私 は , 反応 局 処 の 病理 組織 学 的 検索 を お と こない 第 マ 表 
の ご ど ご と き 成 績 を えた 。 


総括 お よび 


イヌ 状 虫 の 乾燥 虫 体 の 生理 的 食塩 水 抽出 液 
(1: 100) を 感 作 抗 原 と し て 。 モル モッ ト の 皮下 , 皮 
内 , 腹腔 お よび Adjuvant 法 に よ ょ つて 感 作 を お と ない, 
8 週間 後に 惹起 注射 を 施し て , 各 感 作 群 と も 全 例 に Ar- 
thus 現象 の 成立 を みとめ た 。 

感 作 方 法 が 異な る と 反応 の 出現 に 差異 が みとめ られ 
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た 。 すなわち , 反応 局 処 の 腫 有 面 積 や 病理 組織 学 的 変化 
の 程度 な ど に 強弱 の 差異 が み ら れ , 各 感 作法 で 腹腔 お よ 
び Adjuvant 法 に よる 感 作 群 の 反応 が 比較 的 高度 で ある 
と と が みとめ られ た 。 

Arthus 現象 の 強 さ は , 感 作 に ょ る 生体 の 抗体 価 た に 比 
例 す る と こと が , 緒方 ら (1941) に と よ ょ つて 報告 され て いる 
が , 感 作法 が 異な る と 生体 に 産生 され る 抗体 の 量 的 な 差 
早 が 生じ , その 結果 反応 に も 強弱 の 差 が みとめ られ る も 
の と 考え られ る 。 

Freund の 方 法 に 準じ て , 流動 パラ フィ ン ・ 脱 水 テ ラノ 
リン に よる Adjuvant を 作製 し 実験 を お こない , 感 作 方 
法 と し て 望ま し い 結 果 が 得 ら れ た 。 

山本 (1956) は 回 虫 体腔 液 に と に よる Arthus 現 つい 
て , 感 作 の 前 処置 が な され て いな い モ ル モ ッ ト が , 初回 
注射 に アナ フラ イラ キシ ー あ る い は Arthus 現象 様 反 応 を 
出現 する こと が あり ,。 モル モッ ト は 本 実験 に は 適し て い 
な いこ と と が 報告 され て いる が , イヌ 糸状 虫 に つい て は , 
各 感 作法 と も 初回 注射 と よる 反応 の 出現 は め ら 
れず , 従っ て と この 点 に つい て は , 何ら の 考慮 を せ ず に 実 
験 を お こなつ た 。 

さき に 私 は , 阿久 沢 ら (1958) と イヌ 糸状 虫 体 抗 原 を 
イヌ の 皮 内 に 注射 し て , 即時 性 の 特異 的 な 反応 が 出現 す 
る と と を 報告 し た が , 皮膚 反応 が 遅 発 性 の Arthus 現 介 
型 あ る い は ,。 即時 性 反応 で 組織 障害 を 残さ な いも の と に 
つい て は , お な じ 抗 原 を 用 いて も , 感 作 モル モッ ト の 場 
合 は 遅 発 性 の Arthus 下 祭 を 出現 し , ヒト の 場合 は 即時 
性 反応 が みとめ , これら の 反応 型 は 抗原 濃度 ある い は 感 
作 に ょ る 抗体 量 な ど が 重要 な 因子 と 推定 され る 。 


ま と 


イヌ 糸状 虫 の 凍結 乾燥 虫 体 末 を , 生理 的 食塩 水 (1 : 
100) で 抽出 し た 抗原 を 種々 な 感 作 方 法 に よ つ て モル モ 
ッ ト を 感 作 し , Arthus 現 祭 を 比較 観察 し , 次 の よう な 
結果 を 得 た 。 

1) 皮下 , 皮 内 , 腹腔 お よび Adjuvant 法 に よる 各 感 作 
群 と も Arthus 現 象 の 成立 を みとめ た 。 

2) Adjuvant 法 に よる 感 作 群 は , 他 の 感 作 群 に 比較 
し て 感 作 処置 に よる 異常 反応 も な く , 局 処 に お ける 反応 
も 著 明 に 出現 し 望ま し い 感 作 方 法 と 思わ れる 。 

終り に 臨み , 終始 御 る 御 指導 な ら び に 御 を 
賜 つ た を 清水 重 矢 教授 た に 衣 心 よ り 深 謝 い た し ます . 

本 の 要 昭和 33 年 , 日 本 寄生 虫 学会 27 回 総 
会 に た に ぉ いて 発表 し た . 
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昭和 34 年 12 月 (1959)] 


< 


(A) 皮下 感 作 群 (No. 1) (10 時 間 ) 
皮下 毛細 血 周囲 の 浸潤 と 筋 線維 の 軽 の 膨 化 
(B) 皮 内 感 作 群 (No. 6) (10 時 間 ) 
皮下 毛細 血管 周囲 の 円 形 細胞 よび 皮下 織 
腫 , 結合 織 の 膨 化 


1) 阿久 沢 実 ・ 小 山 二 三 人 ・ 小 栗 菊 夫 (1958) : 犬 フイ 
ラリ ア 症 の 皮 内 反応 に つい て , 日 本 油 医師 会 誌 , 11 
(1) , 32-35. 一 2) 池田 稔 正 (1952) : 回 虫 抽 出 物 の ア 
レル ゲン 性 並び に 抗原 性 に 関す る 実験 的 研究 , 第 3 編 , 
回 虫 物 質 に ょ る Arthus 現象 , 医学 研究 , 22(1), 66- 
74. 一 3) 伊藤 実ら (1958) : アレ ルギー, 金原 出版 , 

東京 。 一 4) J. Freund, & K. McDemott (1942) : 
Sensitization to Horse Serum by Means of Adjuvants. 
Proc. Soc. Exp. Biol. Med. 49, 548-553. —5) J. 
Oliver Gonzalez (1953) : Intradermal Reactions to 
Schistosome and Filaria Antigens in Patients before 
and after Treatment of the Parasitic Infections. J. 


(C) 腹腔 感 作 群 (No. 12) (10 時 間 ) 
上 度 下 毛細 血管 周囲 性 の 細胞 浸潤 

(D) Adjuvant 感 作 群 (No. 16) (10 時 間 ) 
皮下 毛細 血管 周囲 の 円 形 細胞 浸潤 # ょ び 皮 下 織 の 高 
度 の 浮腫 


Trop. Med. Hyg. 2(1), 79-84. 一 6) 小宮 山 隆 三 
(1954) : 回 虫 物質 に ょ る 腸 , 肺 及び 皮膚 の アレ ルギー 
注 反 応 の 研究 , III, 回 虫 乳剤 経口 感 作 に ょ る 皮膚 及び 
腸 壁 の Arthus 現象 に つい て , 寄生 虫 学 雑誌 , 3(4), 
270-277. 一 7) 宮川 (1950) : 回 アレ ルギー 
に 関す る 研究 , 縮合 医学 , 7(15) , 728-732。 一 8) 緒 
方 富雄 (1940) : Arthus 現象 を 規定 する 因子 た に つ いて, 
日 本 病理 学会 誌 , 30,386-389. 一 9) 山本 好 明 (1956) : 
固 虫 体 腹 液 に た ょ る Arthus 現象 た つい て , 1, モル モ 
ッ ト を 用 いた 実験 的 研究 , 寄生 虫 学 雑誌 , 5(1), 78- 
83. 一 10) 山本 好 明 (1956) : 回 虫 体腔 液 に た ょ る Arthus 
現象 た について, 3, 抗原 性 及び 特異 性 に 関す る 研究 , 
虫 学 雑誌 , 5(3) , 350-357. 


1025 

Be 
写真 説明 
(183 ) 


1026 


Summary 
The freeze-dried body of Dirofilaria immitis was 
subjected to extraction with physiological saline, the 
extraction rate being 1:100. With this extract as 
sensitzation antigen, sensitization was performed on 
guinea pigs by the subcutaneous, intradermal, and 
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intraperitoneal routes and the adjuvant method. 

The Arthus phenomenon was compared among 
the experimental groups under the different sensitiza- 
tion methods, by using a 1:1,000 extract of the 
sensitization antigen as inducing antigen. Asa result, 
it was clarified that the adjuvant method was the 
most desirable one for sensitization. 
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地方 支部 大 会 演題 目録 


第 6 回 日 本 寄生 虫 学会 北日本 支部 大 会 


期 日 
会 場 
会 長 


説 
1. 胃 思わ せ た 胃 寄生 症 の 一 例 
中 野 晋 一 (福島 医大 病理 ) 
! 岡本 二郎 (福島 医大 外科 ) 
2. サン ト = ン , カイ = ン 酸 剤 と による 法 に つ 
いて (第 一 報 ) 移 川 二郎 ・ 新 井 鹿 一 郎 ・ 
根本 治 (気仙 沼 移 病院 ) 
3. 塩化 そ テ チ レン (テト レン ) 及び ウオ ー ミ ン 億 用 に 
ょ る 多 集団 法 の 検討 特に テト レン の 
量 た つい て 
高 仲 幹雄 ・ 伊 藤 正 敏 ・ 雲 出 正 (東北 大 黒川 内 科 ) 
4. 虫 効果 に ける Santonin と Ceoleretica 
と の 関係 に 関す る 研究 IL Choleretica と Santo- 
nin の addition compound 及び eutectic mixture 
に 就 て (Thermal analysis) 
林 平 三郎 ・ 関 二 ・ (北大 薬学 ) 
. 虫 効果 に 於 ける Santonin と Chaleretica 
と の 関係 に 関す る 研究 III. Choleretica-Santonin 
addition compound と Choleretica の シマ ミミ ズ 
神経 筋 及び 豚 興 虫 の 運動 に 及ぼ す 影 響 
林 三郎 ・ 関 口 (北大 薬学 ) 
演題 追加 に ょ る 土 中 寄生 虫 の 実験 
横内 造 ( 病理 ) 
6. 十二指腸 胆 に 発見 され た 寄生 虫 要 年 次 


(185 ) 


昭和 34 年 7 月 14 日 
飯坂 温泉 花 月 旅館 ホー ル 
北村 四 郎 


大 原 管 一朗 


津島 恵 今 ・ 平 野 敏 雄 ・ 
柴田 ( 外 科 ) 
7. 宮城 県 た お ける 腸管 内 の 状況 (続報 ) 
山形 ・ 高 仲 幹雄 黒川 内 科 ) 
8. 多 房 性 テヒ ノ ュ ックス の 二 症 例 ’ 
市 川 穂 (北海 道 衛 研 ) 
9. 多 房 性 包 虫 症 初 期 像 に 関す る 知見 
大 林 正 士 (北大 ) 
. 多 房 性 包 虫 に お ける 内 生 娘 胸 形 成 に つい て 
坂本 司 (北大 医 ) 
11. 日 本 住 血 吸 虫 寄生 に ょ る 直腸 癌 の 一 例 
深田 三 夫 (福島 医大 産 婦 ) 
吉成 道上 蔵 ・ 秋 本 文夫 (福島 医大 外科 ) 
. Echinostome trematode ( 科 ) の 一 症例 
横内 幸 造 ・ 水 谷 昇 ( 肥 大 病理 ) 
・ マウス の Myobia musuloides に つい て 
山下 次 郎 (北大 険 医 ) 
胆 内 に ダ = を 証明 し た 原発 性 類 症 の 一 例 
門馬 芳 資 (福島 医大 楠 内 科 ) 
北海 道 の 野 削 た 寄生 する マダ = 類 た に つい て 
大 野 工 門 (北海 道 研 ) 
特別 講演 
我 が 教室 に お ける 包 虫 症 の 調査 と 実験 的 研究 
山下 郎 (北大 医 ) 


的 推移 


14. 


15. 
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10. 


13. 


14. 


15. 


. ミヤ イリ ガイ の 研究 (16) 


. ミヤ イリ ガイ の 研究 (17) 


[寄生 学 雑誌 ・ r 8 ・ 第 6 


第 19 回 日 本 寄生 虫 学会 東日本 支部 大 会 


期 日 


昭和 34 年 10 月 30 日 


会 場 千葉 大 学 医 学部 


会 


演 説 


・ 赤痢 ー バ の 学 的 研究 特に 感染 防 作 


つい て 奥 鳥 ( 北 研 ) 


. 人 精液 中 ょ り の 騰 ト リュ モナ ス 検 出 成績 


大 村 ( 大 寄生 ) 


. トキ ッ プ ラス マ ( プ ソ ッ イ ド チ ステ 形成 株 ) の 感染 


上 田 人 寄生 ) 
Oncomelania noso- 
か hora と O. hupensis と の 次 本 試験 , F。 の 形成 

小宮 義孝 ・ 小 島 邦 子 ・ 小 山 力 ( 予 研 寄 生 貝 ) 
ミヤ イリ ガイ の 呼吸 
柳沢 十 四 和男 ( 予 研 寄生 虫 ) 


に よる 免疫 に つい て 


に つい て :.(2) 


・ の 節 的 消長 岡本 ( 昭 医大 医 動物 ) 
・ の 殺 に 関す る 基礎 的 研究 (第 2 報 ) 


佐々 学 ・ 坂 意 三 浦 昭 子 ( 伝 研 寄生 ) 


術 を 施行 し た 症例 に 合併 を せる 日 本 


症 に 就 い て 鈴木 恵 之 助 ・ 沢 文 
本 間 康 正 ・ 磯 野 可 一 ・ 青 木 敏郎 ( 千 大 中 出 外科 


. 日 本 住 血 吸 虫 症 の 治療 及び 予防 に 及ぼ す 7Y-glo- 


bulin の 影響 
佐藤 重 房 ・ 河 野上 恵 ・ 長 崎 宗俊 ( 群 大 衛生 ) 
Antimony-a, e«-dimercapto-potassium saccinate 
(TWSb) に よる 日 本 住 血 吸 虫 症 の 治療 実験 
太田 ( 山 研 ) 小宮 義孝 ( 予 研 寄 生 ) 
Pseudobilharziella corvt Yamaguti, 1941 の 発 
育 伊藤 二郎 ( 静 大 保 ) 
福島 県 に お ける 肺 吸虫 症 の 一 新 流行 地 
大 満 ( 新 大 医 動物 ) 
神奈 川 県 津久井 郡 に お ける ヒメ モノ アラ ガイ に 
関す る 研究 (1) 
磯田 正 恵 ・ 吉 村 市 郎 (日 獣 大 病理 ) 
肝 蜂 原虫 薬 に 関す る 研究 L 数 種 薬 剤 , 特に 
ビ チ オ ノー ル と ヘキサ クセ ソン の 比較 
上 野 計 ・ 辺 昇 蔵 ・ 藤 田 ( 家 試 ) 
東京 都 監察 医務 院 に お ける 7 月 , 8 月 , 9 月 , 
10 月 , 4 ヵ月 間 の 体 消化 管内 生 検査 成績 


川 


(186 ) 


16. 


47. 


2. 


26. 


27. 
28. 


29. 


30. 


義男 ・ 他 12 名 (日 医大 内 科 ) 
セ ファン 層 抹 法 の 検討 
小宮 義孝 ・ 小 林 昭 夫 ・ 熊 田 三 由 ・ 
久 津 見 晴彦 ・ 小 島 邦 子 ( 予 研 寄生 虫 ) 
発育 各 期 の ゲ ュー ゲン 及び 実験 感染 初 
期 に お ける 肝 並 びに 血 中 糖 質量 の 変化 
川副 泰 時 ( 慶 大 寄生 貝 ) 


・ 遇 虫 卵 の 低温 に 対す る 抵抗 力 に 関す る 研究 


富田 俊雄 ・ 坂 本 刻 吾 (日 本 冷蔵 K.K. 研究 所 ) 


. に 関す る 研究 (IID) 


分 島 整 ・ 小 津 茂 弘 ・ 会 田 叫 次 郎 (埼玉 術 研 ) 


・ 飼 液 の 免 化学 的 研究 (第 報 ) 


阿久 沢 実 (日 寄生 


. 体 及 びそ の 飼 液 の Histamine に つい 


て 宮川 雄一 郎 ・ 板 東 丈 夫 ( 順 大 薬理 


2. 各 年 於 ける 犬 の 沈降 反応 に 関す る 研 


究 原 一 男 ( 理 医 大 内 科 ) 


多 試験 管 法 の 養 条件 に 関す る 検 


松尾 ・ 福 井 正信 ( 伝 研 寄 生 ) 


24. 千葉 県 農村 部 落 に お ける 多 の 新 再 感 状 況 


島田 光 重 ・ 内 田 昭 夫 ・ 柳 沢 利 喜 雄 ( 千 大 公 衛 ) 
性 成因 に 関す る 研究 第 2 報 第 四 期 
液 と ょ る 血 に つい て 
猿田 栄助 ( 横 医 大 寄生 虫 ) 
実験 的 多 虫 症 の 感染 と 免疫 1. マウ ス に お ける 
経 感染 実験 
河野 恵 ・ 沢 田 利 貞 ・ 木 下 東洋 ( 群 大 衛生 ) 
中 上 
釣 虫 原虫 薬 の 副作用 と その 対策 (1) 四 塩 化 テ チ 
レン 及び 1-Brom-naphthol (2) の 副作用 の 検討 
石崎 達 ・ 久 津 見 晴 導 久 子 ( 予 研 寄 生 ) 
Bephenium 誘 遵 体 (E 150, 151, 152, 153 仮称 ) 
に 依る 多 成績 
伊藤 享 ・ 大 村 益 一 ・ 河 野 靖 (日 医大 内 科 ) 
治療 後 の 隔 調査 成績 
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昭和 


31. 


39. 


43. 


44. 


45. 


46. 


47. 


34 年 12 月 


. ミヤ イリ ガイ の 研究 (19) 


(1959)] 


沢 (横浜 病院 内 科 ) 
室内 に お ける の 寿命 に つい て 
小 ( ) 稲垣 元 ( 林内 科 ) 
示 説 


. 赤痢 アメ ー バ の 実験 感染 動物 に お ける 血清 反応 


と 病理 組織 学 的 所 見 福原 交 明 ( 慶 大 寄生 虫 ) 


. 膝 ト リュ モナ ス の 誰 マ ウス 病原 性 の 株 に ょ る 差 


に つい て 京 吉 寄生 虫 ) 


. 数 種 動物 血 消 の バラ ンチ ジウ ム の 生活 力 に 対す 


陵 功 ( 大 寄生 ) 
中 止 


る 作用 


. トキ ッ プ ラス マ の プッ ソイ ド チ ステ の 生物 学 的 性 


状 に 関す る 研究 憲三 寄生 ) 


. トキ ッ マップ ラス マ に 関す る 研究 (2) 実験 動物 と し 


て の マウ ッ ウス に つい て (続報 ) 
石井 俊雄 ・ 小 林 昭 夫 ・ 小 出力 ・ 熊 田 三 由 ・ 
小宮 義孝 ( 予 研 寄 生 虫 ) 


. Sabin-Feldman 反応 (トト キップ ラス マ 症 ) の 肺 結 


核 患 者 に お ける 態度 に つい て 
小 岐 誠司 ( 新 大 医 動物 ) 
ミヤ イリ ガイ の 研究 (18) 新造 a ュ コン クリート 水 
槽 内 に お ける ミヤ イリ ガイ の 死亡 状況 
小宮 義孝 ・ 橋 本 直 ・ 小 山 力 ( 予 研 寄 生 虫 ) 
ミヤ イリ ガイ の 行動 , 
と り わ け け 暗黒 下 の それ に つい て 
一 男 ・ 田 中 ( 予 研 寄 生 ) 


. 日 本 住 血 吸 虫 症 の 免疫 学 的 研究 UV) 


^~ 佐藤 宣 房 ・ 中 島 妙 子 ( 群 大 衛生 ) 


2. Glucosamine に よる 日 本 住 血 吸 虫 症 治 療 試 験 


小宮 義孝 ( 予 研 寄 生 虫 ) 佐々 木 孝 
(由梨 小笠 原 保健 所 ) 飯島 利彰 (山梨 医 研 ) 
ェ キ ノ ス ト マ ・ ス ペチ アリ ス の 人 体 寄 生 の 二 例 


太田 秀 浄 (山梨 医 研 ) 
北海 道 大 夕張 地区 こ おぉ ける 寄生 虫 の 疫学 に 
関す る 研究 白坂 意 魚 谷 和 


三浦 昭子 ・ 佐 々 学 ・ 笑 沢 庄 三 ( 伝 研 寄 生 虫 ) 
界面 活性 例 の 応用 に ょ る 卵 の 生死 鑑別 ( 
尿 内 及び 温熱 処置 の 卵 つい て ) 
奥村 和夫 (日医 大 内 ) 
ミミ ズ 体 内 に お ける 犬 遇 虫 卵 の 解 化 に つい て 
石井 俊雄 ( 予 研 ) 
各 年 齢 犬 に た 犬 映 虫 を 感染 せしめ た 場合 の 病理 組 
見 浩 (日医 大 内 科 , 酒田 病院 ) 


(187 ) 


48. 


49. 


54. 


55. 


56. 


57. 


58. 


59. 


61. 


62. 


63. 
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ドウ モイ 酸 に ょ る 集団 効果 
小宮 義孝 ・ 小 川 初枝 ・ 小 島 邦 子 ・ 
熊田 三 由 ( 予 研 寄 生 虫 ) 
条 関す る 研究 マン ッ ン 頭 条 虫 の 
分 画 抗原 に ょ る Arthus 現象 に つい て 
小栗 菊 夫 (日 獣 大 寄生 虫 ) 


. 犬 の 多 時 に 於 ける 排 残存 部 位 に け 


る 関係 海野 泉 (日 医大 内 科 , 酒田 病院 ) 


. 四 塩 化 そ テ チ レン と 界面 活性 剤 (ネオ コー ル S.W) 


の 併用 に ょ る 多 成績 
河野 靖 (日 医大 内 科 ) 


2. 測度 浸 に 於 ける 集団 沢田 利 貞 ・ 


佐藤 重 房 ・ 追 川 実 男 ・ 永 田 泰 之 助 ( 群 大 衛生 ) 


3. 4・ ヨ ミー ド チ モー 製剤 に よる 多 集団 効果 


と 副作用 小宮 義孝 ・ 小 林 昭 夫 ・ 小 川 初 枝 ・ 
久 津 見 晴 小 島 邦 子 ・ 田 三 由 ( 研 寄 虫 ) 
ホル マリ ン に よる 多 , 東洋 毛 様 虫 , 
感染 仔 虫 の 生死 鑑別 
菅沼 洋 達 ・ 岩 出 太 郎 ・ 徳 地 清 六 ( 横 医大 寄生 虫 ) 
虫 の 研究 仔 虫 の 検出 法 
菅沼 達 ( 横 医 大 寄生 ) 
上 症 に 関す る 研究 (2) 時 の 家族 内 感染 に つ 
いて 小川 初枝 ( 予 研 寄生 虫 ) 
養護 施設 徳 学 園児 の の 実際 
高橋 (大 田原 市 ) 
チ アザ ニン に よる 等 の 効果 
小宮 義孝 ・ 石 崎 達 ・ 藤 沢 俊 雄 ( 予 研 寄生 虫 ) 
鈴木 ・ 中 川 名 (東京 寄生 予防 協会 ) 
デ チ アザ ニン (エー ザイ 提供 ) の 駅 虫 効果 
沢田 利 貞 ・ 佐 藤重 房 ・ 長 崎 宗 俊 ・ 
永田 泰之 助 ( 太 生 ) 


. 人 体 審 生 線 虫 卵 と まぎらわしい 人 恒 中 の 不明 線 


虫 卵 た につい て (2) 根 交 線 虫 卵 の 抵抗 性 と その 変 


性 像 
黒野 由 治 ・ 島 き ・ 柳 沢 利 雄 (和子 大 公 衛 ) 
犬 糸 状 虫 の 診断 法 の 評価 


大 小 林 上 ・ 久 米 清治 (東農 工大 

河野 恵 ( 群 太 衛生 ) 

奄美 大 島 に お ける 状 症 の 地域 除 成績 ( 
報 ) 

株 滋 生 ・ 池 庄司 敏明 ・ 佐 々 学 ( 伝 研 寄生 虫 ) 

田中 寛 ( 東 医 歯 大 公 衛 ) 泉 態 一 ( 鹿 大 熱 研 ) 

Dirofilaria immitis の 免疫 学 的 研究 IV. Micro- 
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64. 


69. 


filaria の 抗原 性 小山 二 三 人 (日 光大 寄生 躍 ) 
上 見 出さ れ た 一 新 「 オ ン 虫 」 

林 江 生 ( 伝 研 寄 生 虫 ) 田中 寛 ( 東 医 歯 大 公 衛 ) 


. 白鳥 より 見 出さ れ た 糸状 虫 に つい て 


林 滋 生 ( 伝 研 寄生 虫 ) 大 鶴 正 満 ( 新 大 医 動物 ) 


. 虫 の 研究 (第 V 報 ) て 捕 され た 

ッ ペ ン 鴨 の 多頭 虫 木原 緑 (目黒 寄生 虫 館 ) 
演 説 

. 時 検索 の 再 検 対 高橋 (大 田原 市 ) 


の 学 に 関す る 研究 保育 園内 ける 


に つい て ・ 小 島 久 一 ・ 大 前 
(飯田 市 公衆 保健 協会 ) 林 小 生 ( 伝 研 寄生 虫 ) 
半 虫 症 に 関す る 研究 (1) 足利 地方 の 幼稚 園児 , 
学童 及び 産婦 人 科 外 来 患者 の 時 虫 卵 調査 と 原虫 
試験 小川 初枝 ( 予 研 寄 生 虫 ) 


70. 


第 15 回 日 本 寄生 虫 学会 西日本 支部 大 会 


昭和 34 年 11 月 7・8 日 


. Rhabditoides sp. の 酸素 消費 量 


・ 頭 の 研究 (第 IV 報 ) 


【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 第 6 号 


(示説 ) 里 虫 免疫 に 関す る 実験 的 研究 (1) ウマ 
抗原 に ょ る Arthus 
清水 重 ・ 久 沢 実 (日 寄生 躍 ) 


. Strongyloides ratti の 生成 数 と 排卵 関 


係 に つい て 天野 良治 ・ 田 中 寛 ( 東 医 歯 大 公 衛 ) 


. 犬 糸 状 虫 と に 及ぼす Dithiazanine の 影響 ( 子 報 ) 


大 石田 小 林 茂 ・ 久 米 (東農 工大 獣医 ) 


3. コッ トン ラッ ト 虫 を 用 いた 虫 症 の 化学 


療法 に 関す る 研究 (第 2 報 ) 佐藤 孝 閑 ・ 
佐々 学 ・ 林 洲 生 ・ 佐 藤 金 作 ( 伝 研 寄生 忠 ) 
国井 喜 章 ・ 
気賀 沢 和 和男 ・ 石 橋 信義 (関東 東山 農 試 ) 
Centrorhynchus 
elo-ngatus Yamaguti の に 於 ける 雌雄 の 
木原 緑 (目黒 寄生 虫 館 ) 


広島 市 平和 記念 館 


. ポリ ェ エチ 袋 と ガラ ス 法 に ょ る 多 虫 卵 検出 比較 


佐野 健二 ( 呉 寄生 虫 研 ) 


・ 京都 府 北部 地区 と お ける 人 体 調査 


佐藤 夫 ・ 谷 敏男 ・ 青 野 宏 ・ 
加藤 旬 郎 ( 京 府 医大 医 動物 ) 


・ 石川 県 に お ける 肝 吸 虫 症 の 研究 (第 2 報 ) 


佐藤 淳 夫 ・ 杉 原 弘 人 ・ 松 尾 喜 久男 ( 京 府 医大 医 
動物 ) 宮下 一 郎 (石川 県 山代 保健 所 ) 


. 京都 府 納 野 地方 と における 肺 吸虫 症 の 疫学 と 治療 


に つい て 吉田 幸雄 ・ 中 西 靖 郎 ・ 鳥 谷 敏 男 
( 京 府 医大 医 動物 ) 菊池 昭子 (京都 府 綱 野 保健 所 ) 


. 鳥取 , 鳥 根 , 岡山 の 三 県 に た おけ る 肺 吸虫 (3) 


西田 弘 ・ 初 鹿 了 (鳥取 大 公衆 衛 生 ) 


. 兵庫 県 瀬戸 内 側 に お ける 肺 吸虫 感染 源 の 分 布 に 


つい て 特に サッ マガ = に お ける 研究 
増田 陸 郎 (兵庫 県 社保 健 所 ) 


順 


10. 


7: 


大 阪 府 新 泥 川 に お ける 小型 大 平 肺 吸虫 の 第 1 中 
間 宿 主 と 関 する 研究 1. ムシ ン ヤ ドリ カッ ザン シ 
ョ ウッ に お ける 同種 幼 正 の 自然 感染 状況 に つい て 

富村 保 ・ 寺 内 淳 ・ 樽 本 動 ( 阪 府 大 獣医 ) 


. 広島 地方 た お ける の 浸 率 つい て 


松田 鎮雄 (広島 市 ) 


. の 小学 児童 に 及ぼ す に つい て 


戸谷 徹 造 ・ 加 藤 勝 了 世 ・ 後 藤 寿 作 ・ 
武田 正義 (名 市 大 医 動 物 ) 

富山 県 福野 町 南部 に お ける 多 虫 調査 
佐藤 淳 夫 ・ 青 野 宏 ・ 鳥 谷 敏 男 ( 京 府 医大 医 動物 ) 
鍋 虫 キャ リヤ ャ ー の 実態 調査 並び に 集団 治療 ( 続 
報 ) 好 敏明 ・ 恒 ・ 上 田 ・ 
山中 直 ・ 倉 充 ( 阪 医 大 岩田 内 科 ) 


2. 診断 に つい て の 検 対 


森下 ・ 小 林 瑞 ・ 小 林 明 ・ 典子 ・ 
国井 洋一 ・ 堀 田 泰平 ( 岐 医大 寄生 貝 ) 
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昭和 34 年 12 月 


14. 
15. 


16. 


18. 


30. 


13. 


(1959) 


Trichobilkarzia physellae の cercaria の 形 熊 学 


的 研究 御前 害 ( 阪 医大 病理 ) 
の 神経 分 石川 (名 大 解剖 
大 平 肺 吸虫 の 第 1 中 間 宿 主 の 追加 


吉田 幸雄 ( 京 府 医大 医 動 物 
小型 大 平 肺 吸虫 の 生活 史 , 特に 第 1 中 間 宿 主 と 
な る べき 貝類 と つい て 

吉田 幸雄 ( 京 府 医大 医 動物 ) 

大 阪 府 新海 川 に お ける 小型 大 平 肺 吸虫 の 第 1 中 

間 宿 主 に 関す る 研究 I ムシ ン ヤ ドリ カワ ザン シ 
ョ ウッ の 人 工 感染 試験 に つい て 

保 ・ 本 動 ( 阪 府 大 獣医 ) 

人 体 に 生 せ る 1 例 並 びに その 治療 成績 

に つい て _ 召 田 幸 雄 ・ 中 西 靖 郎 ( 京 府 医大 医 

動物 ) 西田 恒 一 郎 ( 京 府 医大 小児 科 


・ 卵 の 発育 , 特に と マッ ス を 用 いて の 感染 期 


の 野田 ( 阪 府 大 獣医 


20. 犬 回 虫 生活 環 と 関す る 知見 補 遣 (2) 


保 ( 阪 大 研 生 ) 


. の 発育 に つい て の 画 供覧 (15 分 ) 


小田 俊郎 ・ 野 田 昇 ・ 楠 正 知 ・ 堂 本 一 郎 ・ 
鳥居 達生 ・ 松 本 恒男 ・ 沢 田 順 ・ 加 謙 宗男 
( 阪 市 大 小田 内 科 ) 


っ . 人 体 か ら 見 出さ れ た 土壌 線 虫 4 種 の 培養 と 感染 


能 た に つい て 小島 ( 医大 寄生 ) 


23. 多 虫 仔 虫 の 向 性 た 関す る 実験 的 研究 


河野 明 ( 阪 医 大 岩田 内 科 


24. Lymnaea japonica の 生態 に 関す る 研究 


岩神 俊平 ( 阪 医 大 病理 


. 肝 吸 症 に お ける Arthus 現 つい て 


鈴木 良 次 ( 徳 大 一 病理 


26. 肝 吸 虫 症 に お ける 被 働 性 アレ ルギー に つい て 


山 ( 徳 大 一 病理 ) 


. 実験 的 肝 吸 虫 症 に お ける 一 堅 の 変化 


鈴木 良 次 ( 徳 大 一 病理 ) 


28. 肝 吸 虫 症 の 体内 移行 に 関す る 研究 


山口 富雄 ・ 上 原 清史 ( 徳 大 一 病理 


・ 肝 吸虫 症 と 肝 和 機能 肝 吸 虫 に 関す る 喘 画 供覧 


芦田 日 出 夫 ・ 東 川 裕 ・ 

山口 富雄 他 ( 徳 大 一 病理 ) 

Larva migrans の 研究 1. 非 固 有 宿 主体 内 に お 
ける 犬 の 分 市 状況 

東川 裕 ( 徳 大 一 病理 ) 


33. 


34. 


49. 


50. 


. 時 症 の 研究 
. 簡易 化 さ れ た T. M. 新 変 法 に つい て 


. 系 状 虫 抗原 に つい て 
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. Larva migrans の 研究 2. 非 固 有 宿 主 に お ける 


組織 学 的 検索 東川 裕 ( 徳 大 一 病理 ) 


. 広島 県 庄原 市 に だ お ける 水田 に つい て 


石田 秀雄 ( 阪 医大 病理 ) 

虫 卵 にょ る 肉芽 腫 形成 に 関す る 実験 病理 学 的 研 
究 ( 第 3 報 ) 

浜本 中 村 ( 阪 医 大 病理 ) 

非 経 に 投与 し た 卵 の 運命 に つい て (第 

4 報 ) 柳井 富夫 ( 阪 大 徴 研 寄生 虫 ) 


. 消化 管内 細菌 の 肝 蜂 感染 た に 及ぼす 影響 に つい て 


1. 枯草 菌 投与 に たよ ょ る 感染 実験 
東風 ( 阪 大 獣医 ) 
永瀬 典子 ( 医大 寄生 ) 


森下 ・ 小 林 山 川 ( 医大 寄生 虫 ) 


. M. 新 変 法 に ょ る 症 の 


小林 飯 田 ・ 山 川 幸 子 ( 医大 寄生 貝 ) 


. 症 に お ける 尿 抗 原 に つい て 


飯田 正雄 ・ 山 川 ( 医大 寄生 ) 


・ 住 血 吸 虫 皮膚 炎 の 補 体 結合 反応 に 関す る 研究 


林 勝 ( 阪 医大 病理 ) 


・ 肝 症 の 集 反 応 


山口 富雄 ・ 三 木 徴 ( 徳 大 一 病理 ) 
小林 瑞穂 ・ 
山内 正 遂 ・ 奥 野 香 久子 ( 岐 医大 寄生 虫 ) 


・ の 酸化 還元 の 電子 伝達 阻害 と 効果 


田村 三郎 (藤沢 薬品 研 ) 


・ 肺 吸 虫 症 の 治療 に 関す る 実験 的 研究 (第 3 報 ) 


肺 吸虫 の 試験 管内 飼 育 及び 薬剤 の 影響 に つい て 
油谷 友 三 ・ 津 田 洋 ( 徳 大 二 内 ) 


・ 効 果 の 判定 


森下 哲夫 ・ 永 瀬 典子 ( 岐 医大 寄生 虫 ) 


剤 の 検討 (第 1 報 ) 


佐藤 淳 据 ・ 青 野 宏 ・ 鳥 谷 敏男 ( 京 府 医大 医 動物 ) 


. の 集団 成績 (特に と ドー モイ 酸 に ょ る) 


岩田 繁雄 ・ 形 一 保 ・ 幸 ( 阪 医 大 岩田 内 科 ) 


. Bephenium hydroxynaphthoate (Alcopar) に よる 


の 効果 , 従来 の 剤 と の 比較 成 

績 幸雄 ・ 中 西 ・ 

鳥谷 敏男 ・ 松 尾 喜 久男 ( 京 府 医大 医 動物 ) 
Bephenium の 虫 作用 

小林 明 ( 医大 寄生 ) 

Bephenium hydroxynaphthoate (Alcopar) の 


31 
32 
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3 
| 
| | 
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3. 福岡 市 近郊 野犬 の トキ ッ プ ラス ママ 検索 


51. 


61. 
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虫 効力 
森下 薫 ・ 伏 見 純一 ・ 柳 井 富夫 ( 阪 大 彼 研 寄生 躍 ) 
症 の dithiazanine に よ ょ る 治療 成績 
森下 ・ 小 林 ・ 山 川 子 ・ 
森 美 知子 ( 医大 ) 


52. 新 虫 剤 の 研究 (第 2 報 ) 


陰山 保 ( 阪 医 大 岩田 内 科 ) 


.、4-Iod-thymol の 多 実験 


飯田 正雄 ・ 浅 井 紀雄 ( 岐 医大 寄生 躍 ) 


. 駆虫 剤 の 虫 体 微細 構造 に 及ぼ す 影 響 


津 秋 山喜 昭 ( 阪 医大 岩田 内 科 ) 


. Hyromycin B に こよ ょ る 鶏 消 化 管内 線 虫 の 駆除 試験 


野田 ・ 池 川 ( 阪 府 大 獣医 ) 


5. 2, 3 の 原虫 の 螺 体 内 通過 に 関す る 研究 (第 2 報 ) 


山田 節夫 ・ 高 田 季 久 ( 阪 市 大 医 動物 ) 


・ 肖 類 の 腸管 寄生 原虫 に 関す る 研究 (第 2 報 ) 


意 ・ 高 田 ( 阪 市 大 医 動物 ) 


. ラン プル 線 毛 貝 の 調査 


千 治 松 太郎 (広島 研 ) 


原虫 の 疫学 的 観 宗 


高田 ・ 山 節夫 ・ 幸 政 ( 阪 市 大 医 動 物 ) 


. ナラ マイ シン (シク ロロ ヘ キシ イミ ド ) の Tricho- 


monas vaginalis に 対す る 作用 た に つい て 
中 林 敏 夫 ・ 河 原 番 ( 阪 大 徴 研 寄 生 貝 ) 
騰 ト リュ モナ ス の 小動物 へ の 接種 実験 第 1 報 
無 マッ ウス に よる 上 成績 
織田 行 正 ( 阪 市 大 医 動物 ) 


. 7oxoplasma gondii の 実験 的 感染 動物 に 於 ける 
組織 学 的 研究 
. マウ ス の 実験 的 トキ ッ プ ラス マ 症 


立石 博 (長大 風 研 ) 


山本 厳 ( 九 寄生 ) 


52. トリ コモ ナス の カタ ラー ゼ 活 性 と 培養 条件 の 比 


63. 


64. 


66. 


68. 


69. 


70. 


海藻 の 原虫 成分 


第 12 回 日 本 寄生 虫 学会 南 日 本 支部 大 会 


昭和 34 年 11 月 1 日 
久留 米 大 学 医 学部 
岡 部 


6. 


寄 生 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 号 


較 究 中 林 夫 ・ 河 ( 阪 大 研 寄生 貝 ) 
トリ コモ ナス 症 に 関す る 研究 (第 1 報 ) 
田中 英雄 ( 阪 市 大 医 動物 ) 
岩井 長太郎 (大 阪 日 赤 産 婦人 科 ) 
Toxoplasma gondii の 電子 的 観察 
鈴木 成美 ・ 杉 田 夷 至 ・ 重 松 保弘 ( 京 府 医大 微生物 ) 


. Trypanosma の AK 型 に 関す る 遺伝 学 的 研究 


(第 10 報 ) 

猪木 正三 ・ 坂 本 等 ・ 谷 内 孝治 ( 阪 大 徴 研 寄 生 虫 ) 
Trypanosoma の AK 型 に 関す る 遺伝 学 的 研究 
(第 11 報 ) 猪木 正三 ・ 坂 本 等 ( 阪 大 彼 研 寄生 虫 ) 


. Trypanosoma の AK 型 に 関す る 坦 伝 学 的 研究 


(第 12 報 ) 
猪木 正三 ・ 小 野 ( 阪 大 研 寄 生 ) 
Trypanosoma の AK 型 た 関す る 坦 伝 学 的 研究 
(第 13 報 ) 
猪木 正三 ・ 谷 内 ( 阪 大 研 寄 生 ) 
紙上 発表 
福井 県 三国 町 と お ける 水田 皮膚 人 炎 た つい て 
千 頭 息 ( 阪 医大 病理 ) 
兵庫 県 太子 町 と お ける 水田 皮膚 炎 た に つい て 
野村 一 高 ( 阪 医 大 病理 ) 
赤痢 アメ ー バ の モル モッ ト 感 染 実 験 (第 1 報 ) 
磯 川 貞 和 ( 阪 市 大 医 動物 ) 
特別 講演 
竹本 常松 博士 (大 阪 大 学 薬学 部 ) 


山本 厳 ・ 石 井 一 (丸大 寄生 ) 


ウス カ ソ マ イ 及び ラナ ナス ゲ ジ より た 
Rhabditis 
. 虫 症 の ジ チ ア ザ ニ = に よる 治療 


篠原 恒男 ( 久 大 寄生 虫 ) 


福島 英雄 ・ 政 真哉 ( 鹿 大 二 内 ) 
アノ フェ レス 内 セタ リヤ の 鑑別 追加 
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34 年 12 月 (1959)〕 


小野 典 雄 ( 久 大 寄生 虫 ) 
. 系 状 虫 の 電子 顕微 鏡 学 的 研究 
橋 野 源義 ( 鹿 大 二 内 ) 
虫 の 検 血 殊 に 集 虫 波 に つい て 
米沢 藤 士 ・ 徳 田 久 寺 ( 鹿 大 熱 研 ) 
. ミク ロフ イラ リア の 定期 出現 性 と 関す る 研究 
アト ロビ ピン その 他 の 仔 虫 誘 出 抑制 た 就 い て 
片 峰 大 助 (長大 風 研 ) 

. Filaria 症 の 療 学 的 研究 
阿部 康男 ・ 環 栄 太 郎 ・ 影 井 昇 ・ 
大 野 家 俊 ・ 官 上 淳 ( 鹿 大 二 病 理 ) 
. 系 状 虫 症 に 於 ける Antistreptolysin 〇 O に 関す る 
研究 徳田 久 填 ( 鹿 大 熱 研 ) 
. フイ ラリ ヤ 流 行 地 に 於 ける 集団 治療 成績 
江 良 栄一 (長大 風 研 ) 
スパ トニ = ニン に よる フイ ラリ ヤ 症 の 集団 治療 に つ 
いて 佐藤 信郎 ・ 米 沢 藤 士 ・ 福 島 英 雄 ・ 
尾辻 義人 ・ 外 山 寛 樹 ・ 橋 野 源義 ( 鹿 大 二 内 ) 

阿部 康男 ・ 堀 栄 太郎 ・ 影 井 昇 ( 鹿 大 二 病 理 ) 
・ の 免疫 学 的 研究 , 第 4 報 
梅野 直弘 ( 久 大 寄生 虫 ) 
・ 有 幼虫 飼育 液 の 家 血液 に 及ぼ 
す 影 響 大 場 直 材 ( 久 大 寄生 虫 ) 


5. 二 三 の 虫 の adjuvant の 応用 


田中 ( 久 大 寄生 ) 

. 泰 形 吸 虫 症 に 於 ける 四 塩 化 そ テ チ レン と カマ ラ と 

の 虫 効果 比較 と つい て 財津 吉 (門司 市 ) 

. エン ト ベ ックス に よる 肝 吸 虫 の 治療 

岡部 洗 塗 ・ 生 山 夷 一 郎 ( 久 大 寄生 虫 ) 

. 九州 北部 に お ける 肺 吸虫 の 調査 (2) 

石井 洋 一 ・ 山 本 厳 雄 ( 九 大 寄生 虫 ) 森沢 成 司 
医 化 ) 滝沢 一 男 療養 所 ) 


20. 福岡 市 近郊 の を クズ ガ = に 於 ける 肺 吸虫 被 幼 


の 調査 古賀 元 (福岡 市 ) 
. 模式 産地 に お ける 大 平 肺 吸虫 の 生態 
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川島 健治 郎 ・ 加 茂 雨 ( 九 大 寄生 躍 ) 
. 肺 吸虫 の 治療 に 関す る 研究 
河原 弘 ( 久 大 寄生 虫 ) 


. 入 越冬 に 関す る 研究 


宮城 平 ・ 本 田 三 仁 ・ 田 
豊 住 房子 ・ 増 田 博 ( 久 大 寄生 貝 ) 


. 佐賀 県 下 の 日 本 住 血 吸 虫 症 の 疫学 的 研究 


下村 実 (唐津 保健 所 ) 


・ 日 本 住 血 吸 虫 症 に 関す る 研究 


倉田 誠 ・ 卓 ・ 野 守正 司 
佐野 栄治 ・ 松 林 ( 久 大 一 内 ) 


・ 急性 日 本 住 血 吸 虫 症 上 亡 の 一 免 次 反応 に つい て 


陳 維 一 郎 ・ 野 正和 歴 ( 久 大 小児 ) 


・ 日 本 住 血 吸虫 の 組織 化学 的 研究 


岡村 一 郎 ・ 伊 藤 一 夫 ・ ( 熊 大 寄生 虫 ) 


・ 虫 体 の 蛋白 分 に 関す る 研究 


松岡 ・ 石 原 道子 ( 熊 大 寄 ) 


・ の 組織 化学 的 研究 ① 


美 ・ 徳 永 郎 ( 熊 大 寄生 ) 


・ の 組織 化学 的 研究 


兵藤 學 美 ・ 徳 永 達 郎 ( 久 大 寄生 虫 ) 


. ドウ モイ サン に ょ る 上 螺 虫 の 治療 


岡部 田 中 小 野 雄 ( 久 大 寄生 ) 


. 釣 虫 症 の 臨床 的 研究 中 島 正 ( 鹿 大 二 病 理 ) 
. 二 ・ 三 薬剤 と よる 釣 虫 の 集団 治療 た に つい て 


中 馬 康 男 ・ 尾 辻 義 人 ・ 外 山 寛 樹 ・ 山 之 内 融 ・ 
貴島 塾 ・ 宮 田 誠 ・ 門 松 佐 夫 郎 ( 鹿 大 二 内 ) 


・ ズ ビ =, アメ リカ 両 種 多 虫 の 混合 感染 出現 の 理 


論 と 実際 利 幸 (三井 三池 ) 


・ 幸 感染 経路 の 再 検討 永吉 市 ) 
36. 鹿児島 県 に 於 ける 多 虫 症 の 流行 形態 と 集団 騙 


に つい て 阿部 康男 ・ 堀 栄 太郎 ・ 影 井 昇 ・ 
末永 治 ・ 中 島 正 ( 鹿 大 二 病 理 ) 


. 台湾 の 寄生 宮崎 一 郎 ( 寄生 貝 ) 
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規 定 


投稿 は 原著 , 投稿 者 は 会 員 に 限る 。 著 者 及び 題名 は 
日 本 区 の 下 に 欧文 訳 を 附 す る 事 。 

原稿 は 新 か な な づか い に ょ よる 回 語 常 体 (で ある, あつ 
た …… 式 ) の 横 組 み と し , 当 用 漢字 を 用 いる の を 原 
則 と する 。 促音 ・ 手 音 は 「 あ っ た , ハン ショ ツ 」 の 
よう に 小さ く 記 す , 動植物 の 和 名 や か な 書 を 普通 と 
する 化合 物 , 工 品 名 は か た か な で 書く 。 

旬 読 点 に は ュ コンマ と 丸 ( 。 ) を 主として 用 い , その 
他 必 要 に て コロ ロン, セミ コロ ダッ シュ を 使 
つて を いい 。 

数 字 , 文字 , 名 詞 な ど を 並 記す る に は コン マ ま た は 
黒丸 (・) を 適当 に 用 いる 。 例 : 第 5,8 図 4s- 
canis, Filarnia, へ マト キシ リン , アセ トカ ー ミ ン , 
ポン プ ・ コ ツク, 用 語 ・ 文 体 


数 字 , 

1) 25cm 5.3 kg 23.5°C pH 6.0 
(単位 に は 点 を 打 た ぬ ) 

) 5 個 9 人 第 5 表 昭和 28 年 7 月 

へ ) 一 上 て 化 炎 人 


ィ ) 図 , 図版 , 表 に は 必ず 番号 , 説明 を 付け る 。 
) 図 , 図版 , 表 の 番号 に は アラ ビア 数 字 (1, 2, 
3, ・……・) を 用 いる 。 図版 は 赤 ィ ン キ で 縮小 放 を 
指定 する こと 。 

へ へ ) 1 つの 番号 は 原則 と し て a. b. c。 な ど と こま を 
か く 分 け ぬ こと 。 

=) 図版 中 の 図 の 番号 は 本 訪 内 の 図 か ら の 続き 番 
すず る ご 
脚 許 に は 通し 番号 を 「・…・ で ある 。 2 る $3」 の よう に 
付け る 。 

の 献 名 に は 必ず 年 号 を 括 入れ て 
記す る こと , 引用 文献 は 著者 , (年 号 ): 標題 . 雑 誌 , 
巻 ( 号 ), 頁 一 真 . の 順序 に 文 末 に まとめ て ABC 順 
こ 並 べ , 各 広 献 に は 必ず 表題 を も 附 記 する こと 。 
小 活 字 や 特殊 活 守 (ゴシック , イタ リッ ク な ど ) を 
使う べき 所 は 忘れ ず に 赤 ィ ン キ で 明記 する こと , 文 
中 お よび 文献 表題 中 の 学名 は イタ リッ ク で 組む か 
ら , 原稿 に は その 語 の 下 に 横線 を 1 本 ・ 赤 ィ ン キ で 
引い て お く , た だ し , 各種 の 見 出し の 体 哉 ・ 活 字 に 
関す る こと は 編集 係 に 一 任 の こと 。 

原稿 の 本 図 ・ 図 説明 ・ 表 ・ 脚 それぞれ 別々 
に まとめ , 図 ・ 表 ・ 脚 許 を 入れ る べき 本 廊 中 の 場所 
に は 左側 欄外 に 赤 ィ ン キ で 第 3 図 , 脚 族 5 の ょ うに 
示し , また 図 ・ 表 ・ 脚 許 の それ ぞ れ に は 「p. 25 に 
入れ る 」 の よう に 朱書 する 。 


10. 


表 の 形式 は 原則 と し て 下 表 の 如く する こと 。 
第 5 表 標 本 枚数 に ょ る 卵 検出 


検査 枚数 陰性 陽性 陽性 

1 校 43 104 70.7 76.4>m>64.2 

3 枚 合計 22 125 85.0 89.0>m>78.4 

6 合 12 132 89.7 93.1>m>83.6 
11. 原稿 は 400 守 稿 用 紙 20 枚 以 内 と し , 掲載 料 1000 


12, 


13. 
14. 


15. 


16. 


円 と する 。 但し , 表 は 5 枚 以 内 と し て 右 の 制限 内 に 


含ま せる こと 。 図版 及び 超過 分 は 著者 負担 と する 。 


同一 号 に 同一 人 が 2 篇 を 同時 に 掲載 する 場合 に は 1 峰 


を 除い て 他 は 超過 頁 と 見 。 


投稿 は 必ず 欧文 抄録 を 附け る こと 。 抄録 は 


プラ イィ イター 用 紙 (28X21 cm 位 ) に 一 行 お き に 打ち 1 
枚 以 内 する 。 但 し 都合 にょ よ つ て は 和文 で 400 


内 の 欧文 抄録 用 原稿 を 送 了 詩 さ れ て も 良い 。 此 の 場合 
は 別に 秋 訳 料 500 円 を 添え て 申し こむ こと 。 

別表 100 部 を と し て 別に 実費 を 申 受 ける 。 
原稿 は 原則 と し て 到着 順に 掲載 する も , その 探 否 掲 
載 順 序 , 体裁 等 は 編集 者 に 一 任 さ れ た い 。 


原稿 の は 東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 予 


衛生 研究 所 内 日 本 寄生 虫 学会 事務 所 と する こと 。 


同 信頼 限界 5〆 


な お の 書き 方 に つい て は 軍 二 (朝倉 書店 ) 


「 科 学 諭 廊 の まとめ 方 と 書き 方 」 を 参照 の こと 。 


御 投 稿 の 際 別 の 必要 部 数 を 明記 し て さい 。 
は 通常 白紙 の 表紙 を つけ た ヾ け に し て あり ます が , 表 
に 標題 著者 名 雑誌 名 等 印刷 御 希望 の 方 は 実 融 で 申 受 け ま 


す 。 


寄生 虫 学 
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